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目

　

女

（大
正
三
年
二
月
十
五
日
肇
行
）

表

　

　

紙

挿

　

　

固

○
枝
折
峠
の
年
腹
よ
り
駒
ケ
岳
（魚
沼
）を
望
む

‥
…
８
…

‥
…
‥
…

…

○
駒
ケ
嶽
（魚
沼
）
の
維
量
よ
う
中
の
嶽
を
望
む

‥
…
‥
‥
…
‥
‥
…
‥
…

○
大
湯
村
よ
り
駒
ケ
岳
（魚
沼
）
を
望
む

‥
…
‥
…

…

‥
…
‥
‥
…
‥
…

○
駒
ケ
嶽
（會
津
）
の
頂
上
よ
う
熔
岳
を
望
む

○
李
ケ
嶽
の
維
簸
よ
り
駒
（右
）中
（中
）兎
（左
）
の
三
嶽
を
望
む

‥
…
‥
…

○
李
ケ
嶽
の
頂
上
よ
り
鶴
ケ
嶽
を
望
む

‥

…

…

…

同

○
李
ケ
岳
の
一
頂
よ
り
絶
量
を
里
む
…

…
…
‥
‥
…
‥
‥
…
‥
‥
…
‥

…

同

○
駒
ケ
嶽
（魚
沼
）
の
絶
通
よ
り
中
の
嶽
（右
）鬼
嶽
（左
）を
望
む

‥
…
‥
…

同

０

シ
ュ
ト
ラ
１
／
エ
ッ
タ
の
小
屋
　
‥
…
‥
…

…
…
‥
‥
…
‥
…

…

…

辻

○
小
屋
よ
リ
フ
ィ
ン
シ
ユ
フ
ラ
ー
ル
ホ
″
ン
を
仰
ぐ
…

‥
…
‥
‥
…
…
…

同

○
ガ
ッ
グ
の
絶
壁
ざ
グ
ロ
ー
ス
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ν
ン
‥
…
‥
ｅ‥
‥
…
‥
…

同

○
グ
ロ
ー
ス
シ
ェ
レ
ッ
ク
ホ
／
ン
頂
上
よ
う
グ
ロ
ー
ス

ラ
ク
テ
ラ
１
／
ホ
〃
ン
を
望
む
…

‥
…
‥
‥
…
‥
‥
…
‥
‥
…
‥
…

同

○
グ
ロ
ー
ス
シ
ュ
ン
ッ
ク
ホ
ノ
ン
頂
上
よ
う
フ
エ
ッ
フ
／
ホ
″
ン
を
離
る
　
同

○
グ
ロ
ー
ス
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
″
ン
の
画
望

茨

木

猪

之

吉

氏

筆

頭

義

明

氏
撮
影

…

上

…

上

…

上

…

上

…

上

…

上

…

′
　

　

　

上

…

村

伊

助

氏
撮
影

…

上

…

上

…

同 同 同 同 同 高

上 上 上
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○
穂

高

登

路

圏

李

ケ

嶽

登

攀

記

赤
石
書
か
ら
質
見
岳
ま
で

東
俣
よ
り
願
見
岳
に
整
る
記

蒲
田
谷
よ
り
穂
高
登
山

魅
ケ
岳
よ
り
飯
豊
山
ま
で

浅

間
山

の
務
各

伊
吹
曲
彗
中
登
山

市
潮
大
山
方
面
探
槍
記

ス
ク

ィ
ス
Ｈ
記

」Ｐ
Ｆ
”
一“
げ
一の”
目

目
・
〕｝

∪
鷺
〓
”
‥
・
‥
・
‥
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（通
頁
）
七
四
三

雑

　

　

録

０
日
本
ア
ツ
プ
ス
踏
破
国
建
を
卒
わ
て
得
た
る
感
想

（竹
下
英

一
、
朝
輝
艶
大
留
）
○
傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
ｔ
雲
鶏
ｔ
の
関
係
に
就
て
（山
本

篠
二
郎
）
○
前
の
篇
に
答
へ
て

（
ツ
シ
モ
ド
キ
生
）
○
蔵
王
山

（二
高
山
岳
會
）
〇
八
ケ
岳

（小
佐
野
進
々
）
○
山
岳
維
話

（曲
水
ｔ
主
人
公
Ｘ
古
家

贅
三
）

○
汽
車
の
窓
エ
リ

（岳
雄
）

○
各
地
の
山
岳
會
棄
報

（三
）

○
東
大
登
山
部
の
資
義
○
東
大
陸
上
運
動
部
主
催
山
岳
幻
澄
謝
演
會
の
記
〇

一
高
旅
行
部
近
況

_よ4

イゝ

欄

理

學

士

小 高

倉 頭

伸 義

吉 明

守

島

五

郎

農

學

士

辻 野 越 冠 志 中
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一
七

二
三

二
人

三
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五
〇

五
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七
七



雑
　
　
報

０
彗
中
登
山
０
初
彗
０
登
山
者
の
気
属
〇
一
■
牛
で
大
阪
す
ら
富
士
山
往
復
０
京
の
山
岳
岳
趣
味
０
回
震
ｔ
登
山
研
究
○
京
都
三
中
饉
見
の
比
叡
登
山

競
争
○
曲
の
コ
ー
マ
ン
ス
０
焼
嶽
爆
鷲
の
農
事
関
係
○
吉
野
群
峰
○
大
峰
の
確
木

會
　
　
報

Ｏ
第
九
回
ホ
奮
大
倉
豫
告
Ｏ
第
十
四
回
右
意
晩
餐
會
記
事
０
第
十
五
固
有
意
晩
餐
含
○
名
古
屋
の
第
二
回
有
志
晩
餐
會
○
今
村
氏
途
別
及
京
都
有
志
晩

餐
會
○
奈
頁
市
に
於
け
る
曲
岳
講
演
會
〇
言
員
通
信
０
會
員
に
由
り
て
成
ろ
近
刊
漢
告
○
自
馬
岳
案
内
丸
山
慶
大
耶
死
す
０
新
入
會
者





第

九

回

大

會

開

催

爽

る
二
月
十

八
日
於
東
京

本

誌

一會

報
一欄

を

見

ら

れ

た

し
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学
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山憂L
陶

平

夕

嶽

登

攀

記

高
　
　
頭
　
　
義
　
　
明

千

ケ
嶽

ご
鶴

ヶ
嶽

季
ケ
嶽
の
記
事
は
徒
末
刊
行
さ
れ
た
地
理
書
に
は
絶
無
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
僣
越
で
且
つ
は
大
袈
裟
の
や
う
で
は

あ
る
が
、
自
分
を
主
ざ
し
た
此
山
の
記
録
こ
で
も
云
ふ
や
う
な
事
Ｅ
、
自
分
が
此
山
に
興
味
を
持
つ
て
、
数
回
の
失
敗

を
重
ね
て
、
や
う
や
く
登
攀
を
試
み
た
筋
道
を
一
通
り
陳
べ
て
見
や
多
ざ
思
ふ
。

今
か
ら
十
五
六
年
前
に
ヽ
自
分
が
小
出
町
へ
遊
び
に
行
つ
た
時
に
、
三
魚
沼
は
深
山
地
で
あ
る
が
、
何
ざ
云
ふ
山
が

一
番
に
高
い
か
ざ
、
郡
役
所
の
書
記
を
し
て
居
ら
れ
た
小
島
ざ
云
ふ
人
に
聞
ぐ
ぎ
、
先
年
参
謀
本
部
の
役
人
が
調
査
さ

れ
て
、
鶴
ケ
嶽
ざ
云
ふ
山
が
第

一
だ
〓
申
さ
れ
た
こ
咄
し
て
呉
れ
た
、
こ
れ
が
自
分
が
鶴
ケ
嶽
ざ
呼
ぶ
山
が
、
自
分
の

住
居
し
て
ゐ
る
国
に
存
在
し
て
ゐ
る
ざ
云
ふ
事
を
知
つ
た
・初
め
で
あ
つ
て
、何
ん
ざ
な
く
氣
持
よ
く
自
分
の
耳
に
響
い

た
、
地
団
を
見
る
ざ
輯
製
二
十
萬
分
一
国
の
日
光
日
幅
に
も
、
地
質
調
査
所
の
四
十
高
分
一
豫
察
国
に
も
明
記
し
て
あ

る
が
、
何
れ
も
標
高
を
記
し
て
な
い
、
併
し
三
魚
沼
の
最
高
峰
ざ
す
る
こ
、
吾
が
北
越
の
山
岳
中
で
も
可
な
り
高
い
も

の
ざ
な
る
か
ら
、
二
三
年
の
中
に
は
是
非
に
登
攀
し
て
み
や
う
こ
考
へ
た
。

婦
宅
す
る
こ
大
急
ぎ
で
地
質
調
査
所
の
二
十
萬
分

一
詳
国
の
日
光
固
幅
を
出
し
て
見
た
、
鶴
ケ
嶽
の
高
さ
ざ
登
山
口

を
物
色
す
る
意
で
あ
っ
た
、
庭
が
此
日
に
は
鶴
ケ
嶽
の
名
が
載
せ
て
無
い
、豫
察
日
の
鶴
ケ
嶽
の
邊
ざ
想
は
る
ヽ
所
に
、

李
嶽
゛
葛
ｏ
ざ
云
ム
の
が
記
し
て
あ
る
、
自
分
は
平
嶽
ざ
鶴
ケ
嶽
ざ
云
ふ
の
は
、
同
山
異
名
で
あ
つ
て
、
越
後
で
は
鶴
ケ

嶽
ざ
呼
ん
で
居
て
、
上
州
方
面
で
は
不
嶽
重
群
す
る
の
で
あ
る
ま
い
か
〓
想
ふ
て
、
越
後
名
寄
ｂ
新
編
會
津
風
土
記
、

◎
不
ケ
嶽
登
攀
記

　

高
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｑ
ν

（
Ｚ



山岳

◎
李
ケ
嶽
登
攀
記
　
　
高
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

日
本
地
誌
提
要
ｔ
大
日
本
地
名
僻
書
な
ぎ
を
漁
つ
て
見
た
が
、
二
山
の
記
事
は
勿
論
の
こ
ざ
、
何
れ
の
山
名
さ
へ
も
見

出
す
こ
ざ
が
出
来
な
か
つ
た
が
、
自
分
は
心
中
で
は
此
二
山
を
同
山
異
名
Ｅ
臆
断
し
て
居
た
ｏ

其
時
か
ら
鶴
ケ
嶽
は
好
い
名
藤
だ
ざ
思
つ
た
、
日
本
で
鶴
の
字
を
山
岳
名
ご
し
て
あ
る
の
に
は
、
九
州
で
有
名
な
鶴

見
山
を
は
じ
め
、
鶴
峠
、
鶴
悠
山
、
鶴
根
山
、
鶴
飼
山
、
鶴
ノ
子
山
、
鶴
谷
山
、
鶴
城
山
、
鶴
掛
山
、
鶴
木
山
な
ざ
が

あ
る
が
、
鶴
ケ
嶽
の
名
が
最
も
雄
大
で
高
潔
で
響
き
が
可
い
や
う
に
思
ふ
、平
嶽
は
名
藤
ざ
し
て
は
威
心
も
し
な
い
が
、

頂
上
が
不
坦
で
あ
る
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
ら
し
く
想
像
さ
れ
る
、
何
れ
に
し
て
も
中
越
の
傑
物
ら
し
い
氣
持
が
し
て
な

ら
な
い
、自
分
は
其
折
に
は
ヒ
ラ
グ
ケ
ざ
呼
ぶ
の
や
ら
、ま
た
は
タ
ヒ
ラ
ダ
ケ
ご
稀
す
る
の
や
も
知
ら
な
か
つ
た
。

そ
れ
か
ら
俗
事
に
妨
げ
ら
れ
て
二
三
年
を
過
ぎ
た
、
間
も
な
く
山
岳
會
が
設
立
さ
れ
た
、
自
分
は
二
度
程
此
山
の
登

攀
を
思
ひ
立
つ
て
、
其
登
山
口
ざ
想
は
る
ヽ
北
魚
沼
郡
の
湯
谷
村
や
、
南
魚
沼
郡
の
六
日
町
方
面
や
ゝ
上
州
利
根
郡
の

藤
原
村
へ
照
會
し
て
見
た
が
要
領
を
得
な
い
、
明
治
四
十
一
年
の
五
月
に
、
東
京
か
ら
清
水
峠
を
鍮
え
て
婦
回
し
た
時

り

に
、
藤
原
村
の
ス
ロ
の
プ
暦
ず
温
泉
で
い
ろ
′
ヽ
聞
い
て
見
た
が
、
不
嶽
だ
の
鶴
ケ
嶽
だ
の
こ
云
ふ
山
は
聞
い
た
事
が

”

な
い
ざ
云
ふ
て
居
る
、
其
中
に
魚
沼
地
方
の
人
々
が
主
ざ
な
つ
て
銀
山
不

（後
に
記
す
）
の
開
墾
事
業
を
起
さ
れ
て
、

自
分
の
知
己
で
あ
つ
て
隣
村
で
あ
る
高
橋
九
郎
氏
が
っ
高
橋
農
場
を
建
設
さ
れ
た
、
農
場
の
主
任
は
自
井
ス
八
ざ
云
ふ

て
自
分
ざ
主
従
の
や
う
な
関
係
の
あ
つ
た
者
で
あ
る
。
高
橋
氏
ざ
自
井
か
ら
銀
山
李
方
面
の
山
岳
に
登
る
や
う
に
、
面

會
の
時
や
便
の
折
に
毎
々
勘
告
さ
れ
る
、
そ
こ
で
大
李
晟
氏
Ｅ
銀
山
不
へ
見
物
に
行
く
こ
こ
に
な
つ
た
、
自
分
は
不
嶽

に
登
る
の
が
主
眼
で
、
大
手
氏
は
魅
嶽
に
登
つ
て
日
光
へ
抜
け
ら
る
ヽ
計
蓋
で
、
時
間
の
都
合
で
同
行
も
し
や
う
Ｅ
約

束
し
て
、
準
備
ま
で
し
た
が
、
出
獲
の
四
五
日
前
に
な
つ
て
自
分
は
差
支
が
出
来
て
中
止
す
る
こ
こ
ヽ
な
つ
た
、
巳
む

を
得
ぬ
か
ら
大
手
氏
に
依
頼
し
て
、
不
嶽
に
関
係
し
た
一
切
の
事
を
聞
き
合
し
て
貰
ふ
こ
こ
に
し
た
ミ
大
手
氏
が
掃
宅

さ
れ
て
御
土
産
話
し
を
さ
れ
た
の
で
、
は
じ
め
て
此
山
の
大
膿
の
見
営
が
付
い
た
、
稀
呼
を
ヒ
ラ
ガ
タ
ケ
ざ
云
つ
て
鶴

ヶ
嶽
ざ
別
物
で
あ
る
こ
ご
、
只
見
川
の
支
流
の
北
ス
川
の
支
流
で
あ
る
中
ス
川
を
登
つ
て
も
高
橋
農
場
か
ら
二
夜
以
上



曲番

の
野
宿
を
し
て
往
復
す
る
こ
ご
が
出
来
て
、
案
内
者
は
大
手
氏
が
駒
ケ
嶽

（魚
沼
）
の
案
内
を
さ
し
た
櫻
井
林
治
ざ
云

ふ
若
で
、
大
湯
温
泉
で
容
易
に
雇
ひ
入
る
ヽ
事
が
出
来
て
．
山
の
頂
上
は
苗
場
山
式
に
廣
潤
で
あ
る
ざ
云
ふ
こ
こ
が
分

明
に
な
っ
た
ち
さ
う
し
て
大
手
氏
は
務
め
は
平
ケ
嶽
に
趣
味
を
持
た
な
か
つ
た
が
、
案
内
者
の
鴨
を
聞
い
て
か
ら
登
攀

し
て
見
た
く
な
つ
た
こ
附
説
さ
れ
た
、
自
分
は
益
々
此
山
に
登
り
度
く
思
つ
て
居
た
が
、
其
雀
年
は
ふ
ざ
し
た
こ
ざ
か

ら
登
山
時
期
を
海
外
に
過
ご
し
て
し
ま
つ
た
、
昨
大
正
三
年
六
月
に
は
、
高
橋
氏
に
も
依
頼
し
た
り
、
白
井
へ
も
晏
信

し
て
李
ケ
嶽
の
案
内
者
を
雇
ひ
入
れ
て
貰
ふ
事
に
し
て
置
い
猛
い
折
し
も
其
邊
の
五
高
分
一
般
製
目
が
刊
行
さ
れ
た
か

ら
、
雀
躍
う
せ
ん
ば
か
り
に
し
て
出
螢
し
た
、
七
月
中
旬
に
バ
ブ
温
泉
の
東
榮
舘
に
四
五
日
滞
在
し
て
、
林
治
を
案
内

着
ざ
し
て
駒
ケ
嶽
へ
登
つ
た
、
そ
れ
か
ら
林
治
を
連
れ
て
銀
山
李
の
高
橋
農
場
へ
着
い
た
。
自
井
が
策
ね
て
依
頼
し
て

置
い
た
案
内
者
の
大
久
保
某
は
、
銀
山
李
の
某
養
鴛
所
へ
雇
は
れ
て
末
て
居
る
の
で
、
自
分
等
が
銀
山
李
へ
行
つ
た
の

が
四
五
日
遅
れ
た
の
ざ
、
養
重
が
少
し
李
年
よ
り
早
い
の
で
、
多
忙
の
時
期
に
向
つ
て
本
た
の
で
、
案
内
が
出
来
ｎ
ざ

η

云
ふ
こ
ざ
に
な
つ
た
、
自
井
が
養
蜜
所
へ
談
じ
て
養
餓
所
で
は
承
諾
し
て
呉
れ
た
が
、
大
久
保
某
の
妻
君
が
臨
月
な
の

．い
）

で
、
妻
君
の
方
か
ら
不
服
が
出
た
ざ
や
ら
で
、
大
久
保
某
は
案
内
が
出
来
ぬ
こ
ざ
に
な
つ
て
、
折
角
白
井
が
蓋
力
し
て

呉
れ
た
の
も
書
餅
こ
な
つ
た
、
大
久
保
某
の
言
に
擦
る
こ
、
ス
見
川
の
上
流
の
自
澤
を
登
る
が
便
利
ざ
云
ム
の
で
、
こ

の
登
路
は
林
治
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
、
大
久
保
某
に
断
ら
れ
て
か
ら
自
澤
の
登
路
を
憂
夏
し
て
、
林
治
を
案
内
ざ
し

て
中
又
川
を
登
る
こ
さ
に
決
定
し
た
、
さ
て
念
々
多
年
の
宿
望
を
果
す
日
が
来
た
か
ざ
、
早
朝
に
起
き
て
見
る
こ
快
晴

で
あ
る
、
急
い
で
結
束
し
て
い
ざ
出
螢
Ｅ
な
る
ご
、
人
夫
が
一
人
居
な
く
な
っ
て
ゐ
る
、
元
末
湯
谷
村
は
行
き
詰
り
の

山
村
で
あ
つ
て
、
大
湯
ざ
欄
尾
ス
の
二
温
泉
が
あ
る
か
ら
、
他
所
か
ら
這
入
る
人
の
過
年
は
遊
び
に
行
く
の
で
も
土
地

相
應
の
贅
澤
は
す
る
こ
こ
に
な
る
、
随
つ
て
土
着
の
人
に
は
他
所
か
ら
な
て
少
し
で
も
知
ら
に
て
居
る
者
か
ら
は
、
か

か
り
合
ひ
に
餘
徳
が
あ
る
も
の
こ
考
へ
て
居
る
も
の
が
多
い
、
銀
山
手
の
開
墾
事
業
が
起
つ
て
、
自
井
が
高
橋
農
場
の

主
任
ざ
な
つ
て
か
ら
は
、
賃
金
を

一
定
す
る
こ
か
、
其
他
に
い
ろ
ノ
ヽ
改
良
を
試
み
た
の
で
、
表
面
か
ら
は
誰
れ
も
文

◎
干
ケ
嶽
登
攀
記

　

高
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
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李
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高
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四

句
を
出
す
も
の
は
な
い
が
、
裏
面
で
は
反
威
不
季
を
抱
い
て
居
る
も
の
も
あ
る
、
そ
の
復
難
か
否
か
そ
こ
ま
で
は
知
ら

な
い
が
、
人
夫
の
一
人
の
労
働
の
割
合
に
賃
金
が
不
足
だ
ざ
云
ふ
て
、
前
花
白
井
に
叱
責
さ
れ
た
男
が
ゝ
今
朝
に
な
つ

て
急
に
病
氣
に
な
つ
た
か
ら
婦
へ
る
Ｅ
云
ひ
出
し
て
「
林
治
ざ
今

一
人
の
人
夫
が
様
々
に
説
諭
し
た
が
ゝ
白
井
が
自
分

の
所
へ
末
て
居
る
中
に
勿
々
婦
村
し
た
こ
こ
が
分
つ
た
、
銀
山
李
の
養
霞
を
し
な
い
農
家
は
、
蕎
奔
が
年
作
だ
ざ
云
つ

て
ゐ
る
、
自
井
も
数
人
の
雇
人
を
監
督
し
て
春
夢
蒔
を
し
て
居
た
、
銀
山
季
は
夏
期
に
耕
作
や
養
鴛
に
行
く
か
ゝ
ス
は

開
墾
事
業
に
従
事
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
繁
期
ざ
な
る
こ
殊
に
餘
分
な
人
間
が
一
人
も
居
な
い
、
信
州
邊
で
あ

る
こ
金
鏡
問
題
で
人
夫
を
得
る
こ
ざ
も
出
来
る
が
、
銀
山
不
で
は
先
づ
絶
封
に
不
可
能
ざ
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
、
自
井

は
出
来
る
だ
け
奔
走
蓋
力
し
て
呉
れ
た
が
．
ざ
う
し
て
も
人
夫
が
な
い
か
ら
自
身
で
出
懸
け
る
ざ
云
ひ
出
し
た
、
か
多

な
る
こ
自
井
の
事
情
を
知
つ
て
居
る
だ
け
に
、
さ
う
し
て
呉
れ
〓
云
ふ
こ
ざ
が
出
来
な
い
、
自
分
は
李
ケ
嶽
を
断
念
し

て
直
に
岩
代
の
檜
枝
岐
へ
行
く
こ
こ
に
決
心
し
た
、
其
年
の
十
月
に
大
林
Ｅ
の
役
人
が
不
ケ
嶽
へ
調
査
に
来
る
こ
こ
に

Ｑ

な
つ
て
居
た
、
其
時
の
人
夫
を
今
年
か
ら
豫
約
し
て
置
く
か
ら
、
末
年

（大
正
四
年
）
は
是
非
木
て
呉
れ
ざ
白
井
が
云

辞

ふ
か
ら
、
自
分
も
其
氣
に
な
つ
て
農
場
の
人
夫
を
一
人
借
り
て
，
其
日
に
檜
枝
岐
へ
越
し
た
、
檜
枝
岐
か
ら
會
津
の
駒

ケ
嶽
に
登
つ
て
、
岩
代
の
山
岳
に
残
雪
の
殆
ん
ざ
存
在
し
な
い
に
驚
い
た
が
、
同
時
に
越
後
の
駒
ケ
嶽
、
中
ノ
嶽
等
に

残
雲
の
頗
る
多
い
の
を
嬉
し
く
思
つ
た
、
不
ケ
嶽
に
は
残
雲
が
頂
上
の
庭
に
少
し
く
見
え
て
居
た
、
夫
れ
か
ら
尾
離
沼

へ
行
つ
て
偶
然
に
志
村
烏
嶺
氏
ざ
落
合
つ
た
、
志
村
氏
ざ
隧
嶽
に
登
っ
て
李
ケ
嶽
の
雄
大
な
る
に
見
惚
れ
た
、
前
述
の

次
第
で
李
ケ
嶽
を
思
ひ
込
ん
で
か
ら
失
敗
ば
か
り
重
ね
て
居
た
が
、
今
年

（大
正
四
年
七
月
十
八
日
）
に
不
ケ
嶽
の
絶

覇
に
立
つ
て
鶴
ケ
嶽
を
望
見
す
る
こ
ざ
が
出
な
た
ゝ
以
下
そ
の
紀
行
を
策
ね
た
案
内
記
を
書
く
こ
こ
に
す
る
。

附
記
、
季
ケ
嶽
は
ヒ
ラ
ダ
ケ
ざ
も
呼
ぶ
も
の
あ
う
、
蓋
じ
山
最
李
坦
な
る
よ
う
名
を
得
た
る
も
の
な
ら
ん
、
此
山
は

各
種
の
地
理
書
に
漏
れ
た
れ
ば
、
明
治
の
務
年
に
は
知
る
も
の
な
か
り
し
が
如
し
「
夫
れ
よ
り
新
式
の
鐵
砲
の
渡
ホ

し
て
よ
り
、
越
後
、
岩
代
ゝ
上
野
の
猥
夫
が
次
第
に
深
山
に
入
り
、
此
山
の
特
殊
の
山
容
に
よ
う
て
か
く
呼
び
し
に
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あ
ら
ぎ
る
か
、
此
山
の
地
目
に
露
れ
た
る
も
の
は
、
明
治
二
十

一
年
刊
行
農
商
務
省
地
質
調
査
所
の
目
光
日
幅
な
り

ざ
す
、其

一
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
る
、陸
地
測
量
部
の
輯
製
二
十
萬
分

一
日
目
光
固
幅
に
は
、
中
岳
ざ
記
さ
れ
た
０
も

誤
記
か
誤
植
か
ざ
も
思
は
る
れ
ざ
も
、会
が
日
本
山
嶽
誌
刊
行
の
時
に
、詳
馬
縣
統
計
書
の
曲
嶽
部
を
一
覧
せ
し
に
、

魚
沼
の
駒
ケ
嶽
を
上
野
の
國
界
の
如
く
に
記
さ
れ
た
る
や
に
記
憶
せ
り
、
既
に
測
量
部
ま
た
は
調
査
所
の
二
十
萬
分

一
日
出
で
ヽ
よ
ヶ
十
年
近
く
な
り
た
る
に
、
猶
ほ
訂
正
せ
ぎ
る
縣
藤
の
迂
潤
に
も
果
る
れ
ざ
も
。
そ
の
縣
鷹
等
よ
り

十
年
前
に
提
出
せ
し
材
料
を
輯
製
し
た
る
も
の
故
、
駒
ケ
嶽
よ
り
も
高
く
し
て
且
つ
南
に
在
る
中
ノ
嶽
を
、
上
野
界

に
認
め
し
や
、
知
る
べ
か
ら
ず
、
同
国
の
只
見
川
以
西
の
回
界
に
は
西
よ
り
敷
へ
て
、
荒
澤
岳
、
自
澤
嶽
、
中
岳
、

鶴
ケ
嶽
ざ
あ
り
て
、
鶴
ケ
嶽
を
北
、
南
魚
沼
の
郡
界
ざ
な
し
、
鶴
ケ
嶽
よ
う
北
方
に
走
れ
る
山
脈
中
に
、
中
ノ
嶽
、

駒
ケ
嶽
の
諸
山
を
描
き
た
り
、
此
固
ざ
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
る
地
質
調
査
所
の
四
十
高
分

一
豫
察
圏
も
ま
た
鶴
ケ
嶽

を
以
て
郡
界
を
北
走
せ
る
山
脈
の
起
黙
ざ
せ
♭
、
以
後
鶴
ケ
嶽
を
境
界
ざ
せ
る
も
の
頗
る
勢
力
あ
り
、
翌
年
に
刊
行

一劉

さ
れ
た
る
調
査
所
の
日
光
固
幅
に
は
、
只
見
川
以
西
の
回
界
を
西
よ
り
敷
へ
て
、
入
岩
嶽
Ю８
∽
季
嶽
Ю
、
ｏ
ぎ
あ
り

“

て
、
不
嶽
を
北
、
南
魚
沼
郡
界
の
東
に
記
さ
れ
、
郡
界
普
近

（會
津
固
幅
も
蓼
照
せ
り
）
に
は
鶴
ケ
嶽
の
山
名
を
鋏

け
り
、
こ
は
殆
ん
ざ
現
今
の
地
固
に
齊
し
き
も
の
に
し
て
、
入
岩
嶽
ざ
は
鶴
ケ
嶽
の
こ
こ
な
り
、
鶴
ケ
嶽
の
稀
呼
は

越
後
方
面
の
名
な
る
が
如
く
、
檜
枝
岐
の
者
は
何
岩

（昨
年
の
手
帳
を
紛
失
し
て
失
念
せ
う
）
ざ
呼
べ
り
、
蓋
し
鶴

ケ
嶽
は
古
生
層
ざ
花
商
岩
地
に
噴
出
せ
る
輝
石
安
山
岩
に
し
て
「山
勢
附
近
の
山
岳
に
異
な
る
を
以
て
の
故
な
ら
ん
「

昨
年
刊
行
さ
れ
た
る
測
量
部
の
五
高
分
一
国
出
で
ヽ
、
地
形
は
じ
め
て
明
瞭
ざ
な
り
、
不
ケ
嶽

（季
嶽
に
作
る
）
を

入
海
山
固
幅
に
、
鶴
ケ
嶽

（影
鶴
山
に
作
る
）
を
藤
原
固
幅
に
牧
め
た
り
ゝ
地
質
調
査
所
の
二
十
高
分

一
詳
日
は
、

未
だ
全
部
の
完
結
せ
ぎ
る
故
に
や
、
地
理
學
者
の
多
く
は
同
所
の
豫
察
国
に
擦
り
、
約
二
十
年
前
に
出
版
さ
れ
た
る

日
光
圏
幅
の
正
確
な
る
も
の
に
探
ら
ず
し
て
、
大
日
本
地
誌
の
如
き
も
不
ケ
嶽
を
省
き
て
、
鶴
ケ
嶽
を
載
せ
た
り
、

此
の
如
ぐ
鶴
ケ
嶽
の
名
は
可
な
り
の
勢
力
あ
り
て
ま
た
好
名
藤
な
れ
ば
、
余
は
出
所
も
知
れ
ぎ
る
新
名
藤
の
影
鶴
山

０
李
ケ
嶽
登
攀
記
　
　
高
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



山岳

◎
千
夕
嶽
登
警
記
　
　
高
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

を
避
け
て
、
鶴
ケ
嶽
の
名
を
用
ふ
る
も
の
な
り
。

平

ケ

嶽

に

登

る

李
ケ
嶽
に
開
し
て
は
前
章
に
於
て
長
々
ざ
陳
べ
た
が
、
ま
だ
嫌
焉
ぬ
か
ら
此
章
の
前
叙
〓
し
て
も
う
少
し
記
す
る
、

此
山
は
深
山
中
の
深
山
で
あ
つ
て
普
通
の
道
路
か
ら
見
え
ぬ
か
ら
、
容
易
に
階
望
す
る
こ
ざ
が
出
来
な
い
し
、
そ
わ
が

原
因
で
世
人
に
知
ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
、ま
た
蓮
華
群
峰
や
妙
高
山
や
日
光
白
根
、男
鵬
山
、
赤
城
山
、
浅
間
山
．

富
士
山
か
ら
も
見
え
る
に
は
、見
え
て
居
る
筈
で
あ
る
が
群
峰
畳
障
の
中
に
あ
る
か
ら
、其
獨
特
の
形
状
を
認
め
ら
れ
る

こ
Ｅ
が
出
来
な
い
、
不
ケ
嶽
の
偉
大
な
る
山
勢
を
知
る
に
は
是
非
ご
も
隧
嶽
か
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
越
後
方
面
の
荒

澤
嶽
や
中
ノ
嶽
や
兎
嶽
も
可
い
ざ
は
想
ふ
が
、
登
攀
し
た
こ
ざ
が
な
い
か
ら
断
言
す
る
こ
ざ
は
出
来
な
い
ぅ
順
序
ざ
し

て
此
山
の
所
在
を
略
説
す
る
必
要
が
あ
る
。
北
越
ざ
上
野
の
回
境
を
略
ぼ
南
々
西
か
ら
北
々
東
に
向
ふ
て
走
っ
て
居
る

助

山
脈
を
、
清
水
連
嶺
ざ
呼
ん
で
ゐ
る
、
人
に
よ
つ
て
は
三
國
山
脈
ど
も
稀
し
て
居
る
が
、
三
國
山
は
各
所
に
同
名
が
あ

一響
・

つ
て
混
同
の
恐
れ
も
あ
る
し
、
夫
れ
に
三
國
山
や
三
國
峠
は
往
時
は
著
名
で
も
あ
つ
た
ら
う
が
、
回
道
が
清
水
時
に
移

韓
し
て
か
ら
は
清
水
峠
を
主
要
な
る
も
の
こ
見
る
べ
き
も
の
ざ
思
ふ
し
、
位
置
か
ら
云
ふ
て
も
三
國
峠
の
南
端
に
あ
る

に
反
し
て
清
水
峠
は
略
ぼ
中
央
に
位
し
て
ゐ
る
し
、
高
さ
も
清
水
峠
の
方
が
二
百
米
突
以
上
も
披
い
て
ゐ
る
か
ら
ｒ
自

分
は
清
水
連
嶺
ざ
呼
ぶ
方
へ
賛
成
す
る
の
で
あ
る
、
此
連
嶺
の
主
軸
の
東
端
を
な
し
て
居
る
の
が
不
ケ
嶽
で
あ
る
、
即

ち
新
潟
縣
越
後
回
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村
Ｅ
群
馬
縣
上
野
國
利
根
郡
水
上
村
の
境
界
を
な
し
て
居
て
、
其
山
足
は
西
北
は

剣
ケ
倉
山
か
ら
北
に
延
び
て
、
北
〓
南
魚
沼
の
郡
界
を
な
し
て
居
る
兎
岳
Ｅ
丹
後
山
の
間
の
一
隆
起
の
山
脚
ま
で
行
っ

て
居
て
、
利
根
川
の
本
流
の
水
源
は
此
山
ご
丹
後
山
の
間
か
ら
螢
し
て
居
る
、
北
は
三
條
の
山
脈
を
な
し
て
、
阿
賀
野

川
流
域
の
只
見
川
ざ
中
岐
川
〓
懸
岐
澤
に
載
ら
れ
て
居
る
、
其
三
條
の
山
版
の
画
の
も
の
は
中
岐
川
の
本
流
だ
、
支
流

の
二
岐
澤
の
間
に
あ
つ
て
北
端
が
大
澤
山
で
あ
る
、
中
の
も
の
は
二
岐
澤
Ｅ
懸
岐
澤
の
間
を
延
び
て
夏
に
只
見
川
ざ
北
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又
川
の
出
合
ま
で
進
ん
で
居
て
、
隧
嶽
か
ら
難
大
に
見
え
る
の
が
此
尾
根
ざ
其
束
の
も
の
こ
重
な
つ
て
み
る
の
で
、
何

れ
も
婉
艇
ざ
し
て
四
里
以
上
に
亘
つ
て
居
る
、
東
の
も
の
は
懸
岐
澤
ざ
只
見
川
Ｅ
白
澤
に
断
た
れ
て
居
る
、
西
南
は
上

州
の
水
長
澤
山
を
成
し
ご
居
る
ゝ
南
は
上
野
、
越
後
の
界
を
な
し
て
白
澤
山
ざ
成
つ
て
居
る
、
以
上
を
李
ケ
嶽
の
全
部

Ｅ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
、
越
後
方
面
の
自
澤
〓
即
ち
中
岐
川
の
支
流

（友
又
山
の
市
の
も
の
）
ざ
一
上
野
方
面
の
利
根

川
の
本
流
ご
其
支
流
の
水
長
澤
の
市
の
一
源
ざ
で
李
ケ
嶽
全
部
を
周
つ
て
居
る
の
で
あ
る
、
鶴
ケ
嶽
ざ
白
澤
山
の
間
に

大
白
澤
山
ざ
地
日
に
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
平
ケ
嶽
の
尾
根
が
蓋
き
た
庭
で
あ
つ
て
山
ざ
云
ふ
よ
り
は
季
地
ざ
見
る

べ
き
で
あ
ら
う
、不
ケ
嶽
の
全
部
は
花
同
岩
で
あ
る
か
ら
大
自
澤
山
も
花
岡
で
無
論
李
ケ
嶽
に
属
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
東
か
ら
鶴
ケ
嶽
に
属
す
る
火
山
岩
ざ
な
る
ら
し
い
。

東
京
の
上
野
騨
の
九
時
四
十
分
螢
の
夜
行
の
急
行
列
車
に
乗
る
ざ
、
笠
朝
の
九
時
年
に
家
迎
寺
停
車
場
に
着
す
る
、

自
分
等
が
二
十
幾
年
前
に
片
員
の
小
學
校
に
通
學
し
て
居
た
頃
に
は
、　
一
尺
許
の
作
場
道
で
あ
っ
て
人
家
な
ぎ
無
か
つ

場

た
の
が
、
今
は
三
間
餘
の
縣
道
が
通
し
て
五
十
軒
許
の
人
家
が
出
来
た
ゝ
新
末
迎
寺
辱

（魚
沼
鐵
道
）
の
軽
便
鐵
道
に

朽
．

搭
じ
て
九
時
三
十
四
分
に
獲
車
す
る
ざ
、
十
時
十
八
分
に
小
千
谷
澤
に
達
す
る
、
そ
こ
か
ら
人
力
車
ま
た
は
馬
車
で
約

五
里
を
行
ぐ
ざ
Ｉ、
出
町
で
あ
る
、
小
出
か
ら
爪
先
上
り
ざ
な
つ
て
約
二
里
を
行
く
ざ
、
日
本
第

一
ラ
デ
ウ
ム
温
泉
の
藤

あ
る
北
魚
沼
郡
湯
谷
村
橡
尾
又
温
泉
に
着
す
る
、
自
在
舘
ざ
云
ふ
家
が
可
い
や
う
で
あ
る
、
小
出
か
ら
人
力
車
を
通
す

る
が
二
人
引
き
で
な
い
ざ
、
時
々
歩
行
さ
せ
ら
れ
て
其
効
が
少
な
い
、
温
泉
は
温
度
が
低
い
が
往
昔
か
ら
著
名
な
も
の

で
あ
る
、
小
出
か
ら
橡
尾
ス
に
着
く
少
し
前
に
右
に
折
れ
て
行
く
ざ
大
湯
温
泉
が
あ
る
。
橡
尾
ス
ま
で
八
町
許
り
の
距

離
で
あ
る
、
大
湯
温
泉
は
温
度
も
可
な
い
で
あ
る
が
、
設
備
は
橡
尾
又
よ
り
も
下
等
で
あ
る
、
東
榮
舘
ざ
云
ふ
の
が
可

い
、
銀
山
平
へ
行
く
人
夫
や
荷
物
は
、
悉
皆
こ
の
東
榮
舘
で
世
話
す
る
こ
こ
に
な
っ
て
居
る
、
だ
か
ら
高
橋
農
場
へ
通

信
す
る
に
は
此
家
に
宛
て
る
の
で
あ
る
、
橡
尾
又
は
温
泉
宿
の
外
に
は
人
家
が
な
い
か
ら
、
大
湯
が
湯
谷
村
の
奥
底
の

部
落
で
あ
る
、
大
湯
も
橡
尾
又
も
名
勝
も
奮
跡
も
な
い
か
ら
遊
び
場
所
ざ
し
て
は
、
く
だ
ら
な
い
庭
で
あ
る
ｏ
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自
分
は
本
年
の
七
月
十
四
日
に
新
末
迎
寺
の
一
番
下
り
に
乗
つ
て
、
小
千
谷
か
ら
馬
車
を
雇
つ
て
、
小
出
の
須
田
ざ

云
ふ
旋
館
で
中
食
し
た
、
策
ね
て
自
井
か
ら
依
頼
し
て
置
い
た
ざ
見
え
て
、
下
折
立
の
Ｅ
長
の
業
が
訪
問
し
て
来
て
、

昨
年
の
十
月
に
大
林
Ｅ
の
役
人
に
同
行
し
た
人
夫
を
、
明
日
中
に
高
橋
農
場
ま
で
遣
す
ざ
云
ふ
意
を
告
げ
て
去
っ
た
、

須
日
で
ゆ
つ
く
り
し
て
居
た
の
で
、
夕
刻
に
橡
尾
又
の
自
在
舘
へ
投
宿
し
た
、
荷
物
ざ
人
夫
の
都
合
が
あ
る
の
で
、
自

分
の
従
者
の
渡
邊
権
一
を
大
湯
の
東
榮
舘
に
宿
さ
せ
た
、
花
に
な
る
ざ
渡
邊
が
ホ
て
、
東
榮
舘
の
主
人
が
弟
を
同
行
し

で
呉
れ
ざ
依
頼
す
る
が
如
何
し
や
，り
ざ
聞
ぐ
、
承
知
の
旨
を
回
答
し
た
、
笠
朝
の
六
時
に
仕
度
が
出
来
て
十
分
に
出
立

し
た
ｏ

橡
尾
又
温
泉
か
ら
佐
梨
川
の
支
流
の
橋
を
渡
る
ざ
、
一
方
登
り
ざ
な
つ
て
二
二
十
七
町
で
枝
折
峠
の
嶺
上
に
達
す
る
、

其
間
に
は
初
維
駒
ケ
嶽
の
自
鎧
々
た
る
残
雲
を
有
し
て
ゐ
る
雄
姿
を
仰
い
で
、
頗
る
般
快
の
威
じ
が
す
る
、
道
は
薬
で

は
あ
る
が
樹
木
の
影
が
な
い
か
ら
、
日
中
に
登
る
を
避
け
て
成
る
べ
ぐ
早
朝
に
嶺
上
に
達
す
る
が
可
い
、
温
泉
か
ら
一丁
り

時
間
年
ば
か
り
費
し
た
、
こ
ヽ
ま
で
は
信
濃
川
の
流
域
で
あ
る
が
、
峠
か
ら
小
倉
山
を
経
て
駒
ケ
嶽
に
通
じ
て
居
る
山

椰

脈
が
分
水
嶺
ざ
な
つ
て
、
前
面
は
銀
山
李
即
ち
阿
賀
野
川
の
流
域
ざ
な
る
の
で
あ
る
「
此
峠
は
大
明
紳
峠
ざ
も
呼
ば
れ

て
居
る
、
尾
瀬
大
（申
７
）納
言
が
読
者
の
鴛
め
に
流
罪
ざ
な
つ
て
、
此
庭
を
過
ぎ
ら
れ
た
時
に
、
大
明
紳
が
現
出
さ
れ

て
路
に
枝
折
を
さ
れ
た
こ
云
ふ
偉
説
が
あ
る
、
此
峠
を
右
に
登
る
ざ
五
時
間
ば
か
り
で
駒
ケ
嶽
の
八
合
目
ざ
も
云
ふ
べ

き
虚
の
ア
マ
池
に
出
る
、
そ
れ
か
ら
約
一
時
四
十
分
で
駒
ケ
瀞
の
絶
通
に
至
る
こ
ざ
が
出
来
る
ｏ

こ
ヽ
で
簡
単
に
銀
山
年
の
説
明
を
し
て
置
く
、
越
後
の
南
ざ
北
の
魚
沼
郡
の
境
界
で
、
中
ノ
嶽
の
南
に
兎
岳
ざ
云
ふ

の
が
あ
る
、
兎
岳
の
尾
根
が
東
に
延
び
て
友
ノ
又
山
ざ
な
つ
て
、
そ
れ
か
ら
北
に
行
つ
て
荒
澤
嶽
ぎ
な
っ
て
、
夏
に
東

に
延
び
て
居
る
、
此
山
脈
ざ
中
ノ
嶽

駒ゝ
ケ
嶽
の
山
脈
の
間
を
流
れ
て
居
る
の
が
、只
見
川
の
支
流
の
北
叉
川
で
あ
る
、

枝
折
峠
か
ら
北
又
川
に
Ｔ
る
ざ
、
川
の
南
方
は
庭
々
に
手
地
が
あ
つ
て
、
自
然
の
桑
樹
が
あ
る
か
ら
昔
し
か
ら
養
登
一期

に
な
る
こ
、
此
山
間
で
養
資
を
し
て
ゐ
た
ら
し
い
、北
又
川
が
只
見
川
ざ
出
合
ふ
て
か
ら
、只
見
川
の
上
流
に
行
く
Ｅ
、



ｏ
け
腱
ギ
（薇
誠
）
珈

や
吾

こ
”
尊
蕩
汁

Ю
　
　
ｏ
け
腱
゛
剪

ヽ
モ
こ
”
報
い圏
０
（
ヽ
い
）
華

や
さ

一

け
腱

や
華
＝
０
（計
）
洲
（
モ
）
モ
（卦
）
雷

こ
”
難
議
Ｄ
華

や
■

卜
　
　
　
ｏ
ｅ
′腱
学
印
ま

こ
”
卜
気
０
（書
呻
）
華

、
諄ａ

”

（潔

部

い

望

難

剛

蟄
〕
　

　

　

　

ｅ
・
腱

ぽ

華

ヽ

語

こ

”
卜

嵐

０

葬

゛

輩

静

モ





曲岳

川
の
西
方
に
も
手
地
が
庭
々
に
あ
る
、
そ
れ
が
大
略
五
六
里
以
上
も
績
い
て
ゐ
る
、
其
午
地
を
線
稀
し
て
銀
山
李
ざ
呼

ぷ
の
で
あ
る
．
會
津
藩
の
頃
に
は
只
見
川
の
上
流
で
銀
鏡
を
探
掘
し
て
可
な
り
盛
ん
で
あ
つ
た
ら
し
い
、
近
年
に
此
午

の
開
墾
事
業
が
起
つ
て
、
各
所
に
人
家
が
出
来
た
が
、
日
本
で
も
有
敷
な
越
後
李
野
で
成
長
し
た
人
か
ら
見
る
ざ
．
不

ぎ
こ
ろ
の
話
し
で
な
く
、
て
ん
で
人
の
構
む
虜
で
な
い
ら
し
く
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
移
民
が
砂
な
い
ら
し
い
、
甲
州
の

野
呂
川
谷
な
ざ
か
ら
見
る
Ｅ
非
常
に
美
事
な
庭
で
あ
る
、
會
津
方
面
の
大
手
野
を
知
ら
な
い
山
間
の
貧
民
を
優
待
し
て

開
墾
さ
せ
る
に
限
る
ざ
思
ふ
、
自
分
は
平
野
地
で
生
活
が
出
来
な
く
な
つ
た
ら
、
此
谷
へ
引
込
ん
で
、
養
徴
で
米
代
を

取
つ
て
、
幕
菱
や
粟
の
岡
物
で
補
ふ
て
、
小
出
方
面
で
蕨
や
蕗
が
無
て
な
る
頃
に
、
蕨
や
蕗
が
此
谷
で
は
盛
ん
で
あ
る

か
ら
、
夫
れ
を
小
出
の
町
へ
賣
出
し
た
り
す
る
気
で
あ
る
、
ま
だ
棲
め
ば
い
く
ら
も
牧
入
を
見
出
す
事
が
出
来
る
ざ
思

ふ
、
呉
服
屋
が
来
る
で
は
な
し
、
菓
子
屋
が
な
る
で
は
な
い
か
ら
節
像
は
思
ふ
儘
に
出
木
る
、
汽
車
が
通
っ
て
石
友
臭

い
庭
に
壼
々
し
て
居
な
い
で
、
こ
ん
な
庭
で
暢
氣
に
生
活
じ
や
う
ざ
す
る
哲
人
が
農
家
に
砂
な
い
も
の
ご
見
え
る
、
村

鶏

會
議
員
や
郡
會
議
員
に
な
つ
て
、
愚
に
も
付
か
な
い
理
屈
を
並
べ
て
居
る
者
か
ら
見
る
ざ
、
ざ
ん
な
に
気
が
利
い
て
ゐ

φ

て
氣
葉
で
回
盆
に
な
る
か
知
れ
な
い
、
大
氣
畑
は
こ
の
位
で
切
り
上
げ
て
、
舞
墓
を
不
ケ
嶽
の
紀
行
に
ぶ
ん
廻
す
、
賓

際
此
谷
あ
つ
て
は
じ
め
て
不
ケ
嶽
が
雄
大
で
、
ま
た
意
味
の
深
い
も
の
ら
し
く
成
る
様
に
想
は
れ
る
。

枝
折
峠
の
嶺
上
を
去
る
こ
荒
澤
嶽
が
前
面
に
現
は
れ
て
来
る
、
路
は
一
方
下
り
ざ
な
つ
て
駒
芭
中
ノ
嶽
が
右
に
残
雲

を
光
ら
し
て
居
る
。

躊
鰭
下
り
灘
く
す
ご
銀
山
不
の
地
ざ
な
る
の
で
あ
る
、
嶺
上
か
ら

一
二
五
町
で
北
又
川
に
架
し
た

橋
が
あ
る
、
此
虜
を
石
瀧
Ｅ
云
つ
て
銀
山
李
第
一
の
勝
地
で
あ
る
ゝ
元
卒
瀧
ざ
は
奔
締
の
意
で
あ
つ
て
瀑
布
の
義
が
な

い
、
こ
ヽ
は
奔
掃
で
あ
っ
て
爆
布
が
あ
る
の
で
無
い
か
ら
、
よ
く
下
名
し
た
も
の
ざ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
、
夫
れ
か
ら
李

坦
地
ざ
な
つ
て
所
々
に
人
家
ざ
耕
地
が
あ
る
、
石
瀧
か
ら
二
塁
許
で
北
叉
川
の
一
大
支
流
の
中
又
川
の
出
合
ざ
な
る
、

中
又
川
の
橋
を
渡
っ
て
猶
ほ
北
叉
川
を
左
に
見
て
行
く
ざ
、
一
里
蒻
で
此
川
が
只
見
川
に
逢
合
す
る
、
北
ス
川
に
別
れ

て
右
折
し
て
只
見
川
に
浩
ム
て
進
む
こ
ざ
、
三
十
町
蒻
で
浪
奔
の
高
橋
農
場
に
着
す
る
、
ま
た
銀
山
季
の
一
勝
地
で
あ
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つ
て
、
尾
瀬
大
納
言
が
通
行
さ
れ
た
時
に
佛
陀
の
奇
蹟
の
あ
つ
た
所
ざ
体
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
標
高
が
約
七
百
米
突
で
あ

つ
て
，
枝
折
峠
の
嶺
上
か
ら
約
四
時
間
を
要
す
る
、
高
橋
農
場
か
ら
二
三
町
行
く
ざ
只
見
川
の
河
傍
に
温
泉
が
湧
出
し

て
ゐ
る
、
銀
山
季
の
人
々
は
只
見
川
を
ア
ガ
川
ざ
呼
ぶ
の
で
あ
る
ｏ

自
分
が
銀
山
不
へ
着
い
た
の
は
十
五
日
の
午
後
二
時
で
あ
つ
た
、
自
井
は
こ
れ
か
ら
岩
魚
を
釣
り
な
が
ら
途
中
ま
で

出
迎
ふ
意
で
ゐ
た
が
，
馬
鹿
に
早
く
家
た
も
の
だ
ざ
驚
い
て
居
た
、
間
も
な
ぐ
檜
枝
岐
か
ら
人
夫
が
な
た
、
自
分
は
成

る
た
け
同
じ
道
を
通
る
こ
ざ
を
避
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
度
は
平
ケ
嶽
を
下
つ
て
只
見
川
の
上
流
か
ら
尾
瀬
沼
へ
被

け
る
考
へ
で
ゐ
た
、
そ
こ
で
人
夫
の
経
済
上
か
ら
ざ
其
路
に
詳
し
い
者
を
．
檜
枝
岐
か
ら
雇
ふ
こ
ざ
に
し
て
ぁ
つ
た
の

で
あ
る
、
ど
こ
ろ
が
自
井
が
依
頼
し
て
遣
っ
た
意
味
が
疏
通
し
な
か
つ
た
ざ
見
え
て
、
檜
枝
岐
か
ら
ホ
た
人
夫
は
不
ケ

嶽
で
案
外
時
日
が
か
ヽ
る
の
で
ゝ
蕎
菱
蒔
き
に
遅
れ
る
か
ら
Ｅ
断
つ
て
婦
つ
た
、
自
井
が
百
方
苦
慮
し
て
呉
れ
た
が
、

只
見
川
か
ら
尾
瀬
沼
に
行
く
路
に
詳
し
い
者
が
な
い
、
人
夫
の
中
の
星
定
吉
が
一
度
通
行
し
た
事
が
あ
る
ざ
云
ふ
の
を

頼
み
に
し
て
、
十
六
日
の
午
前
七
時
に
念
々
平
ケ
嶽
に
向
ふ
て
出
職
し
た
ｏ

高
橋
農
場
か
ら
只
見
月
に
滑
ふ
て
二
十
町
許
行
く
ざ
、
往
昔
銀
鍍
探
掘
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
所
の
、
墓
場
や
探
掘
の

場
所
跡
な
ざ
が
あ
る
。
浪
拝
ざ
墓
場
の
間
に
は
懸
岐
澤
が
手
ケ
嶽
か
ら
家
て
只
見
川
に
注
い
で
ゐ
る
、
李
ケ
嶽
か
ら
此

澤
に
下
る
こ
〓
は
出
来
る
が
、
此
澤
か
ら
不
ケ
嶽
に
登
る
こ
ざ
は
不
可
能
で
あ
る
こ
聞
い
た
、
ま
た
二
十
町
ば
か
り
行

ぐ
Ｅ
大
津
又
川
が
東
か
ら
只
見
川
に
這
入
る
、
こ
ヽ
か
ら
左
折
し
て
大
津
ス
川
を
湖
つ
て
行
く
こ
、
其
日
に
會
津
の
檜

枝
岐
に
達
す
る
こ
ざ
が
出
来
て
、
昨
年
に
自
分
が
其
路
を
通
行
し
た
の
で
あ
つ
た
、
併
し
檜
枝
岐
か
ら
郵
便
物
を
投
田

す
る
ざ
、
九
日
以
上
の
目
敷
を
費
さ
な
い
ざ
銀
山
平
へ
到
着
し
な
い
さ
う
で
あ
る
、
猶
ほ
只
見
川
に
浩
ふ
て
上
る
ざ
荻

瀑
布
が
あ
る
ゝ
只
見
川
の
本
流
が
瀑
布
を
な
し
て
ゐ
て
、
午
後
に
な
つ
て
日
光
が
瀑
布
を
射
る
や
う
に
な
る
ざ
，
瀑
布

の
下
の
深
淵
か
ら
鱚
魚
が
瀑
布
に
向
つ
て
飛
び
上
る
、
そ
れ
が
容
易
に
瀑
布
の
上
に
登
る
こ
ざ
が
出
来
な
い
、
無
数
の

鮮
魚
が
沿
々
〓
し
て
物
凄
く
山
谷
に
響
き
亘
つ
て
、
倒
さ
に
銀
河
を
崩
す
に
似
て
ゐ
る
飛
泉
に
、
碧
澗
か
ら
白
几
を
椰

０
″

ｎ
０

ビ
０
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つ
や
う
に
渡
剛
Ｅ
し
て
躍
り
狂
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、緯
魚
の
豊
富
な
年
程
そ
れ
だ
け
一
層
の
推
観
で
あ
る
さ
う
で
あ
る
、

鱒
魚
は
斯
様
に
爆
布
ざ
悪
戦
苦
闘
を
績
け
て
勢
れ
に
饉
れ
て
、
到
底
瀑
布
を
登
る
こ
だ
が
出
来
ぬ
Ｅ
断
念
し
て
、
他
に

上
る
べ
き
水
路
を
求
め
て
ゐ
る
、
人
間
の
猿
智
慧
は
こ
ん
な
山
間
で
も
悪
用
さ
れ
て
居
て
、
瀑
布
の
下
か
ら
瀑
布
の
上

に
向
ふ
て
迂
回
し
た
水
勢
の
緩
漫
な
人
工
の
水
路
が
作
ら
れ
て
あ
る
、
勢
れ
た
鉾
魚
は
英
水
路
を
陸
績
ざ
し
て
登
つ
て

行
く
、
そ
れ
を
人
間
が
見
て
居
て
下
の
入
口
を
塞
い
で
、
上
か
ら
手
綱
で
容
易
に
捕
獲
す
る
の
で
あ
る
、
自
分
が
此
瀑

布
を
観
た
折
は
午
前
九
時
で
あ
つ
て
、
鯰
魚
は
看
る
こ
ざ
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
瀑
布
だ
け
で
も
可
な
り
の
批
観
で
あ

つ
た
、
館
魚
を
捕
へ
る
漁
夫
小
合
に
ゐ
た
老
人
が
、
中
食
の
薬
に
ざ
云
ふ
の
で
焼
い
て
ゐ
た
鮮
魚
の
一
片
を
自
分
に
贈

つ
て
呉
れ
た
、
瀑
布
か
ら
少
し
く
行
く
ざ
ヒ
〃
パ
に
達
し
た
、
是
れ
が
銀
山
季
の
最
経
の
人
家
で
あ
る
、
幾
分
か
時
刻

は
早
い
の
で
あ
る
が
こ
ヽ
で
中
食
し
た
、
十
一
時
十
分
に
ヒ
″
パ
を
出
費
し
て
山
毛
欅
の
大
潤
葉
樹
林
の
中
に
通
じ
て

わ
る
、
書
魚
釣
り
の
通
路
を
迪
つ
て
行
く
こ
ざ
に
な
る
、
縣
の
事
業
ざ
し
て
椎
茸
を
培
養
し
て
ゐ
る
所
が
あ
る
、
熊
笹

一勁
″
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を
分
け
た
り
小
漢
を
登
っ
た
り
し
て
二
時
四
十
分
に
只
見
川
に
降
つ
た
、
こ
ヽ
を
キ
ン
セ
イ
ざ
呼
ん
で
居
る
、
こ
ヽ
か
＜‐

ら
只
見
川
を
上
つ
て
三
時
十
五
分
に
自
澤
の
出
合
に
若
い
た
、
此
鹿
で
荷
物
を
減
す
一０
た
め
に
米
の
袋
を
．
降
雨
や
増

水
が
あ
つ
て
も
流
失
や
瀑
ら
ぬ
用
意
し
て
置
い
て
行
つ
た
、
只
見
川
に
別
れ
て
自
澤
を
湖
る
、
徒
渉
ざ
云
ふ
よ
り
は
全

ぐ
川
を
踏
む
の
で
あ
る
、
約
一
時
間
牛
で
其
日
の
露
螢
地
ざ
豫
定
し
て
ゐ
た
不
動
瀑
布
の
上
に
来
た
ち
時
計
が
五
時
等

を
指
し
て
居
た
、
此
虜
は
樹
木
も
多
い
し
川
に
も
近
い
し
そ
れ
以
上
に
は
適
営
の
場
所
が
な
い
か
ら
、
平
ヶ
嶽
登
攀
に

は
非
常
な
重
要
な
地
鮎
で
あ
る
、
こ
ヽ
ま
で
は
岩
魚
釣
り
が
来
る
、
不
動
爆
布
は
段
々
ざ
し
て
遠
雷
の
や
う
な
音
を
た

て
ヽ
ゐ
る
が
．
断
崖
哺
壁
で
回
続
さ
れ
て
居
る
の
で
其
本
路
を
見
る
こ
こ
が
出
ホ
ぬ
。

翌
十
七
日
の
七
時
に
野
螢
地
を
出
装
し
て
自
澤
登
り
を
経
績
し
た
、
自
澤
は
水
量
が
頗
る
多
く
て
、
ま
た
山
側
の
崩

壊
が
稀
で
洪
水
も
少
な
い
ざ
見
え
て
、
岩
石
に
稜
角
が
な
く
て
水
薔
が
生
し
て
居
て
、
粗
面
質
の
岩
石
で
も
往
々
に
足

を
辻
ら
し
て
、
危
険
千
萬
で
あ
る
か
ら
歩
行
に
非
常
の
注
意
を
要
す
る
、
だ
か
ら
一
朝
豪
雨
に
際
會
し
て
水
量
が
増
し
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た
時
に
は
、
到
底
此
澤
を
行
く
こ
ざ
が
出
来
な
く
な
つ
て
ゝ
他
に
別
路
が
あ
る
詳
で
も
な
い
か
ら
、
野
螢
地
に
滞
在
し

て
、
減
水
を
待
た
な
い
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
澤
を
湖
る
こ
ど
が
一
時
間
で
李
嶽
澤
の
出
合
に
達
す
る
。
こ
ヽ
か
ら
川

を
去
つ
て
白
澤
さ
不
嶽
澤
の
間
に
出
て
ゐ
る
尾
根
を
登
る
の
で
あ
る
、
頂
上
ま
で
は
飲
料
水
も
残
雲
も
午
坦
地
も
な
い

か
ら
、
途
中
で
日
が
没
し
て
雨
で
も
降
つ
て
来
る
ざ
頗
る
惨
惜
を
極
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
八
時
年
に
出
合
の
庭
を
出
螢

し
て
潤
葉
樹
林
の
下
に
繁
茂
屈
曲
し
て
ゐ
る
石
楠
花
や
、
熊
笹
を
踏
み
分
け
て
、
馬
の
背
の
や
う
な
尾
根
を
直
た
上
り

に
登
つ
て
行
く
、
登
る
に
随
ふ
て
大
樹
が
次
第
に
稀
疎
ざ
な
つ
て
、
熊
笹
が
だ
ん
ノ
ヽ
勢
を
選
ふ
し
て
な
る
、
案
内
の

人
夫
連
は
間
断
な
く
熊
笹
や
灌
木
を
切
り
明
け
て
進
む
、
・盤
々
し
て
歩
行
の
困
難
の
こ
ざ
は
筆
紙
に
は
ざ
て
も
難
し
難

い
、
時
々
木
の
間
か
ら
李
ケ
嶽
の
雄
大
な
絶
頂
が
右
の
方
に
露
は
れ
る
、
暫
く
で
尾
根
の
頂
上
に
出
て
左
の
方
に
魅
嶽

が
饗
立
し
て
は
居
る
が
、
此
邊
は
熊
笹
や
灌
木
が
密
生
し
て
居
る
極
鮎
で
あ
っ
て
、
簾
ざ
格
子
を
越
し
て
美
人
を
望
む

の
脱
が
あ
る
、
何
分
に
も
熊
笹
が
八
九
尺
以
上
も
あ
っ
て
群
立
し
て
居
る
か
ら
、
三
間
も
距
る
ざ
音
ば
つ
か
り
し
て
居

（句

て
人
影
を
見
る
こ
ざ
が
出
来
な
い
、
間
も
な
く
樹
竹
の
絶
え
た
小
李
坦
に
出
た
、
陸
地
測
量
部
の
三
角
鮎
の
礎
石
が
あ

“

つ
た
、
こ
ヽ
は
観
測
の
折
に
樹
竹
を
刈
ｂ
取
つ
た
ら
し
い
、
時
刻
は
午
後
の
三
時
で
あ
る
、
ま
た
熊
笹
や
密
林
の
中
を

潜
つ
た
り
躙
み
分
け
た
り
し
て
行
く
ざ
、
七
時
に
熊
笹
ざ
樹
木
が
全
ぐ
絶
え
た
芝
．生
ざ
な
つ
て
、
之
に
識
綴
し
て
ゐ
る

植
物
や
幾
多
の
小
池
や
残
雲
や
が
高
山
性
ざ
な
つ
て
、
限
界
も
俄
に
開
け
て
幅
書
的
の
大
槻
が
現
出
し
て
な
た
。
こ
ヽ

は
も

，
不
ケ
嶽
の
一
頂
で
あ
つ
て
越
後
ざ
上
野
を
限
っ
て
居
る
山
稜
で
あ
る
、
小
池
の
傍
に
野
螢
し
た
。

翌
十
八
日
の
五
時
に
日
輸
が
出
た
、
六
時
十
分
に
絶
頂
を
指
し
て
登
り
は
じ
め
た
、
不
坦
な
芝
生
に
多
く
は
小
池
が

あ
つ
て
、
矮
小
な
灌
木
や
熊
笹
の
繁
茂
し
て
ゐ
る
所
が
ま
ヽ
あ
る
が
、
展
望
を
妨
げ
る
や
う
な
こ
ご
は
少
し
も
な
い
、

間
も
な
く
恨
月
形
を
な
し
て
ゐ
る
可
な
り
の
大
残
雲
を
踏
ん
で
、
七
時
五
分
に
絶
通
の
三
角
鮎
址
に
達
し
た
、
絶
量
は

紗
々
た
る
漿
野
で
あ
つ
て
一
帯
の
芝
生
に
、
小
池
が
所
々
に
あ
つ
て
無
数
の
南
京
小
櫻
が
池
を
廻
つ
て
嬢
郷
ご
し
て
可

憐
を
極
め
て
居
る
も
此
漿
野
は
三
角
鮎
附
近
を
最
高
鮎
ざ
し
て
居
て
、
緩
漫
な
傾
斜
を
な
し
て
北
方
に
低
下
し
て
ゐ
る
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が
、
絶
頂
に
特
に
隆
起
し
た
地
貼
が
な
い
か
ら
、
漿
野
の
全
部
を
一
望
の
下
に
俯
蹴
す
る
こ
ど
が
出
来
な
い
で
遺
憾
ε

云
ふ
べ
き
で
あ
る
、
三
角
鮎
址
の
眺
望
は
非
常
に
宏
潤
で
あ
っ
て
、
南
西
に
営
っ
て
近
く
鶴
ケ
嶽
が
金
字
形
を
な
し
て

ゐ
る
、
其
山
貌
ざ
鳶
色
の
山
色
よ
り
察
す
る
ざ
火
山
岩
で
あ
る
、
鶴
ケ
嶽
の
左
に
は
馬
鞍
状
の
燿
嶽
が
あ
る
．
鶴
ケ
嶽

の
右
に
は
実
端
が
天
を
衝
い
て
居
る
日
光
白
根
が
あ
る
、
赤
城
ざ
自
根
の
間
に
男
膿
山
が
見
え
る
、
人
夫
の
一
人
は
男

腱
山
を
富
士
山
だ
か
ざ
三
四
回
も
自
分
に
質
問
し
た
、
洩
間
山
が
盛
に
噴
煙
し
て
ゐ
る
、
頸
城
の
不
野
を
隔
て
ヽ
妙
高

山
が
屹
立
し
て
ゐ
て
、
其
上
方
に
日
本
ア
ノン
プ
ス
の
北
部
が
杏
々
ざ
しヽ
て
最
後
の
背
景
を
な
し
て
居
る
、
ま
た
兎
、

中
、
駒
。
八
海
、
荒
澤
、
大
鳥
嶽
の
連
嶺
は
数
十
條
の
残
雲
を
有
し
て
居
て
、
蒲
原
の
不
野
も
日
本
海
も
脚
下
に
開
展

し
て
ゐ
る
、
快
晴
の
日
に
は
佐
渡
も
富
士
山
も
認
め
る
こ
ざ
が
出
来
る
さ
う
で
あ
る
、
此
山
上
の
大
観
は
吾
が
北
越
の

諸
山
に
比
較
す
る
ざ
、
飯
豊
山
の
雄
輝
豪
般
に
封
し
て
は
少
し
ぐ
遜
色
が
あ
る
が
、
有
名
な
苗
場
山
ざ
は
正
に
伯
仲
の

間
に
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
、
さ
う
し
て
苗
場
山
を
人
工
入
紳
の
作
ざ
見
た
な
ら
ば
、
李
ケ
嶽
は
紳
作
の
拙
な
る
も
の
で

一綱
″

は
あ
る
ま
い
か
。
稚
頂
か
ら
北
へ
向
つ
て
行
く
ざ
盃
石
ざ
云
ふ
岩
が
あ
る
ざ
聞
い
た
が
、
此
日
は
不
動
爆
布
上
の
野
宿

一ぃ
ヽ

所
ま
で
戻
る
の
で
あ
る
の
ざ
、
自
澤
を
渉
る
こ
き
に
足
を
少
し
く
損
じ
た
の
で
、
蹄
途
を
急
ぐ
必
要
上
か
ら
充
分
に
山

上
を
遊
ぶ
こ
ざ
が
出
来
な
い
の
で
，
八
時
に
絶
簸
を
辞
し
て
野
宿
所
へ
降
つ
た
、
絶
頂
の
植
物
は
大
略
チ
ン
グ
″
マ
、

大
櫻
草
、
自
由

一
幸
、
南
京
小
櫻
な
ざ
で
、
越
後
‘
岩
代
の
駒
ケ
嶽
、
隧
嶽
ざ
補
々
同
様
の
観
が
あ
る
、
九
時
に
野
宿

所
を
出
残
し
て
三
時
十
五
分
に
不
嶽
洋
ざ
白
澤
の
出
合

に
下

っ
た
、
五
時
五
十
分
に
不
動
爆
布
上
の
野
螢
地
に
着
い

た
、
も
う
豪
雨
が
家
て
も
大
丈
夫
だ
ざ
一
同
が
安
心
し
て
其
花
は
熟
睡
し
た
が
、
自
分
は
多
年
の
宿
鰹
を
果
し
た
か
ら

最
も
楡
快
に
安
眠
に
耽
つ
た
ｏ

十
九
日
は
六
時
十
五
分
に
出
残
し
て
、
七
時
年
に
入
見
川
の
出
合
に
達
し
た
、
こ
ヽ
で
荷
物
の
分
配
や
中
食
の
用
意

な
ざ
し
て
、
九
時
十
五
分
に
只
見
川
を
湖
り
は
じ
め
た
、
一
時
間
蒻
で
右
か
ら
澤
が
落
ち
て
ゐ
る
、
ト
ク
サ
ご
呼
ぶ
澤

で
あ
っ
て
檜
枝
岐
か
ら
岩
魚
釣
り
が
来
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
ｂ
此
慮
か
ら
檜
枝
岐
ま
で
は
五
里
の
間
道
だ
ご
総
し
て
居
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李
ケ
嶽
登
攀
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四

ろ
、
十
一
時
に
右
か
ら
夕
ヵ
イ
ン
澤
の
這
入
る
の
を
見
た
、　
一
時
に
三
十
瀧
‘
云
ふ
奔
喘
ざ
瀑
布
を
策
ね
た
や
う
な
虔

に
来
る
、
三
十
瀧
は
通
行
す
る
こ
重
が
出
本
ぬ
か
ら
、
岩
壁
を
登
つ
て
其
上
流
に
Ｔ
る
ざ
ン
ラ
ツ
キ
澤
が
左
か
ら
這
入

て
ゐ
る
、
只
見
川
の
本
流
は
深
緑
色
を
な
し
て
縦
ぐ
流
れ
て
み
る
が
ぅ
ン
ラ
ツ
キ
澤
は
岩
石
が
悉
く
具
自
に
な
つ
て
ゐ

て
、
淡
碧
色
の
水
が
勢
い
張
く
落
ち
て
な
る
、
水
を
書
め
て
見
る
ざ
少
し
澁
床
が
あ
る
、
此
澤
は
降
雨
の
際
に
は
漢
水

が
ニ
ゴ
シ

（米
を
洗
ひ
た
る
水
′
の
や
う
に
な
る
さ
う
で
あ
る
ゝ
隧
嶽
国
幅
に
記
し
て
あ
る
深
澤
ざ
云
ふ
の
が
此
洋
ら

し
い
、
ン
ラ
ツ
キ
澤
を
少
し
く
登
る
ざ
本
ノ
葉
石
が
あ
る
ざ
云
ふ
の
で
．
人
夫
が
取
り
に
行
つ
て
本
た
、
二
時
年
に
此

虜
を
出
晏
し
て
只
見
川
の
断
岸
を
登
つ
て
、
一
時
間
ば
か
り
行
つ
て
只
見
川
を
徒
渉
し
て
西
岸
を
迪
つ
た
、
暫
く
進
む

ざ
右
か
ら
マ
ツ
ク
ラ
ざ
云
ふ
澤
が
ぶ
て
居
る
、
マ
ツ
ク
ラ
澤
の
封
岸
の
岩
側
が
続
一々
筋
の
や
う
に
見
え
る
か
ら
錯
グ
ラ

（岩
の
韓
か
）
こ
呼
ば
れ
て
あ
る
ゝ
鎧
グ
ラ
の
上
方
を
登
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
人
た
が
詳
細
な
案
内
を
知
ら

な
い
、
登
っ
て
か
ら
水
が
無
い
ざ
困
る
か
ら
、
ま
だ
四
時
で
は
あ
る
が
此
庭
に
野
螢
す
る
こ
ざ
に
し
た
、
人
夫
が
十
尾

り

ば
か
り
の
岩
魚
を
釣
つ
て
来
て
、
今
花
は
岩
魚
の
農
入
つ
て
居
る
の
を
捕
へ
て
な
る
ざ
云
ふ
て
、
頻
り
に
面
桶
を
入
れ

い

て
居
た
網
な
ぎ
を
利
用
し
て
、
手
綱
の
や
う
な
も
の
を
製
作
し
て
居
る
、
自
分
は
岩
魚
の
寝
入
て
居
る
ざ
云
ふ
こ
ざ
を

生
ホ
は
じ
め
て
聞
い
た
か
ら
、
可
笑
し
く
な
つ
て
吹
き
出
し
た
が
彼
等
は
具
面
日
も
大
具
面
日
で
ゐ
る
、
花
に
な
る
ざ

提
燈
を
下
げ
て
自
分
に
も
同
行
し
て
見
ぬ
か
ざ
勘
め
た
が
、
岩
魚
の
寝
入
つ
て
居
る
の
も
見
物
し
た
い
が
夜
中
に
暁
岩

を
踏
む
勇
氣
も
な
く
て
行
か
な
か
つ
た
、
小

一
時
間
も
過
ぎ
る
ざ
人
夫
が
掃
へ
っ
て
な
た
、
明
日
の
仕
度
も
あ
る
か
ら

喰
ふ
だ
け
獲
で
木
た
ざ
云
ふ
て
、
四
十
尾
程
持
つ
て
水
た
、
成
る
ほ
ぎ
岩
魚
も
握
入
る
も
の
ざ
見
え
る
。

二
十
日
は
六
時
五
分
に
出
立
し
た
、
直
に
只
見
川
を
渉
つ
て
封
岸
の
岩
壁
を
攀
ぢ
る
の
で
あ
る
、
此
邊
の
只
見
川
は

水
量
が
多
く
て
、
自
分
の
や
う
な
コ
ン
バ
ス
の
短
い
も
は
の
殆
ん
ざ
股
ま
で
達
し
る
、
山
側
を
磨
り
盤
す
ざ
高
原
的
の

慮
〓
な
る
が
、
潤
葉
樹
林
の
下
に
例
の
熊
笹
が
繁
茂
し
て
ゐ
て
、
展
望
も
な
け
れ
ば
歩
行
も
決
し
て
業
で
は
な
い
、
山

毛
枠
の
大
樹
に
通
行
者
の
姓
名
や
時
目
が
記
し
て
あ
る
の
を
案
ざ
し
て
、
熊
笹
を
分
け
た
り
踏
ん
だ
り
し
て
進
ん
で
行
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ぐ
、
自
分
は
友
人
の
保
阪
定
三
郎
氏
の
記
名
が
あ
る
樹
木
を
脱
て
頗
る
可
懐
し
↑
威
し
た
ち
こ
の
邊
は
絶
て
隧
嶽
の
薇

野
で
あ
る
、
只
見
川
の
本
流
が
懸
水
を
な
し
て
ゐ
る
三
丈
爆
布
を
敗
下
す
る
こ
ざ
が
出
来
る
「
四
時
年
に
熊
笹
が
全
ぐ

絶
え
て
一
大
漿
野
に
出
た
、
炒
々
ざ
し
た
茅
の
中
に
幾
高
の
黄
菅
が
吠
い
て
居
て
、
美
観
が
警
ふ
る
に
物
な
し
で
あ

る
、
間
も
な
く
一
小
腰
屋
の
前
に
出
た
、
自
分
は
大
早
計
に
も
こ
ヽ
を
上
州
の
尾
瀬
李
ざ
思
ひ
込
ん
だ
が
、
そ
れ
に
し

て
も
只
見
川
を
瞼
え
た
筈
が
な
い
、
小
一
時
間
も
う
ろ
つ
い
て
や
ラ
ノ
ヽ
見
営
が
附
い
た
、
マ
ツ
タ
ラ
か
ら
二
里
許
り

行
ぐ
ざ
魚
釣
り
の
小
合
が
あ
る
ざ
聞
い
て
居
た
が
、
自
分
も
人
夫
も
二
里
ざ
呼
ば
れ
て
ゐ
る
慮
を
も
ま
さ
か
に
朝
の
六

時
か
ら
十
時
間
も
か
ヽ
っ
て
其
慮
へ
出
た
ざ
は
、
最
初
の
中
は
ざ
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
か
つ
た
、
夫
れ
か
ら
ス
見
川

へ
出
て
川
を
湖
つ
て
行
く
て
、
左
の
山
側
に
登
る
路
が
あ
つ
て
そ
こ
を
登
つ
た
時
に
は
、
具
晴
に
な
つ
て
足
下
も
見
え

な
く
な
つ
て
来
た
、
其
夜
は
こ
ヽ
に
野
螢
し
て
水
に
遠
い
の
で
一
飯
を
被
く
こ
こ
に
し
て
睡
む
つ
た
ｏ

二
十
一
日
は
五
時
二
十
分
に
出
螢
し
た
、
路
は
明
瞭
な
細
征
ご
な
つ
て
七
時
に
峠
を
下
つ
た
「
こ
ヽ
で
昨
日
の
花
食

一判

ざ
策
帯
な
朝
飯
を
し
て
九
時
五
十
分
に
此
地
を
離
れ
た
、
間
も
な
く
尾
面
沼
へ
出
て
隧
嶽
の
登
山
口
を
過
ぎ
て
十
時
五

（ぃ
ヽ

十
分
に
長
蔵
小
屋
に
着
い
た
、
昨
年
の
小
屋
は
岩
代
の
地
籍
に
あ
つ
た
が
、
本
年
は
上
野
の
地
籍
に
山
中
で
し
て
は
贅

澤
過
ぎ
る
程
な
、
旅
店
風
の
大
家
を
新
築
し
て
居
る
最
中
で
あ
つ
た
、
自
分
は
そ
こ
か
ら
日
光
の
湯
本
へ
向
つ
た
が
不

ケ
嶽
の
紀
行
は
こ
れ
で
結
末
ざ
す
る
ｏ

李
ケ
嶽
に
登
る
に
は
初
各
の
頃
が
可
い
ざ
思
ふ
、
自
澤
の
水
量
も
威
じ
て
ゐ
や
う
し
、
熊
笹
や
雑
本
の
勢
い
が
夏
期

の
や
う
に
旺
盛
で
は
な
い
し
、
人
夫
も
比
較
的
に
間
暇
で
あ
る
か
ら
便
利
だ
ざ
云
ふ
の
で
あ
る
、
餘
分
の
日
子
ざ
防
寒

具
の
用
意
を
し
て
初
各
に
登
る
べ

ｃヽ
で
あ
る
ｏ

人
夫
は
本
年
四
人
を
連
れ
て
居
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
案
内
者
を
養
成
し
た
詳
で
あ
る
、
下
折
立
の
星
甚
太
郎

此
男
は
二
回
登
攀
し
て
ゐ
る
辞
で
あ
る
、
銀
山
李
の
星
定
吉
、
此
男
は
熊
狩
を
し
て
居
る
か
ら
谷
や
澤
の
方
は
詳
し

い
、
以
上
の
二
人
の
中
の
一
人
が
居
れ
ば
案
内
は
出
来
る
ゝ
大
湯
温
泉
東
榮
舘
の
櫻
井
次
郎
は
蒻
年
で
あ
る
か
ら
保
護
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は
し
に
く
い
、
藪
紳
村
の
櫻
井
彙
吉
は
遠
方
だ
か
ら
豫
定
す
る
こ
ざ
は
出
栞
ま
い
、
序
に
云
ム
が
人
夫
の
賃
金
は
こ
ん

な
に
多
忙
の
中
で
も
一
日
七
十
五
餞
で
あ
っ
た
、
し
か
し
閑
暇
の
時
だ
ざ
云
ふ
て
安
い
か
ざ
う
か
は
談
剣
し
て
見
な
い

か
ら
知
ら
な
い
。

博
文
舘
螢
刊
の
太
陽
第
一
年
第
一
琥
に
利
根
川
の
水
源
探
槍
記
が
載
っ
て
ゐ
る
、
自
分
は
多
分
午
ケ
嶽
に
登
つ
た
の

で
は
あ
る
は
い
か
ざ
考
へ
て
居
た
が
、
利
根
川
の
水
源
は
丹
後
山
の
東
か
ら
出
て
ゐ
る
か
ら
、
李
ケ
嶽
の
絶
頂
か
ら
は

尾
根
体
ひ
に
行
つ
た
な
も
ば
ｂ
三
里
以
上
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、探
槍
記
の
著
者
は
山
名
を
明
記
し
て
居
な
い
か
ら
、

勿
論
臆
断
で
は
あ
る
が
入
海
山
日
幅
の
無
名
の
Ｈ軟逍
か
、
丹
後
山
の
邊
へ
で
も
登
つ
た
も
の
ら
し
い
、
さ
す
れ
ば
陸
地

測
量
部
Ｅ
大
林
瞑
の
役
人
を
除
い
て
は
、
自
分
が
最
初

（土
人
は
省
く
）
の
登
攀
者
だ
ざ
確
信
し
て
居
る
、
況
ん
や
篤

真
や
記
文
は
下
手
な
が
ら
こ
れ
が
哨
矢
で
あ
る
ざ
考
へ
て
居

‐
る
ｏ

，〕
れ
が
立
山
の
剣
か
赤
石
山
で
ヽ
も
あ
る
ざ
、
非
常
に
天
狗
に
な
れ
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
二
十
百
米
突
で
は
そ
ん
な

り

に
大
袈
裟
に
も
云
は
れ
ま
い
、
併
し
自
分
個
人
ざ
し
て
は
山
数
は
ま
だ
様
々
登
つ
て
居
ぬ
が
、
十
三
の
時
か
ら
三
十
九

一０
，

の
今
日
ま
で
に
、
自
分
軍
獨
の
力
で
人
が
ま
だ
行
つ
て
居
な
い
山
へ
登
隣
し
て
「
そ
れ
に
自
分
の
記
文
ざ
篤
具
を
載
せ

た
こ
云
ふ
こ
ま
は
、
生
本
は
じ
め
て
、
あ
る
か
ら
法
螺
で
も
自
慢
で
も
な
い
が
、
自
分
は
衷
心
か
ら
珍
ら
し
い
や
う
な

嬉
し
い
や
う
な
威
じ
が
す
る
の
で
あ
る
、
自
分
ざ
し
て
は
以
後
に
こ
ん
な
や
う
な
事
の
あ
る
べ
き
筈
が
な
い
か
ら
、
是

れ
が
最
・初
の
最
後
で
あ
る
こ
ざ
は
申
す
ま
で
も
な
い
、
日
本
ア
ノン
プ
ス
地
方
で
は
熊
笹
の
繁
茂
を
見
る
こ
ざ
が
出
来
な

い
や
ラ
で
あ
る
か
ら
、
稀
に
は
こ
ん
な
庭
へ
も
ホ
て
見
て
戴
き
た
い
の
で
あ
る
。
　

（大
正
四
年
八
月
稿
）
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赤
石
岳

か
ら
盟
見
岳
ま
で

小

倉

伸

吉

赤
石
登
山
の
た
め
に
、
大
正
四
年
七
月
二
十

一
日
花
十
一
時
年
新
宿
機
の
汽
車
に
乗
つ
た
、
翌
日
は
、
午
前
九
時
過

ぎ
に
辰
野
で
薦
同
行
の
伊
那
電
車
に
乗
り
換
へ
、
十
二
時
赤
穂
で
Ｔ
軍
「
人
夫
を
雇
ひ
ゝ
荷
物
を
負
は
し
て
、
大
河
原

に
向
つ
た
、
中
澤
、
落
合
の
部
落
を
過
ぎ
、
市
瀬
峠
を
越
え
、
鹿
朧
を
経
て
八
時
過
ぎ
に
大
河
原
市
場
着
、
吉
田
屋
に

投
じ
た
。

〇
二
十
三
日
　
曇
岳
か
ら
朧
見
岳
ま
で
縦
走
し
た
い
希
朗
〓を
有
し
て
居
っ
た
か
ら
、
政
め
営
地
郵
便
局
の
島
崎
氏
に
案

内
者
の
周
旋
を
依
頼
し
て
置
い
た
ざ
こ
ろ
、
山
に
詳
は
し
い
者
に
乏
し
い
上
に
、
生
僣
養
観
期
で
豫
定
の
十
日
間
も
山

３９

に
這
入
る
こ
ざ
の
出
来
る
者
は
な
い
ざ
云
ふ
の
で
、
今
日
一
日
は
案
内
者
探
し
に
費
や
し
て
し
ま
つ
た
、
會
員
前
澤
政

ψ

雄
氏
は
種
々
ざ
盤
力
し
て
下
さ
つ
た
。

〇
二
十
四
日

（年
晴
）
十
日
間
で
は
行
け
ぬ
が
、　
一
週
間
位
な
ら
ば
ざ
い
ふ
前
澤
市
次
郎
ざ
い
ふ
男
を
得
た
の
で
、
碑

岳
の
方
は
見
合
は
せ
、
赤
石
か
ら
朧
見
ま
で
縦
走
す
る
こ
こ
に
相
談
を
決
め
、
早
速
猫
山
の
準
備
に
取
り
か
ヽ
り
、
そ

の
ほ
か
下
李
山
太
郎
ざ
い
ふ
若
い
男
を
連
れ
て
十
一
時
十
五
分
に
小
澁
に
向
つ
て
大
河
原
を
出
立
し
た
、
荷
物
は
小
天

幕
、
僅
か
の
防
寒
具
、
米

一
斗
六
升
及
び
副
食
物
な
ざ
で
、
至
つ
て
簡
単
で
あ
っ
た
、
市
次
郎
は
陸
地
測
量
部
員
に
従

つ
て
、
多
年
こ
の
地
方
の
測
量
に
従
事
し
た
こ
ざ
の
あ
る
六
十
近
い
男
で
、
大
河
原
で
は
第
一
の
．山
岳
通
で
あ
る
ざ

か
、
元
氣
盛
ん
で
仲
々
法
螺
も
多
い
、
山
太
郎
は
二
十
五
六
の
若
者
で
、
今
度
始
め
て
由
に
登
る
の
だ
ざ
云
ふ
て
居
た

が
、
数
日
間
違
怖
で
あ
る
い
た
所
に
よ
る
ざ
、
極
め
て
般
健
で
、
賞
直
な
好
い
男
で
あ
る
、
小
澁
川
の
右
岸
に
滑
ふ
て

進
み
、
釜
澤
を
経
て
四
時
年
小
澁
湯
に
着
き
、
此
花
は
此
所
に
ざ
め
て
貰
つ
た
ｏ

◎
赤
石
岳
び
ら
熙
見
岳
ま
で
　
　
小
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
七
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◎
赤
石
岳
ず
ら
臨
見
岳
ま
で
　
　
小
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

〇
二
十
五
日

（牛
晴
）
六
時
出
立
、
小
澁
川
の
谷
を
整
つ
て
行
つ
た
、
連
日
の
晴
天
績
き
で
水
量
少
な
く
、
徒
渉
は
極

め
て
容
易
で
あ
っ
た
が
、
餘
り
油
断
し
た
篤
め
に
、
高
山
瀧
の
少
し
下
で
足
を
滑
ら
し
て
、
水
中
に
韓
が
り
も
全
身
濡

怖
鼠
ざ
な
り
馬
鹿
に
寒
く
な
つ
た
、
二
十
幾
回
か
の
徒
渉
を
維
り
、
八
時
四
十
分
廣
河
原
着
、
濡
れ
た
着
物
を
悉
皆
乾

か
し
た
、
十
時
に
出
立
し
て
、
荒
川
ざ
フ
ッ
川
ざ
の
間
に
あ
る
樅
な
ざ
の
茂
つ
た
晴
い
本
立
の
急
な
尾
根
を
登
っ
た
、

二
時
舟
窪
を
過
ぎ
て
、
漸
く
樹
木
矮
小
重
な
り
、
火
い
で
優
松
が
現
は
れ
た
、
西
河
内
岳
ざ
赤
石
岳
ざ
の
鞍
部
よ
り
も

少
し
く
南
方
の
回
境
の
尾
根
に
出
で
、
そ
れ
か
ら
少
し
く
南
に
登
っ
た
所
、
駿
州
側
に
溝
の
様
に
な
っ
た
細
長
い
残
雲

を
見
出
し
た
、
未
だ
早
い
け
れ
ざ
も
山
頂
は
曇
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
明
朝
早
く
登
る
こ
ざ
に
し
て
、
雲
の
側
に
天
幕

を
張
リ
ズ
三
時
年
）
可
憐
な
高
山
植
物
を
褥
ざ
し
て
身
を
横
た
へ
た
、
夕
方
に
大
き
い
弁
羊
が
向
ふ
側
の
尾
根
に
現
は

れ
、
物
珍
ら
し
相
に
三
十
分
も
眺
め
て
居
た
が
、
途
に
姿
を
除
く
し
た
、
花
に
な
っ
て
満
月
に
近
い
月
が
他
く
ま
で
よ

く
澄
ん
だ
高
峯
の
杢
に
、
物
凄
い
ほ
ざ
冷
や
か
に
輝
い
て
居
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一り

〇
二
十
六
日

（快
晴
）
塞
が
よ
く
晴
れ
て
居
る
の
で
、
昨
夜
は
大
分
寒
か
つ
た
、
未
明
に
寒
曖
計
は
四
十
度
を
示
し
て

い

居
た
、
荷
物
を
世
い
て
五
時
年
出
立
し
て
、
赤
石
岳
に
向
つ
た
、
大
業
寺
牛
を
経
て
、
少
し
く
急
な
坂
を
登
つ
て
、
小

赤
石
に
達
し
，
そ
れ
か
ら
二
三
の
小
凸
起
を
越
え
六
時
四
十
分
頂
上
に
達
し
た
、　
一
年
に
一
度
あ
る
か
無
い
か
ざ
い
ふ

程
の
好
天
氣
で
、
南
ア
″
プ
ス
の
連
峯
は
勿
論
、北
ア
〃
プ
ス
の
大
年
、中
部
ア
″
プ
ス
の
金
容
、
伊
豆
年
島
、
大
島
ｂ

富
士
、
及
び
其
稲
を
取
悠
ぐ
群
山
或
は
大
菩
薩
連
山
や
、
秩
父
の
群
山
な
ざ
が
、
極
め
て
明
か
に
認
め
る
こ
ど
が
出
来

た
、
止
ま
る
こ
ざ
一
時
間
で
、
下
山
を
始
め
一
時
間
を
費
や
し
て
、
野
螢
地
に
婦
通
し
．
荷
物
を
取
♭
片
付
け
て
十
時

魚
無
河
内
岳
に
向
つ
た
、
回
境
の
尾
根
を
北
に
進
み
、
赤
石
岳
Ｅ
西
河
内
岳
ざ
の
鞍
部
を
過
ぎ
て
、
術
ほ
少
し
く
北
に

登
つ
た
が
、
其
上
の
回
境
に
は
悪
場
が
あ
る
こ
い
ふ
の
で
右
方
の
駿
州
側
に
入
♭
、
優
松
ざ
自
樺
の
密
林
を
か
お
分
け

て
山
腹
を
横
切
っ
た
、
発
羊
の
通
つ
た
ら
し
い
道
が
所
々
に
あ
つ
て
、
其
所
だ
け
は
業
に
通
れ
る
が
、
道
の
な
い
所
は

可
成
り
に
困
難
で
あ
つ
た
、
二
時
間
の
苦
聞
の
後
に
辛
仁
も
魚
無
河
内
岳
の
頂
上
か
ら
、
市
南
東
の
方
向
に
あ
た
る
石



山岳

の
塞
澤
に
達
し
、
そ
の
急
な
澤
を
登
つ
た
ｏ
暫
時
で
右
の
尾
根
に
出
て
岩
山
を
登
り
、
カ
ー
〃
般
の
窪
地
を
回
む
岩
山

の
一
角
に
出
た
、
窪
地
に
は
澤
山
の
残
雪
が
あ
つ
た
、
こ
の
雲
の
少
し
く
下
方
に
小
さ
い
池
が
あ
る
ざ
、
市
次
郎
は
い

ふ
で
居
た
、
魚
無
河
内
の
三
角
織
を
見
常
で
に
、
窪
地
の
左
級
に
浩
ふ
て
、
岩
の
崩
れ
易
い
急
な
坂
を
登
る
こ
ざ
数
丁

で
ｔ
二
時
十
分
に
魚
無
河
内
岳
〓
西
河
内
岳
ざ
の
鞍
部
に
達
し
た
、
時
は
大
分
早
い
け
れ
ざ
も
、
他
に
水
を
得
ら
れ
る

通
常
な
野
螢
地
も
な
く
、
天
氣
も
面
白
く
な
い
か
ら
悪
澤
岳
を
明
日
ざ
し
て
、
鞍
部
の
市
側
の
李
地
を
野
螢
地
ざ
し

た
、
西
河
内
岳
の
北
側
で
、
此
所
か
ら
三
四
丁
の
所
に
少
し
ば
か
り
の
残
雲
が
あ
つ
た
か
ら
、
之
れ
を
探
つ
て
飯
を
煮

た
、
花
は
晴
れ
た
り
雲
が
飛
ん
で
ホ
た
り
し
て
憂
化
極
ま
う
な
か
つ
た
、
こ
ヽ
か
ら
見
た
赤
石
岳
は
仲
々
に
立
派
で
あ

■
０
０

〇
二
十
七
日

（年
晴
後
雨
）
朝
見
れ
ば
富
士
山
の
最
は
、
雪
が
降
っ
た
ざ
見
え
て
興
自
に
な
つ
て
居
た
、
荷
物
を
其
儘

に
し
て
、
六
時
に
悪
澤
番
に
向
つ
た
、
東
に
岩
山
を
少
し
ぐ
登
れ
ば
魚
無
河
内
岳
の
三
角
鮎
が
あ
る
、
こ
れ
か
ら
小
さ

４１

い
恨
松
の
生
え
て
居
る
、
蟻
の
戸
渡
ざ
い
ふ
様
な
所
を
、
何
回
も
通
る
、
然
し
岩
が
し
つ
か
り
し
て
居
る
か
ら
心
配
は

．ぃ
「

な
い
、
昨
晩
夜
年
か
ら
下
痢
し
、
今
朝
は
飯
も
食
は
な
い
の
で
、
腹
に
力
が
な
く
骨
の
折
れ
る
こ
ピ
一
通
り
で
な
か
つ

た
、
疑
る
ざ
き
に
雪
水
を
飲
ん
だ
の
が
悪
る
か
つ
た
ら
し
い
、　
一
時
間
ば
か
り
で
魚
無
河
内
岳
ざ
悪
澤
岳
ご
の
鞍
部
に

達
し
、
そ
れ
か
ら
悪
澤
岳
に
向
つ
て
急
坂
を
登
つ
た
「
始
め
は
小
さ
い
岩
で
あ
つ
た
が
、
登
る
に
随
つ
て
大
き
な
岩
が

積
み
■
な
つ
て
居
た
、
八
時
年
頂
上
に
達
し
た
、
小
さ
い
離
が
祭
つ
て
あ
り
、
剣
や
幣
束
な
ざ
が
本
納
し
て
あ
る
、
天

氣
は
面
白
ぐ
な
く
、
逮
く
の
曲
は
見
え
な
か
つ
た
が
、
途
に
は
こ
の
山
も
雲
に
包
ま
れ
て
し
ま
つ
た
、
山
頂
に
し
ば
ら

く
書
捜
を
し
て
待
つ
た
け
れ
ざ
、
晴
れ
相
に
も
な
い
か
ら
、
九
時
四
十
五
分
Ｔ
山
を
始
め
、
同
じ
路
を
池
り
、
十
二
時

少
し
前
に
野
螢
地
に
掃
う
つ
い
た
、
そ
の
う
ち
に
雷
が
鳴
つ
て
大
降
う
ざ
な
つ
た
か
ら
今
日
は
此
所
に
滞
在
し
て
、
腹

工
合
を
よ
く
す
る
こ
ざ
に
し
た
、
夕
方
に
ま
た
雷
雨
が
あ
つ
た
が
、
花
に
入
つ
て
か
ら
は
晴
れ
て
、
月
明
ら
か
に
な
つ

た
、
大
河
原
邊
の
者
は
、
西
河
内
岳
を
茄
川
前
岳
、
魚
無
河
内
岳
を
中
ノ
岳
、
悪
澤
岳
を
東
岳
ざ
呼
び
、
荒
川
行
若
ざ

◎
示
石
岳
び
ら
願
見
岳
ま
で
　
　
小
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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◎
赤
石
岳
び
ら
霊
見
岳
ま
で
　
　
小
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

藤
し
て
整
山
す
る
者
が
あ
る
こ
い
ふ
こ
ざ
だ
。

〇
二
十
八
日

（牛
晴
後
雨
）
と
時
十
分
出
立
ｔ
西
河
内
岳
の
最
高
鮎
を
左
に
見
て
、
西
北
に
進
み
、
駿
州
側
で
回
境
に

一
番
近
い
急
な
石
の
澤
を
下
り
た
、
國
境
は
大
の
牙
の
様
に
切
り
立
っ
で
居
る
か
ら
、
通
過
は
餘
程
困
難
に
思
は
れ

た
、
一
時
間
ば
か
り
で
石
が
小
さ
く
な
つ
て
、
本
立
の
現
は
れ
た
所
に
、
市
次
郎
が
数
年
前
に
露
螢
し
た
ざ
い
ふ
跡
が

あ
つ
た
、
そ
れ
か
ら
左
に
這
入
っ
て
駿
州
側
の
山
腹
を
横
切
つ
た
、自
樺
の
多
い
木
立
の
中
で
あ
つ
た
が
、道
ら
し
い
も

の
が
付
い
て
居
る
、
九
時
十
分
に
西
河
内
岳
ご
次
の
山
重
の
回
境
の
鞍
部
に
若
い
た
、
之
れ
か
ら
國
境
は
画
の
方
に
向

つ
て
居
る
、
矢
張
り
自
樺
な
ぎ
の
林
の
中
を
園
境
の
少
し
北
側
を
進
ん
で
行
く
ざ
、
縦
類
の
繁
つ
た
暗
い
、
本
立
ご
な

つ
た
、
こ
ヽ
で
國
境
は
．
今
迄
こ
は
直
角
に
北
の
方
に
向
つ
て
居
る
が
、
こ
の
方
向
韓
換
黙
の
小
山
を
避
け
て
、
向
ふ

側
の
回
境
に
出
て
北
に
進
ん
だ
、
そ
れ
か
ら
は
憂
化
に
乏
し
い
例
の
晴
い
林
で
、
時
に
自
や
責
の
花
を
附
け
た
二
三
尺

の
丈
け
あ
る
草
原
が
あ
る
、
十
二
時
四
十
分
に
測
量
部
五
高
分

一
大
河
原
日
幅
に
海
披
二
六
三
六
米
突
ε
記
さ
れ
た
鮎

η

を
過
ぎ
て
、
回
境
を
西
北
に
進
ん
だ
、
大
き
な
恨
松
が
密
生
し
ゝ
左
側
は
断
崖
を
な
し
て
居
る
、
凸
起
を
一
っ
越
え
て

一‐５４
ヽ

第
二
番
目
の
山
に
あ
た
っ
た
ざ
き
に
、
國
境
を
離
れ
て
無
晴
ざ
右
に
降
り
、
小
西
俣
の
一
支
流
の
谷
に
這
入
り
、
東
に

Ｔ
る
こ
ざ
約
二
十
分
で
水
を
得
、
野
螢
地
を
そ
の
左
岸
の
自
樺
林
中
に
定
め
た
、
時
に
二
時
五
十
分
で
あ
つ
た
、
の
ち

に
雷
雨
が
三
度
ば
か
り
あ
っ
た
。

〇
二
十
九
日

（年
晴
）
六
時
牛
出
立
ゝ
北
に
向
つ
て
暗
い
林
の
中
を
登
り
、
七
時
二
十
分
國
境
に
達
し
た
、
本
立
ざ
綺

麗
な
草
の
生
え
た
國
境
の
尾
根
を
進
ん
で
．
一
つ
凸
起
を
越
え
て
小
河
内
書
の
登
り
ざ
な
つ
た
、
数
Ｔ
の
恨
松
の
中
を

辛
く
も
か
き
分
け
登
り
、
次
い
で
石
の
急
な
坂
を
登
つ
て
、
九
時
年
に
小
河
内
番
の
頂
山
に
達
し
た
、
頂
上
は
廣
く
て

小
さ
い
岩
が
敷
い
て
あ
る
間
に
、
小
さ
な
優
松
が
生
え
ゝ
氣
持
の
よ
い
所
で
あ
る
。
測
量

・部
の
三
角
鮎
が
あ
る
、
餘
ｂ

高
山
性
で
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
こ
の
附
近
で
は
一
風
憂
つ
た
山
で
あ
る
、
雲
が
来
て
眺
望
は
少
な
く
な
つ
た
。
十
時
牛

出
立
、
東
北
に
向
つ
て
国
境
を
下
つ
た
、
恨
松
が
多
い
が
所
々
に
切
り
明
け
が
あ
る
、Ｔ
つ
て
次
の
山
に
取
り
つ
い
た
、
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優
松
が
大
き
い
か
ら
信
州
側
の
絶
壁
を
横
切
っ
て
十
一
時
十
五
分
に
第
二
の
峯
に
達
し
た
、
こ
の
頂
上
は
狭
く
て
御
料

局
の
三
角
鮎
が
あ
り
、
第

一
の
峯
よ
り
少
し
く
低
い
、
こ
ヽ
か
ら
は
回
境
の
尾
根
が
西
北
に
向
つ
て
居
る
、
恨
松
が
盤

々
大
渉
く
な
り
．
骨
が
折
れ
る
か
ら
、
成
る
丈
け
信
州
側
を
進
ん
で
、
十
二
時
二
十
分
第
二
の
峯
に
着
い
た
、
此
所
を

市
次
郎
は
舞
所
ざ
い
ふ
て
居
た
、
霧
が
水
て
全
く
方
向
も
分
ら
な
く
な
つ
た
、
霧
の
切
れ
間
を
見
て
国
境
を
少
し
く
西

に
下
つ
て
、
右
に
折
れ
、
自
樺
の
多
い
草
原
を
下
り
て
行
き
ゝ
間
も
な
く
三
伏
峠
道
に
合
し
た
、
こ
ヽ
か
ら
、
中
供
の

谷
を
北
に
向
つ
て
下
る
こ
ざ
五
六
丁
で
、
一
時
三
十
分
水
を
得
て
草
原
の
中
に
露
螢
し
た
、
後
に
ま
た
小
雨
が
あ

っ

た
ｏ

Ｏ
三
十
日

（晴
）
今
日
は
願
見
岳
ま
で
往
復
し
や
う
ざ
い
ム
の
で
、
荷
を
置
い
て
本
谷
山
に
向
つ
て
、
北
に
樅
類
の
繁

つ
た
木
立
の
中
を
登
つ
た
、
間
も
な
く
園
境
に
出
て
、
低
い
本
を
押
し
分
け
て
尾
根
を
筒
ほ
北
に
猫
っ
た
、
朝
の
露
で

全
身
悉
皆
濡
れ
て
仕
舞
つ
た
、
次
い
で
大
き
な
恨
松
こ
な
つ
た
が
、
所
々
に
切
り
明
け
が
あ
る
、
市
火
郎
が
先
に
立
っ

働

て
、
塞
身
で
急
い
で
登
つ
て
行
く
か
ら
、
自
身
も
負
け
ま
い
ざ
我
ん
張
る
。
五
時
年
に
本
谷
山
の
頂
上
に
達
し
た
、
便

“

松
を
切
り
明
け
て
あ
つ
て
、
眺
盟
が
よ
い
、
北
ア
″
プ
ス
は
槍
ケ
岳
以
南
が
見
え
た
ば
か
り
で
、
其
北
は
雲
に
隠
れ
て

居
た
、
こ
れ
か
ら
雑
木
林
の
間
を
北
に
下
り
、
小
山
を
一
つ
越
え
、
次
の
山
に
か
ヽ
れ
ば
、
晴
い
木
立
に
次
い
で
、
恨

松
の
密
林
ざ
な
つ
た
。
辛
く
も
登
つ
て
五
分
萬
一
地
固
に
二
六
七
０
米
突
ざ
あ
る
峯
に
達
し
た
の
は
六
時
五
十
分
で
あ

つ
た
、
こ
の
頂
上
も
狭
く
て
、
侶
松
を
切
り
開
け
て
あ
る
．
鷹
見
岳
は
東
南
に
近
く
失
つ
た
偉
魁
な
姿
を
現
は
し
て
居

る
、
優
松
の
間
を
下
つ
て
、
い
よ
′
ヽ
朧
見
岳
の
登
り
ざ
な
つ
た
、
大
幅
松
を
切
り
抜
け
れ
ば
、
石
の
坂
〓
な
り
、
次

い
で
大
き
な
岩
山
を
一
つ
越
え
、
そ
れ
か
ら
は
時
々
四
つ
這
ひ
ざ
な
っ
て
、
岩
に
縫
９
附
い
て
登
り
、
途
に
九
時
十
五

分
に
頂
上
に
達
し
た
、
眺
製
は
仲
々
雄
大
で
ゝ
南
ア
″
プ
ス
の
大
学
が
見
え
た
が
、
北
方
の
駒
ケ
岳
、
鋸
岳
、
仙
史
脅

な
ざ
は
雲
に
際
れ
て
し
ま
つ
た
、
北
ア
ル
プ
ス
も
見
え
な
く
な
っ
た
、
し
ば
ら
く
体
ん
で
居
る
う
ち
に
、
東
俣
の
方
か

ら

一
組
の
登
山
隊
が
登
っ
て
本
た
、
一
高
旅
行
部
の
守
島
．
山
口
、
荒
川
氏
等
の
一
行
で
あ
つ
た
、
間
も
な
く
一
行
は

◎
赤
石
岳
”
ら
臨
見
岳
ま
で
　
　
小
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



脅

◎
赤
石
岳
び
ら
駆
見
岳
ま
で
　
　
小
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

北
俣
に
向
つ
て
下
っ
て
し
ま
つ
た
、
霧
が
末
て
眺
望
が
無
く
な
つ
た
か
ら
、
吾
々
も
十
時
五
十
分
西
に
向
つ
て
下
山
を

始
め
た
、
登
る
ざ
き
に
通
っ
た
大
き
な
岩
山
を
越
え
て
、
回
境
ざ
分
れ
、
西
に
延
び
た
尾
根
を
下
り
、
僅
松
ざ
闘
つ
て

革
の
繁
っ
た
右
の
谷
に
降
り
、
そ
の
谷
を
悔
は
っ
て
下
つ
た
が
ｂ
間
も
な
く
水
が
流
れ
て
居
た
、
谷
は
市
に
向
つ
た
、

傾
斜
は
左
程
急
で
な
く
水
量
も
多
く
な
い
、
一
時
十
五
分
に
申
俣
の
本
流
に
合
し
た
、
中
俣
が
三
伏
峠
の
附
近
か
ら
東

北
に
流
れ
て
来
て
、
突
然
東
南
に
流
向
を
韓
す
る
附
近
で
あ
つ
た
、
こ
ヽ
か
ら
は
中
俣
の
谷
を
登
つ
た
、
こ
の
谷
は
一

層
傾
斜
が
緩
か
で
前
進
が
容
易
で
、
露
螢
地
に
婦
り
つ
い
た
の
は
、
二
時
二
十
五
分
で
あ
つ
た
、
蹄
り
に
は
途
中
で
日

が
暮
れ
る
か
ざ
心
配
を
し
て
居
つ
た
の
に
、
案
外
に
早
か
つ
た
の
で
、
皆
が
果
れ
顔
で
あ
つ
た
、
市
火
郎
か
ら
は

「官

員
様
は
足
が
達
者
だ
」
ざ
御
褒
め
に
あ
づ
か
つ
た
。

〇
三
十
一
日

（晴
）
七
時
年
出
立
し
中
俣
を
登
っ
て
十
五
分
ば
か
り
で
、三
伏
峠
道
に
出
で
、術
ほ
少
し
く
登
れ
ば
草
原

が
あ
る
。
左
手
数
十
間
の
所
が
國
境
で
、
市
に
金
澤
の
深
谷
を
見
下
ろ
し
、
ま
た
撃
、
兎
ｂ
大
澤
、
赤
石
な
ぎ
の
高
峯

↓

が
見
え
る
、
東
北
に
は
自
峯
三
山
、
睡
見
岳
な
ぎ
が
見
え
て
居
る
、
峠
道
を
数
丁
西
に
進
ん
で
峠
の
頂
上
ざ
な
る
、
こ

御

れ
か
ら
は
縦
類
の
暗
い
水
立
ざ
な
り
、
ド
ン
どヽ
ヽ
下
る
、
豊
口
山
の
東
南
の
山
腹
を
下
れ
ば
、
本
が
切
り
倒
さ
れ
て
居

て
、
路
は
大
分
悪
る
い
も

少
し
く
下
れ
ば
木
立
が
絶
え
「
始
め
て
柚
人
に
出
過
つ
た
、
十
一
時
に
寺
澤
の
人
家
で
体

み
、
釜
澤
を
経
て
、
二
時
四
十
五
外
に
大
河
原
市
場
に
着
い
た
。

○
翌
八
月
一
日
に
は
瀧
澤
、
大
革
を
組
て
、
飯
島
に
着
き
、
此
庭
か
ら
馬
車
ざ
電
車
で
宮
田
ま
で
行
き
ゝ
次
の
日
に
は

駒
ケ
岳
に
登
つ
た
、
大
河
原
方
面
に
は
よ
い
案
内
者
に
乏
し
い
様
で
あ
る
、
七
月
下
旬
は
養
鶴
に
性
が
し
い
か
ら
、
省

夏
案
内
者
を
得
難
い
、
此
方
面
か
ら
山
に
這
入
る
に
は
充
分
其
鮎
に
注
意
せ
ぬ
ざ
目
的
を
達
す
る
こ
ざ
が
六
ケ
敷
い
ざ

思
ふ
。
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１．Ц書

東
俣
よ
り
盟
見
岳
に
登
る
記

守
　
　
島
　
　
伍
　
　
郎

大
正
四
年
七
月
、
予
は
學
友
二
名
ざ
共
に
、
西
山
温
泉
よ
り
廣
河
内
を
湖
り
も自
峯
三
山
を
維
走
し
、
東
俣
を
下
り
、

夏
に
鷹
見
岳
に
登
り
た
り
ｏ

¨
、
自
峰
三
山
を
維
走
し
、
間
の
岳
よ
り
東
俣
を
下
る

〇
七
月
二
十
六
日
　
西
山
温
泉
よ
り
廣
河
内
を
湖
り
、
大

ヨ
モ
ギ
澤

一
泊
ｏ

Ｏ
七
月
二
十
七
日
　
夕
立
に
襲
は
れ
し
篤
め
、
農
鳥
、
間
の
岳
間
の
鞍
部
に
一
泊
す
べ
き
豫
定
を
雄
夏
し
て
、
山
陵
に

４５

取
り
付
き
た
る
庭
よ
り
、
約
十
五
分
程
の
窪
地
に

一
泊
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

〇
七
月
二
十
八
日
　
昨
日
の
豫
定
憂
夏
の
鴛
め
、
本
田
は
多
少
過
重
な
る
道
程
ざ
な
り
即
ち
、
農
鳥
、間
の
岳
を
経
て
、

北
番
に
至
り
、
再
び
間
の
岳
に
引
き
返
し
て
、
東
俣
を
下
り
、
小
廣
河
原

（五
萬
分
大
河
原
、
大
井
川
の
大
の
字
に
営

る
附
近
じ
の
野
螢
地
に
至
ら
ん
ざ
す
る
な
り
ｏ

六
時
四
十
分
．　
一
行
は
人
夫
大
村
富
基
を
件
ひ
て
、
北
岳
に
向
ふ
、
人
夫
三
名
は
直
路
ノ
ク
ド
ソ
澤
を
小
廣
河
原
に

向
け
下
ら
し
め
た
ｏ

農
鳥
三
角
貼
七
時
二
十
五
分
、
間
の
岳
三
角
難
十
時
三
十
分
、
十

三
町
Ｄ
間
の
書
を
螢
し
て
、
北
岳
に
向
ふ
、
三
時

年
間
の
書
に
掃
着
し
、
四
時
同
所
を
装
し
て
東
俣
に
向
ふ
ｏ
出
職
時
豫
定
よ
り
遅
る
ヽ
事
二
時
間
、
日
没
前
に
小
廣
河

原
の
野
螢
地
に
到
達
す
る
事
覺
東
な
く
な
れ
り
ｏ

所
謂
三
回
岳
に
連
る
回
境
の
尾
根
を
辿
る
事
十
五
分
に
し
て
、
適
宜
の
個
所
よ
り
急
傾
斜
の
石
漢
を
下
る
ｏ
ガ
ラ
ガ

◎
東
俣
エ
リ
闘
見
岳
に
登
゛
謡
　
　
守
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ



山岳

◎
東
供
よ
り
鷹
見
岳
に
登
る
記
　
　
守
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

ジ
下
り
を
ひ
た
下
り
に
下
る
事
四
十
五
分
に
し
て
澤
に
出
づ
、
時
に
五
時
ｏ
之
よ
り
下
り
は
比
較
的
業
に
し
て
も
爾
岸

の
傾
斜
も
左
程
急
な
ら
ず
。
第
一
支
流
會
合
鮎
附
近
ま
で
は
岳
樺
の
密
林
に
し
て
、
以
下
は
栂
も
自
檜
等
の
針
葉
樹
林

を
な
せ
り
。

六
時
、
第

一
支
流
左
よ
り
ぷ
會
し
、
夏
に
二
十
分
に
し
て
第
二
支
流
左
よ
り
、
ス
少
時
に
し
て
第
三
支
流
右
よ
う
な

り
會
し
、
良
好
な
る
野
螢
地
を
篤
せ
り
。
之
よ
り
小
廣
河
原
迄
筒
ほ
二
時
間
以
上
を
要
す
べ
ぐ
、
ユ
岩
魚
止
め
の
悪
場

あ
る
を
以
て
、
本
日
は
此
庭
に
一
泊
す
る
事
ざ
し
て
、中
食
の
残
り
ざ
ゝ
間
の
岳
に
て
捕
へ
た
る
鳥
ご
に
て
作
り
た
る
、

怪
し
げ
な
る
ス
ー
プ
を
飲
み
て
不
安
な
る
寝
に
就
き
た
り
。

〇
七
月
二
十
九
日
　
五
時
四
十
五
分
出
獲
．
塞
腹
を
か
ヽ
へ
て
緩
々
下
る
。
所
調
岩
魚
止
め
附
近
は
、
小
爆
布
重
晨
し

て
紺
々
面
倒
な
れ
ざ
も
，
其
他
は
多
く
は
氣
持
よ
お
河
原
に
し
て
、
河
原
の
小
砂
の
軟
か
に
し
て
、
昨
日
よ
り
岩
の
み

飛
び
歩
け
る
足
に
鯛
れ
心
地
い
ざ
よ
ろ
し
、
六
時
三
十
分
０

ン
ジ
ネ
澤
會
合
鮎
に
暫
時
休
息
せ
し
時
、
下
流
よ
り
人
夫

り

連
朝
食
を
齋
し
ホ
る
、
一
行
数
呼
し
て
迎
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椰

今
日
は
ぎ
う
せ
竿
把
な
れ
ば
ざ
て
、
朝
飯
も
緩
々
ざ
喰
ひ
て
、
七
時
四
十
五
分
出
猫
、
着
魚
を
釣
り
っ
ヽ
下
り
、
九

時
小
廣
河
原
に
着
す
。
人
夫
の
張
り
置
き
し
天
幕
の
生
待
ち
顔
に
、廣
々
ざ
し
て
心
地
よ
さ
河
原
に
立
て
る
を
見
て
は
、

家
に
蹄
り
た
ら
ん
様
の
心
地
し
た
り
０

要
す
る
に
東
俣
下
り
は
、
二
三
の
小
部
分
を
除
ぐ
外
、
極
め
て
薬
な
、
愉
快
な
Ｔ
り
ざ
云
ひ
得
べ
し
。
但
し
小
廣
河

原
よ
り
以
下
は

一
部
分

（ザ
カ
澤
會
合
鮎
よ
り
西
俣
ざ
の
合
流
識
に
至
る
Ｅ
間
、
後
節
参
照
）
を
除
く
外
、
金
然
不
知

な
れ
ば
、
保
證
の
限
り
に
非
ぎ
る
も
、
五
高
分
に
よ
れ
ば
、
森
屋
澤
附
近
迄
は
略
ぼ
同
様
の
道
な
る
が
如
し
。

時
間
は
間
の
書
の
三
角
識
よ
り
小
廣
河
原
ま
で
、
五
時
間
ざ
見
れ
ば
大
過
な
か
る
可
ぐ
、
随
っ
て
農
鳥
、
間
の
岳
間

の
野
螢
地
よ
り
す
れ
ば
、
相
営
の
一
日
程
な
る
べ
し
ｏ

零
時
年
、
小
廣
河
原
を
装
し
て
東
俣
を
下
る
、
下
る
事
二
十
五
分
に
し
て
、
本
流
ざ
分
れ
て
タ
ケ
澤
？

（五
萬
分
の
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山番

大
井
川
東
俣
の
東
の
字
の
下
に
、
左
よ
り
木
會
せ
る
イ
ケ
の
澤
に
相
当
し
て
、
右
よ
り
な
會
せ
る
長
大
な

る
澤
に
し

て
、
大
村
富
基
は
、
ユ
キ
ナ
グ
澤
の
一
つ
上
に
営
る
タ
ケ
澤
な
る
べ
し
ざ
云
ひ
し
も
「
高
頭
氏
の
臓
測
国
ざ
は
符
合
せ

す
。
其
他
二
三
の
澤
に
就
き
て
も
、
大
村
の
言
ざ
臆
測
団
Ｅ
符
合
せ
ぎ
る
職
あ
る
も
、
未
熟
な
る
予
は
何
れ
を
以
て
正

し
ざ
す
べ
き
や
制
断
す
る
事
を
得
す
。
）
に
入
る
此
澤
は
東
俣
の
岩
魚
止
め
を
、
出
鱈
目
に
陳
べ
た
る
が
如
き
地
勢
に
し

て
、
雨
岸
の
傾
斜
急
に
し
て
、
小
瀑
布
重
熱
し
、
僅
少
の
増
水
に
て
も
あ
ら
ば
、
登
攀
到
底
不
可
能
な
る
べ
し
ｏ
但
し

危
険
な
る
個
所
は
無
く
、
寧
ろ
面
倒
な
る
登
り
ざ
云
ふ
可
き
も
の
な
る
べ
し
ｏ
大
村
其
他
の
言
に
よ
れ
ば
、
た
よ
り
少

し
く
下
に
営
れ
る
。
ア
イ
ダ
ン
澤
の
方
、
通
か
に
業
に
し
て
も
登
路
ざ
し
て
適
営
な
り
ざ
ｏ
四
時
牛
「
左
方
よ
り
長
大

な
る
ガ
レ
な
る
ｏ
此
邊
よ
り
恨
松
帯
に
入
り
傾
斜
次
第
に
緩
な
り
。
四
時
五
十
分
、
・初
め
て
精
や
平
な
る
野
螢
じ
得
べ

き
地
職
に
達
し
て
泊
す
。
此
澤
の
水
源
地
に
常
れ
り
。

二
、
朧
見
岳
に
登
り
、
北
俣
を
下
り
て
西
俣
に
至
る

〇
七
月
三
十
日
　
七
時
出
螢
、
整
る
に
従
ひ
山
々
次
第
に
現
れ
な
る
も
、
そ
れ
ざ
共
に
霧
頻
に
上
昇
し
初
め
た
れ
ば
ゝ

振
り
返

，
′
ヽ
急
傾
斜
の
ガ
ン
を
、ひ
た
登
り
に
登
り
τ
、八
時
年
臨
見
ざ
蝙
蝠
岳
ど
を
結
び
付
く
る
リ
ツ
デ
に
達
す
。

（二
八
六
〇
米
の
記
琥
あ
る
地
贈
じ
リ
ッ
プ
は
之
よ
り
壼
見
へ
は
剃
刀
の
如
く
実
り
立
て
る
に
反
し
、
蝙
蝠
へ
は
極
め

て
不
夷
な
る
ザ
タ
ノ
ヽ
道
を
な
せ
り
。

リ
ツ
デ
に
立
っ
や
、
荷
物
を
地
う
出
し
つ
ヽ
、
双
眼
鏡
を
奪
ひ
合
ふ
。
湧
き
立
ち
騒
ぐ
霧
の
中
に
、
静
か
に
厳
か
に

立
て
る
聖
徒
等
。
富
士
、
悪
澤
、
赤
石
の
左
角
、
魚
無
河
内
、
西
河
内
ゝ
墓
、
小
河
内
、
水
曾
駒
、
御
岳
．
乗
鞍
、

槍
、
穂
高
等
千
山
高
岳
。
遠
き
北
の
方
は
借
し
い
哉
雲
の
中
に
通
れ
了
り
、
お
ぼ
ろ
に
だ
に
見
え
す
。
直
前
の
自
峯
三

山
、
駒
ゝ
仙
丈
な
ぎ
は
勿
論
手
に
取
る
様
に
鮮
か
な
り
き
ｏ

人
夫
の
一
人
が
、
願
見
の
頂
上
に
人
あ
り
ご
云
ふ
に
、
驚
き
見
上
ぐ
れ
ば
自
き
姿
の
二
つ
三
っ
、
双
手
を
上
下
し
て

◎
東
俣
二
■
盟
見
岳
に
登
る
細
　
　
守
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“一五
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◎
東
俣
よ
り
闘
兄
岳
に
登
る
謡
　
　
守
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

盛
に
欺
呼
せ
る
に
、
何
ざ
は
な
く
懸
し
く
な
つ
か
し
く
、
今
は
山
も
岳
も
あ
ら
ば
こ
そ
ざ
ゝ
ス
ケ
ツ
チ
ブ
ッ
ク
も
何
も

拗
ｂ
出
し
て
、
九
時
頂
上
目
が
け
て
登
り
出
し
ぬ
ｏ
利
餌
の
如
き
巌
角
の
几
の
こ
ぼ
る
ヽ
が
如
く
、
ポ
ロ
ノ
ヽ
ざ
崩
る

に
注
意
し
つ
ヽ
、
四
十
分
の
ひ
た
整
う
に
、
に
ぢ
み
出
る
汗
を
拭
き
も
あ
え
ず
「
登
♭
付
き
た
る
頂
上
の
人
は
、
小
倉

伸
吉
氏
な
り
き
。
名
乗
り
も
そ
こ
′
ヽ
に
快
談
快
話
。

氏
は
大
河
原
よ
り
小
澁
を
経
て
、
赤
石
に
登
り
、
西
河
内
、
魚
無
河
内
、
悪
澤
、
小
河
内
を
経
て
三
伏
峠
に
出
で
、

今
早
朝
同
峠
を
職
し
て
囃
見
に
家
ら
れ
し
由
に
て
、
之
よ
り
三
伏
峠
に
帰
り
、
明
日
即
ち
出
残
後
七
日
目
に
大
河
原
に

出
で
ら
る
ヽ
由
な
り
ｏ
人
夫
は
大
河
原
の
前
澤
市
次
郎
老
人
外
一
名
を
件
は
れ
た
り
。
（前
文
参
照
）

十
時
年
、
氏
Ｅ
別
れ
て
下
り
、
先
の
リ
ツ
プ
に
て
食
事
を
済
し
て
、
十

一
時
竿
出
螢
、
直
ち
に
北
供
を
下
る
ｏ
ガ
レ

を
少
し
く
下
れ
ば
水
出
づ
。
Ｔ
り
は
随
分
急
な
れ
ざ
も
ゝ
単
に
面
倒
ざ
云
ふ
の
み
に
て
、
危
険
の
虞
れ
嘉
も
之
無
し
。

朧
見
の
リ
ツ
デ
の
恐
ろ
し
く
失
れ
る
を
顧
み
、
悪
澤
の
堂
々
ざ
わ
だ
か
ま
れ
る
を
塑
み
つ
ヽ
、
徹
頭
徹
尾
急
傾
斜
な
る

澤
を
ひ
た
下
り
に
下
り
三
時
年
中
俣
の
合
流
職
に
出
づ
ｏ
之
よ
り
水
量
急
に
増
加
し
て
ゝ
二
三
回
膝
に
及
ぶ
徒
渉
を
な

せ
り
。
小
西
供
の
合
流
難
三
時
五
十
分
ｏ
之
よ
り
河
原
は
廣
々
ざ
し
て
心
地
よ
き
地
勢
ざ
な
れ
り
、
三
十
分
休
息
し
て

夏
に
下
る
事
二
十
五
分
ゝ
即
ち
四
時
四
十
五
分
櫻
島
藩
。
更
に
少
し
下
り
で
シ
ン
デ
ヤ
ヌ
ケ
の
猫
♭
に

（五
高
分
大
河

原
、
画
俣
の
画
の
字
よ
り
少
し
く
上
流
に
横
の
記
琥
あ
る
地
艤
ご
に
泊
る
、
時
に
五
時
な
り
ｏ

今
日
の
道
は
、
昨
日
約
四
時
間
登
り
置
さ
た
れ
ば
、
大
分
助
か
り
た
れ
ざ
も
、
小
廣
河
内
よ
り
一
気
に
行
く
さ
せ

ば
、
大
分
困
難
な
る
べ
き
も
、
決
し
て
不
可
能
に
は
非
ず
ざ
信
ず
。

省
、
間
の
岳
よ
り
願
見
岳
ま
で
、
国
境
の
切
明
を
縦
走
す
る
道
は
、
間
の
岳
及
び
朧
見
よ
り
双
眼
鏡
を
以
て
観
察
じ

た
る
鹿
に
よ
れ
ば
、
切
明
の
跡
は
確
か
に
存
す
る
も
ｂ
大
分
荒
れ
た
る
様
子
な
れ
ば
、
可
成
り
困
難
な
る
べ
し
ざ
思
は

れ
た
り
。

Ｒ

）
ｒ
υ
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西
俣
東
俣
を
上
下
し
て
新
澤
峠
を
経
て
西
山
温
泉
に
蹄
る

〇
七
月
二
十

一
日
　
豫
定
に
随
ひ
、
予
は
一
行
Ｅ
分
れ
て
西
山
温
泉
に
出
で
む
ざ
す
。
一
行
は
之
よ
リ
ン
ン
ダ
ヤ
メ
ケ

を
登
り
て
赤
石
山
脈
に
入
る
豫
定
な
り
ざ
す
ｏ

子
の
探
れ
る
通
は
ゝ
西
俣
を
東
俣
の
合
流
貼
ま
で
下
り
、
夏
に
東
俣
を
湖
り
、
ザ
カ
澤
の
合
流
鮎
よ
り
薔
伊
那
街
道

を
迪
り
、
途
中
一
泊
、
新
澤
峠
を
越
え
て
下
湯
島
に
出
で
た
る
も
の
な
る
が
ｓ
特
に
詳
細
の
記
載
を
要
す
る
迄
も
な
き

道
な
れ
ば
、
唯
二
三
を
記
載
す
る
に
止
む
。

此
通
は
大
河
原
よ
り
三
伏
峠
を
越
え
水
り
て
、
湯
島
丼
に
浙
倉
に
達
す
る
嘗
伊
那
街
道
な
る
が
、
現
今
は
全
く
荒
腰

し
て
、
以
前
は
一
日
程
な
り
し
も
の
、
現
今
は
一
日
に
て
は
多
少
無
理
、
二
日
に
で
は
頗
る
業
な
る
、
年
把
道
ざ
な
れ

り
。
最
も
塞
身
な
れ
ば
今
も
術
一
日
に
て
到
達
し
得
べ
く
、
又
踏
張
れ
ば
塞
身
な
ら
ぎ
る
も
一
日
に
て
至
り
得
べ
し
ざ

（η
″

′
儀
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０
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ｒ
、

七
時
牛
、
一
行
ざ
別
れ
て
人
夫

一
名
を
件
ひ
、
西
俣
を
下
な
。
道
は
西
俣
を
少
し
く
下
り
て
、
適
宜
の
場
所
よ
り
左

手
の
叢
林
を
，
滅
茶
苦
茶
に
登
れ
ば
薔
伊
那
街
道
に
出
で
、
之
を
辿
り
で
東
俣
の
ザ
カ
澤
に
出
づ
る
も
の
な
れ
ざ
も
「

予
等
は
岩
魚
を
釣
り
つ
ヽ
東
俣
合
流
職
に
出
で
、
夏
に
東
俣
を
湖
り
し
が
、
雨
俣
を
通
じ
て
、
左
程
の
悪
場
は
之
無
か

り
し
も
、
数
回
股
部
に
及
ぶ
徒
渉
を
な
し
た
り
。
時
間
は
爾
俣
を
上
下
す
る
も
、
ザ
カ
澤
ま
で
四
時
間
位
な
る
べ
き
も

釣
魚
に
熱
中
し
て
約
八
時
間
を
費
し
、
鴛
め
に
ザ
カ
澤
に
入
り
し
は
既
に
四
時
な
り
き
ｏ
之
よ
り
道
は
馨
伊
那
街
道
を

迎
る
も
の
に
し
て
、
一初
め
ザ
カ
澤
に
滑
ひ
．
後
之
ざ
分
れ
て
森
中
を
行
き
、
六
時
ザ
カ
澤
水
源
地
に
泊
す
。

０
八
月
一
日
　
七
時
十
分
出
獲
．
七
時
四
十
五
分
甲
駿
の
回
境
、
八
時
牛
別
営
代
の
三
角
鮎
に
達
す
。
道
は
之
迄
針
葉

樹
林
を
瓶
じ
、
氣
持
よ
き
樹
下
道
な
り
し
も
、
之
よ
り
六
高
不
の
叢
林
中
に
入
る
を
以
て
、
蔓
な
ざ
爾
や
繁
り
に
繁

り
、
困
難
を
極
め
た
り
し
も
、
件
ひ
た
る
人
夫
元
氣
よ
き
男
に
て
、
重
荷
も
厭
は
す
、
ひ
た
急
ぎ
に
急
ぎ
た
れ
ば
、　
一

◎
東
俣
よ
り
朧
兄
岳
に
登
る
記
　
　
守
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



山岳

◎
蒲
田
谷
エ
リ
穂
高
鷲
山
　
　
中
野

時
途
に
下
湯
島
に
出
で
た
り
。

蒲
田
谷
よ
り
穂
高
登
山

（大
正
四
年
八
月
七
日
）

中
　
野
　
善
　
太
　
郎

〓

尾

根

ま

で

昨
日
は
、「犬
の
窪
」
の
小
屋

（蒲
田
よ
う
約
二
里
年
右
俣
に
あ
り
）
よ
り
、
槍
へ
登
つ
た
、
道
不
案
内
に
暴
風
雨
に

出
會
っ
て
営
さ
に
撃
退
さ
れ
や
う
ざ
し
た
の
を
、
大
胃
隣
を
や
つ
て
辛
く
も
絶
透
を
極
め
た
の
で
あ
る
、「
降
れ
ば
蒲
田

η

へ
引
返
し
」
「晴
れ
ヽ
ば
穂
高
登
山
」
ざ
決
め
て
置
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
つ
て
今
日
は
穂
高
へ
行
く
事
に
し
た
ｏ
　
　
　
０

起
き
て
見
る
ざ
、
昨
日
迄
の
南
風
は
西
風
に
憂
つ
て
、
雲
の
纏
は
り
を
吹
き
去
っ
て
居
る
、
憂
欝
で
あ
つ
た
昨
日
ま

で
の
山
小
屋
も
ゝ
俄
か
に
活
氣
づ
い
た
、
一
週
間
も
絶
え
て
得
ら
れ
な
か
つ
た
高
山
の
、
朝
の
氣
分
を
す
つ
か
り
味
は

っ
た
↓
う
れ
し
い
な
」
な
ざ
云
ふ
て
、
準
備
を
整
へ
る
、
七
時
出
豪
、
同
行
今
田
君
は
、
此
小
屋
を
去
る
に
営
つ
て
ぃ

土
間
に
は
掃
を
か
け
、鍋
は
き
れ
い
に
洗
ひ
、群
は
捲
き
て
ざ
ｔ
云
ふ
様
な
工
合
に
、よ
く
働
く
男
だ
、そ
し
て
腱
力
張
く
、

思
慮
周
密
ざ
云
ふ
頼
も
し
い
男
で
あ
る
、
年
齢
も
十
五
歳
の
青
年
ｏ
自
分
は
、
飛
騨
山
脈
中
前
人
未
躙
の
瞼
地
で
あ
る

ぎ
、
云
は
れ
て
居
る
場
所
に
、
向
つ
て
此
男
な
ら
ば
ざ
、
安
心
し
て
出
か
け
た
の
で
あ
る
、
冷
た
い
朝
風
を
迎
へ
て
、

小
屋
を
出
た
「
駒
鳥
の
聾
が
自
分
等
を
引
き
止
め
る
様
に
響
く
、
名
残
惜
し
い
氣
が
す
る
、
自
分
は
、
林
道
を
五
六
Ｔ

し
ら
だ
し
だ

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

Ｔ
つ
て
、「自
出
谷
」
の
落
合
に
立
っ
て
、
行
程
を
案
じ
て
居
る
時
孤
影
情
然
ざ
し
て
鯖
途
に
就
い
た
松
井
君
を
見
途
つ

て
哀
れ
に
も
物
悲
し
か
つ
た
、
四
日
の
間
苦
楽
を
共
に
し
た
な
れ
ぎ
「
都
合
で
別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
君
は
．
古
び
た
莫
産

―

―

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｔ

０

８

常

里

０

市

＝
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０

■

１

冒

―

―

―

―

二
人
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を
、
朝
風
に
な
ぶ
ら
せ
て
、
森
の
中
に
清
え
行
く
姿
を
、
見
て
氣
の
毒
で
あ
つ
た
、
天
氣
は
中
分
な
い
、
暫
ら
く
地
団

を
獲
げ
た
り
、山
の
格
好
を
見
た
り
、豫
定
線
を
引
い
た
り
、
丁
度
林
道
か
ら
見
る
と
、
飢
を
並
べ
た
様
な

「
ピ
ー
タ
」

を
挟
ん
だ
餃
谷
が
、
励
骨
の
要
へ
集
め
る
が
如
く
に
、
限
前

一
里
ば
か
り
見
透
し
の
出
来
る
、
河
原
の
奥
に
落
ち
込
ん

で
来
て
居
る
の
だ
、
そ
し
て
其
最
右
の
も
の
が
巾
廣
く
勾
配
緩
か
で
、
殊
に
比
較
的
距
離
も
短
か
い
ら
し
い
の
で
、
そ

れ
こ
そ
自
分
を
導
い
て
く
れ
る
の
だ
も
う
ざ
、
不
安
な
決
定
を
し
て
、
さ
て
登
る
こ
こ
に
し
た
、
嬉
し
き
は
探
槍
の
朝

よ
、
雲
際
か
ら
落
る
瀧
も
有
ち
う
、
毛
露
敷
き
つ
め
た
花
園
も
あ
ら
う
、
タ
レ
ッ
バ
ス
の
雄
大
、
岩
壁
の
豪
般
。
そ
れ

等
の
も
の
が
、
前
人
未
踏
の
境
に
、
遠
来
の
客
を
稿
ら
ふ
事
だ
ら
う
、
澄
明
な
碧
塞
に
向
つ
て
、
差
出
づ
る
几
の
実
頭

に
、
微
笑
を
浮
べ
て
、自
分
を
招
い
て
居
る
の
だ
ら
う
、清
い
冷
い
風
は
、
顔
を
洗
っ
て
行
く
、
嵐
氣
澄
明
氣
宇
裕
達
ゝ

群
が
る
累
石
も
邪
魔
に
は
な
ら
ぬ
、小
屋
程
の
石
を
一
つ
宛
乗
越
し
て
行
く
、水
は
少
し
も
無
い
ざ
、
思
つ
て
居
た
ら
、

年
里
程
登
る
ぎ
、其
庭
に
は
大
ぶ
ん
豊
富
な
漢
流
が
出
て
来
た
、
一
寸
徒
渉
の
築
で
無
い
程
の
水
量
が
、
山
邊
で
悉
皆
、

「

累
石
に
吸
ひ
込
ま
れ
て
し
ま
つ
て
、
年
里
の
間
、
全
く
無
水
の
河
原
を
形
式
し
て
居
る
の
だ
「
斯
様
な
事
は
小
規
模
の

“

物
は
あ
り
ふ
れ
て
居
る
け
れ
ぎ
も
、
之
程
大
規
模
の
も
の
は
、
一
寸
記
載
に
値
す

る
だ
ら
う
ざ
思
ふ
ゝ
昨
日
見
た
の

は
、
水
源
の
不
明
な
落
口
で
今
日
の
は
落
日
の
分
ら
ぬ
水
源
だ
、
大
ぶ
ん
好
い
氣
に
な
っ
て
、
や
つ
て
ホ
た
が
、
さ
て

近
寄
る
に
つ
れ
て
ゝ
前
に
・奪
ゆ
る
岩
壁
が
、
険
し
く
な
つ
て
見
え
る
、
そ
し
て
自
分
の
目
が
け
て
来
た
、
右
箕
の
泥
流

ざ
、
自
分
の
位
置
ざ
の
間
に
、
頂
上
か
ら
延
び
た
尾
根
が
狭
ま
れ
た
、
其
尾
根
は
是
非
越
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
尾
根
で
は
あ

る
が
、
靱
て
越
す
ざ
な
る
ざ
、
直
に
喘
が
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
間
に
都
合
の
よ
い
乗
越
場
所
も
な
る
だ
ら
う
位
な
考
へ

で
、
其
事
は
深
ぐ
意
に
留
め
も
せ
ず
、
唯
河
原
を
歩
く
の
だ
、
谷
は
大
ぶ
ん
細
ま
つ
て
，
仔
細
な
雲
日
の
上
に
迪
り
つ

い
た
、
時
刻
は
八
時
、
右
側
に
尾
根
は
、
益
々
高
く
な
つ
た
、
不
可
能
ざ
云
ふ
程
で
は
無
い
が
、
乗
越
に
は
困
難
に
な

つ
た
ゝ
河
原
を
歩
ぐ
方
が
苦
痛
が
少
い
の
で
、
飽
ぐ
ま
で
河
原
を
行
く
、
此
先
如
何
な
る
場
所
に
出
會
は
さ
う
ざ
、
自

分
は
畢
党
の
楽
す
る
た
め
に
、
現
在
の
苦
を
受
く
る
事
が
厭
な
の
だ
「
全
く
刹
那
主
義
だ
ゝ
行
け
る
庭
ま
で
行
け
ノ
ヽ

◎
蒲
田
谷
ニ
リ
穂
高
登
山
　
　
中
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九
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◎
蒲
田
谷
よ
り
穂
高
登
山
　
　
中
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

る
な
げ

ざ
云
ふ
の
だ
、
穴
毛
谷
に
見
る
様
な
ゝ
雲
弊
二
三
丁
を
渡
っ
て
、
経
に
河
原
を
迪
り
詰
め
た
、
河
原
か
ら
頂
上
へ
一
績

き
の
勾
配
に
は
成
つ
て
居
ら
な
い
、
幾
何
學
的
の
境
界
が
あ
る
河
原
は
、
河
原
で
緩
か
で
あ

る
、
山
は
山
で
急
で
あ

る
、
其
緩
か
な
部
分
を
維

へ
て
ゝ
急
な
部
分
は
始
ま
る
の
だ
、
絶
頂
か
さ
も
な
く
ば
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
、
頭
の
上

に
衝
き
立
て
ら
れ
た
様
に
見
え
る
、
殆
ん
ざ
一
氣
に
行
け
相
で
は
あ
る
が
、
併
し
行
程
を
築
じ
る
ざ
ｂ
嘆
息
せ
ぎ
る
を

得
な
い
、
左
右
雨
側

か
ら
迫
せ
ま
つ
て
居
る
が
、
左
を
見
る
ざ
、
段
々
瀧
の
百
間
も
績
い
て
、
そ
れ
が
殆
ざ
直
立
状

の
岩
壁
に
、
高
く
′
ヽ
口
ま
れ
て
居
る
、
右
を
仰
ぐ
ざ
殆
ざ
六
七
十
度
の
角
度
を
持
つ
た
、
餃
谷
が
雲
鉾
二
三
丁
の
奥

か
ら
始
ま
る
の
だ
、
併
し
左
側
の
瀧
の
級
に
は
、
植
物
が
茂
つ
て
居
る
だ
け
ｂ
登
攀
に
便
宣
が
典
へ
ら
れ
る
の
だ
、
維

に
、
其
虐
の
横
這
ひ
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
た
の
だ
、
最
困
難
な
場
所
は
、
二
個
所
程
で
あ
つ
た
が
、
金
間
に
百
つ
て
仲

々
の
危
険
で
あ
る
、
樹
の
根
に
縫
り
、
草
の
葉
に
助
け
ら
れ
て
行
く
の
だ
、
引
け
ば
落
ち
相
な
ヵ
ン
プ
の
菫
は
．
幾
度

か
自
分
の
身
冊
を
預
か
つ
た
の
だ
、
高
く
行
け
ば
密
叢
だ
、
而
も
其
間
に
、
廓
の
如
な
岩
角
が
あ
つ
て
、
行
手
を
拒
む

η

の
だ
が
、
此
方
発
瞼
は
少
い
、
就
線
を
遮
ぎ
る
木
の
葉
で
、
谷
底
を
隠
し
て
居
る
ば
か
り
で
も
、
一
段
難
有
い
わ
け
で

０
，

あ
る
。
此
鹿
の
横
逍
ひ
五
六
丁
が
間
に
、

一
時
間
を
費
し
て
瀧
の
頭
に
出
た
、
ズ
ボ
ン
を
股
か
ら
下
へ
裂
か
し
て
し
ま

つ
た
、
露
の
深
か
つ
た
篤
め
に
、
全
身
し
ざ
ノ
ヽ
に
な
つ
た
、
太
陽
は
進
か
向
の
岩
壁
を
、
黄
金
色
に
し
た
、
風
の
吹

く
毎
に
腰
の
邊
が
す
や
夕
ヽ
ざ
す
る
、
先
は
穂
高
の
開
間
を
瓶
過
し
た
の
だ
、
こ
れ
で
登
攀
の
試
験
に
合
格

し

た

の

ざ
、
同
だ
ざ
自
賛
し
て
喜
ん
だ
、
操
氣
を
負
ふ
て
風
に
吹
か
れ
る
ざ
、
身
隈
が
引
き
し
ま
る
様
な
氣
が
す
る
、
之
か
ら

念
々
人
跡
未
踏
か
ざ
思
ふ
ざ
、　
一
層
う
れ
し
い
威
じ
が
す
る
、
併
し
嬉
し
い
の
は
心
持
ち
で
も
別
に
憂
っ
た
風
物
も
見

常
ら
ぬ
、
唯
信
州
境
上
迄
二

連
の
石
片
で
あ
る
「
九
を
流
し
た
様
な
工
合
に
、
天
迄
層
ぐ
程
高
く
長
ぐ
延
び
て
居
る
、

雨
側
は
此
泥
流
の
績
く
限
り
、
頑
丈
な
岩
壁
で
あ
る
、
植
物
は

一
帯
に
少
い
、
雲
弊
二
個
所
を
通
り
越
し
て
、
六
合
邊

で
、
不
思
議
な
峡
谷
に
出
會
は
し
た
、
右
側
の
岩
壁
に
穿
た
れ
た
恐
ろ

し
く
晴
い
峡
谷
だ
、
水
は
仔
細
な
瀧
に
な

っ

て
、
落
ち
込
む
が
ゝ
勿
論
雲
融
け
だ
か
ら
ｔ
涸
れ
る
事
も
あ
る
だ
ら
う
、
谷
巾
徒
ら
に
狭
く
、
雨
岸
徒
ら
に
高
く
，
そ
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れ
に
不
規
律
な
屈
曲
が
手
徳
つ
て
、
光
線
の
ホ
る
所
が
な
い
の
だ
ら
う
。
深
い
か
漉
い
か
薩
張
り
不
明
だ
、
晴
谷
場
所

本
物
の
そ
れ
だ
、
例
ひ
穂
高
山
へ
幾
百
人
登
つ
た
ざ
し
て
も
ゝ
之
こ
そ
は
永
久
の
晴
谷
場
所
よ
ざ
雲
弊
の
上
に
立
っ
て

眺
め
た
、
岩
片
の
上
を
波
る
の
も
苦
し
い
が
、
雪
鉢
の
上
を
喘
ぐ
の
も
楽
で
は
無
い
、　
一
寸
十
Ｔ
も
績
く
の
だ
か
ら
厭

に
な
る
、
高
ま
る
に
運
れ
て
恐
ろ
し
い
、
踏
損
じ
た
ら
大
憂
だ
か
ら
。「
天
氣
は
殆
ぎ
理
想
的
だ
ね
」
ざ
呼
び
か
け
る
ざ
、

今
日
君
は

「難
有
い
事
だ
」
ざ
云
つ
て
居
る
、
笠
の
中
腹
ま
で
霧
が
降
り
て
居
た
の
が
、
次
第
に
消
え
て
膨
大
な
雲
弊

が
幾
筋
か
ゝ
薄
紫
の
中
に
光
を
放
っ
て
居
る
、
市
の
杢
に
金
色
の
雪
が
む
つ
く
り
起
き
上
つ
て
、
夏
に
其
間
電
線
状
の

繊
雲
が
、
綾
を
織
つ
て
居
る
、「
何
ざ
云
ふ
幸
一職
だ
ら
う
」
な
ざ
言
ひ
合
せ
て
居
る
、
一
時
間
後
の
運
命
も
知
ら
ず
に
陽

氣
な
事
を
言
ふ
て
居
る
、
吾
々
を
岳
紳
は
笑
つ
た
だ
ら

，
、
自
分
は
四
日
本
の
責
任
を
、
今
日
一
日
に
償
却
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
境
過
に
あ
る
だ
け
、
塞
の
模
様
に
耐
経
を
情
ま
し
た
、
鎧
を
投
げ
か
け
た
様
な
岩
塊
に
包
ま
れ
て
、
泥
流
は
漸
く

巾
狭
ぐ
岩
片
は
漸
く
細
く
、
銑
く
な
る
、
五
十
歩
行
つ
て
は
一
息
、
三
十
歩
行
け
ば
一
息
す
る
の
だ
、
其
都
度
後
を
振

動

り
向
い
て
笠
の
一
連
に
現
線
を
注
ぐ
の
が
例
だ
、
八
合
日
ま
で
雲
は
引
上
が
つ
た
、
自
分
の
足
も
穂
高
の
八
合
日
に
あ

ψ

る
、
自
分
は
此
場
合
誰
か
大
き
な
刷
毛
で
き
つ
ざ
一
刷
毛
あ
の
邪
魔
物
を
掃
い
て
く
れ
た
ら
ば
ざ
賃
に
じ
れ
つ
た
か
つ

た
、
石
片
が
細
ま
る
に
連
れ
て
、
何
だ
か
足
場
が
不
安
な
様
な
氣
が
す
る
。
餘
程
考
へ
て
脚
を
運
ば
ね
ば
、
さ
ん
ざ
載

せ
た
其
足
場
の
方
一
間
位
す
る
ノ
ヽ
ど
、
筏
に
で
も
乗
つ
た
工
合
で
Ｔ
へ
滑
る
の
だ
、
始
め
の
間
は
不
安
の
合
に
打
た

れ
る
が
、
慣
れ
て
ホ
る
ざ
、
今
度
は
そ
れ
が
面
白
く
な
る
、到
底
五
間
の
十
間
の
ざ
下
へ
落
っ
る
様
な
事
は
な
い
の
だ
、

恐
い
の
は
石
片
の
角
だ
、
足
袋
の
二
足
も
は
け
ば
幾
分
よ
か
ら
う
か
、
林
道
か
ら
約
二
里
を
登
り
つ
め
て
、
信
飛
の
境

上

（尾
根
）
に
若
い
た
の
が
十

一
時
五
分
、
豫
期
し
た
程
の
難
路
で
も
な
か
っ
た
か
ら
、
時
間
も
林
道
か
ら
四
時
欄
足

ら
ず
で
な
た
わ
け
、
先
づ
は
一
安
心
で
あ
る
。

◎
蒲
田
谷
よ
り
穂
高
登
山
　
　
中
野

三

一



山番

◎
蒲
田
谷
よ
り
穂
高
登
出
　
　
中
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

長

尾

根

傷

ひ

糠
て
困
つ
たヽ
事
が
出
来
た
の
だ
、
そ
れ
は
一
時
間
前
ま
で
自
分
等
の
歓
喜
を
そ
ヽ
つ
た
笠
が
見
え
な
く
な
つ
て
し
ま

た
ｂ
そ
れ
の
み
か
南
北
に
か
け
て
、
た
つ
ぷ
り
晴
雲
に
包
ま
れ
て
し
ま
つ
た
、
何
ざ
云
ふ
無
惨
な
話
だ
ら

，
、
殆
ざ
カ

披
け
し
て
し
■
つ
た
、
自
分
が
山
小
屋
に
寝
た
り
年
熟
飯
食
つ
た
り
す
る
事
は
、
手
段
な
の
だ
、
岩
壁
を
攀
ぢ
た
り
、

河
原
を
走
つ
た
り
す
る
こ
ざ
も
ゝ
宇
宙
の
絶
景
を
眺
め
た
い
か
ら
の
手
段
な
の
だ
、
地
理
を
案
じ
た
り
岩
石
を
調
べ
た

り
す
る
の
は
、
索
よ
り
の
こ
ざ
、
草
花
を
集
め
る
こ
ざ
や
、
給
具
を
い
ぢ

る
事
は
柄
に
も
な
い
。
唯
古
人
の
言
つ
た

「
日
本
は
大
き
い
な
」
ざ
云
ム
様
な
語
を
味
つ
て
見
た
い
の
だ
「
剣
じ
切
れ
な
い
登
山
慾
に
促
さ
れ
て
笠
へ
登
つ
た
の

は
、
一
週
間
ば
か
り
前
だ
。
不
幸
に
も
濃
霧
に
捨
か
に
て
散
々
な
目
に
逢
ふ
た
の
だ
、
鎗
へ
行
つ
た
の
は
昨
日
だ
。
是

亦
暴
風
雨
の
た
め
に
命
か
ら
ハ
ヘ
だ
つ
た
、
今
日
こ
そ
は
■
頃
の
欝
憤
晴
ら
し
よ
ざ
、
期
待
は
爾
が
上
に
大
き
か
つ

↓

た
、
其
大
き
か
っ
た
だ
け
落
膿
も
大
き
か
つ
た
、
乗
り
懸
る
様
な
岩
塊
乾
燥
無
味
な
河
原
草
継
を
擦
り
残
ら
し
て
、
足

師

の
裏
が
イ
ラ
タ
ヽ
ざ
ほ
て
る
だ
け
の
牧
穫
Ｅ
は
、
な
さ
け
な
か
つ
た
、
奥
穂
高
の
三
角
鶏
は
直
傍
で
は
あ
る
が
、
前
途

の
心
配
が
あ
る
か
ら
そ
に
を
左
に
見
て
、
力
な
ぐ
南
に
方
っ
て
、
尾
根
を
悔
ふ
事
に
し
た
、
僅
に
東
方
信
州
方
面
が
薄

調
に
窺
は
れ
る
の
み
だ
、
其
儀
れ
打
つ
た
群
岳
の
中
に
、
三
流
三
流
の
ビ
ー
タ
が
指
摘
せ
ら
る
ヽ
の
み
だ
。
角
度
は
可

な
り
急
で
其
間
に
一
本
一
草
な
い
が
、
刻
目
が
細
い
か
ら
之
程
な
ら
敢
て
難
儀
で
も
無
か
ら
う
ざ
思
っ
た
、
丁
度
信
州

方
面
へ
延
び
て
、
穂
高
や
其
他
の
隆
起
を
有
っ
一
支
脈
の
費
す
る
三
ス
鷺
に
達
し
た
、
蒲
田
谷
か
ら
滉
い
た
雲
が
、
四

邊
を
軍
め
て
本
た
、
少
し
も
行
手
の
見
営
が
つ
か
な
い
、
書
飯
を
食
し
つ
ヽ
、
霧
れ
間
を
待
つ
こ
ざ
に
し
た
、
地
目
を

開
い
た
が
、
標
高
の
記
入
は
な
い
、
併
し
一
高
以
上
だ
ら

，
ご
想
像
せ
ら
れ
た
、
こ
ん
な
高
い
の
に
何
故
標
高
が
記
入

し
て
無
い
だ
ら
う
か
ざ
怪
し
ん
だ
、
側
に
立
て
ヽ
あ
つ
た
、
古
杭
を
讀
ん
で
見
た
り
合
笏
の
裂
け
拾
つ
た
り
、
暫
ら
ぐ

不
安
の
念
に
駆
ら
れ
て
突
立
つ
て
居
る
ざ
、
意
外
に
も
人
の
聾
が
聞
え
だ
し
た
、
オ
ー
イ
Ｅ
幽
か
な
音
が
す
る
の
だ
ゝ
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山岳

塞
谷
の
撃
音
以
上
に
う
れ
し
い
聾
だ
、
此
方
も
力

一
林
ガ
ー
イ
ざ
呼
ば
り
返
し
た
、
自
分
は
姦
四
日
蒸
今
日
君
ざ
松
井

君
の
外
に
入
顔
を
見
な
い
の
だ
、
そ
し
て
住
居
は
蛇
の
出
さ
う
な
大
森
林
中
の
小
屋
に
、
辛
う
じ
て
風
雨
を
凌
ぎ
、
山

ま
云
へ
ば
赤
禿
や
黒
禿
の
大
塊
ば
か
り
喘
い
で
居
る
の
だ
か
ら
ｂ
原
始
生
活
だ
、
時
間
に
於
て
塞
間
に
於
て
、
到
底
蒲

田
か
ら
五
時
間
や
八
時
間
、三
里
や
五
里
の
境
遇
に
あ
る
ご
も
思
へ
な
い
、全
ぐ
隔
世
の
威
を
持
つ
た
自
分
に
人
間
の
聾

は
懐
か
し
か
つ
た
、
斯
様
な
時
に
面
識
が
如
何
の
ざ
考
へ
る
必
要
は
な
い
、
信
州
人
で
も
、
越
中
の
人
で
も
だ
「
乃
至

は
朝
鮮
の
人
、
英
吉
利
の
人
、
此
方
は
暫
時
エ
ネ
″
ギ
ー
を
貯
へ
て
居
る
の
で
、
オ
ー
イ
を
連
獲
し
て
や
つ
た
、
向
か

ら
末
る
の
は
苦
し
相
な
聾
で
あ
っ
た
「
そ
し
て
そ
れ
以
後
尾
根
を
渡
る
間
に
、
二
回
ば
か
り
應
答
し
た
が
、
途
に
未
見

の
儘
に
な
つ
た
、
何
庭
へ
行
つ
た
か
夢
見
た
様
な
心
地
が
す
る
、
海
路
の
日
和
で
は
な
い
が
待
つ
に
限
る
、
一
時
的
の

断
雲
が
数
回
往
末
し
た
の
で
、
最
高
峯
を
螢
見
す
る
事
が
出
来
た
、
前
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
の
備
壁
を
控
え
て
、
其
後

に
Ｅ
鐘
を
伏
せ
た
様
な
の
が
む
つ
く
り
出
て
居
る
、そ
れ
が
全
く
直
機
的
に
見
え
る
の
で
、心
配
に
な
つ
た
け
れ
ぎ
も
、　
”

そ
の
二
鐘
迄
の
間
に
省
ほ
恐
ろ
し
い
場
所
が
、
雲
間
か
ら
出
た
の
だ
、
こ
れ
に
は
面
喰
つ
た
、
三
鐘
も
心
配
だ
が
、
そ

φ

の
二
鐘
迄
の
間
が
一
層
現
質
の
心
配
だ
。
其
直
前
に
賊
下
す
鋸
歯
状
の
上
を
、
自
分
等
の
足
は
許
さ
れ

る
で
あ
ら
ラ

か
、
其
先
決
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
業
じ
る
よ
り
這
ふ
じ
ろ
を
其
儘
賃
行
す
る
よ
う
致
方
が
な
い
の
だ
け
れ
ざ
も
、

自
分
の
膿
力
ざ
云
ひ
、
度
胸
ざ
云
ひ
優
に
通
過
に
耐
へ
得
る
事
を
自
信
し
て
極
め
て
、
徐
々
ざ
迪
り
始
め
た
の
だ
、
一

帯
が
風
雨
の
た
め
に
、
岩
片
が
緩
ん
で
居
て
、
よ
ほ
ぎ
細
心
の
注
意
を
排
つ
て
も

碁ゝ
盤
程
の
石
、石
油
罐
程
の
石
が
、

足
に
任
せ
て
韓
ろ
げ
落
ち
る
の
だ
、
勿
論
登
る
時
よ
り
も
下
る
時
が
面
倒
だ
、
然
る
に
果
し
て
、
其
面
倒
な
下
り
に
出

會
つ
た
、
賓
際
出
會
つ
て
見
た
ら
、
三
叉
駄
で
見
る
よ
り
以
上
に
除
し
い
も
の
だ
ゝ
几
ゆ
る
方
法
を
講
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ざ
云
ふ
て
。
そ
ん
な
に
良
方
法
ざ
云
ふ
て
も
有
り
は
し
な
い
、
飛
行
機
に
で
も
乗
つ
た
ら
知
ら
ず
、
如

何
な
金
力
ざ
権
力
ざ
を
以
て
し
て
も
、
や
は
り

一
歩

一
歩
ざ
此
鋸
の
目
を
刻
ま
ね
ば
な
ら
ん
の
だ
、
呼
吸
を
謹
ん
で
膿

の
平
均
を
失
せ
な
い
事
や
、
身
證
全
部
の
筋
肉
を
使
用
す
る
事
や
、
い
ざ
り
の
具
似
し
て
行
く
事
や
、
そ
ん
な
方
法
は
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殆
ざ
行
動
的
に
出
て
来
る
、
昨
日
槍
を
軽
蔑
し
た
罰
が
本
た
の
だ
、　
一
段
降
る
こ
、
ンフ
れ
し
い
が
、
直
前
に
追
つ
た
の

が
今
末
し
に
も
勝
る
険
壁
な
の
だ
、
恐
縮
せ
ぎ
る
を
得
な
い
、
大
き
に
自
信
を
持
つ
て
居
た
の
が
、
全
ぐ
盲
目
蛇
的
の

自
信
で
あ
つ
た
の
だ
、
ス
タ
ン
プ
押
し
た
様
な
猪
の
足
跡
は
偶
々
見
ら
れ
る
が
ｂ
近
頃
人
跡
は
至
ら
ぬ
様
だ
。
否
人
跡

は
あ
つ
て
も
，
自
分
等
の
歩
む
以
外
の
方
面
に
か
も
知
れ
な
い
ち
そ
し
て
念
々
高
峯
の
基
ま
で
．
到
着
し
た
の
だ
、
上

を
見
る
べ
か
ら
ず
下
を
覗
く
べ
か
ら
す
、
唯
海
の
行
手
に
ば
か
り
、
眼
を
注
げ
ご
云
ふ
様
な
掟
を
破
つ
て
、
断
雲
の
間

か
ら
足
下
を
厳
下
し
た
、
飛
鐸
方
面
に
向
つ
て
掛
値
の
な
い
数
百
間
の
谷
底
に
向
つ
て
直
裁
で
あ
る
、
其
間
に
少
し
も

限
界
を
蔽
ふ
も
の
が
な
い
、
餘
程
用
意
し
て
居
な
け
れ
ば
釣
り
込
ま
れ
る
様
な
心
地
が
す
る
、
足
下
に
こ
ん
な
断
崖
を

蹴
下
し
て
、
二
三
十
間
直
立
の
絶
通
に
向
は
ん
ざ
す
る
の
だ
、
今
日
君
は
切
り
に
足
場
を
探
が
す
間
、
其
岩
柱
に
覚
れ

て
腕
を
棋
き
乍
ら
、
撼
て
最
後
の
五
分
に
勇
者
に
な
ら
う
か
、危
き
に
近
寄
ら
ず
君
子
に
な
ら
う
か
、窮
追
し
た
運
命
を

悲
ん
だ
、賢
際
天
下
の
険
〓
も
あ
る
べ
き
場
所
を
、案
内
無
し
に
な
た
事
の
無
暴
を
顧
み
た
、そ
れ
に
雨
粒
も
時
々
な
る
、

り

風
も
募
る
の
だ
、
殊
に
不
可
登
ご
云
ふ
歴
史
的
背
景
に
附
き
纏
は
れ
て
、自
分
の
足
は
試
み
て
も
試
み
て
も
、駈
逝
か
す

籐

だ
、恰
好
な
手
懸
り
は

一
つ
あ
る
が
、そ
れ
が
若
し
緩
ん
で
な
た
ら
何
ざ
し
や
ラ
「
さ
り
ざ
て
下
る
事
も
ス
容
易
な
事
で

な
い
、
所
謂
二
進
も
三
進
も
出
来
ぬ
事
に
な
つ
た
の
だ
、
鐵
棒
や
、
木
馬
や
、
梁
本
や
、そ
ん
な
も
の
で
、少
し
は
心
得

も
あ
る
、
此
腕
が
殆
ざ
威
電
し
た
様
に
、
ぶ
る
夕
ヽ
震
つ
て
ば
か
り
居
る
、
今
田
君
は
度
胸
が
座
つ
て
居
る
、否
已
む
を

得
な
い
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
張
い
ざ
云
ふ
て
置
か
う
、
兎
に
角
登
つ
た
、
そ
し
て
自
分
を
杖
で
引
き
上
げ

て
く
れ
た
、
斯
く
し
て
、
穂
高
山
脈
最
高
最
険
の
頂
上
に
立
つ
た
、
到
底
槍
な
ざ
の
比
に
非
す
ざ
話
し
合
っ
た
、
思
ひ

出
し
て
も
痛
快
な
氣
が
す
る
。
信
州
へ
延
び
た
支
脈
の
裾
の
方
に
黒
影
が
五
六
動
い
て
居
た
、
先
程
の
オ
ー
イ
姜
信
者

は
、
分
明
し
た
わ
け
だ
、
此
方
は
絶
頂
に
立
っ
た
ざ
云
ふ
勢
で
鼻
が
高
い
二
三
度
呼
び
合
っ
た
、
ス
の
実
端
に
見
え
て

も
な
て
見
る
ご
左
様
に
も
な
い
、
二
人
や
五
人
ま
で
位
腰
卸
せ
る
だ
け
の
餘
啓
は
あ
る
、
側
に
比
較
的
新
ら
し
い
穴
が

あ
つ
た
の
で
、
不
思
議
に
思
つ
た
ら
今
日
君
は
落
雷
の
跡
だ
ら
う
こ
解
群
し
た
、
様
々
ざ
雲
が
滉
い
て
家
足
下
の
深
谷
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を
隠
し
て
く
れ
た
の
は
、
願
ふ
て
も
な
き
好
都
合
だ
が
、
見
晴
し
は
零
だ
、
富
士
を
望
む
ざ
云
ふ
様
な
事
は
塞
想
に
経

つ
た
ざ
し
て
も
だ
、
槍
笠
硫
黄
乗
鞍
の
向
三
軒
雨
隣
位
頭
を
出
し
て
呉
れ
ヽ
ば
ざ
じ
れ
っ
た
く
思
つ
た
、
記
念
重
云
ふ

事
に
餘
り
大
さ
な
趣
味
を
持
つ
て
居
な
い
自
分
も
ゝ
其
邊
の
恰
好
な
石
を
選
ん
で
ゝ
岳
紳
然
ざ
起
し
立
て
ヽ
一
服
し
て

居
る
ぎ
、
一
時
に
垂
ん
ざ
す
る
、
出
獲
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
絶
頂
を
極
め
た
ざ
云
ふ
衷
心
の
喜
悦
は
さ
る
事
な
が
ら
ゝ
少

し
も
眺
望
が
利
か
ぬ
、
西
北
の
彼
方
に
野
口
五
郎
ら
し
い
も
の
、
東
北
の
彼
方
に
、
大
天
丼
ら
し
い
も
の
、
何
れ
も
一

寸
頭
を
出
し
た
ば
か
う
だ
。
残
念
で
ぁ
っ
た
、
併
し
な
が
ら
そ
れ
は
贅
澤
な
話
だ
、
思
一
度
行
程
に
及
ぷ
ざ
景
色
な
ざ

ざ
騒
い
で
居
ら
れ
ぬ
、
先
づ
此
庭
か
ら
下
る
事
が
非
常
の
困
難
だ
、
夏
に
其
先
如
何
な
る
場
所
が
出
て
な
る
か
一
寸
先

な
ら
ぬ
一
丁
先
は
晴
だ
、否
年
丁
見
え
透
い
た
ら
如
何
に
難
有
い
事
だ
ら
う
が
、相
も
憂
ら
す
い
ざ
り
の
出
来
損
な
ひ
よ

ろ
し
く
ざ
云
ふ
有
様
で
、岩
柱
を
降
つ
た
脊
梁
の
上
だ
、断
雲
は
時
々
自
分
を
驚
か
す
様
に
、
鋸
歯
般
の
尾
根
を
窺
は
せ

る
、
何
庭
ま
で
績
く
事
だ
ら
う
、
後
円
の
狼
は
、前
門
の
虎
に
な
つ
て
前
途
に
横
は
つ
て
居
る
、併
し
今
夏
な
が
ら
引
返

豹

す
事
も
出
な
な
い
か
ら
、
唯
其
間
に
一
物
も
障
害
の
少
な
か
ら
ん
事
を
所
り
、勾
配
の
少
し
で
も
緩
な
ら
ん
こ
こ
を
願
ふ

“

ば
か
り
だ
、狂
雲
か
ら
出
没
す
る
奇
峯
が
餘
う
に
般
大
で
あ
つ
た
か
ら
二

寸
輪
廓
だ
け
ス
ケ
ツ
チ
プ
ツ
ク
に
記
し
κ
、

同
じ
様
な
形
の
も
の
が
筍
の
差
し
出
た
様
に
突
立
つ
て
居
る
か
ら
、　
一
々
ピ
ー
ク
に
名
も
無
い
も
道
理
だ
ざ
思
つ
た
。

待
つ
居
て
も
霧
は
霧
れ
な
い
「
行
け
る
庭
を
行
く
の
だ
、
信
州
へ
行
っ
て
も
、
飛
騨
へ
行
つ
て
も
致
方
な
い
、
愚
固

愚
目
し
て
居
る
ざ
、
時
間
が
週
る
か
ら
、
足
に
任
せ
て
行
け
る
ま
で
行
ぐ
ざ
云
ふ
の
だ
、
兎
に
角
尾
根
に
浩
ふ
て
さ

へ
居
れ
ば
、
前
穂
高
へ
行
け
る
だ
け
は
確
賃
だ
「
信
州
を
歩
き
、
飛
騨
を
歩
ぐ
、
登
つ
た
り
下
っ
た
い
、
数
多
の
突
起

の
八
合
又
は
九
合
邊
を
鉢
悠
さ
せ
て
、
飩
ぐ
ま
で
行
く
の
だ
、
無
晴
矢
鱈
に
這
ふ
の
だ
、
不
思
議
な
事
に
は
今
迄
殆
ん

ざ
絶
望
し
て
居
た
、
膠
状
質
の
如
な
霧
が
す
つ
ざ
晴
れ
か
ヽ
っ
た
、
暫
ら
く
疑
現
し
て
居
て
、
自
分
は
方
向
を
誤
ら
な

か
つ
た
事
を
悟
づ
た
、
そ
し
て
想
像
の
前
穂
高
も
頭
を
出
し
た
、
眩
量
の
す
る
程
な
、
岩
壁
二
三
を
横
這
つ
て
、
■
出

谷
へ
績
く
泥
流
の
上
ま
で
落
延
び
た
、
巾
二
三
丁
か
ら
五
丁
も
あ
る
、
大
泥
流
が
一
直
線
に
谷
底
へ
績
く
、
こ
れ
が
今
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朝
の
豫
定
線
だ
つ
た
の
だ
、
自
分
等
の
辿
つ
た
方
面
よ
り
は
障
碍
少
く
見
え
る
、
其
泥
流
の
八
合
邊
か
ら
直
上
二
十
分

ば
か
り
で
、
尾
猥
に
登
つ
た
、
寒
さ
は
非
常
に
倍
し
て
な
る
、
食
事
は
一
層
寒
さ
を
添
へ
る
も
の
だ
、
馬
の
脊
で
食
事

す
る
様
だ
ざ
云
ふ
て
笑
っ
た
、
赤
壁
ざ
白
壁
の
好
調
線
に
入
ら
な
い
、
せ
め
て
其
間
に
一
個
所
も
の
ん
び
う
し
た
様
な

場
所
が
見
せ
つ
け
ら
れ
た
ら
ゝ
荒
み
切
っ
た
自
分
の
紳
経
も
幾
分
和
ら
げ
た
事
で
あ
ら
う
に
。
そ
ん
な
庭
は
薬
に
し
た

く
て
も
無
い
ゝ
そ
れ
に
再
び
霧
は
塞
が
つ
た
、
今
度
は
雨
も
大
ぶ
ん
繁
く
な
つ
た
あ
は
た
ぃ
し
き
有
様
に
、
今
日
君
の

急
が
し
さ
多
な
態
度
を
見
る
ざ
、
悠
々
一
服
も
な
し
得
な
い
ゝ
三
時
竿
だ
今
日
君
は
尾
根
を
、
自
分
は
信
州
方
面
の
岩

角
を
恒
松
拾
つ
て
、
市
へ
′
ヽ
こ
進
ん
だ
、
暫
ら
く
行
つ
て
は
方
向
を
案
じ
る
の
だ
、
前
に
は
ピ
ラ
ミ
ツ
ト
型
の
隆
起

が
あ
つ
て
、
其
後
に
オ
ベ
リ
ス
タ
状
の
実
端
を
仰
い
で
も
若
し
其
オ
ベ
リ
ス
タ
の
実
端
が
前
穂
高
で
な
け
れ
ば
白
出
谷

の
大
泥
流
を
下
つ
て
、
林
道
か
ら
婦
ら

，
ざ
決
め
た
、
何
ざ
な
れ
ば
其
時
直
ち
に
婦
る
ざ
し
て
も
、蒲
田
迄
に
は
一
里
、

日
を
暮
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
そ
れ
に
身
般
も
惜
じ
く
無
い
迄
草
臥
れ
て
は
居
る
、
天
氣
も
天
氣
だ
、
何
れ
に

勁

し
て
も
其
オ
ベ
リ
ス
タ
迄
行
つ
た
ら
婦
ら

，
ざ
云
ふ
の
だ
、
何
ざ
云
ふ
馬
鹿
ら
し
い
考
だ
ら
う
、
今
朝
か
ら
殆
ざ
三
千

鰤

米
突
以
上
の
、
等
高
線
を
毎
ふ
て
来
た
、
自
分
に
二
九
〇
八
ざ
記
さ
れ
た
標
高
を
踏
ん
だ
ご
て
、
そ
れ
が
何
の
権
威
で

も
あ
る
ま
い
に
、
然
る
に
登
る
ざ
決
め
た
庭
ま
で
登
ら
ね
ば
、
氣
が
済
ま
な
い
の
だ
、
業
し
く
婦
る
よ
り
は
苦
し
く
登

り
た
い
の
だ
、
途
に
其
尖
端
ま
で
、
十
七
貫
を
運
ん
で
、
槻
て
見
廻
し
て
も
．
そ
れ
ら
し
く
も
な
い
、
然
る
に
其
次
位

に
あ
る
の
が
古
杭
の
そ
れ
ら
し
く
見
え
た
の
で
ゝ
所
詮
ざ
極
め
込
ん
だ
ら
、
例
ひ
豫
定
外
の
部
分
で
あ
つ
て
も
必
然
ざ

あ
っ
て
見
れ
ば
残
し
て
置
く
事
は
出
本
な
い
、
道
程
は
二
丁
内
外
だ
ら

，
が
、
そ
れ
は
重
荷
の
上
に
小
附
を
せ
ら
れ
た

の
だ
ゝ
元
氣
な
時
の
五
丁
よ
り
も
今
の
二
丁
が
苦
し
い
、
心
ば
か
り
急
い
で
足
は
中
風
の
如
く
に
な
つ
て
動
か
ぬ
、
呼

吸
も
苦
し
い
、
氣
息
奄
々
の
態
度
で
登
り
つ
め
た
、
山
勢
少
し
は
此
邊
衰
へ
て
居
る
か
ら
、
危
険
は
少
い
時
計
は
四
時

四
十
分
を
示
す
、
タ
シ
ャ
′
ヽ
の
地
目
を
開
い
て
居
る
こ
、
二
餞
銅
貨
程
の
雨
清
が
其
上
に
幾
つ
も
な
げ
つ
け
ら
れ
た
、

そ
し
て
自
分
の
歩
い
た
国
境
の
線
を
五
高
分
の
一
で
切
つ
て
見
る
こ
、
今
朝
か
ら
約
年
里

（併
し
行
程
を
延
長
し
た
ら
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長
し
た
ら
三
里
以
上
な
ら
ん
）
而
も
其
間
に
約
六
時
間
を
費
し
て
居
る
、
最
少
し
正
確
に
云
へ
ば
五
時
間
ざ
三
十
二
分

を
費
し
て
居
る
の
だ
。

振
り
返
つ
て
北
方
を
仰
ぐ
ざ
洋
上
の
二
艦
が
怒
濤
を
捌
ぐ
が
如
く
、
狂
雲
の
た
ぃ
中
に
鎮
ま
つ
て
微
蒻
な
人
の
子
を

あ
ぎ
笑
ふ
如
く
で
あ
っ
た
ｏ

〓
「

下
　
り

道

下
り
は
小
鍋
谷
か
ら
し
や
ラ
ざ
す
る
の
だ
、
今
日
君
は
此
庭
迄
は
立
派
に
家
た
事
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
小
鍋
谷
の
道

に
就
て
は
大
般
に
乗
つ
た
心
地
竿
分
．
蒲
田
迄
鯖
つ
た
心
地
さ
へ
し
た
、
然
る
に
濃
霧
の
た
め
に
全
ぐ
方
向
が
不
明
に

な
っ
て
し
ま
つ
て
居
る
ざ
云
ふ
、
霧
れ
る
を
待
つ
の
‐も
限
り
の
な
い
こ
ざ
だ
、
時
間
に
は
限
り
あ
る
事
だ
、
己
む
得
す

暫
ぐ
南
へ
行
つ
て
そ
れ
か
ら
下
り
に
か
ヽ
っ
た
、
崚
険
の
度
は
大
し
た
事
は
な
い
が
、
銑
い
石
片
が
疲
れ
た
脚
の
邪
魔

η

を
す
る
、
足
袋
の
先
に
指
先
が
紅
ぐ
並
ん
で
居
る
、
思
ひ
切
っ
て
下
つ
た
、
雨
は
小
や
ん
だ
雲
は
霧
れ
た
、
密
叢
に
踏

√

み
込
ん
だ
、
省
行
く
ざ
筒
密
叢
だ
。「道
が
間
違
つ
た
己
今
日
君
は
今
夏
乍
ら
婦
ら
ぬ
こ
ざ
を
言
ひ
出
し
た
、
最
少
し
岳

頂
上
近
く
下
る
ご
丁
度
だ
っ
た
ざ
云
ふ
、餘
り
大
事
を
取
り
過
ぎ
て
南
へ
行
き
過
ぎ
た
の
だ
、及
ば
ぎ
る
に
如
か
す
と
、

こ
ん
な
虎
で
味
は
ヽ
さ
れ
た
経
験
は
忠
れ
ら
れ
ま
い
、
有
難
く
も
な
い
経
験
だ
が
、
小
や
み
の
雨
は
再
び
降
り
出
し
た

今
度
の
降
り
方
は

一
層
元
氣
が
よ
い
、
非
常
に
降
る
。
具
田
帽
も
透
す
メ
リ
ヤ
ス
の
観
衣
も
透
す
惨
憎
た
る
話
だ
、
全

く
今
朝
か
ら
だ
ま
し
打
に
逢
ふ
た
様
な
氣
が
す
る
、
青
い
塞
に
美
し
い
黄
先
が
、
実
端
に
笑
を
浮
べ
て
、
自
分
を
招
ん

だ
の
だ
、招
ば
れ
る
ま
ゝ
に
い
そ
′
ヽ
ビ
し
て
出
か
け
た
の
だ
、そ
れ
に
何
ぞ
や
此
始
末
ざ
で
も
言
ひ
出
し
度
く
な
る
、

昨
日
は
槍
に
今
日
は
穂
高
に
降
る
の
降
ら
ん
の
騒
ぎ
で
な
い
、
流
す
の
だ
、
自
樺
や
岳
樺
で
鐵
條
網
が
出
来
て
居
る
、

下
手
に
登
る
ざ
油
を
塗
つ
た
様
に
滑
ら
か
い
の
で
韓
ん
で
胴
を
打
、
足
で
も
挫
く
、
韓
ん
だ
ぃ
け
は
下
る
の
だ
か
ら
な

ぎ
苦
し
い
負
惜
み
言
っ
て
、
猿
公
の
具
似
の
出
来
損
ひ
見
た
様
に
下
る
の
だ
、
此
位
の
難
儀
も
、
自
分
は
・羽
め
て
の
経

◎
蒲
田
谷
よ
り
穂
高
登
山
　
　
中
野
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験
だ
ゝ
こ
れ
が
徹
底
ざ
で
も
云
ふ
も
の
だ
ら
う
か
、
書
物
の
上
の
徹
底
は
知
ら
ぬ
が
、
こ
れ
が
果
し
て
そ
れ
な
ら
徹
底

が
厭
に
な
つ
た
、
出
来
得
べ
く
ば
最
少
し
婆
協
し
て
貰
い
度
い
の
だ
、
雨
も
少
し
に
し
て
ゝ
密
叢
も
粗
叢
位
に
し
て
、

濃
霧
も
薄
霧
位
に
し
て
も
ら
ひ
度
い
の
だ
、
非
立
憲
ざ
言
は
れ
や
，フ
が
構
は
な
い
、
六
時
竿
谷
に
降
り
着
い
て
、
ホ

ツ
ト
一
息
を
つ
く
、早
速

一
服
ざ
ポ
ケ
ト
を
探
し
た
ら
煙
草
は
べ
た
ノ
ヽ
褐
色
の
汁
が
自
い
上
衣
を
流
れ
て
居
た
、殆
ん

ぎ
、
極
端
迄
に
疲
れ
た
、
身
踏
を
金
剛
杖
に
支
へ
て
、
さ
て
下
を
見
る
こ
、
谷
の
雨
側
か
ら
土
砂
が
崩
れ
込
ん
で
、
そ

れ
が
雨
敲
き
に
出
會
つ
て
、
紅
い
土
煙
が
上
つ
て
ボ
ツ
Ｅ
し
て
居
る
、
暗
色
は
附
近
を
軍
め
て
居
る
正
確
な
話
で
は
無

い
が
「
蒲
田
ま
で
三
里
あ
る
ざ
云
ふ
の
だ
、
殊
に
其
間
二
里
は
河
原
偉
ひ
だ
ざ
云
ふ
た
所
で
、
三
里
の
も
の
が
五
里
あ

つ
て
も
致
方
な
い
の
だ
、
少
し
で
も
明
り
の
間
に
出
な
け
れ
ば
こ
急
い
だ
、
途
中
に
相
営
な
瀧
の
あ
る
こ
云
ふ
事
も
聞

い
て
居
る
、
悲
観
せ
ぎ
る
を
得
な
い
０
自
分
は
此
庭
を
下
る
た
め
に
は
、
如
何
な
る
手
段
も
取
ら
う
〓
思
つ
た
、
膿
裁

な
ざ
を
顧
み
る
隙
は
な
い
、
思
ひ
切
つ
た
姿
だ
、
ズ
ボ
ン
な
ざ
び
ら
′
ヽ
後
に
翻
つ
て
居
る
が
、
そ
れ
を
繕
ふ
程
贅
澤

な
事
は
考
へ
な
い
が
、
併
し
待
っ
て
呉
れ
ざ
云
ふ
語
を
出
す
ま
い
ざ
決
心
し
て
累
石
に
出
没
す
る
今
田
君
の
跡
を
追
つ

た
、
否
待
て
ざ
云
ふ
て
も
疲
れ
た
さ
は
云
ふ
ま
い
、
完
全
な
耳
奄
盗
鈴
で
あ
る
が
混
銀
に
混
鶴
し
た
、
今
田
君
の
瀞
経

を
是
以
上
激
昂
さ
せ
る
こ
こ
は
不
可
で
あ
る
こ
思
つ
た
ヽ
め
だ
、
河
原
は
さ
し
て
困
難
ざ
す
る
程
で
は
無
い
、
否
此
附

近
で
は
最
も
業
で
あ
る
、
石
が
細
く
て
回
い
そ
し
て
勾
配
緩
徐
だ
、唯
途
中
で
十
敷
箇
所
、鐵
砲
流
し
の
跡
が
塞
が
つ
て

居
る
の
が
邪
魔
物
で
あ
つ
た
、
苦
し
い
様
な
時
に
は
何
も
か
も
一
度
に
家
る
如
に
思
ふ
、
意
地
の
悪
い
も
の
だ
こ
は
云

へ
、
偶
然
に
出
来
た
事
で
は
な
い
が
、
塞
腹
が
耐
へ
ら
れ
な
い
迄
に
な
つ
た
、
今
日
君
の
渡
し
た
舞
営
を
受
取
つ
て
、

ガ
ブ
ソ
ざ
水
を
汲
み
取
っ
た
、
そ
し
て
立
食
で
流
し
込
ん
だ
、
其
間
五
分
も
経
つ
た
だ
ら
，フ
か
、
晴
色
は
漸
ぐ
自
分
を

包
ん
だ
、
中
崎
尾
根
が
見
え
出
し
た
の
で
喜
び
勇
ん
で
、
林
道
ま
で
出
た
、
幸
に
大
き
な
瀧
も
な
か
つ
た
、
日
は
全
く

暮
れ
た
美
し
い
星
の
瞬
か
笠
の
上
に
見
え
る
、
途
中
で
細
小
屋
に
立
寄
つ
て
一
体
し
た
、
最
務
ゝ
盗
賊
ざ
見
誤
ら
れ
た

の
は
、
可
笑
し
か
つ
た
ゝ
具
晴
の
道
に
軌
道
が
自
ぐ
光
つ
て
居
る
の
で
そ
れ
に
、
導
か
れ
て
恙
な
ぐ
蒲
田
へ
到
着
し
た

ハ
Ｕ

Ａ
ｖ

ビ
０
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ｏ
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１

１

１

１
１

１

隧

ヶ
岳

よ

り
飯

豊

山

ま

で

（こ

志

村

鳥

嶺

〓

東
　
北
　
の
　
山

日
本
ァ
ノン
プ
ス
地
方
の
登
山
が
、
最
も
趣
味
の
多
か
つ
た
の
は
、
今
よ
り
約
十
年
程
の
音
で
あ
っ
た
ｏ
日
本
山
岳
志

の
著
者
高
頭
氏
が
．
大
天
丼
岳
の
所
在
登
路
等
に
就
い
て
ｂ
山
麓
の
村
役
場
に
照
會
さ
れ
た
が
、
十
分
に
要
領
を
得
ら

６１

れ
な
か
つ
た
ざ
云
ふ
話
は
、
今
か
ら
考
へ
て
見
れ
ば
殆
ん
ざ
事
賓
〓
は
思
は
れ
な
い
。
夫
れ
故
、
其
の
営
時
の
卜
本
ア

″仲
、

″
プ
ス
の
、
横
断
ざ
か
縦
走
ざ
か
云
ふ
こ
ざ
が
、
い
か
に
世
人
に
耳
新
ら
し
か
つ
た
か
想
像
も
出
来
ぬ
。
其
の
後
約
十

年
間
に
、
我
が
山
岳
會
員
の
登
山
運
動
は
、
日
本
ア
〃
プ
ス
地
方
の
ぎ
ん
な
山
で
も
い
か
な
る
谷
で
も
、
其
の
登
路
や

名
藤
を
も　
一
々
吾
人
に
晴
記
せ
し
め
る
程
に
な
つ
た
。
時
に
参
謀
本
部
の
五
萬
分
一
の
地
団
が
出
来
て
か
ら
は
、
日
本

ア
〃
プ
ス
地
方
の
形
勢
は
、
掌
上
の
紋
様
を
見
る
様
に
明
か
に
な
つ
た
。
併
し
日
本
の
他
の
地
方
の
高
山
は
、
ま
だ
晴

黒
な
部
分
が
多
い
、
東
北
地
方
の
中
央
山
系
の
部
分
に
は
、
記
録
な
ぎ
に
載
つ
た
事
の
な
い
も
の
が
澤
山
あ
る
ｏ
御
棘

業
岳
こ
か
狸
々
森

（狸
が
森
の
誤
り
に
て
如
斯
山
名
な
し
こ
の
説
あ
り
）
こ
か
李
ヶ
岳
ざ
か
云
ふ
様
な
山
に
な
る
Ｅ
．

随
分
日
本
の
山
岳
通
ざ
云
は
る
ヽ
人
々
で
も
、
一
寸
様
子
を
知
て
居
る
人
は
少
い
ざ
思
ふ
ｏ
又
尾
瀬
沼
の
風
光
ざ
か
飯

豊
、
鳥
海
な
ぎ
の
雄
大
な
の
は
「
日
本
ア
″
ブ
ヌ
地
方
に
も
、
其
の
比
類
が
少
い
の
で
あ
る
ｏ
夫
れ
故
こ
れ
等
の
地
方

に
登
山
旅
行
を
鴛
す
人
々
の
鴛
め
に
、
尾
瀬
ざ
飯
豊
の
榎
概
を
書
ぐ
事
ざ
し
や
，フ
。
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ま
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◎
鰹
ヶ
岳
よ
り
飯
豊
山
ま
で
　
　
志
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

長

旅

行

の

豫

定

大
正
三
年
七
月
七
日
、
高
頭
氏
よ
り
の
通
信
に
接
し
た
、
之
れ
は
東
北
地
方
旅
行
に
開
し
た
も
の
で
あ
つ
た
ｏ
先
づ

其
の
日
程
は
、

七
月
十
五
日
、
自
宅
出
獲
越
後
回
北
魚
沼
郡
大
湯
温
泉
泊
り
。
十
六
日
、
駒
ケ
岳
登
山
ｏ
十
七
日
、
中
ノ
岳
よ
り
朽

尾
ス
温
泉
泊
り
。
十
八
日
ｂ
銀
山
季
高
橋
農
場
泊
り
。
十
九
日
、
同
上
ゝ
滞
在
。
二
十
日
、
季
ケ
岳
登
山
、
野
宿
。
二

十

一
日
、
不
ケ
岳
を
下
ｂ
高
橋
農
場
泊
り
。
二
十
二
日
、
鶴
景
山
登
山
、
野
宿
。
二
十
三
日
、
同
上
下
山
、
高
橋
農
場

泊
ｂ
。
二
十
四
日
、
薦
嶋
縣
南
會
津
郡
檜
枝
岐
村
。
二
十
五
日
、
駒
ケ
岳
登
山
ｏ
二
十
六
日
、
赤
安
山
登
山
。
二
十
七

日
、
隧
ケ
岳
登
山
ｏ
二
十
八
日
、
木
賊
岳
登
山
。
二
十
九
日
、帝
群
山
登
山
ｏ
三
十
日
、狸
々
森
山
登
山
ｏ
三
十
一
日
、

御
紳
業
岳
登
山
ｏ
八
月
一
日
、
若
松
市
。
二
日
、
東
山
温
泉
ｏ
三
日
、
猪
苗
代
湖
。
（舟
遊
）
四
日
、
盤
梯
山
登
山
ｏ
五

勾

日
、
飯
豊
山
。
六
日
、
同
上
。
七
日
、
解
前
五
味
澤
。
八
日
、
朝
日
岳
を
登
う
て
立
木
村
に
至
る
ｏ
九
日
、
秋
田
市
。　
鰤

十
日
よ
り
十
三
日
、
洒
田
を
経
て
蹄
宅
。

此
豫
定
に
よ
る
Ｅ
約
一
ヶ
月
に
亘
る
大
旅
行
で
あ
る
、
中
に
は
吾
人
が
不
常
か
ら
登
山
し
て
見
た
い
ざ
希
望
し
て
居

つ
た
山
名
が
列
撃
さ
れ
て
あ
る
．
猶
ほ
左
の
順
序
で
自
分
に
も
途
中
か
ら
此
旅
行
に
参
加
す
る
様
に
ざ
の
こ
ど
で
あ
つ

た
ｏ七

月
十
二
日
、
午
後
二
時
三
十
分
、
長
野
稜
、
同
九
時
七
分
大
宮
着
。
同
十
時
三
十
一
分
、
大
宮
螢
ｏ
十
三
日
、
午

後
八
時
四
十
分
、
若
松
市
着
。
十
四
日
、
若
松
よ
り
静
川
ま
で
十
五
里
二
人
力
車
を
通
ず
）。
十
五
日
、
静
川
よ
う
内
川

ま
で
歩
行
十
里
。
十
六
日
、
内
川
よ
り
歩
行
約
六
里
に
て
檜
枝
岐
に
至
る
ｏ

十
六
日
に
檜
枝
岐
に
達
す
れ
ば
隧
ケ
岳
以
下
の
諸
峯
に
登
山
す
る
こ
ど
が
出
来
る
。
檜
枝
岐
は
下
野
粟
山
郷
の
山
蔭

に
て
非
常
な
寒
村
で
あ
る
、
勿
論
米
奔
等
を
産
せ
す
。



山書

高
頭
氏
の
手
紙
の
末
尾
に
も
、
檜
枝
岐
に
達
す
る
途
中
に
て
、
自
米
を
二
三
斗
購
入
し
末
る
べ
し
き
の
添
へ
書
き
が

あ
つ
た
。

一■

出

螢

の

準

備

自
分
は
早
速
、
此
旅
行
に
参
加
す
べ
き
豫
定
で
、
種
々
の
準
備
を
始
め
た
。
先
づ
第
一
に
會
津
若
松
を
迂
回
す
る
は

あ
ま
り
に
遠
距
離
で
あ
る
、
或
は
下
野
か
ら
入
ら
う
か
、
地
団
を
調
べ
て
見
れ
ば
確
か
に
通
路
が
あ
る
「
此
方
面
は
下

野
國
上
都
賀
郡
今
市
町
役
場
に
照
會
し
た
ｏそ
れ
か
ら
群
馬
か
ら
入
ら
う
か
、之
れ
も
地
目
に
は
立
派
な
通
路
が
あ
る
、

此
方
面
は
上
野
沼
田
町
の
小
林
Ｅ
署
に
照
會
し
た
、
雨
者
何
れ
も
早
速
返
事
が
本
た
、
今
市
役
場
か
ら
も
沼
田
小
林
Ｅ

署
長
か
ら
も
ち
詳
細
に
親
切
に
、
通
路
宿
泊
地
人
夫
等
に
開
し
て
回
答
さ
れ
て
あ
つ
た
ｏ
下
野
か
ら
粟
山
を
経
て
檜
枝

岐
に
入
る
は
、
な
か
夕
ヽ
困
難
で
あ
る
、
沼
田
か
ら
利
根
川
の
支
流
片
品
川
に
滑
ふ
て
進
む
の
が
便
利
が
よ
い
．
特
に

り
、

隧
ケ
岳
の
麓
な
る
尾
瀬
沼
附
近
を
通
過
す
る
の
で
あ
る
、
二
十
七
日
に
此
地
に
達
す
れ
ば
、
同
日
隧
ケ
岳
に
登
る
豫
定

０

の
高
頭
氏
に
は
こ
ヽ
で
出
會
す
る
事
が
出
な
る
ｏ
高
崎
か
ら
尾
瀬
ま
で
は
途
中
二
泊
す
れ
ば
よ
い
、
十
二
日
に
長
野
を

獲
し
も
一
旦
上
京
し
十
三
、
四
の
雨
日
営
時
開
會
中
の
大
正
博
覧
會
を
一
瞥
し
て
、
十
五
日
上
野
を
螢
し
、
片
品
村
追

員
に
達
し
、
十
六
日
同
村
戸
倉
に
入
り
、
十
七
日
戸
倉
よ
り
四
里
を
徒
歩
し
て
尾
瀬
沼
に
至
る
こ
ざ
に
決
定
し
た
。

以
上
決
定
し
た
ざ
き
は
、
高
頭
氏
は
既
に
出
残
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
か
ら
、
族
程
を
養
夏
し
た
通
知
を
装
す
る
こ
ざ

が
出
来
な
か
つ
た
。四

、
出

螢

前

上

京

七
月
十
二
日
上
京
、
十
三
日
及
十
四
日
の
雨
日
大
正
博
覧
會
を
見
物
し
た
ｏ

一
般
の
殖
産
工
藝
品
に
は
注
意
し
な
か

つ
た
、
日
本
ア
ル

プ
ス
の
模
型
や
、
其
の
他
高
山
に
開
す
る
も
の
も
あ
つ
た
ざ
云
ふ
が
、
も
ざ
よ
り
見
る
氣
に
も
な
ら

◎
魅
ケ
岳
よ
り
飯
豊
山
ま
で
　
　
志
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



山番

◎
燃
夕
轟
エ
リ
飯
豊
曲
ま
で
　
　
志
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〓

ず
、
見
や
う
ざ
も
思
は
な
か
っ
た
か
ら
、
何
庭
に
ご
ん
な
も
の
が
あ
つ
た
か
知
ら
な
か
つ
た
。

此
二
日
間
は
主
〓
し
て
給
書
ざ
彫
刻
の
美
術
舘
だ
け
を
見
た
、
責
に
立
派
だ
ゝ
技
巧
を
疑
し
て
約
爛
人
の
眼
を
奪
ふ

の
色
彩
は
あ
つ
た
、
し
か
し
此
多
数
の
中
、何
れ
が
世
界
的
日
本
の
、大
正
の
大
御
代
を
記
念
す
べ
き
作
品
で
あ
る
が
、

何
れ
が
百
世
の
後
ま
で
も
像
は
る
者
で
あ
る
か
ざ
考
へ
た
Ｅ
き
に
、
吾
人
は
非
常
に
失
望
し
た
、
し
か
し
，
之
れ
は
恐

ら
く
自
分
許
り
で
は
あ
る
ま
い
、
以
上
の
様
な
考
へ
が
ふ
ざ
胸
に
浮
ん
だ
時
、
再
び
競
る
勇
氣
も
失
せ
て
、
舘
外
に
飛

び
出
し
た
ら
、
一職
引
こ
か
に
蝦
集
す
る
観
覧
者
が
、
押
し
寄
せ
押
し
返
し
賓
に
雑
沓
を
極
め
て
居
る
ｏ
各
種
の
興
行
物

が
客
を
集
む
る
篤
め
に
、
囃
し
立
つ
る
薬
隊
の
騒
々
し
さ
、
耳
を
聾
す
る
許
り
で
あ
つ
た
。
冷
静
な
限
か
ら
見
る
ざ
き

に
、
彼
等
は
狂
し
て
居
る
の
で
は
な
い
か
ご
怪
ま
れ
た
。
俗
悪
な
色
彩
よ
う
も
ぅ
自
然
の
花
の
香
に
酔
は
ふ

　ゝ
一
時
も

早
ぐ
雑
沓
せ
る
都
會
を
離
れ
て
、
太
古
の
森
林
に
包
ま
わ
た
る
、
静
寂
な
る
尾
瀬
沼
の
滸
に
、
漣
灘
の
音
を
嘉
か

，
。

五
、
上
野
よ
り
沼
田
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観

十
五
日
の
早
朝
、
上
野
を
装
し
て
高
崎
に
達
し
、
高
崎
よ
り
電
車
に
乗
つ
た
、
伊
香
保
行
の
浴
客
多
く
、
車
中
は
随

分
難
沓
し
た
。
十
一
時
二
十
分
澁
川
に
着
い
た
、
車
を
下
り
て
積
善
舘
の
店
先
へ
、
ド
ツ
カ
ざ
身
を
投
げ
出
し
た
、
赤

城
嵐
が
冷
ヤ
リ
ざ
身
に
し
み
た
ざ
き
、
始
め
て
自
分
は
蘇
生
し
た
、
恐
ろ
し
い
悪
魔
の
手
か
ら
．
週
れ
た
様
な
気
が
し

た
、
後
か
ら
追
つ
て
な
る
、
追
手
か
ら
遠
く
距
れ
た
こ
き
の
落
人
は
、
こ
ん
な
氣
分
が
す
る
だ
ら
う
。

十
二
時
積
善
舘
の

，
前
か
ら
、
沼
田
行
の
鐵
道
馬
車
に
乗
つ
た
ｏ

今
朝
上
野
で
買
つ
た
ま
ヽ
ゝ
見
る
暇
も
な
か
つ
た
回
民
新
聞
を
、
衣
嚢
か
ら
出
し
て
見
る
ビ
、
暴
風
雨
の
警
報
が
有

っ
た
ち
深
厚
な
る
低
氣
膝
が
九
州
四
回
を
襲
ふ
た
、
本
日
中
に
は
東
京
附
近
を
通
過
す
る
だ
ら

，
こ
書
い
て
あ
っ
た
。

登
山
旅
行
で
な
く
て
も
家
を
出
る
こ
き
は
、
先
づ
第

一
に
天
氣
を
氣
遣
ふ
の
は
営
然
だ
ｏ
ま
し
て
長
途
の
旅
行
、
特
に

山
地
の
旅
行
を
し
や
ラ
ざ
云
ふ
自
分
に
は
、
ひ
ざ
く
恐
怖
の
念
を
起
さ
せ
た
。
今
日
は
早
朝
か
ら
天
氣
模
機
は
怪
し
げ
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で
あ
つ
た
ｏ
此
記
事
を
見
て
僅
々
一
時
間
年
許
う
し
か
過
ぎ
ぬ
内
に
、
猛
然
ざ
し
て
劇
し
い
雷
雨
ざ
な
つ
た
、
風
も
す

さ
ま
じ
い
勢
で
あ
っ
た
「
馬
車
の
線
路
は
全
く
泥
水
の
流
れ
ざ
つ
な
た
「
雷
鳴
ざ
疾
風
こ
の
鴛
め
に
馬
は
全
ぐ
立
ち
す

ぐ
ん
で
、
御
者
は
ざ
う
す
る
こ
ど
も
出
来
ぬ
、
し
ば
ら
く
し
て
暴
風
雨
が
静
ま
つ
た
の
で
、
馬
も
漸
ぐ
歩
き
出
し
た
、

利
根
川
の
崖
上
綾
戸
ざ
云
ふ
所
が
、
非
常
に
よ
い
景
色
だ
つ
た
さ
う
だ
が
、
風
雨
の
騒
ぎ
で
見
る
こ
こ
も
出
来
な
か
つ

た
、
沼
田
町
へ
若
い
た
の
が
二
時
竿
。

沼
田
へ
着
い
た
な
ら
小
林
Ｅ
署
を
訪
ね
て
、
先
日
の
手
紙
の
離
を
述
べ
た
い
ざ
思
つ
て
居
っ
た
が
、
ま
だ
雨
が
降
っ

て
居
る
の
ざ
、
高
平
へ
行
く
馬
車
が
直
ぐ
出
る
ざ
云
ふ
の
で
、
訪
問
す
る
こ
ざ
が
出
来
な
か
つ
た
、
何
ん
だ
か
義
理
を

快
い
て
、
す
ま
ぬ
様
な
気
が
し
た
。
沼
田
の
町
は
赤
城
山
麓
の
高
原
に
在
つ
て
、
一
小
都
會
を
鴛
し
て
居
る
「
利
根
の

支
流
片
品
川
が
其
の
東
南
方
を
深
く
澄
蝕
し
て
、
深
谷
を
穿
ち
、
高
い
壺
地
を
成
し
て
居
る
ｏ
火
山
の
噴
出
物
よ
り
成

れ
る
粗
義
の
地
質
で
あ
る
か
ら
、
地
を
い
く
ら
深
く
掘
つ
て
も
水
な
ぎ
は
出
な
い
、
町
内
に
殆
ん
ざ
井
戸
ざ
云
ふ
者
が

鳴

な
い
ざ
云
ふ
こ
こ
だ
、
町
民
が
飲
料
ざ
す
る
水
は
、
路
傍
に
引
い
て
あ
る
流
水
で
あ
る
、
之
れ
が
普
通
の
下
水
溝
な
ご

＜‐

ざ
異
な
ら
ぬ
様
な
設
備
だ
か
ら
、
随
分
不
潔
極
ま
る
も
の
だ
、
之
れ
を
見
る
こ
彼
の
水
道
だ
の
、
衛
生
だ
の
ぎ
騒
ぐ
の

は
滑
稽
な
話
し
だ
ｏ
町
家
は
皆
屋
根
の
低
い
季
家
が
多
い
、
夫
れ
も
板
屋
根
で
皆
石
が
載
せ
て
あ
る
ｏ

大
、
沼
田
か
ら
高
午
ま
で

沼
田
を
出
た
の
が
三
時
年
、
高
不
ま
で
三
里
の
間
、路
は
次
第
に
爪
先
登
う
に
な
つ
て
居
る
、屈
曲
高
低
甚
だ
し
く
、

特
に
拳
大
の
砂
礫
が
一
面
に
敷
て
あ
る
の
で
、
さ
な
き
だ
に
動
機
の
激
し
い
ガ
タ
馬
車
の
事
で
あ
る
か
ら
、
其
の
激
動

の
篤
め
に
、
自
分
は
膳
震
蕩
を
起
さ
な
け
れ
ば
よ
い
が
ざ
心
配
す
る
位
で
あ
つ
た
ｏ
乗
合
の
客
も
高
崎
か
ら
雄
川
ま
で

は
、
伊
香
保
行
の
東
京
方
面
の
紳
士
連
が
多
か
つ
た
。
澁
川
か
ら
沼
目
ま
で
は
、
三
人
の
繭
買
商
人
〓
十
三
四
歳
の
小

娘
ざ
で
あ
つ
た
、
沼
田
か
ら
高
李
ま
で
の
間
は
、自
分
の
外
に
は
足
尾
か
ら
来
た
こ
云
ふ
鍍
夫
一
人
ざ
、五
十
許
の
老
爺

◎
魅
ケ
岳
エ
リ
飯
豊
画
ま
で
　
　
志
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



山岳

◎
遂
夕
岳
よ
り
飯
豊
山
ま
で
　
　
志
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

ざ
、
三
人
の
み
で
あ
つ
た
ｏ
前
に
述
べ
た
様
な
砂
礫
の
路
を
進
ん
で
行
ぐ
ざ
、
高
李
の
一
里
程
手
前
で
、
車
輪
が
破
壊

し
て
し
ま
つ
た
、
さ
あ
ぎ
う
す
る
こ
ざ
も
出
来
ぬ
、
仕
方
が
な
い
、
御
者
も
乗
客
も
一
緒
に
な
つ
て
、
車
の
修
繕
を
始

め
た
、
何
こ
か
輸
だ
け
籍
め
る
こ
ざ
が
出
来
た
が
、
人
が
乗
つ
て
は
危
険
だ
か
ら
、
皆
徒
歩
し
て
静
か
に
歩
か
せ
た
、

之
れ
で
意
外
に
時
を
費
し
、
高
不
へ
着
い
た
の
が
午
後
の
七
時
で
あ
つ
た
、
自
分
は
明
日
戸
倉
ま
で
行
く
都
合
か
ら
、

猶
ほ
三
里
先
の
追
貝
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
し
追
員
の
方
へ
婦
る
馬
は
時
間
が
遅
い
の
で
、
も
う
な
か
ら
う
ざ

馬
車
宿
で
云
つ
て
居
た
ｏ
日
は
暮
れ
る
馬
は
な
し
、
荷
物
が
あ
る
の
で
ぎ
う
す
る
こ
ご
も
出
来
ぬ
、
特
に
人
夫
を
雇
は

ふ
ざ
し
て
も
、
花
路
の
事
故
應
す
る
者
が
な
い
、
殆
ん
ざ
困
却
し
て
し
ま
つ
た
ｏ
同
行
し
て
な
た
工
夫
は
、
利
根
の
水

電
の
工
事
を
目
営
て
に
来
た
の
だ
か
ら
、
や
は
り
追
貝
ま
で
行
く
の
で
あ
る
、
自
分
の
困
つ
て
居
る
の
を
見
て
、
荷
物

を
背
負
つ
て
行
か
，フ
ざ
云
ひ
出
し
た
ｏ
し
か
し
其
の
容
貌
の
狩
悪
な
る
、
身
踏

一
面
に
何
か
腫
物
が
出
来
て
居
る
、
若

し
或
る
論
者
が
云
ふ
様
に
、
容
貌
が
人
格
を
表
は
す
者
ざ
す
れ
ば
、
之
れ
か
ら
三
里
の
花
路
．
途
中
は
人
家
も
村
里
も

の

な
く
、
二
里
に
近
い
粟
生
峠
が
あ
る
ざ
云
ふ
事
で
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な
男
ざ
同
行
す
る
の
は
非
常
に
不
楡
快
で
あ
る
ｏ
　
椰

殊
に
彼
は
馬
車
の
中
で
、
塞
腹
ざ
疲
勢
ざ
で
困
難
し
て
居
る
ざ
云
ふ
事
を
云
っ
て
居
つ
た
、
今
急
に
荷
を
措
ぐ
な
ざ
ざ

云
ひ
出
し
た
の
は
不
思
議
で
あ
る
、
こ
ん
な
評
で
工
夫
を
頼
む
こ
こ
を
躊
躇
し
て
居
る
ざ
、
都
合
よ
く
追
員
の
先
の
須

賀
川
へ
婦
る
ざ
云
ふ
馬
が
な
た
。
荷
物
を
す
つ
か
り
此
馬
に
托
し
、
馬
子
の
提
燈
を
自
分
が
持
つ
て
、
日
合
道
を
す
た

す
た
こ
出
掛
け
た
。

念
々
峠
道
へ
か
ヽ
る
ぎ
、
思
つ
た
よ
り
も
急
崚
で
、
右
に
左
に
曲
折
し
て
居
る
、
雨
の
鴛
め
に
大
き
な
石
が
洗
ひ
出

さ
れ
て
居
る
の
で
、
馬
も
人
も
足
元
が
あ
ぶ
な
く
な
つ
て
歩
け
ぬ
、
深
い
谷
の
間
か
ら
鎌
の
様
な
三
日
月
が
見
え
る
、

暗
い
谷
の
底
で
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
が
し
き
り
に
晴
い
て
居
る
ゝ
何
ざ
も
云
へ
ぬ
凄
い
景
色
で
あ
っ
た
、
ふ
〓
先
刻
の
工
夫
を

思
ひ
出
し
て
、
プ
タ
ノ
ヽ
身
撻
が
慄
ひ
た
ｏ
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七
．
追
　
員

（吹
割
れ
の
瀧
）

追
員
へ
着
い
た
の
が
、
午
後
の
十
一
時
年
で
あ
つ
た
。
追
員
に
は
今
利
根
水
電
工
事
の
工
夫
が
、
二
千
人
か
ら
居
る

こ
の
事
。　
一
時
は
一
萬
人
も
居
つ
た
さ
う
で
あ
る
、
田
合
に
似
合
は
ぬ
射
的
玉
突
な
ぎ
の
遊
戯
場
が
有
つ
た
。
純
良
な

田
合
の
風
俗
が
、
全
く
彼
等
の
篤
め
に
破
壊
さ
れ
た
こ
か
、
荷
物
は
其
の
儘
須
贅
川
ま
で
馬
に
托
し
、
淀
屋
ざ
云
ふ
族

合
へ
泊
つ
た
Ｑ

十
六
日
、
追
員
よ
り
戸
倉
ま
で
五
里
「
一
日
の
行
程
ざ
し
て
は
餘
り
に
近
距
離
な
れ
ば
「
追
員
の
名
勝

「
吹
割
れ
の

瀧
」
を
見
て
、
ゆ
る
′
ヽ
こ
ヽ
を
出
立
せ
ん
も
の
ご
、
早
朝
瀧
見
物
に
出
掛
け
た
ｏ

「
吹
割
れ
の
瀧
」
に
就
い
て
、
開
東
の
山
水
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
つ
た
ｏ

『
片
品
川
の
追
貝
川
を
入
れ
む
ざ
す

る
慮
、
千
歳
橋
ざ
云
ふ
奇
橋
、
懸
崖
の
上
に
か
ヽ
る
ｏ
上
流
も
下
流
も
晨
の
さ

ま
水
の
さ
ま
。
ま
こ
ざ
に
目
さ
む
る
ば
か
り
の
風
光
也
。』
（中
略
）
千
歳
橋
の
上
流
、
数
町
に
営
り
て
、
片
品
川
は
全

石
を
底
ざ
な
し
て
、
石
の
幅
一
町
以
上
に
も
及
ぶ
、
水
は
石
の
上
を
う
す
ぐ
蓋
ひ
て
流
る
ｏ
そ
の
底
の
全
石
右
岸
よ
り

懸
崖
ざ
な
り
て
裂
け
来
”
、
左
岸
に
達
せ
む
ご
し
て
達
せ
ず
、
左
岸
よ
り
ま
た
懸
崖
ざ
な
り
、
右
岸
よ
う
の
懸
崖
ざ
わ

づ
か
五
六
尺
を
隔
て
ヽ
延
び
ゆ
き
、
右
岸
に
達
せ
ん
ざ
し
て
達
せ
ず
、
回
味
を
帯
び
て
左
岸
へ
ひ
き
か
へ
す
。
そ
の
大

盤
石
の
裂
け
て
一
落
せ
る
様
、
恰
も
ゝ
不
催
名
の

『
て
』
の
字
の
如
し
、
高
さ
は
数
尺
な
る
が
、
右
岸
よ
り
裂
け
た
る

懸
崖
は
、
長
さ
八
十
間
、
左
岸
よ
り
の
は
百
二
十
間
、
合
せ
て
三
百
間
、
隙
間
も
な
ぐ
水
流
れ
落
ち
て
瀑
〓
な
る
ｔ
中

央
数
十
間
の
ざ
こ
ろ
は
、
川
を
積
断
し
て
、
向
ひ
合
ひ
て
。
深
淵
に
落
ち
込
む
。「害
て
試
み
に
三
十
尋
の
縄
に
石
を
つ

け
て
さ
げ
て
見
し
に
、
底
ま
で
は
達
せ
ざ
り
き
』
ざ
云
ふ
、
一
種
の
水
品
簾
が
二
重
に
な
り
て
、
川
に
か
ヽ
れ
う
ざ
で

も
形
容
す
べ
し
、
こ
の
瀧
は

『名
を
何
ざ
云
ふ
ぞ
』
ざ
問
へ
ば
、
量
子
答
へ
て
曰
く

『
吹
割
れ
の
瀧
な
り
』
ざ

水
大
に
残
じ
な
ば
、
同
じ
吹
割
れ
の
瀧
を
、
或
は
縦
に
あ
ら
は
す
べ
く
、
或
は
横
に
あ
ら
は
す
べ
し
ご
思
は
る
ヽ
大

◎
撻
夕
岳
よ
り
飯
豊
山
ま
で
　
　
志
村
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五
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盤
石
、
長
ぐ
数
丁
も
下
に
つ
ぃ
き
て
，
そ
の
間
馬
脊
の
如
き
長
巌
川
を
横
断
せ
む
ざ
す
る
も
の
あ
り
て
「
経
に
大
瀧
こ

藤
す
る
瀑
布
ざ
な
り
、
そ
の
下
は
水
ゆ
る
く
流
る
、
雨
岸
の
絶
壁

一
曲
せ
る
が
篤
め
に
、
千
歳
橋
ま
で
は
見
え
ず
、
吹

割
れ
の
瀧
よ
り
下
へ
か
け
て
、
野
岸
に
Ｅ
岩
直
立
し
、
長
さ
敷
十
間
に
及
ぶ
、
曰
く
障
子
岩
な
り
ｏ
上
流
に
島
あ
り
松

之
に
生
ず
、
日
く
浮
島
な
り
、
浮
島
の
右
に
は
．
千
人
隠
れ
ざ
稀
す
る
巌
窟
あ
う
。
左
に
は
女
夫
岩
あ
り
、
吹
割
れ
の

左
岸
に
屹
立
す
る
藤
山
の
上
よ
り
、
封
岸
を
見
る
に
、
障
子
岩
の
上
二

山
夏
に
全
骨
を
あ
ら
は
し
て
高
く
天
を
衝
き
、

紅
葉
之
に
獣
綴
す
ｏ
日
暮
れ
む
ざ
し
て
、
暮
畑
何
庭
ざ
も
な
く
生
じ
、
夕
陽
の
名
残
は
、
な
ほ
天
に
あ
り
て
、
綿
の
如

く
、
ち
ぎ
れ
′
ヽ
に
山
を
越
え
ゆ
ぐ
雲
、
紅
に
し
て
淡
し
。
軍
に
瀑
の
奇
な
る
の
み
に
非
す
ｏ
こ
の
あ
た
り
よ
り
千
歳

橋
ま
で
の
漢
流
の
さ
ま
、優
に
之
れ
天
下
の
絶
景
也
。
重
子
日
く
『
夏
は
沼
田
よ
う
・見
物
に
な
る
人
少
な
か
ら
す
』
ざ
、

ス
日
ぐ

『
東
京
よ
う
見
物
に
な
る
人
も
あ
り
』
ぎ
、
さ
れ
ざ
こ
の
絶
景
、
未
だ
天
下
に
あ
ら
は
れ
す
。
山
水
む
亦
遇
不

通
あ
る
か
ざ
、
い
た
０
惜
ま
る
ヽ
也
ｏ

此
文
よ
く
吹
割
れ
の
瀧
を
叙
し
た
れ
ば
、
自
分
は
贅
言
を
逃
べ
ま
す
ま
い
。

八
「
追
員
よ
り
須
賀
川
ま
で

吹
割
れ
の
瀧
を
見
物
し
て
、
追
員
を
出
残
し
た
の
は
午
前
十
一
時
頃
で
あ
つ
た
。
追
貝
か
ら
須
賀
川
ま
で
は
二
里
、

物
淋
し
い
田
合
道
を
、
片
品
川
に
浩
ふ
て
上
つ
て
行
く
の
で
あ
る
、
途
中
は
別
に
取
り
立
て
ヽ
云
ふ
程
の
ざ
こ
ろ
も
な

か
つ
た
。
午
前

一
時
頃
須
賀
川
に
着
い
て
、
昨
花
何
物
を
托
し
て
置
い
た
馬
子
の
家
を
訪
ね
る
ざ
．
こ
ヽ
か
ら
戸
倉
ま

で
荷
物
を
運
ん
で
呉
れ
る
人
夫
ま
で
、
頼
ん
で
置
い
て
呉
れ
た
ｏ
田
合
者
の
朴
直
ざ
親
切
に
は
何
昨
も
威
心
す
る
、
厚

く
麟
を
述
べ
て
「
据
夫
に
雇
ふ
て
呉
れ
た
石
井
嘉
七
を
先
に
立
て
ヽ
須
賀
川
を
出
た
、
時
は
午
後
二
時
頃
で
あ
つ
た
。

進
む
に
し
た
が
つ
て
片
品
川
の
谷
は
盆
々
狭
く
、
人
家
も
た
ぃ
そ
こ
こ
ヽ
に
小
部
落
を
篤
し
て
居
る
の
み
、
野
に
出

て
耕
す
人
も
な
く
、
道
に
行
き
交
ふ
旅
行
も
見
え
ね
ば
、
森
閑
ざ
し
て
い
か
に
も
日
が
永
い
様
な
気
持
ち
が
し
た
。
土

(56S)
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出
ざ
云
ふ
所
を
過
ぎ
て
峠
が
あ
つ
た
、
峠
か
ら
邊
か
に
戸
倉
の
部
落
が
見
え
た
。

九
、
戸

倉

の

部

落

戸
倉
に
着
い
た
の
は
午
後
の
五
時
頃
で
あ
つ
た
、
族
合
ざ
云
つ
て
も
も
〓
よ
う
専
業
の
宿
屋
で
は
な
い
、
萩
原
助
作

ざ
云
ふ
農
家
で
、
副
業
に
や
っ
て
居
る
の
だ
。
舟
河
原
装
山
事
務
所
ざ
云
ふ
札
が
掛
け
で
あ
つ
た
が
、
別
に
事
務
員
な

ざ
が
居
る
の
で
は
な
い
。

此
戸
倉
か
ら
會
津
舘
の
檜
枝
岐
ま
で
は
、
九
里
の
間
全
く
人
家
が
な
い
、
こ
ヽ
も
随
分
阪
僻
の
地
で
、
米
は
勿
論
夢

も
出
来
ぬ
、
こ
ん
な
山
間
に
、
ざ
う
し
て
人
間
が
住
ん
で
居
る
か
ざ
思
は
れ
る
程
で
あ
つ
た
。
戸
数
は
儀
か
に
三
十
戸

許
ゝ
そ
れ
が
皆
萩
原
姓
で
、
此
部
落
に
松
浦
が
三
軒
、
星
野
ざ
云
ふ
の
が
一
軒
あ
る
だ
け
ざ
の
話
し
で
あ
っ
た
。
宿
の

主
婦
の
話
し
に
よ
る
こ
、
今
日
あ
た
り
會
津
の
馬
が
、
檜
枝
岐
か
ら
尾
瀬
の
峠
を
越
え
て
な
る
筈
故
、
草
を
刈
つ
て
待

っ
て
居
る
こ
云
ふ
こ
ざ
で
あ
っ
た
ｏ
高
頭
君
は
豫
定
に
よ
れ
ば
昨
日
檜
枝
岐
へ
若
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
檜
枝
岐
か
ら

馬
喰
が
本
れ
ば
、
君
の
様
子
も
分
る
故
、
馬
を
待
つ
た
の
は
宿
の
主
婦
の
み
で
は
な
か
つ
た
。

高
頭
君
か
ら
依
頼
き
に
て
有
つ
た
白
米
を
、
購
入
し
や
多
重
し
て
主
婦
に
相
談
し
た
ざ
こ
ろ
が
、
い
く
ら
檜
枝
岐
で

も
村
中
探
し
て
「
あ
な
た
方
の
食
ふ
米
位
が
無
い
こ
こ
は
な
い
。
わ
ざ
ノ
ヽ
此
慮
か
ら
、
運
ん
で
行
く
に
も
及
ぶ
ま
い

こ
の
事
で
あ
つ
た
。十

「
戸
倉
か
ら
尾
瀬
沼
ま
で

十
七
日
午
前
五
時
牛
戸
倉
を
出
螢
し
た
、
人
夫
は
萩
原
久
松

一
名
を
案
内
者
‘
し
た
、
戸
倉
の
部
落
を
離
れ
る
ざ
間

も
な
く
、
山
路
Ｅ
な
る
の
で
あ
る
、
こ
ヽ
は
明
治
戊
申
の
役
に
、
會
津
藩
士
が
官
軍
を
情
ま
し
た
虜
ざ
聞
い
て
居
る
、

誠
に
狭
陰
な
る
谷
底
を
、
漢
水
に
滑
ふ
て
僅
か
に
道
を
通
せ
る
の
み
ゆ
ゑ
、　
一
夫
之
れ
を
守
れ
ば
、
高
夫
も
越
ゆ
る
こ

◎
鮎
ケ
岳
よ
可
飯
豊
山
ま
で
　
　
志
村
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岳
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こ
の
出
来
ぬ
要
害
の
地
で
あ
る
ｏ

戸
倉
よ
う
早
や
竿
道
以
上
末
た
か
ざ
思
つ
た
こ
き
、
路
傍
に
山
紳
の
′甦
が
あ
つ
た
ｏ

午
前
九
時
舟
ケ
原
鍍
山
に
着
い
た
、
近
頃
少
し
く
探
掘
を
始
め
た
ば
か
り
で
ゝ
僅
数
の
鍍
夫
が
居
る
、
往
昔
二
人
が

鑑
を
作
つ
て
尾
瀬
沼
へ
浮
べ
た
ざ
こ
ろ
が
、
大
洪
水
の
鴛
め
に
、
其
の
船
が
此
山
の
上
に
あ
る
原
ま
で
、
押
し
上
げ
ら

れ
た
こ
云
ふ
偉
説
が
あ
る
の
で
、
舟
ケ
原
ざ
呼
ぶ
の
だ
さ
う
な
。

二
十
分
許
り
鍍
夫
の
小
合
で
休
憩
し
て
出
螢
し
た
、
路
は
こ
ヽ
か
ら
著
し
く
急
峻
ざ
な
つ
た
、
此
坂
路
は
三
平
坂
ざ

呼
ぶ
さ
う
な
、
三
不
の
名
を
冠
す
る
か
ら
に
は
，
何
か
由
本
が
あ
り
さ
う
で
あ
つ
た
か
ら
人
夫
に
尋
ね
た
が
彼
は
何
も

知
ら
な
か
つ
た
、
坂
の
途
中

一
杯
清
水
ざ
云
ふ
冷
水
の
滉
き
出
る
ざ
こ
ろ
で
休
ん
だ
ヽ
他
所
で
も
こ
ん
な
急
坂
の
途
中

に
、
冷
泉
の
滉
き
出
し
て
居
る
ざ
こ
ろ
が
あ
る
「
戸
際
の
不
動
澤
に
も
一
杯
清
水
ざ
云
ふ
が
あ
る
、
坂
路
を
登
り
つ
め

た
時
が
午
前
九
時
五
十
分
で
あ
つ
た
。
こ
ゝ
か
ら
は
ま
だ
尾
瀬
の
湖
水
は
見
え
な
か
つ
た
、
熊
笹
が

一
面
に
生
え
て
居

り

る
峠
の
頂
上
で
、
昨
日
戸
倉
の
宿
で
話
し
て
居
っ
た
馬
喰
が
ゝ
敷
匹
の
馬
を
人
足
に
引
か
せ
て
来
た
の
に
行
き
會
つ
た

ば

直
に
高
頭
君
の
事
を
尋
ね
て
見
る
ざ
、
檜
枝
岐
の
宿
で
、
昨
日
駒
ケ
岳
に
登
り
、
今
日
こ
の
下
の
尾
瀬
へ
来
る
客
が
あ

る
こ
、
云
っ
て
居
っ
た
ざ
云
ふ
こ
こ
で
あ
つ
た
、
自
分
は
之
れ
を
聞
い
て
覺
え
す
、
雀
躍
し
て
喜
ん
だ
、
こ
ヽ
か
ら

一

時
間
許
り
で
尾
願
沼
に
達
す
る
こ
Ｅ
が
出
来
る
、
道
程
は
戸
倉
か
ら
も
檜
枝
岐
か
ら
も
、
同
様
で
あ
る
か
ら
ｂ
檜
枝
岐

か
ら
登
る
高
頭
君
ざ
、
こ
ヽ
か
ら
下
る
自
分
ご
は
丁
度
湖
邊
で
超
逓
す
る
で
あ
ら
う
、
自
分
は
豫
期
し
て
居
る
が
、
高

頭
君
は
自
分
が
會
津
か
ら
卒
る
ご
思
つ
て
居
る
か
ら
、
定
め
し
一
驚
さ
る
ヽ
で
あ
ら
う
、
一
割
も
早
く
湖
邊
ま
で
ご
、

人
夫
を
急
が
せ
て
峠
を
下
つ
た
。

今
朝
か
ら
曇
つ
て
居
つ
た
天
氣
は
、
峠
の
頂
上
へ
登
つ
た
頃
か
ら
、
カ
ラ
リ
ざ
晴
れ
て
、
一
き
は
炎
熱
を
覺
え
た
。

湖
水
の
岸
に
達
し
た
の
は
午
前
十
一
時
頃
で
あ
つ
た
ら
う
。

欝
々
た
る
太
古
の
儘
な
る
森
林
の
間
に
、
展
開
せ
る
深
碧
の
湖
面
、
岸
に
寄
す
る
小
波
は
、
静
か
に
美
し
き
砂
を
洗
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つ
て
居
る
、
燃
ケ
岳
は
、
中
藤
寺
湖
の
男
腱
山
ざ
云
つ
た
様
に
、
封
岸
に
其
の
回
錐
形
の
頭
を
建
げ
て
居
る
。
北
海
道

の
外
こ
ヽ
に
し
か
無
い
ざ
云
は
れ
て
居
る
エ
プ
セ
キ
セ
ク
が
、
大
き
な
質
を
着
け
て
居
る
の
を
始
め
て
見
た
。

湖
岸
の
森
林
中
を
積
過
し
て
、
長
蔵
の
小
屋
に
入
る
ｏ
内
に
七
十
許
り
の
老
爺
が
し
き
う
に
岩
魚
を
燒
い
て
居
っ

た
、
自
分
は
何
よ
り
先
に
高
頭
君
が
家
ら
れ
た
か
ざ
云
ふ
こ
こ
を
聞
い
た
、
ま
だ
何
人
も
来
て
は
居
ら
ぬ
こ
の
事
故
、

人
夫
を
小
屋
に
体
ま
せ
、
檜
枝
岐
道
を
一
二
丁
進
ん
で
見
た
．す
る
ざ
通
か
に
草
原
の
間
に
、
三
個
の
人
影
が
見
え
な
。

雙
眼
鏡
に
て
堕
む
に
多
少
荷
を
措
へ
し
二
人
は
従
者
で
、
キ
ヤ
ラ
コ
帽
を
戴
け
る
が
高
頭
君
で
あ
る
こ
こ
が
明
か
に
分

つ
た
、
自
分
は
笠
を
脱
い
て
高
く
振
つ
た
、
高
頭
君
の
一
行
は
自
分
が
此
庭
に
居
や
ラ
ざ
は
夢
に
も
思
は
ぬ
か
ら
、
始

め
は
他
の
登
山
者
ざ
思
つ
て
届
ら
れ
た
が
、
近
付
い
て
自
分
で
あ
る
こ
ざ
を
螢
見
さ
れ
て
帽
子
を
高
く
振
ら
れ
た
。

十

三

尾

瀬

沼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

尾
瀬
沼
は
水
面
が
海
抜
五
千
四
百
六
尺
の
高
さ
に
あ
つ
て
、
隧
ケ
岳
熔
岩
が
漢
水
を
堰
き
止
め
て
出
来
た
、
堰
止
湖

“

で
あ
り
ま
す
。
田
中
阿
歌
麿
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
水
温
は
表
面
十
七
度

（八
月
下
旬
）、深
度
八
米
突
に
て
十
六
度
「

水
色
は
フ
オ
ー
ン
″
氏
の
第
九
琥
ざ
第
十
琥
こ
の
間
に
て
、
透
明
の
度
は
四
米
突
三
十
、
他
の
湖
水
に
比
し
て
頗
る
透

明
で
あ
る
ざ
の
事
だ
ｏ
浩
岸
は
到
庭
ッ
ガ
、
モ
ミ
等
の
針
葉
樹
林
が
、
欝
蒼
ざ
し
て
居
つ
て
、
幽
途
を
極
め
て
居
る
ｏ

長
敷
の
小
屋
は
湖
の
北
岸
に
あ
る
が
、
其
の
北
は
又
一
面
の
車
原
に
な
つ
て
居
る
。
之
れ
が
奥
沼
季
ざ
呼
ば
る
ヽ
野
地

で
あ
る
ｏ
植
物
分
布
の
有
様
は
、
日
光
赤
沼
ケ
原
ざ
殆
ん
ざ
同
様
で
あ
る
、
し
か
し
ク
ロ
バ
ナ
ロ
ン
グ
が
一
面
に
険
い

て
居
つ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
、
自
分
は
本
種
の
自
生
せ
る
の
を
こ
ヽ
で
始
め
て
見
た
の
で
あ
る
。

午
後
は
附
近
の
探
集
を
も
鴛
さ
す
し
て
「
高
頭
君
の
越
後
か
ら
こ
ヽ
ま
で
の
旅
行
談
に
花
が
険
い
た
。
午
後
四
時
頃

小
屋
番
の
老
人
が
「
三
十
分
許
の
間
に
二
三
十
尾
の
岩
魚
を
釣
つ
て
来
た
ゝ
之
れ
を
原
料
Ｅ
し
て
、
高
頭
君
が
、
欧
洲

仕
込
の
西
洋
料
理
を
っ
二
三
品
作
ら
う
ざ
云
ふ
こ
ざ
で
あ
っ
た
。
自
分
は
老
人
の
竿
を
借
り
て
岩
魚
釣
り
を
試
み
た
、

◎
燃
夕
岳
ニ
リ
飯
豊
山
ま
で
　
　
志
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



山岳

◎
漢
間
山
の
初
冬
　
　
冠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

高
頭
君
の
一
行
は
銀
山
李
で
岩
魚
釣
を
や
つ
て
見
た
が
、
全
ぐ
釣
れ
な
か
つ
た
さ
う
で
あ
つ
た
、
夫
れ
故
自
分
の
留
守

に
、
君
は
従
若
ざ
自
分
が
釣
れ
る
か
釣
れ
ぬ
か
ざ
云
ふ
事
で
、
賭
を
や
ら
れ
た
さ
多
で
あ
つ
た
が
ゝ
一
時
間
許
り
の
間

に
六
七
寸
の
も
の
四
尾
を
釣
っ
て
婦
っ
た
、
し
か
し
賭
に
勝
つ
た
の
は
誰
れ
で
あ
つ
た
か
聞
か
な
か
つ
た
ｏ
尾
瀬
沼
の

風
光
は
殆
ん
ざ
天
下
一
品
で
あ
る
、
彼
の
三
景
だ
の
八
景
だ
の
ざ
所
々
に
名
勝
が
あ
る
が
、
こ
ヽ
の
様
な
風
景
は
自
分

が
今
迄
見
た
景
色
の
内
に
は
先
づ
少
な
い
ざ
思
ふ
ｏ

湖
上
の
夕
暮
の
景
色
を
見
ん
も
の
ざ
、
小
屋
の
傍
に
繋
い
で
あ
つ
た
、
燃
ケ
岳
九
ざ
云
ふ
小
舟
に
乗
つ
て
湖
中
に
出

た
ｏ
沼
尻
の
夕
照
も
湖
面
に
跡
を
残
さ
ず
っ
湖
上
の
漣
灘
番
も
な
ぐ
、
隧
ケ
岳
の
影
次
第
に
黒
み
行
く
ざ
き
、
自
分
は

其
の
静
寂
に
堪
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。

１
１
１
１
ｌ
Ｅ
ｌ
ｌ
‥
■
儡
Ｕ

Ｔ
ｌ
■
Ｕ

Ｏ

，
Ｔ
＝
Ｖ

一
０

●
ｎ

Ｗ
曲
３

０

ｎ
＝
Ｖ

占

ｎ
＝
Ｕ

日
１
１
１

１
１
１
‥
‥
―

浅

聞

山

の

・初

多

冠
　
　
　
松
　
久
　
耶

大
正
四
年
十

一
月
十
九
日
ｏ
日
婦
り
の
遠
足
に
竿
日
程
付
け
足
し
て
、
浅
間
山
の
い
ぶ
き
に
接
し
よ
う
ざ
、
午
前
十

一
時
二
十
五
分
、
上
野
姜
の
汽
車
で
、
小
諸
に
向
つ
た
ｏ
好
ぐ
晴
れ
た
日
だ
け
れ
ぎ
も
、
遠
き
地
不
線
に
は
荻
色
の
横

雲
が
、
断
れ
間
な
く
た
ぃ
な
は
つ
て
一
熊
ケ
谷
邊
迄
は
山
ざ
云
ふ
程
の
山
を
見
す
ｏ
長
閉
な
る
武
蔵
野
の
遠
近
を
打
ち

眺
め
て
も
．
遠
き
連
山
の
威
容
を
見
す
し
て
は
、
何
ざ
な
く
物
足
ら
な
い
威
じ
が
す
る
ｏ

高
崎
近
く
へ
来
る
ざ
、
行
く
手
に
浅
間
が
高
く
幡
ダ
、
盛
な
る
噴
煙
を
吐
い
て
、
開
東
の
李
野
を
現
現
し
て
ゐ
る
。

其
右
に
は
榛
名
あ
り
、
赤
城
あ
り
、
日
光
あ
り
、
右
手
に
奪
ゆ
る
秩
父
の
連
峯
は
．
今
じ
雲
の
扉
を
排
し
て
、
稜
々
た

ち
雨
紳
の
瞼
山
の
左
に
、
い
や
が
上
に
も
高
き
、
雁
坂
、
破
風
、
甲
武
信
、
三
賓
の
大
岳
の
、
天
年
に
霞
め
る
様
は
、

(572)



山岳

誠
に
心
往
く
ば
か
り
で
あ
る
。

汽
車
が
遅
れ
た
鴛
、
碓
氷
で
夕
榮
の
塞
を
仰
ぎ
、
イ
ン
ジ
ゴ
ー
に
暮
れ
行
く
榛
名
の
山
色
を
眺
め
て
、
軽
井
澤
の
高

原
に
出
た
頃
に
は
、
日
は
全
く
西
の
夕
雲
に
隠
れ
、
十
三
日
の
月
は
既
に
中
天
に
到
り
「
其
光
う
に
透
き
通
し
て
見
る

唐
松
の
密
林
の
展
開
し
ホ
る
様
は
静
寂
ざ
し
て
、
高
原
の
薫
殺
の
氣
は
二
人
の
噴
煙
に
和
し
て
、
底
し
れ
ぬ
寂
し
さ
を

覺
え
る
ｏ

午
後
七
時
頃
小
諸
に
着
き
、
小
諸
舘
ざ
云
ふ
族
合
に
投
じ
、
客
間
に
通
さ
ら
て
見
る
ざ
、
も
う
矩
撻
が
切
っ
て
あ
る

そ
し
て
其
上
に
チ
ャ
ブ
憂
を
置
き
、
夕
飩
を
む
さ
ぼ
る
の
が
、
山
回
の
各
ら
し
く
つ
て
嬉
し
か
つ
た
。

十

一
月
二
十
日
ｏ
午
前
六
時
少
し
前
に
宿
屋
を
出
た
。
塞
は
薄
曇
り
だ
け
れ
ざ
も
、雲
は
非
常
に
高
い
、ま
だ
ほ
の
晴

い
小
諸
の
町
を
通
り
被
け
、
八
幡
祠
の
傍
か
ら
裾
野
へ
出
て
、
暫
ぐ
行
ぐ
ざ
、
道
は
松
林
の
中
に
没
し
て
、
一
路
寂
箕

囀
す
る
鳥
の
聾
も
少
い
。
林
の
切
れ
目
か
ら
ま
だ
薄
明
の
飛
騨
山
脈
を

一
瞥
し
て
一
体
み
す
る
、
佐
久
一牛
を
隔
て
ヽ
、

「

蓼
科
山
の
回
頂
が
随
分
高
く
奪
え
、
其
右
の
八
ケ
岳
の
頂
鷺
に
は
、

一
妹
の
横
雲
が
た
な
び
い
て
、
通
か
下
の
千
曲
川

ψ

の
上
を
、
根
な
し
雲
が
三
つ
四
つ
五
つ
、
東
の
方

へ
ふ
わ
ノ
ヽ
き
動
い
て
行
ぐ
。

今
朝
は
曖
か
つ
た
、
連
も
十

一
月
の
月
末
ざ
は
思
へ
な
い
位
で
、
霜
解
け
道
が
じ
ぐ
′
ヽ
す
る
ｏ
赤
松
が
少
な
く
な

る
こ
唐
松
が
殖
え
る
、
経
い
に
は
唐
松
の
み
の
大
林
の
中
を
行
く
様
に
な
つ
た
。
昨
夜
月
の
光
う
で
見
た
時
に
は
、
も

多
枯
林
に
な
つ
て
あ
る
も
の
ざ
の
み
思
つ
て
ゐ
た
唐
松
林
は
、
ま
だ
二
三
分
通
り
し
か
落
葉
し
な
い
で
、
七
八
分
の
紅

葉
が
樺
色
に
は
う
け
て
、
極
目
の
山
繁
を
埋
め
蓋
し
て
、
そ
の
奥
か
ら
堂
々
ざ
さ
し
昇
つ
て
な
る
旭
日
が
壮
大
に
見
え

た
。午

前
七
時
五
分
、
七
尋
石
を
左
に
見
て
、
暫
く
の
間
登
り
、館
堀
川
に
添
つ
て
行
く
。
谷
向
ふ
の
紅
葉
も
美
ぐ
し
い
ｏ

間
も
な
く
道
の
邊
か
向
ふ
に
家
が
見
え
る
ｏ
こ
れ
は
夏
登
山
者
の
体
憩
所
に
な
る
漢
間
舘
ざ
云
ふ
の
だ
さ
う
だ
。
名
は

立
派
だ
が
極
め
て
粗
末
な
山
間
の
一
軒
家
に
過
ぎ
な
い
。
遺
の
傍
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
西
北
を
眺
め
る
ざ
、
蓼
科
山
の

Ｏ
浅
問
山
の
初
冬
　
　
冠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



山岳

◎
濃
間
山
の
利
そ
　
　
冠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

右
に
連
ら
な
る
低
山
の
上
に
、
雪
の
級
鮮
か
な
大
岳
が
落
ち
付
い
て
ゐ
る
。
木
曾
駒
ら
し
い
。

こ
の
家
の
主
人
は
里
へ
降
つ
て
、
み
す
ば
ら
し
い
姿
を
し
た
、
母
親
ざ
四
ツ
程
に
な
る
小
見
が
寂
し
く
留
守
居
を
し

て
ゐ
る
。
物
淋
し
い
の
に
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
小
兄
は
、
私
共
の
姿
を
見
る
ざ
、
堪
ま
ら
な
く
な
つ
た
〓
云
ふ
様
に
、

い
き
な
り
傍
へ
駈
け
て
末
て

『ゝ
お
ぢ
さ
ん
何
慮
へ
行
く
だ
。
煙
り
見
に
行
ぐ
か
」
ざ
人
な
っ
ヽ
こ
さ
う
な
目
を
向
け
る
ｏ

ド
ロ
ツ
プ
を
遣
つ
た
ら
、
喜
ん
で
食
べ
て
ゐ
た
が
、
案
内
者
が
煙
草
を
吸
つ
て
居
る
の
を
見
る
ざ
、
そ
の
煙
管
を
取
っ

て
す
ば
′
ヽ
ざ
吸
ひ
始
め
た
。
よ
ぐ
淋
し
く
な
い
ね
ざ
聞
い
た
ら
、
俺
ら
も
町
へ
降
う
る
だ
ざ
、
悲
し
げ
に
云
ふ
、
け

れ
ぎ
も
こ
の
山
奥
の
住
家
の
外
に
は
「
頼
る
べ
き
庭
も
な
い
身
の
上
だ
ざ
、
云
ふ
の
を
聞
い
て
、
物
哀
れ
に
な
つ
た
。

小
谷
へ
降
り
て
九
木
橋
を
渡
る
、
そ
の
上
に
は
氷
が
一
寸
程
厚
ぐ
張
つ
て
、
上
を
行
ぐ
ざ
辻
り
さ
う
だ
。
植
林
の
中

の
堆
高
い
落
葉
の
中
を
、
が
さ
′
ヽ
ざ
音
を
立
て
ヽ
行
ぐ
Ｅ
、
道
傍
に
友
焼
の
電
が
三
ッ
程
あ
る
、
又
橋
を
渡
つ
て
右

側
に
上
る
、
谷
川
に
は
も
う
具
自
な
雲
の
様
に
泡
立
っ
た
氷
が
、
雨
岸
に
張
り
詰
め
て
、
其
中
を
一
筋
の
谷
水
が
，
小

↓

さ
な
音
を
立
て
ヽ
流
怖
て
行
く
の
が
、
も
う
間
も
な
く
凍
り
さ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一日
ヽ

午
前
九
時
五
分
、
一
の
鳥
居
へ
出
た
ｏ
是
れ
が
山
道
に
か
ヽ
る
の
で
、
此
虜
が
一
合
目
だ
さ
う
だ
。
小
諸
か
ら
二
里

年
に
な
る
、
可
な
り
高
く
な
つ
た
の
で
、
お
く
霜
白
く
、
す
が
れ
た
草
や
、
生
氣
あ
せ
た
熊
笹
を
分
け
て
行
ぐ
ざ
、
足

許
が
ば

，
′
ゝ
ざ
「
い
た
げ
な
音
が
す
る
、
大
分
樹
が
疎
ら
に
な
つ
た
。
そ
し
て
唐
松
の
形
ち
が
庭
木
に
欲
い
様
に
こ

ず
ん
で
見
え
る
ｏ

顧
み
る
ざ
西
方
に
乗
鞍
が
見
え
出
し
た
。
そ
の
山
態
の
上
年
は
全
く
雲
に
薇
は
れ
て
、
朝
日
に
反
映
し
た
プ
ラ
チ
ナ

色
の
雲
の
小
数
が
、
微
紅
色
を
合
ん
で
漣
の
様
に
美
く
じ
く
光
っ
て
見
え
る
ｏ

同
じ
様
な
道
を
登
る
ざ
．
枯
木
密
林
の
牙
山
が
ま
だ
幾
分
の
黄
葉
を
残
し
て
、
直
ぐ
前
に
峨
々
ざ
し
て
違
ら
な
つ
て

ゐ
る
、
そ
し
て
そ
の
下
の
谷
が
稀
々
深
く
、
向
側
の
崖
下
に
不
動
の
瀧
〓
云
ム
の
が
懸
つ
て
ゐ
る
が
、
水
は
著
し
く
少

な
い
ｏ
午
前
十
時
観
測
所
へ
着
い
て
中
食
の
牛
を
食
ふ
。
十
月
末
ま
で
は
所
員
が
詰
め
て
居
る
さ
う
だ
け
れ
ぎ
も
ち
今



山ユ
Щ

は
び
つ
し
ｂ
戸
締
り
が
し
て
、
前
に
出
て
ゐ
る
手
洗
鉢
が
凍
り
着
い
て
あ
る
ｏ
歩
い
て
ゐ
る
ざ
左
程
で
も
な
い
が
、
少

し
休
む
Ｅ
底
冷
が
し
て
堪
ま
ら
な
く
な
る
ｏ

観
測
所
の
四
五
丁
上
に
、
火
山
舘
Ｅ
云
ふ
小
さ
な
宿
屋
が
あ
る
ｏ
四
年
程
前
の
夏
の
大
爆
螢
の
折
、
噴
出
し
た
焼
石

に
打
た
れ
て
．
屋
根
の
所
々
に
燒
穴
が
明
い
て
「
柱
が
焦
げ
、
床
板
が
破
れ
ゝ
そ
の
下
の
地
が
大
ぎ
ぐ
掘
じ
く
れ
て
ゐ

る
ｏ
幸
に
危
険
を
豫
知
し
て
、
そ
の
二
三
日
以
前
に
降
つ
た
の
で
、
人
畜
の
被
書
は
無
つ
た
さ
う
だ
が
、
今
見
て
も
中

々
凄
惨
な
威
し
が
す
る
ｏ
こ
ヽ
か
ら
噴
火
口
迄
は
一
里
位
し
か
な
い
、
山
の
五
合
目
邊
に
な
る
だ
ら

，
ｏ

谷
か
ら
吹
き
揚
げ
て
来
る
硫
黄
の
香
が
鼻
を
衝
く
ざ
、
胸
が
す
ぐ
程
冴
え
ノ
ヽ
し
た
気
持
に
な
る
ｏ
傍
の
小
谷
を
見

る
こ
硫
責
の
流
れ
で
一
杯
で
、そ
の
琵
斯
が
青
色
を
し
て
ぶ
ぐ
′
ヽ
せ
騰
っ
ゐ
る
ｏ
深
山
の
谷
で
嗅
ぐ
硫
黄
の
匂
ひ
は
、

都
會
の
脂
粉
の
香
り
よ
り
も
通
に
原
始
的
で
気
持
が
好
い
。

可
な
り
在
蒐
た
る
黒
斑
山
を
左
に
見
て
、
牙
山
を
廻
る
ざ
湯
の
手
の
な
だ
ら
か
な
高
原
へ
出
る
ｏ存
外
濶
い
原
で
、四

η

局
の
山
々
が
ど
が
だ
ド
し
て
ゐ
る
せ
い
か
，
非
常
に
柔
か
な
威
じ
が
す
る
ｏ
唐
松
や
樅
の
疎
林
を
縫
つ
て
行
く
ざ
、
唐
Ｆ

松
の
落
葉
が
一
杯
に
し
き
つ
め
ら
れ
て
、
足
許
が
ふ
く
ノ
ヽ
ざ
し
て
、
庭
園
で
も
歩
い
て
ゐ
る
様
な
氣
特
に
な
る
。

下
草
の
様
に
美
事
に
延
蔓
っ
て
ゐ
る
コ
ケ
モ
ヽ
が
、
具
紅
の
質
を
鈴
質
ら
に
着
け
て
ゐ
る
の
を
，　
一
っ
摘
ん
で
見
た

ら
甘
酸
ば
く
っ
て
ピ
リ
、
ざ
す
る
ｏ
岩
高
蘭
の
質
が
ざ
す
黒
く
な
つ
て
ぃ
そ
の
間
に
岩
鏡
が
修
し
く
蒲
色
に
光
つ
て
ゐ

る
。
石
楠
が
こ
の
寒
さ
に
長
い
葉
を
力
な
く
垂
れ
て
、
す
が
れ
た
草
は
横
ざ
ま
に
体
れ
、
青
い
も
の
は
樅
の
葉
に
、
石

楠
の
葉
、
そ
れ
か
ら
向
ふ
の
山
腹
に
優
松
の
様
な
色
彩
を
し
て
、
べ
っ
ざ
り
ざ
接
が
つ
て
ゐ
る
熊
笹
位
ゐ
な
も
の
だ
。

焼
々
に
大
な
き
穴
が
明
い
て
居
る
、
爆
職
常
時
に
墜
石
の
鴛
堀
じ
れ
た
も
の
だ
ざ
云
ふ
、
恐
ろ
し
い
勢
ひ
な
も
の
だ
ｏ

右
手
に
連
ら
な
る
枯
林
の
茂
り
の
上
を
越
し
て
、前
掛
山
が
大
佛
の
肩
の
様
な
、九
い
頭
蓋
骨
を
ヌ
ー
ツ
ざ
出
し
た
。

そ
の
頂
上
の
岩
間
を
、
幾
つ
か
の
小
裂
墟
が
、
友
色
を
し
て
垂
れ
下
が
つ
て
あ
る
ｏ
羅
々
た
る
無
数
の
結
岩
が
無
造
作

に
天
塞
に
築
き
撃
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
、
花
大
な
孤
線
に
統
一
さ
れ
て
、
堅
剛
な
そ
し
て
如
何
に
も
悠
大
な
山
容
に
形

◎
浅
間
山
の
初
冬
　
　
冠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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出
し
て
ゐ
る
ｏ
氣
持
の
い
ヽ
山
だ
。

湯
の
不
を
横
ぎ
る
ざ
、
六
合
日
の
標
杭
が
岩
の
中
に
打
込
ん
で
あ
る
ｏ
少
し
行
ぐ
ご
金
く
岩
の
領
分
に
な
っ
て
、
草

一
つ
も
見
営
ら
な
い
。
八
合
目
邊
か
ら
道
が
精
々
急
崚
に
な
つ
て
、
右
方
の
崩
岩
の
上
に
新
雲
が
温
れ
て
ゐ
る
。
行
く

手
を
倍
く
ざ
、
深
淵
の
様
に
透
徹
し
た
勅
各
の
蒼
塞
を
脊
に
し
て
、
噴
火
日
の
大
岩
壁
が
九
ぐ
く
つ
き
り
Ｅ
浮
び
上
つ

て
、
檬
々
ご
し
て
渦
宕
き
な
が
ら
ゝ
上
州
方
面
へ
な
だ
れ
て
行
く
浅
間
の
煙
り
が
彩
し
い
。

鳥
帽
子
、
湯
の
九
、
四
阿
の
山
々
が
直
ぐ
鼻
先
に
連
つ
て
、
草
津
の
自
根
の
右
端
か
ら
も
、
自
雲
の
様
な

一
塊
の
噴

腫
が
長
閑
に
昇
つ
て
行
く
。
其
右
奥
の
品
燦
た
る
雪
の
凝
り
は
越
後
會
津
の
山
々
だ
ら
う
。
軽
井
澤
方
面
か
ら
六
里
が

原
の
方
向
は
、
噴
煙
に
蔽
は
れ
て
全
ぐ
見
え
な
い
。
鬼
押
出
の
一
部
が
友
黒
色
を
し
て
、
群
馬
の
高
原
に
の
さ
ば
つ
て

そ
の
向
ふ
の
穏
か
さ
う
な
山
々
の
間
に
、
大
笹
田
代
な
ぞ
云
ふ
山
村
が
ち
よ
ん
ぼ
り
ざ
見
え
る
ｏ

薄
雲
り
の
天
氣
が
八
時
頃
か
ら
快
時
に
な
つ
て
、
も
う
上
州
、
越
後
、
越
中
．
飛
暉
方
面
に
は
雲
影
な
く
、
僅
か
に

り

秩
父
山
塊
の
上
に
横
雲
が
ま
つ
わ
つ
て
、
そ
の
上
に
高
い
ノ
ヽ
富
士
山
の
黎
色
を
見
付
け
た
時
は
嬉
し
か
つ
た
。
西
北

げ

方
妙
高
山
や
戸
隠
山
彙
が
、
濃
碧
に
時
つ
て
、
そ
の
後
に
連
ら
な
つ
て
ゐ
る
焼
山
火
打
岳
が
具
白
だ
ｏ

西
北
よ
う
西
南
の
杢
に
、
自
龍
の
如
ぐ
に
幡
れ
る
北
ア
ノン
プ
ス
の
般
親
は
、
各
の
登
山
旅
行
に
は
麟
り
に
大
き
な
御

馳
走
だ
つ
た
ｏ
白
馬
か
ら
乗
鞍
に
到
る
曲
々
が
、　
一
膜
の
霞
も
着
け
す
に
ゝ
ま
ざ
ノ
ヽ
き
限
界
に
展
開
し
て
行
く
、
そ

の
峻
巌
に
し
て
然
も
微
妙
な
る
大
雲
堤
の
、
プ
ラ
チ
ナ
色
の
塞
線
を
見
入
っ
て
ゐ
る
こ
一
蕩
然
ざ
し
て
賞
に
現
賓
の
我

あ
る
を
忘
れ
じ
め
る
ｏ

大
き
な
蓮
華
岳
の
後
ろ
に
針
本
番
が
際
れ
、
其
左
の
七
倉
岳
の
右
に
越
中
の
立
山
が
純
自
の
山
の
額
を
差
し
出
し

て
、
同
じ
七
倉
岳
の
奥
少
し
左
に
隔
っ
て
、
赤
牛
岳
の
機
な
雲
山
が
横
猿
が
り
に
見
え
た
。
品
々
た
る
雪
の
唯
中
に
、

槍
ケ
岳
の
穂
先
の
み
ニ
ボ
を
着
け
た
様
に
具
黒
に
失
つ
て
居
る
ｏ
霞
澤
岳
に
も
可
な
り
雲
が
あ
る
、
御
岳
も
頭
を
整
げ

た
、
木
曾
駒
山
脈
が
蓼
科
山
の
左
後
に
連
つ
て
、
八
ケ
岳
の
上
を
超
越
し
て
仙
丈
岳
、
甲
斐
駒
、
自
峯
の
北
岳
が
、
凸
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死
ざ
し
て
挺
ん
で
ゐ
る
ｏ
金
峰
山
に
績
で
山
脈
ざ
、
甲
武
信
に
連
ら
な
る
山
々
が
横
雲
の
下
に
げ
ず
が
が
で
、
限
下
に

渡
が
つ
て
あ
る
千
曲
の
谷
が
美
く
し
い
。

午
前
十
一
時
四
十
分
、
火
口
壁
の
上
端
に
登
つ
た
。「今
日
は
山
が
大
分
焼
け
て
ゐ
ま
す
、
何
時
も
な
ら
下
の
柵
や
亀

裂
が
よ
く
見
え
る
の
で
す
が
、
こ
の
煙
で
は
ダ
ノ
奸
吋
う
、』
ざ
案
内
が
云
ふ
ｏ
噴
火
口
一
杯
に
濠
々
ご
悠
き
騰
る
煙
を
、

暫
く
の
間
眺
め
て
ゐ
た
が
、
吹
県
し
の
山
通
で
具
向
に
受
け
る
寒
風
に
身
が
縮
ま
る
様
だ
。
襟
色
、
手
套
を
し
て
ゐ
て

も
、
し
き
り
に
頭
痛
が
す
る
、
水
鼻
が
出
で
そ
れ
が
直
き
に
凍
り
さ
う
だ
。

軽
井
澤
へ
降
り
る
豫
定
だ
つ
た
が
西
北
の
風
が
強
烈
な
た
め
に
、
煙
り
預
レ
ヽ
そ
の
方
へ
懲
き
下
っ
て
行
く
の
で
、

断
念
し
て
又
小
諸
へ
戻
る
こ
こ
に
し
た
。
少
し
下
に
あ
る
三
岩
の
傍
に
し
や
が
ん
で
も
中
食
を
遣
は
ふ
ざ
結
び
飯
を
出

し
た
ら
、
ぎ
ぐ
ノ
ヽ
こ
氷
り
つ
め
て
挫
も
食
べ
ら
れ
な
い
。
岩
の
裂
け
目
に
は

一
杯
に
氷
り
が
じ
め
て
、
直
ぐ
下
の
前

掛
山
の
裏
面
に
は
新
雲
が
べ
つ
ざ
ら
ざ
へ
ば
り
付
い
て
ゐ
る
ｏ
そ
し
て
右
端
の
岩
の
間
か
ら
浅
の
様
な
煙
が
幾
筋
も
縫

η

れ
て
は
上
っ
て
行
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

頂
上
に
止
ま
る
こ
ざ
約
二
十
分
、
飛
騨
山
販
を
眺
め
な
が
ら
湯
の
不
に
向
つ
て
降
り
始
め
る
ｕ
降
り
は
早
い
ｃ
火
山

舘
、
観
測
所
な
ぞ
を
僅
か
の
間
に
通
り
披
け
て
、
稽
林
の
間
に
来
る
こ
、
足
許
に
大
き
な
獣
の
足
痕
が
道
な
り
に
付
い

て
ゐ
る
、
大
の
に
し
て
は
餘
り
大
き
過
ぎ
る
、
浅
間
舘
に
立
寄
つ
て
、
茶
を
飲
み
中
食
を
し
た
た
め
た
時
、
そ
の
話
を

す
る
ご
、
此
虔
の
者
が
つ
い
二
三
日
の
前
に
枯
枝
を
集
め
に
登
つ
た
時
に
、
谷
の
方
か
ら
熊
が
駈
け
上
つ
て
来
た
の
で

驚
い
て
樹
の
影
へ
隠
れ
た
ら
、
熊
の
方
で
も
氣
が
付
い
た
ざ
見
え
て
、
ス
谷
の
方
へ
逃
げ
て
行
っ
た
ざ
云
ふ
ｏ
晩
秋
に

な
る
ざ
木
の
質
、
草
の
賓
が
多
い
の
で
、
上
州
の
方
か
ら
で
も
登
つ
て
来
る
ら
し
い
ｏ
浅
間
舘
を
出
た
の
が
午
後
二
時

十
分
ｏ
道
が
追
々
ざ
薬
に
な
つ
て
、
足
取
り
が
自
づ
ざ
早
く
な
る
ｏ
鑢
一て
裾
野
道
へ
出
て
唐
松
林
の
中
を
行
く
ざ
、
日

は
大
分
西
に
追
つ
て
、
大
風
が
東
の
方
か
ら
吹
き
暴
れ
て
来
る
ざ
、
木
々
が
擦
れ
合
つ
て
、
絶
え
間
な
く
か
た
ノ
ヽ
き

音
が
す
る
ｏ
飛
弾
山
脈
が
も
う
西
の
塞
に
高
ぐ
霞
ん
で
，
夢
の
様
に
淡
ぐ
、
然
し
明
瞭
な
輸
廓
を
連
ね
て
、
そ
の
盟
主

◎
薦
間
山
の
初
冬
　
　
冠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
六

た

・る
一
高
有
餘
尺
の
槍
ケ
岳
は
、
高
く
天
塞
を
指
し
て
ゐ
る
ｏ

午
後
四
時
、
小
諸
停
車
場
に
着
き
、
上
り
列
車
を
待
ち
受
け
る
、
汽
車
が
遅
れ
て
午
後
五
時
過
に
番
車
し
た
。
明
月

餃
々
ざ
し
て
高
原
を
照
し
、
顧
み
る
こ
浅
間
の
上
に
は
横
雲
が
一
杯
に
績
が
つ
て
ゐ
る
ｏ
碓
永
を
越
え
。
武
蔵
の
不
野

に
出
る
時
分
に
は
杢
は
全
ぐ
曇
つ
て
、
遠
近
に
明
滅
あ
る
燈
火
の
光
り
が
な
つ
か
し
く
思
は
れ
た
。

東
京
か
ら
一
日
午
か
そ
こ
ら
で
、
彼
の
大
火
山
の
浅
間
曲
へ
登
つ
て
家
ら
れ
る
様
な
、
便
利
な
世
の
中
に
生
れ
、
然

も
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
ざ
が
出
来
る
私
は
幸
薦
な
も
の
だ
ざ
思
つ
た
。
私
の
自
然
に
当
す
る
飢
渇
も
大
分
懸
え
た
。
私

の
小
さ
な
噴
火
日
も
常
分
は
鳴
り
を
静
め
る
こ
ざ
だ
ら

，
。
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境

江
州
の
伊
吹
山
は
所
謂
名
山
に
属
す
べ
き
も
の
で
、
高
さ
は
僅
か
千
三
百
七
十
七
米
四
に
過
ぎ
£
が
、
太
古
日
本
武

奪
の
故
事
か
ら
近
く
は
開
ケ
原
戦
役
の
歴
史
的
パ
ツ
ク
に
な
つ
た
か
ら
人
口
に
晴
実
し
て
ゐ
る
ｏ

登
山
口
は
数
ケ
所
あ
る
、
西
の
方
面
か
ら
は
伊
吹
村
の
大
手
寺
、
大
久
保
よ
り
、
市
の
方
面
か
ら
は
春
照
村
の
上
野

爾
高
上
李
寺
よ
り
、
東
の
方
面
か
ら
は
古
屋
よ
り
「
獨
ｂ
北
方
は
山
又
山
で
登
山
路
は
な
い
ゝ
誰
し
も
登
山
者
は
鐵
道

を
利
用
す
る
た
め
最
近
捷
路
の
春
照
上
野
の
南
口
よ
う
登
る
を
可
ざ
す
る
、
開
ケ
原
澤
よ
り
美
濃
路
を
ざ
つ
て
藤
川
を

経
、
寺
林
上
不
寺
よ
り
登
る
よ
り
も
、
写
ろ
二
鐸
先
き
の
近
江
長
岡
騨
に
下
革
す
る
方
が
よ
い
、
況
ん
や
京
都
方
面
か

ら
の
登
山
客
は
長
岡
簿
に
筒
夏
下
車
す
べ
し
で
あ
る
ｏ

自
分
達
は
京
都
大
學
々
友
會
登
山
部
の
一
行
で
今
夏
叡
山
愛
着
の
月
並
も
面
白
く
な
し
こ
の
事
故
、
般
快
な
雲
中
踏

(578)
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破
を
江
州
迄
手
を
延
ば
し
て
伊
吹
山
を
揮
ん
だ
の
で
あ
る
ｏ

二
月
二
十
日
の
午
前
六
時
年
、
同
勢
二
十
八
名
は
武
者
振
し
て
七
條
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
に
集
ま
っ
た
。

雲
中
登
山
ざ
あ
る
の
で
扮
装
は

一
様
で
な
い
、
飛
行
帽
に
ジ
ヤ
ヶ
ツ
で
身
を
固
め
都
市
聯
絡
大
飛
行
を
や
う
さ
う
な

も
の
も
あ
れ
ば
、
軽
快
な
洋
装
に
一
文
の
青
竹
を
持
っ
た
者
も
あ
る
「
流
石
に
和
服
は
な
か
つ
た
が
、
通
學
英
儘
の
靴

穿
さ
の
豪
傑
も
み
る
が
、
大
抵
は
厚
い
観
衣
に
學
生
服
外
套
脚
絆

（若
ぐ
は
筵
ダ
ー
ト
〃
）
草
駐
ざ
い
ふ
チ
ピ
カ
ル
の

も
の
で
あ
る
、
中
に
は
物
々
し
や
バ
ン
ド
堅
く
ス
キ
ー
を
背
負
つ
た
日
本
人
離
れ
を
し
た
張
者
も
ゐ
て
頼
母
し
い
、
開

西
ス
キ
ー
界
を
牛
耳
つ
て
る
中
山
校
長
を
戴
い
た
二
中
の
数
諭
も
臨
時
に
加
は
つ
た
ｏ

凍
雲
低
く
垂
れ
こ
列
念
々
加
は
り
、
繹
前
の
廣
場
は
ぐ
ろ
が
ね
を
敷
い
た
や
う
に
凍
で
つ
い
て
ゐ
る
、
六
花
績
紛
ざ

降
つ
て
来
た
が
暫
く
に
し
て
止
ん
で
し
ま
つ
た
。

「
こ
れ
ぢ
や
あ
江
州
は
雲
だ
な
あ
」
「
伊
吹
山
の
積
雲
果
し
て
何
尺
」
「
絶
頂
進
行
け
る
か
し
ら
」
「俺
だ
け
は
維
頂
ヘ

死
ん
で
も
行
く
ぞ
」
〓
各
自
喋
々
私
語
、
意
氣
沖
天
肩
を
奪
か
し
双
腕
を
撫
し
て
ゐ
る
。
銀
雲
に
彩
ら
れ
た
愛
着
由
は

密
雲
に
牛
腹
を
見
せ
、
新
雲
堆
か
き
懐
か
し
い
叡
山
は
全
容
を
露
は
し
て
吾
等
の
難
事
を
就
す
る
も
の
ヽ
如
く
思
は
怖

た
ｏ汽

車
に
飛
び
乗
る
ざ
車
中
に
ス
キ
ー
客
あ
り
、
御
所
拝
親
だ
博
覧
會
見
物
だ
ざ
有
象
無
象
が
騒
い
で
る
中
で
も
、
山

行
の
士
が
績
々
見
え
る
の
は
嬉
し
い
、
前
日
か
ら
山
麓
に
泊
ま
つ
て
ゐ
る
今
村
氏
、
今
暁
未
明
先
装
し
た
中
山
校
長

一

行
の
メ
キ
ー
隊
に
加
は
る
練
習
客
〓
一
日
見
て
知
っ
た
ｏ

山
科
に
家
る
ざ
ス
白
い
も
の
が
罪
々
ざ
落
ち
て
ゐ
た
が
大
津
で
止
ん
だ
、
琵
琶
湖
を
園
続
す
る
四
明
、
比
良
連
峯
は

全
く
鶴
雲
に
包
ま
れ
、
断
雲
程
に
微
か
に
銀
白
を
輝
か
し
、
い
ざ
推
巌
に
自
分
の
心
胸
に
響
い
た
、
草
津
守
山
野
州
八

幡
、
雄
心
勃
々
の
吾
等
に
は
、
此
汽
車
這
へ
る
が
如
く
遅
い
、
途
迎
す
る
田
畑
廣
衰
十
里
皆
是
自
、
ス
も
や
麟
巴
ざ
散

り
乱
・る
、
其
豪
快
さ
に
一
同
快
哉
を
叫
ん
だ
、
誰
か
い
「
伊
吹
曲
が
見
え
る
」
ざ
怒
鳴
る
こ

′ヾ
夕
′
ヽ
窓
を
開
け
て
ニ

◎
伊
吹
山
雪
中
登
山
　
　
越
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

(579)
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五
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ヨ
キ
′
ヽ
雁
首
を
差
し
出
す
、
前
面
に
営
つ
て
Ｅ
鯨
の
如
く
積
は
つ
て
見
る
か
ら
凄
い
氷
雪
が
、
全
部
覆
ひ
被
さ
り
群

山
を
眸
明
し
て
吾
等
を
近
づ
け
ぬ
威
厳
が
あ
つ
た
ｏ

や
が
て
近
江
長
岡
に
着
く
ざ
ド
ヤ
ノ
ヽ
待
ち
彙
ね
て
飛
下
り
る
時
営
さ
に
九
時
四
十
分
、
谷
村
君
を
ガ
，４
ド
に
し
て

一
行
十
八
人
、
ゾ
マ
／
ヽ
連
が
る
、
改
札
口
を
出
て
獨
木
橋
を
渡
り
田
畦
を
北
に
一
直
線
に
行
く
こ
ざ
数
丁
で
小
丘
が

あ
る
、
残
雲
鮎
々
清
え
や
ら
す
も
う
ガ
ノ
′
ヽ
ざ
噛
つ
て
ゐ
る
意
地
汚
な
し
が
ゐ
る
。
其
庭
を
披
け
て
桑
畑
を
通
る
ざ

藪
丁
で
高
番
の
村
落
に
出
る
、
柳
ケ
瀬
閣
ケ
原
間
の
立
派
な
美
濃
路
を
横
断
し
て
筒
も
北
へ
北
へ
ざ
一
本
道
を
通
る
ざ

又
敷
丁
で
春
照
村
に
入
っ
た
、
こ
ヽ
に
は
ケ
吹
山
登
山
客
の
泊
ま
る
族
人
宿
も
あ
れ
ば
小
學
校
も
、
郵
便
局
も
あ
り

一

通
り
の
用
は
舞
じ
ら
れ
る
、
長
岡
停
車
場
よ
り
約
一
里
、
村
の
淳
朴
な
人
々
は
吾
々
の
一
隊
を
珍
ら
し
げ
に
門
口
に
出

て
見
途
し
て
ゐ
る
、
後
で
聞
け
ば

「
學
生
さ
ん
達
が
こ
の
雲
中
に
登
り
に
行
っ
た
が
本
年
の
和
登
山
で
は
あ
る
し
無
事

に
掃
れ
ば
い
ヽ
が
」
ざ
危
ん
で
心
配
し
て
く
れ
た
さ
う
で
あ
る
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
∩
ｖ

村
の
中
途
か
ら
右
に
折
れ
、
数
丁
雲
白
き
道
を
行
く
ざ
山
麓
の
上
野
村
に
来
る
、
今
迄
は
僅
か
な
残
雲
で
あ
つ
た
が

椰

も
う
草
難
が
喰
ひ
込
む
程
積
つ
て
ゐ
る
ゝ
こ
ヽ
で
登
山
料
ざ
し
て

一
人
前
二
十
餞
宛
か
徴
牧
さ
れ
る
さ
う
で
あ
る
が
、

吾
々
は
こ
の
開
所
を
素
通
り
し
て
三
の
宮
紳
離
の
境
内
に
遅
れ
た
者
を
待
つ
べ
ぐ
休
憩
し
た
、
未
だ
十
時
牛
恐
ろ
し
く

早
く
な
た
も
の
だ
ｏ

億
々
一
合
目
へ
か
ヽ
る
、
峠
に
来
た
時
、
上
か
ら

一
散
に
下
り
て
来
る
大
阪
毎
日
新
聞
記
者
に
會
っ
た
が

「
一
合
目

で
中
山
が
辻
つ
て
る
」
ざ
ま
る
で
弟
子
扱
ひ
に
言
ひ
捨
て
ヽ
去
つ
た
が
、
積
雲
尺
餘
、
主
に
前
維
を
迪
つ
て
峠
通
有
の

電
光
形
に
上
る
、
兎
の
足
跡
か
猿
の
跡
か
ま
さ
か
熊
で
は
な
か
ら
う
、
兎
に
角
獣
類
の
足
跡
が
あ
つ
た
が
吾
々
の
ダ
ガ

コ
の
や
う
な
不
格
好
の
も
の
に
比
べ
る
ど
、
た
ざ
へ
ば
梅
花
敷
輪
情
な
き
風
に
こ
ぼ
れ
落
ち
た
や
ンフ
に
可
憐
に
見
え

た
、
何
時
し
か
村
落
は
脚
下
に
在
り
、
英
昔
矢
叫
び
の
音
血
の
流
れ
、
鏑
を
創
り
屍
を
山
ざ
積
ん
だ
古
戦
場
姉
川
は
、

幾
多
の
悲
劇
を
流
し
て
静
ま
り
返
つ
て
白
布
の
如
く
離
下
さ
れ
る
ｏ



曲脅

こ
れ
か
ら
鯛
目
す
る
こ
こ
ろ

一
面
の
自
妙
、
雲
中
を
街
復
す
る
の
で
あ
る
、
喘
ぎ
ノ
ヽ
差
足
披
足
、
細
長
い
筒
形
の

穴
を
作
り
な
が
ら
、
一
合
目
に
着
ぐ
道
盛
に
メ
キ
ー
隊
が
通ヽ
っ
て
ゐ
る
、
見
渡
す
〓
絶
好
の
シ
ー
フ
エ
″
卜
で
御
師
匠

番
の
中
山
校
長
は
、
杖
を
巧
み
に
操
縦
し
て
快
走
疾
駆
し
て
ゐ
る
の
に
引
さ
か
へ
練
習
中
の
今
村
幸
男
氏
は
、
少
し
辻

ｂ
出
す
ざ
も
う
尻
餅
を
つ
い
て
御
座
る
、
挨
拶
を
交
換
し
二
隊
聯
合
し
大
阪
毎
日
の
乞
ひ
に
任
せ
て
紀
念
の
撮
影
を
す

ス
リ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

破
れ
小
合

（海
披
約
四
百
米
突
）
を
後
に
し
て
十

一
時
元
気
に
出
獲
す
る
、
こ
れ
か
ら
念
々
本
舞
蔓
に
ご
り
か
ヽ
る
、

絶
通
は
吹
雲
に
包
ま
れ
て
見
え
な
い
が
京
都
出
職
の
際
の
札
憂
も
伊
吹
嵐
に
一
揉
み
に
ケ
ン
飛
び
、
日
光
が
嚇
ざ
さ
し

メ
カ
イ
ラ
イ
ン
は
カ
ツ
キ
ざ
天
年
に
引
か
れ
て
ゐ
る
、
併
し
な
が
ら
そ
れ
ざ
忽
ち
白
雲
に
閉
さ
れ
、
今
は
山
も
雲
も
草

も
木
も
小
合
も
皆
具
白
だ
、
人
迄
自
く
な
り
か
ヽ
つ
て
ゐ
る
．
萬
象
を
自
豊
化
し
た
。

自
然
は
、
伊
吹
山
に
色
を
選
ん
で
只
二
つ
の
み
興
へ
た
、
花
に
黒
を
、
書
は
白
を
、
黒
臼
相
争
ふ
暁
夕
は
容
赦
な
い

鴫

巖
寒
を
使
際
し
て
人
間
の
覗
ふ
を
許
さ
な
か
つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

腹
は
、
北
山
時
雨
な
ら
で
深
雲
に
、
爾
の
足
は
理
め
ら
れ
て
捗
ら
鴻
、
だ
ら
ノ
ヽ
登
り
な
の
で
苦
し
く
も
な
い
五
百

五
十
米
突
程
の
二
合
目
に
な
た
が
、
石
標
が
只
首
だ
け
雲
中
か
ら
出
し
て
ゐ
る
、
二
合
目
か
ら
三
合
目
に
か
ヽ
る
間
が

一
寸
急
崚
で
、
・初
め
て
山
ら
し
く
な
る
、
先
の
人
の
足
跡
に
見
営
を
つ
け
て
足
を
運
ば
な
い
ざ
麗
迄
混
入
し
て
し
ま
つ

て
困
難
だ
。

伊
吹
山
ぐ
ら
ゐ
〓
、
高
を
く
ヽ
っ
て
杖
を
持
っ
て
来
な
か
つ
た
自
分
達
二
三
人
は
、
少
々
面
倒
に
な
つ
て
き
た
っ
日

が
キ
ジ
′
ヽ
き
雲
に
反
射
し
て
目
が
痛
い
、
下
を
見
る
ざ
エ
ス
キ
モ
ー
人
種
の
様
な
格
好
で
具
白
な
高
原
を
黒
い
も
の

が
登
動
し
て
ゐ
る
、
一
合
目
の
ス
キ
ー
隊
な
る
こ
ざ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
、
二
三
尺
の
積
雲
だ
か
ら
ク
ツ
ヵ
り
し
て
ゐ

る
こ
す
ぼ
り
ざ
腿
部
迄
入
る
の
で
曳
々
塞
元
氣
を
つ
け
て
軍
維
陣
を
作
つ
て
登
る
。
三
合
目
邊
に
な
る
Ｅ
今
迄
穏
か
だ

つ
た
氣
流
が
一
一愛
し
て
、
東
側
の
谷
間
に
ド
ッ
ざ
吹
き
下
す
山
瓦
に
、
表
面
の
軽
い
雲
は
渦
を
悠
い
て
天
上
し
、
猛
烈

◎
伊
吹
山
雲
中
登
山
　
　
越
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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馬
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に
密
集
廻
韓
し
て
花
叉
の
如
く
狂
つ
て
自
分
達
を
捲
込
ん
だ
、
眼
鏡
は
悠
ち
曇
り
口
耳
に
雲
粉
填
充
し
顔
面
は
ピ
リ
ピ

ソ
し
た
、
狂
風
怒
琥
・初
め
て
の
威
嚇
を
こ
ヽ
で
受
け
た
、
こ
の
難
開
も
豫
期
し
た
こ
ざ
故
軽
ぐ
受
け
流
し
て
筒
踏
込
み

行
く
ざ
、
今
迄
山
腹
し
か
表
は
さ
な
か
っ
た
飢
雲
何
に
驚
ろ
い
て
か
動
格
し
・初
め
、
天
離

一
掃
藍
錠
色
の
大
塞
は
．
プ

ラ
チ
ナ
の
如
く
光
つ
た
自
頭
―
―
そ
れ
は
吾
等
の
極
め
ん
ど
す
る
絶
覇
で
あ
る
―
―
を
包
ん
だ
、
線
業
に
回
ま
る
自
花

こ
そ
最
も
説
覺
を
刺
戦
す
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て
何
ぞ
登
山
隊
は
一
層
元
気
づ
い
た
。

三
合
目
か
ら
四
合
日
は
、
中
休
み
ざ
し
て
比
較
的
平
坦
で
あ
る
か
ら
積
雲
は
甚
だ
し
い
、
此
鹿
で
一初
め
て
吾
等
よ
り

先
登
者
あ
る
の
を
知
つ
た
、
そ
れ
は
二
人
の
跡
が
連
絡
ざ
上
に
向
つ
て
ゐ
る
輸
か
ん
ぢ
き
を
使
っ
て
る
な
ど
囁
き
合
つ

て
ゐ
る
中
に
、
颯
〓
上
塞
よ
り
聾
あ
る
や
粉
雲
の
何
億
萬
分
子
が
突
風
の
た
め
に
宙
に
舞
上
り
、
生
け
る
が
如
く
活
動

し
て
ゐ
る
批
観
は
違
も
雲
中
登
山
で
な
け
れ
ば
床
へ
ぬ
特
構
で
あ
る
、
そ
れ
が
ケ
ロ
ソ
ざ
忘
れ
た
や
う
に
止
ん
で
し
ま

ふ
ぎ
、
思
ひ
が
け
な
く
二
個
の
小
合
を
通
か
に
塑
見
す

る

「
あ
す
こ
が
四
合
目
だ
」
「
蓋
食
は
あ
す
こ
」
ざ
誰
か
い
言

η

ふ
、
併
し
あ
せ
れ
ば
あ
せ
る
程
摘
コ
√ヽ
ヽ
入
つ
て
波
け
な
い
、
只
白
砂
の
如
ぐ
疑
結
し
て
ゐ
る
の
で
ズ
ボ
ン
に
し
み
る

一籐
ヽ

や
う
な
こ
こ
は
な
く
ボ
ロ
′
ヽ
落
ち
て
し
ま
ふ
、
氷
結
す
れ
ば
ヒ
る
し
溶
解
し
か
け
れ
ば
ズ
ブ
濡
れ
に
な
る
し
今
頃
が

丁
度
よ
い
、
小
合
の
前
で
四
五
の
小
動
物
が
動
い
て
ゐ
る
、
猿
！
ざ
叫
ん
だ
も
の
が
あ
つ
た
が
明
か
に
登
山
者
ざ
剣
明

し
た
の
は
其
後
数
分
た
つ
て
ぃ
あ
る
、
馬
鹿
に
疲
勢
し
た
足
を
不
自
然
に
高
く
揚
げ
る
の
が
幸
い
、
歩
度
を
狭
く
し
て

且
片
足
で
全
身
を
支
ふ
る
こ
ざ
常
よ
り
長
い
の
で
、
経
に
は
脚
氣
患
者
の
や
う
に
グ
ル
タ
な
つ
て
来
た
、
皆
胴
切
り
さ

れ
た
や
う
に
上
竿
身
だ
け
雲
の
表
に
出
し
て
漸
や
く
四
合
目
に
到
着
し
た
の
は
十
二
時
、
振
り
返
つ
て
見
る
ざ
白
綿
の

上
に
友
園
を
行
列
さ
せ
た
や
う
に
下
か
ら
や
つ
て
く
る
ｏ

先
客
は
一
足
違
ひ
に
出
姜
し
て
百
尺
程
上
の
雲
崖
を
登
つ
て
ゐ
る
、
帽
子
に
自
線
を
悠
い
て
ゐ
る
の
で

「
オ
ー
イ
三

高
ヵ
ッ
」
ざ
呼
ぶ
Ｅ

「
八
高
だ
」
〓
應
へ
る
、
糠
は
八
高
山
岳
會
の
連
中
だ
ざ
思
つ
て
る
ざ
、「
直
ぐ
来
給
へ
」
〓
元
氣

の
い
ヽ
誘
引
の
聾
が
か
ヽ
る

「
追
付
ぐ
よ
」
ざ
鶏
鵡
返
し
に
言
つ
た
も
の
ヽ
そ
れ
ざ
こ
ろ
で
な
い
、
腹
が
ベ
コ
ノ
ヽ
で



山岳

眩
量
が
し
さ
う
だ
痩
我
慢
も
限
り
が
あ
る
、
小
合
前
に
案
内
者
が
二
人
焚
火
を
し
て
ゐ
た
、
其
正
面
の
板
に

「
御
茶
料

一
人
前
金
五
餞
ざ
」
筆
黒
々
ざ
書
い
て
あ
つ
た
た
め
、
そ
の
原
始
的
な
清
澤
無
垢
な
霊
山
が
急
に
不
二
山
や
御
岳
の
や

う
に
俗
化
し
た
や
う
な
威
じ
が
し
て
休
む
の
が
厭
に
な
つ
た
の
で
、
背
後
の
も
一
つ
上
の
破
れ
小
合
迄
行
つ
て
慾
も
何

も
な
ぐ
雲
の
上
に
グ
ツ
ク
リ
ざ
尻
を
下
ろ
し
、
ざ
る
も
遅
し
ご
舞
営
を
開
い
た
。

今
迄
は
湧
躍
し
て
来
た
の
で
高
象
氷
つ
て
る
此
寒
さ
に
も
流
汗
淋
海
た
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
暫
ら
く
パ
ク
つ
い
て

る
中
に
全
身
ゾ
タ
′
ヽ
し
て
、
足
の
先
は
ち
ぎ
わ
る
や
う
に
痛
い
、
ス
は
絶
え
ず
吹
き
捨
つ
て
高
寒
は
會
群
も
な
く
追

っ
て
水
を
浴
び
せ
ら
れ
る
や
う
だ
、「
ノヾ
ン
や
チ
ー
ス
は
ボ
ロ
′
ヽ
に
凍
つ
て
し
ま
つ
て
タ
ン
グ
は
舌
に
く
っ
ヽ
い
て
痛

ぐ
て
食
へ
な
か
つ
た
」
ざ
辻
村
氏
は
，
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク
登
山
談
に
云
は
れ
た
が
こ
ヽ
で
握
う
飯
を
喫
し
た
時
は
賃
に
冷
た

く
て
堪
ら
な
か
つ
た
、　
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク
ご
伊
吹
の
寒
さ
の
差
は

「
痛
く
て
喰
べ
な
か
つ
た
」
ざ
「
冷
た
く
て
堪
ら
な
か
つ

た
」
の
差
で
あ
ら
，
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

も
う
寒
く
て
居
て
も
立
っ
て
も
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
眺
望
は
何
し
ろ
約
七
百
米
突
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
順
る
い

″ゃ

い
、
西
南
脚
下
に
琵
琶
湖
が
遺
減
な
く
ン
ン
ズ
に
映
る
、
森
々
漫
々
た
る
太
洋
中
一
青
螺
の
浮
ぷ
は
譲
曲
に
名
高
い
竹

生
島
で
例
へ
ば
数
奇
を
こ
ら
し
た
庭
園
の
置
石
に
似
た
り
、
遠
く
自
雲
の
彼
方
労
髯
た
る
は
叡
山
暮
雲
の
連
版
恰
も
吾

等
ざ
高
度
を
競
ふ
が
如
く
給
の
や
ラ
で
あ
つ
た
、
一
同
飯
を
喰
ひ
維
る
や

「
出
姜
し
や
う
」
〓
自
分
は
言
つ
た
、
か
う

し
て
一
時
間
も
憩
ふ
て
る
ざ
、
疲
勢
は
ぐ
る
睡
眠
が
催
ほ
す
寒
冷
は
増
す
凍
傷
を
起
す
ゝ
一
同
も
寒
冷
身
を
裂
く
如
く

一
刻
も
居
堪
れ
す
飛
び
出
し
た
の
は
零
時
二
十
分
。

維
に
本
舞
墓
中
の
本
舞
蔓
に
入
る
の
だ
、
も
う
黒
い
も
の
ざ
い
つ
た
ら
雲
の
底
か
ら
僅
か
に
首
だ
け
盤
げ
て
ゐ
た
灌

木
さ
へ
も
理
没
し
。
只
雲
ま
ぶ
れ
に
な
つ
て
ゐ
る
登
山
隊
の
壼
爾
た
る
の
み
で
あ
る
、
素
よ
り
登
路
は
数
尺
の
下
に
際

れ
て
形
跡
さ
へ
な
く
ゝ
足
跡
を
頼
り
に
喘
ぎ
ノ
ヽ
登
攀
す
る
の
だ
、
四
合
五
合
間
．
西
方
に
営
っ
て
大
き
な
谷
が
日
を

怯
い
て
ゐ
る
の
で
落
ち
込

・
ま
ぬ
や
う
右
手
に
ざ
つ
て
行
く
ざ
果
し
て
第
二
の
難
開
に
遭
過
し
た
、
谷
底
に
ご
つ
ざ
お
め

◎
伊
吹
山
雲
中
登
山
　
　
越
馬
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い
て
吹
込
む
吹
雲
ざ
な
た
ら
物
凄
い
、
自
畑
む
ら
′
ヽ
ご
奔
騰
す
る
如
く
見
る
ざ
ア
ン
ヨ
ざ
言
ふ
間
な
く
包
園
攻
撃
を

受
け
、
横
撲
う
に
雲
粉
は
飛
ん
で
な
て
人
影
を
没
せ
し
め
、
模
糊
ご
し
て
五
里
霧
中
の
設
。
ボ
タ
ン
の
穴
ポ
ケ
ツ
ト
迄

侵
入
し
眼
口
耳
鼻
も
襲
は
れ
ぎ
る
な
ぐ
瞬
時
も
皮
膚
を
県
露
し
て
置
く
こ
ざ
は
出
来
な
い
、
用
意
の
頭
巾
襟
悠
手
袋
は

巌
重
に
緊
縛
し
皆
潜
水
夫
の
や
う
な
形
相
に
な
つ
た
。

併
し
勿
論
降
雲
で
は
な
ぐ
吹
雪
で
あ
る
か
ら
烈
風
さ
へ
息
を
っ
け
ば
却
つ
て
般
快
な
氣
分
に
な
る
、
知
ら
な
い
間
に

六
合
目
邊
に
な
る
ざ
既
に
一
千
米
突
に
及
ぶ
か
ら
頂
上
は
頭
上
に
・鴛
え
、
し
か
も
ス
ロ
ー
プ
は
依
然
ざ
し
て
急
峻
を
加

へ
雲
は
夏
に
深
さ
を
増
す
、　
一
行
は
絶
え
ず
頭
上
通
か
に
子
熊
の
や
う
に
登
つ
て
ゐ
る
八
高
諸
君
ざ
、
オ
ー
イ
タ
ヽ
せ

掛
聾
を
変
換
し
鼓
舞
振
作
し
て
昇
る
、
早
く
絶
頂
に
着
き
た
い
焦
慮
は
、
迂
遠
に
電
光
形
を
つ
く
る
距
離
を
狭
め
て
勝

手
に
行
く
ざ
ス
ポ
リ
腰
迄
埋
ま
る
、
杖
の
な
い
自
分
は
往
々
右
手
左
手
を
杖
の
代
り
に
雪
の
表
面
に
突
い
て
支
へ
棒
に

代
用
す
る
の
で
、
其
度
毎
に
五
指
も
切
れ
血
が
猛
れ
出
す
る
ば
か
う
に
痛
か
つ
た
、
こ
の
深
雲
中
を
草
軽
の
儘
昇
つ
た

↓

も
の
も
あ
つ
た
が
、
金
ぐ
先
導
の
八
高
諸
君
が
輪
か
ん
ぢ
き
を
穿
い
て
路
を
つ
け
て
く
れ
た
お
蔭
で
あ
つ
て
君
微
か
り

“
ヽ

せ
ば
非
常
な
辛
酸
を
害
め
た
ぃ
ら
ラ
ざ
私
か
ら
威
謝
し
た
。

日
本
ア
″
プ
ス
登
山
中
．
例
へ
ば
槍
ケ
岳
針
木
峠
自
馬
岳
の
や
う
な
夏
の
大
雲
田
は
、
雲
が
堅
い
た
め
に
草
難
が
め

ｂ
込
ま
す
歩
き
易
い
が
、
一
歩
毎
に
膝
迄
入
る
新
雲
に
は
一
寸
降
基
す
る
、
同
行
の
伊
吹
君
は
和
各
ス
キ
ー
で
絶
頂
迄

上
つ
た
が
今
日
は
、
ス
キ
ー
に
は
雲
が
堅
過
ぎ
て
危
険
を
威
じ
四
合
目
か
ら
ア
ツ
ク
ラ
肩
に
背
負
込
ん
で
し
ま
つ
た
。

少
し
で
も
体
む
ざ
撻
熱
は
ざ
し
′
ヽ
放
散
し
て
却
つ
て
互
寒
の
毒
牙
に
穿
入
さ
れ
る
か
ら
、
四
合
目
の
中
食
場
か
ら

曳
應
々
々
上
下
相
呼
應
し
て
一
心
に
昇
る
、
絶
頂
は
頭
上
に
あ
る
が
依
然
ざ
し
て
捗
ら
な
い
ｏ

何
時
し
か

「
も
う
九
合
目
に
な
た
」
ざ
歓
聾
が
滉
く
、
海
抜
千
三
百
米
突
餘
之
か
ら
絶
頂
迄
は
殆
ん
ざ
不
地
績
き
九

合
目
の
石
標
に
着
い
た
時
は
ホ
ッ
ト
長
大
息
を
し
た
。

何
た
る
奇
観
！
山
麓
か
ら
今
迄
は
高
大
な
厚
い
綿
の
中
に
重
が
這
つ
て
る
や
う
な
気
が
し
た
が
、
絶
頂
即
ち
九
合
目
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に
な
る
ざ
ゝ
其
綿
は
櫛
で
引
い
た
や
う
に
筋
立
ち
絶
え
間
な
く
吹
き
荒
む
寒
風
の
た
め
、
皆
凍
結
し
て
し
か
も
花
を
つ

け
た
枝
般
を
な
し
て
ゐ
る
其
花
叢
を
踏
み
躙
つ
て
る
気
が
し
た
、
餘
う
ず
ク
ノ
ヽ
今
迄
の
や
う
に
、
足
が
入
ら
な
い
た

め
上
ツ
辻
り
を
し
て
こ
れ
も
歩
き
悪
い
、
二
三
丁
の
間
此
氷
原
を
心
持
登
つ
て
行
く
ざ
途
に
目
指
す
絶
頂
へ
着
い
た
の

は

一
時
牛
で
あ
つ
た
。

絶
通
に
は
吾
等
よ
り
三
大
な
雲
塗
み
れ
の
日
本
武
奪
の
石
像
が
、
巖
然
ざ
高
天
ケ
原
か
ら
天
降
ら
れ
た
如
く
屹
立
せ

ら
れ
い
ざ
諄
々
し
く
奔
せ
ら
れ
た
、
ピ
ュ
ー
ノ
ヽ
Ｅ
全
山
鳴
動
す
る
ば
か
り
の
物
凄
い
唸
り
難
を
立
て
ヽ
山
上
か
ら
振

ひ
落
さ
う
ざ
し
て
ゐ
る
、
指
も
切
れ
鼻
も
耳
も
落
ち
ん
ば
か
り
の
寒
さ
ウ
井
ス
キ
ー
を
崎
つ
て
僅
か
に
膿
温
を
保
つ
。

遅
れ
た
連
中
を
待
ち
合
せ
て
ゐ
た
が
、ま
ご
どヽ
ヽ
し
て
ゐ
る
中
に
は
此
御
紳
像
の
や
シリ
に
凍
り
つ
い
て
し
ま
ふ
の
で
っ

奮
然
雪
中
を
こ
け
つ
韓
び
つ
一
丁
程
東
の
三
角
監
ま
で
行
く
、
三
角
難
は
竿
壊
し
て
雲
に
埋
れ
餘
命
少
な
く
見
え
た
、

光
時
の
高
寒
状
態
の
一
端
を
洩
ら
ず
ざ
、
自
分
の
外
套
は
板
の
や
う
に
こ
わ
ば
っ
て
ま
る
で
銅
像
の
洋
服
の
や
う
に
突

一判

張
つ
て
ゐ
る
ｂ
ボ
タ
ン
が
籍
ら
な
い
の
で
手
袋
を
外
し
た
ら
指
が
興
ッ
赤
に
大
つ
て
末
稽
神
経
は
死
ん
で
自
由
が
利
か

。

な
く
な
つ
た
、
日
に
入
れ
て
一
生
懸
命
に
息
を
吹
シ
か
け
や
ラ
ざ
す
る
ざ
指
に
ノヾ
ノ
ノ
、
営
た
る
も
の
が
あ
る
、
是
な

ん
口
髭
が
一
本
々
々
氷
り
つ
い
て
一
寸
口
を
歪
め
る
ざ
嘘
の
や
う
に
痛
い
、
偉
へ
聞
く
日
露
役
各
季
満
州
封
陣
の
際
歩

晴
の
髭
が
氷
り
つ
き
出
血
し
た
ご
、
恐
ら
ぐ
此
絶
頂
こ
そ
零
識
下
何
度
か
計
る
豫
猫
も
な
か
つ
た
が
満
州
以
上
で
あ
る

の
は
断
言
す
る
ｏ

再
び
御
薄
像
へ
戻
る
ご
先
着
の
八
高
子
ざ
吾
々
の
登
山
隊
の
全
部
集
合
し
て
ゐ
た
の
で
記
念
撮
影
後

一
同
打
ち
揃
っ

て
山
雲
も
苦
笑
じ
海
若
も
驚
か
ん
ば
か
り
の
高
歳
を
三
唱
し
て
京
都
帝
國
大
學
陸
上
運
動
部
ざ
八
高
山
岳
會
を
就
薦
し

合
つ
た
の
は
近
末
の
痛
快
事
で
あ
っ
た
の

眺
陽
亦
豪
快
供
宕
．
脚
下
に
打
ち
伏
す
白
衣
銀
冠
の
諸
山
、右
馬
の
大
湖
は
言
ふ
迄
も
な
く
大
琵
琶
で
、左
顧
脈
々
た

る
連
山
を
隔
て
ヽ
、
指
呼
の
大
海
は
、
紳
風
薫
る
伊
勢
潜
に
相
違
な
く
其
漂
妙
の
限
底
に
映
つ
た
時
は
餘
う
意
外
で
麗
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覺
を
疑
は
せ
た
、
此
絶
大
観
に
ガ
タ
′
ヽ
慄
え
な
が
ら
欣
喜
し
て
ゐ
る
無
髯
の
人
々
が
申
し
合
せ
た
や
ラ
に
二
本
の
氷

柱
を
鼻
下
に
垂
ら
し
て
ゐ
た
の
は
、
滑
稽
を
通
り
越
し
て
事
ろ
悲
惨
の
光
景
で
あ
つ
た
。

か
れ
こ
れ
牛
時
間
も
ゐ
た
の
で
饒
多
全
身
凍
え
、
堪
ら
な
く
な
つ
た
の
で
一
同
飛
出
し
た
午
後
二
時
で
あ
つ
た
、
首

も
手
も
ス
ツ
タ
リ
包
み
、
日
だ
け
キ
ヨ
ロ
つ
か
せ
走
ら
出
す
、
下
ら
ば
元
氣
な
も
の
で
す
ぐ
九
合
目
に
な
た
是
か
ら
五

合
目
迄
稀
有
の
痛
快
な
藝
営
を
演
じ
た
の
は
豫
期
せ
ぬ
ざ
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

そ
れ
は
雪
辻
う
で
あ
る
、
四
十
度
も
あ
る
雲
崖
を
一
直
線
に
急
下
す
る
の
で
、　
一
度
反
動
を
つ
け
て
仰
向
け
に
寝
て

辻
り
出
す
ざ
加
速
度
は
加
速
度
を
増
し
果
は
四
十
器
の
砲
弾
の
や
う
に
す
ツ
ざ
雲
煙
を
奉
げ
除
り
を
生
し
て
ケ
ン
飛
ぶ

早
さ
目
に
も
止
ま
ら
ず
快
走
す
る
、
之
が
若
し
夏
の
日
本
ア
″
プ
ス
大
雲
田
や
う
に
堅
か
つ
た
ら
、
惰
性
止
ま
る
能
は

す
粉
砕
さ
れ
て
し
ま
ふ
が
具
合
い
ヽ
事
に
は
未
だ
柔
か
い
の
で
、
自
由
に
雨
手
双
足
を
雲
中
に
突
つ
込
め
ば
ズ
″
ノ
、

ざ
頚
雲
が
身
膿
を
自
然
に
埋
め
ゝ
勢
ひ
次
第
に
阻
め
ら
れ
勝
手
に
止
ま
る
こ
ざ
が
で
き
る
、
若
し
夫
れ
尻
餅
を
つ
き
雨

（り

手
を
前
に
雨
脚
を
天
に
上
げ
辻
ら
ん
か
一
瞬
二
三
十
間
を
飛
下
し
て
し
ま
ふ
、
一
行
三
十
餘
名
雪
達
磨
の
如
く
一
齊
に

鰤

濠
々
た
る
雲
畑
を
揚
げ
自
珠
を
避
ら
し
銀
波
を
散
ら
す
さ
ま
白
龍
天
塞
よ
う
舞
ひ
下
が
っ
て
来
る
や
う
だ
、
中
に
は
列

を
離
れ
マ
ン
ト
に
く
る
ま
り
園
子
の
如
く
プ
ロ
′
ヽ
韓
が
り
落
ち
目
を
廻
は
し
て
キ
ヨ
ロ
つ
い
て
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

愛
杖
を
手
離
し
ア
ン
ヨ
′
ヽ
ざ
見
る
間
に
針
の
如
ぐ
小
さ
く
な
り
自
身
も
毬
の
如
く
韓
が
ｂ
追
撃
し
て
み
る
も
の
も
あ

る
、
顔
だ
け
雲
中
か
ら
出
し
他
は
全
身
埋
没
し
目
を
バ
チ
タ
リ
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
り
、
数
を
蓋
し
興
耐
に
て
四
合
目

に
つ
い
た
の
は
二
時
年
登
攀
程
の
困
苦
少
し
も
な
く
駈
け
下
り
る
や
う
に
し
て
忽
ち
一
合
目
の
シ
ー
フ
エ
ル
ト
に
着
た

の
は
三
時
で
案
外
早
か
つ
た
、
中
山
氏
一
行
は
最
後
の
努
力
を
集
中
し
て
手
練
鮮
や
か
に
辻
っ
て
ゐ
た
が
吾
々
の
急
韓

直
下
に
比
す
れ
ば
思
ひ
年
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
ヽ
へ
末
る
ざ
、
氣
温
は
高
し
身
を
裂
く
風
な
く
、雲
は
浅
し
人
里
に
近
く
．時
刻
は
早
し
疲
れ
も
懸
え
た
の
で
ゆ
つ

く
う
中
山
氏
の
怪
氣
焔
を
謹
需
し
た
、
傍
に
は
被
目
の
な
い
大
阪
朝
日
の
記
者
は
吾
等
の
下
山
を
待
ち
受
け
て
萬
年
筆



山岳

ざ
原
稿
紙
を
目
の
前
に
つ
き
出
し
た
、
一
合
目
の
峠
を
下
り
か
ヽ
る
こ
綺
麗
な
廣
大
な
銀
山
も
虔
々
剥
げ
落
ち
て
赤
土

色
の
地
が
出
て
家
る
の
で
悲
観
す
る
、
瞬
く
間
に
三
の
宮
棘
蔵
の
境
内
を
過
ぎ
上
野
村
か
ら
春
照
村
田
族
館
に
腰
を
下

ろ
し
た
の
は
四
時
、
伊
吹
村
の
豪
家
な
る
同
行
伊
吹
君
の
好
意
で
名
物
鯉
汁
の
饗
應
を
受
け
た
、
内
臓
迄
凍
つ
た
こ
こ

ろ
へ
沸
々
の
熱
汁
を
吸
つ
た
時
は
五
臓
六
腑
に
泌
み
わ
た
り
其
う
ま
う
又
格
別
で
あ
つ
た
、
夕
餐
を
済
ま
し
長
岡
酵
に

向
つ
た
、道
々
振
り
返
へ
る
こ
夕
塞
に
奪
え
た
る
銀
自
の
山
姿
よ
く
ま
あ
登
れ
た
も
の
こ
思
へ
る
ほ
ぎ
怖
ろ
し
か
つ
た
、

六
時
八
分
の
汽
車
で
八
高
の
諸
君
ざ
東
西
袂
を
別
つ
た
、
伊
吹
登
山
案
内
の
日
解
が
構
内
に
出
て
ゐ
た
の
は
氣
が
利
い

て
ゐ
た
、
高
さ
四
五
四
五
尺
ざ
あ
る
の
は
覺
え
易
い
の
で
未
だ
に
忘
れ
な
い
、
車
中
の
三
時
間
は
几
て
登
山
の
快
氣
情

や
ら
苦
楚
談
で
話
の
花
が
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
ざ
険
い
た
、
京
都
へ
下
り
た
の
は
九
時
十
分
あ
の
底
冷
え
の
す
る
京
都
の

各
の
花
が
蔓
彎
に
入
つ
た
や
う
に
唆
か
ぐ
思
は
れ
た
。

か
ぐ
し
て
伊
吹
山
雲
中
登
山
は
無
事
に
成
功
し
た
、
之
を
要
す
る
に
雲
中
登
山
の
威
想
は
目
新
ら
し
い
新
登
見
も
な

鴫

い
が
大
膿
に
於
て
次
の
路
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
老
婆
心
ま
で
に
蛇
足
を
加
へ
て
筆
を
欄
く
。　
　
　
　
　
　
０

第

一　
十
三
分
の
防
寒
具
。

第
一一　
輸
カ
ン
デ
キ
ざ
特
に
長
い
杖

（但
し
雲
柔
ら
か
き
時
）ｏ

第
三
　
懐
濾
ｂ
興
奮
剤
用
酒
、
魔
法
爆
ｏ

第
四
　
な
る
べ
く
回
隈
な
る
こ
こ
。

第
五
　
長
ぐ
休
ま
ぬ
こ
ざ
。

１
１
‐
口
‥

口
‥
〓
―
・
口
■
０

“
ュ
Ａ
＝
ｖ
ｅ

，
“
ｍ
Ｗ
工
Ｘ
９

，
Ａ
Ｗ
＝
ι

●

▲ｎ
Ｗ
・
お

ｎ
＝
”
・
Ｅ
・
ヨ
ヨ
Ｅ
Ｆ
・
１

，

◎
伊
吹
山
雲
中
登
山
　
　
越
馬

六
五



山番

◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
記
　
　
野
昌

南
湖
大
山
方
面
探
検
記

野

　

　

昌

三

探

検

目

的

「
タ
ロ
コ
」蕃
は
合
歓
山
、
苛
薬
生
山
方
面
及
木
瓜
漢
口
よ
り
花
蓮
港
海
岸
、
三
棧
、「
タ
ッ
キ
リ
」
雨
漢
口
ざ

「
タ
ッ

キ
リ
」
離
並

「
グ
ク
タ
ツ
」
祗
方
面
の
探
検
に
依
り
其
東
ゝ
南
、
西
三
方
面
の
状
勢
を
察
じ
地
理
の
大
様
を
観
測
す
る

を
得
た
る
も
其
の
北
方
殊
に
内

「
タ
ロ
ョ
」
蕃
の
最
奥
た
る

「
ク
ク
サ
イ
」
蕃
の
所
在
は
之
を
知
る
能
は
す
此
地
方
は

深
ぐ
中
央
山
脈
に
入
り
南
湖
大
山
麓
に
位
し
南
潟
蕃
に
接
し
ス

「
シ
ヵ
ャ
ウ
」
蕃
に
近
通
し
漢
頭
蕃
ざ
通
ず
而
し
て
南

潟
蕃
は
操
縦
に
依
て
官
命
に
遵
ひ
近
時

「
タ
コ
ロ
」
蕃
ざ
相
敵
硯
す
る
の
状
に
あ
り
依
て
之
を
用
ひ
て
先
導
せ
じ
め
南

湖
大
山
に
登
り
て
以
て
合
欺
山
及

「
タ
ツ
キ
リ
」
方
面
の
観
測
ざ
連
絡
し
以
て

「
タ
ク
サ
イ
」
蕃
の
地
勢
を
測
日
し
併

せ
て
南
潟
蕃
離
の
配
置
ざ
交
通
路
を
調
査
し
旦

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
鞍
部
よ
り
中
央
山
脈
の
連
列
ざ

「
シ
μ
ピ
ャ
」
山
及
大

覇
尖
山
の
位
置
を
測
定
せ
ん
ざ
す
然
れ
ぎ
も
南
潟
蕃
は
敵
蕃
た
る

「
ク
ロ
コ
」
蕃
を
探
る
に
同
意
す
る
も
自
己
の
Ｅ
域

を
査
察
せ
ら
る
ヽ
は
後
日
討
伐
隊
の
優
入
を
招
く
の
因
ざ
な
る
も
の
こ
し
て
深
く
之
を
恐
れ
吾
人
の
行
動
を
監
脱
す
る

殊
に
巌
な
り
故
に
南
潟
蕃
に
就
て
は
之
を
通
過
の
間
其
の
一
端
を
観
取
し
徒
泰
此
地
域
を
跛
勝
せ
る
警
察
官
吏
に
聴
き

て
其
の
大
賠
を
録
取
す
る
こ
ざ
ヽ
せ
り
ｏ

一
「

探

検

隊

編

成

探
槍
隊
は
左
の
議
員
を
以
て
編
成
せ
り
。

六
六

（Ｘ
）

Ｒ
）

夕」旨
1肇



山岳

蕃
務
本
署

同同同同陸

　

軍

宜

関

醸

歩
兵
大
尉

警

　

説

捜

索

隊
隊

　

長

警

　

部

警

　

部

警

部

補

警

部

補

巡
査
　
十
九
、
蕃
人
眼
勇
　
ニ

以
上
計
　
　
　
三
十
四
名

蕃
人
は
軍
隊
を
恐
る
ヽ
こ
ざ
甚
じ
く

「
ガ
オ
ガ
ン
」
蕃
討
伐
以
来
殊
に
恐
怖
の
念
盛
に
し
て
探
槍
行
動
に
軍
人
の
参

加
す
る
は
次
で
張
勇
な
る
軍
隊
を
誘
致
す
る
も
の
ざ
し
て
之
を
忌
避
す
る
甚
し
き
を
以
て
竹
中
大
尉
は
之
を
蕃
務
本
署

勤
務
警
部
ざ
し
其
の
服
装
を
以
て
入
蕃
す
る
こ
ざ
ヽ
せ
り
ｏ

南
潟
蕃
人
等
が
軍
隊
を
恐
怖
す
る
の
一
例
ざ
し
て
は
南
潟
蕃
就
の
勇
般
な
る
壮
丁
園
を
守
備
隊
ざ
呼
藤
し
軍
隊
の
兵

士
が
妻
帯
せ
さ
る
を
見
て
彼
む
亦
妻
帯
せ
す
其
の
一
度
妻
帯
せ
る
者
に
し
て
之
を
離
別
し
守
備
隊
員
ざ
し
て
剛
勇
を
誇

る
者
さ
へ
あ
り
又
己
の
子
の
勇
猛
を
希
ふ
て

「
ヘ
イ
タ
イ
」
ざ
命
名
し
た
る
者
あ
り
以
て
彼
等
蕃
人
が
軍
隊
の
勇
猛
を

畏
怖
す
る
を
知
る
べ
き
な
り
。

◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
謳
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニハ
七

測 富 技 技 技

具

大 手 手 手 師

金 竹 三 ― 齋 財 野

子 中   藤 津

ユ

嘉 政   武 久 ∵

教 雄 名 名 彦 不 寧

大 村 松 小

L
道 山 本

ロ

仁

請 政 勇 =

観 更 作 雇F

(589)



山岳

◎
南
湖
大
山
方
面
撲
検
記
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

三

探

検

行

動

南
湖
大
山
方
面
の
探
槍
は
大
正
三
年
十
一
月
以
来
宜
蘭
鷹
を
し
て
天
候
蕃
情
を
探
究
し
適
営
の
時
期
を
選
定
せ
し
め

而
し
て

「
タ
ロ
コ
」
蕃
討
伐
開
始
に
先
ち
之
を
質
施
す
べ
き
こ
ざ
ヽ
し
爾
末
期
の
至
る
を
待
ち
た
０
し
も
各
季
は
山
競

積
雪
深
く
且
陰
鬱
の
天
候
相
次
ぎ
目
的
を
達
す
る
に
可
な
ら
ず
加
ふ
る
に
南
潟
蕃
人
は
屋
々
濁
水
漢
城
等
に
出
草
し
兇

悪
を
遅
う
し
蕃
情
良
好
な
ら
ぎ
る
を
以
て
す
宜
蘭
鷹
は
此
間
に
虜
し
て
操
縦
に
力
め
南
蕃
潟
ご

「
ク
ロ
コ
」
蕃
ざ
の
威

情
を
疎
隔
し
漸
次
敵
憮
心
を
挑
獲
し
途
に
大
正
三
年
四
月
十
五
日

「
ピ
ヤ
ハ
タ
」
甦
土
目

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
」
を
宣

蘭
に
招
致
し

「
タ
ロ
コ
」
蕃
討
伐
上
南
湖
大
山
探
槍
賃
施
の
必
要
を
説
き
先
導
警
衛
を
命
じ
た
る
に
漸
く
之
を
快
諾
せ

り
即
直
に
行
動
準
備
を
調
へ
小
官
は
蕃
務
本
署
員
及
竹
中
大
尉
ざ
共
に
四
月
二
十
三
日
墓
北
出
獲
同
日
宜
蘭
著
鷹
長
ご

探
槍
上
の
協
議
を
調
へ
二
十
四
日
探
槍
隊
員

一
同
吹
哩
沙
に
集
合
し
蜜
二
十
五
日
を
以
て
行
動
を
開
始
せ
り
ｏ

之
よ
り
先
南
潟
蕃

「
キ
ン
ヤ
ン
」
祗
土
目

「
ユ
ク
カ
ノ
ロ
ツ
ケ
」
は

「
ク
ム
ク
ヤ
ク
」
祗
土
目
「
ハ
ユ
ン
パ
ナ
」
ざ
共

に
雨
祗
勢
力
者
を
會
し
揚
言
し
て
日
く
日
本
人
の
南
湖
大
山
探
検
は
名
を

「
ク
ロ
コ
」
藩
探
査
に
俄
う
其
の
賃
南
潟
蕃

を
精
査
し
て
軍
隊
を
導
き
我
等
を
討
伐
せ
ん
ざ
す
る
も
の
な
り

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
蔵
の

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
」
等
が
誘
導

す
る
は
誤
れ
る
の
甚
し
き
も
の
な
り
吾
人
は
之
に
封
し
極
力
反
抗
以
て
之
を
阻
止
す
べ
き
な
り
ざ
即
ち
之
を
精
査
す
る

に

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
」
が
此
探
検
饗
導
に
営
て
之
を
自
祗
に
謀
ら
す
獨
♭
其
功
を
檀
に
し
利
を
専
に
す
る
を
嫉
み
己

亦
之
に
参
加
し
功
利
を
分
た
ん
ざ
す
る
の
意
な
る
を
明
に
せ
り
即
ち
別
に
之
を
操
縦
し
て
共
に
饗
導
警
戒
に
営
ら
し
む

る
こ
ざ
ヽ
し
彼
等
喜
て
命
を
本
す
る
に
至
れ
り
ｏ

四
月
二
十
三
日

「
ガ
オ
ガ
ン
」
蕃
「
カ
ラ
ホ
」
甦
に
南
澤
藩
人
六
十
餘
名
木
襲
じ
一
小
甦
六
戸
三
十
餘
名
を
全
滅
せ
し

め
た
り
こ
の
桃
園
鷹
の
報
告
あ
り
及

「
シ
キ
ク
ン
」
祗
蕃
人
の
体
ふ
る
庭
に
依
れ
ば

「
マ
ナ
ク
ヤ
ン
」
甦
蕃
人
は
今
回

の
南
湖
大
山
探
検
は
其
の
質
吾
甦
の
避
難
地
を
探
査
し
打
撃
を
加
へ
ん
ざ
す
る
も
の
な
る
を
以
て
婦
途
探
槍
隊
員
を
要

590)



山岳

撃
し
之
を
全
滅
せ
し
む
べ
し
ご
又

「
マ
ナ
シ
ヤ
ン
」
就
蕃
人
数
名
は

「
タ
ロ
コ
」
審
に
使
し
て
日
本
人
の
探
槍
を
体
へ

協
力
阻
止
す
べ
き
を
以
て
し
又
其
の
般
報
を
南
澤
蕃
の

「
ク
ム
シ
ヤ
ク
」
祗
に
致
し
て
南
澤
藩
人
を
脅
し
其
の
他
諸
種

の
浮
説
流
言
を
放
ち
小
策
を
弄
し
て
南
澤
蕃
人
を
動
か
し
探
槍
行
動
を
妨
ぐ
る
こ
こ
に
力
め
つ
ヽ
あ
り
共
に
深
ぐ
意
に

介
す
べ
き
に
あ
ら
ぎ
る
も
亦
此
行
動
に
封
す
る
一
警
戒
ざ
鴛
す
べ
く
捜
索
隊
は
特
に
細
心
の
注
意
を
以
て
蕃
情
の
愛
化

を
探
査
監
説
し
つ
ヽ
行
動
を
縫
績
す
る
こ
ざ
ヽ
せ
り
。

四
月
二
十
五
日
　
晴
、
気
温
酔
鶴
六
鵬
水
颯
聾
総
度
二
特
篠
震
時
午
痢
轟
鵜
ン
回
却
十
．一計
訊
度

午
前
七
時
颯
哩
沙
獲

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
祗
蕃
人
土
目

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
，■
ヤ
」
以
下
二
十
名
先
導
炎
暑
を
冒
し
濁
水
漢
積

を
遡
り
九
吉
湖
、
日
山
を
経
濁
水
監
督
所
に
書
食
し
烏
帽
子
山
、「
ノン
セ
ア
ン
」
を
経
午
後
六
時
二
十
分

「
ジ
キ
ク
ン
」

擦
難
著
泊
行
程
九
里
十
四
丁
。

四
月

二
十
六
日
　
晴
、
氣
温
特
鶴
短
職

〕
濤
】
″
輪
一緯
軒
称
題
墾

廿
・七
麟
八
午
後
一
時
、
ム
シ
ョ
ア
フ
山

（七
、
六
五
七
ろ

二
十
度

　
　

～９１＞

早
朝
隊
員
全
部
を
召
集
し
捜
索
隊
に
封
し
小
島
捜
索
隊
長
よ
ダ
探
検
に
付
各
自
の
任
務
を
命
令
し
訓
示
を
興
へ
警
戒

ζ‐

及
蕃
人
操
縦
上
特
に
注
意
を
加
ふ
金
子
警
硯
夏
に
厳
密
な
る
訓
論
を
篤
し
日
花
戒
心
萬
難
を
排
し
て
任
務
を
途
行
す
べ

き
を
以
て
す
小
官
は
最
後
に
探
槍
の
目
的
を
説
き
今
や

「
ク
ロ
コ
」
蕃
解
決
の
期
目
睫
の
間
に
迫
り
此
行
成
功
を
得
す

ん
ば
途
に
其
の
期
な
き
に
至
る
べ
き
を
以
て
幾
多
の
危
険
ざ
困
苦
鋏
乏
に
堪
へ
誓
つ
て
成
功
を
斎
し
て
絶
督
閣
下
の
特

命
に
答
へ
以
て
吾
人
の
任
務
を
確
賞
に
貫
徹
す
べ
し
若
し
此
目
的
を
達
せ
ざ
れ
ば
復
た
下
山
の
時
な
き
を
告
自
し
以
て

各
自
の
決
意
を
促
せ
り
。

「
ビ
ヤ
′、
ウ
」
離
蕃
人
七
十
餘
名
昨
二
十
五
日
「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
甦
よ
り

「
シ
キ
タ
ン
」
祗
に
来
著
し
一
行
を
迎
ふ
姦
に

於
て
土
目

「
タ
イ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
」
以
下
九
十
餘
名
を
し
て
先
導
後
衛
行
李
を
負
は
じ
め
一
行
隊
伍
を
整
へ
午
前
七
時
十

分

「
シ
キ
ク
ン
」
擦
難
を
出
獲
し

「
シ
キ
タ
ン
」
趾
を
過
ぎ
其
の
背
後
の
稜
線
を
登
る
坂
路
急
崚
に
し
て
樹
木
密
茂
す

然
れ
ぎ
も
蕃
人
の
通
行
頻
繁
な
る
も
の
ヽ
如
ぐ
通
路
意
外
に
良
好
な
り
九
時
四
十
分
稜
線
上
清
水
の
僅
に
湧
出
す
る
所

◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
謡
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュハ九
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０
南
湖
大
山
方
面
探
検
譴
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

あ
り

「
シ
キ
タ
ン
」
蔵
の
狩
猟
小
屋
十
棟
許
其
の
傍
に
あ
り
又
蕃
人
の
移
植
せ
る
椎
檜
数
十
本
あ
り
一
行
此
庭
に
憩
ひ

十
時
獲
登
る
二
十
分
時
右
方
山
下

「
シ
ジ
ウ
」
漢
（「
シ
キ
タ
ン
」
抜
鮎
南
方
下
に
■
濁
水
漢
に
合
す
る
も
の
）
の
左
岸

に

「
シ
キ
ク
ン
」
甦
の
避
難
地
を
見
る
漢
口
よ
う
漢
に
溜
ふ
て
遡
る
約
二
十
丁
許
又
其
の
市
方
稜
線
を
越
え
て
背
後
の

「
シ
ナ
ツ
コ
ノ
」
漢
に
は

「
マ
ナ
ク
ヤ
ン
」
産
の
避
難
地
あ
り
ざ
云
ふ
夏
に
進
で
登
る
檜
樹
漸
く
多
ぐ
石
楠
の
花
美
な

り
午
後
零
時
二
十
分

「
ム
〃
ロ
ア
ノ
」
山
頂
に
達
す
南
湖
大
山
よ
り
三
星
山
に
連
る
分
水
線
上
に
し
て
標
高
七
ｂ
六
五

七
尺
山
頂
樹
木
焼
け
て
茅
草
低
ぐ
瀦
水
二
あ
り
水
豊
に
し
て
清
ぐ
飲
む
に
足
る
以
て
大
部
隊
の
露
螢
に
適
す
又
展
眸
開

潤
な
り
殊
に
天
氣
晴
朗
に
し
て
満
天
雲
霧
な
ぐ
南
湖
大
山
の
険
山
高
く
饗
え
て
西
に
延
び

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
鞍
部
を
経
て

北

「
ボ
ン
ポ
ン
」
山
よ
り
接
蘭
山
に
連
る
而
し
て

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
鞍
部
の
画
よ
り
西
南
に
折
れ
て

「
ン
ノン
ピ
ヤ
」
山
及

大
覇
尖
山
を
越
し

「
ジ
″
ピ
ヤ
」
山
及
南
湖
大
山
に
は
雲
筒
深
き
を
望
む
又
東
方
に
は
南
澤
蕃
の
諸
山
を
展
眸
す
即
ち

測
目
を
行
ひ
書
食
を
鴛
す
、
午
後

一
時
二
十
分
獲
分
水
線
上
を
東
方
に
行
き
夏
に
東
南
方
に
急
斜
面
を
降
り
二
時
三
十

一勾
″

分

「
キ
ヤ
ン
グ
フ
」
漢
底
に
達
し
三
時
獲
漢
に
溜
ふ
て
下
る
三
時
四
十
五
分
道
右
岸
稜
線
に
登
る
体
む
十
五
分
間
ｏ　
　
０

「
キ
ヤ
ン
グ
フ
」
漢
は
東
に
流
れ
て
爆
布
を
鴛
し
三
星
山
よ
り
な
る

「
タ
イ
ヤ
フ
」
漢
ざ

「
ト
ロ
ツ
キ
フ
」
（岩
下
の

義
）
に
て
合
流
し
湖
水
を
鴛
す
周
回
約
五
丁
此
間
一
里
許
、
之
よ
り

「
モ
ヘ
ン
」
漢
こ
な
り

「
ク
パ
ポ
ー
」
「
夕
″
ダ
ー

フ
」
二
甦
の
間
を
流
れ

「
コ
ー
ゴ
ツ
」
離
の
下
に
至
り
大
濁
水
漢
に
合
す
、
四
時
螢
四
時
二
十
分
稜
線
頂
に
達
し
て
稜

線
上
を
南
方
に
下
る
行
く
十
分
間
許
左
下
方
に
硫
氣
臭
盛
な
り
ゝ
温
泉
湧
出
す
ざ
云
ふ
五
時
三
十
五
分
樹
林
を
脱
し
て

草
野
に
出
づ
元

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
走
の
部
落
あ
り
し
庭
眼
下

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
漢
あ
う
南
湖
大
山
よ
り
出
づ
其
右
岸
段
階
状

の
高
地
に
二
部
あ
り

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
甦
〓
す
下
段
の
部
落
最
大
な
り

「
ピ
ヤ
ハ
タ
」
漢
は
東
南
方
に
流
る
ヽ
二
里
許
り

左
岸
稜
線
の
蔭
に

「
ク
ム
ク
ャ
シ
」
甦

「
キ
ン
ヤ
ン
」
証
を
右
岸
筒
遠
く

「
バ
ボ
ー
カ
イ
カ
イ
」
祗
を
望
む
之
よ
り
急

韓
直
下
六
時
四
十
分

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
漢
底
に
達
す
村
山
警
部
補
以
下

「
ビ
ャ
ハ
ク
」
証
藩
人
全
部
及

「
キ
ン
ヤ
ン
」
趾

土
目

「
ユ
ウ
カ
ン
ロ
ツ
ケ
」
等
多
数
出
で
迎
へ
一
行
を
導
き
午
後
七
時

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
離
藩
務
官
吏
駐
在
所
著
泊
す
行
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程
約
八
里
。

此
夜
金
子
警
現
等
は

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
蔵
土
目

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
」
及

「
キ
ン
ヤ
ン
」
赴
土
目
「
ユ
シ
カ
ン
ロ
ツ
ケ
」

「
タ
ム
シ
ヤ
ク
」
祗
土
日

「
ハ
ユ
ン
バ
ナ
」
等
を
會
し
南
湖
大
山
探
槍
の
先
導
警
衛
方
を
命
じ
途
に
三
祗
よ
う
二
百
餘

名
を
出
し
七
日
分
の
糧
食
を
携
行
し
て
此
任
に
全
ふ
す
べ
き
を
諾
し

「
ユ
ク
カ
ン
ロ
ツ
ケ
」
及

「
ハ
ユ
ン
バ
ナ
」
等
は

明
朝
蹄
就
糧
食
等
を
準
備
し
審
丁
を
率
ゐ
明
後
二
十
八
日
中
に

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
祗
に
集
合
す
る
こ
ざ
ヽ
な
れ
り
姦
に
於

て
探
検
員
は
二
十
七
日
、
二
十
八
日

「
ビ
ヤ
ハ
ウ
」
祗
滞
在
二
十
九
日
早
暁
出
獲
登
山
に
決
定
す
ｏ

四
月
二
十
七
日
　
晴
、
氣
温
竹
鶴
承
職

】
脅
”
”
耐
（約
二
千
駅
一廿
勤
麟
動

午
後
一時

ピ
ヤ
ハ
ウ
祗

二
十
五
度

「
ピ
ヤ
ハ
シ
」
離
滞
在
。

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
赴
の
蕃
人
は
全
部
撃
て
業
を
体
み
洒
を
醍
し
餅
を
鶴
き
筍
を
探
♭
鶏
を
贈
て
一
行
を
欺
待
し
叉
勢
力
者

は
小
官
等
を
家
に
招
き
て
饗
す
蕃
情
至
て
不
静
な
り
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９３

「
ピ
ヤ
”
ク
」
祗
の
老
頭
目

「
ィ
チ
ノ
ｌ
ヵ
ン
」
を
見
る
年
六
十
餘
自
髪
衰
顔
説
力
薄
ぐ
歩
行
亦
自
由
な
ら
ず

「
ク
イ

“

ラ
ン
タ
イ
ャ
」
先
妻
の
父
に
し
て
祗
老
ざ
し
て
勢
力
殊
に
大
に

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
」
の
如
き
常
に
其
の
指
命
を
受
く

其
の
読
に
日
ぐ
南
潟
藩
は

「
ビ
ン
ナ
バ
カ
ン
」
よ
り
南
湖
大
山
を
越
え
「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
其
の
他
の
地
方
に
来
り
猟
し
地
勢

の
優
秀
な
る
を
察
し
十
名
の
勢
力
者
移
住
し
末
り
各
赴
に
分
在
す

「
イ
チ
ノ
ー
カ
ン
」
は

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
証
の
第
四
代

土
目
に
し
て

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
赴
は
第
二
代
土
日
の
名
に
依
て
命
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
営
初

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
漢
左
岸

「
シ
キ
ク
ン
」
赴
よ
り
の
通
路
茅
原
稜
線
上
に
あ
り
て
数
十
年
前
今
の
位
置
に
移
れ
る
も
の
な
り
、
唯
「
ク
ム
シ
ヤ
ク
」

「
バ
ポ
ー
カ
イ
カ
イ
」
二
証
は

「
タ
ク
サ
イ
」
よ
う
移
住
せ
る
も
の
に
し
て
其
系
統
を
異
に
せ
る
も
の
な
り
ざ
云
ふ
。

四
月
二
十
八
日
　
晴
、
氣
温
特
勧
一一職

識
彎
一
”
離
（約
二
十
駅
一た
卦
難

正
午

ビ
ヤ
ハ
ウ
祗
二
十
五
度
八

「
ビ
ヤ
ハ
ウ
」
祗
滞
在
。

「
バ
ボ
ー
カ
イ
カ
イ
」
甦
土
日

「
ウ
イ
ラ
ン
タ
ナ
」
家
り
申
告
し
て
日
ぐ
内
「
タ
ロ
コ
」
蕃

「
シ
イ
′ヾ
ク
」離
土
目

「
オ

◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
記
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
記
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〓

プ
ス
ク
イ
ラ
ン
」
は
日
本
人
が
内

「
タ
ロ
コ
」
蕃
偵
察
の
周
め
に
来
る
を
聞
き
出
卓
し
て
之
を
南
湖
大
山
に
遊
撃
せ
ん

Ｅ
聾
言
し
居
れ
う
故
に
最
も
勇
敢
な
る
批
丁
十
名
を
出
し
て
探
検
隊
を
警
術
す
べ
し
ざ
、
之
を
許
す
ｏ

夕

「
キ
ン
ヤ
ン
」
「
ク
ム
ウ
ヤ
ウ
」
二
祗
蕃
人
約
百
二
十
名

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
祗
に
到
著
す
ｏ

四
月
二
十
九

日

晴

、
特
勧
製
嚇

押
薄

ヨ弓

証

（約
二
十
尺
拝

・七
麟
〓

特
雛
仁
職

「
り
】
″
（約
八
千
尺
）十
た
麟
一

午
前
五
時

「
ピ
ャ
´
ク
」
祗
菱
、
虚
の
西
南
端

「
ビ
ャ
ハ
ウ
」
漢
底
に
下
り
隊
を
整
ふ
隊
員
三
十
四
名
の
外

「
ピ
ャ

ハ
ウ
」
「
キ
ン
ヤ
ン
」
「
ク
ム
ク
ヤ
ツ
」
「
バ
ポ
ー
カ
イ
カ
る
」
四
祗
蕃
人
老
批
婦
女
子
を
併
せ
二
百
七
十
餘
名

「
ウ
イ
ラ
ン

タ
И
ヤ
」「
ユ
ク
カ
ン
ロ
ツ
ケ
」
其
の
長
た
う
午
前
七
時
行
進
を
始
め
漢
を
遡
る
一
隊
瞬
躍
志
氣
旺
盛
な
り
九
時
十
五
分

「
夕
″
―
フ
」
に
到
る
道
之
よ
う
右
に
折
れ
小
枝
漢
に
入
う
傾
斜
漸
く
急
な
♭
此
に
至
る
漢
底
路
は
粘
板
岩
及
石
友
岩

の
韓
石
層
々
粕
重
♭
諸
所
懸
崖
を
鴛
し
苔
蘇
滑
に
し
て
歩
行
甚
困
難
な
り
し
が
一
昨
年
の
大
洪
水
に
破
壊
せ
ら
れ
却
て

不
易
〓
な
う
此
行
難
険
を
威
す
る
少
か
う
し
九
時
五
十
分
漢
奥
絶
壁
下
に
到
る
漢
水
此
庭
よ
り
蓋
ぐ
即
水
を
掬
し
て
書

（旬

食
す
十
時
十
分
ス
稜
し
右
に
崚
坂
を
登
り
稜
線
上
に
達
す
れ
ば
漢
を
隔
て
ヽ
前
方
南
湖
大
山
の
東
峯
奪
え
懸
崖
絶
壁
樹

御

木
英
間
に
繁
茂
し
瀑
布
幾
條
其
大
な
る
も
の
高
数
百
千
尺
奇
勝
云
ふ
べ
か
ら
す
左
に
稜
線
を
登
♭
斜
に
山
斜
面
を
横
断

し
崚
坂
を
登
う
分
水
線
上
に
達
し
絶
壁
頂
の
危
道
を
左
に
進
ん
で

「
ピ
ン
サ
ー
ラ
ン
」
山
に
逮
す
午
後
一
時
十
五
分
な

り
商
湖
大
山
東
峯
の
支
脈
に
し
て

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
漢
ざ
大
濁
水
南
漢
Ｅ
の
分
水
を
鴛
す

一
時
二
十
分
斜
面
を
下
り

一
時

五
十
分
漢
底
に
達
す

「
コ
ツ
コ
ク
」
Ｅ
云
ふ
大
濁
水
南
漢
の
源
頭
に
し
て
南
湖
大
山
の
直
下
に
位
す

「
ピ
ャ
ハ
ウ
」
祗

蕃
”
¨
一
某

ｎ

拗
趙

褻
褥

　

鰤

一
顆

パ

輝

鶏

覇

癬

頂

茅
草
地
に
し
て
展
眸
自
在
な
り
南
方
低
鞍
部
を
隔
て
ヽ
約
十
吉
米
に

「
ク
ク
サ
イ
」
藩
の
耕
作
地
を
見
遠
く
内

「
タ
ロ

コ
」
著
方
面
を
望
み

「
タ
ツ
キ
リ
」
漢
の
流
域
を
窮
ふ
べ
し
十
時
二
十
分
菱
右
に
稜
線
頂
を
見
て
其
の
斜
側
を
登
り
十
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時
四
十
分
南
湖
大
山
頂
直
下
の
不
底
谷

「
プ
ナ
ー
ガ
ン
」
に
達
す
休
憩
書
餐
此
間
露
螢
地
を
選
定
せ
し
め
午
後
零
時
二

十
分
獲
雨
を
胃
し
て
左
方
急
傾
斜
の
漢
谷
岩
石
の
間
を
攀
ぢ
一
時
山
頂
凹
所
に
達
す
瀦
水
池
あ
り
周
園
約
二
丁
水
浅
け

れ
ぎ
も
清
し
即
ち
其
側
に
露
螢
を
構
ふ
此
地
を

「
シ
ー
″
ノ
／
ク
ヤ
ン
」
ざ
藤
す
海
披
約
一
高
千
八
百
尺
雨
時
々
至
り

雲
漸
く
密
に

五
月
一
日

前
日
来
の

し

て晴
、

喉
を
下
ら
す
眠
ら
ん
ざ
欲
し
て
忽
ち
夢
驚
き
絡
花
昏
々
ざ
し
て
途
に
安
眠
す
る
能
は
ず
徒
木
屋
々
高
山
通
に
露
臥
し
高

層
氣
歴
の
憂
に
遭
ひ
た
る
も
未
だ
斯
の
如
き
苦
痛
を
覺
え
ず

一
行
皆
威
を
同
う
せ
♭
而
し
て
気
温
零
度
に
下
う
凍
風
夏

に
寒
を
途
り
蕃
人
の
如
き
殊
に
苦
痛
を
訴
へ
盛
ん
に
火
を
焚
き
僅
に
花
を
徹
せ
り
。

天
明
天
氣
晴
朗
満
杢
一
駐
の
雲
霧
を
見
す
数
喜
奮
躍
急
ぎ
山
透
に
登
る
自
霜
道
を
蔽
ひ
残
雲
蔭
に
積
む
岩
崖
険
阻
呼

崎

吸
促
迫
午
前
六
時
南
湖
大
山
最
高
緒
に
達
す
海
披

一
萬
二
千
四
百
三
十
尺
薪
崖
高
ぐ
懸
り
屹
ざ
し
て
北
蔓
彎
の
中
極
に

⑬

堀
起
す
山
頂
三
座
鼎
足
の
勢
を
鴛
し
て
東
南
西
に
屹
時
し
最
高
覇
は
西
方
に
位
し
南
、
中
央
尖
山

（中
央
山
脈
に
位
し

四
方
鏡
尖
な
る
無
名
岩
山
な
る
を
以
て
形
状
に
依
り
新
に
命
名
せ
り
）
よ
り
畢
藤
山
、
合
歓
山
に
連
り
て
中
央
山
脈
を

篤
し
東
に
延
び
東
峯
を
通
し
て
西
に
曲
り

「
ピ
ャ
ナ
ン
」
鞍
部
に
中
央
山
脈
を
導
く
而
し
て
南
峯
は
東
南

に
走
り

て

「
タ
ツ
キ
ソ
」
漢
日
の
三
角
錐
山
及
清
水
山
に
連
り

「
タ
ツ
キ
ソ
」
大
濁
水
雨
漢
の
分
水
嶺
を
鴛
す
。

東

南ゝ
、西
の
三
峯
相
距
る
一
千
米
許
三
峯
の
會
す
る
所
高
原
状
を
篤
し
て
傾
斜
緩
に
粘
板
岩
の
碑
片
を
以
て
蔽
ひ
其

の
東
峯
ざ
西
峯
の
間
及
西
峯
Ｅ
南
峯
の
間
に
は
一
階
を
下
う
て
夏
に
傾
斜
緩
徐
な
る
不
底
谷
を
篤
し
各
谷
底
幅
百
米
乃

至
二
百
米
長
千
五
百
米
以
上
伸
び
て
急
漢
に
憂
ず
其
の
前
者
は
北
よ
り
西
に
走
う
て

「
シ
カ
ャ
ク
」
甦
に
落
ち
大
甲
漢

さ
な
る
之
を
北
谷
Ｅ
す
後
者
は
即

「
ブ
ナ
ー
ガ
ン
」
の
谷
に
し
て
南
よ
り
東
に
走
ｂ
大
濁
水
南
漢
の
源
頭
を
鴛
す
之
を

南
谷
ざ
す
而
し
て
東
峯
の
東
北
側
及
南
峯
、
西
峯
の
西
側
は
共
に
断
崖
絶
壁
を
籍
し
て
深
漢
ざ
な
り
前
者
は

「
ピ
ヤ
ハ

◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
記
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

る

一
萬
一

シ

ウ

を

所
三
度
八

艶罐
端
州哺
捌暉
載̈
廠
分
ざ
し
て食
慾
不
進
飯



山岳

◎
南
湖
大
山
方
面
探
繊
記
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

ウ
」
漢
及
濁
水
漢
の
源
を
な
し
南
峯
ざ
西
峯
の
間
は

「
タ
ク
サ
イ
」
漢
に
‐
・ノて

「
タ
ツ
キ
ソ
」
漢
の
源
流
西
峯
の
西
側

は
大
甲
漢
の
源
頭
た
り
ｏ

漢
頭
蕃
よ
り

「
ク
ロ
コ
」
蕃
に
通
す
る
蕃
路
は

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
鞍
部
の
上
方
よ
り
中
央
分
水
線
を
登
り
て
北
谷
に
下

り
東
南
二
峯
の
鞍
部
を
越
え
南
谷
に
出
で
南
峯
分
水
嶺
の
下
方
鞍
部
を
経
て

「
タ
ク
サ
イ
」
に
達
す
る
も
の
な
り
ｏ

南
湖
大
山
は
全
山
粘
板
岩
よ
り
成
り
硬
質
砂
岩
に
磁
岩
を
交
９
東
峯
は
粘
板
岩
の
居
面
を
露
し
て
削
立
し
到
底
攀
づ

べ
か
ら
す
西
峯
は
死
々
た
る
岩
石
殊
に
偉
観
を
呈
す
南
峯
は
岩
崖
の
間
綬
松
密
生
し
て
山
透
筒
青
し
北
谷
は
雨
岸
樹
木

少
ぐ
地
勢
亦
瞼
峻
な
ら
す
奇
勝
に
乏
し
ざ
雖
南
谷
即
ち

「
ブ
ナ
ー
ガ
ン
」
は
東
峯
及
南
峯
の
斜
面
岩
崖
削
立
屏
風
の
如

ぐ
之
を
続
ら
し
根
松
、
栂
、
縦
の
類
鬱
ざ
し
て
茂
り
怪
岩
之
ざ
錯
綜
し
岩
角
石
樹
の
美
花
妍
を
競
ひ
枯
木
柱
の
如
く
自

ぐ
維
樹
ぜ
相
交
り
夏
に

一
段
の
景
を
添
ふ
而
し
て
谷
底
に
は
水
涸
れ
て
碑
岩
迂
曲
流
を
鴛
し
自
檜
低
く
這
ひ
綬
松
等
の

妙
趣
ざ
相
侯
て

一
大
庭
園
美
を
鴛
す
而
し
て
山
壁
風
を
通
り
最
も
宿
螢
に
適
す
惜
む
ら
く
は
水
涸
渇
し
其
上
端
僅
に
少

り

量
の
水
を
湛
ふ
る
の
み
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

底
谷
の
奇
勝
に
加
ふ
る
に
最
頂
雄
偉
の
大
観
を
以
て
南
湖
大
山
は
質
に
壷
潜
否
日
本
第

一
の
雄
大
な
る
大
山
ざ
群
す

べ
き
な
り
眸
を
放
て
ば
南
は
通
に
苛
業
主
山
よ
り
東
合
数
山
、
北
合
欺
山
．
畢
藤
山
、
中
央
尖
山
の
中
央
山
脈
の
高
嶺

を
望
み
其
の
東
方
に
は

「
タ
ロ
コ
」
大
山
よ
り
塔
山
に
連
り
又
三
角
錐
山
、
清
水
山
を
眺
め
其
間

「
タ
ツ
キ
ソ
」
漢
の

流
域
を
観
望
し

「
タ
ク
サ
イ
」
著
内

「
タ
ロ
コ
」
蕃
の
著
離
を
瞥
見
す
其
の
北
に
亘
り
て
大
濁
水
漢
城
よ
り
南
澤
蕃
の

領
域
に
及
び
飯
包
笑
山
、
三
星
山
、「
タ
ピ
ヤ
ハ
ン
」
山
を
見
夏
に
大
南
澤
方
面
よ
り
東
海
の
洋
々
た
る
を
遠
望
す
北
は

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
鞍
部
を
過
ぎ
て
中
央
山
脈
は
東
北
に
折
れ
て

「
ボ
ン
ボ
ン
」
山
棲
蘭
山
に
連
り
濁
水
漢
域
よ
う
宜
蘭
平

野
及
大
縛
羨
漢
域
を
見
西
に
椅
り
て
北
に
大
覇
笑
山
其
の
南
に

「
ン
ル
ビ
ャ
」
山
あ
り
曲
下
「
シ
カ
ャ
ク
」
「
サ
ラ
マ
オ
」

藩
を
近
く
指
呼
の
間
に
牧
め
大
甲
漢
の
源
流
を
究
む
而
し
て
夏
に
遠
く
自
狗
大
山
よ
り
守
城
大
山
を
望
み
自
狗
蕃
、
霧

甦
著
及
靖
里
甦
地
方
を
察
す
る
に
足
る
ｏ
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内

「
タ
ロ
コ
」
蕃
よ
り

「
タ
シ
ナ
イ
」
蕃

一
帯
の
地
即
ち

「
タ
ツ
キ
リ
」
漢
奥
の
地
勢
は
漢
日
の
急
崚
絶
壁
なヽ
る
に

似
す
比
較
的
緩
徐
に
し
て
雨
岸
の
山
脚
和
々
緩
に
樹
木
茂
り
著
融
其
間
に
散
難
し
交
通
甚
し
く
困
難
な
ら
ぎ
る
が
如
く

其
の
中
央
山
脈
に
達
す
る
も
ら
即
ち
畢
藤
山
以
北
の
分
水
線
に
達
す
る
も
の
之
を
苛
業
主
山
及
合
欺
山
に
登
る
に
比
す

れ
ば
夏
に
容
易
な
る
が
如
し
又

「
シ
ヵ
ャ
ゥ
」
蕃
は
中
央
失
山
南
方
鞍
部
を
越
え
て

「
タ
ゥ
ナ
イ
」
蕃
ざ
内
「
タ
ロ
コ
」

蕃
の
間
に
出
で
交
通
頻
繁
な
ヶ
ざ
云
ふ
。

山
通
に
止
ま
る
三
時
間
年
充
分
の
観
測
を
行
ひ
探
槍
測
国
の
目
的
を
確
質
に
達
成
し
た
る
を
以
で
山
を
下
り
露
螢
地

に
婦
な
十
時
三
十
分
な
り
之
よ
り
先
山
通
観
測
中
漢
底
に
営
て
二
番
の
銃
聾
を
聞
く

「
タ
ロ
コ
」
蕃
の
登
射
す
る
虎
な

り
ざ
し
て
警
戒
藩
人
は
十
数
螢
を
應
射
せ
り
加
之

「
マ
ナ
ク
ヤ
ン
」
蕃
人
の
通
報
に
依
ヶ

「
タ
ロ
コ
」
蕃
は
探
槍
豚
に

封
し
て
警
戒
を
加
へ
居
る
の
事
賃
あ
ケ
永
ぐ
此
地
に
止
ま
る
は
危
険
の
虞
な
し
ざ
せ
ず
況
ん
や
慨
に
目
的
を
達
せ
る
を

や
即
ち
急
ぎ
露
螢
を
撤
し

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
路
を
踏
査
し
っ
ヽ
蹄
途
に
就
か
ん
ざ
す
案
内
蕃
人
等
往
路
を
取
ら
ん
だ
し
て

‐９７

肯
せ
す
慰
論
百
端
漸
く
に
し
て
諾
す
正
午
出
獲
程
を
急
ぎ
北
谷
に
出
て
中
央
分
水
線
上
に
登
り
西
に
向
て
下
る
右
方
は

＜

懸
崖
絶
壁
を
鴛
し
て
濁
水
漢
谷
ざ
な
り
左
は
急
斜
面
に
依
て

「
シ
ヵ
ャ
ク
」
漢
谷
ざ
な
る
危
道
僅
に
馬
脊
頂
を
通
ず
行

走
殊
に
瞼
難
な
り
此
頃
よ
う
左
即
ち
南
西
方
は
街
晴
天
な
い
し
も
東
北
方
は
雲
霧
深
ぐ
鎮
し
て
窺
ふ
べ
か
ら
ず
行
く
十

餘
丁
に
し
て
左
方
斜
面
側
を
走
る
道
稿
易
な
り
一
里
餘
に
し
て
右
方
針
葉
樹
林
の
急
斜
面
を
下
り

一
里
年
茅
原
の
緩
斜

地
あ
り
其
下
に
小
漢
水
あ
り
て
露
螢
の
豫
定
地
な
う
然
る
に
連
日
の
晴
天
に
水
涸
れ
宿
す
べ
か
ら
ず
即
ち
又
急
ぎ
一
里

年
を
下
り
濁
水
漢
底
に
達
し

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
祗
上
流
約
二
十
丁

「
エ
キ
ジ
ョ
ク
」
漢
合
流
難
に
露
螢
す
午
後
六
時
年
露

螢
地
よ
り
此
庭
に
到
る
約
八
里
之
に
山
通
の
往
復
二
里
を
加
へ
て
約
十
里
一
萬
二
十
五
百
尺
の
高
地
よ
う
四
千
尺
の
漢

底
に
達
す

一
行
困
饉
落
伍
せ
ん
ざ
し
て
僣
に
助
け
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
著
後
直
に
蕃
丁
数
名
を

「
シ
キ
タ
ン
」
擦
職
に

途
り
探
槍
迩
行
の
報
告
を
鴛
す
。

五
月
二
日

曇
、
酔後酔製
書
舞
Ｐ
卵ツ燿幹節報
揃
即特叡紙
一妻
鈍
濃
埋
克
度
三

◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
記
　
　
野
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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◎
南
湖
大
山
方
面
探
検
記
　
　
野
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

午
前
七
時
出
残

「
ピ
ヤ
ナ
ン
」
就
土
目

「
ロ
ミ
ン
ナ
ボ
」
等
途
中
に
な
り
迎
へ
先
導
す
七
時
牛

「
ピ
ヤ
ロ
ン
」
駐
下

の
漢
底
に
達
し
少
憩
専
ら

「
マ
ナ
ク
ヤ
ン
」
赴
に
封
し
警
戒
し
っ
ヽ
徐
行
し

「
マ
ナ
シ
ヤ
ン
」
離
の
避
難
地
た
る
左
方

支
漢

「
ボ
ー
プ
″
」
漢
及
右
方
支
漢

「
ν
ナ
ツ
コ
フ
」
漢
の
地
勢
を
観
察
じ
其
漢
口
に
造
れ
る
漢
底
の
掩
堡
を
見
十
時

三
十
分

「
ジ
キ
タ
ン
」
抜
鷺
に
安
薯
す
行
程
約
二
里
年
。

蕃
務
本
署
長
に
探
槍
成
功
下
山
の
報
告
を
篤
す
民
政
長
官
代
理
よ
り
左
の
電
報
を
領
す
。

南
湖
大
山
方
面
探
槍
隊
は
困
苦
に
堪
へ
瞼
阻
プ
履
ミ
能
ぐ
豫
期
の
目
的
を
達
し
た
り
ざ
の
報
に
接
し
欣
喜
に
堪
へ
す

整
に
貴
官

一
行
の
勢
苦
を
謝
し
且
其
の
成
功
を
就
す
。

依
て
次
の
返
電
を
呈
す
ｏ

探
検
成
功
は
絶
督
閣
下
並
閣
下
御
指
導
の
賜
も
の
に
外
な
ら
す
然
る
に
深
厚
な
る
御
賞
詞
を
蒙
り
汗
顔
の
至
う
に
堪

へ
す
探
検
員
を
代
表
し
謹
で
奔
謝
す
。

此
日

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
甦
蕃
人
末
り
告
ぐ
日
ぐ

「
シ
キ
ク
ン
」
走
蕃
人
等
の
報
に
依
れ
ば
日
本
軍
隊
は
「
タ
ボ
ー
」
漢
よ

り
南
澤
著
に
進
み

「
ピ
ヤ
ハ
ウ
」
「
キ
ン
ヤ
ン
」
等
の
蕃
人
南
湖
大
山
行
動
不
在
に
乗
じ
蕃
甦
を
計
伐
す
べ
し
ざ

「
ヒ
ヤ

ハ
ウ
」
祗
蕃
人
は
驚
怖
家
財
を
負
う
て
山
中
に
避
難
せ
り
ざ
我
案
内
藩
人
等
之
を
聞
き
動
絡
し
蕃
情
騒
然
た
り
即
ち
其

の
虚
妄
を
辮
じ
試
に
濁
水
に
薬
り
其
具
否
を
確
む
べ
し
ご
漸
ぐ
に
し
て
惑
を
解
く
を
得
た
り
要
す
る
に
「
マ
ナ
ク
ヤ
ン
」

「
シ
キ
タ
ン
」
等
の
蕃
人
は
百
方
小
策
を
弄
し
て
我
行
動
を
妨
げ
ん
ざ
す
る
も
の
な
り
若
し
此
浮
説
登
山
以
前
に
行
は

れ
ん
か
或
は
探
槍
行
動
を
中
止
せ
ぎ
る
を
得
ざ
り
し
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
ｏ

五
月
三
日
　
曇
、
朝
雨
特獅一事職漏埒彰″計れ雄度二

年
前
七
時

「
ン
キ
ク
ン
」
擦
鷺
を
螢
せ
ん
ざ
藩
人
間
に
浮
説
百
出
行
を
危
み
行
か
ん
ざ
欲
し
て
ス
止
み
止
ま
ん
ざ
欲

し
て
又
行
き
依
違
決
せ
ず
操
縦
諭
示
漸
ぐ
決
し
其
一
部
三
十
名
許
婦
甦
し
一
行
三
十
四
名
蕃
人
三
百
四
十
五
名
を
従
へ

八
時
出
稜

「
″
モ
ア
ン
」
守
備
小
隊
、
烏
帽
子
山
擦
難
に
寄
り
午
後
二
時

「
ボ
ン
ボ
ン
」
漢
著
泊
行
程
五
里
十
三
町
。

只
）

Ｏ
υ

ど
０
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五
月
四
日
　
曇
、
氣
温
十
六
度
七
ｏ

午
前
七
時
四
十
分

「
ボ
ン
ポ
ン
」
漢
螢
回
山
九
育
湖
を
経
十
時
三
十
分
颯
哩
沙
著
捜
索
隊
員
を
ス
哩
沙
支
鷹
に
集
め

連
日
行
動
の
勢
苦
を
慰
論
じ
探
検
成
功
を
謝
し
解
隊
す
維
て
午
後
三
時
螢
羅
東
を
経
五
時
宜
蘭
著
泊
行
程
九
里
。

五
月
五
日
　
雨
ゝ
宣
蘭
滞
在
宜
蘭
鷹
に
出
頭
探
槍
残
務
を
虜
理
し
南
澤
蕃
事
情
を
調
査
す
。

五
月
六
日
　
曇
。

宣
蘭
を
獲
し
蘇
澤
よ
う
乗
鵬
ｏ

五
月
七
日
　
晴
ｏ

午
前
六
時
基
隆
著
九
時
蹄
府
す
。
四
月
二
十
三
日
出
残
よ
う
正
に
十
五
日
間
五
月
一
日
観
測
終
了
後
天
侯
日
々
不
良

に
し
て
雲
霧
深
く
鎮
し
風
雨
連
日
寒
氣
加
は
り
藩
情
亦
良
好
な
ら
す
若
し
登
山
一
日
を
後
る
れ
ば
到
底
此
効
果
を
牧
む

る
能
は
ざ
り
し
な
ら
ん
具
に
天
蔵
ざ
謂
つ
べ
き
な
り
。

随
従
し
な
れ
る
蕃
人
は
成
功
後
墓
北
観
光
を
許
可
す
る
の
約
な
り
し
が
興
哩
沙
に
至
り
流
言
に
惑
ひ
前
途
を
懸
念
し

引
返
す
者

「
ピ
ャ
ノ、
シ
」
虚
蕃
人
六
十
餘
名
あ
り
て
墓
北
に
随
件
し
卒
り
し
者

「
ざ
ヤ
ハ
ウ
」
祗
六
十
三
名

「
キ
ノ
ャ

ン
」
祗
八
十
八
名

「
キ
ガ
ヤ
ン
」
赴
十
七
名

「
タ
ム
ク
ヤ
ク
」
祗
八
名

「
シ
キ
タ
ン
」
蔵
三
名
計
百
七
十
九
名
な
り
０

ｌ
ｌ

ｌ

日
ｌ

ｌ

ｌ
■
■
Ｖ

Ｔ
Ａ
ｎ
ｕ

ｏ

？
Ｔ
Ⅲ
ｕ
や
０

季
Ａ
Ⅲ
＝

■

●

ｏ
＝
Ｙ
も

ｎ
＝
１
１
１
‥
―
口
Ｅ

Ｄ
ｌ
３

ス
　
　
ウ
″　
　
ィ
　
　
ス
　
　
回
＝
　
　
却
山
　
（
三
）

（千
九
百
十
四
年
七
月
二
十
三
日
―
八
月
一
日
）

辻

村

伊

助

ベ
　
　
ル
　
　
ン
　
（ω
①『Ｆ
）

街
に
は
、
絲
の
小
雨
が
し

，
′
ヽ
降
り
そ
ヽ
い
で
、
ア
プ

ェ
ニ
ュ
ー
の
ス
ゞ
カ
ケ
ノ
キ
の
青
葉
わ
か
葉
、
し
つ
ざ
り

◎
ス
ウ
イ
ス
日
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

Ｑ
υ

Ｑ
）

″
Э



山岳

◎
ス
フ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

濡
れ
た
石
だ
ヽ
み
を
．
行
き
来
の
人
の
靴
音
も
静
か
に
、
ン
イ
ン
コ
ー
ト
で
は
な
ん
だ
か
少
し
膚
寒
む
い
も
の
ヽ
様
子

が
も
先
づ
、
春
の
朝
の
そ
れ
も
若
葉
じ
ぐ
れ
の
暁
け
方
ざ
云
つ
た
調
子
、
七
月
も
年
ば
は
ざ
う
に
過
ぎ
た
、
二
十
四
日

ざ
は
、
ま
る
で
威
じ
が
異
ふ
ｏ
停
車
場
か
ら
プ
ラ
ッ
ツ
ヘ
出
る
ざ
、
需
が
深
く
、
オ
ー
ベ
ν
ラ
ン
ト
の
山
は
も
う
近
い

な
こ
う
な
づ
か
れ
る
ｏ

汽
車
の
中
で
も
停
車
場
で
も
、
博
寛
會
の
び
ら
ば
か
り
で
，
こ
の
分
で
は
ゝ
や
り
切
れ
ま
い
ざ
思
つ
た
が
、
ホ
て
見

れ
ば
、
別
に
心
配
し
た
ほ
ぎ
の
騒
ぎ
で
も
な
い
。
プ
リ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
″
卜
の
二
の
上
に
、
本
立
の
奥
に
白
い
建
物
が
ち

ら
ノ
ヽ
し
て
、
青
、
自
、
赤
ｂ
綺
麗
な
形
を
ざ
り
ま
せ
た
大
旗
小
旗
が
、
風
も
な
い
街
の
う
し
ろ
に
だ
ら
り
ざ
し
た
の

も
ち
ア
ー
ン
の
水
は
線
に
冴
え
て
、
切
つ
た
て
の
崖
は
昔
な
が
ら
の
質
城
に
、
敵
は
も
う
遠
ぐ
落
ち
の
び
た
そ
の
あ
〓

へ
、
朝
が
け
に
乗
り
込
ん
だ
勇
士
の
や
う
に
間
が
ぬ
け
て
み
る
ｏ

迎
へ
に
ホ
て
ゐ
た
ポ
″
ラ
ィ
エ
に
荷
物
を
あ
づ
け
て
、
朝
飯
は
、
自
ら
ブ
ヽ
明
け
に
た
ヽ
き
起
こ
さ
れ
た
國
境
の

′ヾ
り

―
ゼ
″

（”
朋
①Ｆ
）
の
ピ
ュ
フ
ェ
ー
で
、
使
ひ
残
し
た
獨
逸
の
銀
貨
で
、も
う
此
の
夏
は
こ
つ
ち
へ
な
な
い
つ
も
り
だ
か

一ｔ６０
¨

ら
、
絶
仕
舞
に
ぢ
ざ
大
袈
裟
に
詰
め
込
ん
だ
し
、
此
の
天
氣
で
は
、
街
か
ら
今
朝
は
山
は
見
え
す
ぎ
、
大
通
り
を
落
ち

つ
き
は
ら
つ
て
、
雨
の
中
を
ぶ
ら
ｂ
′
ヽ
、
傘
も
さ
ヽ
な
い
で
や
つ
て
く
る
有
り
さ
ま
は
、
我
な
が
ら
勇
ま
し
い
ｏ

第

一
に
限
に
つ
い
た
の
が
登
山
用
具
、
こ
れ
は
場
所
が
ら
な
り
場
合
が
場
合
で
、
欲
し
い
奴
が
大
分
あ
る
が
、
有
り

金
残
ら
ず
は
た
い
て
も
、
限
り
が
な
さ
さ
う
だ
か
ら
素
通
り
に
す
る
ｏ
次
は
書
は
が
き
屋
、
こ
れ
は
金
は
か
ヽ
ら
な
い

が
、
集
め
る
こ
な
る
ざ
か
さ
張
つ
て
、
す
で
に
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
四
百
枚
、
ノ
ノン
ク
ェ
イ
の
五
百
枚
、
べ
″
リ
ン
の
オ
ペ

ラ
も
の
が
三
百
何
十
枚
ゝ
ス
ク
ー
ト
ケ
イ
ス
の
一
つ
は
フ
ィ
″
ム
ご
書
ハ
ガ
キ
で
、
も
の
ヽ
五
貫
目
は
あ
ら
う
ざ
い
ふ

始
末
、
ご
う
せ
べ
″
ン
に
は
三
度
や
三
度
は
婦
つ
て
来
る
つ
も
り
だ
か
ら
、
そ
の
折
り
の
こ
こ
ヽ
し
て
、
こ
ヽ
も
さ
つ

ば
り
ざ
素
見
し
て
通
つ
た
。
洋
服
屋
の
旅
行
服
も
、
さ
し
あ
た
つ
て
用
は
な
し
Ｄ
シ
ュ
ネ
ー
フ
ー
ン
の
帽
子
飾
り
も
、

一
ざ
月
か
ら
出
に
入
る
に
は
、
邪
魔
に
な
る
ば
か
り
で
腹
の
た
し
に
は
な
ら
な
い
ざ
、
槻
て
次
が
本
屋
、
こ
れ
は
ま
づ



山岳

正
面
を
切
つ
て
這
入
り
込
む
、
鼻
眼
鏡
の
お
や
ぢ
が
出
て
来
て
も
何
を
買
ふ
ん
だ
つ
て
顔
を
し
て
ゐ
る
、
さ
あ
店
に
は

這
入
つ
た
が
、
買
ふ
も
の
に
は
ま
だ
腹
案
が
な
い
、
何
れ
に
し
て
も
、地
日
ざ
教
科
書
が
何
に
つ
け
て
も
必
要
だ
か
ら
、

地
日
は
ジ
ー
ク
ノ
リ
ー
ト
の
五
萬
分
の
一
地
形
日
、
フ
ィ
ン
シ
ュ
テ
ラ
１
／
ホ
″
ン
群
山
の
折
り
本
、
オ
ー
ペ
″
ラ
ン

ト
の
有
名
な
山
は
、
残
ら
す
こ
れ
に
合
ま
れ
て
あ
る
０
次
に
・ノ
オ
ド
ゥ
″
パ
ッ
ス
、
こ
れ
に
は
ミ
シ
ャ
ト
ベ
ル
や
モ
ン

フ
ロ
ー
ザ
を
始
め
ざ
し
て
、
マ
ツ
タ
ー
ホ
″
ン
か
ら
ダ
ン
プ
ロ
ン
シ
ュ
に
及
ん
で
ゐ
る
か
ら
、四
千
米
突
を
目
安
に
し
て

も
、　
一
ざ
月
の
山
登
う
に
は
荷
が
勝
ち
す
ぎ
る
、
辣
て
参
考
書
だ
が
、
帯
は
愚
か
、
欅
に
も
な
ら
な
い
本
ば
か
り
で
ヽ

あ
れ
で
も
な
し
是
で
も
な
し
ご
ゝ
や
つ
ざ
捜
が
し
出
し
た
の
が
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ト
で
四
冊
も
の
ヽ
登
山
案
内
、

∪
Ｆ

目

・
∪
諄

ご
―

目
８
ご

３

【お
の露
ビ

①
曜
働
〓
ｏ
ぽ
２
一①
”
Φ
〓

鍵

＞
ご
遇

ュ

ー

ド
く

”
聾

魚
・

ざ

、

も

，

一
つ

は

ス

ウ

ィ

ス
山

岳

會
出
版
の
、
ク
／
ネ
ノン
ア
／
ベ
ン
の
案
内
記
で
、

Ｑ
【多
辞
摯
８
勲
①∽
“
ｏＦ
■
ｏ一Ｎ８
＞
ぼ
８
ｏｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
こ
Ｅ
甲
≧
も
８
』
・目
“
”
露
Ｐ

こ
の
両
方
は
記
事
も
精
し
い
し
、
記
載
ヽ

０１

極
め
て
明
瞭
で
あ
る
ｏ
ボ
ー
μ
の
ガ
イ
ド
プ
ッ
タ
は
日
本
か
ら
通
る
ハ
ヽ
持
ち
廻
つ
て
，
パ
ノン
カ
ン
年
島
を
の
ぞ
い
て

“
・

全
欧
洲
は
云
ふ
に
及
ば
す
、
北
ア
フ
リ
カ
の
旅
行
で
も
、
泊
リ
ノ
ヽ
の
ホ
テ
ノン
の
寝
憂
で
「
暇
さ
へ
あ
れ
ば
繰
り
か
へ

し
て
、
も

，
日
本
へ
透
り
返
し
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
夏
た
め
て
買
ふ
用
は
な
し
、
思
つ
た
よ
り
登
山
案
内
は
な
い
も
の

だ
ｏ

ェ
リ
ヤ

堺
で
，
本
を
か
ヽ
へ
て
四
つ
角
を
左
り
に
曲
る
Ｅ
、宿
の
モ
ン
ピ
ジ
ュ
ー
（〓
８

Ｗ
一８
）
、
フ
ァ
ク
ス
ト
の
歌
に
で
も

あ
り
さ
う
な
、
ホ
テ
″
の
名
前
が
氣
に
入
つ
た
か
ら
、
バ
ー
ゼ
χ
か
ら
電
報
を
か
け
て
置
い
た
が
、
取
つ
て
あ
つ
た
室

も
、
小
綺
麗
な
角
座
敷
で
、
気
持
ち
が
い
ヽ
、
何
を
し
て
ゐ
た
ん
だ
い
っ
て
格
構
で
も
書
は
が
き
用
の
ス
ク
ー
ト
ケ
４

ス
が
、
ポ
″
テ
ィ
エ
は
一
時
間
も
前
に
着
い
た
さ
う
で
、
室
の
具
中
に
ぼ
か
ん
ざ
し
■
ゐ
る
ｏ
取
り
あ
へ
ず
、
寝
起
き

の
ま
ヽ
の
顔
を
洗
つ
て
し
つ
ざ
り
し
た
衣
物
を
着
か
へ
る
ご
間
も
な
く
書
飯
だ
ｏ

酒
の
上
も
あ
る
し
、
汽
車
の
疲
れ
で
ぐ
つ
す
り
書
寝
を
す
る
ｏ
何
し
ろ
ゝ
昨
日
の
午
後
三
時
三
十
三
分
に
伯
林
を
た

◎
ス
ウ
イ
ス
日
議
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



山岳

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
租
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

つ
て
、
い
く
ら
急
行
だ
つ
て
、
エ
ヤ
ノ
ノン
ト
か
ら
フ
ラ
ン
タ
フ
″
卜
、
ア
ム
、
マ
イ
ン
ざ
、
ト
ニ
ー
リ
ン
グ
ン
の
森
を

ぬ
け
て
、
ラ
イ
ン
ガ
ク
を
通
つ
て
、
二
″
ザ
ー
ス
を
素
通
り
に
し
て
、
回
境
の
バ
ー
ゼ
″
で
一
時
間
待
た
さ
れ
て
、
オ

″
ノ
ン
を
通
り
越
し
て
、
さ
て
こ
の
ベ
ノン
ン
だ
か
ら
、
十
八
時
間
の
乗
り
づ
め
で
は
、
ンフ
つ
か
リ
ソ
ー
フ
ァ
に
椅
多
か

か
つ
て
も
、室
が
ご
ろ
′
ヽ
動
ぐ
や
う
な
氣́
が
し
た
ｏ
限
が
さ
め
る
ざ
二
時
少
し
過
ぎ
、
窓
に
小
雨
は
淡
ぐ
か
す
ん
で
、

十
五
分
目
の
時
の
鐘
だ
ら
う
ち
ざ
こ
か
の
會
堂
の
鐘
の
音
も
っ
京
の
寝
ざ
め
を
思
ひ
起
し
て
な
っ
か
し
い
ｃ

べ
″
ン
で
第

一
に
行
ぐ
べ
き
場
所
は
、
タ
ラ
イ
ネ
、
シ
ヤ
ン
ツ
ェ
（壼
①Ｆ
Ｏ
∽
ＯＦ
〓
Ｎ①）
ざ
ア
／
ピ
ネ
ス
、
ム
ゼ
ウ
ム
、

キ
″
ヘ
ン
フ
ェ

ノン
ト
の
橋
の
た
も
ざ
は
、
今
日
は
山
が
見
え
な
い
か
ら
、
明
日
の
こ
ざ
ヽ
し
て
、
ン
イ
ン
コ
ー
ー
に
身

を
か
た
め
る
ご
、
霧
雨
の
中
を
、
氣
持
ち
よ
く
ぬ
れ
な
が
ら
、
ま
た
大
通
り
に
や
つ
て
な
る
ｏ
街
に
出
て
最
・初
に
限
に

つ
く
の
は
、
大
路
の
四
つ
角
に
建
て
ら
れ
た
、
い
ろ
′
ヽ
な
形
の
噴
水
で
あ
る
ｏ
オ
ー
ベ
″
ラ
ン
ト
は
す
で
に
高
原
で
、

ベ
ノン
ン
は
街
を
貫
ぬ
く
ア
ー
ン
の
急
流
を
、
経
壁
の
底
に
臓
下
ろ
し
た
、
丘
の
上
に
築
か
れ
て
あ
る
が
、
水
が
十
三
分

に
街
に
行
き
わ
た
つ
て
を
る
の
は
、
ス
ク
ィ
ス
の
都
の
特
徴
で
あ
ら

，
。
噴
水
の
多
く
は
十
六
世
紀
の
建
造
ざ
云
ふ
が
、

一
つ
た
ヽ
お
も
む
き
の
異
つ
た
、
古
び
た
の
が
、
ざ
れ
を
見
て
も
由
緒
あ
り
げ
に
思
は
れ
る
ｏ
山
岳
會
の
陳
列
場
は
、

フ
イ
セ
ン
ハ
ク
ス
プ
ラ
ッ
ツ
か
ら
、
右
に
曲
つ
た
ツ
ォ
イ
タ
ハ
ウ
ス
、
ガ
ッ
セ
で
、
建
て
も
の
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
み
た
い

に
立
派
で
は
な
い
が
、
千
八
百
七
十
四
年
に
、
高
回
聯
合
郵
便
大
會
が
・初
め
て
開
催
さ
れ
た
ざ
云

‐ふ
、
曰
く
つ
き
の
家

だ
か
ら
、
門
口
に
カ
ン
ト
ン
の
紋
章
を
う
つ
て
、
表
か
ら
の
ぞ
き
込
ん
だ
ば
か
り
で
も
何
ざ
な
く
徹
ぐ
さ
い
。

三
階
に
上
る
ざ
女
が
出
て
卒
た
ｏ
入
場
料
は
五
十
ソ
ン
フ
ィ
ー
ム
、階
段
の
ざ
っ
つ
き
か
ら
す
ぐ
陳
列
場
で
、室
に
入

る
こ
、
第

一
に
イ
ム
フ
ェ
″
卜
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
／
ン
ざ
、
シ
モ
ン
の
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク
群
一峯
‘の
ン
ソ
ー
フ
が
眼
に
つ
く
、

殊
に
マ
ッ
ク
ー
ホ
ノン
ン
の
は
、
塗
り
あ
げ
た
色
の
調
子
が
、
何
ざ
も
云
へ
な
い
威
じ
が
す
る
ｏ
剥
製
の
箱
は
素
敵
に
大

き
な
も
の
で
、
シ
■
モ
ア
の
立
派
な
の
が
三
疋
、
シ
ュ
ネ
ー
フ
ー
ン
に
狐
や
フ
ェ
ン
ー
な
ぎ
は
、
各
毛
ざ
夏
毛
を
わ
け

て
、
山
草
を
あ
し
ら
つ
た
大
き
な
蔓
に
の
せ
て
あ
る
ｏ
地
日
に
ス
ケ
ッ
チ
は
、無
論
の
こ
ざ
壁
一
面
に
か
け
て
あ
る
し
、

（
Ｚ

Ａ
Ｕハ

０
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山』鼠
l門

大
小
の
ン
リ
ー
フ
に
動
植
物
岩
石
の
標
本
か
ら
、
篤
具
、
給
書
、
彫
刻
。
書
や
篤
具
の
大
き
い
の
は
、
博
覧
會
に
出
品

さ
れ
て
、
立
派
な
の
は
少
な
い
が
、　
木
彫
う
に
一
つ
い
ヽ
の
が
あ
つ
た
、
べ
″
タ
ク
リ
ス
タ
″

（”
①置
Ｆ諄
ξ
〓
）
ざ
云

ツ

ン

エ
ル

ク

ふ
題
で
、
水
品
の
周
う
に
、
髯
の
長
い
小
人
が
三
人
か
た
ま
つ
て
、
難
で
割
つ
て
る
置
き
物
で
あ
る
ｏ

登
山
用
具
の
陳
列
室
は
、
ま
あ
一
度
這
入
つ
た
ら
、
一
寸
、
出
ら
れ
ま
い
ざ
思
は
れ
る
く
ら
ゐ
で
、
ロ
ー
プ
に
ア
″

ベ
ン
ジ
ュ
ト
ッ
タ
は
無
論
の
こ
ざ
、
リ
ュ
ッ
タ
ナ
ッ
タ
に
救
命
用
具
、
食
器
、
食
糧
、
何
足
あ
っ
た
か
つ
い
勘
定
も
し

な
か
っ
た
が
、
ネ
イ
〃
ド
プ
ー
ツ
に
カ
ン
ジ
キ
が
棚

一
つ
ぱ
い
に
並
ん
で
、隅
の
方
に
草
軽
が
一
足
、
疲
勢
れ
た
て
い
に

ぶ
ら
下
げ
て
あ
る
。
ロ
ー
プ
ざ
リ
ュ
ッ
サ
ッ
タ
は
、
テ
ィ
ン
ダ
″
博
士
が
フ
イ
ス
ホ
″
ン
の
登
山
に
使
っ
た
ざ
云
ふ
、

頑
固
な
奴
だ
の
、
救
命
用
具
で
は
、
丁
事
に
、
か
つ
ぐ
ば
か
り
に
ズ
ッ
タ
の
指
荷
に
包
ん
だ
、
等
身
大
の
人
形
ま
で
並

べ
て
あ
る
、
縮
帯
の
間
か
ら
蒼
ざ
め
た
顔
を
牛
分
だ
し
て
、
御
前
も
氣
を
つ
け
な
よ
つ
て
云
っ
て
る
や
う
な
の
が
気
持

ち
が
悪
る
い
。
さ
う
プ
ゝ
、
去
年
の
秋
は
、
伯
林
で
、
山
か
ら
落
ち
た
奴
を
村
へ
措
つ
て
り
ぐ
ざ
こ
ろ
を
書
い
た
油
書

を
見
た
が
、
フ
ィ
ロ
ー
ル
の
山
が
書
の
大
部
分
を
占
め
て
、
人
間
の
か
た
ま
り
は
下
の
方
に
小
さ
い
か
ら
、
書
題
は
ち

よ
つ
ざ
氣
に
な
つ
た
が
、
威
じ
は
こ
れ
ほ
ぎ
露
骨
で
は
な
い
、何
も
選
り
に
選
つ
て
、山
の
上
か
ら
落
つ
こ
つ
た
奴
を
書

か
な
い
で
も
、
外
に
書
題
は
澤
山
あ
り
さ
う
な
も
の
だ
が
、
あ
ヽ
や
つ
て
怪
我
を
し
た
こ
こ
ろ
で
さ
へ
、
名
書
の
仲
間

入
う
の
で
き
る
こ
こ
ろ
を
見
る
ざ
、
な
か
′
ヽ
馬
鹿
に
出
来
な
い
、
無
事
に
頂
上
に
辿
う
着
け
ば
、
名
書
は
愚
か
、
何

の
題
に
も
な
る
こ
ざ
だ
ら
う
ざ
い
さ
ヽ
か
氣
が
張
い
。
さ
う
云
へ
ば
、
イ
ム
、
バ
ン
ネ
↓
デ
ヤ
、
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク

（Ｈ日

”
ｐ‥
①
Ｑ
①曜
『
彗
∞庁
〓
）
に
は
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
を
見
物
に
来
た
族
の
男
が
、
ク
ン
グ
ァ
ス
に
落
ち
て
、
や
っ
ご
死
骸
を

引
つ
ば
り
揚
げ
た
瞬
間
の
、
朦
朧
ざ
し
た
篤
具
が
あ
る
が
、
い
く
ら
書
や
篤
具
の
題
に
な
つ
て
も
、
こ
ん
な
指
荷
で
下

ろ
さ
れ
る
の
は
い
や
だ
０
ア
タ
ン
デ
ン
ト
は
、
ア
″
プ
ス
だ
け
で
年
に
何
百
件
ざ
あ
る
し
、
エ
ー
デ
μ
フ
イ
ス
を
探
う

に
い
つ
て
、
下
ら
な
い
山
で
往
生
し
た
り
、
各
の
間
、
村
の
近
所
で
雪
に
埋
っ
た
な
ん
て
の
は
別
に
し
て
も
、
本
式
の

山
登
り
で
死
ぬ
も
の
が
、
山
岳
會
の
年
報
だ
け
で
、
毎
年
八
九
十
人
は
あ
る
ん
だ
か
ら
、
陳
列
品
に
、
御
前
も
氣
を
付

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八́
一

ｎ
０

Ａ
Ｕ

●
０
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◎
ス
ウ
イ
ス
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辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〓

け
な
つ
て
顔
を
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
道
具
は
便
利
か
ざ
う
か
知
ら
な
い
が
、
ま
あ
、
御
厄
介
に
な
る
こ
こ
だ
け
は

御
見
を
蒙
り
た
い
。

高
山
蝶
の
標
本
も
よ
く
そ
ろ
つ
て
ゐ
る
ｏ
山
草
は
措
葉
で
は
餘
り
見
映
え
は
し
な
い
が
、
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
は
生
品

ざ
憂
ら
な
い
し
、
そ

の
外
の
色
の
憂
る
も
の
は
、
篤
具
に
彩
色
し
た
の
が
あ
る
か
ら
よ
イ
分
る
。
ア
／
ベ
ン
ロ
ー
ゼ

（
ヒ

０
８

８
８

¨
り
・Ｆ
ｏ
魚
ｏ
勲
８

摯

８

ぉ
電
話

Ｆ
８

日
）

こ

エ

ン

ツ

イ

ヤ

ン

（
リ

ユ

曽
Ｉ

Φ
８

霊
昌

，
８

昌

Ｆ

）

ざ

、

雪

線

近

く

ま

で

生
え
る
こ
云
ふ
ソ
μ
ダ
ネ
″
一フ
（≧
０８
性
ｏ‥鼻
ｏぎ
Ｆ

ｍ
ｏ〓
３
ｏ】Ｆ
ュ
Ｌ
〓
）
が
、
ま
づ
ア
ル
プ
の
山
草
の
代
表
者
ざ
云
ふ

格
で
あ
る
ｏ

三
時
間
ば
か
り
た
つ
ざ
門
限
で
、
例
の
番
人
が
追
ひ
出
し
に
な
た
、
戸
口
に
そ
な
へ
で
あ
つ
た
名
簿
を
見
る
こ
、
日

本
、
加
賀
正
太
郎
ざ
、
ゴ
シ
ッ
ク
で
無
く
て
は
ざ
て
も
威
じ
の
表
は
れ
な
い
、
不
た
ぐ
云
へ
ば
、
い
か
に
も
山
登
わ
ら

し
い
、
達
筆
に
認
め
て
あ
つ
た
が
、
千
九
百
十
年
の
秋
の
こ
ざ
で
、
ジ
ャ
モ
ニ
ー
の
婦
り
に
寄
つ
た
ん
だ
ら

，
ｏ
日
本

↓

な
ん
か
に
引
つ
こ
ま
な
い
で
、
一
緒
に
な
れ
ば
い
ヽ
の
に
ざ
思
ふ
に
つ
け
て
も
、
な
っ
か
し
い
よ
り
腹
が
立
っ
た
。
裸

一響

で
表
に
出
る
ざ
、
雨
は
上
っ
た
が
雲
は
ま
だ
ざ
ん
よ
り
ご
、
街
の
上
に
垂
れ
か
ヽ
つ
て
、
日
の
永
い
頂
上
だ
が
、
も
う

暮
れ
か
け
た
や
う
に
う
す
晴
ら
い
。

ペ
ー
ン
ン
グ
ラ
ジ
ツ
か
ら
街
を
つ
っ
き
つ
て
一
キ
″
ヘ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
橋
に
出
る
、
雲
は
晴
ら
い
が
、
い
か
に
も
高

原
ら
し
い
ｏ
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク
を
具
ん
中
に
し
て
、
プ
リ
ュ
ー
ム
リ
ス
ア
ル
プ
か
ら
ド
″
デ
ン
ホ
″
ン
ま
で
、
オ
ー
ベ
″

ラ
ン
ト
の
名
の
あ
る
山
で
、
一
萬
尺
を
超
え
た
の
が
、
三
十
三
も
見
え
る
こ
云
ふ
が
、
今
日
は
べ
″
プ
の
薇
が
、
雨
雲

か
ら
惨
じ
み
出
て
み
る
だ
け
で
、
雲
ら
し
い
も
の
は
ま
る
で
見
え
な
い
。

ア
ー
ン
の
急
流
は
、
深
い
崖
の
底
に
渦
を
悠
い
て
、
氷
河
の
水
に
特
有
な
、
そ
れ
を
思
ふ
だ
け
で
も
胸
の
躍
る
自
味

が
ち
な
蒼
色
が
、
Ｓ
字
に
街
を
横
ぎ
っ
て
り
く
。
崖
の
上
は
、
プ
ン
デ
ス
バ
ラ
ス
ト
が
青
葉
の
上
に
屹
え
て
、
タ
ラ
イ

ネ
、
ジ
ヤ
ン
ツ
ェ
の
木
立
の
間
に
、
鐘
塔
の
頂
は
、
雨
雲
に
鯛
れ
さ
う
に
な
つ
て
ゐ
る
ｏ
雲
は
じ
っ
こ
動
か
な
い
。
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流
れ
に
そ
う
て
、
崖
の
上
を
、
ア
ー
ン
、
シ
ェ
ト
ラ
ー
セ
か
ら
ミ
ュ
ジ
ス
タ
ー
の
下
を
通
つ
て
、
川
な
り
に
、
ぐ
る

つ
こ
大
ま
わ
り
に
廻
つ
て
、
大
通
り
に
出
る
ざ
、
刻
の
鐘
が
六
時
を
報
し
て
、
飾
り
た
て
た
雨
側
の
店
に
灯
が
入
る
。

登
山
用
具
、
書
は
が
き
、
洋
服
屋
ざ
、
さ
つ
き
の
店
を
門
並
み
に
の
ぞ
き
な
が
ら
、
ヒ
ノン
ジ
ェ
ン
グ
ラ
ー
ベ
ン
の
ホ
フ

／
に
婦
る
ｏ

晩
餐
は
、
酒
も
登
山
前
だ
か
ら
ひ
か
へ
目
に
し
て
、
室
に
這
入
る
こ
地
同
ざ
教
科
書
を
散
ら
か
し
て
、
い
よ
ノ
ヽ
さ

し
せ
ま
つ
た
計
書
に
取
り
か
ヽ
る
…
…
…
ｏ

散
々
考
へ
た
あ
げ
く
だ
が
、
案
内
記
を
見
る
ざ
、
ま
た
計
蓋
が
ひ
つ
く
り
か
へ
つ
て
、
日
本
に
ゐ
た
時
分
は
，
モ
ン

プ
ロ
ン
、
ユ
ン
タ
ノ
ラ
ク
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
／
ン
の
三
つ
に
登
つ
て
、
あ
ざ
は
一
高
尺
内
外
の
、
餘
ｂ
金
の
か
ヽ
ら
な
い

こ
こ
ろ
で
我
慢
し
や
う
ざ
思
つ
て
ゐ
た
の
が
、
此
の
各
思
ひ
が
け
な
く
一
ざ
月
を
ス
ク
ィ
ス
で
暮
ら
し
て
、
山
登
り
の

見
営
も
相
應
に
つ
く
し
、
ュ
ン
ク
フ
ラ
ク
ざ
メ
ョ
ン
ヒ
も
正
月
の
末
に
登
つ
て
し
ま
つ
て
見
る
ざ
、
つ
い
慾
が
出
て
、　
一町
″

下
ら
な
い
山
を
数
で
こ
な
す
よ
り
は
、
い
っ
そ
大
袈
裟
に
や
っ
っ
け
や
う
か
な
ん
で
、
野
心
も
ま
ん
ざ
ら
起
ら
ぬ
で
も

゛

な
い
、
ア
″
プ
ス
に
幾
座
の
高
山
が
あ
る
か
、
梅
澤
君
み
た
い
な
熱
烈
な
愛
山
家
は
、
一
寸
世
間
に
類
が
少
な
い
ざ
見

え
て
、
ま
だ
山
岳
高
度
表
も
出
版
さ
れ
な
い
や
う
で
、
私
に
は
ま
る
で
見
営
が
つ
か
な
い
が
、
四
千
米
突
を
標
準
に
し

て
数
へ
る
こ
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
附
近
で
見
わ
た
し
た
ざ
こ
ろ
十
一
あ
る
ｏ
ス
ク
ィ
ス
で
は
イ
ク
リ
ャ
の
回
境
を
合
む
ブ

ァ
リ
ス
の
附
近
に
、
よ
く
は
敷
へ
て
も
見
な
か
つ
た
が
、四
千
六
百
三
十
八
米
突
の
モ
ン
テ
．
ロ
ー
ザ
を
始
め
ざ
し
て
、

三
十
ば
か
り
は
見
出
さ
れ
る
ｏ
無
論
、
尾
根
の
突
起
や
、
頂
上
の
一
角
な
ざ
は
別
に
し
た
話
で
、
そ
れ
を
入
れ
た
日
に

は
果
て
し
が
な
い
が
、
そ
れ
等
の
中
に
も
尾
根
づ
た
ひ
に
は
行
か
れ
な
い
の
が
少
な
く
な
い
ｏ
オ
ー
ベ
″
ラ
ン
ト
に
は

全
部
で
九
つ
、
高
さ
の
順
に
書
き
あ
げ
る
こ
．

可
Ｆ
のお
】，
”
】Ｆ
ｏ
〓
ギ
ト
Ю
ｑ
軟
一日
・　
　
＞
】①
雰
ｏげ
Ｆ
ｏ
【ロ

ト
ト
∞
０
一日
・　
　
彎
口
椰
餃
諄

，
Ｆ

ハ
Ｈ
ｏ
ｏ
【り
・

蜜
［０
い
ｏＦ
”
卜
】
ｏ
軟
”“
・　
　
　
Ｑ
【Ｏ
φ∽
∽
ｏＦ
ＨｏｏＦ
Ｆ
ｏ
【●
ヽ
卜
ｏ
∞
ｏ
一日
ｏ　
　
（
平颯
・
可
【Φ“ｏＦ
ｏ
〓Ｆ
ｏ
」●
・
ハ
ｏ
か
０
】ド
・
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◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

Ω
【
・
Φ
【摯
】Ｆ
ｏ
【ロ
ト
〇
ト
メ
ド
・　
　
　
Φ

，
Ｆ

，
Ｓ
けΦ
【”

，
署Ｆ
Ｏ
『５
”
卜
〇
卜
∞
【ｂ
　ヽ
　
　
Ｈ出
口
け０
」
「
一①８
Ｆ
Ｏ
喘ぽ
（３
巨
・
卜
Ｏ
ｐ
Ｏ
』Ｂ
・

だ
か
ら
、
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク
ざ
メ
ョ
ン
ヒ
を
除
い
て
、
七
座
の
高
山
が
残
つ
て
め
る
ｏ
や
う
か
け
た
書
賛
だ
か
ら
、
計
蓋

は
随
分
大
そ
れ
た
も
の
だ
が
、
ま
づ
此
の
残
り
の
四
千
米
突
を
片
つ
ば
し
か
ら
不
ら
げ
て
、
ま
だ
期
節
が
過
ぎ
な
か
つ

た
ら
、
ミ
ン
ャ
ー
ベ
″
の
ド
ー
ム
に
、
ナ
ー
デ
ノン
ホ
″
ン
ざ
毛
ン
フ
、
ロ
ー
ザ
、
暇
が
あ
れ
ば
マ
ッ
タ
ー
ホ
″
ン
ヘ
登
．つ

ネ

ツ
ト
「
ン

ニ
ト

ツ
イ

ツ
ク
「
ヌ

ン
マ

。
シ

ユ
メ

ツ
イ

ー
ル

ト

て

、

氣

が

む

い

た

ら

モ

ン

プ

ロ

ン
だ

が

、
こ

れ

は

此

の

各

ユ

ン

タ

フ

ラ

ン

で

、

ま
Ｚ
①
諄

ざ
ご
ｒ

三

日
①
選

詳
Ｎ
〓
↑て

な

ん

て

、

ガ
イ
ド
の
奴
が
馬
鹿
に
し
て
ゐ
た
し
、
危
険
は
餘
う
な
い
方
だ
か
ら
、
気
が
向
き
さ
う
に
も
思
は
れ
な
い
ｏ

登
山
の
期
節
は
、
こ
の
く
ら
ゐ
の
高
さ
に
な
る
こ
、
雪
線
は
す
つ
ざ
麓
に
な
つ
て
し
ま
ふ
し
、
第

一
、
二
千
米
突
以

ン

ユ
ネ
ー

シ

ユ
ト
ウ
ル
ム

上
の
山
で
は
、
天
氣
が
悪
る
け
れ
ば
い
つ
で
も
吹
　
　
雪
、
で
具
夏
だ
つ
て
各
ざ
同
じ
だ
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
八
月

一
つ
ば
い
ざ
限
ら
れ
て
ゐ
る
、
七
月
も
竿
ば
ま
で
は
、
グ
ソ
ム
ゼ
″
や
グ
ノ
ミ
パ
ッ
ス
の
峠
に
雲
が
あ
る
ぐ
ら
ゐ
で
、

急
な
山
に
は
ざ
て
も
ご
っ
付
け
な
い
ｏ
私
は
別
に
日
数
に
制
限
は
な
し
、
懐
ろ
都
合
さ
へ
満
足
な
ら
、
今
年
の
各
ま
で

の

こ
つ
ち
で
暮
ら
し
て
見
た
い
ん
だ
が
、
山
登
り
の
方
は
時
期
が
あ
る
か
ら
、
さ
う
思
ふ
や
う
に
は
登
れ
ま
い
。
イ
ン
フ

御

／
ラ
ー
ケ
ン
で
落
ち
合
ふ
筈
の
近
藤
茂
吉
君
は
、
倫
敦
か
ら
や
つ
て
来
る
ん
で
、
急
が
し
く
っ
て
′
ヽ
ざ
か
、
何
こ
か

か
ん
ざ
か
膳
裁
の
い
ヽ
事
ば
か
り
並
べ
た
て
ヽ
、
旅
行
は

一
ご
月
限
り
、
九
月

一
日
は
夕
方
ま
で
に
是
非
倫
敦
に
婦
る

ん
だ
な
ん
て
、
几
帳
面
な
こ
ざ
を
し
や
べ
つ
て
ゐ
た
。

ざ
こ
ろ
で
、
旅
行
は
近
藤
君
ざ
一
緒
に
、
八
月

一
っ
ば
い
や
る
こ
こ
に
し
て
、
こ
の
二
十
六
日
に
、
イ
ン
フ
″
ラ
ー

ケ
ン
で
出
會
す
約
束
に
な

つ
て

ゐ
る
。
何
が
さ
て
倫
敦
で
逢
つ
た
こ
き
も
、
先
生
掛
け
引
き
が
う
ま
い
か
ら
、
グ
ラ

ン
井
―

ク
エ

ン
ド

ス
ゴ
ー
か
ら
週
　
末
で
わ
ざ
′
ヽ
や
つ
て
本
た
ざ
云
ム
の
を
思
に
き
せ
た
つ
も
り
で
、時
に
、
僕
は
ご
う
も
急
が
し
く

つ
て
、
登
山
案
内
記
の
頸
つ
引
き
は
ざ
て
も
出
来
や
し
な
い
よ
、
高
事
君
に
一
任
す
る
こ
ざ
に
し
た
の
だ
か
ら
、
ぎ
こ

を
ご
う
通
つ
て
、
山
に
登
ら

，
が
登
る
ま
い
が
、
す
べ
て
君
の
随
意
で
い
ヽ
つ
て
ん
で
、
計
叢
は
一
切
、
人
に
お
っ
っ

け
て
し
ま
つ
た
ｏ
山
で
怪
我
を
し
て
も
知
ら
な
い
よ
っ
て
嚇
か
す
ぎ
、
そ
の
つ
も
り
で
傷
害
保
険
を
つ
け
て
来
た
か
ら
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大
丈
夫
だ
つ
て
、
飲
み
込
ん
だ
も
の
だ
、
傷
害
保
険
を
つ
け
さ
へ
す
れ
ば
、
危
険
は
身
に
及
ば
な
い
ざ
思
つ
て
る
ら
し

い
。
そ
れ
に
遺
言
は
ち
や
ん
ど
金
庫
に
し
ま
つ
て
あ
る
か
ら
、
後
の
心
配
は
少
し
も
な
い
な
ん
て
、
そ
の
用
意
周
到
な

の
に
は

一
驚
を
喫
す
る
に
慣
す
る
ｏ
そ
こ
で
右
の
如
ぐ
、
計
蓋
は

一
切
私
が
引
き

，
け
た
評
に
な
つ
た
ん
だ
が
、
何
ぼ

な
ん
で
も
相
談
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
こ
つ
ち
も
急
が
し
い
し
、
面
倒
く
さ
い
な
か
を
正
面
し
て
、
幾
枚

・も
幾
枚
も
、
折
り
′
ヽ
憂
更
さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
書
い
て
、
ノ
″
ク
ェ
イ
か
ら
途
つ
て
置
い
た
上
、
い
ょ
ノ
ヽ
此
の
二
十

六
日
に
、
イ
ン
テ
／
ラ
ー
ケ
ン
で
會
合
ざ
話
が
き
ま
つ
た
の
だ
ｏ

登
る
山
は
オ
ー
ベ
″
ラ
ン
ト
で
以
上
の
七
っ
、
シ
ァ
リ
ス
の
方
を
加
へ
て
、
四
千
米
突
の
山
岳
を
、
此
の
期
節
に
、

十
は
ざ
ラ
あ
っ
て
も
登
つ
て
し
ま
は

，
、
此
の
次
に
来
る
ざ
云
つ
て
も
、
お
い
そ
れ
ざ
は
行
け
な
い
か
ら
、
何
で
も
か

ん
で
も
こ
の
十
だ
け
は
不
ら
げ
や
ラ
つ
て
ん
で
、
豫
算
に
は
す
で
に
五
千
フ
ラ
ン
を
計
上
し
た
。
次
に
登
路
だ
が
、
グ

リ
ン
デ
ル
フ
″
卜
か
ら
入
る
ざ
す
る
ど
、
最
・初
が
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ノン
ン
で
、
オ
ー
ベ
／
ラ
ン
ト
第

一
の
瞼

山
ざ
云
ふ
の
に

一
寸
氣
が
さ
し
た
か
ら
、
路
順
は
少
し
悪
る
い
が
、
グ
ソ
ム
ゼ

″
、
パ
ッ
ス
か
ら
ロ
ー
ン
の
漢
へ
ぬ
け

て
、

コ
ン
コ
〃
デ
ィ
ヤ
の
小
屋
を
中
心
ざ
し
て
、
比
較
的
薬
な
ノ
ィ
ン
ジ
ェ
タ
ラ
ー
″
ホ
ノン
ン
を
先
き
に
し
て
、
足
な

ら
し
の
上
で
、
大
も
の
に
ざ
つ
付
か
う
か
ざ
も
考
へ
は
じ
め
た
、
が
そ
れ
は
近
藤
君
ざ
相
談
の
上
に
し
や
う
ｏ

書
寝
を
し
た
せ
い
ば
か
り
で
は
な
い
、山
登
り
が
近
づ
ぐ
ざ
、
い
つ
も
の
癖
だ
が
、居
て
も
立
っ
て
も
ゐ
ら
れ
な
く
な

つ
て
、
花
は
落
ち
夕
ヽ
寝
っ
か
れ
な
い
、
い
ろ
ん
な
夢
を
見
て
、
び
っ
く
り
し
て
飛
び
起
き
る
の
は
毎
晩
の
こ
こ
だ
。

今
花
も
會
堂
の
刻
の
鐘
が
、
一
っ
打
ち
、
二
つ
打
つ
て
も
ま
だ
な
か
′
ヽ
限
が
さ
え
て
あ
る
、
Ｅ
思
つ
た
が
、
い
つ
の

間
に
か
ざ
ろ
／ヽ
ヽ
し
た
ざ
見
え
る
。

睡
ら
れ
な
い
ざ
云
つ
て
も
、朝
は
七
時
頃
ま
で
床
に
入
つ
て
ゐ
た
か
ら
、顔
を
洗
ふ
ざ
、
眠
む
け
は
さ
つ
ば
り
ざ
ぎ
こ

メ

ン
子
ネ
ー

か
へ
行
つ
て
、
気
持
は
今
日
の
天
氣
み
た
い
に
は
つ
き
り
し
て
末
る
。
カ
フ
ェ
ー
、
コ
ム
プ
ン
で
朝
飯
が
済
む
こ
、ひ
つ

ち
ら
か
―
′́た
荷
物
を
一
Ｅ
通
り
か
た
づ
け
て
、停
車
場
前
の
プ
ラ
ッ
ツ
か
ら
電
車
に
乗
つ
て
、博
寛
會
の
見
物
に
行
く
。
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街
は
づ
れ
だ
か
ら
、
場
内
は
思
ひ
き
つ
て
廣
ぐ
こ
つ
て
あ
る
が
、
陳
列
場
は
大
し
た
も
の
で
は
な
い
、
然
し
そ
れ
に

就
い
て
は
断
言
は
決
し
て
し
な
い
、何
し
ろ
高
山
植
物
の
陳
列
ざ
、山
岳
會
舘
ざ
、
狩
猥
に
開
す
る
陳
列
場
だ
け
見
て
婦

へ
つ
ち
や
つ
た
ん
だ
か
ら
、
餘
り
文
句
を
云
ふ
資
格
は
な
い
。
山
岳
會
の
出
品
に
、
木
造
の
小

ブ「
ヒ
屋
が
あ
つ
た
が
、

形
も
よ
し
、
東
屋
が
は
り
に
庭
先
き
に
一
つ
欲
し
い
ざ
思
つ
た
ｏ
博
覧
會
が
絡
る
ざ
、
い
づ
れ
ざ
こ
か
へ
持
つ
て
り
ぐ

ん
だ
ら

，
が
、
ぎ
の
山
に
建
て
る
の
か
聞
か
な
か
っ
た
。
場
内
に
は
篤
具
の
い
ヽ
の
が
大
分
あ
る
、
日
本
で
も
か
う
云

ふ
出
品
が
で
き
る
や
う
だ
さ
い
ヽ
が
な
あ
ざ
、
つ
く
ル
ヽ
羨
し
い
。
シ
ー
に
シ
ュ
ソ
ッ
テ
ン
は
、
遊
就
舘
み
た
い
な
氣

が
す
る
、
登
山
服
や
帽
子
に
は
、
着
る
に
は
惜
し
い
や
う
な
の
が
澤
山
あ
る
が
、
あ
ん
な
な
り
で
登
つ
た
日
に
は
、
氣

が
ひ
け
て
思
ひ
切
つ
た
離
れ
業
が
で
き
ま
い
ざ
、
ぎ
う
せ
買
は
な
い
ん
だ
か
ら
冷
か
し
て
通
る
ｏ
狩
猟
舘
の
方
も
非
常

に
面
白
ろ
い
、
シ
ャ
毛
ア
や
ヒ
″
ジ
ュ
の
首
だ
け
剰
製
に
し
た
飾
り
も
の
が
、
場
内
の
壁
一
面
に
並
べ
て
あ
る
ｏ
熊
な

ん
か
も
、
カ
ン
ト
ン
、
べ
〃
ン
の
紋
章
に
す
る
く
ら
ゐ
だ
か
ら
、
昔
は
こ
の
邊
に
も
澤
山
め
た
に
相
違
な
い
が
、
今
で

も
相
應
に
捕
れ
る
こ
見
え
て
、
大
小
〓
り
交
せ
た
剰
製
が
か
な
り
あ
る
ｏ
漁
業
の
方
は
素
通
り
に
し
て
、
御
隣
り
の
美

術
舘
に
入
る
ｏ
山
の
給
が
あ
る
か
ざ
思
つ
た
が
、
た
つ
た
二
三
枚
で
、
印
象
の
残
る
や
う
な
の
は

一
枚
も
な
い
、
そ
れ

か
ら
、
油
書
の
か
な
り
大
き
な
奴
で
、
今
だ
に
評
の
分
ら
な
い
の
が
あ
る
、
何
で
も
男
だ
か
女
だ
か
、
人
間
ら
し
い
の

が
ぶ
っ
倒
れ
て
、
其
の
胴
中
か
ら
、
女
が
飛
び
出
し
て
宙
に
浮
い
て
る
ん
だ
が
、
何
の
つ
も
り
だ
か
見
営
が
つ
か
な

い
、
首
を
ひ
ね
つ
て
立
っ
て
る
こ
、
可
愛
ら
し
い
子
供
を
つ
れ
た
佛
蘭
西
の
女
が
や
つ
て
本
て
、
こ
れ
は
ぎ
う
云
ふ
書

な
ん
で
す
つ
て
聞
か
れ
た
、
質
は
こ
つ
ち
か
ら
聞
き
た
い
く
ら
ゐ
、
何
だ
か
さ
つ
ば
り
分
り
ま
せ
ん
、
今
考
へ
て
る
最

中
で
す
ざ
答
へ
た
ら
、
今
度
は
誰
の
書
で
す
つ
て
聞
い
た
、
一
寸
の
ぞ
く
つ
も
り
で
出
品
目
録
も
買
は
な
い
か
ら
、
作

者
の
名
前
も
同
様
に
見
営
が
つ
か
な
い
。

一
時
頃
に
ホ
フ
″
に
婦
つ
て
来
る
。
書
飯
が
済
む
ざ
、
ボ
ノン
テ
ィ
エ
に
荷
物
を
あ
づ
け
て
、
買
ひ
物
が
て
ら
街
を
ぶ

ら
つ
い
て
、
そ
の
足
で
停
車
場
へ
行
く
、
イ
ン
テ
ル
ラ
ー
タ
ン
行
き
の
獲
草
は
、
二
時
三
十
五
分
、
ミ
ュ
ン
ン
ン
ダ
ン

Ｒ
〉

ＡＵハ
０
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経
由
の
急
行
で
、
こ
の
間
が

一
時
間
ざ
十
分
か
ヽ
る
ｏ

ア
ー

ン
の
鐵
橋
を
渡
る
ざ
、
べ
μ
ン
の
街
は
自
壁
や
石
造
の
建
物
が
、
青
葉
の
上
に
遠
の
い
て
、
線
路
は
、
樅
の
立

ち
木
に
し
き
ら
れ
た
街
道
に
浩
う
て
南
へ
む
か
ふ
ざ
、
廣
ろ
ル
ヽ
せ
し
た
ク
ィ
ラ
ー
フ
ェ
″
卜
の
牧
場
に
な
つ
て
、
青

々
ざ
草
の
茂
つ
た
丘
の
上
に
、
な
つ
か
し
い
ジ
ャ
ン
ー
の
赤
屋
根
が
、
林
檎
か
梨
か
、
く
だ
も
の
ヽ
青
葉
の
中
に
見
え

る
の
が
、
杢
は
柔
か
に
晴
れ
渡
っ
て
、
セ
ザ
ン
ス
の
書
で
も
見
る
や
う
な
氣
が
す
る
ｏ
左
は
、
な
が
′
ヽ
ざ
横
た
は
る

二
の
木
立
で
、
エ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
ざ
限
ら
れ
て
、
南
か
ら
右
手
へ
か
け
て
、
残
雲
の
あ
る
キ
ザ
′
ヽ
に
ひ
ゃ
割
れ
た
岩

山
が
ヽ
ト
ン
ー
ン
の
岸
の
シ
ュ
ト
ッ
タ
ホ
″
ン

（聟
８
夢
〇日
Ｌ
Ｌ
一
Ｆ
）
の
山
脈
だ
か
ら
、
シ
ン
メ
ン
タ
ー
″
は
あ
の

裏
山
の
蔭
に
な
る
ら
し
い
ｏ

汽
車
は
ミ
ュ
ノ
ン
ν
ダ
ン
の
小
さ
な
町
で
一
ざ
息
入
れ
て
、
な
ほ
南
へ
っ
ぃ
く
高
原
を
ま
つ
し
ぐ
ら
に
走
る
ざ
、
シ

一
ト
ッ
タ
ホ
″
ン
の
左
に
並
ん
で
、
ト
ゥ
ー
ン
の
湖
水
の
南
に
屹
え
る
、　
ニ
ー
セ
ン
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
、
頂
に
雲
が
な

一叩

び
い
て
を
る
が
ヽ
カ
ン
デ
ル
タ
‐
ノン
に
落
ざ
す
北
側
の
脅
に
、
残
雪
が
獅
噛
み
つ
い
て
る
の
が
、
手
に
Ｅ
る
や
う
に
見

“
ｒ

え
る
、
麓
は
樅
の
密
林
で
、
そ
の
山
の
裾
ざ
、
高
原
に
は
さ
ま
れ
た
ヽ
ト
ン
‐
ン
の
水
は
ま
だ
見
え
な
い
。

そ
の
う
ち
に
、
左
の
窓
か
ら
、
氷
で
築
き
あ
げ
た
ユ
ン
タ
ノ
ラ
ク
ざ
メ
ョ
ン
ヒ
が
表
は
れ
た
ｏ
乗
客
は
―
―
可
な
り

込
ん
で
、
中
に
は
、
登
山
服
に
身
を
固
め
て
、
ア
″
ベ
ン
シ
ュ
ト
ッ
タ
に
頬
杖
っ
い
た
い
か
め
し
い
の
も
交
じ
つ
て
ゐ

た
が
、
―
―
上

齊
に
左
の
窓
に
か
た
ま
つ
て
、
あ
１
つ
Ｅ
驚
ろ
き
の
聾
が
、
室
の
中
に
涯
ぎ
っ
た
。
賓
際
驚
ろ
く
べ
き

は
そ
の
雲
で
ゝ
各
見
た
こ
き
ざ
少
し
も
憂
ら
な
い
、
ュ
ン
タ
フ
ラ
ク
の
頂
上
の
直
下
に
、
ギ
ー
セ
ン
グ
ン
ッ
チ
ャ
ー
の

ゑ
ぐ
り
取
つ
た
断
崖
の
左
に
は
、
シ
ュ
ネ
ー
ホ
″
ン
の
薄
い
山
陵
が
強
い
午
後
の
日
に
透
き
ざ
ほ
る
か
ざ
思
は
れ
る
、

氷
河
の
右
は
ン
″
べ
〃
ホ
″
ン
、
そ
れ
も
具
つ
自
で
、
黒
い
も
の
は
岩
の
か
け
ら
も
見
営
ら
な
い
、
そ
の
う
ち
に
左
の

端
に
ア
イ
ガ
ー
が
表
は
れ
る
ｏ

こ
の
三
山
Ｅ
ニ
ー
セ
ン
の
間
に
は
、
む
く
夕
ヽ
し
た
雲
が
湧
き
上
つ
て
、
ブ
リ
ュ
ー
ム
ソ
ス
ア
″
プ
の
群
山
は
、
山
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頂
の
氷
が
、
キ
ラ
リ
ま
つ
し
ろ
な
雲
の
上
に
光
つ
た
い
け
で
、
ま
も
な
く
際
さ
れ
て
し
ま
つ
た
ｏ
湖
水
か
ら
流
れ
落
ち

る
、
ア
ー
ン
の
急
流
を
渡
る
ざ
、
グ
リ
ュ
ー
シ
ス
ベ
ル
グ
の
森
の
麓
に
、
遠
く
ト
ッ
ー
ン
の
城
が
望
ま
れ
る
ｏ

ハ
イ
ム
ベ
″
夕
の
裾
を
廻
る
ざ
、
町
は
次
第
に
窓
に
近
づ
い
て
、
三
山
は
木
立
の
蔭
に
か
く
れ
て
し
ま
ふ
ｏ
五
分
停

車
で
す
ぐ
次
の
ジ
ェ
ッ
ツ
ソ
グ
ン

（“
ｏげ
①■
置
８
）

に
行
く
、
こ
ヽ
は
湖
水
の
は
づ
れ
で
、
イ
ン
フ
″
ラ
ー
ケ
ン
ま
で

は
水
に
浮
ん
で
も
行
か
れ
る
か
ら
、
乗
客
の
大
牛
は
降
り
て
し
ま
つ
て
、
あ
ざ
は
、
大
分
静
か
に
な
つ
た
。
汽
車
は
湖

水
を
西
か
ら
南
へ
廻
り
は
じ
め
る
、
シ
ュ
ト
ッ
タ
ホ
／
ン
は
も
う
頭
の
上
に
な
つ
て
、
岩
ば
か
り
の
尾
根
が
左
に
蓋
き

た
ざ
こ
ろ
に
、
シ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
落
ち
口
が
あ
る
、
左
の
方
は
ひ
ろ
ハ
ヽ
ざ
見
わ
た
す
水
の
上
に
、
三
山
熟
発
句
頂

だ
け
が
前
山
の
上
に
見
え
る
だ
け
で
、
そ
の
左
に
は
失
つ
た
グ
ロ
ー
ス
ン
ュ
ン
ッ
タ
ホ
／
ン
の
山
頂
に
、
白
い
鮎
が
ニ

っ
見
え
る
が
、
二
Ｚ
の
自
鳩

（口
①
Ｎ
ヨ
①【く
①一譲
８
日
諄多
ｏぎ
こ

が
そ
れ
で
あ
る
０
ト
レ
ー
ン
の
水
は
蒼
く
澄
ん
で
、
北

側
か
ら
湖
水
の
年
面
に
の
し
か
ヽ
つ
た
ベ
ヤ
ラ
ン
ベ
″
ク
の
絶
壁
に
は
、
夏
草
か
、
線
は
岩
の
間
に
ま
だ
ら
に
見
え
る

が
、
さ
す
が
に
も
う
残
雲
は
な
い
。

が
、
こ
の
目
ざ
ま
し
い
景
色
は
、
ま
も
な
く
ア
ク
セ
″
ベ
ノン
ク
の
蔭
に
か
く
れ
て
、
右
側
の
窓
に
は

ニ
ー
セ
ン
の
薇

が
、
汽
車
に
す
れ
′
ヽ
に
な
る
く
ら
ゐ
近
く
、
左
に
は
丘
の
下
に
ひ
ろ
ハ
ゝ
ざ
見
を
ろ
す
草
原
の
ポ
ブ
ラ
の
果
で
に
展

げ
ら
れ
た
０
湖
水
の
北
を
か
ぎ
る
山
ふ
ざ
こ
ろ
に
「
オ
ー
ベ
ル
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
村
が
、
小
さ
く
夕
ヽ
望
ま
れ
る
ｏ
丘
は

線
に
覆
は
れ
て
、
そ
の
う
し
ろ
に
黒
木
の
森
の
、
山
ま
た
山
の
あ
な
た
が
エ
ン
メ
ン
タ

フー
レ
狂
つ
ゃ
↑
ら
し
い
。

ツ
ュ
ピ
ー
ッ
を
過
ぎ
る
こ
、
も
う
二
十
分
で
、
ア
ー
ベ
ン
ト
ベ
ル
タ
の
樅
の
本
立
も
、
鮮
な
若
芽
が
前
え
て
、
そ
こ

に
日
ま
れ
た
野
や
畑
も
、
各
来
た
時
ざ
は
ま
る
で
国
が
異
っ
た
や
ラ
だ
ｏ
湖
水
は
だ
ん
′
ヽ
狭
↑
な
つ
て
、
ベ
ヤ
ノ
ン

ペ
″
ク
の
麓
に
は
、
絶
壁
の
間
に
、
大
爆
小
瀧
が
絲
を
瓢
し
て
か
ヽ
つ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
そ
の
頂
か
ら
、
ハ
″
デ
ル
に

曳
ぐ
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
は
、
線
の
原
に
赤
屋
根
の
村
が
の
ぞ
ま
れ
る
ｏ

か
う
し
て
再
、
イ
ン
テ
″
ラ
ー
ケ
ン
に
婦
つ
て
来
た
の
が
午
後
の
四
時
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
飛
び
下
り
る
ぎ
、

∩
）

■
４

Ａ
ｖ
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人
込
み
の
中
に
、
に
こ
ノ
ヽ
し
て
、
例
の
氣
の
披
け
た
ポ
″
・ノ
ィ
エ
が
待
っ
て
ゐ
た
、
荷
物
を
持
た
せ
て
べ
″
ネ
″
ホ

ー
フ
に
入
る
ｏ

イ
ン
テ
ル
ラ
ー
タ
ン
の
五
日

先
き
程
電
報
を
戴
き
ま
し
て
、
丁
度
表
三
階
が
あ
い
て
を
り
ま
す
か
ら
つ
て
ん
で
、
族
の
宿
屋
も
御
な
し
み
に
な
る

シ

ン
ぷ
ル

ざ
氣
持
ち
が
い
ヽ
も
ん
だ
。
香
水
の
象
徴
み
た
い
な
細
君
が
出
て
家
て
、
お
や
、
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
、
又
山
で
す
か
、

今
度
は
ざ
ち
ら
へ
な
ん
て
、
佛
蘭
西
寄
り
の
生
れ
だ
け
に
、
し
き
り
に
、
御
世
鮮
を
並
べ
て
ゐ
る
ｏ
ざ
り
あ
へ
す
室
に

通
つ
て
、
着
か
へ
た
上
、
庭
の
タ
ン
ー
ス
に
Ｔ
り
て
来
る
、
前
に
ホ
た
時
は
、
一
面
に
雲
だ
つ
た
が
、
庭
に
は
プ
ラ
タ

ス
ス
が
茂
つ
て
、
廣
葉
の
蔭
に
並
べ
た
テ
イ
ブ
″
で
カ
フ
ェ
ー
を
待
つ
ざ
、
葉
漏
の
日
か
げ
が
ち
ら
′
ヽ
し
て
、
陽
氣

は
凛
し
い
が
ぎ
こ
こ
な
く
夏
ら
し
い
ｏ
人
通
り
も
な
か
′
ヽ
あ
る
し
ｏ
雨
側
の
店
は
ざ
こ
も
綺
麗
に
並
べ
た
て
ヽ
、
見

ち
が
へ
る
ほ
ぎ
景
気
が
い
ヽ
。

塞
は
う
ら
ヽ
か
に
晴
れ
渡
つ
て
、
線
に
な
つ
た
ノ
ー
ダ
ン
の
森
の
上
に
、
ュ
ン
ク
ア
ラ
ク
は
も
う
片
蔭
で
、
今
に
も

溶
け
て
滑
え
さ
ぅ
な
霞
の
奥
に
、
ぼ
１
つ
ぎ
淡
い
雪
の
輸
廓
が
認

め
ら
れ

る
。
ア
ー
ベ
ン
ト
ベ
ル
タ
の
麓
、
ハ
イ
ム

ク
ェ
ー
、
フ
″
―
の
頂
に
は
、
赤
い
小
旗
が
風
に
研
つ
て
、
″
―
ダ
ン
バ
″
ク
の
、
ユ
ン
ク
フ
ラ
ク
、
プ
リ
ッ
タ
に
も

國
旗
を
か
ヽ
げ
た
、
町
の
様
子
は
、
ぎ
う
し
て
も
避
暑
地
で
、
退
屈
さ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
い
か
に
も
用
の
な
さ
さ

う
な
連
中
が
ぶ
ら
′
ヽ
通
る
ｏ
カ
フ
ェ
ー
が
済
む
ぎ
、
そ
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
ホ
ョ
ー
エ
ク
ェ
ー
タ
の
大
通
り
を
．

御
な
し
み
の
葛
具
屋
に
や
つ
て
来
る
ｏ
娘
だ
ら
う
、
こ
れ
は
顔
は
知
ら
な
い
、書
は
が
き
を
見
な
が
ら
店
さ
き
に
立
っ
て

る
こ
、
い
き
な
り
、
後
ろ
か
ら
、
へ
″
、
ド
ク
ト
ー
″
！
、
て
ん
で
大
き
な
掌
を
出
さ
れ
て
、
び
つ
く
り
し
て
振
り
か

へ
る
こ
、
例
の
ニ
タ
レ
ス
老
人
だ
。
大
き
な
篤
具
機
を
か
ヽ
へ
て
る
か
ら
、
何
鹿
へ
ゆ
ぐ
ん
だ
つ
て
聞
い
て
見
た
ら
、

ナ
ッ
ハ
、
″
１
ダ
ン
バ
″
夕
つ
て
云
ふ
。
何
多
で
す
、
一
緒
に
家
ま
せ
ん
か
、
森
で
ナ
ト
ン
‐
″
、
・ノ
ヤ
ー
フ
″
が
あ

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九

１

キ

■
上

Ａ

ｖ



山岳

◎
ス
ク
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

る
ん
で
、
こ
れ
か
ら
維
ひ
の
幕
を
撮
つ
し
に
ゆ
ぐ
ん
で
す
ｏ
今
日
は
ク
井
″
へ
″
ム
、
一ノ
／
、
で
す

つ
て
誘
は
れ
た

が
、
ま
あ
近
藤
君
が
来
れ
ば
、
誘
惑
さ
れ
る
に
き
ま
つ
て
る
か
ら
、
明
日
の
こ
ど
に
し
て
御
見
を
豪
る
。

仕
度
は
、
い
づ
れ
近
藤
君
が
来
て
か
ら
の
こ
ざ
ヽ
し
て
、
何
か
参
考
に
な
る
案
内
記
で
も
な
い
か
ざ
、
郵
便
局
の
少

し
先
き
の
、
ウ
ェ
ー
リ
の
店
に
這
入
り
込
む
。各
の
間
も
ち
よ
く
ノ
ヽ
来
た
ん
で
、肥
つ
た
主
婦
さ
ん
が
に
こ
Ｄで
ヽ
し
な

が
ら
や
つ
て
来
た
ｏ
本
は
餘
り
無
い
一
給
は
が
き
を
仕
入
れ
て
、
街
を

一
Ｅ
廻
り
し
た
が
、
ご
う
も
大
憂
な
景
気
で
、

方
々
の
カ
フ
ェ
ー
で
は
コ
ン
ツ
ェ
〃
卜
が
あ
る
し
、
前
に
は
閉
つ
て
た
タ
ア
ザ
ー
ル
（因
胃
Ｓ
Ｌ
）
の
正
門
に
も
、
人
が

大
勢
た
か
つ
て
ゐ
る
ｏ
宿
に
婦
る
電
灯
が
ざ
も
さ
れ
て
間
も
な
ぐ
晩
餐
だ
。

亜
米
利
加
人
が
多
い
の
を
気
に
し
た
せ
い
で
も
あ
る
ま
い
が
、
主
人
に
案
内
さ
れ
て
食
堂
に
通
る
ざ
、
フ
イ
ブ
ル
の

仲
間
は
、
佛
関
西
人
に
英
人
が
二
人
、
こ
ん
な
町
で
出
會
す
連
中
は
、
ぎ
こ
の
国
人
で
も
、
暇
人
に
相
違
な
い
。
話
し

も
相
應
に
持
て
ヽ
、
カ
フ
ェ
ー
が
済
む
ざ
三
階
に
引
き
あ
げ
る
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼

二
十
五
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
つ
て
あ
る
ｏ
窓
か
ら
は
″
１
ダ
ン
の
森
が
、
霧
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
だ
け
で
、
経

一μ

日
山
の
影
は
見
え
な
い
、
表
へ
出
る
こ
、
昨
宵
の
二
人
が
立
開
に
立
っ
て
る
バ
ン
ー
を
つ
か
ま
へ
て
、
し
き
り
に
何
か

聞
い
て
ゐ
る
が
、
相
手
は
オ
ー
ベ
″
ラ
ン
デ
ル
、
ド
ン
イ
ツ
チ
一
難
張
り
で
、
何
を
し
や
べ
つ
た
つ
て
、
腹
が
へ
つ
て

目
が
お
け
ま
せ
ん
て
顔
を
し
て
ゐ
る
ｏ
何
事
か
ざ
思
つ
た
ら
下
ら
な
い
こ
つ
た
ヽ
ト
ン
‐
ン
の
湖
水
の
岸
に
は
ざ
う

行
ぐ
ん
だ
つ
て
聞
い
て
る
ん
だ
ｏ
一初
め
て
の
国
へ
来
る
ん
な
ら
、
地
日
の
一
枚
ぐ
ら
ゐ
は
づ
ん
だ
つ
て
、
大
し
た
損
に

な
る
ま
い
が
、
殊
に
英
国
人
に
は
、
か
う
云
ふ
手
合
ひ
が
少
く
な
い
。
暢
氣
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
じ
回
の
中
で

も
、
土
地
を
は
な
れ
る
ざ
、
か
ら
駄
日
だ
、
さ
ラ
タ
ヽ

ハ
イ
ラ
ン
ド
の
旅
行
中
、
ロ
ー
デ
ナ
ン
（”
〇ヨ
翼
一８
〓
）
か
ら
ゝ

ベ
ン
、
ロ
ー
モ
ン
ト
（ω
８
Ｆ
Ｏ日
８
３

に
登
つ
た
が
、
嵐
の
中
で
、
霧
が
具
つ
向
う
か
ら
吹
き
下
ろ
し
て
、
地
日
ざ
磁

石
で
は
少
々
心
細
か
つ
た
け
れ
ぎ
、
そ
れ
で
も
ざ
う
に
か
頂
上
ま
で
迪
り
っ
い
た
が
、宿
に
婦
る
こ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
か
ら

や
つ
て
来
た
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー
が
二
人
、
私
の
あ
ぎ
を
登
つ
て
来
て
、
山
の
中
途
か
ら
散
々
呼
ん
だ
さ
う
だ
が
、
返
事
が
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な
い
か
ら
下
り
て
し
ま
つ
た
な
ん
て
、
人
を
案
内
の
つ
も
り
で
ゐ
た
、
私
も
呼
ば
れ
た
の
は
知
つ
て
る
が
ゝ
待
つ
て
る

の
は
厭
だ
し
、
通
づ
れ
は
邪
魔
だ
か
ら
、さ
つ
さ
〓
御
見
を
蒙
つ
た
次
第
だ
が
、
か
う
云
ふ
「旅
行
家
」
が
少
な
く
な
い
。

雨
に
は
少
々
気
が
ひ
け
た
が
、
大
し
た
降
り
で
も
な
し
、
室
に
ば
か
り
閉
ぢ
こ
も
つ
て
、
腹
工
合
も
あ
ま
う
よ
く
な

い
場
合
だ
か
し
、
案
内
―
―
ご
云
つ
て
も
一
筋
路
で
わ
け
は
な
い
が
―
―
ぶ
ら
′
ヽ
、
一
緒
に
湖
水
の
ふ
ち
へ
出
か
け

て
ゆ
ぐ
、
御
濃
の
つ
も
り
か
知
ら
な
い
が
、
一
人
は
傘
を
さ
し
か
け
て
く
れ
る
、
相
僣
ぐ
先
生
丈
が
低
い
の
で
、
骨
の

こ
つ
さ
き
で
眼
を
突
っ
つ
き
さ
う
で
閉
口
し
た
ｏ

ウ
ン
フ
″
ゼ
ー
エ
ン
の
村
路
を
左
に
曲
つ
て
、
く
だ
も
の
ヽ
本
の
茂
っ
た
、
牧
場
の
柵
に
浩
ふ
て
湖
水
に
出
る
ｏ
雨

足
は
次
第
に
し
げ
く
な
つ
て
、
水
み
ち
の
自
く
鶴
れ
た
湖
に
は
、
水
鳥
が
群
れ
て
遠
浅
に
ジ
″
フ
の
茂
げ
る
あ
た
り
か

ら
、
墨
給
の
や
う
に
霞
ん
で
ゐ
る
ｏ

ニ
ー
セ
ン
は
無
論
見
え
な
い
。
岸
の
石
の
上
に
腰
を
下
ろ
す
ぎ
、
雨
に
ぬ
れ
た
外

套
が
冷
や
′
ヽ
し
て
薄
ら
寒
む
い
、
山
入
り
前
だ
し
、風
邪
で
も
ひ
ぐ
ざ
大
憂
だ
か
ら
、先
き
に
別
わ
て
宿
に
婦
る
ざ
、

近
藤
君
か
ら
電
報
が
届
い
て
ゐ
た
、
倫
敦
か
ら
か
け
た
ん
で
、
明
日
の
書
に
着
く
ざ
し
て
あ
る
ｏ

午
後
は
雨
も
ひ
ざ
く
な
つ
た
し
、室
に
ば
つ
か
り
閉
ぢ
籠
つ
て
、頭
が
少
し
重
く
な
る
ｏ山
に
這
入
れ
ば
髪
も
刈
れ
す
、

幸
、
時
間
つ
ぶ
し
に
筋
向
ひ
の
理
髪
所
に
行
く
。
お
や
職
人
が
憂
つ
た
な
、
ざ
思
ひ
な
が
ら
鏡
に
向
つ
て
、
刈
り
な
が

ら
新
聞
を
讀
ん
で
る
ざ
、
親
方
が
出
て
来
て
、
鏡
の
中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
、
や
ま
た
入
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ね
つ
て
ん

で
、
ま
だ
顔
を
覺
え
て
ゐ
る
、
職
人
ざ
入
れ
夏
つ
て
刈
う
・初
め
た
が
、
話
は
や
つ
ば
り
〃
―
ダ
ン
パ
″
ク
の
野
天
芝
居

で
、
役
者
は
ぎ
こ
の
も
ん
で
、
衣
裳
が
す
ば
ら
し
い
な
ん
て
、
髪
結
床
ら
し
い
封
話
が
は
じ
ま
る
ｏ

頭
は
せ
い
′
ヽ
し
た
が
、
天
氣
は
相
憂
ら
す
費
え
き
ら
な
い
。
大
通
り
を
ぶ
ら
つ
い
て
、
カ
フ
ェ
ー
、
ォ
ー
ペ
″
ラ

ン
ト
で
コ
ン
ツ
ェ
″
卜
を
聞
き
な
が
ら
、
暇
を
つ
ぶ
し
て
大
通
り
を
ぶ
ら
′
ヽ
婦
り
か
け
る
ざ
、
ニ
タ
レ
ス
老
人
に
呼

び
〓
め
ら
れ
た
、
ま
た
這
入
り
込
ん
で
話
し
こ
む
、
御
蔭
で
時
間
も
た
つ
て
、
宿
に
戻
る
ざ
燈
〓
も
し
頃
、
晩
餐
が
済

む
ど
、
連
日
の
寝
不
足
な
り
、
天
氣
は
悪
る
し
、
思
ひ
切
つ
て
早
く
床
に
這
入
つ
た
が
、
さ
つ
ぱ
ｂ
寝
っ
か
れ
な
い
。

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
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村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

次
の
日
も
朝
か
ら
雨
で
．
起
き
ぬ
け
に
湯
に
飛
び
込
ん
で
、
さ
つ
ぱ
う
し
た
ざ
こ
ろ
で
朝
飯
に
す
る
ｏ
陽
氣
は
づ
れ

で
素
敵
に
寒
む
い
、
荷
物
を
始
末
し
て
、
手
紙
を
書
い
て
る
こ
、
そ
の
う
ち
十

一
時
に
な
る
ｏ
カ
ン
ー
か
ら
来
る
急
行

は
年
に
着
ぐ
か
ら
、
雨
の
中
を
プ
ラ
ッ
ジ
を
つ
っ
き
つ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
待
つ
て
る
ざ
、
そ
の
う
ち
汽
車
が

着
い
た
が
、
近
藤
君
の
姿
は
見
え
な
い
、
は
ヽ
あ
乗
り
遅
れ
た
な
、
家
た
ら
一
つ
ざ
つ
ち
め
て
や
ら
ラ
ど
、
手
ぐ
す
ね

引
い
て
宿
に
婦
る
ｏ
そ
れ
に
し
て
も
、
電
報
ま
で
か
け
Ｅ
き
な
が
ら
ず
憂
だ
■
思
つ
て
ボ
″
フ
ィ
エ
に
聞
ぐ
ざ
、
今
の

は
ベ
ノ
ン
か
ら
着
い
た
ん
で
、
カ
ン
ー
の
急
行
は
少
し
遅
れ
た
ん
だ
さ
う
な
。
失
策
つ
た
こ
大
急
ぎ
で
飛
び
出
す
ぎ
、

停
車
場
の
出
口
で
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
引
つ
か
け
た
大
男
が
、
杖
を
振
つ
て
相
日
を
し
て
ゐ
る
ｏ
や
、
末
た
ノ
ヽ
、
今

迎
へ
に
行
つ
た
ん
だ
よ
、
君
の
事
だ
か
ら
、
て
つ
き
り
乗
り
遅
れ
た
ざ
思
つ
て
婦
つ
た
こ
こ
ろ
な
ん
だ
ざ
説
明
す
る
こ
、

あ
れ
は
べ
″
ン
か
ら
来
た
汽
車
さ
な
ん
て
、
何
れ
ボ
／
一ノ
ィ
エ
に
聞
い
た
に
相
違
な
い
”
‥

き
め
て
置
い
た
室
は
、
廊
下
つ
ぃ
き
の
裏
三
階
で
、
ア
ー
ン
の
上
に
、
ハ
／
デ
″
の
樅
が
窓
に
近
い
。
差
し
あ
た
っ
↓

て
の
相
談
も
あ
る
し
、
馬
鹿
話
し
な
ん
て
餘
啓
は
、
業
に
し
た
く
も
な
い
ｏ
そ
れ
に
二
人
Ｅ
も
、
日
本
に
差
し
せ
ま
つ

一鮮
，

た
用
事
が
で
き
て
、
電
報
を
か
け
る
や
ら
、
手
紙
を
書
ぐ
や
ら
、
近
藤
君
は
ヨ
ー
ド
、
ブ
ッ
ク
の
首
つ
引
き
で
、
今
日

は
た
ち
ま
ち
暮
れ
て
し
ま
つ
た
。

二
十
七
日
、
三
日
ぶ
り
で
限
が
さ
め
る
や
う
に
晴
れ
わ
た
つ
た
０
カ
ー
・ア
イ
ン
を
あ
け
る
ぎ
、
朝
日
が
さ
つ
ざ
さ
し

込
ん
で
、
正
面
に
響
え
た
ュ
ン
ク
フ
ラ
ク
に
、
中
腹
の
グ
ッ
ギ
ー
グ
ン
ッ
チ
ヤ
ー
か
ら
、
湯
気
の
や
う
に
霧
が
湧
き
あ

が
る
ｏ
メ
ョ
ン
ヒ
の
頂
上
は
雲
に
か
ぐ
れ
て
、
ラ
ク
タ
″
ブ
″
ン
ネ
ン
の
左
に
つ
い
ぐ
、
ジ
ン
ニ
グ
プ
ラ
フ
ア
の
山
腹

か
ら
上
に
は
、
雪
が
具
自
ろ
に
積
つ
て
ゐ
た
Ｏ
ア
ー
ベ
ン
ト
ベ
″
ク
の
頂
上
に
は
、
綿
帽
子
を
か
ぶ
せ
た
や
う
に
、
昨

日
の
雨
は
山
で
は
雲
で
あ
つ
た
ざ
見
え
る
ｏ

ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
の
紹
介
も
あ
る
し
、
取
り
敢
へ
ず
、
ス
タ
ィ
ス
山
岳
會
を
訪
問
し
て
置
か
う
ざ
思
つ
て
、
事
務
所
を

聞
ぐ
ぎ
、
主
人
も
よ
く
は
知
ら
な
い
が
、
停
車
場
前
の
ホ
テ
″
、
メ
″
タ
ー
″
で
、
度
々
集
會
が
あ
る
や
う
だ
な
ん
て
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云
っ
て
る
か
ら
、
二
人
で
出
か
け
て
訪
ね
て
見
る
こ
、
會
の
事
務
は
ヘ
ヤ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
引
き
ンフ
け
て
ゐ
る
ざ
云

ふ
話
だ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
は
郵
便
局
前
の
賓
石
屋
さ
ん
で
あ
る
ｏ
ざ
こ
ろ
が
主
人
は
留
守
だ
つ
て
ん
で
、
山
の
こ
‘

な
ん
か
、
て
ん
で
氣
に
も
ご
め
て
な
い
女
が
番
を
し
て
ゐ
た
か
ら
、
午
後
訪
間
を
約
し
て
引
き
あ
げ
る
ｏ

天
氣
も
よ
し
、
少
し
街
で
も
う
ろ
つ
か

，
ざ
云
ふ
ん
で
、
大
通
り
を
ぶ
ら
つ
い
て
、
一
先
づ
引
き
上
げ
る
こ
間
も
な

く
書
飯
だ
。
室
に
ば
か
り
引
つ
込
ん
で
ヽ
も
始
ま
ら
な
い
か
ら
、
食
堂
を
出
る
こ
テ
レ
ー
ス
の
椅
子
に
腰
か
け
て
、
キ

″
シ
ュ
フ
ッ
サ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ヵ
フ
ェ
ー
に
す
る
ｏ
昨
日
の
陰
氣
な
面
に
引
さ
か
へ
て
、
今
日
は
ま
た
、
胸
の
中
ま

で
透
き
ざ
ほ
る
や
う
な
上
天
氣
だ
、
往
家
に
は
し
っ
ざ
り
ざ
塵
も
静
ま
つ
て
、
プ
ラ
タ
ヌ
ス
の
廣
葉
を
ゆ
す
る
そ
よ
風

も
気
持
ち
が
い
ヽ
。

ホ
ョ
ー
エ
ク
ェ
ー
タ
を
、
二
人
ざ
も
卿
え
煙
管
で
、
の
そ
リ
タ
ヽ
、

歩
き
ま
わ
る
ｏ
近
藤
君
は
、
身
の
丈
一
間
に
垂

ん
ざ
す
る
大
男
、
こ
れ
で
も
日
本
人
は
小
さ
い
つ
て
云
ふ
氣
か
つ
て
顔
を
し
て
、
大
股
に
、
寛
歩
を
は
こ
ぶ
有
様
が
、

そ
ば
に
つ
い
て
る
だ
け
で
も
氣
が
張
い
ｏ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
は
ま
だ
蹄
ら
な
い
、
ク
ァ
ザ
１
／
か
ら
、
ホ
ョ
ー
ヘ
ン
、

マ
ッ
フ
の
草
原
を
散
歩
し
て
、婦
り
途
に
大
通
の
煙
草
屋
に
這
入
り
込
む
。近
藤
君
が
し
き
り
に
ン
ガ
ー
を
撰
ん
で
る
間

に
、
何
氣
な
く
入
口
を
見
る
ざ
、
及
璃
扉
に
グ
″
ン
ダ
ー
ざ
記
し
て
あ
る
、
お
や
つ
ざ
思
つ
て
、
貴
君
は
、
日
本
か
ら

山
登
り
に
来
た
、
加
賀
っ
て
男
を
知
つ
て
ま
す
か
つ
て
、
念
の
篤
め
に
聞
い
て
見
る
こ
、
お
ヽ
、
ミ
ス
タ
ー
、
力
ヾ
、

ユ
ン
タ
フ
ラ
ク
に
登
る
前
に
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
を
世
話
し
た
こ
ざ
が
あ
り
ま
す
、
回
か
ら
二
三
度
葉
書
を
貰
ひ
ま
し
た
つ
て

よ
ぐ
覺
え
て
る
、
無
性
者
の
加
賀
沖
ら
、
葉
書
が
二
三
度
は
奇
蹟
で
あ
る
ｏ

先
づ
取
り
あ
へ
ず
、
ヘ
ヤ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
こ
ざ
を
話
す
ぎ
、
入
會
な
さ
る
ん
な
ら
、
誰
か
友
達
ご
二
人
で
、
紹

介
し
ま
し
や
う
つ
て
云
つ
て
く
れ
た
、
ご
に
か
く
、
出
直
ほ
し
て
な
る
こ
こ
に
し
て
引
き
上
げ
る
、
カ
フ
ェ
ー
で
休
ん

だ
が
ヽ
天
氣
が
い
ヽ
か
ら
、
室
の
中
は
ざ
つ
ざ
人
類
舘
ざ
い
ふ
撻
裁
だ
、
往
末
に
は
、
亜
米
利
加
人
が
六
分
通
り
、
英

吉
利
、
露
西
亜
が
こ
れ
に
次
い
で
、
澤
庵
人
種
は
て
ん
で
見
あ
た
ら
な
い
。

◎
ス
ウ
イ
ス
日
記

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

ｒ
Э

■
■

Ａ
ｖ
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◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

四
時
頃
に
、
又
グ
〃
ン
グ
ー
君
を
訪
問
し
て
、
い
よ
′
ヽ
正
式
に
入
會
の
件
を
依
頼
す
る
ｏ
Ｔ
度
、
本
宅
の
方
か
ら

な
て
ゐ
た
弟
に
店
を
あ
づ
け
て
、
一
緒
に
表
に
出
る
、
∽①〓
ｏ〓
０
げ①二
露
勲
（千
九
百
十
五
年
か
ら
∽
Φｒ
一８
Ｈ諄
①〓
井
８

ご
改
め
ら
れ
た
）
の
ト
ン
ジ
ェ
レ
ー
は
、
郵
便
局
の
向
ふ
角
の
銀
行
に
ゐ
る
ん
だ
、
入
會
も
湾
み
、
會
員
證
も
貰
っ
て

表
に
出
る
こ
今
度
は
買
ひ
も
の
だ
。

食
糧
は
明
日
の
こ
こ
に
し
て
、
ア
″
ベ
ン
、
シ
ュ
ト
ッ
ク
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
ネ
イ
ノン
ド
ダ
ー
ツ
、
シ
ュ
タ
イ
グ

″
ア
イ
ゼ
ン
、
そ
れ
か
ら
ス
ク
ェ
タ
ー
に
、
ス
ク
ェ
ク
ー
コ
ー
ト
、
手
袋
、
篤
具
の
フ
ィ
ル
ム
は
ジ
ェ
″
マ
ッ
ト
ヘ
出

る
ま
で
買
へ
な
い
か
ら
、
十
六
本
を
用
意
し
た
。

宿
に
蹄
る
ざ
、
ポ
ノン
テ
イ
エ
が
、
く
〇鷹
爾
８
０
■
■

一３
〓
〓
電
Ｘ
ぎ

■
〕①け
ＮＥ
Ｘ
げ
ヨ
豊
①・
先
刻
あ
な
た
に
面
會
に

な
た
方
が
あ
り
ま
す
ざ
云
ふ
。
名
刺
は
ざ
聞
く
ざ
、
後
程
上
り
ま
す
ざ
申
し
て
掃
り
ま
し
て
御
座
い
ま
す
ざ
答
へ
る
。

誰
だ
か
見
営
が
つ
か
な
い
、
ざ
ん
な
人
だ
、
男
か
女
か
っ
て
問
ひ
た
ぃ
す
ｏ
え
へ
…
…
そ
の
男
の
方
で
、
え
ヽ
年
寄
り

り

で
…
…
ま
で
は
わ
か
つ
た
が
、
そ
れ
か
ら
先
が
、
分
る
や
う
な
ボ
／
一ノ
ィ
エ
で
は
な
い
。
何
れ
大
し
た
用
事
で
は
あ
る

“
ヽ

ま
い
、
こ
こ
に
よ
る
こ
篤
具
屋
の
ニ
ク
ン
ス
老
人
か
も
知
れ
な
い
、
さ
う
云
へ
ば
會
員
證
に
貼
り
付
け
る
、
名
刺
形
の

窮
具
が
必
要
だ
、
思
ひ
だ
し
た
か
ら
早
速
出
か
け
る
、
訪
組
た
の
は
老
爺
で
は
な
い
、
ざ
う
し
て
急
が
し
く
つ
て
、
そ

ん
な
に
早
く
は
ざ
て
も
な
ん
て
、
い
や
に
急
が
し
が
つ
て
る
奴
を
、
無
理
に
頼
み
込
ん
で
、
明
日
の
午
後
四
時
ま
で
に

出
来
上
が
る
約
束
を
し
た
ｏ

時
に
ガ
イ
ド
だ
が
、
私
は
・初
め
か
ら
、
此
の
各
ユ
ン
タ
フ
ラ
ク
ざ
メ
ョ
ン
ヒ
ヘ
登
つ
た
、
シ
ュ
ト
イ
ソ
を
連
れ
て
り

く
つ
も
り
で
、
ま
だ
交
渉
は
し
て
ゐ
な
い
が
、
グ
ソ
ン
デ
ル
フ
″
卜
で
逢
つ
て
か
ら
、
定
め
る
筈
に
し
て
ゐ
た
、
こ
こ

ろ
が
、
グ
″
ン
グ
ー
君
に
聞
い
て
見
る
ざ
、
奴
は
達
者
だ
が
、
少
々
離
れ
業
を
や
る
ん
で
、
ざ
う
も
安
全
ざ
云
ふ
織
か

ら
考
へ
る
ざ
…
…
な
ん
て
、
餘
り
賛
成
は
し
て
く
れ
な
い
、
い
ろ
′
ヽ
相
談
し
た
が
、
丁
度
カ
ナ
ダ
か
ら
蹄
つ
て
木
て

る
フ
ォ
イ
ソ

（日
魚目
』
可
８
Ｎ）
ざ
い
ふ
の
が
、人
間
も
し
つ
か
り
し
て
る
し
、
ロ
ッ
キ
ー
で
フ
ァ
ー
ス
ト
、
ァ
ッ
セ
ン



山岳

卜
も
や
つ
て
る
し
、
あ
れ
な
ら
確
か
だ
ざ
い
ふ
話
に
な
っ
た
、
そ
こ
で
グ
″
ノ
グ
ー
君
の
店
に
、
呼
ん
で
貰
ふ
こ
ご
に

し
て
置
い
た
。

夕
飯
が
維
る
ざ
、
隣
の
ビ
ュ
フ
ェ
ー
で
、
キ
／
ン
ニ
ア
ッ
サ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
い
よ
ノ
ヽ
差
し
営
つ
て
の
計
書
に

ざ
り
か
ヽ
る
ｏ
近
藤
君
は
、
山
の
剣
呑
な
こ
こ
な
ん
か
眼
中
に
置
い
て
な
い
、
な
あ
に
か
ま
ふ
も
ん
か
、
グ
ロ
ー
ス
シ

ュ
ン
ッ
ク
ホ
″
ン
か
ら
取
っ
つ
く
の
さ
、
グ
リ
ン
デ
″
フ
″
卜
か
ら
す
ぐ
に
這
入
ら

，
つ
て
ん
で
威
張
つ
て
ゐ
る
ｏ
案

内
記
は
高
事
、
私
の
受
け
持
ち
で
、
先
生
、
ま
だ
驚
か
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
し
き
り
に
、
な
ア
に
い
ヽ
よ
、
か
ま
は

な
い
よ
を
連
稜
し
て
ゐ
る
ｏ

ベ
デ
カ
ー
に
は
、「
シ
ュ
ト
ラ
ー
〃
エ
ッ
タ
、
の
小
屋
よ
り
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
ザ
ッ
テ
／
を
経
て
、登
り
七
―
―
八
時
間
、

（ガ
イ
ド
、
八
十
ノ
ラ
ン
）
、極
め
て
困
難
」
ざ
し
か
記
し
て
な
い
。

ポ
ー
ル

の
ア
″
パ
イ
ン
、
ガ
イ
ド
に
は
…
…
…
…

グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ
ン
ッ
ク
ホ
″
ン

（四
〇
八
０
米
突
―
―
止

三
三
八
六
仄
）
、Ｔ
部
及
び
上
部
グ
リ
ン
デ

ノン
フ
ノン
ト
の

氷
河
を
境
す
る
山
稜
の
最
高
鮎
。
ア
″
プ
ス
諸
山

三
面
の
岩
壁
は
急
崚
に
し
て
、
殆
ん
ざ
積
雪
を
ざ

の
み
は
、
辛
う
じ
て
積
雪
を
ざ
ゃ
め
得
る
最
急
限

ア
プ

ア
ラ

ン
シ

ユ
　

．

な
る
震
動
に
よ
り
て
も
、
壁
〓
　
崩
を
生
じ
易
し
。

ざ
し
て
あ
る
ｏ
ア
プ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
を
生
じ
易
し
は
少
々
恐
ろ
し
い
が
、
登
る
奴
が
み
ん
な
死
ぬ
ざ
極
つ
た
話
で
は
な

し
、
街
の
中
を
う
ろ
つ
い
て
ヽ
も
、
電
車
に
ひ
か
れ
た
り
、
自
働
車
に
は
ね
ざ
ば
さ
れ
た
り
、
合
の
い
つ
た
奴
に
な
る

こ
、
身
器
を
よ
く
す
る
筈
の
病
院
で
手
営
て
を
受
け
て
、
御
丁
事
に
い
ろ
ん
な
薬
ま
で
飲
ま
さ
れ
て
も
、
生
き
て
り
け

な
い
の
が
あ
る
位
だ
か
ら
、
こ
れ
は
死
ぬ
の
も
生
き
る
の
も
、
場
所
に
よ
つ
た
こ
こ
で
は
な
い
ｏ
こ
こ
に
よ
る
ざ
、
山

に
登
ら
な
い
で
麓
に
ゐ
る
ぎ
、
か
へ
つ
て
、
死
ぬ
や
う
な
目
に
逢
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
何
だ
か
登
ら
な
い
こ
か
へ
っ
て

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五

の
山
頂
の
う
ち
、
最
、
般
大
な
る
、
最
も
危
瞼
な
る
山
容
を
有
す
。

ゃ
め
ず
、
只
、
ラ
ク
フ
ラ
‐
ノン
、
ザ
ッ
テ
″
に
封
せ
る
北
側
の
斜
面

の
長
き
傾
斜
を
な
す
。
か
ヽ
る
状
態
に
あ
る
山
岳
に
於
て
は
、
微
小

１
ニ

ρ
り
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◎
ス
ウ
イ
ス
日
謁

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

危
い
や
う
な
氣
が
し
て
な
ら
な
い
。
生
き
て
行
く
に
は
登
る
に
限
る
こ
も
考
へ
た
。
い
や
ぎ
う
し
て
も
登
ら
多
、
そ
の

方
が
安
全
だ
ご
、
二
人
の
間
に
解
決
さ
れ
た
。

で
、
あ
ざ
は
豫
定
通
り
、
オ
ー
ベ
／
ラ
ン
ト
の
四
千
米
突
を
、
片
っ
ば
し
李
ら
げ
て
、
そ
れ
か
ら
、
ク
ァ
リ
ス
の
山

へ
這
入
ら
う
ざ
云
ふ
こ
ざ
に
評
議

一
決
し
た
頃
に
は
、
往
末
の
人
通
り
も
ち
ら
ほ
ら
に
な
つ
て
、
山
に
近
い
町
は
、
プ

ラ
タ
ヌ
ス
の
上
葉
を
甜
め
る
花
の
風
が
、
明
け
放
し
た
披
璃
扉
か
ら
冷
や
′
ヽ
吹
き
込
ん
で
、
酢
ひ
ざ
め
の
身
膿
は
、

ぶ
る
′
ヽ
す
る
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
。

七
月
二
十
八
日
、
デ
ジ
ュ
ー
ネ
ー
に
下
ｂ
て
９
く
ご
、
ポ
ノン
一ノ
ィ
エ
が
や
つ
て
な
た
、
昨
日
の
御
方
が
御
待
ち
で
す

つ
て
か
ら
、
は
て
誰
だ
ら

，
こ
立
開
に
出
る
ざ
、
胡
臓
堕
の
髯
男
が
ぶ
つ
き
ら
棒
に
突
っ
立
っ
て
る
。
物
貰
ひ
か
、
そ

れ
に
し
て
は
、
選
り
に
選
つ
て
、
日
本
人
な
ん
か
目
つ
け
な
く
つ
た
つ
て
よ
さ
さ
う
な
も
の
だ
ざ
、
少
々
憂
な
心
持
ち

で
、
何
だ
つ
て
聞
く
ざ
、
今
度
は
名
刺
を
出
し
た
、
見
る
ざ
、
べ
″
ク
フ
ュ
ー
ラ
ー
、・
′
リ
ス
チ
ャ
ン
ヘ
ッ
ス
ラ
ー

助

（Ｑ
Ｆ諄
けＦ
ロ
ロ

，ａ
①Ｆ
）
ざ
し
て
あ
る
ｏ
は
ヽ
あ
加
一賀
の
連
れ
て
つ
た
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
だ
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一鮮

近
藤
君
を
呼
ん
で
、
朝
飯
を
、
庭
先
の
フ
イ
プ
″
で
食
べ
な
が
ら
、
様
子
を
聞
く
、
奴
は
懐
中
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
手

帳
を
取
り
出
し
て
見
せ
る
。
年
が
年
だ
け
に
、
随
分
大
勢
案
内
し
た
ざ
見
え
て
ハ
中
に
は
、
こ
て
も
讀
め
な
い
や
う
な

名
筆
も
変
つ
て
、
盛
ん
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
、
あ
つ
た
ノ
ヽ
、
千
九
百
十
年
八
月
二
十
五
日
、
日
本
山
岳
會
員
、
加

賀
正
太
郎
、文
句
が
中
々
振
つ
て
る
ｏ
案
内
は
質
に
老
質
な
り
ざ
し
て
あ
る
ｏ
柳
て
、
い
づ
こ
の
ガ
イ
ド
に
も
有
り
勝
ち

の
こ
ご
、
賃
金
の
事
は
よ
く
始
め
に
定
め
置
く
べ
し
ざ
、
賞
め
る
ん
だ
か
、
け
な
す
ん
だ
か
、
膿
裁
の
い
ヽ
悪
る
日
が

墨
黒
ろ
ノ
ヽ
ざ
記
し
て
あ
る
ｏ
賃
金
の
こ
ざ
は
、
始
め
に
約
束
す
れ
ば
、
そ
の
上
は
欲
し
い
こ
云
っ
た
つ
て
、
籠

一
文

ぐ
れ
て
や
る
考
へ
も，
な
い
か
ら
、
そ
の
方
の
心
配
は
い
ら
な
い
が
、
か

，
記
さ
れ
て
あ
る
ざ
、
彼
の
人
格
に
立
ち
入
つ

て
、
穿
難
も
ち
ざ
し
て
見
た
く
な
る
ｏ
山
登
う
の
人
夫
に
、
人
格
も
大
袈
裟
な
話
し
だ
が
、
本
で
見
た
り
、
話
に
聞
い

た
り
す
る
ス
タ
ィ
ス
、
ガ
イ
ド
の
行
鴛
は
、時
ご
し
て
、
同
件
す
る
登
山
家
自
身
よ
り
、
通
か
に
立
派
で
あ
り
、
ま
た
、
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奪
敬
す
べ
き
の
が
少
な
く
な
い
。
登
山
そ
の
も
の
は
、
國
家
の
篤
め
に
利
益
な
ん
か
、
あ
つ
て
も
無
く
っ
て
も
、
そ
れ

は
さ
し
営
つ
て
、
私
達
の
知
つ
た
事
で
は
な
い
、
た
、
私
達
の
心
に
、
言
葉
に
表
は
じ
得
な
い
、
満
足
を
典
へ
れ
ば
充

分
で
あ
る
ｏ
疲
勢
ざ
か
、
危
険
ざ
か
い
ふ
問
題
は
、
今
、
私
の
眼
中
に
無
い
、
た
、
最
高
峯
に
立
つ
て
，
―
―
晴
れ
て

ゐ
れ
ば
幸
で
あ
る
、
霧
の
深
い
の
も
一
興
で
あ
る
が
、
―
―
或
る
特
種
の
威
じ
が
、
胸
に
滉
け
ば
充
分
で
あ
る
ｏ
コー
ー

私
達
の
行
動
に
封
し
て
、
登
山
の
経
験
の
な
い
人
は
、
又
は
経
験
は
あ
っ
て
も
、
疲
勢
の
外
に
何
物
を
も
味
ひ
得
な
い

人
は
、
馬
鹿
々
々
し
い
ざ
嘲
笑
ふ
ｏ
嘲
笑
ふ
は
人
の
勝
手
で
あ
る
、
私
自
身
も
、
登
山
を
別
に
賢
い
こ
こ
ヽ
賞
め
て
貰

ひ
度
く
は
な
い
、
え
ら
い
こ
ざ
ヽ
は
思
つ
て
居
ら
ん
、
が
、
心
よ
い
こ
ざ
ヽ
信
じ
て
を
る
ｏ
随
つ
て
心
よ
さ
を
味
ム
ベ

き
登
山
に
、
心
よ
か
ら
ぬ
人
間
の
御
供
は
具
っ
不
ら
だ
。

兎
に
角

一
先
づ
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
は
掃
し
て
し
ま
つ
て
、
前
年
、
加
賀
に
推
薦
し
た
グ
ノン
ン
ダ
ー
君
の
読
を
聞
く
こ
こ
に

し
た
。

雨
は
降
ら
な
い
が
、
天
氣
は
餘
ｂ
思
は
し
い
方
で
は
な
い
。
遠
山
は
雲
に
か
く
れ
て
、そ
の
晴
惜
た
る
雨
雲
の
薇
に
、

風
に
つ
れ
て
見
え
隠
れ
す
る
シ
ン
ニ
グ
プ
ラ
ッ
テ
の
樅
の
林
は
、
麓
は
黒
味
勝
ち
な
葉
末
に
、
柔
か
い
緑
は
前
え
て
は

あ
る
が
、山
腹
の
断
崖
に
、
一
刷
け

′、薙
の
見
え
る
あ
た
り
か
ら
、
雨
雲
の
滲
じ
む
だ
杢
へ
か
け
て
、
暁
方
の
小
雨
が
、

山
で
は
雲
に
な
つ
て
ゐ
た
の
か
、
染
め
上
げ
た
や
う
に
、
ま
つ
臼
ろ
に
な
す
ら
れ
て
、
見
る
か
ら

，
そ
寒
む
い
。
雨
外

套
を
ま
ざ
う
て
外
へ
出
る
ｏ

グ
ノン
ン
グ
ー
君
の
店
先
で
、
い
ろ
′
ヽ
打
ち
合
せ
を
し
て
ゐ
る
中
に
、
約
束
の
フ
ォ
イ
ノ
が
や
つ
て
来
た
。
短
か
く

刈
り
込
ん
だ
順
ひ
げ
に
、
自
髪
の
交
じ
し
つ
た
、
年
の
頃
は
五
十
餘
り
、
何
だ
か
ス
ク
ィ
ス
ら
し
く
な
い
男
だ
、
英
語

も
少
し
は
話
す
、
先
づ
我
々
の
計
置
を
話
し
て
置
い
て
、
糠
て
賃
金
の
問
題
だ
が
、
一
山
幾
何
Ｅ
し
て
計
算
す
る
ざ
、

雨
や
雲
で
小
屋
に
滞
在
す
る
場
合
は
、
別
に
沸
は
な
く
つ
て
も
差
し
支
へ
は
な
い
が
、
残
ら
す
積
も
る
ざ
、
オ
ー
ベ
″

ラ
ン
ト
だ
け
で
、　
一
寸
八
百
フ
ラ
ン
、
二
人
の
ガ
イ
ド
で
は
、
食
糧
を
こ
っ
ち
持
ち
に
し
て
、
六
百
四
十
餘
目
に
相
営

◎
ス
ク
イ
ス
■
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

Ｑ
ぜ
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一
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◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
謡
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

す
る
ｏ
ざ
う
せ
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
れ
ば
、
登
り
た
く
つ
て
も
登
れ
な
い
諄
だ
か
ら
、
日
営
で
雇
ふ
こ
こ
に
し
た
ｏ
そ
こ

で
約
束
は
山
岳
會
の
規
定
通
り
、
一
日
三
十
フ
ラ
ン
づ
ヽ
、
も
う

一
人
の
ガ
イ
ド
は
、
グ
〃
ン
ダ
ー
君
の
説
に
よ
つ
て
、

老
練
な
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
を
つ
れ
る
こ
こ
に
し
て
、
そ
れ
も
や
は
り
同
じ
賃
金
で
あ
る
ｏ
随
分
い
ヽ
商
賣
だ
が
、
ま
か
り
間

違
へ
ば
命
に
か
ヽ
は
る
こ
ざ
だ
か
ら
、
文
句
を
云
ふ
べ
き
場
合
で
は
な
い
。

約
束
が
き
ま
る
Ｅ
、
食
糧
の
買
物
に
出
か
け
る
、
グ
ロ
ー
セ
″
、
ア
ン
ッ
チ
、
グ
ン
ッ
チ
ャ
ー
の
、
コ
ン
コ
″
デ
ィ

ャ
の
小
屋
に
は
、
小
屋
番
が
ゐ
て
、
高

一
の
場
合
に
、
食
糧
は
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
、
馬
鹿
ノ
ヽ
し
く
高
い
の
は
云

ふ
ま
で
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
は
、
小
屋
は
あ
つ
て
も
、
番
人
は
ゐ
な
い
か
ら
、
少
な
く
も
十
日
間
の
食
糧
、
そ
れ
を
少

し
餘
分
に
見
積
つ
て
、
二
週
間
分
の
用
意
を
す
る
ｏ
ホ
菫
―
エ
ク
エ
‐
ク
の
大
通
り
を
づ
う
つ
ざ
歩
け
ば
、
仕
度
は
す

ぐ
に
Ｅ
ヽ
の
へ
ら
れ
る
ｏ
す
つ
か
り
揃
ふ
ざ
、
随
分
な
荷
物
に
な
つ
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港

マ
ッ
ギ

（
ス
ー
プ
種
）、十
二
連

（
一
連
六
個
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
六
〇

二
、
年
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
砂
糖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
五

四
分
ノ
三
キ
ロ
、
プ
ル
ー
ン

（Ｎ
４
ω″
〇ご
８
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヽ
五
〇

一
キ
ロ
、
シ
ョ
コ
ラ
ー
ト
、
カ
イ
エ
ー

（Ｑ
Ｆｏ８
〓
ｏ
８
〓
Φ『）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
Ｏ
Ｏ

一
、
紅
　
茶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇

年
キ
ロ
、
珈
琲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
Ｏ
Ｏ

一
０
本
、
職
燭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
五

一
、
靴
　
油
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
ヽ
三
〇

一
、
食

甕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
、
三
五

四
分
ノ
一
キ
ロ
、
パ
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
Ｏ
Ｏ

三
分
ノ
一
キ
ロ
、
チ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

三
〇
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メ
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
五

六
個
、
ン
モ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
、
六
〇

小
燥
三
本
、
コ
ニ
ャ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
Ｏ
Ｏ

五
、
タ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
「
Ｏ
Ｏ

五
十
グ
ラ
ム
、
胡
椒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
、
二
五

ピ
ュ
ン
ト
ナ
ー
、
フ
ラ
イ
ッ
シ
ュ
（∪
夢
無
麗
Ｌ
一①一“３
）
冷
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
、
五
〇

一
、
腸
詰

（Ｎ
Ξ
∞８
■
嘱
ュ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
八
〇

そ
れ
か
ら
煙
草
は
、
「
ｏＦ

Ｑ
ｏ諄
８
ご
Ｅ
ォ
・
が
一
′ヾ
ウ
ン
ド
、全
器
合
せ
る
こ
随
分
な
荷
物
で
、
こ
れ
に
、
ロ
ー
プ
に

ア
″
ベ
ン
ン
ニ
ト
ッ
ク
、
ン
ュ
タ
イ
グ
χ
ア
イ
ゼ
ン
、
ラ
ン
タ
ー
ン
、
着
が
へ
の
シ
ャ
ノ
な
ん
か
を
加
へ
る
ざ
、
私
達

の
荷
物
な
ん
か
、
ざ
て
も
持
っ
て
貰
へ
さ
う
も
な
い
０

午
後
も
買
物
の
追
加
や
ら
、
會
員
證
に
署
名
し
て
貰
つ
た
り
、
手
紙
を
書
い
た
り
、
ホ
テ
ノン
に
あ
づ
け
て
置
く
荷
物

を
作
っ
た
り
し
て
、
仲
々
忙
が
し
い
、
そ
れ
で
も
ざ
う
や
ら
片
づ
い
て
、
先
づ
明
日
は
出
螢
ざ
話
も
定
つ
た
ｏ
晩
餐
に

は
、
グ
″
ン
ダ
ー
君
を
招
い
て
、
三
人
で
會
食
す
る
、
食
後
は
例
に
よ
つ
て
キ
／
シ
ュ
フ
ッ
サ
ー
を
乾
し
て
、
い
よ
い

よ
御
別
れ
ざ
云
ふ
こ
ざ
に
な
る
、
若
し
何
か
危
険
に
で
も
遇
つ
て
、
再
び
蹄
れ
な
い
や
う
な
場
合
に
は
、
荷
物
全
部
は

グ
〃
ン
グ
ー
君
を
わ
づ
ら
は
し
て
、
日
本
へ
途
る
こ
こ
に
主
人
に
依
頼
し
た
ｏ

こ
れ
で
先
づ
か
た
づ
い
た
、
荷
物
は
一
ま
ε
め
に
し
て
し
ま
つ
た
し
、
手
紙
も
大
て
い
に
し
て
、
槻
て
何
か
用
事
は

な
い
か
な
ざ
思
つ
て
る
ざ
、
近
藤
君
が
這
入
つ
て
な
る
、
煙
草
を
ふ
か
し
な
が
ら
カ
フ
ェ
ー
を
取
ｂ
寄
せ
て
、
ス
馬
鹿

話
し
を
始
め
る
ｏ
往
本
が
妙
に
し
１
ん
ざ
し
て
氣
に
な
る
か
ら
、
窓
を
あ
け
る
Ｅ
、
街
燈
の
二
列
に
行
儀
よ
ぐ
並
ん
だ

大
通
り
は
、
人
つ
氣
も
な
く
寝
静
ま
つ
て
、
塞
は
ま
つ
晴
に
曇
つ
て
、
市
の
風
が
冷
や
夕
ヽ
す
る
、
も
う
十
二
時
を
過

ぎ
て
ゐ
た
ｏ◎

ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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一
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◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

寝
床
に
這
入
つ
て
も
、
い
ろ
ん
な
こ
ざ
が
頭
の
中
に
ご
ち
や
′
ヽ
し
て
、仲
々
寝
つ
か
れ
な
い
、
そ
の
う
ち
思
ひ
出
し

た
の
は
、
近
藤
君
の
遺
言
で
、
差
し
あ
た
つ
て
、
遺
言
す
る
ほ
ざ
の
用
事
も
思
ひ
出
せ
な
い
が
、
俄
ク
に
も
し
タ
ン
ブ

ァ
ス
に
落
ち
て
死
ん
だ
ざ
す
る
、
す
る
こ
、
新
聞
で
書
き
立
て
る
、
―
―
ま
あ
一
寸
想
像
し
て
見
た
ん
だ
が
、
―
―
す

る
ぎ
、
日
本
の
山
の
氣
に
な
つ
て
、
知
ら
な
い
他
國
の
山
に
入
り
込
ん
で
、
見
営
が
付
か
な
い
で
死
ん
だ
ん
だ
、
地
目

の
一
枚
も
持
つ
て
行
け
ば
い
ヽ
に
な
ん
て
、
死
人
に
目
が
き
け
な
い
ざ
思
つ
て
、
自
分
達
に
引
き
く
ら
べ
て
、
勝
手
な

こ
ざ
を
書
き
立
て
る
に
相
違
な
い
、
死
ん
で
し
ま
へ
ば
、
生
き
て
る
奴
の
文
句
な
ん
か
、
聞
え
な
い
か
ら
か
ま
わ
な
い

や
う
な
も
の
ヽ
、
そ
れ
で
は
山
岳
會
や
、
第

一
折
角
取
り
調
べ
た
、
案
内
記
に
封
し
て
申
し
わ
け
が
な
い
。
ぼ
ん
や
り

し
て
死
ん
だ
ん
で
は
な
い
ぞ
、
死
ぬ
氣
で
死
ん
だ
ん
だ
ざ
、
云
ふ
程
で
は
な
い
が
、
こ
ざ
に
よ
る
こ
、
死
■
か
も
知
れ

な
い
ざ
思
っ
て
死
ん
だ
ん
だ
ぞ
ざ
、
一
寸

一
筆
残
し
て
置
い
た
方
が
、
生
き
て
婦
つ
た
つ
て
、
別
段
損
に
も
な
ら
な
い

か
ら
よ
か
ら
ラ
ざ
、
ス
燈
を
つ
け
る
ざ
、
有
り
合
せ
の
紙
っ
片
れ
に
、
こ
れ
か
ら
山
に
這
入
る
、
無
理
に
は
胃
さ
な
い

が
、
危
険
に
出
つ
か
す
か
も
知
に
な
い
、
死
ん
だ
ら
何
分
宜
じ
く
ご
、
日
本
山
岳
會
ざ
、
宅
の
も
の
ご
、
国
に
ゐ
る
二

人
の
親
友
に
書
き
置
き
を
し
た
。

そ
れ
で
、
ま
づ
、そ
の
方
は
安
心
だ
が
、
寝
や
う
ざ
す
る
ざ
、今
度
は
天
氣
が
氣
に
な
つ
て
な
ら
な
い
、
途
中
か
ら
降

る
雨
や
雲
な
ら
、
い
や
で
も
豫
定
の
行
動
を
取
る
か
ら
、
差
支
へ
は
な
い
が
、
朝
か
ら
雨
で
、
仕
度
の
済
ん
だ
上
、
も

う

一
日
滞
在
は
、
何
ざ
も
以
て
恐
れ
入
る
ｏ
晴
れ
て
ゐ
る
ざ
い
ヽ
が
、
氷
河
の
篤
具
を
う
ん
ざ
撮
し
て
、
か
う
云
ふ
工

合
に
、
切
っ
た
て
に
な
つ
た
山
の
麓
に
三
人
を
あ
し
ら
つ
て
、
雲
が

′ヾ
ツ
ざ
山
の
中
段
だ
け
に
渦
悠
い
て
、
尾
根
ざ
麓

の
氷
河
に
だ
け
、
日
が
あ
た
つ
て
る
ざ
い
ヽ
が
な
ん
て
、
考
へ
て
見
る
ざ
大
人
氣
な
い
が
、
何
し
ろ
遠
く
で
見
た
ば
か

り
、
ま
た
、
想
像
の
外
に
は
材
料
が
な
い
か
ら
、
い
ろ
ん
な
幻
を
書
い
て
ゐ
る
う
ち
に
、
ウ
ン
フ
〃
ゼ
ー
エ
ン
の
會
堂

の
鐘
は
、　
一
つ
う
ち
、
二
つ
う
ち
、
三
つ

，
つ
て
明
け
易
い
夏
の
夜
は
、
し
ら
ハ
ゝ
ざ
窓
掛
の
隙
を
漏
れ
て
、
う
す
ら

ペ
ツ
ド
シ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

寒
い
敷
　
布
に
、
明
け
方
の
光
は
さ
し
勅
め
る
。
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曲番

七
月
二
十
九
日
ざ
な
つ
た
。

グ

リ

ン
デ

ル

フ

ル
ト

ヘ

天
氣
は
、
思
は
じ
く
な
い
の
は
瓶
う
こ
し
て
、
こ
れ
は
も
う
ざ
て
も
見
込
が
無
い
ｏ
遅
か
れ
早
か
れ
雨
ざ
な
る
は
必

然
だ
が
、
そ
れ
で
も
慾
目
が
手
偉
っ
て
、
風
向
き
で
、
少
し
て
も
雲
が
明
る
く
な
る
ざ
、
そ
ら
大
丈
夫
だ
、
ね
、
見
給

へ
、
明
る
く
な
る
よ
な
ん
て
、
下
ら
な
い
心
配
ば
か
り
ぐ
う
か
へ
し
て
あ
る
ｏ
仕
度
は
す
つ
か
り
ざ
ヽ
の
へ
て
、
食
事

は
カ
フ
ェ
ー
コ
ム
プ
ン
に
、
腹
の
た
し
に
な
り
さ
う
な
冷
肉
を
、
例
の
青
葉
の
下
で
詰
め
込
ん
で
ゐ
る
ざ
、
大
通
り
を

ロ
ー
プ
は
肩
か
ら
は
す
つ
掛
け
に
な
き
っ
け
て
、
御
約
束
の
身
ご
し
ら
へ
に
ア
″
ベ
ン
シ
ュ
ト
ッ
タ
、
リ
ュ
ッ
タ
ナ
ッ

ク
は
は
ち
切
れ
さ
う
に
膨
ら
ん
だ
の
を
脊
負
ひ
込
ん
で
、
の
つ
し
ノ
ヽ
ざ
、

一
足
ご
ざ
に
力
足
を
踏
ん
で
、
二
人
の
ガ

イ
ド
が
現
は
れ
る
。

タ

ン
ネ

妻
車
は
八
時
三
十
五
分
、
シ
ン
・ノ
″
ゼ
ー
エ
ン
の
古
塔
の
頂
は
、
雨
雲
に
つ
か
へ
さ
う
に
な
っ
て
、
ハ
″
ダ
ル
の
樅

の
森
に
、
湧
き
上
る
霧
は
、
い
つ
に
な
つ
て
も
晴
れ
る
様
子
は
な
い
、
汽
車
は
ア
ー
ン
の
流
れ
に
浩
う
て
、
街
の
裏
手

を
つ
っ
き
る
こ
、
間
も
な
く
維
鮎
の
オ
ス
ト
、
バ
ー
ン
ノ
ー
フ
に
着
く
、
グ
ソ
ン
デ
″
フ
″
卜
行
き
の
乗
り
換
へ
は
九

時
螢
で
、
切
符
の
買
ひ
替
へ
に
、
一初
め
て
會
員
證
を
利
用
し
て
、
三
割
五
分
残
き
の
特
典
に
あ
づ
か
つ
た
ｏ
ノ
ヵ
イ
ツ

が
見
え
な
い
ん
で
さ
が
し
て
ゐ
る
こ
、
奴
は
停
車
場
に
店
を
出
し
て
る
、
娘
の
Ｅ
こ
に
ゐ
た
ん
だ
ｏ
汽
車
は
そ
の
う
ち

に
、
ポ
ョ
ー
デ
ソ
を
横
ぎ
つ
て
、
ラ
ク
テ
″
ブ
／
ノ
ネ
ン
タ
ー
ノン
に
入
る
、
左
は
シ
ン
ニ
ダ
プ
ラ
ッ
ク
の
す
ぐ
麓
で
、

新
し
い
、
昨
日
一
昨
日
の
雲
が
、雲
の
間
に
ま
だ
ら
に
見
え
る
、
ル
ー
ダ
ン
の
裾
を
ま
わ
つ
て
、
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
の
産
地
、

ウ
丼
″
デ
ル
ス
ク
井
〃
を
通
♭
過
ぎ
る
こ
、
リ
ュ
チ
ー
ネ
の
流
れ
は
雲
の
底
か
ら
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
、
谷
を
包
む
黒

木
の
森
の
、
下
を
う
ね
つ
て
た
ぎ
り
落
ち
る
ｏ
樅
に
は
柔
か
ぐ
線
が
前
え
て
、
ひ
ら
′
ヽ
ざ
、
風
に
飢
れ
る
自
樺
の
、

青
葉
若
葉
の
、
幾
重
に
も
入
り
気
れ
た
谷
奥
に
、
汽
車
は
静
か
に
登
つ
て
行
く
。

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
０

一
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山書

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
調

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
０
ニ

ツ
フ
イ
″
ュ
チ
ー
ネ
で
、
私
達
の
這
入
つ
た
室
だ
け
は
、
ニ
ダ
ー
ス
ば
か
ら
の
、
亜
米
利
加
人
を
つ
め
込
ん
だ
客
事

Ｅ
離
れ
て
、
本
線
か
ら
左
に
別
れ
て
、
グ
リ
ン
デ
ノン
フ
ノン
ト
に
向
ふ
、
シ
ュ
フ
″
ツ
、
″
ュ
チ
ー
ネ
の
、
雪
解
り
の
水

は
な
か
、ノ
ヽ
多
い
、
雨
側
の
絶
壁
に
氷
は
な
い
が
、
雲
は
、
各
来
た
ざ
き
ざ
同
じ
や
，フ
に
晴
く
、
こ
の
狭
い
濃
に
か
ぶ

さ
っ
て
、
落
葉
松
や
樺
の
蔽
ひ
茂
つ
た
の
が
、
谷
を
な
ほ
更
ら
深
ぐ
思
は
せ
る
、
流
れ
を
は
さ
む
段
丘
に
、
右
は
切
つ

た
て
の
岩
壁
で
あ
る
が
、
心
持
ち
な
そ
ひ
に
な
つ
た
北
の
丘
に
は
、
石
を
の
せ
た
板
屋
根
の
百
姓
家
が
、
ま
る
で
吾
妻

川
の
ふ
ち
で
し
旋
す
る
や
う
な
威
じ
が
す
る
ｏ

我
慢
に
我
慢
し
て
ゐ
た
塞
は
、
も
う
こ
ら
へ
切
れ
な
く
な
っ
て
、
ぼ
っ
り
′
ヽ
、
備
子
窓
に
打
っ
つ
け
た
雨
脚
は
次

第
に
繁
く
な
つ
て
、
十
時
十
五
分
に
、
グ
リ
ン
デ
″
フ
″
卜
に
着
ぐ
ざ
、
傘
な
し
で
は
、
少
し
こ
た
へ
る
く
ら
ゐ
な
降

り
に
な
つ
て
来
た
ｏ
取
り
敢
へ
す
、
停
車
場
の
待
ち
合
ひ
に
か
け
込
ん
で
、
考
へ
込
ん
だ
が
、
室
に
這
入
る
ざ
、
急
に

大
降
う
に
な
つ
た
や
う
に
、
屋
根
を
洗
ふ
雨
の
音
が
骨
身
に
こ
た
へ
る
ｏ

私
達
は
無
論
出
か
け
る
つ
も
り
だ
が
、
今
日
の
う
ち
に
着
く
筈
の
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
エ
ッ
タ
の
小
屋
ま
で
は
、
ウ
ン
フ

″
、
グ
リ
ン
デ
″
フ
″
卜
の
氷
河
を
さ
か
の
ぼ
つ
て
、
六
時
間
は
た
つ
ぷ
り
か
ヽ
る
、
が
、
こ
ヽ
で
泊
る
の
も
業
腹
な

り
、
さ
れ
ば
ざ
云
っ
て
相
手
が
天
氣
で
は
、
喧
嘩
に
も
な
ら
ず
、
煙
草
ば
か
り
ふ
か
し
て
、
窓
に
近
い
氷
河
の
裾
を
に

ら
め
て
ゐ
る
ざ
、
外
で
立
ち
話
し
を
し
て
ゐ
た
二
人
が
や
つ
て
来
た
、
出
か
け
る
の
か
ざ
思
つ
て
身
仕
度
に
及
ぶ
こ
、

荷
物
が
重
い
か
ら
、
ト
ン
ー
ガ
ー
を
今
日
一
日
だ
け
雇
つ
て
く
れ
ざ
云
ふ
掛
け
合
ひ
だ
、
荷
物
は
重
い
に
は
相
違
な
い

が
、
決
し
て
脊
負
へ
な
い
位
で
は
な
い
、
素
人
の
私
達
の
ソ
ニ
ッ
ク
サ
ッ
ク
だ
つ
て
、
彼
等
に
封
し
て
さ
ラ
軽
い
ざ
は

思
は
れ
ぬ
、
私
は
着
が
へ
の
シ
ャ
ツ
、
厚
毛
、
薄
手
を
取
り
ま
せ
て
四
枚
、自
の
ス
ク
ェ
ク
ー
に
ス
ク
ェ
ク
ー
コ
ー
ト
、

シ
ユ
ポ
ル
ト
、
シ
ユ
ト
ル
ム
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

覇
発
り
鉢
わ
工蹴
７
スヽ
下

が
二
足
、
地
国
二
部
、
登
山
案
内
二
冊
、
給
は
が
き
形
の
篤
具
機
に
フ
ィ
″
ム
が
十
六
本
、

帽

子
や
雲
除
眼
鏡
、
石
鹸
、
歯
磨
な
ん
て
雑
物
は
数
へ
な
い
で
も
、
大
形
の
リ
ュ
ッ
タ
サ
ッ
タ
は

一
杯
に
膨
ら
ん
で
、

も
う
こ
の
上
は
押
し
込
め
な
い
位
ゐ
に
な
っ
て
る
ｏ
彼
等
の
ご
比
べ
て
も
、
殆
ん
ざ
重
さ
に
異
ひ
は
な
い
、然
し
、今
迄

五
二

０
″

ρ
０



山岳

は
汽
車
の
旋
で
、
こ
れ
か
ら
雨
の
中
を
登
る
の
に
「
途
中
で
蒻
り
込
む
や
う
で
は
外
聞
が
悪
る
い
ｏ
ガ
イ
ド
が
重
す
ぎ

る
ざ
云
ふ
ん
だ
か
ら
、
苦
し
い
に
は
違
ひ
あ
る
ま
い
ｏ
兎
に
角
我
々
の
ソ
ニ
ッ
タ
ナ
ッ
タ
は
我
々
で
庭
分
す
る
が
、
そ

れ
で
も
ト
ン
ー
ガ
ー
が
必
要
だ
つ
て
云
ふ
の
か
ざ
、　
一
應
問
ひ
た

ぃ
し

て
見
た
、
奴
等
は
ま
た
相
談
を
は
じ
め
た
が

ざ
う
も
、
二
週
間
分
で
、
荷
が
多
す
ぎ
る
か
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
エ
ッ
タ
ま
で
雇
っ
て
く
れ
ざ
云
つ
た
ｏ
聞
い
て
ゐ
た

近
藤
君
は
、
何
ざ
思
つ
た
の
か
聾
を
局
ま
し
て
、
宜
し
い
！
ざ
怒
鳴
り
つ
け
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
つ
け
加
へ
て
曰
く
、

我
々
は
す
べ
て
、
ガ
イ
ド
の
言
葉
に
従
つ
て
行
動
を
ざ
る
こ
ざ
に
し
て
を
る
か
ら
、
若
し
御
前
達
が
、
是
非
か
う
し
な

け
れ
ば
な
ら
ん
て
云
ふ
な
ら
、
す
ぐ
に
賓
行
し
や
う
、
責
任
あ
る
行
動
さ
へ
ざ
れ
ば
、
そ
れ
で
宜
し
い
つ
て
ん
で
、
恐

ろ
し
い
灌
幕
だ
、
傍
に
ゐ
る
私
も
少
々
薄
氣
味
わ
る
い
ｏ

二
人
Ｅ
も
顔
を
見
合
せ
て
、
一
寸
、
氷
河
の
上
で
暴
風
雨
に
で
も
出
會
し
た
や
う
な
顔
付
き
を
し
た
上
、
ざ
う
も
今

日
一
日
だ
け
は
、
是
非
ト
ン
ー
ガ
ー
を
ざ
申
し
出
で
た
、
や
が
て
二
人
ざ
も
人
夫
を
さ
が
し
に
行
く
。

お
い
、
何
だ
っ
て
怒
つ
た
ん
だ
い
。

怒
り
や
し
な
い
さ
。

だ
つ
て
怒
鳴
つ
た
ぢ
や
な
い
か
、
天
氣
の
せ
い
か
ね
、
僕
も
ち
つ
ざ
気
を
つ
け
や
ラ
。

い
ヽ
や
、
あ
―
や
つ
て
嚇
か
し
て
置
ぐ
ざ
、
後
で
正
直
に
仕
事
を
す
る
ざ
思
つ
た
か
ら
さ
、
ト
レ
ー
ガ
ー
を
一
日
雇

つ
た
っ
て
、
身
代
限
り
は
じ
や
し
ま
ひ
し
、
怒
る
奴
が
あ
る
も
の
か
、
僕
は
何
か
掛
け
合
ふ
時
は
、
い
つ
も
あ
の
手
を

や
る
ん
で
す
ｏ

成
る
ほ
ぎ
掛
け
引
き
か
、
商
業
上
の
仕
事
は
、
何
で
も
剣
呑
だ
っ
て
こ
ざ
だ
が
、
か
う
云
ふ
談
例
に
も
、
掛
引
き
が

あ
つ
ち
や
、
そ
の
道
の
も
の
で
な
く
て
は
、
ラフ
つ
か
リ
ガ
イ
ド
に
も
な
れ
な
い
。
そ
の
う
ち
に
、
叱
ら
れ
た
や
う
な
顔

を
し
て
、
二
人
ざ
も
婦
つ
て
来
た
、
あ
ざ
に
の
そ
′
ヽ
つ
い
て
来
た
老
人
が
、
そ
の
御
入
用
の
ト
ン
ー
ガ
ー
で
、
な
ん

だ
こ
ん
な
爺
に
脊
負
は
せ
た
つ
て
、
何
の
足
し
に
な
る
も
ん
か
な
ん
て
思
つ
た
が
、
年
寄
の
く
せ
に
、
足
は
な
か
ノ
ヽ

◎
ス
ウ
イ
ス
日
記

　

辻
村
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山番

◎
ス
ウ
イ
ス
日
謳

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

逹

若

で

、

ァ

ノン
ペ

ン

シ

ュ
ト

ッ
タ
に
は

、

ベ
ー

フ

″
、

カ

ウ

フ

マ
ン

（可
①
げ
Ｌ

蜜
尋

旨

Ｉ

）

ざ
銘

の
う

つ
て

あ

る

こ

こ

ろ
を
見
る
ざ
、
今
は
グ
リ
ン
デ
″
フ
ノン
ト
の
名
簿
に
は
な
い
が
、
昔
は
鳴
ら
し
た
ガ
イ
ド
の
成
れ
の
果
て
か
も
知
れ
な

い
０
は
ヽ
あ
、
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ェ
ン
ッ
ク
ホ
ノン
ン
ヘ
、
な
１
る
、
な
ん
て
、
自
分
は
小
屋
ま
で
ヽ
蹄
る
約
束
だ
か
ら
か

も
知
れ
な
い
が
、
い
や
し
く
も
オ
ー
ベ
〃
ラ
ン
ト
第

一
の
瞼
山
ざ
あ
る
の
を
、
別
に
氣
に
も
留
め
な
い
様
子
、
肇
確
し

た
の
か
、
そ
れ
ざ
も
そ
れ
程
に
も
威
じ
な
い
の
か
、
山
に
千
年
で
な
り
形
が
第
一
心
僣
ぐ
い
。

さ
う
か
う
す
る
う
ち
に
、
午
前
正
十

一
時
、
降
♭
し
き
る
雨
の
中
を
停
車
場
を
は
な
れ
て
、
だ
ら
′
ヽ
路
を
、
村
の

方
へ
一
行
五
人
歩
き
・初
め
た
。
雨
側
の
ホ
テ
ノン
か
ら
、
大
勢
首
を
出
し
て
見
透
っ
て
ゐ
る
ｏ

宿
は
避
暑
客
で
、
殆
ん
ざ
満
員
ざ
云
ふ
ぐ
ら
ゐ
、
雨
で
往
泰
は
静
か
だ
が
、
名
物
の
水
彫
り
や
、
書
は
が
き
を
並
べ

た
店
先
き
に
は
、
ち
ら
ほ
ら
人
だ
か
り
も
し
て
、
書
飯
の
仕
度
を
し
て
ゐ
た
ら
し
い
ク
ェ
イ
タ
ー
が
、
セ
″
ノ
ィ
エ
ッ

ト
を
手
に
も
つ
た
ま
ヽ
、
窓
か
ら
ガ
イ
ド
に
、
行
ぐ
先
き
を
聞
く
の
も
、
山
よ
り
の
村
ら
し
く
て
面
白
ろ
い
。

一
行
は

り

こ
れ
等
の
眼
に
迎
へ
途
ら
れ
て
、
ホ
テ
″
、
ベ
ー
ャ
の
角
を
右
に
曲
る
ｏ
路
は
牧
場
の
柵
の
間
を
、
だ
ら
ノ
ヽ
に
下
り

一騨
・

て
、
も
う
小
さ
な
質
を
結
ん
だ
、
果
物
の
本
の
下
を
く
ね
ノ
ヽ
折
り
曲
つ
て
、　
ノン
ュ
チ
ー
ネ
の
流
れ
に
出
る
、
川
巾
は

や
つ
ざ
三
四
間
で
、
小
橋
の
向
ふ
か
ら
す
ぐ
、
メ
ッ
テ
ン
ベ
〃
夕
の
麓
が
、
急
な
傾
斜
に
な
つ
て
、
そ
れ
ざ
右
側
に
逆

か
落
し
に
な
つ
た
、
ァ
イ
ガ
ー
の
直
下
、
ウ
ン
フ
″
、
グ
リ
ン
デ
χ
ウ
ェ
ノン
デ
″
、
グ
レ
ッ
チ
ェ
″
（Ｃ
ユ
①弓
Φ
Ｌ
乱
①τ

ヨ
駐
勲①】
Φ
】器
ｏげ
①『）
の
霧
の
下
か
ら
、
水
色
に
氷
　
塔
の
現
は
れ
た
、
頭
の
上
を
目
が
け
て
、
千
鳥
が
け
の
細
道
を

迪
る
ざ
、
雨
は
ま
す
″
ヽ
ひ
ざ
く
な
つ
て
、
っ
る
′
ヽ
滑
る
岩
角
を
、
一
足
ご
ざ
に
踏
み
じ
め
て
行
く
、
荷
は
相
應
に

肩
を
ひ
い
て
、
び
っ
し
ょ
り
濡
れ
た
頬
を
撫
で
る
、
岳
お
ろ
し
が
冷
や
′
ヽ
ざ
氣
も
ち
が
い
ヽ
Ｏ

細
雀
は
、
唐
檜
も
交
じ
る
樅
の
林
の
、
下
草
を
分
け
て
う
ね
′
ヽ
ざ
雲
に
つ
ぃ
く
、
ど
、
右
側
に
氷
河
の
薇
は
、
い

つ
の
ま
に
か
眼
下
に
な
つ
て
、
ぁ
る
時
は
岩
の
崩
れ
た
薙
を
横
ぎ
つ
て
、
や
は
り
千
鳥
掛
け
に
、
上
へ
ノヽ
ヽ
こ
登
っ
て

ゆ
ぐ
ｏ
ふ
り
か
へ
る
こ
、　
ノン
ュ
チ
ー
ネ
の
流
れ
を
は
さ
む
線
の
牧
の
上
に
、
な
だ
ら
か
な
丘
に
建
て
並
ん
だ
グ
リ
ン
デ
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山脅

ノン
フ
″
卜
の
村
が
、
バ
ゾ
ざ
儀
れ
た
霧
の
間
に
見
え
隠
れ
し
て
、
そ
の
草
野
の
そ
こ
こ
ヽ
か
ら
、
遠
く
、
風
の
絶
え
ま

に
は
タ
ラ
フ
コ
ノ
が
ひ
い
い
て
家
る
ｏ
霧
は
し
き
り
な
し
に
飛
ん
で
、
脚
も
ざ
に
す
ぐ
′
ヽ
こ
、
構
を
並
べ
た
機
の
森

の
頂
さ
へ
、
見
て
ゐ
る
中
に
、
す
１
つ
ぎ
吸
ひ
取
る
や
う
に
掻
き
清
さ
れ
て
、
見
る
ノ
ヽ
私
達
の
立
ち
止
つ
た
木
立
の

奥
ま
で
は
び
こ
つ
て
来
る
、
そ
の
本
立
に
は
、
風
に
な
ぶ
ら
れ
て
、
垂
れ
下
つ
た
下
葉
の
、
露
に
し
つ
ざ
り
濡
れ
て
、

應
揚
に
う
な
づ
く
縦
、
落
葉
松
の
、
入
り
鶴
れ
た
脚
も
ざ
に
、
な
つ
か
し
き
は
あ
は
れ
、
横
臥
し
て
、
露
に
埋
れ
た
カ

ム
パ
ヌ
ラ
の
紫
で
あ
る
ｏ
私
達
は
花
ぎ
ヽ
も
に
、
露
を
旅
服
の
襟
に
挿
し
て
、
ま
た
山
路
に
深
く
分
け
て
入
る
。

崖
路
を
登
り
に
登
つ
て
、
木
立
が
蓋
き
る
ぎ
、
雲
は
深
い
が
、
左
ほ
メ
ッ
タ
ン
ベ
″
夕
の
頂
ら
し
い
、
岩
の
崩
れ
に

雲
の
積
っ
た
急
な
崖
が
、
雲
か
ら
逆
落
し
に
、
細
征
の
上
に
覆
ひ
か
ぶ
さ
つ
て
、
右
は
ク
ン
デ
ァ
ー
ス
の
多
い
、
ア
イ

ス
メ
ー
ヤ
の
す
ぐ
向
う
に
、
雲
も
氷
も
は
じ
き
飛
ば
し
た
、
ア
イ
ガ
ー
ダ

，
―
卜

（日
奮
藁
ュ
）
が
屹
え
て
ゐ
る
ｏ
や

や
な
だ
ら
か
な
、
山
の
斜
面
に
、
紅
紫
ざ
ｂ
ル
ヽ
に
影
ら
れ
た
、
花
野
の
上
に
、
べ
‐
ノン
エ
ッ
ク
の
ホ
テ
″
が
望
ま
れ

筍

た
．
そ
の
ベ
デ
ィ
ク
ラ
リ
ス
の
紅
の
上
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

ベ
ー

ル

ニ
ッ
タ

（”
鱗
『ｏ
”
”
）

着
い
た
の
が
、　
一
時
十
五
分
前
、
板
敷
の
食
堂
に
荷
を
卸
ろ
す
ざ
、
焚
人
に
あ
た
つ
て
、
汗
ざ
雨
で
、
び
つ
し
よ
り

濡
れ
た
着
物
を
乾
か
し
な
が
ら
豊
飯
に
す
る
、
窓
か
ら
は
、
ァ
イ
ガ
ー
の
直
下
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
に
碑
け
落
ち
た
水
の

曲
が
、
手
に
取
る
ば
か
り
近
い
が
、
上
は
、
赤
く
崩
れ
た
ギ
ザ
′
ヽ
の
岩
角
が
、
雲
の
間
に
際
見
す
る
だ
け
で
、
千
六

百
五
十
米
突
の
こ
の
宿
も
、
谷
底
に
沈
ん
だ
や
う
に
う
す
晴
ら
い
。
雨
は
省
ほ
窓
を
か
す
め
て
縦
横
に
降
り
し
き
る
。

簡
軍
な
豊
飯
は
、
す
ぐ
に
用
意
さ
れ
た
、
が
、
雨
は
ま
す
ノ
ヽ
激
し
く
な
つ
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ノン
エ
ッ
ク
の
小
屋
ま

で
の
四
時
間
は
、
こ
の
降
り
で
は
一
寸
こ
た
へ
る
、
そ
れ
に
雨
上
♭
で
は
、
折
角
着
い
た
ざ
こ
ろ
で
、
明
日
の
登
山
は

見
込
み
は
な
い
か
ら
、
一
同
相
談
の
上
、
こ
の
ホ
テ
″
に
一
泊
ざ
い
ふ
こ
ざ
に
な
つ
た
。
ホ
テ
″
ざ
は
い
か
に
も
騰
裁

◎
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



山岳

◎
ス
ウ
イ
ス
日
記

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

は
い
ヽ
が
、
建
て
物
か
ら
し
て
す
で
に
小
屋
で
、
天
丼
の
低
い
、
建
て
つ
け
の
悪
る
い
、
寝
室
ざ
名
づ
け
た
の
が
、
二

階
に
六
つ
ば
か
ｂ
あ
る
だ
け
で
、
グ
リ
ン
デ
″
フ
ノン
ト
か
ら
、
日
婦
う
に
遊
び
に
来
る
客
は
あ
つ
て
も
、
大
降
り
に
で

も
出
會
さ
な
け
れ
ば
、
泊
り
込
む
も
の
は
殆
ん
ざ
無
い
さ
う
で
、
宿
帳
を
開
け
て
見
て
も
、
知
つ
た
名
前
は
ざ
ん
ざ
見

営
ら
な
い
。
取
り
あ
へ
す
、
三
階
の
片
隅
み
の
一
室
に
這
入
り
込
ん
だ
が
、
ヵ一範
一さ
の
下
で
に
も
、
潜
つ
て
ゐ
る
や
う
な

雨
の
音
が
氣
に
な
つ
て
、
ま
た
、
食
堂
に
下
り
て
来
る
、
入
口
に
出
る
ざ
、
市
の
風
が
な
か
′
ヽ
張
く
、
夕
立
の
や
う

に
小
屋
を
目
掛
け
て
、
土
砂
降
り
に
降
つ
て
ゐ
る
が
、
塞
は
い
く
ら
か
明
る
く
な
つ
て
、
ア
ィ
ガ
ー
、
グ
ラ
ー
ト
の
ゾ

ィ
タ
ザ
ッ
ク
は
、
こ
の
時
、
明
ら
か
に
仰
が
れ
た
、
ト
ン
ー
ガ
■
の
爺
さ
ん
は
、
明
日
登
つ
て
水
る
約
束
で
、
村
に
引

き
か
へ
す
、
刻
煙
草
を
も
，り
一
鍵
買
つ
て
来
て
貰
ふ
こ
ど
に
し
て
、
拝
て
ス
ト
ー
プ
を
回
ん
で
、
落
ち
っ
い
て
ふ
か
し

一初
め
た
。
倫
敦
で
も
さ
う
だ
つ
た
が
、
何
が
面
白
い
つ
て
、
國
に
ゐ
る
山
連
の
暉
ほ
ぎ
、
面
白
い
も
の
は
な
い
、
小
島

君
や
梅
澤
な
ん
か
が
、
こ
ヽ
に
ゐ
た
ら
ぎ
う
す
る
だ
ら
う
な
ん
て
、
質
問
は
極
め
て
簡
単
だ
が
、
想
像
の
結
果
は
大
そ

れ
た
も
の
で
、
や
が
て
手
紙
に
な
つ
て
本
人
の
手
許
に
舞
ひ
込
む
時
分
に
は
、
こ
つ
ち
で
は
ど
，フ
の
音
に
忠
れ
て
し
ま

つ
て
、
そ
れ
か
ら
ざ
ん
で
も
な
い
頃
に
．
素
敵
に
憤
慨
し
た
返
事
が
来
た
り
し
て
、何
を
一
人
で
怒
つ
て
る
ん
だ
ら
う
、

大
方
紳
経
麦
蒻
に
で
も
か
ヽ
つ
た
ん
だ
ら
う
な
ん
て
、ま
た
先
生
方
は
憤
慨
の
種
が
増
え
る
ｏま
た
そ
こ
が
何
ざ
も
云
ヘ

ぬ
面
白
ろ
さ
で
、幸
ひ
今
日
も
、
も
ご
よ
り
用
事
は
な
し
、
相
営
に
面
白
ろ
い
材
料
が
そ
ろ
つ
て
、
御
茶
が
す
ん
だ
ら
、

手
紙
で
も
書
い
て
ま
た
一
つ
口
惜
し
が
ら
せ
て
見
や
う
ぢ
や
な
い
か
な
ん
て
、
怪
し
か
ら
ん
相
談
が
成
立
す
る
時
分
に

は
、
天
氣
も
よ
ほ
ざ
な
ほ
つ
て
、
雲
は
厚
い
が
、
雨
は
も
う
小
降
り
に
な
つ
て
来
る
ｏ

そ
の
う
ち
に
、
外
が
が
や
ノ
ヽ
し
て
、
や
が
て
登
山
家
の
一
行
が
下
り
て
来
た
、
脊
負
っ
て
ゐ
る
ロ
ー
プ
や
、
リ
ュ

ッ
タ
サ
ッ
ク
か
ら
雫
が
ぼ
た
′
ヽ
た
れ
て
、
見
る
か
ら
佗
び
し
い
濡
れ
姿
、
グ
ダ
ム
ゼ
″
、
ホ
ス
ピ
ツ
か
ら
、
ウ
ン
テ

ラ
ー
″
グ
レ
ッ
チ
ェ
″

（Ｃ
詳
①５
翼

Ω
】Φ諄
げ
①じ

を
湖
つ
た
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
エ
ッ
ク
で
病
人
が
出
来
て
、
雲
の
降

る
の
に
二
日
午
も
滞
在
し
た
上
、
病
人
を
の
こ
し
て
今
朝
小
屋
を
職
つ
た
が
、
雲
が
あ
ま
り
ひ
ざ
い
の
で
、
シ
ュ
ソ
ャ

Ｑ
）

０
タ

Ａ
ｖ



山岳

ジ
エ
ッ
タ
の
小
屋
に
豊
過
ぎ
ま
で
ゐ
た
の
だ
ざ
云
ふ
、
小
屋
の
附
近
に
は
、
雲
は
か
れ
こ
れ
、
尺
近
ぐ
積
つ
て
、
こ
れ

か
ら
の
路
も
雨
で
な
か
夕
ヽ
難
儀
だ
な
ん
て
云
つ
て
た
、
そ
の
う
ち
仲
間
の
一
人
が
宿
帳
を
見
て
ゐ
た
の
が
、
私
達
の

方
を
む
い
て
、
失
濃
で
す
が
、
ド
ク
タ
ー
は
ざ
な
た
で
す
か
っ
て
聞
い
た
、
近
藤
君
は
た
ち
が
悪
る
い
ｏ
お
い
、
ド
ク

タ
ー
、
御
用
だ
よ
、
な
ん
て
澄
ま
し
て
ゐ
る
ざ
、
例
の
登
山
家
は
、
一
寸
他
庭
行
き
の
顔
を
し
て
、
質
は
、
先
刻
お
は

な
し
中
し
ま
し
た
通
り
、
友
達
が
腹
痛
で
苦
し
ん
で
居
り
ま
す
の
で
、
是
非
ぎ
ラ
ぞ
御
診
察
を
つ
て
掛
け
合
ひ
だ
、
懐

中
に
は
、
日
に
焼
け
な
い
御
ま
じ
な
ひ
の
グ
レ
ッ
チ
ェ
″
、
ク
レ
ー
ム
、
そ
れ
か
ら
コ
ニ
ャ
ッ
ク
は
三
本
持
参
に
及
ん

だ
が
、
い
く
ら
ド
ク
タ
ー
ざ
宿
帳
に
書
い
た
つ
て
動
物
の
業
は
つ
い
ぞ
盛
っ
た
覺
え
が
な
い
、
そ
の
由
つ
ぶ
さ
に
言
上

い
た
す
ぎ
、
す
つ
か
り
失
堕
し
て
し
ま
つ
て
、
は
た
の
見
る
日
も
気
の
毒
で
あ
っ
た
。

雨
は
も
う
さ
つ
ば
り
ざ
上
つ
て
、
日
こ
そ
さ
ヽ
な
い
が
、
表
へ
出
る
ざ
、
グ
ウ
ェ
ヒ
タ
ン

（Φ
メき
〓
８
Ｌ
‐一‘３
Ｆ
）

の
岩
角
か
ら
、
宿
の
屋
根
に
落
ざ
す
草
原
に
、
雨
を
浴
び
た
山
草
の
美
し
さ
、
私
達
は
踏
め
ば
こ
ぼ
れ
る
露
を
分
け
て

２９

裏
山
に
細
そ
ん
ヽ
ざ
つ
ぃ
く
小
径
を
、
上
へ
′
ヽ
こ
登
つ
て
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

限
に
映
つ
る
の
は
、
山
を
理
め
た
ア
″
ベ
ン
ロ
ー
ゼ
ン
の
紅
で
あ
る
、
そ
し
て
晴
線
の
小
さ
な
葉
の
重
な
り
合
つ
た

あ
ひ
だ
に
は
、
杢
色
の
龍
脂

（Φ
①ュ
一目
摯
ｐｏ〓
訂
）
や
、
名
は
知
ら
な
い
が
、
白
馬
ア
ナ
ツ
キ
の
や
う
な
ア
リ
ク
ム
、

ど
、
ハ
ク
ナ
ン
イ
チ
ダ

（＞
８
８
８
①
〓
【
覆

一ヽ〇５
）
や
、
ダ
ウ
ム

（０
８
８
Ｅ
８
す
目
こ

が
一
面
に
険
き
鶴
れ
て
ゐ
る

私
逹
は
知
ら
す
ハ
ヽ
、
小
山
の
頂
ま
で
家
た
、
宿
は
も
う
急
な
斜
面
に
遮
ぎ
ら
れ
て
、
限
下
に
は
ァ
イ
ス
メ
ー
ャ
の
ひ

び
割
れ
た
氷
河
ざ
、
そ
の
す
ぐ
向
う
側
に
、
私
逹
が
登
れ
ば
登
る
ほ
ざ
、
高
く
ノ
ヽ
せ
り
出
し
て
行
く
、
ア
イ
ガ
ー
グ

ラ
　
・
―
卜
の
岩
角
を
見
る
ば
か
り
で
あ
る
ｏ
草
野
の
頂
は
、
や
ヽ
な
だ
ら
か
に
南
へ
開
い
て
、そ
こ
に
横
は
る
岩
の
蔭
に
も

黄
金
色
の
ア
″
ニ
カ

（ン
ュ
８
８
８
夢
ぎ
）
が
立
派
に
険
い

て
あ
る
ｏ
二
人
ざ
も
、
そ
の
大
き
な
、
友
色
の
地
衣
に
覆

は
れ
た
岩
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
じ
つ
ざ
氷
河
の
南
を
跛
下
ろ
し
た
ｏ

ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
は
、
こ
の
山
の
麓
か
ら
左
に
折
れ
曲
つ
て
を
る
が
、
シ
ェ
ン
ッ
ク
ホ
″
ン
の
方
面
は
、
な
ヽ
め
に
落

◎
ス
ツ
イ
ス
ロ
記

　

辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



山岳

◎
ス
ウ
イ
ス
日
記
　
　
辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

ざ
す
グ
シ
ェ
ヒ
タ
ン
の
穏
に
選
ら
れ
て
見
え
な
い
、私
達
の
正
面
に
、も
う
オ
ン
ン
デ
色
に
染
め
ら
れ
た
夕
塞
に
き
つ
ざ

奪
え
て
、
氷
河
の
南
を
限
る
の
は
、
メ
ョ
ン
ヒ
か
ら
遠
ぐ
フ
ィ
ン
シ
ュ
一プ
ラ
ー
″
、
ホ
ノレ
ン
ヘ
つ
ぃ
く
ノ
ィ
ー
シ
ェ
ル

グ
ラ
ー
ト
（口
溌

，
①“
ュ
）
で
、
た
つ
た
今
、
雲
の
中
か
ら
滉
き
上
つ
た
、
オ
ッ
ク
ス

（ｏ
ｏＦ

ｏ魚
，【
一①一甲
里
①のｏげ
Ｌ
〕ｏ〓

ω
８
ぃ
Ｆ
）
の
、
三
方
か
ら
割
り
ざ
ら
れ
た
氷
の
ア
ン
ト
が
、
私
達
に
は
も
う
、
山
岳
で
あ
る
こ
は
思
へ
な
か
つ
た
。
雲

を
雲
ざ
仰
ぎ
、
今
ま
で
は
流
れ
を
た
ぃ
、
渦
ま
く
水
〓
威
じ
た
私
に
も
、
人
格
化
さ
れ
た
山
を
味
ふ
ゝ
詩
人
の
心
か
ら

離
れ
て
、
な
は
、
何
も
の
か
力
張
く
、
胸
に
ひ
ぃ
く
の
を
覺
え
る
、
塞
は
静
か
に
晴
れ
曇
り
し
て
、
こ
の
大
宇
宙
に
屹

Ｅ
し
た
高
山
の
思
ふ
が
ま
ヽ
に
、
地
を
離
れ
て
、
雲
は
、
霧
は
、
湧
ぐ
ざ
覺
え
た
。

ダ
ウ
ム
の
花
の
露
に
ぬ
れ
て
、
斜
面
を
南
へ
下
９
る
ざ
、
山
の
凹
み
に
幾
群
の
牛
が
放
し
て
あ
る
ｏ
さ
つ
き
ま
で
、

幻
慕
ざ
疑
つ
て
ゐ
た
、
柔
か
い
も
の
ヽ
音
は
、
や
は

，
そ
の
タ
ラ
ソ
ヨ
ン
の
響
で
あ
つ
た
。
私
は
後
の
世
が
あ
る
か
な

い
か
知
ら
な
い
が
、
も
し
有
る
な
ら
ば
、
今
Ｅ
同
じ
境
遇
に
生
れ
た
い
、
然
ら
す
ば
む
し
ろ
、
い
か
な
る
階
級
に
於
け

る
人
間
の
種
類
を
も
御
見
を
蒙
む
つ
て
、
雪
解
の
野
に
ア
／
プ
の
雲
を
仰
ぐ
、
あ
ヽ
い
ふ
牛
に
生
れ
代
り
た

い
。
タ

ラ
ソ
コ
ン
の
響
ざ
ざ
も
に
、
日
は
次
第
に
黄
昏
れ
て
、
グ
ン
ツ
ィ
ヤ
ナ
の
花
は
、
も
う
、
ざ
れ
も
′
ヽ
利
ん
で
し
ま
つ

た
嗜
私
達
は
牧
夫
の
や
う
に
煙
管
を
く
わ
へ
て
、
阪
路
を
ざ
こ
′
ヽ
ざ
下
り
て
な
る
、
山
の
夕
暮
は
膚
に
泌
み
て
、
ホ

テ
／
の
窓
ご
し
に
、
赤
い
人
の
ち
よ
ろ
′
ヽ
燃
え
る
の
が
な
つ
か
し
い
。
私
達
は
そ
の
ま
ヽ
、表
の
椅
子
に
腰
か
け
て
、

ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
氷
河
を
破
下
ろ
す
一ノ
ン
ー
ス
に
、
静
か
な
夕
を
味
つ
た
。

西
北
の
基
は
、
日
の
沈
ん
だ
の
ち
、
湖
の
や
う
に
静
か
に
晴
れ
て
、
氷
河
の
開
く
向
う
に
は
、
グ
リ
ン
デ
″
フ
″
ト

〓
プ
リ
エ
ン
ツ
の
湖
水
の
間
を
限
る
、
フ
ァ
ク
″
ホ
″
ン
や
シ
ン
ニ
グ
プ
ラ
ッ
タ
の
、
雲
に
新
し
く
飾
ら
れ
た
岩
山
が

屈
氣
模
の
や
う
に
見
わ
た
さ
れ
る
、
そ
れ
等
の
ふ
も
ざ
は
、
雲
に
交
じ
る
線
が
次
第
に
濃
く
、
樅
ざ
も
思
は
れ
な
木
立

か
ら
、
グ
ソ
ン
デ
″
フ
／
卜
の
斜
面
に
つ
ぃ
い
て
ゐ
る
。
私
達
は
、
質
素
な
晩
飯
が
維
る
ざ
、
ま
た
ラ
ン
ー
ス
の
小
さ

な
テ
ー
プ
″
を
回
ん
で
カ
フ
ェ
ー
を
命
し
た
、
谷
は
も
う
暗
く
な
つ
て
、
グ
ソ
ン
デ
″
フ
″
卜
の
村
に
は
、
あ
ち
こ
ち

〈Ｕ９
υ

Ａ
ｕ
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燈
が
灯
さ
れ
た
、
私
達
は
や
は
り
獣
つ
て
、
い
つ
ま
で
も
ノ
ヽ
、
こ
の
静
か
な
景
色
を
眺
め
て
ゐ
る
、
氣
が
っ
く
ざ
氷

河
に
つ
ぃ
く
フ
イ
ー
シ
ェ
〃
グ
ラ
ー
ト
は
、
友
色
の
夕
間
に
蒼
自
く
な
ほ
仰
が
れ
る
、
そ
の
左
、
オ
ッ
ク
ス
の
西
の
ア

ン
ト
は
、
星
明
り
か
、
そ
れ
ざ
も
残
ん
の
夕
映
え
が
、
ま
だ
あ
の
塞
中
に
た
ぃ
よ
う
て
ゐ
る
の
か
、
螢
光
を
放
つ
て
ゐ

る
や
う
な
、
物
凄
い
光
が
望
ま
れ
た
。

グ
ソ
ン
デ
ル
フ
ノン
ト
の
村
の
灯
は
、
ち
ら
ノ
ヽ
ま
た
ヽ
い
て
、
そ
の
度
ご
ざ
に
、
燈
人
の
数
が
増
し
て
ゆ
く
や
う
に

思
は
れ
る
、
も
う
風
も
吹
か
な
い
、
花
は
静
か
に
湊
か
ら
湧
い
て
、
こ
の
一
軒
家
を
包
ん
で
し
ま
ふ
ご
、
豊
は
氣
に
も

ざ
め
な
か
つ
た
、
ア
イ
ガ
ー
グ
ラ
ー
ト
の
絶
壁
の
、
氷
を
割
っ
て
辻
り
落
ち
る
小
瀧
の
、
か
す
か
な
響
が
、
何
か
意
味

の
あ
る
、
私
達
に
も
了
解
の
で
き
さ
う
な
、
話
聾
の
や
う
に
聞
き
ざ
ら
れ
た
、
そ
の
言
葉
は
、
或
る
時
は
耳
も
ざ
に
そ

つ
こ
さ
ヽ
や
ぐ
や
う
に
、
ざ
す
る
ざ
ま
た
森
を
距
て
た
行
人
の
聾
の
や
う
に
遠
の
い
て
り
ぐ
ｏ

私
逮
が
、
ほ
か
′
ヽ
す
る
食
堂
の
ス
ト
ー
プ
の
側
を
ぬ
け
て
、
怪
し
げ
な
板
張
り
の
梯
子
段
を
恐
ろ
′
ヽ
上
つ
て
、　
一狙

寝
室
ざ
定
め
ら
れ
た
室
に
這
入
つ
た
時
は
、
も
多
八
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
荒
造
り
の
天
丼
の
低
い
、
板
敷
に
は
別
に
何

゛

も
敷
い
て
な
い
粗
末
な
室
に
、
二
人
ざ
も
、
は
す
つ
か
け
に
向
き
逢
っ
た
寝
憂
に
疲
こ
ろ
ん
で
、
別
に
話
を
す
る
で
も

な
く
、
ぼ
ん
や
り
し
た
時
は
、
い
や
に
陰
氣
な
威
じ
が
起
つ
た
、
ナ
ハ
ト
、
・プ
ィ
ッ
シ
ュ
の
上
に
は
、
た
ぃ
さ
へ
晴
い

噛
燭
が
妙
に
た
め
息
を
つ
い
て
、
そ
の
度
に
、
私
達
は
寝
床
ご
ざ
、
ク
ン
グ
ァ
ー
ス
の
中
に
沈
ん
で
ゆ
く
や
う
な
氣
が

す
る
、
二
人
ざ
も
申
し
合
せ
て
、
思
ひ
切
つ
て
燈
を
吹
き
清
す
ざ
、
カ
ー
一プ
イ
ン
も
無
い
碕
子
窓
か
ら
、
蒼
い
星
明
り

が
、
吸
ひ
込
ま
れ
る
や
う
に
流
れ
込
ん
で
木
た
。

眠
ら
ラ
ざ
思
つ
て
眼
を
開
ぢ
て
も
、
頭
は
憂
に
さ
え
て
来
て
、
通
か
な
、
上
の
底
に
響
く
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
ま
で
、

寝
る
な
夕
ヽ
、

経
れ
ば
も
ラ
最
後
だ
ぞ
ざ
嚇
か
す
や
う
に
思
は
れ
て
な
ら
な
い
。

今
花
も
や
は
り
自
ら
ノ
ヽ
明
け
に
な
る
ま
で
、
ま
ん
ぢ
ヶ
ざ
も
し
な
か
つ
た
、
ア
プ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
は
時
に
は
耳
元
で

績
け
さ
ま
に
、
ま
た
は
遠
の
い
て
遜
か
な
国
か
ら
響
い
て
来
る
。
し
ば
ら
く
う
ざ
′
ヽ
し
て
、
本
営
に
限
が
覺
め
た
の
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は
六
時
頃
で
あ
つ
た
ら

，
、
山
の
朝
は
仲
々
寒
む
い
。

晴
れ
て
は
ゐ
る
ら
し
い
が
、
狭
い
窓
の
向
う
は
、
鼻
が
つ
か
へ
る
や
う
な
ア
イ
ガ
ー
グ
ラ
ー
ト
の
絶
壁
で
、
南
へ
入

り
込
ん
だ
ァ
イ
ス
メ
ー
ャ
に
面
し
た
、
こ
ヽ
は
、
朝
日
を
グ
ェ
ヒ
タ
ン
の
連
峯
に
選
ぎ
ら
れ
て
を
る
か
ら
、
花
は
ざ
ラ

に
明
け
放
れ
て
も
、
日
の
光
り
を
見
る
こ
ざ
は
出
来
な
い
。
七
時
過
ぎ
に
、
や
う
や
く
床
を
は
な
れ
て
、
旅
服
に
あ
ら

た
め
る
ぎ
、
す
ぐ
食
堂
に
下
り
て
来
た
、
表
へ
出
る
ざ
、
晩
秋
の
こ
ろ
に
見
る
や
う
に
、
朝
の
杢
氣
が
冷
や
つ
ざ
こ
た

へ
て
、
身
膿
が
ひ
き
締
ま
る
や
う
な
気
が
す
る
ｏ
塞
は
名
残
り
な
く
晴
れ
渡
っ
て
、
前
の
細
道
を
左
に
下
り
る
Ｅ
、
露

を
浴
び
た
山
草
を
わ
け
て
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
ほ
ざ
り
に
出
た
。
南
の
杢
を
限
る
ノ
ィ
ー
シ
ェ
／
グ
ラ
ー
ト
は
、
朝
日

を

一
林
に
受
け
て
、
蒼
杢
に
屹
ざ
ぬ
け
出
し
て
ゐ
る
。
ア
イ
ガ
ー
グ
ラ
ー
ト
か
ら
メ
ョ
ン
ヒ
ヨ
ッ
ホ
の
方
面
は
、
グ
ン

プ

ァ
ー
ス
の
上
に
片
蔭
が
出
来
て
、赤
黒
ぐ
崩
れ
た
岩
の
破
片
が
、
氷
河
の
上
に
う
づ
高
く
盛
り
上
つ
て
見
え
る
の
が
、

杢
氣
の
澄
ん
で
ゐ
る
た
め
か
、
手
に
ざ
る
や
う
に
望
ま
れ
る
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・り

カ
フ
ェ
ー

コ
ム
プ
ン
に
腸
詰
を
食
べ
て
、
ま
た
表
に
出
る
ざ
、
昨
日
の
カ
ウ
フ
マ
ン
が
ヽ
約
束
の
煙
草
を
買
ひ
込
ん

一ψ

で
村
か
ら
て
く
ノ
ヽ
登
つ
て
来
た
ｏ
九
時
五
分
に
い
よ
ノ
ヽ

ベ
ー
″
ェ
ッ
ク
を
晏
つ
て
、
細
道
を
だ
ら
′
ゝ
に
南
に
下

り
る
ｆ
、
氷
河
に
つ
き
出
し
た
岩
角
を
左
り
に
曲
つ
て
、
雪
解
け
の
じ
く
′
ヽ
凛
つ
た
草
原
か
ら
、
す
ぐ
急
な
岩
山
に

取
り
つ
い
た
ｏ

エ
ー
デ

ル
フ
イ

ス

革
に
は
人
の
足
跡
が
あ
る
、
か
す
か
な
が
ら
、
細
道
は
く
ね
′
ヽ
折
れ
曲
つ
て
、
岩
か
ら
岩
に
渉
つ
て
９
ぐ
。

昨
日
の
暮
れ
方
に
、
山
上
か
ら
腋
下
ろ
し
た
、
牛
小
屋
の
下
を
過
ぎ
て
、
ご
こ
ま
で
も
氷
河
に
浩
う
て
、
南
へ
′
ゝ

Ｅ
登
つ
て
り
ぐ
ざ
、
急
で
は
あ
る
が
、
別
に
苦
し
い
道
で
は
な
い
が
、
十
二
キ
ロ
に
餘
る
九
ュ
ッ
タ
サ
ッ
タ
が
、
脊
負

ひ
慣
れ
な
い
肩
を
ひ
い
て
、
登
り
に
な
る
こ
随
分
息
が
切
れ
る
ｏ
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ガ
イ
ド
達
は
、
威
心
に
少
し
も
体
ま
な
い
、
コ
ツ
タ
、
コ
ツ
ソ
ご
、
ア
ノン
ペ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
衝
き
立
て
ヽ
、
二
人

は
先
き
に
、
カ
ク
フ
マ
ン
は
一
足
遅
れ
て
、
私
達
の
後
に
つ
い
て
登
つ
て
来
る
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
は
間
も
な
く
二
つ
に

枝
分
れ
し
て
、
今
私
達
が
つ
い
て
行
ぐ
氷
河
は
、
オ
ー
ベ
ン
ス
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
か
ら
、
最
後
に
フ
イ
ン
シ
ュ
テ

，
１

″
、
ヨ
ッ
ホ

（里
五
①Ｌ３
二
８
ｒ
）
ざ
な
つ
て
ゐ
る
が
、
封
岸
に
折
れ
曲
つ
た
も
う
一
つ
は
、
フ
ィ
ー
シ
ェ
″
グ
ラ
ー
ト

の
北
に
横
は
る
、
フ
ィ
ー
シ
ェ

ノン
フ
イ
／
ン
で
、
今
、
私
達
の
正
面
に
は
、
そ
の
タ
ン
プ
ァ
ー
ス
の
多
い
フ
ィ
／
ン
か

ッ
ン
、
フ
リ

ュ
ー
ル

ら
、
一
段
下
の
、
こ
の
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
に
落
ち
る
、
花
甘
藍

の
や
う
に
ゑ
み
割
れ
た
氷
河
で
、
中
ノ
島
ざ
云
っ
た
形
に
、

黒
ぐ
盛
り
上
つ
た
岩
山
が
、
地
面
に
あ
る
ハ
イ
セ
プ
ラ
ッ
一プ

（口
①ｒ
Φ
”
Ｆ
簾
①）
で
あ
ら
う
。

天
氣
は
極
め
て
よ
く
、
私
達
は
、
高
く
澄
ん
だ
蒼
杢
の
下
に
雪
に
覆
は
れ
て
長
が
′
ヽ
、
そ
の
杢
に
つ
ぃ
く
氷
河
の

麓
に
、
徒
ら
に
鮎
せ
ら
れ
た
、
黒
子
の
や
う
に
思
は
れ
る
ｏ
風
は
此
の
時
死
し
て
、
岩
に
険
ぐ
山
草
の
、
ざ
ｂ
ハ
ヽ
に

美
し
い
の
も
、
露
も
重
げ
に
う
な
だ
れ
て
、
ま
だ
、
夢
か
ら
覺
め
ぬ
ざ
見
え
る
ｏ
氷
の
上
、
彼
の
ア
イ
ガ
ー
の
頂
に
は

一判

帽
子
雲
が
か
ぶ
さ
っ
て
、
い
つ
に
な
つ
て
も
、
晴
れ
る
様
子
は
見
え
な
い
。
が
、
そ
の
雲
を
高
ぐ
覆
ふ
蒼
塞
に
は
、
磨

゛

き
を
か
け
て
、　
一
黙
の
曇
り
も
な
い
。

昨
日
下
り
て
水
た
人
達
の
で
あ
ら
う
、
入
り
鶴
れ
た
足
跡
は
、
た
び
／ヽ
ヽ
積
雲
の
上
を
渉
っ
て
り
く
。
右
は
、
時
々

近
く
は
な
る
が
、
そ
の
上
に
は
下
り
す
に
、
氷
河
を
跛
下
ろ
し
て
、
鈴
い
岩
山
の
研
を
縫
っ
て
ゆ
ぐ
。
ざ
急
に
、
先
登

の
フ
ォ
イ
ツ
が
、
何
か
一
大
事
で
も
話
す
や
う
に
、
聾
を
ひ
そ
め
て
さ
ヽ
や
い
た
、
言
葉
は
分
ら
な
い
、
指
さ
し
た
方

を
見
る
ざ
、
岩
の
上
を
、
ち
よ
ろ
ノ
ヽ
駆
け
ぁ
な
く
茶
色
の
動
物
が
見
え
た
、
夏
毛
の
フ
ェ
ン
ー
で
あ
る
ｏ
小
心
な
動

物
は
、
敵
が
近
ぐ
こ
で
も
思
つ
た
の
だ
ら
う
、
私
達
の
話
聾
を
聞
ぐ
ざ
同
時
に
、
黒
躍
石
み
た
い
な
限
を
し
て
、
ち
ら

つ
こ
ふ
う
か
へ
つ
た
ざ
思
ふ
ざ
、
通ヽ
べ
る
や
う
に
、
も
う
岩
の
蔭
に
も
ぐ
り
込
ん
で
し
ま
つ
た
。

宿
か
ら
四
十
分
ほ
ざ
た
っ
ぎ
、
ベ
ー
ニ
セ
ッ
タ

（口
言
一器
鍵
ヽ
」ミ
∞
Ｆ
）
の
岩
角
に
な
た
。
今
ま
で
、
東
南
に
つ
い

て
来
た
氷
河
は
、
こ
ヽ
か
ら
具
南
に
折
怖
曲
る
の
で
、
私
達
の
前
を
遮
ぎ
る
岩
角
に
、
打
ち
込
ん
だ
鐵
棒
に
か
ぢ
り
付
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い
て
、
漸
ぐ
頂
上
ま
で
来
る
‘
、
オ
ー
ベ
ン
ス
ア
イ
ス
メ
ー
ャ
の
上
に
、
グ
ロ
ー
ス
、
ジ
ェ
ン
ッ
ク
ホ
ノン
ン
が
、
殆
ん

ざ
頭
の
上
に
仰
が
れ
る
。
グ
ロ
ー
ス
、
ラ
ク
フ
ラ
‐
ノン
ホ
ノン
ン
は
、
そ
の
背
後
に
現
は
れ
た
が
、
こ
の
雨
山
岳
を
つ
な

ぐ
山
陵
、
―
―
明
日
の
朝
、
私
達
が
攀
ぢ
登
ら
う
ざ
云
ふ
斜
面
は
、
こ
ヽ
か
ら
塁
む
こ
ざ
は
出
来
な
い
。

リ
ュ
ッ
タ
ナ
ッ
タ
を
草
の
上
に
投
げ
出
し
て
、
私
達
は
ベ
ー
ニ
セ
ッ
タ
の
頂
に
近
い
、
草
の
上
に
体
ん
だ
。
後
ろ
は

切
つ
立
て
の
岩
壁
で
も
す
ぐ
下
は
．
氷
河
ま
で
、
殆
ん
ざ
直
立
の
岩
山
に
な
つ
て
を
る
。
草
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
す
ぱ
す

ば
煙
草
を
ふ
か
し
て
居
た
フ
ォ
イ
ツ
は
、
そ
の
懸
崖
に
、
一
群
の
ユ
ー
デ
ノン
フ
イ
ス
を
見
出
し
た
ｏ
ス
ク
ィ
ス
の
雲
を

憶
ふ
も
の
が
、
ヘ
ノン
プ
ェ
ツ
イ
ヤ
ざ
ヽ
も
に
、
忘
れ
る
こ
ざ
の
出
来
な
い
、
そ
の
な
つ
か
し
い
ニ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
は
、

こ
ヽ
に
、
ざ
指
す
こ
こ
の
出
な
る
懸
崖
に
険
い
て
居
る
ｏ
ア
ル
プ
の
族
人
が
、
―

‐
幾
億
ざ
知
れ
な
い
、
―
―
い
ろ
い

ろ
な
心
を
も
つ
て
、
山
を
仰
ぐ
幾
信
の
族
人
の
、
果
し
て
幾
人
が
、
こ
の
花
を
、
手
づ
か
ら
摘
む
こ
ざ
が
で
き
る
の
だ

ら
う
。
夏
に
な
る
こ
、
停
車
場
の
賣
店
や
、
通
り
の
こ
ヽ
か
し
こ
に
店
を
張
つ
て
、
花
を
賣
る
も
の
が
澤
山
あ
る
が
、

こ
れ
等
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
麓
の
庭
に
培
れ
た
の
で
、
手
の
ざ
ぃ
く
限
り
は
、
根
を
採
る
こ
ざ
は
禁
せ
ら
れ
て
も
ｂ

大
抵
取
り
養
さ
れ
て
居
る
だ
云
ふ
。
私
は
い
つ
も
、
そ
の
氣
高
い
花
を
憶
ふ
ざ
き
に
、
こ
れ
は
手
の
層
か
な
い
、
高
嶺

の
花
で
あ
る
こ
思
つ
た
，
―
―
そ
の
エ
ー
デ
ノン
フ
イ
ス
の
群
は
、
氷
河
に
の
ぞ
む
こ
の
、
懸
崖
に
吠
き
鶴
れ
て
居
る
。

私
は
二
人
の
ガ
イ
ド
に
、
身
膿
に
縛
り
つ
け
た
ロ
ー
プ
の
端
を
、
し
っ
か
ざ
押
へ
て
も
ら
つ
て
、
絶
壁
の
上
に
の
り

出
し
た
ｏ
岩
の
角
か
ら
頭
を
出
す
ざ
、
遠
い
下
の
方
に
、
ァ
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
、
横
に
い
く
つ
ざ
な
く
口
を
開
い
た
、
タ

ン
グ
ァ
ー
ス
が
の
ぞ
か
れ
た
。
カ
ク
フ
マ
ン
は
、
こ
の
時
私
の
足
を
引
つ
ば
つ
■
く
れ
る
、
無
理
に
乗
り
出
し
て
、
花

に
手
を
ふ
れ
た
時
は
、
只
も
う
無
闇
に
，フ
れ
し
か
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
捜
し
廻
つ
て
、
漸
ぐ
十
一
本
の
エ
ー
デ
ノン
フ
イ
ス

を
摘
ん
だ
ら
、
頭
に
血
が
下
つ
て
、
眼
が
眩
ら
む
や
う
に
覺
え
た
、
も
う
少
し
下
の
方
に
も
、　
一
群

，
あ
る
が
、
こ
れ

は
宙
乗
り
を
や
ら
な
け
れ
ば
ざ
て
も
探
れ
な
い
か
ら
、
く
わ
へ
煙
管
で
待
つ
て
る
近
藤
君
に
、
お
譲
り
す
る
こ
ざ
に
し

て
、
一
先
づ
上
に
引
き
上
げ
る
ざ
、
人
の
氣
も
知
ら
な
い
で
近
藤
君
は
、
探
る
な
ら
君
が
行
く
さ
、
妻
子
の
あ
る
も
の

(634)
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が
す
る
仕
事
ぢ
や
な
い
つ
て
答
へ
た
、
そ
ん
な
ら
、
い
つ
そ
山
登
う
な
ん
か
止
め
れ
ば
い
ゝ
の
に
ｏ

私
は
花
を
襟
に
挿
し
て
、
残
り
の
十
の
、
ま
だ
朝
露
に
ぬ
れ
た
の
を
、
日
記
の
間
に
は
さ
ん
で
、
も

，
今
は
世
に
亡

い
、
高
野
兄
の
愛
嬢
に
贈
つ
た
、
墓
前
に
、
花
は
ま
だ
朝
露
に
漁
い
て
ゐ
や
う
…
…
…
。

何
か
人
聾
が
す
る
こ
思
つ
た
ら
、
向
う
の
岩
角
か
ら
、
四
人
づ
れ
で
下
り
て
来
る
、
今
朝
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
ニ
ッ
タ
か

ら
家
た
さ
う
で
、
聞
い
て
見
る
こ
、
昨
日
噂
に
伺
つ
た
、
御
病
人
の
連
中
で
あ
つ
た
ｏ
腹
痛
氏
は
書
か
き
で
あ
る
、
草

の
上
で
挨
拶
が
す
む
ざ
、
悪
い
癖
で
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
取
り
あ
げ
た
か
ら
、
こ
れ
は
物
騒
ざ
、
一
同
出
職
ざ
云
ふ
こ

ざ
に
す
る
ｏ

路
は
仲
々
悪
る
い
が
、
歩
け
さ
う
も
な
い
ざ
こ
ろ
に
は
、
鐵
棒
が
あ
ち
こ
ち
、
手
が
ヽ
り
に
挿
し
て
あ
る
か
ら
、
別

に
困
る
ほ
ぎ
の
こ
ざ
も
な
い
が
、
日
が
ぢ
リ
ノ
ヽ
照
ク
つ
け
て
、
日
影
は
さ
す
が
凛
し
い
が
、
登
つ
て
り
ぐ
間
は
　
一
１
例

の
十
二
キ
ロ
が
伸
々
の
荷
に
な
る
ｏ

相
憂
ら
ず
、
登
っ
た
り
下
り
た
り
し
て
、
い
つ
ま
で
も
崖
の
中
腹
ば
か
り
通
つ
て
ゆ
ぐ
ｃ
漸
く
ツ
ュ
ァ
ノン
ツ
エ
ツ

ク

（∽
酔
ヨ
”痰
Φ器
）
の
、
小
屋
に
着
い
た
の
が
十
一
時
四
十
五
分
、
こ
ヽ
で
蓋
飯
の
用
意
を
し
た
ｏ

小
屋
は
、
今
度
私
達
が
泊
ら
う
ざ
云
ふ
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ノン
ニ
ッ
ク
の
小
屋
が
改
築
さ
れ
て
か
ら
は
．
古
さ
も
古
し
、

大
き
さ
か
ら
云
っ
て
も
ゝ
山
に
登
る
上
か
ら
云
っ
て
も
、
今
で
は
餘
ウ
重
要
な
も
の
で
は
な
い
。
屋
根
に
石
を
の
せ
た

季
家
で
、
二
人
の
男
が
、
土
間
の
温
喰
を
塗
つ
て
る
こ
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
学
分
は
ベ
ッ
ド
に
、
牛
分
は
そ
の
ま
ヽ
、
主

間
に
使
ふ
ら
し
い
ｏ
湯
を
わ
か
し
て
貰
っ
て
、
珈
琲
を
入
れ
て
、
冷
肉
に
バ
ノ
ざ
チ
ー
ス
、
山
に
這
入
る
ざ
、
三
度
Ｅ
．

も
同
じ
や
う
な
食
べ
物
で
、
珈
琲
が
御
茶
に
な
つ
た
り
、
ス
ー
プ
に
な
つ
た
り
す
る
の
で
、
辛
う
し
て
、
朝
書
晩
の
Ｅ

別
を
っ
け
る
ｏ

シ
ュ
ト
ラ
ー
″
ニ
ッ
ク
の
小
屋
が
出
な
る
ま
で
は
、
シ
ェ
ン
ッ
タ
ホ
ノン
／
の
登
山
者
は
、
こ
ヽ
を
装
足
識
ざ
し
て
を

つ
た
、
カ
ス
テ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
、
フ
ィ
／
ン

（【
驚
①〓
こ
〒
目
〓
）
の
落
ち
口
に
横
た
は
る
、
大
き
な
岩
山
の
上
に
建

◎
ス
フ
イ
ス
日
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四

て
ら
れ
て
、
す
ぐ
後
ろ
は
、
北
に
タ
ラ
イ
ン
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
ホ
″
ン
、
そ
れ
か
ら
、
最
高
峯
の
、
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ
ン

ッ
ク
ホ
″
ン
に
つ
な
が
つ
て
ゆ
く
鏡
い
山
陵
の
間
に
は
。
ネ
ッ
ン
ホ
″
ン

（Ｚ
ｐａ
ＦＯＥ
“
鶏
お

〓
・
）
が
屹
え
て
ゐ
る
ｏ

こ
の
小
屋
の
附
近
で
、
一
番
眼
を
ひ
く
の
は
、
オ
ー
ベ
ン
ス
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
封
岸
に
そ
び
え
た
、
氷
の
障
壁
の

具
上
に
、
夏
ら
に
高
く
、
室
に
秀
で
た
オ
ッ
タ
ス
の
英
姿
で
あ
る
、
そ
し
て
そ
の
障
壁
は
、
オ
ッ
ク
ス
か
ら
幾
つ
も
小

さ
な
孤
を
書
い
て
、
ア
ガ
ン
ホ
″
ン

（＞
””∽り一斗
Ｏ喜
・∞コ
〇
日
・）
か
ら
、
四
０
八
九
米
突
の
、
フ
ギ
ザ
ッ
ク
／

（口
ＧＬ

のュ
三
）
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
、最
高
駐
の
ノ
ィ
ン
シ
ェ
ク
ラ
ー
〃
ホ
ノン
ン
ざ
な
つ
て
、
そ
の
以
市
の
山
岳
は
、
す
べ
て
こ
れ

等
の
障
壁
に
か
く
さ
れ
て
居
る
ｏ

今
ま
で
登
つ
て
来
た
方
面
は
、
タ
ン
ガ
ァ
ー
ス
の
多
い
ゝ
ウ
ン
フ
レ
ス
、
ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
途
中
か
ら
、
ア
イ
ガ
ー

の
塞
に
か
け
て
、
む
ぐ
夕
ヽ
し
た
雲
が
湧
き
上
っ
て
「
見
る
′
ヽ
蒼
塞
に
は
び
こ
つ
て
り
く
、
そ
の
綿
雲
の
、
日
を
ラ

け
た
こ
二
ろ
は
、
雲
よ
り
も
張
く
反
射
し
て
、
日
影
は
鼠
が
ヽ
っ
た
陰
氣
な
蔭
が
、
今
に
も
夕
立
で
も
持
つ
て
木
さ
”り
（り

に
思
は
れ
る
ｏ
然
し
、
雲
は
高
ぐ
登
つ
て
は
清
え
、
清
え
て
は
後
か
ら
な
き
上
つ
て
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
高
さ
に
湧
き

゛

か
へ
っ
て
あ
る
ざ
見
え
て
、
書
の
日
は
、
ラ
ら
ヽ
か
に
小
屋
の
中
ま
で
さ
し
込
ん
で
来
る
ｏ

食
事
が
す
む
ざ
、
も
う
近
く
な
っ
た
、
今
夜
の
宿
に
向
つ
て
出
職
す
る
ｏ

シ
ュ
フ
″
ツ
ェ
ッ
タ
の
、
石
片
に
覆
は
れ
た
岩
山
か
ら
、
足
跡
は
、
斑
ら
に
雲
の
清
え
の
こ
る
石
か
ら
石
へ
飛
び
飛

び
に
下
り
て
、
こ
う
ノ
ヽ
Ｄ
、
氷
河
の
上
に
出
て
し
ま
ふ
ｏ
私
達
は
、
用
心
に
シ
ュ
タ
イ
グ
ノン
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
た
。
氷

の
上
は
、
新
し
い
雲
に
覆
は
れ
て
、
グ
ン
ッ
チ
ェ
ノン
グ
ラ
ス
無
し
で
は
、
も
う
眩
し
く
て
少
し
も
歩
け
な
い
。
雲
は
柔

く
、　
一
足
ご
ご
に
踏
ん
こ
ん
で
、
頗
る
歩
き
に
く
い
、
氷
河
の
な
る
た
け
端
の
方
を
通
る
の
だ
が
、
左
は
シ
ュ
ン
ッ
タ

ノ
ィ
ル
ン
が
、
い
ろ
′
ヽ
な
形
の
大
岩
石
に
距
て
ら
れ
て
、
枝
に
別
れ
て
落
ち
合
ふ
か
ら
、
時
に
よ
る
こ
、
何
だ
か
、

ァ
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
具
中
を
、
歩
い
て
ゆ
く
や
う
な
氣
が
し
た
。
私
達
の
登
る
路
に
は
、大
き
な
ク
ン
プ
ァ
ー
ス
は
無
い
ゝ

然
じ
右
左
に
は
、
積
雲
の
下
か
ら
、
蒼
く
口
を
開
い
た
シ
ュ
パ
″
ト
ン
ノ
タ
が
、
絶
え
す
の
ぞ
か
れ
る
、
そ
し
て
足
跡
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の
あ
る
そ
の
氷
河
に
も
、
雲
の
間
に
小
さ
な
穴
が
澤
山
あ
つ
て
、
こ
ヽ
ろ
み
に
水
の
破
片
を
落
し
込
む
ご
三
響
尾
蛇
の

や
う
に
か
す
か
に
ぉ
氷
の
擦
れ
合
ふ
物
音
が
、
深
い
′
ヽ
氷
河
の
底
か
ら
、
う
す
氣
味
わ
る
ぐ
響
い
て
家
る
ｏ

注
意
に
注
意
し
て
登
っ
て
り
ぐ
ざ
、
遠
い
岩
の
上
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
エ
ッ
タ
の
小
屋
が
の
ぞ
ま
れ
た
ｏ
此
の
時
ア

イ
ガ
ー
の
雲
は
、
い
つ
の
間
に
か
頭
の
上
に
覆
ひ
か
ぶ
さ
つ
て
、
ア
プ
フ
ラ
ノ
ン
ュ
だ
ご
思
つ
て
ゐ
た
鈍
い
物
の
響
を
、

お
ヽ
遠

ス、じ
ポ
一ド
ざ
氣
が
つ
い
た
頃
に
は
、
雲
は
も
う
具
白
ろ
な
霧
に
な

つ
て
、
ひ
た
ノ
ヽ
こ
私
達
の
後
ろ
か
ら
包

み
は
じ
め
た
、
そ
し
て
間
も
な
く
、
氷
ざ
雲
ざ
、
具
自
ろ
な
霧
の
間
を
、
テ
タ
リ
′
ヽ
積
雲
を
踏
ん
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ー

ル
エ
ッ
タ
の
岩
の
上
に
た
ぎ
り
っ
い
た
時
分
‐―こ
は
．
尾
根
の
う
し
ろ
に
、
私
達
に
は
黒
く
見
え
た
深
い
蒼
塞
に
ぬ
け
出

で
た
、
グ
ロ
ー
ス
シ
ェ
ン
ッ
タ
ホ
〃
ン
の
山
陵
も
、
も
う
霧
の
間
に
か
ぐ
れ
て
し
ま
つ
て
、
汗
ば
ん
だ
下
着
ま
で
、
冷

や
′
ヽ
泌
み
透
る
く
ら
ゐ
、
寒
い
風
が
、
氷
河
の
裾
か
ら
吹
き
上
げ
て
本
た
。

霧
は
ま
す
′
ゝ
濃
く
な
つ
て
来
る
、
氷
河
を
は
な
れ
る
ざ
、
が
ら
ノ
ヽ
の
岩
の
間
を
登
つ
た
が
、
そ
の
大
小
に
錯
雑

一判

し
た
、
岩
の
透
き
ま
に
獅
噛
み
つ
い
た
、
す
タ
シ
フ
ラ
ガ

（∽
露
琴

，躊
）
の
、
星
の
や
う
な
花
を
ま
た
い
で
、
十
五
分

゛

も
登
る
ざ
、
立
派
な
小
屋
の
裏
手
に
出
た
。
ジ
ュ
ト
タ
ー
〃
エ
ッ
タ
の
夕
″
―
プ
、
ヒ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
ｃ

シ
ュ
ト
ワ
ー

ル

エ
ッ
タ

ジ
ュ
フ
″
ツ
エ
ッ
ク
を
獲
つ
た
の
が
、
一
時
十
分
前
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ
ヽ
ま
で
は
、
ざ
つ
ざ
一
時
間
し
か
か
ヽ
ら

い
。
小
屋
に
這
入
る
ざ
、
何
よ
り
先
き
に
、
着
か
へ
を
取
り
出
し
て
、
汗
に
ぬ
れ
た
下
着
を
ぬ
ぎ
夏
へ
た
。
霧
は
絶
え

ま
な
く
小
屋
を
包
ん
で
、
小
さ
な
二
重
窓
か
ら
は
、
具
白
に
た
ぃ
よ
ふ
も

の
ヽ
外
は
、
何
も
見
え
な
い
。
フ
ォ
イ
ツ

ホ

ル
ツ

カ
ツ

セ

が
床
板
を
開
け
て
、
縁
の
下
の
薪
小
屋
か
ら
、
大
束
の
薪
を
持
つ
て
本
る
間
に
．
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
は
、
テ
イ
プ
ル
の
上
に
、

腸
詰
や
冷
肉
を
並
べ
て
、
御
茶
の
仕
度
に
取
り
か
ヽ
つ
た
、
肉
で
御
茶
を
飲
ん
で
も
、山
な
れ
ば
こ
そ
腹
に
耐
へ
な
い
。

室
は
、
二
つ
の
ス
ト
ー
プ
を
具
中
に
し
て
、
廣
さ
は
十
盤
も
あ
ら
う
か
ゝ
大
き
な
フ
イ
プ
″
が
二
脚
、
板
張
り
の
壁
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の
下
に
は
、
腰
掛
が
取
り
つ
け
で
あ
る
、
二
重
戸
の
入
目
を
、
岩
の
上
に
下
り
る
ぎ
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
エ
ッ
タ
の
氷
か

ら
し
ば
れ
る
水
が
、
池
の
や
う
に
た
ヽ
へ
て
ゐ
る
ｏ
カ
ク
フ
マ
ン
は
そ
れ
を
汲
ん
で
、
バ
チ
′
ヽ
勢
よ
く
燃
え
上
る
ス

ト
ー
ヴ
に
の
せ
た
、
煙
突
は
天
丼
を
つ
き
ぬ
け
て
、
寝
室
に
な
つ
て
ゐ
る
三
階
の
、
廣
間
を
温
め
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ

る
ｏ
食
堂
の
う
し
ろ
に
は
、
婦
人
の
寝
室
が
あ
る
が
、
廣
ぎ
は
や
つ
ご
八
晏
敷
ぐ
ら
ゐ
で
、
通
路
で
二
つ
に
し
き
ら
れ

て
を
る
ｏ

室
に
は
、
食
器
は
一
通
り
そ
な
へ
て
あ
る
し
、
隅
の
書
庫
に
は
「
英
獨
佛
の
聖
書
を
は
じ
め
、
小
説
や
雑
誌
な
ざ
が

可
な
り
あ
る
、
天
丼
に
は
、
べ
″
ン
で
見
た
や
う
な
、
指
荷
が
二
つ
か
け
で
あ
つ
た
。
小
屋
は
、
ス
ク
ィ
ス
山
岳
會
ベ

ノン
ン
支
部
に
属
し
て
、
十
九
百
十
年
八
月
の
建
設
、
そ
の
標
高
、
二
千
六
百
九
十
一
米
突
で
、
會
員
は
無
代
だ
が
、
然

ら
ぎ
る
も
の
は
、
泊
う
賃
ニ
フ
ラ
ン
、
薪
代
は
何
れ
に
し
て
も
、
四
キ
ロ
の
東
が
三
フ
ラ
ン
八
十
ソ
ン
テ
ィ
ー
ム
、
二

キ
ロ
の
東
は

一
フ
ラ
ン
六
十
ソ
ン
テ
ィ
ー
ム
排
へ
な
ん
て
、
い
ろ
ん
な
注
意
が
し
て
あ
る
、
入
口
に
金
箱
が
ぶ
ら
下
げ

て
あ
っ
て
、
代
金
は
そ
れ
に
投
げ
入
れ
る
や
う
に
し
て
あ
る
が
、
此
ん
な
具
似
ま
で
日
本
で
し
た
ら
な
ん
て
、
心
細
い

心
配
が
起
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
ガ
イ
ド
の
手
前
ｒ
曖
氣
に
も
出
さ
な
か
つ
た
′、）

備
へ
つ
け
の
、
毛
の
上
靴
に
履
き
か
へ
て
、
壁
に
か
け
た
ジ
ー
ク
フ
フ
ト
の
大
き
な
地
固
な
ざ
見
て
ゐ
る
う
ち
に
、

た
ち
ま
ち
御
茶
の
用
意
が
出
泰
る
、
簡
単
な
食
事
で
も
、
通
度
の
運
動
ざ
、
標
高
も
少
し
は
手
悔
つ
て
、
な
か
ノ
ヽ
甘

く
味
は
せ
る
ｏ
表
は
相
か
わ
ら
ず
霧
が
，フ
づ
な
い
て
、
シ
ェ
ネ
ー
フ
ー
ン
が
、
折
リ
タ
ヽ
Ｄ岩
の
上
を
飛
び
廻
つ
て
ゐ
た
ｏ

御
茶
が
す
む
ざ
、
表
に
出
て
日
笛
な
ん
か
吹
き
な
が
ら
、
岩
の
上
を
歩
き
廻
る
、
折
り
折
り
霧
が
絶
え
る
だ
、
市
に

高
く
ア
ガ
ン
ホ
″
ン
ざ
、
そ
の
後
ろ
に
、
フ
ィ
ン
シ
ュ
テ
ラ
ー
〃
ホ
″
ン
が
表
は
れ
る
、
裏
の
グ

，
１
ス
、
シ
ュ
ン
ッ

ク
ホ
″
ン
の
方
面
は
、
い
つ
ま
で
も
霧
に
覆
は
れ
て
、
そ
の
下
に
牙
の
や
う
に
日
を
あ
い
た
、
シ
ュ
レ
ッ
タ
ア
ィ
ル
ン

の
ク
ン
プ
ァ
ー
ス
が
、
透
明
な
線
を
合
ん
で
、
何
ん
ざ
も
云
へ
な
い
氣
持
ち
が
す
る
、
明
日
私
達
が
登
る
の
は
、
こ
の

氷
河
の
ふ
ち
を
登
る
の
だ
が
、
ざ
う
行
つ
た
ら
い
ヽ
の
か
、
ま
る
で
見
営
が
つ
か
な
い
。

（
０
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基
は
霧
な
が
ら
、
具
白
に
冴
え
て
、
眩
し
い
く
ら
ゐ
だ
が
、
そ
の
ま
ヽ
晴
れ
る
で
も
な
く
、
下
手
か
ら
吹
き
上
げ
る

霧
に
つ
れ
て
、
さ
ら
′
ヽ
Ｅ
粉
雲
が
散
つ
て
来
た
ｏ
室
に
這
入
つ
て
、
窓
か
ら
の
ぞ
い
て
ゐ
る
ざ
、
芝
居
の
舞
蔓
で
見

る
や
う
に
、
雲
は
殊
さ
ら
に
、
小
屋
を
目
が
け
て
降
り
込
む
や
う
な
氣
が
す
る
。
た
ち
ま
ち
の
間
に
、
窓
に
は
綿
の
枠

で
も
は
め
た
や
う
に
、
具
つ
し
ろ
に
雲
が
積
つ
て
、
岩
の
上
に
も
、
も
う
、
斑
ら
に
自
い
も
の
が
見
渡
さ
れ
る
ｏ
此
の

雲
の
中
を
、
カ
ラ
フ
マ
ン
は
、
二
十
五
フ
ラ
ン
の
日
営
ざ
、
ニ
ノ
ラ
ン
の
フ
ィ
ッ
プ
を
貰
っ
て
、
グ
リ
ン
デ
ル
フ
″
ト

ヘ
下
り
て
行
つ
た
、
彼
が
入
り
日
の
扉
を
開
け
た
時
に
は
、
ス
ト
ー
プ
に
唆
め
ら
れ
た
別
の
世
界
を
呪
ふ
や
う
に
、
雲

は
渦
ま
い
て
板
敷
の
上
に
鶴
れ
込
ん
だ
、
が
、
二
重
扉
が
ぴ
つ
た
り
ざ
閉
ま
る
ざ
、
鷺
々
ざ
露
を
残
し
て
、
忽
ち
に
清

え
て
し
ま
つ
た
。

私
逹
は
曖
い
室
の
中
に
、
別
に
す
る
仕
事
も
な
く
、
粉
雪
に
暮
れ
て
ゆ
ぐ
山
の
静
け
さ
を
床
つ
て
あ
る
。
ア
プ
ァ
ラ

ン
シ
ュ
は

一
時
間
に
三
四
回
、
必
す
、
遠
ぐ
近
く
響
い
て
来
る
、
そ
し
て
ご
１
つ
ざ
尾
を
ひ
い
て
ゆ
く
響
が
、
あ
ち
こ

ち
の
山
岳
に
反
響
し
て
、
だ
ん
ノ
ヽ
か
す
か
に
滑
え
て
し
ま
ふ
ぎ
、
小
屋
は
も
の
ヽ
響
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
や
う
に
、

前
よ
り
も
か
へ
つ
て
寂
し
ぐ
戚
せ
ら
れ
る
ｏ

室
の
隅
に
は
、
危
険
信
琥
用
の
旗
が
あ
る
、
書
は
こ
れ
を
掲
げ
る
か
、
又
は
棒
の
先
き
に
着
物
を
つ
け
て
、
一
分
毎

に
上
げ
下
ろ
し
す
る
、
夜
は
備
付
け
の
ラ
ン
タ
ー
ン
を
灯
す
こ
こ
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
然
し
こ
ヽ
は
、
村
か
ら
は
見
え

な
い
し
、
い
ざ
ざ
な
つ
た
時
、
信
琥
が
役
に
立
っ
か
ざ
う
か
、
頗
る
疑
は
し
い
ざ
思
ふ
。

窓
の
外
に
足
音
が
し
た
ぜ
思
つ
た
が
、
そ
の
中

一
名
の
デ
イ
ド
を
つ
れ
た
、若
い
男
が
這
入
つ
て
来
た
、先
客
の
あ
る

の
で
非
常
に
喜
ん
た
様
子
で
あ
つ
た
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
今
朝
グ
リ
ン
デ
ノン
フ
ノン
ト
を
獲
つ
て
、
明
日
は
後
ろ
の

シ
ュ
ト
ラ
ー
ノン
エ
ツ
タ
を
越
え
て
、
ウ
ン
フ
ラ
ー
ル
、
グ
ン
ッ
チ
ェ
″

（Ｃ
二
Φ５
鷺
２
Φご
Ｆ
①【）
か
ら
、
グ
リ
ム
ゼ
／

に
出
る
ん
だ
な
ん
て
云
っ
て
た
、
こ
ヽ
で
私
達
は
、大
分
珍
ら
し
い
話
を
聞
い
た
、
そ
れ
は
塊
露
の
宣
戦
布
告
で
あ
る
ｏ

塊
回
皇
太
子
が
セ
″
ブ
ィ
ヤ
で
殺
さ
れ
た
こ
ざ
は
、
私
が
べ
″
リ
ン
を
出
螢
す
る
前
、
琥
外
で
承
知
し
た
、
そ
し
て
そ
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れ
等
の
回
交
が
、
危
機
に
せ
ま
つ
て
あ
る
こ
ざ
は
、
そ
の
目
の
新
聞
に
、
盛
ん
に
書
き
立
て
ヽ
あ
つ
た
が
、
い
よ
ノ
ヽ
７

本
式
に
戦
争
に
な
る
な
ん
て
こ
ざ
は
、
餘
う
か
う
云
ふ
問
題
に
興
味
を
威
じ
な
い
私
に
は
、
ま
る
で
考
へ
も
つ
か
な
か

つ
た
ｏ
埋
露
が
開
戦
ざ
な
れ
ば
、
営
然
、
獨
佛
は
動
員
す
る
に
違
ひ
な
い
。「
こ
の
新
聞
は
今
朝
出
が
け
に
村
で
買
っ
て

来
た
の
で
、
途
中
で
讀
ん
で
び
つ
く
り
し
た
が
、
折
角
登
り
か
け
た
も
の
だ
か
ら
、
大
急
ぎ
で
一
廻
り
し
て
、
グ
リ
ン

デ
″
フ
″
卜
に
戻
つ
た
ら
、
ホ
テ
″
に
置
い
て
来
た
妻
子
を
つ
れ
て
、
す
ぐ
国
に
掃
る
つ
も
り
だ
」
な
ん
て
、
心
配
で

も
あ
る
し
、
こ
云
つ
て
山
登
り
も
や
り
た
し
な
ん
て
、
雨
天
棒
を
か
け
た
心
理
作
用
が
、
人
の
よ
さ
さ
ンフ
な
顔
に
表
は

れ
て
、
か
う
云
つ
て
は
済
ま
な
い
が
、
見
た
眼
に
は
頗
る
面
白
い
。

国
際
関
係
は
、
此
の
際
い
づ
れ
に
し
て
も
、
旅
人
の
表
情
の
外
、
餘
う
に
私
の
威
興
を
そ
ヽ
ら
な
か
つ
た
が
、
さ
し

営
♭
、
一
番
氣
に
な
る
の
は
、
小
屋
を
目
ん
で
降
り
に
降
♭
し
お
る
吹
雲
で
あ
る
、
が
し
ば
ら
く
す
る
う
ち
に
、
窓
の

外
は
具
自
ろ
に
な
つ
て
、
明
日
の
登
山
は
ざ
て
も
不
可
能
ご
な
つ
て
し
ま
つ
た
、
さ
う
事
が
定
ま
れ
ば
安
心
で
あ
る
。

粉
雪
の
中
に
日
は
暮
れ
て
、
風
に
飢
れ
て
、
窓
に
散
る
さ
ら
ノ
ヽ
雲
は
、
静
か
な
、
し
か
し
何
こ
な
く
頼
よ
り
の
無

い
威
じ
を
、
旋
人
の
胸
に
運
ん
で
末
る
。
そ
し
て
暮
に
る
ざ
間
も
な
く
、
マ
ッ
ギ
を
溶
か
し
込
ん
だ
ス
ー
プ
鍋
を
目
ん

で
、
佗
し
い
晩
餐
は
、
荒
本
の
食
卓
の
上
に
開
か
れ
た
、
ス
ー
プ
の
外
の
食
べ
物
は
、
書
も
花
も
憂
り
は
な
い
、
し
か

し
そ
の
味
は
、
い
つ
も
憂
り
な
い
食
慾
を
興
へ
た
。
ぎ
う
せ
此
の
雲
で
は
、
明
日
は
晴
れ
た
に
し
て
も
登
山
は
危
険
だ

か
ら
、
小
屋
に
も
，，
一
日
滞
在
ざ
腹
を
据
え
て
、
食
後
は
、
珈
排
に
コ
ン
ニ
ヤ
ッ
タ
を
入
れ
て
、
煙
草
を
ふ
か
し
な
が

ら
話
し
込
む
ｏ
室
は
唆
か
い
が
、
外
の
寒
さ
は
非
常
で
あ
る
、
ほ
か
に
御
客
は
な
し
、
私
達
三
人
は
、
婦
人
室
の
雨
側

を
占
領
し
、
ガ
イ
ド
達
は
三
階
の
寝
室
に
泊
つ
た
。

嘘
燭
を
清
し
て
、
い
ぎ
癌
や
多
ざ
す
る
ざ
、
例
の
癖
だ
が
、
眼
が
冴
え
て
寝
っ
か
れ
な
い
。
窓
に
さ
ら
ノ
ヽ
雪
は
絶

え
す
吹
き
つ
け
て
、
一
花
の
中
に
此
の
小
屋
が
、
こ
の
ま
ヽ
タ
ン
グ
ァ
ー
ス
に
沈
ん
だ
や
う
に
、
理
り
は
し
な
い
か
な

ん
て
、
下
ら
な
い
心
配
が
、
頭
の
奥
に
き
ら
め
い
て
来
る
、
ざ
、
タ
ン
ガ
ァ
ー
ス
の
緑
い
る
に
す
き
透
つ
た
、
物
凄
い

∩
）
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有
様
や
、
そ
の
水
の
壁
が
一
時
に
競
れ
落
ち
て
、
吹
雲
の
や
う
に
な
き
上
る
ア
イ
ス
ア
プ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
や
ら
、
今
迄
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
、
山
登
り
に
件
ふ
い
ろ
′
ヽ
の
危
険
が
、
渦
を
悠
い
て
頭
の
中
に
湧
き
上
つ
た
。

ス
ト
ー
プ
は
い
つ
の
間
に
か
清
え
て
し
ま
つ
て
、
氣
息
が
冷
や
′
ヽ
威
せ
ら
れ
る
、
備
付
け
の
毛
布
が
充
分
あ
る
か

ら
、
氣
温
の
冷
え
て
り
く
の
を
、
厚
い
毛
織
り
に
遮
ぎ
っ
て
、
ス
ク
ェ
タ
ー
を
ぬ
い
た
ま
ヽ
の
族
委
で
、
海
老
の
や
ラ

に
九
ま
つ
て
寝
た
、
さ
ん
ル
ゝ
寝
返
へ
♭
ラ
つ
て
、
こ
ろ
ノ
ヽ
せ
疑
つ
い
た
の
は
、無
論
具
花
中
過
ぎ
で
あ
つ
た
ら

，
ｏ

ふ
ざ
限
が
覺
め
た
時
は
、
み
ん
な
お
ざ
な
し
く
寝
静
ま
つ
て
、
ま
だ
盛
ん
に
窓
を
打
つ
、
吹
雲
の
音
ば
か
り
、
骨
に

泌
み
る
ば
か
り
に
響
い
て
家
る
。
マ
ッ
チ
を
磨
つ
て
見
る
ぎ
、
二
時
年
で
あ
つ
た
、
ま
た
毛
布
に
も
ぐ
り
込
む
。

四
時
頃
に
ガ
イ
ド
が
下
り
て
来
て
、
例
の
佛
人
を
起
し
て
ゐ
た
の
は
、
う
す
′
ヽ
承
知
し
た
が
、
私
達
二
人
が
起
き
上

つ
た
の
は
、
も
う
七
時
過
ぎ
で
あ
つ
た
。
あ
の
連
中
は
、
も
う
ど
，フ
に
山
越
し
に
か
ヽ
つ
た
ざ
見
え
る
、
雪
は
漸
く
止

ん
だ
が
、
表
は
氣
息
が
つ
ま
り
さ
う
な
濃
霧
で
、
風
は
無
い
が
非
常
に
寒
む
い
、
ガ
イ
ド
は
Ｅ
う
に
、
次
の
室
に
下
り

て
家
て
、
ス
ー
プ
に
は
、
メ
ー
プ
で
も
掛
り
て
あ
る
ら
し
い
。
私
達
は
そ
れ
で
も
、
毛
布
の
中
に
九
ま
つ
て
、
中
々
起

き
や
う
ざ
も
し
な
か
つ
た
。

ヘ
ッ
ス
ラ
ー
が
戸
日
か
ら
の
ぞ
き
込
ん
で
、
何
だ
か
天
氣
に
な
り
さ
う
で
す
つ
て
知
ら
せ
に
来
た
、
私
逹
は
漸
や
く

起
き
上
る
、
顔
を
洗
ひ
に
表
に
下
う
る
ざ
、
霧
は
淡
い
が
、
山
は
同
じ
色
に
具
白
ろ
で
、
晴
れ
て
ゆ
く
の
か
ざ
う
か
さ

つ
ば
り
見
営
も
つ
か
な
い
ｏ
昨
日
の
水
溜
り
は
、
氷
の
上
に
雪
が
つ
も
つ
て
、
ふ
ち
の
方
は
、
薄
黄
い
ろ
く
滲
ん
で
ゐ

る
の
が
、
氷
河
か
ら
綺
た
る
篤
め
か
、
坦
の
粉
を
溶
か
し
た
や
う
に
濁
つ
て
を
る
ｏ
小
屋
の
屋
根
は
、
綿
細
工
み
た
い

に
覆
は
れ
て
、
昨
花
の
雲
は
四
寸
位
は
積
っ
た
ら
し
い
。
室
に
戻
る
ざ
、
い
や
に
顔
が
ほ
て
つ
て
、
か
ぢ
か
ん
だ
指
先

き
が
氣
持
わ
る
ぐ
む
づ
痒
い
。

朝
飯
は
コ
ン
ソ
メ
ー
に
、
バ
ン
Ｅ
チ
ー
ス
で
不
げ
た
Ｏ
そ
の
う
ち
に
窓
の
外
は
眩
し
い
く
ら
ゐ
に
冴
え
か
へ
つ
て
、

薄
い
霧
ご
し
に
日
の
照
る
の
が
、
電
燈
の
火
屋
で
も
見
つ
め
る
や
う
な
氣
が
す
る
ｏ
私
達
の
靴
は
、
も
う
油
に
て
ら
て
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ら
し
て
、
室
の
隅
に
か
し
こ
ま
つ
て
ゐ
る
　
・
、
こ
れ
か
ら
明
日
登
る
準
備
に
、
雲
を
踏
み
か
た
め
に
、
シ
ュ
ν
ッ
タ
フ
ィ

ノ
ン
ヘ
出
か
け
や
う
ざ
云
ふ
の
で
、
日
は
照
り
一初
め
た
し
、
重
い
荷
は
残
ら
す
小
屋
に
遺
し
て
、
自
の
ス
ク
ェ
タ
ー
の

身
軽
る
な
な
り
で
、
篤
具
機
ぎ
、
幾
悠
き
か
の
フ
ィ
″
ム
を
携
へ
た
ま
ヽ
、
小
屋
の
裏
手
か
ら
、
な
そ
ひ
に
落
ざ
す
フ

ィ
ル
ン
の
上
を
登
り
は
じ
め
る
。
Ｔ
度
十
一
時
で
あ
つ
た
。

グ
ン
ッ
チ
ェ
″
グ
ラ
ス
を
か
け
て
雲
を
見
る
ざ
、
肉
眼
に
見
え
な
い
い
ろ
′
ヽ
な
細
鶏
が
、
順
微
鏡
を
の
ぞ
く
や
ラ

に
浮
き
上
つ
て
来
る
、
そ
し
て
曲
の
輸
廓
が
、
恐
ろ
し
い
ほ
ざ
は
つ
き
り
し
て
な
る
、
そ
の
山
々
の
う
ち
に
、
シ
ュ
ト

ラ
ー
ノン
エ
ッ
タ
を
訪
れ
た
も
の
ヽ
、
先
づ
第

一
に
驚
ろ
く
の
は
、
彼
の
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
ホ
〃
ン
で
あ
ら

，
。

小
屋
の
後
ろ
の
雲
の
斜
面
は
、
急
な
岩
角
で
く
つ
き
り
ざ
立
ち
切
ら
れ
て
、
そ
の
切
り
岸
の
崖
の
底
は
、
シ
ュ
ン
ッ
タ

フ
ィ

″
ン
か
ら
、
ぐ
つ
Ｅ
一
段
低
ぐ
落
ち
こ
ん
だ
氷
河
で
、
私
達
は
そ
の
崖
の
は
づ
れ
を
、
岩
を
つ
た
う
て
右
に
、
上

ヘ
ノ
ヽ
ざ
登
つ
て
り
く
、
す
ぐ
眼
の
下
に
な
つ
た
氷
河
に
は
、
幾
丈
ざ
知
れ
な
い
氷

卜郡
が
錯
雑
し
て
、
そ
の
間
は
、

も
う
ク
ン
グ
ァ
ー
ス
ば
か
り
ざ
云
つ
て
よ
い
。

も
う
十
二
時
に
近
い
、
日
は
新
雲
を
や
け
に
照
う
つ
け
て
、
す
で
に
岩
の
上
は
、
耐
ら
え
き
れ
ず
ぼ
ち
夕
ヽ
満
り
落

ち
る
雲
解
け
の
水
に
縁
さ
れ
て
、
足
が
ヽ
り
は
極
め
て
悪
る
い
、
此
の
絶
壁
の
上
か
ら
は
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
フ
ィ
″
ン
か

ら
落
ち
る
氷
河
の
上
ざ
は
、
直
立
の
断
崖
で
た
ち
き
ら
れ
て
ゐ
る
も
、
ま
た
よ
し
近
づ
け
る
こ
俄
定
し
た
こ
こ
ろ
で
、

そ
の
氷
河
に
は
、
十
五
分
目
に
一
度
ぐ
ら
ゐ
の
割
り
で
、
す
ば
ら
し
い
ア
イ
ス
ア
プ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
が
く
り
返
へ
さ
れ
て

ゐ
る
、
瞳
つ
て
登
山
者
は
、
ざ
こ
ま
で
も
崖
の
上
を
岩
に
す
が
つ
て
、「
岩
登
り
」
を
く
り
か
へ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ヽ
か
ら
仰
の
ぐ
ざ
、
正
面
に
は
か
の
氷
河
の
す
ぐ
上
が
、
や
ゝ
な
だ
ら
か
な
ノ
ィ
ル
ン

（曽
ギ
８
下
凛
霧
）
に
つ
、

い
て
、
そ
の
う
し
ろ
を
、
ぐ
る
つ
こ
取
り
園
む
障
壁
は
、
有
名
な
タ
ー
ロ
ァ
ノン

（〇
〇〓
ＯＦ
Ｏ）
Ｅ
な
つ
て
ゐ
る
ｏ
私
達
は

氷
の
上
に
腰
を
据
え
て
、
じ
つ
こ
そ
の
す
さ
ま
し
い
絶
壁
を
見
あ
げ
た
。

９
“

ガ
悴

Ａ
ｖ
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曲岳

グ

ロ
ー

ス
「

シ

ュ
ン
ッ
タ

ホ

ル
ソ

ク
ー
ロ
ア
ル
の
上
は
、
洋
峯
の
最
高
難
、
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
ホ
″
ン
か
ら
、
ギ
ザ
′
ヽ
の
ア
ン
ト
で
、
右
の

は
づ
れ
に
脇
え
た
、
グ
ロ
ー
ス
、
ラ
ク
フ
ラ
ー

・′ンホ
〃
ン
に
っ
ぃ
い
て
ゆ
く
、
そ
こ
に
は
多
分
、
明
後
日
登
る
こ
ざ
に

な
る
で
あ
ら

，
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ノン
エ
ッ
タ
は
、
そ
の
左
の
端
か
ら
、
麓
の
小
屋
の
方
面
に
引
ぐ
山
陵
で
、
私
達
は
こ
の

直
下
を
、
左
に
は
深
い
底
の
方
に
、
シ
ュ
ン
ッ
ク
フ
ィ
／
ン
の
氷
河
を
見
て
、
ぐ
る
つ
ざ
大
廻
り
に
ま
わ
つ
て
、
彼
の

タ
ー
ロ
ア
″
の
下
に
行
く
の
で
あ
つ
た
ｃ

今
ま
で
雲
の
上
に
難
々
〓
残
さ
れ
た
足
跡
は
、
岩
壁
の
下
で
経
つ
て
、
私
達
の
登
る
シ
ュ
ト
ラ
ー
〃
エ
ッ
ク
の
方
ヘ

は
行
か
す
に
、
左
り
に
切
れ
て
尾
根
づ
た
ひ
に
、
シ
ュ
フ
ノン
ツ
ニ
ッ
タ
の
方
向
に
消
え
て
し
ま
つ
た
、
多
分
暁
け
方
の

霧
で
、
山
越
し
を
断
念
し
た
あ
の
佛
人
は
、
グ
リ
ン
デ
ノン
フ
ル
ト
に
婦
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
ら

，
。　
　
　
　
　
　
　
　
動

岩
　
登
は
か
な
り
つ
ぃ
い
た
、
然
し
大
し
た
苦
し
み
は
戚
せ
す
に
、
ま
た
、
よ
じ
苦
し
い
に
し
て
も
、
面
白
さ
に
打

ぎ

ち
潜
さ
れ
て
、
業
々
ざ
私
達
は
、
ガ
ッ
ク

（Φ
”器
）

ピ
名
づ
け
ら
れ
る
岩
山
の
、
雲
に
覆
は
れ
た
絶
頂
に
達
し
た
。

ロ
ー
プ
で
一
同
歎
珠
つ
な
ぎ
に
な
つ
て
ゐ
た
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
ヽ
で
、
張
く
反
射
す
る
積
雪
の
上
に

，
１
ブ

を
敷
い
て
、
私
達
は
脊
負
つ
て
来
た
書
飯
を
は
じ
め
た
ｏ

ン
ュ
ト
ラ
‐
ノン
ニ
ッ
ク
ホ
″
ン
は
も
う
す
ぐ
上
で
、
そ
の
鞍
部
を
越
し
て
、
反
封
に
南
に
下
り
る
ご
、
フ
ィ
ノン
ン
の

経
り
は
殆
ん
ざ
直
角
に
折
れ
曲
つ
た
、
フ
ィ
ン
シ
ュ
テ
ラ
ー
″
、
グ
レ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
、
ウ
ン
フ
ラ
ー
″
、
グ
レ
ッ
チ

ャ
ー
ざ
な
つ
て
、
グ
リ
ム
ぜ
″
へ
つ
ぃ
い
て
り
く
、
こ
れ
は
グ
ソ
ン
デ
／
フ
″
卜
か
ら
通
ふ
、
比
較
的
容
易
な
路
で
あ

っ
て
、
ガ
イ
ド
一
人
つ
れ
て
、
二
日
が
ヽ
り
の
山
越
し
で
り
か
れ
る
、
そ
の
山
の
こ
つ
ち
側
が
、
急
な
フ
ィ
″
ン
に
な

つ
て
、
も
う
こ
ヽ
か
ら
は
遠
の
い
て
見
え
な
い
小
屋
の
上
に
落
ざ
す
、
牙
の
や
う
な
山
陵
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
フ
ィ
ン

ジ
ュ
テ
ラ
ー
〃
ホ
″
ン
は
見
え
な
い
が
、
ア
ガ
ン
ホ
〃
ン
か
ら
段
に
な
つ
て
、ぐ
つ
ざ
低
く
、
三
千
七
百
米
突
か
ら
五
十

◎
ス
ウ
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ス
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米
突
ぐ
ら
ゐ
な
高
低
し
か
な
い
長
い
ア
ン
ト
は
、
ア
イ
ヌ
メ
ー
ヤ
に
な
が
′
ヽ
ざ
李
行
し
て
、
封
岸
に
い
く
つ
の
タ
ー

ロ
ア
″
を
形
づ
ぐ
つ
て
、
オ
ッ
ク
ス
に
つ
ぃ
い
て
ゐ
る
、
ア
ン
ト
の
後
に
は
、
こ
れ
も
私
達
の
計
書
に
あ
る
グ
ロ
ー
ス
、

グ
リ
ュ
ー
ン
ホ
″
ン
や
、
グ
ロ
ー
ス
、
ノ
ィ
ー
ジ
ェ
／
ホ
ノン
ン
が
屹
え
て
を
る
、
そ
れ
か
ら
ず
つ
〓
右
に
よ
つ
て
、
ア

イ
ガ
ー
こ
の
間
に
、
メ
ョ
ン
ヒ
が
現
は
れ
た
が
、
ユ
ン
タ
フ
ラ
ク
は
前
山
に
隠
れ
て
こ
ヽ
か
ら
は
見
え
な
い
。

ア
イ
ス
メ
ー
ヤ
の
経
う
は
、
低
い
グ
ソ
ン
デ
ル
フ
″
卜
の
谷
は
見
え
す
に
、
そ
の
向
ふ
の
フ
ァ
ク
ノン
ホ
″
ン
の
連
脈

が
、
積
雲
の
間
に
見
え
か
ぐ
れ
す
る
ｏ
氷
河
の
右
岸
は
、
メ
ッ
タ
ン
ベ
〃
ク
か
ら
、
ク
ラ
イ
ン
シ
ェ
ン
ッ
タ
ホ
″
ノ
、

そ
れ
か
ら
ネ
ッ
シ
ホ
ノ
ン
で
、
そ
の
す
ぐ
上
が
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ
ン
ッ
ク
ホ
〃
ン
ざ
な
る
ｏ

か
う
云
ふ
山
々
を
く
り
か
へ
し
撮
影
し
て
、
ま
た
登
り
は
じ
め
た
ｏ
午
後
の
日
は
柔
ぐ
雲
を
融
か
し
て
、
一
足
ご
ざ

に
膝
ま
で
ぶ
く
夕
ヽ
沈
ん
で
し
ま
ふ
ｏ
日
は
張
ぐ
反
射
し
て
、
昨
日
か
ら
の
彗
焼
け
で
、
顔
は
た
い
れ
る
ぐ
ら
ゐ
に
び

，
ノ
、
す
ち
、
今
、
私
達
の
進
む
正
面
に
、
不
ら
な
シ
ュ
ン
ッ
ク
フ
ィ
／
ン
が
渡
げ
ら
れ
た
そ
れ
ざ
、
切
つ
た
て
の
ク

４，

―
ロ
ア
〃
の
境
に
は
、
二
條
の
大
き
な
シ
ュ
バ
〃
ト
ゥ
ン
タ
が
横
っ
て
を
る
、
ぎ
う
し
て
あ
れ
を
越
す
の
か
ざ
、
心
配

畔

に
な
つ
た
か
ら
ヘ
ッ
メ
ラ
ー
に
聞
ぐ
ざ
、
二
條
が
入
り
違
ひ
に
な
つ
た
こ
こ
ろ
に
、
雲

―プリ一楡
一″
あ
る
か
ら
、
別
に
危

ぐ
は
な
い
つ
て
答
へ
た
。

私
達
は
グ
ロ
ー
ス
、
ジ
ク
テ
ラ
１
／
ホ
″
ン
の
直
下
、
三
十
三
百
米
突
〓
地
国
に
示
し
た
、
シ
ェ
ン
ッ
ク
フ
ィ
″
ン

の
上
ま
で
来
て
引
き
か
へ
す
こ
こ
に
し
た
。
ク
ー
ロ
ア
〃
に
は
、
絶
え
ず
薄
い
霧
が
湧
き
上
つ
て
は
、
濃
い
蒼
室
に
消

え
て
ゆ
く
、
そ
し
て
そ
の
左
に
は
、
じ
つ
ざ
そ
の
霧
の
上
に
脇
立
し
て
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
ホ
ノン
ン
の
銑
い
岩
角
が
、
脚
も

ざ
の
ア
ィ
〃
ン
に
、
蟻
の
や
う
に
集
ま
つ
た
私
達
四
人
を
跛
下
ろ
し
て
み
る
ｏ

ふ
り
か
へ
る
ざ
、
フ
ィ
ー
シ
ェ
ノン
グ
ラ
ー
ト
の
背
後
、
ト
ゥ
ル
ー
タ
ベ
″
夕
の
上
に
、
ユ
ン
タ
フ
ラ
ク
が
せ
り
出
し

て
来
る
、
私
達
は
こ
ヽ
か
ら
引
き
か
へ
し
て
、
同
じ
雲
路
を
、
小
屋
の
方
に
下
り
は
じ
め
た
、
踏
み
か
へ
し
た
足
跡
が

タ
カ
ヒ

ク

高
低
に
な
つ
て
、
時
々
つ
ん
の
め
つ
た
り
し
て
か
へ
つ
て
歩
き
に
く
い
。
山
の
急
斜
に
、
ア
プ

ァ
ラ
ン
シ
ュ
は
ま
す
ま



山脅

す
は
げ
し
く
な
つ
て
、
す
ぐ
下
の
シ
ュ
ン
ッ
タ
フ
ィ
〃
ン
の
氷
河
な
ぎ
で
は
、
二
三
十
尺
も
あ
る
氷

卜撃
が
碑
け
落
ち

て
、
水
沐
の
や
う
な
雲
の
粉
が
、
私
逮
の
あ
る
崖
の
上
ま
で
悠
き
上
つ
て
来
る
。
だ
ん
′
ヽ
下
う
て
、
例
の
ク
ン
ッ
タ

ラ
ィ
を
維
つ
て
か
ら
、
小
屋
が
違
い
ノ
ヽ
麓
の
方
に
、
ぼ
ち
つ
こ
指
さ
れ
た
。
雲
は
二
十
度
ぐ
ら
ゐ
な
傾
斜
で
、
シ
ュ

ト
ラ
ー
″
エ
ッ
タ
の
麓
を
め
ぐ
つ
て
長
々
Ｅ
横
は
る
ｏ
私
達
は

，
１
プ
を
は
づ
し
て
、
自
由
な
身
證
に
な
る
ざ
、
深
い

雲
の
上
を
ま
つ
し
ぐ
ら
に
、
小
屋
を
目
が
け
て
辻
り
は
じ
め
た
、
私
は
い
つ
の
間
に
か
、
先
登
に
な
つ
た
、
腰
に
躍
る

篤
具
機
Ｅ
一
緒
に
握
つ
た
ア
〃
ペ
ン
ジ
ェ
ト
ッ
ク
を
後
押
へ
に
つ
っ
ば
つ
て
、
柔
か
い
雲
を
既
っ
て
、
ぐ
ん
′
ヽ
先
き

に
下
り
て
し
ま
つ
た
。

雲
の
傾
斜
は
右
に
下
つ
て
、
末
は
ア
イ
ス
メ
ー
ャ
に
落
ち
て
り
ぐ
が
、
そ
の
日
元
に
は
、
島
の
形
に
雲
を
め
ぐ
ら
し

た
岩
山
が
三
つ
あ
る
、
小
屋
は
そ
の
最
後
の
、
一
番
大
き
な
島
に
建
て
ら
れ
て
あ
る
、
私
は
二
番
目
の
中
の
島
ま
で
辻

つ
て
来
て
、
岩
の
蔭
に
ち
ら
ほ
ら
険
き
初
め
た
、
サ
キ
ン
フ
ラ
ガ
を
摘
み
な
が
ら
、
み
ん
な
の
下
り
て
な
る
の
を
待
つ

て
ゐ
た
。

す
ぐ
下
の
オ
ー
ベ
ン
ス
、
ア
イ
メ
メ
ー
ヤ
に
は
片
影
が
で
き
て
、
横
に
ひ
ぃ
割
れ
た
大
き
な
ク
ン
グ
ァ
ー
ス
が
、
ま

だ
融
け
き
れ
な
い
新
雲
の
下
に
日
を
開
い
て
ゐ
る
、
封
岸
の
山
陵
、
私
が
先
き
に
、
ア
ガ
シ
ホ
′ソ
ン
か
ら
オ
ッ
ク
ス
ヘ

か
け
て
、
大
し
た
高
低
も
な
く
っ
ぃ
い
て
を
る
Ｅ
云
つ
た
、
ア
ン
ト
の
杢
に
接
し
た
線
は
、
眼
の
迷
ひ
か
、
そ
れ
ざ
も

賓
際
薄
い
氷
を
透
し
て
、
張
い
日
が
光
る
の
か
、
杢
色
よ
り
は
や
ヽ
浅
い
光
り
が
、
例
へ
ば
日
向
で
光
澤
の
あ
る
員
で

も
見
る
や
う
に
、
二
重
の
ア
ク
ト
ラ
イ
ン
が
書
か
れ
て
を
る
ｏ

オ
ッ
タ
ス
は
む
し
ろ
氣
味
の
悪
る
い
は
ぎ
頭
の
上
に
近
い
。
グ
ロ
ー
ス
、
ア
ィ
ー
シ
ェ
″
ホ
″
ン
は
、
い
つ
の
間
に

か
そ
の
蔭
に
な
っ
て
し
ま
つ
て
、
こ
ヽ
か
ら
は
右
よ
り
に
や
ヽ
遠
く
、
ア
イ
ガ
ー
を
塁
む
だ
け
で
あ
る
、
そ
の
山
頂
に

近
く
、
日
は
も
う
傾
む
い
て
、
コ
パ
／
卜
を
合
ん
だ
淡
い
色
が
、
敏
下
ろ
す
氷
河
の
基
に
他
和
さ
れ
て
来
る
、
市
に
は

小
屋
の
屋
根
の
上
に
、
フ
ィ
ン
シ
ュ
・プ
ラ
ー
″
ホ
〃
ン
の
鏡
い
鉾
さ
き
が
っ
き
出
し
て
、
絶
て
の
山
は
そ
の
う
し
ろ
に

◎
ス
ウ
イ
ス
日
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影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
ふ
ｏ
遠
く
で
呼
ぶ
聾
が
す
る
。
ふ
う
か
へ
る
ざ
、
フ
ォ
イ
ツ
ざ
、
少
し
後
れ
て
二
人
が
、
雲
を

こヽ

っ
て
下
り
て
来
た
、
そ
の
斜
面
の
上
に
は
、
恐
ろ
し
い
幻
の
や
う
に
、
鋼
鐵
で
鍛
へ
あ
げ
た
や
う
な
グ
ロ
ー
ス
、
シ
ュ

ン
ッ
タ
ホ
〃
ン
が
、
年
室
高
く
が
ん
張
つ
て
ゐ
る
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ざ
恐
ろ
し
い
山
だ
。

小
屋
に
婦
つ
て
か
ら
も
、
私
達
二
人
は
、
雲
に
ぬ
れ
た
靴
下
や
手
袋
を
岩
の
上
に
干
し
並
べ
て
、
ま
た
じ
つ
ご
そ
の

山
頂
を
見
っ
め
て
ゐ
た
、
小
屋
の
屋
根
か
ら
は
、
絶
え
す
彗
解
け
の
水
が
し
た
ヽ
つ
て
、
敷
つ
め
た
ご
ろ
た
石
に
あ
た

つ
て
は
ぼ
ち
ノ
ヽ
碑
け
る
、
丁
度
春
先
き
庭
の
雨
垂
れ
落
ち
の
小
砂
利
に
、
淡
い
雪
の
清
が
響
ぐ
や
う
な
、
暢
氣
な
調

子
が
、
あ
の
い
か
つ
い
山
岳
に
、
脱
み
つ
け
ら
れ
て
あ
る
山
奥
の
小
屋
ざ
、
何
の
か
け
か
ま
ひ
も
な
い
長
閑
な
ソ
ズ
ム

を
な
し
て
を
る
ｏ

彼
の
プ
ェ
イ
ッ
チ
は
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
山
を
望
ん
で
、
曾
て
驚
怖
の
外
に
、
何
等
の
印
象
を
も
残
さ
な
か
つ
た
、
蘇
國

民
族
の
山
岳
観
を
、
不
可
思
議
ざ
威
じ
た
が
、
革
に
寝
て
、
紫
だ
つ
た
遠
曲
を
、
原
の
彼
方
に
眺
め
る
の
で
は
な
く
、

急
流
を
渉
り
絶
崖
を
攀
ぢ
、
い
ぐ
度
か
氷
河
を
越
え
て
、
・初
め
て
、
地
の
底
か
ら
築
き
上
げ
た
山
岳
を
仰
い
だ
刹
那
ゝ

な
ほ
恐
ろ
し
さ
の
ほ
か
に
、
何
等
の
威
を
胸
に
残
し
え
た
も
の
が
、
果
し
て
い
づ
こ
に
あ
つ
た
ら
う
、
あ
り
ざ
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
だ
、
山

・
岳
に
封
す
る
経
験
に
乏
し
い
の
で
あ
る
ま
い
か
、
山
に
住
む
民
族
の
歴
史
に
も
、
又
は
そ
れ
を
く
り

か
へ
し
て
山
に
入
る
旅
人
の
心
に
も
、
１１
１
私
に
は
迩
に
疑
間
で
あ
る
ｏ

山
上
の
日
は
静
か
に
暮
れ
て
、
私
達
は
ま
だ
獣
々
Ｅ
し
て
、
彼
の
絶
量
を
な
が
め
て
ゐ
る
う
ち
に
、
小
屋
の
窓
を
も

れ
て
、
赤
い
燈
が
積
雲
の
上
を
照
ら
し
勅
め
た
。

幸

キ

ア
ル
プ
ス
の
旅
行
記
に
、
マ
ー
タ
ィ
ン
、
コ
ン
ウ
ェ
イ

（〓
ユ
Ｆ
０
８
ヨ
長
）
は
ヽ
オ
ー
ベ
″
ラ
ン
ト
の
山
名
を
あ

げ
て
、
そ
の
名
の
優
美
な
の
を
嘆
賞
し
た
な
か
に
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
ホ
ノン
ン
の
シ
ュ
ン
ッ
ク
を
英
諄
し
て
、
ぃ崎
①疑
ｏＪ

ご

記
し
て
を
る
、
角
げ①
≧
電
」８
日
８
魚
けｏ
８
Ｐ
）
が
、
彼
れ
の
議
は
、

．”
①員
働①”
∽ｏ汀
８
だ①〓
こ
こ
し
て
屋
々
く
り
か
へ

十

キ
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さ

れ

た
誤

解

で

あ

っ
て

、

“
ｏ
Ｆ
８
Ｆ
８

又

は

“
ｏ
Ｆ
一ｏざ
目

は

、
の
■

椰
電
口

で

、
山

頂

の
急

に
秀

で
た

の
を

稀

し

た

の

で

あ
る
、
驚
怖
の
意
味
で
は
な
い
。

が
い
づ
れ
に
も
せ
よ
由
は
依
然
ざ
し
て
、
そ
の
誤
詳
の
通
り
↓
怖
ろ
し
い
山
」
で
あ
る
、
千
八
百
六
十
一
年
八
月
十

四
日
の
午
前
十
一
時
四
十
分
に
、
テ
ー
、
ン
ス
リ
ー
、
ス
テ
ィ
ー
ノ
ン

（
崚
〓
Ｆ
２
一①
∽
一遇
Ｆ
８
）
の
一
行
が
絶
厳
に
立
っ

て
以
来
、
幾
度
の
推
烈
な
悲
劇
は
、
そ
の
山
頂
に
山
腹
に
、
絶
え
す
ぐ
り
か
へ
さ
れ
つ
ヽ
、今
日
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

夕
飯
を
早
や
目
に
し
ま
つ
て
、
後
か
た
づ
け
が
湾
む
ざ
、
間
も
な
く
私
達
は
床
に
這
入
つ
て
し
ま
つ
た
。
寒
さ
は
雪

の
昨
日
よ
り
も
一
層
は
げ
し
い
や
う
に
思
は
れ
る
、
履
室
の
小
さ
な
窓
か
ら
は
、
星
明
り
が
蒼
自
ぐ
流
れ
込
ん
で
、
私

達
の
気
息
ま
で
、
ほ
―
ラ
つ
ざ
白
く
見
え
一初
め
た
、
風
は
少
し
も
な
い
、
只
し
１
ん
ざ
し
た
山
の
奥
に
、
ア
プ
ァ
ラ
ン

シ
ュ
は
、
維
日
、
維
花
、
遠
ぐ
近
ぐ
響
い
て
な
る
。

私
は
ざ
ラ
タ
ヽ
土

睡
も
し
な
か
つ
た
、
只
、
毛
布
に
く
る
ま
つ
て
、
キ
チ
ノ
ヽ
刻
む
時
計
の
針
を
気
に
し
な
が
ら
、

寝
が
へ
り
ば
か
り
打
つ
て
ゐ
る
ｏ

登
　
山
　
の
　
朝

二
階
の
疑
室
で
眼
覺
し
が
チ
リ
ノ
ヽ
鳴
り
出
し
た
、
腕
時
計
の
針
は
て

，
ぎ
午
前

一
時
を
示
し
て
を
る
、
い
ぎ
た
な

く
療
込
ん
で
し
ま
つ
た
近
藤
君
を
叩
き
起
し
て
、
隣
り
の
室
に
出
る
ざ
、
上
か
ら
ガ
イ
ド
の
連
中
が
Ｔ
り
て
来
た
。
外

は
、
山
陵
に
た
ち
切
ら
れ
た
塞
に
星
が
冷
た
く
ま
た
ヽ
い
て
、
風
は
無
い
が
非
常
に
寒
む
い
、
入
り
日
の
水
溜
り
は
、

無
論
、
厚
く
凍
つ
て
首
を
磨
ぐ
ざ
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
ゝ
簡
単
な
食
事
を
無
理
や
う
に
つ
め
こ
ん
で
、
登
山
服
に
身

を
か
た
め
て
、
舞
て
一
つ
ぷ
ぐ
煙
草
を
吸
つ
た
上
、
室
の
中
か
ら
、
も
う
ロ
ー
プ
で
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
つ
て
、
雲
の
上

に
下
り
た
ｏ
て

，
ぎ
午
前
二
時
で
あ
る
。

カ
チ
′
ヽ
に
凍
り
つ
い
た
雲
を
踏
み
じ
め
て
、
ナ
ッ
タ
、
ナ
ッ
ク
、
一
足
ご
ざ
に

杖

を
つ
い
て
、
星
明
り
に
蒼
く

◎
ス
ウ
イ
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光
る
雲
の
斜
面
に
か
ヽ
つ
た
時
、
曾
て
覺
え
な
い
緊
張
し
た
氣
持
ち
に
な
つ
た
。
先
登
は
ヘ
ッ
ス
テ
ー
で
、
次
が
私
、

フ
ォ
イ
ッ
は
後
殿
で
あ
る
、
ガ
イ
ド
の
持
つ
た
ラ
ン
ク
ー
ン
が
、
踏
み
固
め
た
雲
路
に
赤
ぐ
滲
ん
で
、
東
へ
′
ヽ
ざ
揺

れ
て
行
く
。
昨
日
の
跡
が
凸
凹
に
凍
つ
て
ゐ
て
、
非
常
に
歩
き
に
く
い
、
が
そ
れ
が
無
か
つ
た
な
ら
、
ぼ
―
つ
〓
一
面

に
螢
光
を
登
つ
て
、
闇
に
維
る
廣
い
雪
の
斜
面
に
、
私
達
は
取
る
べ
き
路
に
迷
つ
た
に
相
違
な
い
。

星
明
り
に
登
る
雲
路
は
、
昨
日
辻
り
下
り
た
足
路
を
迪
つ
た
の
で
は
あ
る
が
、
路
が
違
ひ
は
し
な
い
か
ざ
思
は
れ
た

ほ
ぎ
非
常
に
遠
く
、
そ
れ
に
思
つ
た
よ
り
も
急
で
な
く
、
ぎ
こ
ま
で
登
つ
て
も
果
が
な
い
や
う
に
威
せ
ら
れ
た
。
然
し

そ
れ
は
、
比
較
す
る
も
の
ヽ
な
い
夜
路
ざ
、
雪
の
上
で
、
非
常
に
手
間
ぎ
つ
た
篤
め
で
あ
つ
た
ら

，
、
私
は
危
ぶ
み
な

が
ら
立
ち
止
っ
て
見
廻
は
し
た
、
ラ
ン
タ
ー
ン
の
赤
ぐ
滲
じ
む
幾
尺
の
外
は
、
沙
漠
の
や
う
な
荻
色
の
フ
ィ
″
ン
で
あ

ス
リ
○雲

を
散
々
登
り
つ
め
る
ざ
、
急
な
崖
に
取
っ
っ
い
た
、
北
へ
切
れ
ヽ
ば
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
フ
ィ
ノン
ン
か
ら
落
ち
る
深
い

助

氷
河
で
、
雲
の
反
射
か
ら
黒
い
崖
に
移
っ
た
私
達
は
、
う
す
晴
ら
い
ラ
ン
タ
ー
ン
に
足
も
Ｅ
の
幾
李
方
尺
を
照
し
な
が

μ

ら
、
石
垣
の
塗
上
の
や
う
に
、
岩
の
か
け
ら
に
喰
ひ
込
ん
だ
氷
に
杖
を
打
ち
込
ん
で
、ス
東
へ
向
つ
て
登
つ
て
行
つ
た
。

私
達
は
ガ
ッ
グ

（Φ
ｐ鍵
・）
ざ
呼
ば
れ
る
岩
角
に
な
た
。
す
ぐ
右
手
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
ニ
ッ
ク
ホ
〃
ン
の
尾
根
っ

づ
き
で
あ
る
が
、
頭
の
上
ま
で
薄
蒼
ぐ
、
銀
河
の
や
う
に
つ
、
い
た
積
雲
の
ほ
か
に
は
何
も
見
え
な
い
。

雲
は
ガ
ッ
グ
の
は
づ
れ
か
ら
、
ま
た
急
に
深
く
な
つ
て
、
右
側
の
急
斜
に
浩
ふ
て
ぐ
る
つ
Ｅ
曲
つ
て
行
ぐ
ざ
、
昨
日

の
足
跡
は
そ
こ
で
ば
っ
た
り
留
つ
て
、
眼
の
前
に
は
廣
ろ
ハ
ヽ
せ
し
た
雲
田
が
横
た
は
る
、
シ
ュ
ン
ッ
タ
フ
ィ
″
ン
で

あ

る
ｏ

蟻
燭
が
惜
し
い
の
で
、
ラ
ン
タ
ー
ン
を
清
し
て
し
ま
つ
て
、
こ
の
昨
日
踏
み
固
め
に
家
た
経
難
で
、
曳
い
て
来
た
●

―
プ
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
一
体
み
し
た
。
三
十
三
百
米
突
こ
、
地
日
に
記
さ
れ
た
地
描
で
あ
る
ｏ

ラ
ン
タ
ー
ン
を
清
し
て
し
ま
ふ
ざ
、
眼
は
漸
く
晴
が
り
に
慣
れ
て
、
星
明
り
が
思
つ
た
よ
り
も
明
る
く
な
る
ｏ
私
達
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の
正
面
に
は
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
″
が
胸
を
つ
く
ば
か
り
に
つ
っ
立
っ
て
ゐ
る
、
ま
つ
く
ろ
に
屹
え
た
そ
の
ア
ン
ト
に
境
さ

れ
て
、
下
は
ク
ー
ロ
ア
ー
″
の
、「
辛
う
じ
て
積
雲
を
留
め
得
る
」
ざ
記
載
さ
れ
た
急
斜
で
、
上
は
満
天
の
星
が
、
グ
ロ

ー
ス
、
ジ
ェ
ン
ッ
ク
ホ
″
ン
の
塞
に
ば
か
り
集
ま
つ
た
や
う
に
、
忙
し
く
ま
た
ヽ
い
て
ゐ
る
、
ア
ン
ト
の
上
を
斜
め
に

流
れ
た
の
を
、
銀
河
ざ
ば
か
り
思
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
は
塞
に
凍
り
つ
い
て
、
じ
っ
ざ
い
っ
ま
で
も
動
か
な
い
薄
雲
に

過
ぎ
な
か
つ
た
。

も
う
四
時
年
に
な
つ
た
、
山
は
依
然
ご
し
て
薄
晴
く
、
杢
に
は
ま
だ
暁
の
色
は
た
ぃ
よ
は
な
い
０
そ
し
て
ま
た
一
同

に
立
ち
上
つ
た
折
り
も
、
再
び
ラ
ン
タ
ー
ン
の
光
を
借
り
な
く
て
は
、
タ
ン
プ
ァ
ー
ス
の
目
を
開
い
た
、
ジ
ェ
ン
ッ
タ

フ
ィ
／
ン
を
横
ぎ
る
こ
こ
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
ヽ
か
ら
も
う
足
形
は
な
い
、
雲
は
堅
く
凍
つ
て
、
靴
底
の
釘
が
ガ
ソ
タ
ヽ
喰
ひ
入
る
だ
け
で
、
今
迄
よ
り
も
か
へ

っ
て
歩
き
易
い
、
然
し
私
達
は
、
注
意
に
注
意
し
て
、
大
小
の
ク
レ
ヴ
ァ
ー
ス
の
間
を
縫
つ
て
、
静
か
に
、
つ
ま
先
上

り
の
フ
ィ
ル
ン
を
登
つ
て
行
つ
た
。

或
る
時
に
は
、
飛
び
越
せ
る
ざ
思
つ
た
タ
ン
プ
ァ
ー
ス
が
思
ひ
の
外
廣
く
て
、
折
角
末
た
晴
が
り
の
フ
ィ
μ
ン
を
．

あ
ご
戻
う
し
て
ぐ
る
つ
こ
遠
ま
わ
り
に
向
側
に
渡
つ
た
こ
ざ
も
あ
る
、
か
う
し
て
ク
ー
ロ
ァ
‐
ノン
の
直
Ｔ
ま
で
迪
り
っ

ぐ
ざ
、
そ
こ
に
二
列
の
非
常
に
大
き
な
ク
ン
グ
ァ
ー
ス
が
あ
る
、
昨
日
雲
踏
み
に
来
た
時
、
遠
く
か
ら
眺
め
て
、
あ
れ

を
ぎ
，ｐ
し
て
飛
び
越
す
の
か
資
憮
一わ
数
学
、
近
づ
ぐ
ざ
ヘ
ッ
メ
ラ
ー
の
云
つ
た
通
り
、
そ
の
二
列
は
フ
ィ
″
ン
の
間
に

喰
ひ
違
ひ
に
な
つ
て
、
狭
い
雪
　
　
橋
が
斜
め
に
タ
ン
プ
ァ
ー
ス
を
横
ぎ
て
ゐ
る
、
私
達
は
難
な
く
そ
こ
を
過
ぎ
て
、

い
よ
ノ
ヽ
急
な
タ
ー
ロ
ア
ー
″
に
取
っ
つ
い
た
、
こ
れ
か
ら
ア
″
ベ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
ふ
る
つ
て
、
一
足
ご
重
に
足
形

刻
ま
な
け
れ
ば
登
れ
な
い
。

ネ
ィ
ノン
ド
、
プ
ー
ツ
を
重
い
ざ
思
ふ
の
は
、
平
地
を
歩
く
時
だ
け
で
、
雪
に
か
ヽ
る
こ
歩
き
方
が
ま
る
で
違
ム
か
ら

非
常
に
楽
だ
、
急
斜
に
か
ヽ
つ
て
不
地
ざ
同
様
に
歩
い
た
ら
、
氣
慶
の
低
い
山
の
上
で
は
、
さ
て
も
苦
し
く
て
長
く
績
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ぐ
も
の
で
は
な
い
、
ユ
ン
タ
フ
ラ
ク
に
登
つ
た
折
に
も
経
験
し
た
が
、
草
戦
で
ざ
っ
ど
ヽ
登
る
気
で
、　
一
息
に
頂
上
ま

で
や
っ
つ
け
や
う
な
ん
て
、
野
心
を
い
だ
い
た
ら
最
後
、
ガ
イ
ド
よ
り
先
き
に
息
が
き
れ
て
、
杢
身
の
く
せ
に
吐
息
を

つ
い
て
、
オ
イ
一
寸
待
つ
た
、
篤
具
を

一
枚
な
ん
て
、
カ
メ
ラ
を
飛
ん
だ
だ
し
に
使
っ
て
、
休
憩
の
中
し
わ
け
を
す
る

や
う
な
。
不
腱
裁
な
始
末
が
演
せ
ら
れ
る
。
急
ぎ
た
い
は
山
々
だ
が
、
せ
い
て
は
駄
目
だ
、
一
足
づ
ヽ
に
踏
み
じ

め

て
、
爾
足
が
不
均
に
身
撻
の
重
さ
を
威
し
た
後
、
始
め
て
次
の
一
足
踏
み
出
せ
ば
い
ヽ
、随
つ
て
時
間
は
随
分
か
ヽ
る
、

そ
の
か
わ
り
休
息
は
二
時
間
か
三
時
間
目
に
一
息
っ
け
ば
充
分
で
、
結
局
早
く
頂
上
に
着
は
こ
ざ
に
な
郷
押

夕
‐
ロ
ァ
‐
ノン
は
成
る
程
急
で
あ
る
、
柄
を
短
か
ぐ
シ
ェ
ト
ッ
ク
を
握
っ
て
も
、
別
に
屈
ま
な
い
で
足
形
が
切
れ
る

く
ら
ゐ
に
、
胸
を
屋
し
て
ゐ
る
、
さ
す
が
の
ガ
イ
ド
も
、
か
う
な
る
ざ
ラ
ン
タ
ー
ン
が
邪
魔
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
花

明
け
に
間
も
な
く
、
自
ら
ノ
ヽ
明
け
ざ
ま
で
は
り
か
な
い
が
、
杢
に
は
星
の
数
が
成
つ
て
、
ふ
り
か
へ
る
こ
谷
を
へ
だ

て
た
オ
ッ
タ
ス
の
上
に
、
ピ
カ
ッ
ざ
暁
の
明
星
が
光
っ
て
ゐ
る
頃
で
、
滑
し
た
ラ
ン
タ
ー
ン
は
リ

ュ
ッ
ク
ナ
ッ
タ
に
仕

（叫
〕

舞
ひ
込
ん
で
、
雨
手
に
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
握
つ
て
、
せ
つ
せ
っ
ざ
ス
テ
ッ
プ
を
切
つ
て
は
、
一
足
づ
ヽ
高
く
ノ
ヽ
迫
り
上

一師
・

つ
た
ｏ

も
う
此
の
頃
で
あ
つ
た
、
オ
ッ
タ
ス
か
ら
ノ
ィ
ン
シ
ュ
フ
ラ
ー
タ
ホ
ノン
ン
ヘ
か
け
て
、
薄
い
山
陵
か
ら
斜
面
に
か
け

て
、
次
第
ノ
ヽ
に
明
る
く
な
つ
て
、
そ
れ
を
見
つ
め
て
ゐ
た
眼
を
そ
ら
し
て
、
一初
め
て
ロ
ー
プ
に
縛
ら
れ
た
仲
間
の
人

達
を
見
ま
わ
し
た
時
に
は
、
違
つ
た
世
の
中
で
出
つ
か
し
た
や
う
に
、
憂
な
威
が
起
つ
て
来
た
、
特
に
ひ
ざ
い
の
は
近

藤
君
で
あ
る
ｏ

が
無
理
も
な
い
、
気
の
蒻
い
も
の
な
ら
び
つ
く
り
し
て
ク
ー
ロ
ア
ー
″
か
ら
具
つ
倒
に
こ
ろ
が
り
落
ち
た
に
相
違
な

い
、
い
や
そ
の
時
の
近
藤
君
の
顔
‘
末
た
ら
、
友
達
な
が
ら
す
つ
か
り
愛
想
が
つ
さ
た
、
雲
や
け
で
鼻
の
頭
が
具
赤
に

た
ぃ
れ
て
、
ざ
こ
ろ
み
ヽ
は
皮
が
む
け
て
、
下
の
正
味
が
顔
を
出
し
て
る
そ
の
上
に
、
塗
つ
た
′
ヽ
監
獄
の
塀
だ
つ
て

あ
ヽ
汚
く
は
塗
ら
な
い
、　
一
面
に
雲
焼
け
の
お
ま
し
な
ひ
に
、
グ
ン
ッ
チ
ェ
″
、
ク
ン
ー
ム
を
な
す
り
付
け
て
、
そ
れ
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が
下
手
な
銀
細
工
み
た
い
に
、
桃
色
の
斑
に
な
つ
て
る
か
ら
た
ま
ら
な
い
、
何
だ
い
君
の
顔
は
！

何
う
し
た
ん
だ
い
、
君
の
顔
は
―
冗
談
ぢ
や
な
い
Ｈ

二
人
の
聾
で
ふ
り
む
い
た
ガ
イ
ド
は
、
聾
を
合
せ
て
シ
ァ
ッ
ハ
ッ
ハ
ざ
笑
つ
た
、
私
達
も
た
ま
ら
な
く
な
つ
て
ク
ァ

ッ
′、
ッ
ハ
〓
笑
つ
た
、
ク
ァ
ッ
′、
ッ
ハ
は
ク
ー
ロ
ァ
‐
ノン
に
反
響
し
て
、
ゴ
ー
ン
ざ
陰
氣
に
木
魂
を
か
へ
す
、
ざ
、
エ

コ
ー
に
つ
れ
て
、
夏
の
短
か
花
は
自
ら
′
ヽ
き
明
け
か
ヽ
る
、
も

，
午
前
五
時
で
あ
つ
た
。
な
だ
ら
か
な
フ
ィ
ノン
ン
は

も
う
い
つ
の
ま
に
か
足
も
こ
に
な
つ
た
。

も
う
フ
ィ
ン
シ
ュ
フ
ラ
ー
だ
ホ
″
ン
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
″
ニ
ッ
ク
の
尾
根
の
上
に
、
錐
み
た
い
に
屹
え
て
ゐ
て
、
そ
し

て
そ‐
の
左
に
落
ざ
す
ア
ク
ト
ラ
イ
ン
が
、
薄
紅
ぐ
光
う
だ
し
た
、
ざ
思
ふ
ざ
殆
ん
ざ
同
時
に
、
オ
ッ
ク
ス
や
、
そ
の
ア

ン
ト
の
後
ろ
に
、
頭
だ
け
見
え
る
グ
リ
ュ
ー
ン
ホ
〃
ン
に
も
、
さ
つ
ざ
朝
日
が
反
射
し
た
。
私
達
が
一
様
に
グ
ン
ッ
チ

ェ
″
グ
ラ
ス
を
か
け
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
こ
ざ
で
、
朝
の
日
の
溶
け
込
ん
た
蒼
室
の
下
に
、　
一
面
に
具
つ
白

５１

ろ
な
楯
を
っ
い
た
タ
ー
ロ
ァ
‐
ノン
を
攀
ぢ
登
る
に
は
、
そ
れ
無
し
に
は
眼
が
ち
ら
′
ヽ
し
て
、
我
慢
に
も
歩
け
な
か
つ

“

た
ｏ頭

の
上
に
は
、
雲
の
禿
げ
た
山
陵
が
仰
が
れ
る
、
そ
の
ギ
ザ
′
ヽ
に
崩
れ
落
ち
た
岩
の
裾
か
ら
、
末
廣
ろ
が
り
に
此

の
タ
ー
ロ
ア
ー
ル
が
江ヽ
つ
て
ゐ
る
、
そ
の
間
々
に
は
、
急
な
岩
角
が
具
黒
ろ
に
脊
を
出
し
て
、
取
っ
付
け
さ
多
な
斜
面

を
、
い
く
つ
に
も
距
て
ヽ
を
る
、
私
達
は
、
ヘ
ッ
ス
ラ
ー
の
意
見
で
、
ず
つ
ざ
右
寄
り
に
、
グ
ロ
ー
ス
、
ラ
ク
フ
ラ
ー

ル
ホ
″
ン
の
方
に
近
い
ク
ー
ロ
ア
１
／
を
登
つ
て
ゆ
く
、
ま
る
で
蟻
で
も
傷
つ
て
行
く
や
う
に
。

い
く
ら
登
つ
て
も
雲
ば
か
り
で
右
へ
、
右
へ
ざ
、
岩
に
距
て
ら
れ
た
路
を
ざ
つ
て
、
ュー
ー
左
側
は
な
ほ
夏
ら
急
に
鋳

ぐ
れ
で
ゐ
る
の
で
、
―

も
う
足
下
に
な
つ
た
シ
ェ
ン
ッ
ク
フ
ィ
″
ン
か
ら
、
三
時
間
年
も
登
つ
て
、
や
つ
ざ
い
く
ら

か
着
の
表
は
れ
た
、
山
陵
に
近
い
急
斜
ま
で
な
た
、
こ
の
間
に
は
、
ふ
り
か
へ
つ
て
朝
日
に
き
ら
め
く
山
々
を
、
撮
影

す
る
た
め
に
二
三
度
立
ち
体
み
し
た
、
け
で
、
ろ
く
に
足
を
動
か
す
餘
地
も
な
い
急
な
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
に
は
、
９
つ
く
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◎
ス
ウ
イ
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辻
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

り
ざ
腰
を
下
ろ
す
や
う
な
場
所
は
少
し
も
無
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
レツチ
ライ

岩
角
に
は
ま
だ
氷
が
下
っ
て
ゐ
る
ｏ
私
達
は
手
袋
を
は
づ
し
て
、
い
よ
′
ヽ
岩
　
登
り
を
は
じ
め
た
ｏ
洞
穴
の
や
多

に
ゑ
ぐ
れ
た
窓
の
左
を
目
が
け
て
、
雲
の
急
斜
に
飛
び
出
し
た
岩
の
鼻
に
し
が
み
つ
ぐ
ざ
、
ロ
ー
プ
を
出
な
る
だ
け
延

ば
し
て
、

ヘ
ッ
ス
ラ
ー
が
這
ひ
づ
ヽ
て
り
く
の
を
、
た
、
見
て
ゐ
て
も
は
ら
′
ヽ
す
る
、
随
分
き
わ
ざ
い
岩
登
り
を
や

つ
て
、
も

，
ア
ン
ト
の
上
に
出
さ
う
な
も
の
だ
ざ
思
つ
た
が
、
尾
根
は
牙
の
や
う
な
岩
ば
か
り
で
、
そ
の
東
側
の
岩
壁

に
か
ぢ
り
つ
い
て
、
登
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
の
で
、
尾
根
の
向
ふ
側
は
ま
だ
見
る
こ
ざ
が
出
ホ
な
お
】

岩
壁
の
下
は
、
深
い
底
の
方
か
ら
、
雪
の
急
斜
に
な
つ
て
、
手
を
ゆ
る
め
れ
ば
そ
れ
つ
き
り
だ
、
壁
を
這
づ
り
上
つ

て
、
岩
の
上
に
出
る
こ
、
ス
そ
の
岩
Ｅ
云
ふ
の
が
ギ
ザ
′
ヽ
に
鋏
け
て
ゐ
る
か
ら
、
石
は
落
ち
易
い
し
手
が
ヽ
り
は
な

し
、
爾
手
を
振
げ
て
、
蝙
蝠
み
た
い
に
岩
に
喰
ひ
つ
く
や
う
な
格
構
で
、
登
つ
た
り
降
り
た
り
す
る
の
は
随
分
た
ま
ら

な
い
。

も
う
か
う
な
る
ざ
、
登
路
な
ん
て
云
ふ
の
は
営
て
に
は
な
ら
な
い
、先
登
の
ヘ
ッ
ス
テ
ー
が
這
ひ
づ
ヽ
て
行
く
か
ら
、

す
ぐ
後
か
ら
ロ
ー
プ
に
縛
ら
れ
て
登
つ
て
ゆ
ぐ
ざ
、
岩
の
向
ふ
側
は
断
崖
で
、
行
き
止
う
に
な
つ
て
め
る
、
す
る
こ
今

度
は
逆
戻
り
を
し
て
、
フ
ォ
イ
ツ
が
先
登
に
な
つ
て
別
の
岩
に
攀
ぢ
登
る
、
Ｃ
ｏ巨
一
ざ
か
、
Ｃ
訂
日
ｇ
３
２
な
ん
て
言
葉

が
、
飽
き
る
ほ
ぎ
聞
か
さ
れ
た
。
Ｃ
ｏげ
一
は

〓
３
亀
一
の
ス
タ
ィ
ス
語
で
、
Ｑ
Ｆ
Ξ
ｇ
Ｆ

，
は
因
ｏ日
日
ｒ
ｏζ
亀
一
で
あ
る
、

が
そ
れ
に
績
い
て
ガ
イ
ド
の
間
に
く
り
か
へ
さ
れ
る
言
葉
に
至
つ
て
は
、
此
の
岩
登
う
ざ
同
様
に
、
私
に
は
て
ん
で
見

営
も
つ
か
な
い
。

岩
は
崩
れ
て
カ
ミ
ソ
リ
の
や
う
に
銑
く
な
つ
て
み
る
、
随
分
丈
夫
な
切
れ
地
を
撰
ん
だ
つ
も
り
だ
つ
た
が
、
倫
敦
仕

立
て
下
ろ
し
の
ゾ
ボ
ン
に
は
、
方
々
に
穴
が
開
い
て
、
下
か
ら
血
が
滲
ん
で
来
る
、
掌
な
ざ
は
疵
だ
ら
け
だ
が
、
危
く

て
手
袋
な
ざ
籍
め
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
、
只
満
身
の
力
を
雨
腕
に
籠
め
て
、
機
械
賠
操
の
要
量
で
、
づ
り
上
る
よ
り
外
は

仕
方
は
な
い
。

９

“

ど
υ

″
０
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小
屋
を
破
っ
て
、
丁
度
八
時
間
目
に
、
や
つ
ざ
雲
の
山
陵
の
直
下
に
達
し
た
、
考
へ
て
見
る
ざ
、
餘
り
大
事
を
ご
ｂ

過
ぎ
て
、
餘
ほ
ざ
グ
ロ
ー
ス
、
ラ
ク
一プ
ラ
ー
ル
ホ
″
ン
の
方
に
片
寄
つ
て
登
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
、
そ
し
て
そ
れ

ざ
、
グ
ロ
ー
ス
、
ジ
ェ
ン
ッ
ク
ホ
″
ン
ぎ
を
つ
な
ぐ
山
陵
の
上
は
、
危
く
て
通
れ
な
い
か
ら
、
ク
ー
ロ
ア
‐
ノし，′
に
臨
ん

だ
崖
に
溜
う
て
、
通
ひ
づ
つ
て
を
つ
た
の
で
あ
る
ｏ

山
陵
の
上
に
残
つ
た
雲
の
上
に
、
荷
を
卸
ろ
し
て
一
体
み
し
た
、
後
ろ
は
ひ
ざ
ぐ
ゑ
ぐ
れ
た
深
い
崖
の
底
に
、
ラ
ク

フ
ラ
ー
″
グ
ン
ッ
チ
ェ
／

（Ｆ
〓
露
”翼

Ω
軍
８
ｒ
①」）

が
の
ぞ
か
れ
る
ｏ
そ
の
向
ふ
は
べ
／
ク
リ
ン
ュ
ト
ッ
タ
か
ら
、

左
に
並
ん
で
ウ
ェ
ッ
フ
ノン
ホ
ノ
ン
の
三
山
、
こ
ヽ
か
ら
見
る
こ
無
論
立
派
な
の
は
具
中
の
ミ
ッ
テ
ル
ホ
ノン
ン
で
、
左
の

ハ
ス
リ
、
ユ
ン
ク
ノ
ラ
ク
は
、
頂
上
の
岩
が
瘤
の
や
う
に
跛
下
ろ
さ
れ
る
ｏ

朝
の
一
時
か
ら
何
に
も
食
べ
な
い
ん
で
、
一
寸
体
ん
だ
ら
も
う
我
慢
が
し
き
れ
な
い
、
頂
上
は
頭
の
上
だ
が
、
そ
こ

に
つ
ぃ
く
薄
い
山
陵
は
切
っ
た
て
に
な
つ
て
る
か
ら
、
随
分
骨
が
折
れ
さ
う
だ
、
四
人
ざ
も
云
ひ
合
せ
た
や
う
に
「
リ

ュ
ッ
ク
ナ
ッ
タ
ざ
院
ら
め
つ
こ
を
し
て
ゐ
た
が
、
痩
せ
我
慢
な
ん
か
す
る
奴
は
、
馬
鹿
だ
ざ
云
ふ
こ
ざ
に
語
議

一
決
し

て
、
氷
の
角
に
よ
う
か
ゝ
つ
て
、　
一
日
早
や
書
の
食
事
に
あ
り
つ
く
、
こ
こ
ろ
が
昨
日
今
日
雲
の
上
で
思
ひ
切
り
よ
く

臓
ら
し
ぬ
い
た
顔
の
皮
は
、
も
ざ
よ
り
尋
常
な
皮
膚
の
こ
こ
で
、
ほ
て
つ
て
′
ヽ
び
り
′
ヽ
す
る
し
、
か
う
な
る
Ｅ
グ

ン
ッ
チ
ェ
″
、
タ
ン
ー
ム
な
ざ
に
至
っ
て
は
、
い
や
が
上
に
機
く
見
せ
る
だ
け
で
、
何
の
役
に
も
た
ヽ
な
い
、
そ
れ
は

い
ヽ
が
、
件
の
顔
で
、
肉
を
か
ぢ
る
こ
、
厚
ぐ
切
つ
た
ベ
イ
コ
ン
な
ん
か
、
類
張
る
程
に
は
目
が
開
け
な
い
し
、
無
理

を
す
る
ざ
顔
が
人
の
つ
く
や
う
に
熱
ぐ
蝦
け
る
ｏ

御
茶
が
は
り
に
コ
ン
ニ
ヤ
ッ
タ
Ｅ
雲
を
噛
っ
て
、　
一
息
い
れ
た
後
、
い
よ
′
ヽ
こ
ゝ
を
獲
つ
て
、
急
な
薄
い
氷
の
曲

陵
に
こ
っ
つ
い
た
ｏ
左
は
シ
ュ
レ
ッ
タ
フ
ィ
ノン
ン
ま
で
切
つ
立
て
の
崖
で
、
右
に
は
深
い
′
ヽ
底
の
方
に
、
ラ
ク
フ
ラ

ー
ノン
グ
ン
ッ
チ
ェ
″
が
覗
か
れ
る
、
此
の
ア
ン
ト
は
、
千
八
百
六
十
九
年
の
夏
、
こ
ヽ
か
ら
通ヽ
り
落
ち
て
微
塵
に
な
つ

た
ざ
偉
へ
ら
れ
る
、
彼
の
エ
リ
オ
ッ
ト
の
名
を
重
つ
て
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ン
タ
リ

（口
口ｏ゙
■
計

【̈一）
ざ
呼
ば
れ
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て
を

る
ｏ

私
達
は
氷
に
足
形
を
刻
ん
で
、
静
か
に
そ
の
ア
ン
ト
を
攀
ぢ
登
つ
た
、
グ
ロ
ー
ス
ン
ュ
ン
ッ
ク
ホ
ノン
ン
の
頂
上
は
、

氷
柱
の
無
数
に
垂
れ
下
つ
た
岩
で
、
も
う
す
ぐ
頭
の
上
に
な
つ
た
が
、
時
間
は
な
か
′
ヽ
か
ヽ
っ
て
、
氷
か
ら
柔
か
い

雲
に
憂
つ
た
山
陵
を
、
胸
を
躍
ら
せ
て
か
け
登
つ
た
時
、腕
時
計
は
、丁
度
午
前
十
一
時
三
十
分
を
示
め
し
て
を
つ
た
。

絶
頂
の
氷
の
上
に
、
近
藤
君
ざ
抱
き
合
つ
て
喜
ん
だ
の
は
こ
の
時
で
あ
る
、
グ
リ
ュ
ッ
セ
を
叫
ん
で
、
ガ
イ
ド
達
ゞ

互
に
堅
く
握
手
し
て
、
日
の
張
い
最
高
騰
に
、
躍
り
上
つ
て
喜
ん
だ
の
は
こ
の
時
で
あ
つ
た
。

八
月
一
日
の
、
年
に
近
い
太
陽
は
、
グ
ロ
ー
ス
ツ
ェ
ン
ッ
ク
ホ
〃
ン
の
絶
頂
に
、
私
達
の
影
を
は
つ
き

，
ご
書
き
出

し
た
。
影
は
ア
ン
ト
に
立
ち
き
ら
れ
て
、
三
段
に
雲
の
上
に
江ヽ
つ
て
ゐ
る
ｏ

１
１
ロ
ロ
ー
ー
Ｅ
ｌ
ロ
ー
■
Ｏ

Ｔ
Ａ
ｎ
Ｖ

ｅ
，

中
籠
Ｕ
一
０
こ
Ａ
Ｗ
＝
ム
０

▲ｎ
Ｕ
Ｉ
一
■
＝
薔
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Ｅ
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山番

雑

録

日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
目
證
を
卒
ゐ
て

得
た
る
感
想

一
、
政
破
国
の
計
割

昨
夏
京
阪
棘
に
在
住
せ
る
日
本
山
岳
會
の
有
志
者
の
蓋

力
に
よ
♭
、
日
本
山
岳
會
開
西
大
會
を
大
阪
に
開
催
し
て

よ
り
、
所
謂
山
岳
熱
な
る
も
の
、
急
激
に
開
西
の
天
地
を

風
靡
し
、
如
何
な
る
小
新
聞
紙
ざ
雖
も
ア
ノン
プ
ス
の
記
事

を
掲
載
せ
ぎ
る
な
く
、
資
に
基
前
の
盛
況
を
塁
せ
し
は
、

唯
に
同
人
の
欣
喜
す
る
の
み
に
あ
ら
ぎ
る
な
り
ｏ
轟
に
開

西
教
育
博
覧
會
を
、
営
市
天
王
寺
公
園
に
開
き
、
次
い
で

は
、
大
和
吉
野
に
夏
期
山
林
學
校
を
設
け
て
、
証
會
の
先

覺
者
ざ
な
り
、
大
に
証
會
的
教
育
に
貢
献
し
、
其
姜
展
に

意
を
注
げ
る
大
阪
市
教
育
會
は
、
国
整
ざ
し
て
日
本
ア
″

園
大
學
小
川
理
學
博
士
に
其
計
書
を
依
頼
じ
同
會
理
事
橋

詰
良

一
氏
（大
阪
毎
日
新
聞
）は
、
先
づ
旅
行
候
補
地
ざ
内

定
せ
し
、
徳
本
峠
上
高
地
温
泉
、
及
白
馬
山
下
の
四
家
、

及
其
一
方
の
下
山
口
な
る
越
後
糸
魚
川
等
に
、
賃
地
踏
査

を
試
み
、
又
小
川
博
士
の
推
薦
に
か
ヽ
る
田
中
文
學
士

（秀
作
）
を
講
師
〓
決
定
し
、
七
月
中
旬
其
族
程
役
員
等

に
至
る
ま
で
、
大
阪
市
内
の
各
新
聞
紙
に
公
表
し
、
會
員

の
募
集
に
着
手
す
る
こ
こ
ヽ
な
れ
り
。

国
員
は
、
主
ざ
し
て
京
阪
紳
に
居
住
す
る
人
多
か
り
し

も
、
遠
く
東
京
、
名
古
屋
、
香
川
、
岡
山
、
山
日
、
佐
賀

等
各
府
縣
よ
う
も
申
込
あ
り
て
、
其
敷
質
に
七
十
餘
名
に

達
せ
る
を
以
て
、
一
国
ざ
し
て
、
旅
行
不
可
能
な
れ
ば
、

止
む
な
く
左
の
如
ぐ
編
成
せ
＞
。

プ
ス
踏
破
の
推
奉
を
貰
現
せ
ん
ざ
の
議
を
提
起
し
、
役
員
　
一一、
踏
破
国
の
編
成

は
満
場
一
致
を
以
て
之
れ
が
賓
施
を
可
決
し
て
、
京
都
帝
　
　
第
壼
種
旅
行

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
国
誰
を
奪
め
て
得
た
る
感
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

″
Ｄ

Ｆ
Э

′
０



lb書

◎
雑
　
　
　
　
畿

第
　
一
　
班

京
都
市
教
屋
町
姉
小
路
上
ν

同大
阪
商
腔
會
誰
員

京
都
市
東
洞
院
佛
光
寺
上
ル

同大
阪
府
聾
龍
郡
北
豊
島
小
撃
校

第
四
師
国
軍
築
隊

大
阪
府
豊
能
郡
箕
面
村

大
阪
市
東
匡
南
新
町
二
丁
目

大
阪
市
西
匡
西
長
堀
南
通
四
丁
目

薄
戸
市
山
本
通
四
丁
目

大
阪
市
東
匡
鐘
町
一
丁
目

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
女
撃
校

大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
撃
校

神
戸
市
兵
庫
小
撃
校

岡
山
市
外
闘
西
中
攣
校

同

　

上

日
本
ア
ツ
プ
ス
踏
破
国
豊
を
率
ゐ
て
得
た
る
感
想

同 同 同 同

上 上 上 上

西 西

…
村

側

善

久 _

耳ド 裏F

同

見

島

太

1目 |ド

同

織

園

東

李

同

池

田

寛

撃

生

宅

秀

夫

秋

員

上

田

叉

次

1戻
IF

内

海

五

耶

:画

井

回

太

耶

辻

爾

耶

岩

本

成

小

谷

新

太

IB

村

恭

太

1目IF

測:

山

庄

太

1員|ド

里

山

大

作

長

谷

川

萬

鐘

蔵

イ中

井

義

胤

下

村

泰

下

村

逸

進

今

回

次

|口|「

田 野

市'日
憾

四 ==・

買ド千

西 藤

井 田

常 義

蔵 彦

〓
二
四灘 記

大
阪
市
東
匡
李
野
町
三
丁
目

滋
賀
縣
高
島
郡
西
庄
村

大
阪
朝
日
新
聞
祗

同

上

同

上

大
阪
毎
日
新
聞
織

同
　
上

講

　

師

在
京
都

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
女
撃
校

大
阪
市
役
所
撃
務
課

線
　
　
務

（大
阪
市
教
育
會
理
事
）

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
女
撃
校
長

第
壼
種
旅
行

第

式

班

滋
賀
縣
草
津
町

京
都
市
雨
替
町
三
條
北
入

京
都
市
東
富
永
町
小
鶏
西
入

京
都
市
大
黒
町
五
後
南
入

大
阪
府
立
農
撃
校

佐
賀
麟
小
減
郡
牛
津
町

和
歌
山
縣
那
賀
郡
茄
生
津
村

大
阪
市
西
鷹
北
嘱
江
通
二
丁
目

好

　

米

　

吉

荏

伊

左

衛

門

上

　

　

【兄

島

爾

保

布

窮
員
技
師

昔同
　
浦
　
士
口　
〓
一　
耶

記

者

木

下

不

二

太

耶

鳥
員
技
師

二
　
　
瓶
　
　
　
精

文
撃
士
　
田

文
攀
士

宇

書

謡

荒大

村

忠
　
二

撃

生

久 築

本 山

榮 廣

治 ―

上 高

田 橋

清 勇

大 久

耳ド ロド

攣 公

生 支

橋 馬

垣
場

二Z
_孫

耳「
‐七

家 者

水 村 井 三

木 野 中

,1
往 武 秀

要「  蔵 男 作
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曲警

京
都
市
乾
尋
常
小
撃
校

京
都
市
生
鮮
尋
常
小
撃
校

丸
鐘
市
大
学
中
府

大
阪
市
東
匡
北
久
費
寺
町
二
丁
目

大
阪
市
西
巨
第
二
高
等
小
撃
校

同
　
上

京
都
市
新
島
丸
通
夷
川
下
ν
松
澤
方

京
都
市
霞
屋
町
一
僚
下
ル

姫
路
市
綿
町
藤
岡
方

下
開
市
開
後
地
村

大
阪
高
等
工
業
撃
校

大
阪
府
東
成
郡
片
江

大
阪
南
ほ
ニ
ツ
丼
戸
町

薄
戸
市
入
江
小
撃
校
長

幹
　
　
部

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
等
女
學
校

日
　
本
　
山
　
岳
　
會
　
員

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
等
女
撃
絞

日
　
ホ
　
山
　
岳
　
會
　
員

第
式
種
旅
行

第

一霊
　
班

名
古
屋
市
大
池
町
三
丁
目

大
阪
市
築
港
撃
常
小
攣
校

大
阪
市
三
軒
家
尋
常
高
等
小
學
校

◎
維
　
　
　
　
録

竹

中

国

二

郎

三

木

市

大

耶

日
本
山
岳
會
員

山
　
口
　
末
　
次
　
耶

日
本
山
岳
會
員

田
　
中
　
輩子
　
雄

教 教

員 員

教

員

河

崎

愛

介

教

員

田

中

龍

七

撃

生

佐 江 吉 古 能 憫

々      遅

木木岡林勢碁
忠 完   庄 =兵     ~
衛 治 蔵 巌 吉 耶

教

諭

竹

下

英

一

教

論

朝

輝

記

太

留

野
　
　
　
正

戸
　

彦

　

李

井

　

芳

　

雄

日
本
ア
ツ
プ
ス
踏
破
回
澄
を
奪
ゐ
て
得
た
る
感
想

教 教 響

員 員 師

西 瀬 饉 鶏 竹

内
内

善
1監

五
ノヽ

鄭 雄

兵
庫
爆
尼

夕
崎
町
築
地
渡
邊
方

群
戸
市
兵
庫
西
部
鐵
道
管
理
局

同
　
上

兵
庫
縣
朝
東
郡
竹
闘
小
撃
校

薄
戸
三
菱
造
船
所

東
京
市
小
石
川
匡
久
堅
町

薄
戸
市
兵
庫
西
部
銭
道
管
理
局

京
都
府
立
第

一
高
等
女
撃
校

（第

一
種
旅
行
を
経

へ
て
更
に
参
加
）

同同同同同同同同

嗜
　

大ヽ
町
封
山
館
圭
ノ

自
　

日́
本
山
岳
會
員
ヽ

第
式
種
旅
行

丈
撃
士

田
　
中

　

秀
　
作

文
撃
士

宇

　
野
　
武

　

男

荒

木

往

戴

百

瀬

慎

太

郎

〓

二
五

講 會 補 講 幹

計 助 師 部

財 川 ′二ゝ

:11

↑」
 工

秀  十

雄 集 要I

野

口

萬

李

岩

本

成

小

谷

新

太

lロド

村

恭

太

|口IF

郡

山

庄

太

1要邸

教

面]“

李

曲

政

道

岡

村

信

耶

山

崎

武

阪

田

治

1雇
|ド

教

員

谷

田

四

更8

高 水 村 田

浦 島  中

吉 爾
上

簿

三 保  四

百ド右 寛 要r
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書 山

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上

同 同 同 同 同 同 同 同

上 上 上 土 上 上 上 上

◎
難

第
　
式
　
班

第

一
種
第
一
班
よ
り

第

一
種
第
二
班
エ
リ

畿
　
　
日
本
ア
ツ
プ
ス
踏
破
回
識
を
奉
ゐ
て
得
た
る
感
想

幹
　
　
部

木

下

不

二

太

耶

二
　
　
瓶

長

谷

川

萬

縄

好

　

米

島
　
一

花

伊

田 山 佐 江 吉 古 三 竹 西 藤 久 築 馬 井 見 池 二 上 ニ

n 々
1由

H  
キ

末
/:｀

孝 逃
忠 完

=翼 兵

岡 林

水 中
井 日 本 山 場

市 國

r:
田 宅

円

叉
左

衛
大 三 常 義 榮 騰 孫

太
寛 秀

次

雄 郎 衛 治 茂 巖 耶 耶 蔵 彦 治 一 七 門 耶 ― 夫 耶 吉 蔵 精

三
、
踏
破
回
の
族
程

〓

要

靴
≒
記
♂

↑

八
月
五

日
　
雨

上
高
地
滞
在
雨
の
鴛

め
饉
意
行
動
、
穂
高

の
石
漢
の
上
よ
り
引

返
し
た
る
し
の
、
焼

夕
岳
に
登
り
し
も
田

代
池
を
見
し
も
の
あ

り
。

八
月
四

日
　
晴

八
月
二主

円

日 八
月
二

日
　
晴

一
一期
磁
館
権
豫
轍

へヽ
帥

一
覺
ノ‐
床
観
覧
午
後
四

一
時
松
本
着
、
騨
前
飯

一
田
屋
投
宿
。

八
月

一

日
　
晴 第

一
種
旅
行
第
一
班

島
や
稜
徳
本
峠
を
越

へ
上
高
地
温
泉
へ
途

中
宮
川
池
観
覧
。

松
本
曇
馬
車
乗
用
鍋

割
所
近
の
段
丘
見
學

島
々
清
水
屋
着
泊
明

ケ
不
漂
石
風
穴
見
學

午
後
十
時
梅
田
轟
前

集
會
、
同
十

一
時
肇

車
。

島
々
肇
猛
雨
を
胃
し

て
徳
本
峠
を
越
へ
上

高
地
温
泉
に
着
。

第

一
班
ざ
同
宿
す
。

八
月
五

日
　
雨

八
月
四

日

晴

一
朝
名
古
屋
乗
換

へ
中

一
央
線
上
松
解
下
車
、

一
度
覺
ノ
床
観
覧
午
後

一
四
時
松
本
着
「
騨
前

一
飯
田
屋
投
宿
。

八
月
二

日

晴

午
後
十
時
梅
田
轟
前

集
合
同
十

一
時
雲
車

八
月
二

日
　
晴 第

一
種
旅
行
第
二
班

松
本
雲
馬
車
乗
用
鍋

割
附
近
の
段
丘
見
學

島
々
清
水
屋
着
泊

‐
明

ウ
李
漂
石
及
風
穴
見

學
。

(653)



山岳

八
月
六

午
前
九
時
∫
り
焼
タ

岳
に
登
り
新
噴
火
ロ

を
極
め
大
正
池
に
出

で
温
泉
婦
泊
。

目

晴

◎
難
　
　
　
　
録
　
　
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
国
整
を
率
ね
て
得
た
る
感
想

八
月
十

一
日
０

八
月
十

午
前
雨

午
後
曇

白
馬
頭
上
小
合
出
獲

回
境
線
製
練
所
跡
を

滋
過
し
て
蓮
華
温
泉

着
泊
。

へ
月
九

日午
前
晴

午
後
雨

ヽ
１
ヽ

一
松
本
縦
明
科
下
車
、

ノ
Ｊ
｝ノ

一
・鋤
醐
・経
・一際
一ぶ
献
一鰤
一樫
一

ヨ
　
ミロ
一
加

へ
北
城
村
四
ツ
谷

―
　
「

一
山
未
投
宿
。

第
二
種
旅
行
第
一
班

八
月
七

日

晴

八
月
六

日
　
晴

四
ツ
谷
曇
白
馬
尻
よ

り
風
雨
を
冒
Ｌ
国
員

全
部
困
却
し
て
午
後

五
時
白
馬
項
上
小
合

着
泊
。

一
部
に
焼
ケ
岳
に
登

，　
―
―
・
ｉ
３
１
１
●

り
一
部
に
穂
高
の
項

上
を
極
む
。

八
月
十

一
日
曇

八
月
十

日

雨

八
月
九

日午
前
晴

午
後
雨 第

二
種
旅
行
第
二
班

八
月
八

目
　
晴

八
月
七

一
午
前
六
時
上
高
地
奎

一
穂
高
岳
登
山
、
午
後

一
五
時
温
泉
編
泊
、
成

■
　
晴
一
功
況
を
な
ず
。

午
前
九
時
自
馬
尻
小

金
獲
午
後
二
時
牛
頂

上
小
舎
着
、
夕
方
ま

で
植
物
探
集
。

雨
の
た
め
午
前
中
休

養
正
午
四
ツ
谷
雲
二

ノ
股
合
流
難

・附
近
よ

り
雨
こ
な
り
全
員
濡

れ
て
午
後
五
時
牛
白

馬
尻
小
合
着
油
。

松
本
螢
明
科
下
車
、

池
田
大
町
を
経
、
三

湖
の
繭
景
を
賞
し
つ

つ
馬
車
に
て
山
木
族

館
投
宿
。

上
高
地
獲
徳
本
峠
を

越
へ
島
や
を
経
て
松

本
飯
田
屋
競
泊
、
第

二
班
解
散
。

八
月
十

二
日
○

第
二
種
旅
行

第

一
班
解
散

八
月
十

四
目
雨

↓八
日
月
・Ｔ

三
日
晴

八
月
十

二
月
晴

第
二
種
旅
行

第
二
班
解
散

四
、
国
隈
の
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

几
そ
事
業
の
何
た
る
を
論
せ
ず
、
国
腱
的
に
之
に
従
事

゛

せ
ん
ざ
せ
ば
、
其
の
統
率
者
に
封
し
て
は
、
相
営
権
威
を

保
有
せ
し
め
、
其
命
令
に
服
徒
せ
し
め
ざ
れ
ば
、
国
震
ざ

し
て
の
進
退
に
、
不
利
の
多
大
な
る
は
、
蓬
に
喋
々
を
要

せ
ざ
る
庭
な
り
、
現
ん
や
普
通
の
国
隈
旅
行
ざ
は
、
金
ぐ

其
趣
を
異
に
し
、
常
人
の
難
し
ざ
な
す
、
高
山
大
岳
を
跛

勝
せ
ん
ざ
す
る
我
が
国
躍
旅
行
に
於
て
は
、
各
個
人
の
我

儘
な
る
行
動
よ
り
起
る
、
危
険
を
、
未
姿
に
防
が
ん
ざ
す

る
に
は
、
幹
部
は
大
な
る
注
意
を
以
て
、
経
始
園
員
を
管

理
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ぎ
る
が
、
何
等
訓
錬
を
施
さ
ざ
る
国
冊

一
三
七

早
朝
白
馬
項
上
に
て

東
迎
を
見
九
時
項
上

小
合
曇
製
練
所
跡
通

過
午
後
二
時
牟
蓮
華

温
泉
着
油
。



山書

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
国
醍
を
奉
ゐ
て
得
た
る
感
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

を
指
揮
監
督
す
る
は
一
大
至
難
事
ざ
云
ふ
べ
し
、
幸
ひ
に
　
抄
く
、
十
歳
前
後
の
青
年
期
の
者
は
、
所
謂
向
ふ
見
す
に

今
回
の
国
員
の
大
多
数
は
、
相
営
の
教
育
あ
り
、
虚
會
に
　
無
晴
に
速
度
を
伸
す
も
、
般
年
者
は
自
重
し
つ
ヽ
歩
行
す

活
動
せ
る
紳
士
を
中
心
ざ
し
加
ふ
る
に
、
中
等
程
度
以
上

の
學
生
よ
り
成
り
し
こ
こ
ヽ
て
、
園
員
各
自
の
自
制
心
に

の
み
依
頼
し
て
、
大
な
る
過
ち
ざ
危
険
こ
に
遭
遇
せ
ぎ
う

し
は
、
幹
部
の
等
し
く
饒
倖
ざ
す
る
虎
な
り
、
殊
に
我
が

第
二
班
に
あ
♭
て
は
、
最
務
よ
り
班
員
を
四
分
し
て
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
四
組
を
作
り
、
組
長
を
設
け
て
、
其
組
内
の
仕

事
は
直
ち
に
組
長
に
於
て
庭
理
せ
ら
れ
、
必
要
に
應
じ
て

幹
部
は
組
長
の
み
を
集
め
て
、
偶
獲
の
事
件
に
封
し
て
、

協
議
せ
し
を
以
て
、
班
全
膿
ざ
し
て
、
確
か
に
有
機
的
に

行
動
を
共
に
な
し
得
た
る
は
、誠
に
慌
ば
し
き
状
況
に
て
、

今
後
に
於
て
も
斯
か
る
国
證
に
当
し
て
は
、
家
族
的
に
質

施
さ
る
ヽ
方
双
方
共
に
不
程
な
ら
ん
こ
思
惟
す
。

五
、
年
齢
、
撻
力
、
足
の
張
蒻

園
員
七
十
名
中
最
年
長
者
四
十
九
歳
、
最
年
少
着
十
七

歳

（開
西
中
學
上
目
氏
の
同
件
せ
ら
れ
し
息
の
十
一
歳
は

別
ざ
し
て
）
其
平
均
年
齢
三
十
二
歳
を
算
し
、
得
た
る
が

一
般
よ
り
見
れ
ば
、
膿
力
充
貰
の
疑
年
期
の
人
多
数
を
占

る
が
故
に
、
却
つ
て
青
年
者
よ
う
も
餘
力
の
存
す
る
を
見

受
け
た
り
、
殊
に
不
素
の
生
活
状
態
に
比
し
て
、
飲
食
物

の
嗜
好
を
満
足
せ
し
む
る
に
は
、
不
便
な
る
に
つ
き
ｆ
螢

養
分
の
振
取
さ
る
ヽ
分
量
も
随
つ
て
少
額
な
る
ざ
、
加
ふ

る
に
身
膿
の
活
動
は
劇
甚
な
れ
ば
其
疲
労
よ
り
起
因
し

て
ゝ
獲
す
る
諸
種
の
病
氣
の
あ
ら
ぎ
る
な
き
か
を
心
痛
せ

し
も
、
幸
ひ
に
し
て
各
自
の
撮
生
ざ
精
神
の
緊
張
Ｅ
に
よ

り
、
此
の
難
に
羅
ら
ぎ
り
し
は
、
国
の
幸
薦
に
し
て
、
日

Ｑ

員
各
自
が
既
往
に
於
て
、
山
岳
に
多
少
た
り
Ｅ
も
経
験
の

“

あ
る
人
の
集
合
な
る
こ
こ
を
、
證
明
す
る
に
難
か
ら
ず
、

夏
期
に
於
て
、
普
通
季
坦
な
る
土
地
ざ
い
へ
ざ
も
、
長
途

の
旅
行
は
其
履
物
の
靴
、軽
の
Ｅ
別
な
く
、足
部
に
損
傷
を

受
ぐ
る
も
の
多
き
が
例
な
る
も
、
日
本
ア
″
プ
ス
踏
破
は

其
行
程
に
憂
化
の
多
き
篤
め
か
、
例
へ
ば
森
林
帯
の
注
潤

地
を
踏
み
、
或
は
河
川
を
徒
渉
し
、
或
は
高
山
植
物
帯
の

柔
き
御
花
畑
を
踏
み
、
或
は
雲
田
雲
漢
を
歩
む
等
、
足
部

の
損
傷
を
蒙
る
こ
こ
の
僅
少
な
り
し
は
、
前
者
に
比
じ
好

め
、
之
が
鴛
め
歩
行
よ
り
末
る
疲
勢
を
早
く
訴
ふ
る
も
の
　
都
合
の
場
合
多
き
も
の
ヽ
如
し
。



曲岳

六
、
日
賠
登
山
の
危
険

少
人
数
の
登
曲
ざ
し
て
も
、
危
険
の
見
れ
能
は
ぎ
る
は

事
賞
な
る
が
、
国
器
ざ
し
て
の
登
山
に
当
し
て
は
、
其
危

険
奪
街
高
く
就
中
其
第

一
に
数
ふ
べ
き
は
、
崚
瞼
な
る
絶

壁
、
式
は
岩
壁
を
多
人
数
に
て
昇
降
す
る
こ
こ
に
て
、

例
へ
ば
穂
高
登
機
の
如
き
は
、
其
最
大
難
事
ざ
す
、
此
に

て
は
、
徒
本
人
足
を
加
へ
て
五
六
名
以
上
の
人
数
の
登
山

せ
し
こ
ざ
な
し
ざ
の
事
に
し
て
、
夫
れ
以
上
は
、
絶
封
に

不
可
能
な
る
由
上
高
地
に
て
は
固
守
せ
し
が
、
今
回
の
如

き
、
我
第
二
班
二
十
餘
名
ざ
、
第

一
班
の
一
部
を
加
ふ
る

に
、
東
京
高
師
附
中
の
曲
岳
會
員
十
数
名
ざ
、
人
足
等
を

加
へ
て
合
計
五
十
餘
名
が
、
然
も
同
時
に
一
列
の
軍
縦
陣

を
作
り
て
、
登
降
せ
し
が
故
に
、
夏
に
危
険
を
加
へ
、
各

個
人
に
於
て
は
、
小
石
の
落
下
に
充
分
の
注
意
を
排
ひ
た

る
も
、
過
ち
て
ヒ
リ
、
無
意
議
に
足
を
動
か
さ
ば
、
時
に

は
足
元
な
る
小
石
は
落
下
し
、
下
る
に
従
ひ
て
、
石
は
友

を
呼
び
始
め
は
小
石
に
て
然
も
落
下
の
速
度
緩
な
る
も
、

下
る
に
従
ひ
大
速
度
ざ
な
り
、
之
に
命
中
し
て
不
慮
の
災

罹
る
も
の
ヽ
な
か
り
し
は
幸
な
り
し
が
、
準
大
の
落
石
が

頭
部
に
命
中
せ
し
人
あ
り
し
が
、
幸
ひ
に
其
人
は
品
質
良

好
の
ヘ
ノン
メ
ツ
ト
帽
子
を
破
り
居
う
し
た
め
、
之
を
違
う

漸
ぐ
事
な
き
を
得
た
る
が
、
賞
に
一
歩
を
運
ぶ
に
心
胎
を

寒
か
ら
し
む
る
こ
ざ
屋
々
な
り
き
、
第
二
に
数
ふ
べ
き
は

食
料
及
防
寒
具
な
り
ざ
す
、
素
よ
う
相
営
な
る
注
意
を
以

て
準
備
し
置
か
れ
な
ば
、
さ
ま
で
危
険
を
醸
す
事
な
き
も
、

圏
機
の
常
ざ
し
て
、
不
統

一
に
流
れ
、
防
寒
共
等
に
於
て

も
、
申
辞
的
に
携
帯
せ
る
者
な
ぎ
は
、
途
中
暴
風
の
篤
め

全
身
濡
れ
鼠
ご
な
り
、
其
到
着
す
べ
き
庭
々
花
中
氷
識
下

崎

に
温
度
の
下
降
す
る
地
駐
等
に
あ
り
て
は
、
凍
死
す
る
よ

一い
ヽ

り
外
に
術
な
く
、ス
食
料
の
快
乏
を
来
せ
ば
、不
食
の
中
に

一
日
乃
至
二
日
も
山
中
を
活
動
せ
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
事
あ

り
、
我
園
員
は
、
松
本
に
於
て
防
寒
防
水
の
不
用
意
な
る

も
の
に
は
、
夏
に
準
備
せ
し
を
以
て
、
第
一
班
第
二
班
は

自
馬
に
て
は
暴
風
に
適
遇
せ
し
も
、
大
事
に
至
ら
ず
し
て

全
き
を
得
た
る
は
、
確
か
に
用
意
の
周
到
な
り
し
事
を
記

す
る
餘
あ
り
ざ
い
ム
ベ
し
、
唯
第
二
班
は
豫
定
以
上
の
自

を
末
す
こ
ざ
屋
々
あ
り
ざ
云
ふ
こ
ざ
な
る
が
、
我
国
員
中
　
馬
尻
泊
を
餘
儀
な
く
せ
し
を
以
て
、
頂
上
小
合
出
獲
に
際

に
も
敷
回
其
失
敗
を
演
じ
た
る
も
、
幸
ひ
に
大
な
る
災
に
　
し
、
人
足
の
朝
食
ざ
固
員
の
書
食
ざ
は
、
全
く
米
の
訣
乏

◎
維
　
　
　
　
録
　
　
日
本
ア
″
プ
ス
踏
破
圏
議
を
奪
あ
て
得
た
る
感
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



山岳

◎
雑
　
　
　
　
鎌
　
　
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
国
麟
を
卒
め
て
得
た
る
感
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

ざ
な
り
、
幸
ひ
第

一
班
の
残
せ
し
三
升
の
米
に
て
人
足
の
　
の
災
調
に
封
し
て
も
、
非
常
な
る
同
情
を
以
て
之
に
営
る

朝
食
に
充
て
、
国
員
は
書
食
な
し
に
違
華
温
泉
に
向
ひ
、

途
申
製
練
所
事
務
所
員
他
出
中
の
篤
め
、
此
虔
に
て
も
米

を
得
る
に
由
な
く
、
経
に
は
各
自
携
帯
せ
し
少
量
の
ビ
ス

ケ
ツ
ト
類
に
て
餓
を
凌
ぎ
て
、
か
ら
ふ
じ
て
蓮
華
温
泉
に

着
せ
し
程
な
り
き
ｏ

七
、
回
隈
登
山
の
利
益

同
じ
く
山
を
愛
し
、
山
に
憧
憬
を
有
す
る
人
の
中
に
も

極
小
人
数
二
三
名
位
に
て
登
山
せ
ぎ
れ
ば
、
具
の
山
の
情

調
を
味
ひ
得
す
ぜ
云
ふ
論
若
あ
り
て
、
性
に
一
つ
の
具
理

は
合
有
せ
ら
る
ヽ
も
の
ヽ
如
し
、
然
れ
ざ
も
園
躊
登
山
に

於
て
も
、
又
他
に
得
ら
れ
ぎ
る
利
益
あ
る
も
の
ヽ
如
し
、

英
第

一
例
ざ
し
て
は
経
済
問
題
な
り
ざ
す
、
個
人
ざ
し
族

行
す
る
に
国
語
ざ
し
て
旅
行
す
る
こ
は
素
よ
り
後
者
は
．

前
者
に
比
し
自
己
の
自
由
を
東
縛
さ
る
ヽ
嫌
あ
れ
ざ
も
、

絶
べ
て
の
経
費
に
於
て
は
、
同

一
旅
行
中
性
か
に
回
撻
族

行
の
方
経
済
的
に
し
て
、
學
生
生
活
中
に
行
ふ
登
山
ざ
し

て
は
、
有
利
な
る
如
ぐ
威
せ
ら
る
、
夏
に
圃
員
相
互
に
於

け
る
交
際
よ
り
受
く

る
親
密
に
よ
り
互
に
慰
藉
を
得
、

勢
苦
を
威
す
る
こ
ざ
比
較
的
僅
少
な
ら
ん
、
然
し
て
他
人

等
、
人
生
の
妙
味
を
味
ひ
得
る
機
會
多
き
も
の
ヽ
如
し
ｂ

街
身
腱
鍛
錬
の
意
味
か
ら
之
を
幌
察
せ
ば
、
素
よ
♭

一
定

の
行
程
に
従
ひ
て
行
動
す
る
も
の
な
れ
ざ
も
、
個
人
旅
行

に
あ
り
て
は
自
由
意
志
に
よ
り
疲
れ
た
る
際
に
は
休
憩
も

し
、
宿
泊
も
随
意
に
な
し
得
る
便
あ
れ
ぎ
、
国
撻
登
山
に

あ
り
て
は
之
を
許
さ
ず
、
定
ま
れ
る
行
動
は
是
非
途
行
せ

ぎ
る
べ
か
ら
ぎ
る
に
よ
り
、
知
ら
す
識
ら
す
克
己
心
を
張

め
、
忍
耐
力
を
増
進
し
、
ひ
い
て
は
身
躍
修
養
上
に
稗
益

す
る
所
大
な
り
○

八
、
国
腱
登
山
の
効
果

登
山
よ
り
受
く
る
効
果
を
枚
暴
す
れ
ば
、
其
敷
甚
大
に

し
て
、
悉
ぐ
之
を
認
め
得
ざ
れ
ぎ
も
、
個
人
ざ
し
て
高
山

大
岳
に
登
攀
す
る
は
、
尋
常
事
に
あ
ら
す
し
て
、
特
種
の

エ
ネ
″
ギ
ー
の
必
要
あ
れ
ざ
も
国
膿
ざ
し
登
山
せ
ば
比
較

的
容
易
に
成
功
し
得
る
こ
ざ
多
き
が
故
に
、
之
を
山
岳
趣

床
の
鼓
吹
上
よ
り
見
れ
ば
、
少
数
の
登
山
よ
り
も
多
数
囲

撻
の
登
山
の
方

一
般
に
向
つ
て
同
趣
味
の
機
張
さ
る
ヽ
は

論
を
侯
た
ぎ
る
所
な
り
ざ
す
。

之
を
要
す
る
に
、
大
阪
市
教
育
會
主
催
の
日
本
ア
″
プ

ハ
Ｚ

ρ
０

ρ
０



山岳

ヌ
踏
破
圏
躊
旅
行
は
、
雄
大
な
る
計
劃
に
し
て
、
其
旅
行

前
に
於
け
る

一
般
就
會
の
批
評
は
、
大
な
る
危
険
の
件
ふ

如
く
、
悲
観
的
見
地
よ
り
之
を
観
察
す

る
人
多
か
り
し

も
、
旅
行
場
所
の
比
較
的
交
通
便
利
に
し
て
、
其
目
的
の

山
岳
も
餘
り
に
日
本
ァ
ノン
プ
ス
中
の
最
難
所
に
あ
ら
ぎ
り

し
ざ
、
日
本
山
岳
會
役
員
並
に
山
岳
會
の
先
輩
等
の
注
意

を
諒
ざ
し
て
、
計
割
せ
し
に
よ
り
、
大
な
る
過
な
ぐ
其
行

程
を
維
り
得
し
は
、
菅
に
園
員
の
満
足
教
育
會
役
員
の
期

待
に
添
ひ
し
の
み
な
ら
ず
、
我
國
山
岳
史
上
の
新
記
録
を

作
ｂ
得
た
る
こ
共
に
、
就
會
の
耳
目
に
一
刺
激
を
典
へ
た

る
も
の
こ
云
ふ
べ
し
、
宣
し
く
今
後
に
於
て
も
周
到
な
る

注
意
の
下
に
計
劃
さ
れ
、
各
自
の
自
重
に
よ
り
て
其
目
的

を
途
行
せ
ら
れ
ん
こ
ざ
、
余
等
の
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
所

な
り
ｏ
　
　
　
　
　
　
（竹
下
英

一
、
朝
輝
記
太
留
）
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ｉ
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方
及
山
岳

」ヾ

て

方
及
び
山
岳
ざ
雲
霧
ぜ
の
開
係
に
就
て
、
い
ろ
′
ヽ
せ
御

教
示
を
し
て
下
さ
つ
た
の
は
、
大
い
に
威
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
る
、
而
し
て
同
氏
の
懇
篤
な
る
批
評
に
よ
り

て
、
夏
に
新
た
な
る
刺
戦
を
威
じ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
今

一
應
愚
説
を
述
べ
て
、
同
氏
及
び

一
般
識
者
の
数
を
仰
ぎ

た
い
ざ
思
ふ
。

第

一
国
に
於
て
、
眼
高
か
ら
山
頂
を
見
た
線
ざ
、
水
李

面
こ
の
な
す
角
が
、
山
頂
の
高
さ
が
無
限
大
の
時
は
九
十

度
に
な
る
ざ
推
論
し
た
の
は
、
ａ
角
が
九
十
度
の
場
合
に

限
る
の
で
あ
つ
て
、
几
て
の
場
合
に
さ
う
な
る
様
に
言
つ

一明

た
の
は
全
然
私
の
誤
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ゆ

然
る
に
質
際
に
於
て
、例

へ
ば
富
士
登
山
の
際
の
如
き
、

二
三
合
目
あ
た
り
か
ら
頂
上
を
望
む
ざ
、
五
六
合
目
か
ら

上
は
殆
ん
ざ
直
立
せ
る
か
の
様
に
見
え
る
事
が
あ
る
、
こ

れ
に
就
て
は
、
専
門
家
の
説
明
を
聞
い
た
事
も
な
し
、
私

は
常
に
疑
間
に
威
じ
て
居
る
庭
で
あ
る
、
営
分
の
安
心
の

た
め
に
、
私
は
次
に
逃
る
様
に
も
考
へ
て
ゐ
る
ｏ

第
二
日
、Ａ
騎
よ
り
Ｂ
の
山
上
を
望
む
も
の
ざ
し
、Ｂ
は

傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ

雲
霧
こ
の
関
係
に
就

○
前
琥
ツ
″
モ
ド
キ
氏
の

「机
上
談
山
」
中
、
私
が
前
々
　
一尚
所
に
あ
る
ざ
き
は
、
Ａ
Ｂ
は
水
李
面
ざ
あ
る
角
度
を
な

琥

「
山
岳
の
聯
想
」
中
に
述
べ
た
、
傾
斜
角
の
威
じ
ら
れ
　
し
、水
午
的
に
Ａ
Ｂ
の
長
を
目
測
し
た
る
時
よ
り
も
、傾
斜

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
重
雲
霧
ｔ
の
関
係
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

一



山岳

線
中
に
起
る
に
非
す

し
て
、Ｂ
黙
が
Ｆ
の
方
に
近
接
し
、

Ａ
Ｂ
が
Ａ
Ｆ
の
様
に
見
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
し
ら
。

吾
々
が
Ａ
よ
り
Ｂ
を
見
た
る
場
合
に
、
Ｂ
ま
で
の
水
李
距

離
の
想
像
は
、
Ｃ
が
よ
り
手
前
の
σ
に
、
山
軸
ざ
な
る
べ

き
Ｂ
Ｃ
が
Ｆ
α
の
様
に
威
せ
ら
れ
る
、
従
つ
て
Ｂ
も
Ｆ
の

方
に
近
ょ
っ
て
見
え
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
ざ
思
ふ
ｏ
今

一
つ

は
Ｂ
駐
が
高
ぐ
な
る
に
従
ひ
、

眼
球
の
み
を
動
か
し
て
鵬
線
を

高
む
る
こ
ざ
は
出
来
な
い
、
必

す
や
顔
を
Ｈ
Ｃ
の
如
く
上
方
に

向
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
殆
ん

A

(固 ― 第 )

/
/

ざ
直
上
の
も
の
見
る
時
の
様
な
構
へ
に
な
る
か
ら
、
急
に

は
じ
ら
れ
る
様
に
思
は
れ
る
、
こ
れ
は
Ｂ
黙
の
非
常
に
高

い
場
合
で
あ
る
が
、
Ｂ
が
若
し
左
程
高
く
な
い
場
合
、
即

ち
低
い
崖
ざ
か
、
土
木
工
事
の
擁
壁
又
は
堰
堤
等
の
勾
配

を
、
大
器
に
目
測
せ
ん
ざ
す
る
場
合
は
、
第

一
国
の
如
き

開
係
が
非
常
に
影
響
し
て
く
る
、
か
ヽ
る
場
合
に
は
湖
線

ざ
斜
線
ざ
一
致
す
る
様
に
し
て
見
な
い
ざ
、
高
さ
の
如
何

一 ご
″
一

~… …~~~‐ ~~~一―。一.D

◎
雑
　
　
　
　
録

　

傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
電
雲
霧
こ
の
関
係
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

の
Ａ
Ｂ
は
短
か
く
威
せ
ら
れ
る
、其
短
縮
の
源
因
が
、Ａ
Ｂ
　
に
よ
う
て
大
に
目
測
に
相
違
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
勿
論

眼
高
が
ｂ
よ
り
高
け
れ
ば
、
目
測
角
は
質
角
乱
よ
り
緩
に

見
え
る
が
、
乱
角
に
封
す
る
経
験
目
測
角
は
、
Ｂ
の
高
さ

に
於
て
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
於
て
Ａ
Ｅ
Ｃ
ざ
な
り
、
Ａ
ざ
Ｂ
ざ
の

(固 二 第 )ざ
は
言
つ
て
な
い
、
正
比
例
し
な
い
ま
で
に
も
表
面
積
即

ち
蒸
凄
面
が
大
な
れ
ば
蒸
曇
量
も
多
く
な
る
ざ
言
ふ
た
筈

で
あ
る
、
表
面
積
の
増
加
〓
同
率
を
以
て
蒸
螢
量
も
増
加

す
る
ざ
云
ふ
の
で
は
な
い
、
今
此
庭
に
第
三
日
０
の
Ａ
Ｂ

IB
′３爵

A

高
低
差
に
氣
が
付
か
す

に
居

る

ざ
、往
々
目
測
に
大
差
が
出
来
る
、

こ
れ
は
自
分
の
質
験
に
封
し
て
説

明
を
加
へ
た
ま
で
ヽ
あ
る
ｏ

Ｏ
山
岳
に
雲
霧
の
生
じ
易
き
理
由

に
就
て
は
ゝ
前
々
跳

「
山
岳
の
聯

↓

想
」
中
に
述
べ
た
如
く
種
々
の
源

一椰
・

因
が
あ
る
が
、
表
面
積
を
蒸
螢
量

ざ
の
関
係
に
就
て
特
に
精
し
く
逃

べ
た
積
り
で
あ
る
、
然
し
ツ
〃
毛

ド
キ
氏
の
申
さ
る
ヽ
如
く
蒸
螢
量

は
表
面
積
の
大
小
に
正
比
例
す
る

|

|
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ヅ
／

山岳

の
如
渉
牛
地
あ
り
ざ
し
、
こ
れ
よ
り
五
百
グ
ラ
ム
の
水
蒸
　
積
は
、
電
＝
可
醜ｏｏ

，
の
関
係
に
よ
う
て
、
ａ
角
の
大
な
る

氣
を
蒸
姜
す
る
も
の
ざ
せ
よ
、
雨
し
て
不
面
積
Ａ
Ｂ
ざ
同

（第

三

圏
）

０
ハ
）

ガ rr″

′

同
様
直
上
に
向
つ
て
上
昇
し
や
ラ
ざ
す
る
、
故
に
塞
氣
の

接
鯛
Ｅ
城
は
Ｐ
の
李
面
も
Ｐ
の
斜
面
の
場
合
も
略
同
様
で
　
も
、
周
園
の
杢
氣
ざ
流
通
李
衡
せ
ら
れ
て
、
蒸
褒
面
附
近

あ
る
、
唯
Ｐ
の
蒸
費
水
蒸
氣
は
、
Ｐ
よ
り
大
で
あ
り
其
面
　
の
塞
氣
は
、
容
易
に
水
蒸
氣
の
飽
和
監
に
達
し
な
い
、
然

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
ｔ
雲
霧
こ
の
関
係
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三

C

2

ハ   PD

一
な
る
Ａ
Ｃ
な
る
傾
斜
地
あ

り
、
童
（傾
斜
角
を
侵
り
に
六

十
度
ざ
す
れ
ば
、
Ａ
Ｃ
は
Ａ

Ｂ
三
倍
ざ
な
り
、
Ａ
Ｂ
に
於

け
ら
如
・き
本
気
を
合
む
も
の

ご
す
れ
ば
、
約
千
グ
ラ
ム
に

近
き
水
蒸
気
を
生
す
べ
く
、

其
水
蒸
気
が
若
し
Ａ
Ｃ
斜
面

に
直
角
の
方
向
に
蒸
氣
す
る

場
合
は
、
塞
氣
の
接
鯛
Ｅ
域

も
増
大
す
る
か
ら
、
塞
気
の

温
度
に
は
何
等
憂

り

は
な

い
、
然
る
に
斜
面
に
於
て
も

水
蒸
氣
は
不
地
に
於
け
る
ざ

程
だ
ん
′
ヽ
増
加
す
る
、
水
蒸
気
の
濃
密
度
を
直
線
の
間

隔
を
以
て
表
は
じ
其
狭
き
を
濃
密
な
る
も

の
Ｅ
せ
ば
、

電
＝
Ｆ
Ｏ
ｏ崚
”
の
関
係
に
よ
り
、
ａ
角
の
増
大
な
る
程
、
ｒ

は
狭
く
濃
く
な
り
、
一牛
地
よ
り
も
濃
厚
な
る
水
蒸
氣
が
出

来
る
、
同
国
０
は
矢
の
方
向
よ
り
風
の
吹
け
る
場
合
に
し

て
、
水
蒸
氣
は
山
坂
に
浩
ふ
て
頂
上
に
集
ま
り
、
経
に
凝

結
雲
化
す
る
こ
こ
も
あ
る
、
第
四
日
に
於
て
も
同
様
水
蒸

氣
は
直
上
に
昇
ら
う
ざ
す
る
、
故
に
方
々
に
散
る
こ
ざ
は

少
く
、
上
ま
た
上
へ
ざ
集
合
す
る
、
即
ち
底
面
積
に
し
て

一η
″

同
一
な
れ
ば
、
表
面
積
の
大
な
る
も
の
程
、
濃
密
な
る
水

一゙
・

蒸
萎
が
出
来
る
も
の
ざ
思
ふ
、
勿
論
其
濃
密
度
は

い
８
・コ

に
正
比
例
す
る
さ
か
、
球
面
の
曲
率
竿
経
に
反
比
例
す
る

こ
か
云
ふ
如
き
、
は
つ
き
り
し
た
関
係
を
有
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
大
騰
に
於
て
表
面
積
の
増
加
す
る
様
な
地
形

に
於
て
、
提
密
な
水
蒸
氣
が
出
な
る
だ
思
ふ
。

そ
れ
か
ら
今

一
つ
は
、
第
五
日
に
於
け
る
が
如
く
水
氣
′

に
富
め
る
李
地
に
於
て
折
角
濃
厚
な
水
蒸
氣
が
出
ホ

て



山
」陸 .

μl

◎
維
　
　
　
　
録
　
　
傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
ｔ
雲
霧
こ
の
関
係
に
就
く
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

る
に
山
岳
漢
谷
に
於
て
は
、
四
方
、
三
方
、
二
方
ス
は
其
　
高
が
増
加
す
れ
ば
温
度
下
る
ざ
云
ふ
が
如
お
も
、
南
方
に

一
方
が
外
国
の
塞
氣
を
遮
へ
ぎ
ら
る
ヽ
か
ら
、
李
地
の
様

に
折
角
出
来
た
水
蒸
氣
が
、
外
国
の
室
氣
に
平
均
せ
ら
る

る
事
が
少
な
い
、
そ
れ
に
加
へ
て
底
面

積
の
等
し
き
李
地
よ
う
も
濃
密
な
る
水

蒸
氣
が
出
来
、
そ
こ
に
雲
霧
の
費
生
を

催
進
す
る
の
で
は
な
い
か
ざ
思
ふ
、
谷

間
に
於
て
は
風
力
の
関
係
で
小
旋
風
の

起
る
こ
ざ
が
あ
る
か
ら
、
其
旋
風
系
に

多
量
の
水
蒸
氣
が
悠
き
込
ま
れ
て
、
維

に
雲
霧
の
形
に
な
る
こ
ざ
も
あ
ら
ラ
。

○
他
の
几
て
の
條
件
が
同

一
で
あ
る
ざ

云
ふ
事
は
、
甚
だ
稀
有
の
事
で
あ
る
、

或
る
敷
個
の
條
件
に
依
り
て
生
す
る
一

の
現
象
が
あ
る
ざ
し
、
其
各
條
件
ざ
一

の
現
象
ざ
の
関
係
を
論
す
る
場
合
は
、

一
健
件
に
就
て
は
絶
封
的
に
其
影
響
の

疾
走
す
る
飛
行
機
に
取
つ
て
は
或
る
程
度
以
下
の
海
面
高

の
増
加
は
、
必
ず
し
も
温
度
の
低
下
を
な
さ

‥な
い
、
大
膿

に
於
て
降
雨
量
は
緯
度
の
進
む
に
従
っ
て
減
少
す
ざ
言
ふ

も
地
勢
其
他
雨
量
を
支
配
す
る
几
て
の
條
件
が
同

一
な
る

場
合
に
限
る
の
で
あ
る
、
緯
度
ざ
気
温
ざ
の
関
係
も
同
様

で
あ
る
、
三
十
度
の
傾
斜
地
は
四
十
度
の
傾
斜
地
よ
り
歩

行
容
易
な
り
ざ
言
ふ
が
如
き
も
、地
表
の
状
態
即
ち
土
質
、

摩
擦
係
数
等
の
几
て
の
條
件
を
、
同

一
ご
見
傲
し
て
の
話

だ
ご
思
ふ
、
故
に
個
々
の
條
件
ざ
、
一
の
現
象
ざ
の
開
係

●

を
論
す
場
合
に
は
、
他
の
條
件
を
度
外
麗
し
て
ぃ
な
け
れ

い

ば
、
其
條
件
が
一
の
現
象
に
及
ぼ
す
影
響
を
比
較
封
照
す

る
事
は
出
来
な
い
、
地
形
ざ
蒸
委
水
蒸
氣
ざ
の
関
係
に
就

て
も
、水
の
存
在
し
な
い
庭
に
は
無
論
営
て
歓
妻
ら
な
い
、

ッ
ノン
モ
ド
キ
氏
の
言
は
る
る
様
に
水
分
の
な
い
場
合
は
ざ

う
す
る
か
ざ
云
ふ
の
は
、
甚
だ
無
理
で
は
あ
る
ま
い
か
、

元
よ
り
水
分
の
関
係
は
同

一
ざ
し
て
の
話
で
あ
る
、
同
氏

の
言
ふ
の
は
忠
君
愛
國
ざ
武
士
道
の
精
棘
が
あ
れ
ば
、
戦

(国 四 第)大
小
を
剣
定
す
る
は
出
来
な
い
、
他
の
几
て
の
條
件
を
同

一
な
り
ざ
見
な
さ
な
け
れ

ば
、
一
條
件
が
或
る
現
象
に
　
争
に
勝
つ
ざ
言
つ
て
も
、
何
等
の
兵
器
も
な
く
、
戦
術
も

及
ぼ
す
影
響
如
何
を
論
す
る
は
出
来
難
い
、
警
へ
ば
海
面
　
知
ら
す
に
、
餞
が
一
文
も
な
か
つ
た
ら
ざ
う
す
る
ざ
言
ふ
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１

ヽ

↓一

◎
織
　
　
　
　
操
　
　
傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
重
雲
霧
こ
の
関
係
に
就
て

様
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
敵
ざ
同
等
ざ
ま
で

は
行
か
す
ざ
も
、
或
る
程
度
ま
で
は
、
兵
器
、
戦

術
、
財
力
が
あ
る
も
の
重
し
て
、
な
け
れ
ば
ゝ
精

神
の
み
で
は
い
か
な
い
事
は
無
諭
で
あ
る
ｏ

他
の
條
件
を
同
一
な
る
前
提
の
も
ざ
に
論
じ

た
、
水
蒸
氣
ざ
表
面
積
こ
の
関
係
も
、
他
の
條
件

の
同

一
な
る
場
合
は
絶
封
に
な

い
か
ら

ざ
言
つ

て
、
其
関
係
を
無
麗
す
る
事
は
出
蒸
な
い
、
他
の

條
件
が
同

一
な
る
場
合
に
於
け
る
程
多
大
の
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
表
面
積
の
大

な
る
方
が
こ
れ
が
小
な
る
場
合
よ
帆
へ
水
蒸
気
が

濃
密
に
な
る
場
合
が
多
い
も
の
で
あ
る
こ
言
つ

て
、
よ
か
ら
う
ざ
思
ふ
、
水
蒸
気
の
絶
量
が
同

一

で
あ
つ
て
も
其
水
蒸
氣
を
小
屁
城
に
集
閣
濃
密
に

す
る
作
用
あ
る
曲
番
地
方
に
於
て
は
、
手
地
よ
う

水
蒸
気
の
他
和
鷺
に
達
し
易
い
か
ら
、
雲
霧
を
生

せ
し
む
る
事
が
容
易
で
あ
る
ざ
云
ふ
の
が
、
大
護

の
論
旨
で
あ
る
ｏ

Ｏ
北
齋
の
結
に
就
て
は
、
ツ
〃
モ
ド
キ
氏
の
言
は

る
ヽ
如
く
、
山
の
傾
斜
は
急
に
見
え
る
も
の
な
の

一
回
五

←――
………→

′
′

l

Ｆ
‘

ハ
０

，
０

ヽ

１

ヽ
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ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
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山岳

◎
雑
　
　
　
　
鉄
　
　
傾
斜
角
の
感
じ
ら
れ
方
及
山
岳
ｔ
雲
霧
電
の
関
係
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

で
あ
る
か
ら
、
急
に
書
い
た
の
だ
ご
云
っ
て
も
よ
い
ざ
思
　
學
に
就
て
多
少
の
趣
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
科
學
の

ふ
、
然
し

一
面
に
於
て
か
う
い
ふ
事
も
考
へ
て
見
た
い
。

第

一
日
の
開
係
に
よ
り
て
、
高
さ
の
低
い
も
の
程
賃
際

よ
う
緩
に
見
え
る
か
ら
、
紙
の
上
に
小
さ
き
富
士
曲
を
書

い
て
も
、
其
高
さ
が
五
六
寸
ざ
な
り
、
其
結
の
角
度
が
賃

物
ざ
大
差
が
な
い
に
し
て
も
、
質
物
の
何
千
分
の
一
〓
云

ふ
縮
尺
で
書
か
れ
た
の
だ
か
ら
、
質
物
よ
り
も
非
常
に
緩

に
見
え
る
、
故
に
人
間
の
限
に
質
物
の
様
な
角
度
を
映
せ

し
む
る
に
は
、
賞
物
よ
り
も
非
常
に
急
な
る
角
度
を
以
て

表
は
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
北
齋
の
結
ざ
て
も

一
寸
見

た
ば
か
り
で
は
賓
物
よ
り
左
程
急
な
る
も
の
ご
も
思
へ
な

い
、
分
度
器
を
営
て
見
る
こ
か
又
は
普
通

コ
ン
バ
ス
、
定

規
、
分
度
器
を
多
く
使
用
す
る
人
の
眼
か
ら
は
、
甚
だ
急

に
思
は
れ
る
、
換
言
す
れ
は
、
縮
尺
が
小
さ
ぐ
な
れ
ば
、

質
物
ざ
相
似
形
ざ
せ
ず
に
、
角
度
を
大
き
く
し
な
い
ざ
、

人
間
の
限
に
は
質
物
ざ
相
似
形
に
篤
ら
な
い
、
餘
う
理
一窟

に
過
ぐ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
分
の
性
質
ざ
し
て
、
何

か
営
分
の
解
決
が
な
け
れ
は
お
さ
ま
ら
な
い
、
今
の
庭
こ

れ
が
宣
し
い
ご
思
ふ
て
居
る
ｏ

内
容
を
能
く
知
る
も
の
で
な
い
、
唯
自
分
の
や
る
せ
な
い

智
識
慾
に
か
ら
れ
て
、
徹
底
し
た
説
明
を
得
た
い
ば
か
り

に
、
い
ろ
ノ
ヽ
に
考
へ
て
み
る
、営
分
の
安
心
に
ざ
自
分
勝

手
の
説
明
も
っ
け
で
見
る
、
省
不
安
の
難
が
あ
れ
ば
、
専

門
の
學
者
も
多
数
居
ら
ろ
ヽ
、
山
岳
曾
の
様
な
庭
に
提
供

し
て
数
を
乞
ふ
の
で
あ
る
、
私
の
如
き
も
の
は
、
一
の
新

現
象
に
封
す
る
原
因
を
断
定
推
論
す
る
の
資
格
の
な
い
も

の
で
あ
る
、
こ
れ
を
承
知
し
て
貰
ふ
た
め
に
、
あ
か
ら
さ

ま
に
姓
名
を
名
乗
っ
て
居
る
、
故
に
自
分
如
き
も
の
ヽ
貧

蒻
な
説
明
を
九
春
に
妄
信
し
、
先
入
主
〓
な
う
、
具
正
な

研
究
家
の
残
表
に
際
し
て
、
障
害
を
木
す
も
の
が
あ
ら

，

Ｓ
は
思
は
れ
な
い
。
山
岳
の
奥
底
に
潜
め
る
新
現
象
ざ
思

は
る
ヽ
も
の
を
、
多
数
識
者
の
前
に
持
出
し
て
、
具
正
な

研
究
を
希
ひ
．
専
門
家
に
当
し
で
は
多
少
の
刺
戦
ざ
も
な

り
、
或
は
研
究
の
端
緒
ざ
も
な
つ
て
、
我
等
に
適
営
な
る

指
南
を
興
へ
ら
れ
ん
こ
ざ
を
望
む
の
で
あ
る
、
何
等
資
格

も
な
い
自
分
等
の
様
な
も
の
は
、
動
植
鍍
物
名
を
歌
ム
て

も
、
賃
蒻
な
知
識
を
以
て
新
現
象
を
世
の
中
に
螢
表
し
て

○
最
後
に
私
は
勿
論
専
門
家
で
も
何
ん
で
も
な
い
が
、
科
　
も
、
ツ
ノン
モ
ド
キ
氏
の
心
配
せ
ら
る
ヽ
様
な
、
悪
影
響
は

貸
）

´
０

ρ
０
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更
に
な
い
ざ
思
ふ
、
若
し
あ
っ
て
も
そ
れ
は
少
し
で
あ
つ

て
、
有
利
な
事
は
多
い
に
違
ひ
な
い
０
私
が
職
を
忍
ん
で

前
々
琥
に
「曲
岳
の
聯
想
」
を
書
い
た
が
鴛
に
、
ツ
ノン
モ
ド

キ
氏
の
様
な
方
が
出
て
末
ら
れ
て
、
大
に
批
剣
し
て
呉
れ

る
の
で
あ
る
、此
識
に
於
て
、私
は
山
岳
に
関
係
あ
る
新
種

新
現
象
は
何
く
れ
ざ
な
く
此
誌
上
に
獲
表
し
た
い
の
で
、

新
現
象
が
奮
現
象
で
あ
つ
て
人
の
笑
ひ
を
買
ふ
様
に
な
つ

て
も
、

一
種
の
御
愛
嬌
で
宣
し
い
、
純
輝
の
科
學
ざ
か
學

藝
の
雑
誌
な
ら
ざ
も
あ
れ
、本
誌
の
如
き
は
、多
方
面
の
人

々
に
よ
り
て
成
立
し
て
居
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
成
る
可
く

種
々
な
る
方
面
の
人
々
の
威
想
を
網
羅
し
、
其
道
の
人
か

ら
適
営
な
る
例
断
ざ
批
評
を
し
て
貰
ふ
方
が
よ
か
ら
う
ざ

思
ふ
、
此
の
如
き
事
も
本
誌
の
使
命
の
一
部
分
で
は
あ
る

ま
い
か
、
か
ぐ
す
れ
ば
雑
誌
も
賑
か
に
な
つ
て
面
白
い
ｏ

以
上
の
如
き
意
味
に
於
て
、
私
は
素
人
な
が
ら
身
の
程

も
考
へ
す
に
、
威
想
や
ら
、意
見
や
ら
、説
明
や
ら
を
出
し

て
見
の
で
あ
る
、自
分
が
見
聞
し
な
い
も
の
は
、必
ず
し
も

新
し
い
ん
ぢ
や
な
い
こ
知
り
つ
ヽ
も
、
本
會
員
に
は
専
門

家
も
多
い
事
を
知
つ
て
居
る
が
故
に
、
叔
父
さ
ん
に
訴
へ

る
積
り
で
本
誌
に
投
稿
す
る
の
で
あ
る
、
登
山
の
案
内
書

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
前
の
篇
に
答
へ
て

を
書
ぐ
場
合
は
、
宣
じ
く
専
門
家
の
意
見
に
依
る
可
も
の

で
あ
ら
う
が
ゝ
然
ら
ぎ
る
も
の
は
自
分
ざ
し
て
の
威
想
及

説
明
を
、
ざ
し
ノ
ヽ
費
表
し
て
も
よ
い
ぜ
思
つ
て
ゐ
る
ｏ

Ｏ
山
の
雲
が
妙
な
鹿
へ
飛
ん
で
行
つ
た
様
で
あ
る
が
、
ツ

″
モ
ド
キ
氏
の

「机
上
談
山
」
後
段
の
主
張
に
当
す
る
、

私
の
意
見
を
述
べ
た
ま
で
ヽ
あ
る
、
同
氏
の
他
人
を
疑
ふ

ざ
云
ふ
具
正
な
科
學
的
學
究
的
態
度
に
は
敬
服
す
る
が
、

専
門
家
以
外
に
は
科
學
に
封
し
て
沈
歌
を
守
れ
ざ
云
ふ
の

は
、本
誌
の
如
き
に
取
っ
て
は
餘
り
酷
で
は
な
か
ら
う
か
、

山
の
見
に
色
々
書
か
し
て
置
い
て
、
其
記
文
に
封
し
巌
格

鋤

な
る
批
剣
を
下
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
同
氏
を
本
誌
の
叔

“
ヽ

父
さ
ん
ざ
し
て
、
倉
々
奪
敬
す
べ
き
で
あ
る
ざ
思
ふ
。

（山
本
篠
三
郎
）

・―

―

―

―

塁

勝

｝
Ａ

●

‥

歯

り

も

篤

黒

３

０

上

―Ｉ

Ｉ

‥

‥

―

―

前
の
篇
に
答

へ
て

○

「
机
上
談
山
」
な
る
一
篇
の
内
容
及
び
そ
の
執
筆
者
に

就
て
は
、
既
に
第
九
年

一
八
六
頁
に
於
て
充
分
で
は
な
く

ざ
も
、　
一
通
り
の
説
明
を
し
て
あ
る
の
故
、
前
琥
の
同
じ

篇
を
書
ぐ
場
合
に
、
自
分
は
そ
の
説
明
を
再
添
附
す
る
事

一
四
七
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◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
前
の
篇
に
答

へ
て

な
し
に
、
そ
の
件
は
承
知
し
て
居
ら
れ
る
事
ざ
思
つ
て
書

い
た
の
で
あ
る
、
然
し
自
分
は
営
然
義
筆
者
ざ
し
て
の
責

任
は
持
つ
つ
も
り
で
居
る
事
故
、
自
分
の
紹
介
し
又
は
螢

表
し
た
種
々
の
事
に
つ
い
て
の
非
難
に
就
て
は
、
充
分
御

答
へ
を
致
ず
つ
も
り
で
あ
る
、
で
差
営
う
こ
ヽ
に
山
本
徳

三
郎
氏
が
書
か
れ
た
一
篇
に
就
て
、
そ
の
事
を
致
さ
う
ご

思
ふ
ｏ

Ｏ
答
は
自
分
の
便
宜
上
山
本
氏
の
書
か
れ
た
順
序
に
従
は

な
い
で
致
す
事
に
し
升
、
即
ち
第

一
に
自
分
の
態
度
の
一

二
を
説
明
し
て
か
ら
か
ヽ
る
事
に
し
た
い
ｏ

Ｏ
前
琥
机
上
談
山
の
後
段
に
書
い
た
、
科
學
の
表
面
だ
け

を
見
て
云
々
以
下
の
事
は
、
少
く
ざ
も
自
分
は
、
山
本
君

の
記
文
に
封
し
て
云
鴛
し
た
の
で
は
な
い
ざ
云
ふ
事
を
云

て
お
き
た
い
、
こ
れ
は
如
何
な
る
も
の
に
当
し
て
云
た
の

か
は

一
寸
明
言
し
が
た
い
が
、
高

一
山
本
氏
の
今
度
書
か

れ
た
如
く
に
解
澤
さ
れ
る
の
を
心
配
し
て
、
…
…
地
質
や

動
植
物
に
つ
い
て
…
…
…
な
る
句
を
挿
入
し
て
お
い
た
の

で
あ
る
、
而
し
て
同
じ
篇
の
中
に
於
て
自
分
が
山
本
氏
の

識
に
同
意
し
が
た
い
ざ
云
て
の
べ
た
事
柄
の
中
に
は
、
地

質
や
動
植
物
に
開
す
る
事
が
な
い
こ
云
ふ
事
を
考
へ
ら
れ

一
四
八

た
な
ら
ば
、
自
分
の
用
意
は
明
で
あ
り
而
し
て
山
本
氏
の

説
も
従
て
憂
つ
て
家
ら
れ
る
事
ご
思
ふ
、
こ
れ
に
就
て
は

自
分
か
ら
山
本
氏
へ
私
信
を
以
て
申
上
て
も
済
む
事
で
は

あ
る
ざ
思
つ
た
が
、
山
本
氏
以
外
に
同
様
な
事
を
考
へ
て

居
ら
れ
る
人
も
あ
ら
う
か
ざ
思
ふ
の
で
、
特
に
山
本
氏
の

説
ざ
自
分
の
用
意
〓
を
同
じ
誌
上
に
並

べ
あ
げ
て
、
机

上
談
山
の
性
質
の
説
明
の
一
助
ざ
す
る
事
こ
し
た
わ
け
で

あ
る
、そ
れ
か
ら
自
分
が
本
名
を
書
か
な
い
の
は
、自
分
の

説
が
必
ず
し
も
自
螢
的
の
も
の
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
つ
て
、
随
て
篇
中
の
あ
る
部
分
に
封
し
て
の
細
密
な
問

に
は
、
答
を
他
人
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
、
即
ち
机
上
談
山
の
一
篇
は
ま
づ
依
托
販
賣
の
様
な

も
の
で
あ
つ
て
、
最
後
ま
で
の
責
任
は
執
筆
者
は
負
ひ
が

た
い
か
ら
な
の
で
あ
る
―
―
ざ
云
て
自
分
の
店
で
扱
ふ
品

に
全
然
無
関
係
で
あ
る
筈
は
な
い
の
故

一
通
り
の
答
は
勿

論
自
分
か
ら
致
す
事
に
す
る
の
は
勿
論
だ
が
―
―
而
し
て

自
分
は
決
し
て
知
名
の
人
で
も
な
し
、
學
者
ざ
云
ふ
の
で

も
な
い
の
故
、
決
し
て
匿
名
ざ
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
、
匿
名
な
ら
ば
如
何
な
事
で
も
や
る
が
、
署
名
し

た
ら
何
も
出
来
な
い
ざ
云
ム
の
は
、
名
前
ま
け
の
す
る
程

（υけ
‘

ハ
０
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の
人
の
事
で
あ
つ
て
、自
分
等
の
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
、

而
し
て
こ
の
署
名
は
自
ら
そ
の
内
容
ざ
多
少
の
響
を
も
つ

て
、
つ
け
る
気
で
あ
つ
て
ま
ア
要
す
る
に
一
種
の
御
愛
嬌

で
あ
る
こ
思
つ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
ｏ

Ｏ
借
て
こ
れ
か
ら
答
の
本
文
に
入
る
、
傾
斜
面
の
見
え
方

に
就
て
は
本
誌
だ
け
で
も
第
四
年
三
七
八
頁
に
梅
澤
親
光

氏
の
説
が
あ
り
筒
第
五
年
二
六
四
頁
に
藤
島
信
太
郎
氏
の

読
が
あ
る
、
筒
他
の
本
に
も
説
が
あ
る
事
か
ざ
思
ふ
が
、

自
分
は
知
ら
な
い
、
夏
に
こ
ヽ
に
山
本
氏
の
説
明
を
見
た

わ
け
で
あ
る
、
三
氏
の
識
は
正
し
く
一
致
は
し
て
居
な
い

が
ざ
云
て
ひ
ざ
ぐ
食
違
つ
て
も
居
な
い
様
で
あ
る
、
自
分

が
前
琥
に
述
べ
た
の
は
計
算
上
の
誤
に
就
て
、
あ
つ
て
、

そ
れ
は
山
本
氏
が
同
意
さ
れ
た
事
で
あ
る
か
ら
、
自
分
か

ら
の
答
は
不
用
な
わ
け
だ
が
事
の
つ
い
で
に
一
言
加
へ
た

い
の
は
、
こ
の
傾
斜
面
が
賓
際
よ
り
も
急
な
様
に
思
は
れ

る
こ
、
云
ふ
事
は
、
三
氏
の
説
明
さ
れ
た
如
き
原
因
…
…

こ
れ
を
引
精
め
て
多
く
の
人
の
角
度
ざ
云
ふ
も
の
に

る
常
識
の
錯
誤

チ
イ

カ
ル
イ
リ
ュ
‥
ジ
ヨ
ン

率
的
説
錯
誤
の

ざ
云
ひ
得
や
う
か
Ｅ
思
ふ
…
…
の
他

問
題
が
入
つ
て
居
る
の
で
あ
ら
多
ざ
云
ふ

事
で
あ
る
ｏ

０
雑
　
　
　
　
録
　
　
前
の
篇
に
答
へ
て

０
曲
岳
に
雲
霧
の
生
じ
易
き
理
由
に
就
て
、
自
分
が
前
琥

に

「
…
…
蒸
獲
の
大
小
が
表
面
積
の
大
小
に
比
例
す
る
…

…
」
Ｅ
山
本
氏
が
書
か
れ
た
様
に
紹
介
し
た
事
は
全
然
誤

で
あ
つ
て
、
自
分
の
生
得
の
粗
集
の
致
す
庭
ざ
こ
ヽ
に
謹

ん
で
御
詑
を
し
て
訂
正
し
て
お
く
即
ち
山
本
氏
は
…
…
蒸

残
量
の
大
小
は
塞
氣
の
接
鯛
す
る
表
面
積
の
大
な
る
も
の

程
多
い
…
…
ざ
書
か
れ
た
の
で
あ
る
、而
し
て
そ
の
「
杢
氣

の
接
鯛
す
る
表
面
積
」
こ
云
ふ
解
の
意
味
は
本
琥
に
於
て

説
明
さ
れ
た
如
く
、
水
蒸
気
が
直
上
に
昇
る
も
の
ご
し
て

即
ち
一
定
の
大
さ
の
底
を
有
す
る
鉛
直
軸
の
筒
内
の
塞
氣

η

に
接
鯛
す
る
地
面
の
表
面
積
〓
云
ふ
様
な
意
味
を
持
っ
も

゛

の
で
あ
る
ざ
云
ふ
事
を
附
加
へ
て
紹
介
を
し
て
お
く
、
で

そ
れ
に
就
て
自
分
は
直
接
に
は
反
封
は
し
な
い
が
、
山
本

君
が
そ
れ
の
前
提
ざ
し
て

「
…
…
他
の
條
件
が
同

一
な
り

ざ
す
れ
ば
…
…
」
Ｅ
書
か
れ
た
事
に
就
て
、他
の
條
件
が
同

一
な
り
〓
云
ふ
事
は
殆
ざ
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る

ざ
前
読
に
書
た
、
面
し
て
そ
れ
故
に
山
本
氏
の
結
論
は
成

立
し
得
な
い
ざ
書
い
た
、・
そ
れ
に
就
て
本
琥
に
於
て
山
本

氏
は
他
の
條
件
を
同
一
な
り
ざ
見
傲
さ
な
け
れ
ば
表
面
積

（山
本
氏
の
用
ひ
ら
れ
た
意
味
に
於
て
ぃ
あ
る
便
宜
な
名

一
四
九
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山書

◎
難
　
　
　
　
録
　
　
前
の
篇
に
答

へ
て

〓
思
ふ
の
で
自
分
も
こ
れ
を
借
用
す
る
）
ざ
蒸
螢
量
の
多

少
は
論
じ
ら
れ
な
い
こ
書
か
れ
、
そ
れ
に
就
て
種
々
の
例

を
引
か
れ
、
、自
分
が
前
程
非
な
る
が
故
に
結
論
は
不
成
立

な
り
ざ
云
も
の
は
不
條
理
で
あ
る
ざ
書
か
れ
た
、
自
分
は

こ
れ
に
封
し
て
二
段
に
答
へ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ

Ｏ
自
分
は
事
賃
に
執
着
す
る
性
質
で
あ
る
か
ら
、
乾
い
た

理
論
を
扱
ふ
事
に
は
ざ
う
も
興
味
を
持
た
な
い
、
大
切
な

も
の
は
事
貰
で
あ
つ
て
説
明
の
路
條
で
は
な
い
、
そ
れ
故

不
地
ざ
斜
面
ざ
が
表
面
の
條
件
に
於
て
一
様
で
あ
る
場
合

が
稀
で
あ
る
ざ
云
ふ
な
ら
、
そ
の
稀
有
の
場
合
に
し
か
営

て
は
１
ら
ぬ
説
は
、
ざ
う
も
大
な
る
債
値
が
あ
る
の
だ
ざ

は
思
へ
な
い
の
で
あ
る
、
山
本
氏
の
制
を
藉
り
て
こ
ヽ
の

庭
を
も
少
し
云
換
て
見
れ
ば
、事
賞
に
於
て
兵
器
も
な
く
、

戦
術
も
知
ら
ず
、
錢
も
な
い
集
園
に
向
つ
て
、
そ
の
集
圏

が
相
営
の
兵
器
、
戦
術
、
財
力
等
の
あ
る
も
の
ざ
俄
定
を

し
て
、
患
君
愛
國
ざ
武
士
道
の
精
神
さ
へ
あ
れ
ば
ざ
ん
な

敵
ざ
戦
つ
て
も
勝
て
る
ざ
説
く
の
は
い
け
な
い
ざ
云
ふ
意

味
で
あ
る
、
そ
の
い
け
な
い
ざ
云
ム
の
は
患
君
愛
国
の
精

詳
さ
へ
あ
れ
ば
勝
て
る
ざ
云
ふ
事
が
で
は
な
い
、
そ
れ
は

恐
ら
く
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
、
然
し
そ
の
事
賓
に
反
す
る

一
五
〇

俄
定
を
置
い
た
ざ
云
ふ
事
が
わ
る
い
の
で
あ
る
、
も
し
そ

の
俄
定
を
置
か
ね
ば
結
論
を
仕
上
る
事
が
出
来
な
い
ざ
云

ふ
な
ら
、
そ
ん
な
結
論
は
云
な
い
方
が
よ
ろ
し
か
ら
う
ざ

云
つ
て
よ
ろ
し
い
の
だ
ざ
思
ふ
。

○
借
て
こ
の
表
面
の
條
件
だ
が
、
自
分
の
知
て
居
る
範
目

で
は
水
は
自
然
流
下
の
傾
向
を
持
て
居
る
も
の
で
あ
る
―

―
時
ざ
し
て
他
の
現
象
の
鴛
に
左
様
で
な
い
様
な
事
を
認

め
得
る
が
、
そ
れ
は
全
ぐ
水
の
本
性
で
は
な
い
、
即
ち
毛

管
現
象
で
水
が
上
る
の
は
、
分
子
力
の
一
種
の
獲
現
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
等
の
様
な
―
―
そ
れ
で
午
面
に
於
て

つ

は
全
部

一
様
に
水
分
を
合
む
ざ
云
ふ
表
面
が
、
有
り
得
や

師

う
、
そ
の
時
地
表
の
地
質
が

一
様
で
、
地
表
に
接
す
る
大

気
の
温
度
が

一
様
で
あ
っ
た
ら
ば
、
そ
の
如
き
條
件
に
あ

る
範
国
内
に
於
で
は
、
そ
の
端
の
庭
を
の
ぞ

い
て
は
、

一
様
な
る
蒸
螢
が
あ
り
得
る
で
あ
ら
う
こ
思
ふ
、
然
し
領

斜
面
に
於
て
は
、
上
方
か
ら
絶
え
ず
水
分
の
一
様
な
る
供

給
で
も
あ
る
な
ら
格
別
、
普
通
に
は
水
分
は
漸
々
下
の
方

へ
行
つ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
ラ
故
、
地
表
の
各
部
が

一
様
に

水
分
を
合
ん
で
居
る
こ
云
ふ
場
合
は
ま
づ
む
づ
か
し
く
は

あ
る
ま
い
か
、
而
し
て
水
の
蒸
壺
は
そ
の
面
に
接
す
る
水



山岳

蒸
氣
の
部
分
屋
に
大
き
な
開
係
を
も
つ
も
の
で
、
水
蒸
氣

の
部
分
塵
が
大
き
ぐ
な
れ
ば
蒸
獲
は
遅
緩
す
る
も
の
故
、

不
地
ざ
は
大
に
條
件
が
違
っ
て
な
る
で
あ
ら
う
ざ
思
ふ
、

そ
れ
か
ら
傾
斜
が
急
な
庭
は
地
質
が
大
分
堅
い
も
の
で
な

く
て
は
成
立
し
な
い
様
で
あ
る
、
即
五
十
度
位
に
な
る
ざ

殆
ざ
全
部
岩
石
で
あ
る
の
が
普
通
だ
、
岩
石
は
非
常
に
わ

づ
か
し
か
水
分
を
合
み
得
な
い
事
は
明
で
あ
る
、
自
分
が

前
琥
に
書
た
の
は
結
論
を
力
張
か
ら
し
め
る
鴛
に
こ
の
特

別
な
る
場
合
を
ざ
つ
た
の
で
、
そ
れ
は
全
く
特
別
な
場
合

で
は
あ
る
が
、
質
際
に
於
て
傾
斜
面
の
多
く
は
岩
が
大
部

分
を
占
め
る
場
合
が
可
な
♭
多
い
の
で
あ
る
故
、
特
に
珍

ら
し
い
例
を
ご
つ
た
ざ
は
云
は
れ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
、

然
Ｌ
そ
の
耗
端
な
場
合
を
の
け
る
事
に
し
て
も
、傾
斜
地

は
、
同
條
件
の
下
に
あ
る
不
地
に
比
べ
て
、
水
分
を
保
持

し
が
た
い
ざ
云
ふ
事
は
云
切
り
得
る
こ
思
ふ
の
で
あ
る
。

Ｏ
風
が
…１１
に
向
つ
て
吹
く
時
は
、
も
ざ
下
に
あ
つ
た
塞
氣

が
、
山
の
斜
面
に
浩
ふ
て
吹
上
げ
ら
れ
る
形
に
な
る
、
上

層
は
氣
懸
が
低
い
の
故
、
そ
の
本
氣
は
漸
々
そ
の
容
積
を

増
す
事
ざ
な
る
で
あ
ら
う
、
そ
の
膨
張
の
仕
事
に
要
す
る

モ
不
″
ギ
ー
は
、
こ
れ
を
自
身
の
熱
か
ら
ぎ
る
よ
う
外
は

◎
維
　
　
　
　
録
　
　
前
の
篇
に
答
へ
て

あ
る
ま
い
か
ら
、そ
の
際
に
漸
々
そ
の
温
度
が
降
下
し
て
、

途
に
そ
の
零
織
以
下
に
降
つ
て
雲
を
結
び
雨
を
降
ら
す
事

が
あ
る
の
だ
ざ
自
分
は
聞
て
居
る
、
山
骨
が
冷
た
い
鴛
に

そ
れ
に
鯛
れ
た
基
気
が
冷
さ
れ
る
の
で
は
、
風
が
ふ
い
て

そ
の
塞
氣
が
新
陳
代
謝
す
る
場
合
に
は
、
伸
々
左
様
温
度

が
降
下
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
ざ
思
は
れ
る
、
こ
れ
は

事
の
つ
い
で
に
述
べ
た
次
第
だ
。

○
自
分
の
ま
だ
知
ら
な
い
事
を
獲
表
す
る
に
は
、
必
ず
誇

張
な
し
で
そ
の
具
相
だ
け
を
報
告
す
る
機
に
し
て
ほ
し
い

ざ
思
ふ
、
元
本
新
種
だ
ざ
か
、
新
現
像
だ
ざ
か
云
ふ
も
の

は
，
必
ず
専
門
家
を
ま
つ
て
、
果
し
て
然
る
か
否
か
を
剣

定
し
得
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
方
面
に
充
分
の

素
養
の
な
い
も
の
に
は
何
ざ
も
剣
ら
ぬ
の
が
営
然
で
あ
る

こ
思
ふ
、
そ
れ
故
自
分
に
分
ら
ぬ
な
ら
ば
た
ぃ
分
ら
ぬ
ざ

螢
表
す
れ
ば
よ
い
、
充
分
で
は
な
く
ざ
も
そ
の
方
面
に
於

て
相
営
の
知
識
が
あ
る
の
な
ら
、
斯
様
で
は
あ
る
ま
い
か

こ
の
考
を
加
へ
る
事
は
そ
の
事
質
を
説
明
す
る
の
に
有
力

で
あ
ら
う
か
ら
別
に
支
障
は
あ
る
ま
い
、
然
し
専
門
家
を

侯
た
す
し
て
決
し
て
断
定
を
下
し
て
は
悪
い
ざ
思
ふ
、
自

分
が
前
琥
に
書
た
の
は
こ
の
意
味
で
あ
つ
て
、
素
人
が
勝

一
五
一

(67:〕 )



山警

◎
維
　
　
　
　
饉
　
　
職
王
山

手
に
新
種
ざ
か
新
現
象
ざ
か
云
ふ
謹
ま
ぎ

る

べ
か
ら
ぎ

る
詞
を
、
濫
用
す
る
の
を
ざ
が
め
た
意
味
で
あ
る
、
従
来

知
ら
れ
た
る
事
質
を
、
従
来
知
ら
れ
た
科
學
を
も
つ
て
説

明
せ
ん
ざ
す
る
人
々
の
態
度
は
、
決
し
て
何
等
の
誇
張
を

も
合
ん
で
居
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
は
大
に
面
白
い
企

て
、
あ
る
ざ
、
私
は
賛
成
す
る
わ
け
で
あ
る
、
そ
れ
故
に

た
ぃ
山
本
氏
の
思
ひ
違
ひ
ざ
思
は
れ
る
識
に
向
つ
て
自
分

の
考
へ
を
前
暁
で
逃
べ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
山
本
氏
が

本
脱
に
於
て
も
の
さ
れ
た
一
篇
の
後
段
に
書
か
れ
た
非
難

は
叔
父
さ
ん
ざ
云
ふ
具
意
不
明
の
藤
数
ざ
共
に
、
決
し
て

自
分
が
受
け
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
だ
ざ
云
ふ
事
を
夏

に
整
に
逃
べ
て
お
く
事
ざ
す
る
ｏ

Ｏ
本
誌
は
決
し
て
専
門
家
の
雑
誌
で
は
な
い
、
然
し
具
正

の
新
種
、
新
現
象
で
は
な
い
事
物
を
、
新
種
だ
新
現
象
だ

ざ
自
分
勝
手
に
素
人
が
お
め
て
、
螢
表
す
る
事
は
た
し
か

に
よ
ぐ
な
い
事
な
の
故
、
自
分
は
本
誌
の
上
に
於
て
そ
の

事
の
な
い
事
を
望
む
、
而
し
て
本
誌
の
み
な
ら
す

一
般
の

書
物
、
講
演
等
か
ら
し
て
、
権
威
〓
證
明
ざ
を
共
に
も
た

な
い
新
種
、
新
現
象
の
追
ひ
出
さ
れ
て
し
ま
ふ
事
を
切
に

豊
む
の
で
あ
る
。

一
五
二

〇
答
へ
が
本
文
よ
り
長
く
な
る
の
は
妙
で
な
い
か
ら
、
枝

葉
は
ざ
う
で
も
よ
い
ざ
し
て
こ
れ
で
止
め
て
お
ぐ
ｆ
筆
の

足
り
な
い
鹿
は
よ
ろ
し
く
御
剣
護
あ
り
た
い
ざ
の
希
望
を

最
後
に
加
へ
て
。
　
　
　
　
　
　
　
（
ツ
ル
モ
ド
生
）

‐―
―
―
―
―
―Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
常
り
３
Ａ
＝
３

０
上

＝
―
―
―
―
―
―

蔵
　
王
　
山

東
北
線
の
汽
車
が
自
石
か
ら
大
河
原
に
か
ヽ
る
頃
左
側

の
車
窓
か
ら

一
連
の
高
い
出
々
が
目
に
つ
く
、
一
誰
東
北

↓

地
方
の
高
山
電
、
北
上
山
脈
を
の
ぞ
い
て
は
み
な
火
山
だ

ｇ

ざ
断
定
し
て
も
差
支
へ
無
い
だ
ら
う
。
此

一
連
の
山
々
は

御
多
分
に
洩
れ
ず
多
く
の
人
山
の
集
り
で
あ
る
。
火
山
は

雄
大
な
霧
野
を
も
つ
も
の
だ
金
華
山
沖
で
黒
潮
ざ
寒
流
が

ぶ
つ
か
る
篤
か
此
邊
は
水
蒸
氣
に
富
ん
で
ゐ
る
。
私
は
数

回
此
薦
を
通
つ
た
け
れ
ざ
此
雄
大
な
薇
野
か
ら
上
は
常
に

雲
が
か
ヽ
つ
て
金
容
を
み
た
事
が
あ
ま
り
無
い
。
天
氣
の

良
い
日
に
は
仙
墓
の
附
近
か
ら
も
よ
く
見
え
る
ｏ
仙
菫
邊

で
土
地
の
人
を
捕
へ
て
聞
い
て
見
て
も
た
ゃ
刈
田
岳
だ
〓

答
へ
る
ば
か
り
で
一
々
の
峯
は
礎
別
し
て
居
な
い
。
地
質



曲番

學
か
ら
は
如
何
に
Ｅ
別
し
て
居
る
か
知
ら
な
い
が
大
證
の

地
形
は
几
そ
三
つ
に
温
分
さ

れ
る
、
一
番
北
に
あ
る
の
が

一
番
名
高
い
療
王
曲
で
中
が

屏
風
岳
で

一
番
市
に
あ
る
ビ

ラ
ミ
ツ
ド
の
様
な
の
が
不
忘

山
で
あ
る
ｏ
蔵
王
山
は
模
範

的
火
曲
ざ
し
て
名
高
い
の
み

な
ら
す
信
紳
ざ
い
ふ
議
か
ら

も
人
の
多
ぐ
登
る
山
で
可
な

り
知
ら
れ
て
居
る
ｏ
そ
れ
に

か
ヽ
は
ら
ず
市
の
二
つ
は
戒

王
ざ
同
じ
位
の
高
さ
で
あ
り

な
が
ら
ま
た
か
へ
つ
て
敷
王

よ
う
表
の
方
に
あ
う
な
が
ら

あ
ま
り
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

今
此
等
の
連
山
に
濤
す
る
主

な
る
峯
々
の
名
ざ
標
高
を
表

示
し
て
見
る
ざ
、

十
八
百
四
十

一
米
突

蔵
王
山

五
　
色
　
岳

刈
　
田
　
善

以
上
蔵
王
主
峯

千
七
百
四
十
五
米
突

千
六
百
六
十
六
米
実

千
八
百
十
七
米
突

千
六
百
二
十
五
米
突
Ｐ

千
五
百
八
十
五
米
突

千
七
百
〇
五
米
突

こ
れ
に
よ
つ
て
見
れ
ば
所
謂
大
和
ア
χ
プ
メ
や
四
國
ア
／
η

プ
ス
ざ
を
だ
て
ら
れ
た
山
々
に
殆
ん
ざ
同
じ
位
の
標
高
を

“

も
つ
て
を
る
の
み
な
ら
す
、
彗
は
土
用
維
る
ま
で
残
つ
て

ゐ
る
し
頂
上
附
近
は
革
本
帯
に
な
つ
て
ゐ
て
あ
ら
ゆ
る
状

態
は
非
常
に
高
山
的
で
あ
る
。

敷
王
に
は
無
い
け
れ
ざ
不
忠
由
に
は
怪
松
が
あ
る
、
刈

田
岳
に
は
駒
草
が
あ
る
ｏ
此
駒
草
は
三
高
山
岳
會
の
じ
る

し
に
な
つ
て
あ
る
ｃ

蔵
正
に
登
る
に
は
宮
滅
藤
の
方
か
ら
は
、
遠
刈
田
、
青

根
、
義
ル
、
新
開
等
の
温
泉
場
が
あ
つ
て
非
常
に
都
合
よ

い
ｏ
山
形
縣
の
方
か
ら
は
高
湯
温
泉
か
ら
年
日
で
往
復
せ

一
五
三

..r
メ:1 ■ 翡踵 :rl
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が
ケ
ι
孝
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よ
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外
み

勇
０

１

系
簿
凛

虜
鯵

ζ
く

、

／

熊
　
野
　
岳

◎
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鎌
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十
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百
七
十
四
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千
七
百
五
十
九
米
突
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山
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◎
難
　
　
　
　
轟
　
　
蔵
王
山

ら
れ
る
位
容
易
で
あ
る
ｏ
此
方
面
で
は
夏
期
開
曲
中
は
日

に
三
十
人
位
づ
ヽ
先
達
に
つ
い
て
登
る
ｏ
先
達
料
三
十
餞

で
御
符
を
呉
れ
る
。
今
年
は
絶
計
で
千
人
以
上
登
曲
し
た

さ
う
だ
ｏ
此
曲
は
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
こ
れ
だ
け
に

し
て
お
ぐ
。

不
忘
曲
ぎ
屏
風
は
金
ぐ
別
の
方
面
か
ら
登
る
。
ま
づ
東

北
本
線
の
自
石
躍
で
下
車
し
て
鎌
先
温
泉
に
向
ふ
の
が
唯

一
の
道
だ
ら
う
ざ
思
ふ
。
鎌
先
は
自
石
か
ら

一
里
年
西
北

方
に
あ
つ
て
馬
車
で
も
人
力
車
で
も
通
す
る
ｏ
族
館
は
四

軒
位
あ
る
が
一
條
ざ
最
上
屋
が
大
き
い
。

一
泊
料
八
十
餞

位

（営
城
縣
の
温
泉
場
ざ
し
て
は
物
債
の
高
い
方
だ
）

一

條
に
頼
め
ば
案
内
を
世
話
し
て
呉
れ
る
だ
ら
う
ざ
思
ふ
。

一
僕
の
家
に
居
る
ソ
猟
師
佐
藤
常
蕨
ざ
い
ふ
男
は
今
年
の

六
月
朝
日
新
聞
の
記
者
を
案
内
し
て
登
つ
た
さ
う
だ
。
御

進
め
す
る
ほ
ざ
よ
い
案
内
で
も
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
相
営

に
知
つ
て
居
る
様
だ
し
氣
の
好
さ
さ
う
な
男
で
あ
る
。

鎌
先
か
ら
湯
川
に
浩
ふ
て
十
丁
ば
か
う
で
鷲
治
郎
ざ
い

ふ
淋
し
い
挽
物
細
工
を
す
る
部
落
に
達
し
そ
れ
か
ら
西
北

方
に
向
ふ
丘
陵
を
小
一
里
を
も
登
る
ざ
不
忘
山
の
裾
野
に

出
る
ｏ
鎌
先
か
ら
背
後
の
二
陵
を
登
つ
て
軍
馬
補
充
部
出

一
五
四

張
所
の
方
に
出
て
も
同
じ
裾

野
に
出
る
が
少
し
遠
く

な

る
ｏ
此
稲
野
は

一
面
の
草
原
で
あ
つ
て
馬
の
放
牧
場
に
な

つ
て
ゐ
る
。
夏
分
は
数
十
頭
の
群
に
所
々
で
會
ふ
だ
ら
ラ

ざ
思
ふ
。
此
虔
に
た
て
ば
頂
上
が
具
直
ぐ
に
見
え
て
わ
け

な
く
登
れ
さ
う
だ
。
細
径
は
爪
先
き
上
り
に
裾
野
を
断
つ

て
正
し
く
西
北
方
に
頂
上
に
向
つ
て
ゐ
る
ｏ

此
細
雀
の
左
に
あ
る
原
始
的
な
澤
は
杢
洋
ざ
日
つ
て
ゐ

る
二
十
五
丁
位
で
賽
積
に
達
す
る
、
此
あ
た
り
か
ら
高
山

的
に
な
つ
て
風
の
篤
妙
に
ひ
ね
ぐ
れ
た
白
樺
の
多
い
李
が

績
い
て
そ
の
経
り
が
急
に
四
十
度
の
角
度
を
な
し
て
登
つ

（り

て
ゐ
る
、
此
急
斜
面
を
登
り
蓋
せ
ば
山
頂
に
達
す
る
ｏ
頂

ｇ

上
の
具
南
は

一
大
岸
壁
を
な
し
て
ゐ
て
其
底
は
養
の
積
ざ

日
つ
て
ゐ
る
が
、
西
の
側
の
方
の
絶
壁
の
下
は
ナ
マ
リ
の

河
原
ざ
言
ひ
そ
こ
か
ら
出
て
ゐ
る
澤
を
ナ
マ
リ
澤
ざ
言
つ

て
ゐ
る
ｃ
南
東
方
の
登
路
の
南
側
の
谷
は

「
鹿
の
ま
た
」

ざ
常
敷
が
言
つ
て
ゐ
た
。
此
れ
も
残
彗
の
形
か
ら
末
た
名

稀
で
鹿
の
角
が
現
に
る
さ
う
で
あ
る
ｏ
此
鹿
の
ま
た
澤
の

末
に
爆
裂
火
口
ら
し
い
急
崖
が
あ
る
此
れ
を

「
大
鈴
？
」

ざ
言
つ
て
ゐ
る
さ
，フ
だ
。
不
忘
山
は

一
名
御
前
岳
ざ
も
言

つ
て
椎
現
が
祭
っ
て
あ
る
。
山
麓
の
百
姓
が
毎
年
百
人
位
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は
御
参
り
す
る
さ
う
だ
。
不
忘
曲
か
ら
尾
根
を
悔
っ
て
二

番
目
の
曲
頂
は
解
風
岳
で
名
の
如
く
東
方
は
絶
壁
を
な
し

て
居
る
が
西
方
は
殆
ん
ざ
不
忘
由
の
裾
野
に
等
し
い
様
な

傾
斜
で
あ
る
ｏ

此
由
に
も
養
の
積
が
あ
る
さ
う
だ
ｏ
不
恵
曲
ざ
相
封
し

て
解
風
に
並
ん
で
西
東
に
入
道
岳
ざ
馬
の
紳
山
が
あ
り
此

間
は
深
い
谷
を
な
し
て
ゐ
る
が
此
谷
の
名
は
聞
き
も
ら
し

た
の
か
忘
れ
た
の
か
今
書
ぐ
事
が
出
来
な
い
。
屏
風
か
ら

峯
毎
ひ
に
杉
ケ
峯
を
経
て
刈
田
書
に
も
行
か
れ
る
さ
う
だ

が
非
常
に
笹
が
深
く
て
苦
し
い
さ
う
で
面
白
い
事
も
な
い

ざ
い
ふ
事
だ
。

鎌
先
を
朝
早
く
た
て
ば
屏
風
ま
で
行
つ
て
＝
鮮
り
に
充

分
で
あ
る
。
二
月
か
ら
十
一
月
ま
で
は
天
氣
さ
へ
よ
け
れ

ば
登
由
に
差
支
へ
無
い
。
そ
れ
に
不
恵
山
は
非
常
に
高
山

植
物
に
富
ん
で
居
る
さ
う
だ
ｏ
常
激
の
話
し
で
は
仙
菫
か

ら
探
集
に
本
た
人
が
大
層
ほ
め
た
さ
う
だ
。

兎
に
角
名
の
知
ら
な
い
割
に
容
易
に
登
ら
れ
る
し
か
へ

っ
て
敷
王
な
ざ
よ
り
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
東
北
地

方
を
旅
行
さ
れ
る
方
は
是
非
遊
ん
で
り
か
れ
る
事
を
望

む
。
我
二
高
山
岳
含
で
も
ホ
春
中
に
杢
曲
し
、
各
方
面
の

◎
維
　
　
　
　
銀
　
　
八
ケ
嶽

研
究
を
し
や
う
ざ
思
つ
て
ゐ
る
ｏ
又
高
山
植
物
の
開
花
期

中
に
も
登
っ
て
見
た
い
ざ
思
つ
て
ゐ
る
ｏ

言
ひ
落
し
た
事
だ
が
、
入
道
岳
ざ
い
ふ
名
も
残
雲
の
形

か
ら
家
て
ゐ
る
の
だ
さ
う
だ
ｏ

（三
高
山
岳
會
）
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八
　
ケ
　
嶽

第

一
日
　
甲
府
よ
り
汽
車
に
て
小
淵
澤
に
下
車
し
外
輪
曲

編
笠
岳
を
経
て
擬
賓
珠
嶽
の
尾
根
に
露
螢
。

八
ケ
嶽
は
甲
斐
の
北
Ｅ
摩
郡
信
濃
の
商
佐
久
郡
諏
訪
郡

７７

の
三
郡
界
に
跨
り
甲
信
国
境
上
に
奪
え
甲
府
季
原
を
隔
て

＜

て
富
士
の
三
峯
ざ
相
封
す
体
火
山
で
あ
る
ｏ

富
士
由
は
甲
府
手
原
よ
う
は
御
坂
山
脈
を
隔
て
ヽ
見
る

の
で
あ
る
か
ら
麓
よ
り
の
山
容
は
展
墨
す
る
を
得
な
い
か

ら
何
ん
ざ
な
く
物
足
ら
ぬ
甲
府
盆
地
へ
君
臨
す
る
は
自
峯

の
農
鳥
曲
ざ
根
張
り
大
き
く
西
北
に
奪
立
し
て
居
る
八
ケ

嶽
で
あ
る
Ｅ
思
は
れ
る
ｏ
　
　
・

此
山
は
活
動
し
た
時
を
去
る
事
が
久
し
い
た
め
か
侵
蝕

を
受
け
て
曲
容
が
甚
し
ぐ
破
壊
さ
れ
て
居
る
が
筒
一
帯
の

外
輸
出
が
あ
つ
て
中
央
に
火
口
丘
も
あ
る
、
外
輸
出
の
最

一
五
五
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嶽

高
を
赤
嶽
〓
云
ひ
北
に
延
び
て
横
嶽
硫
黄
嶽
ざ
な
り
之
よ、

ｂ
彎
出
し
て
西
に
回
り
峯
の
松
目
ざ
な
り
叉

一
方
は
赤
嶽

よ
り
権
現
嶽
擬
賓
珠
嶽
編
笠
岳
ざ
な
り
西
に
韓
じ
て
西
嶽

を
外
輸
出
の
一
端
を
な
し
て
居
る
、
赤
嶽
よ
り
細
き
曲
梁

を
以
て
連
接
す
る
中
ノ
嶽
阿
爾
陀
嶽
の
崚
峯
が
所
謂
中
央

火
口
丘
で
あ
る
八
ケ
嶽
〓
云
ム
群
は
鋸
歯
状
の
光
数
箇
の

分
頭
の
鶴
立
よ
り
家
ｂ
た
る
も
の
で
あ
ら
う
裾
野
は
甲
信

爾
国
に
跨
り
廣
漠
十
数
里
三
郡
に
互
つ
て
其
山
麓
を
回
続

し
て
居
る
ｏ

八
月
十
六
日

（大
正
三
年
）
東
海
道
の
働
道
が
不
通
で

乗
客
の
多
い
鴛
め
か
一
時
間
許
ｂ
延
着
し
た
汽
車
で
甲
府

澤
を
去
つ
た
の
は
午
前
六
時
四
十
分
で
あ
つ
た
、
龍
王
轟

を
過
ぐ
る
ざ
か
つ
て
登
山
し
た
金
ケ
嶽
芽
ケ
嶽
及
び
麓
の

高
原
や
登
美
穂
坂
朝
紳
の
諸
村
に
今
は
耕
地
ざ
成
つ
て
其

痕
跡
を
留
め
て
居
る
泥
流
の
丘
陵
や
赤
松
の
樹
林
な
ぎ
を

見
っ
ヽ
韮
崎
躍
に
近
づ
く
ご
監
川
河
岸
の
安
山
岩
が
風
化

水
化
の
優
蝕
に
よ
つ
て
恰
も
柱
状
節
理
の
如
ぐ
其
層
状
が

見
え
る
ｏ

七
里
岩
が
行
く
手
に
見
え
る
、
往
昔
此
大
熔
岩
流
を
起

し
た
火
山
に
自
分
は
行
か
う
ご
す
る
の
で
あ
る
ｏ
義
崎
暉

一
五
六

か
ら
七
里
岩
の
上
を
汽
車
は
行
く
の
で
あ
る
か
ら
英
岩
は

見
え
な
い
穴
山
騨
を
過
ぐ
る
ざ
山
麓
の
高
原
を
隔
て
ヽ
八

ケ
嶽
は
外
輸
出
西
激
編
笠
岳
擬
賓
珠
嶽
権
現
嶽
横
嶽
阿
爾

陀
嶽
の
東
南
面
を
示
し
て
高
く
天
塞
に
奪
え
て
居
る
午
前

八
時
四
十
分
小
淵
澤
馨
着
、
同
葬
で
登
由
に
要
す
る
補
充

品
を
購
ひ
な
ざ
し
て
時
を
移
し
此
部
落
を
出
立
し
た
の
は

午
前
九
時
三
十
分
、
路
は
部
落
の
西
偏
し
た
中
程
か
ら
北

す
る
の
で
あ
る
一
里
を
歩
み
て
山
麓
に
長
ぐ
横
た
は
る
棒

道
に
出
で
た
、
棒
道
か
ら
以
北
は
稿
登
り
ご
な
つ
て
赤
松

多
き
高
原
を
行
く
の
で
あ
る
ｏ
姫
甘
草
、
車
百
合
な
ぎ
が

険
い
て
居
る
、
高
原
を
行
く
時
畷
雨
的
の
徴
雨
が
あ
つ
た

雨
気
を
も
つ
室
気
の
鴛
め
か
頻
り
に
睡
い
赤
松
の
樹
下
に

着
真
菫
を
敷
い
て
一
時
間
許
り
睡
眠
し
午
睡
か
ら
醒
め
て

再
び
高
原
を
北
し
編
笠
山
の
尾
根
に
懸
つ
た
、
尾
根
の
箱

東
な
る
小
漢
流
に
下
つ
て
水
筒
を
充
た
し
た
り
潟
き
を
響

し
た
、
編
笠
山
の
登
路
は
倒
本
が
少
な
ぐ
平
易
で
あ
つ
た

欝
蒼
た
る
栂
の
樹
林
を
行
く
の
で
あ
る
登
路
が
急
峻
に
な

つ
て
灌
木
帯
に
入
る
こ
伊
吹
廃
番
、革
芹
葉
寝
、釜
紫
蘇
葉

朧
釜
、伊
吹
虎
ノ
尾
、紅
花
蛇
苺
、
舞
鶴
草
、
御
前
橘
、
女

峯
千
鳥
、
岩
鏡
の
愛
ら
し
き
花
、
苔
桃
の
紅
色
の
小
さ
き

ｎ
Ｖ
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賓
が
わ
が
眸
中
に
入
つ
た
岩
石
の
回
に
水
の
湧
出
す
る
所

に
体
息
し
た
汗
に
機
れ
し
騰
を
拭
ひ
、
採
集
し
た
女
峯
千

島
を
整
理
し
た
、
坂
路
急
崚
な
る
登
路
に
難
み
暫
ぐ
し
て

「山
姥
の
衣
洗
ひ
水
」
ざ
云
ふ
水
溜
り

の
あ
る
所
に
体

意
し
た
、
底
に
水
垢
が
あ
つ
て
餘
り
清
冷
の
水
で
な
か
つ

た
、
此
水
は
早
天
久
し
き
に
亘
れ
ば
涸
る
ヽ
さ
う
で
あ

る
、
此
庭
で
路
が
分
岐
し
て
右
は
編
笠
番
に
登
山
せ
ず
し

て
編
笠
山
ざ
擬
賓
珠
嶽
ざ
の
鞍
部
に
出
づ
る
路
で
左
は
編

笠
番
の
登
路
で
あ
る
ｏ

編
笠
岳
の
登
路
は
急
峻
険
悪
で
加
之
交
高
き
石
楠
花
、

便
松
、
自
樺
の
密
林
で
あ
る
掻
分
け
掻
分
け
、
登
る
の
で

樹
木
の
密
生
し
て
先
が
明
か
で
な
い
鴛
め
に
道
を
失
つ
た

り
し
て
漸
ぐ
此
登
路
を
経
て
山
頂
に
近
き
崩
壊
し
た
小
岩

石
に
掩
は
れ
た
所
に
出
で
た
、
崩
壊
し
た
小
岩
石
を
踏
み

つ
ヽ
行
く
ざ
踏
み
徹
へ
が
な
ぐ
小
岩
石
が
折
々
崩
れ
た
、

曲
頂
の
少
し
下
に
優
松
の
枯
れ
た
幹
が
骨
の
や
う
に
自
く

岩
石
に
纏
綿
し
て
居
る
の
が
痛
ま
し
く
旦
つ
物
悲
し
く
も

思
は
れ
た
、
程
な
く
山
頂
で
あ
つ
た
山
頂
は
か
な
り
廣
ぐ

候
松
「岩
育
闘
、書
桃
、岩
鏡
な
ぎ
あ
る
、山
頂
の
少
し
下
に

梅
鉢
草
が
自
ぐ
清
ら
か
に
険
い
た
の
が
彩
し
く
あ
つ
た
ｏ
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嶽

三
角
議
は
二
等
で
石
の
祠
が
傍
に
あ
つ
た
石
の
祠
の
中

に
署
名
し
た
紙
片
を
入
れ
た
、
山
頂
着
午
後
四
時
十
分
、

山
頂
の
展
望
は
芽
ケ
嶽
金
ケ
嶽
黒
富
士
岳
等
の
火
山
群
や

御
嶽
山
附
近
よ
り
南
に
走
向
す
る
係
山
を
見
七
里
岩
は
脚

下
に
擬
賓
珠
嶽
権
現
嶽
赤
嶽
阿
捕
陀
嶽
の
外
輸
出
ざ
立
科

山
の
横
嶽
が
見
え
た
自
峰
山
脈
駒
ケ
嶽
山
塊
も
皆
雲
の
中

で
あ
る
勿
論
赤
石
山
脈
も
北
ア
μ
プ
ス
も
見
え
る
杢
で
は

な
い
西
南
麓
を
敏
下
す
れ
ば
廣
漠
た
る
高
原
を
彩
る
松
樹

の
線
は
般
美
難
大
た
る
も
の
で
あ
つ
た
、
暫
ぐ
其
雄
大
な

る
美
に
我
れ
を
忘
れ
た
。

編
笠
山
頂
出
獲
午
後
四
時
四
十
分
國
境
の
切
開
き
を
鞍

部
に
出
づ
べ
ぐ
歩
み
を
進
め
た
、
雷
鳥
が
折
々
け
た
ヽ
ま

し
く
筋
音
を
立
て
ヽ
恒
松
の
中
か
ら
飛
び
出
で
た
、
編
笠

山
の
下
り
は
岩
石
の
影
し
く
露
出
し
て
居
る

「
ご
つ
」
ざ

俗
霧
す
る
所
で
懐
松
岩
高
蘭
が
岩
石
の
間
に
青
ぐ
難
綴
し

て
居
る
岩
石
の
聞
み
に
水
の
溜
つ
た
所
が
三
四
あ
つ
た
、

籐
て
鞍
部
を
経
て
擬
費
珠
嶽
の
西
々
南
の
尾
根
に
懸
り
園

境
よ
う
東
南
に
少
許
離
れ
て
撮
い
自
様
の
欝
蒼
た
る
樹
林

の
中
を
野
螢
地
ざ
し
た
、
野
螢
地
着
五
時
十
分
栂
の
構
本

を
焚
人
の
材
料
ざ
し
て
蒐
集
し
自
樺
の
皮
を
剰
い
て
栂
の

一
五
七
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山岳

◎
雑
　
　
　
　
鍮
　
　
八
ケ
嶽

枯
枝
に
燃
え
付
か
せ
ん
ざ
し
た
が
海
氣
を
帯
び
て
居
る
の

で
仲
々
に
燃
え
付
か
な
い
漸
ぐ
焚
火
が
燃
え
出
し
て
夕
飯

を
済
ま
し
て
横
に
な
つ
た
が
折
々
の
微
雨
に
笙
日
の
登
山

が
案
し
ら
れ
て
韓
援
反
側
様
々
眠
ら
れ
な
か
つ
た
農
々
限

覺
め
て
焚
火
に
薪
を
加
へ
た
り
し
た
、
微
雨
が
や
み
塞
が

晴
れ
て
星
が
樹
間
か
ら
見
え
た
り
亦
微
雨
が
降
り
出
し
た

り
す
る
斯
ぐ
し
て
不
安
の
花
は
静
か
に
夏
け
て
行
く
の
で

あ
つ
た
。

第
二
日
　
入
月
十
七
日
、
擬
賓
珠
嶽
の
尾
根
よ
り
権
現
嶽

赤
嶽
中
ノ
嶽
阿
爾
陀
嶽
の
外
輪
曲
を
経
て
諏
訪
郡

に
下

曲
ｏ起

き
出
で
た
の
は
午
前
四
時
三
十
分
。
雲
低
く
杢
晴
ぐ

維
間
な
く
微
雨
が
降
る
の
で
あ
る
朝
食
後
降
雨
の
止
む
を

暫
ぐ
待
つ
た
が
止
み
さ
う
も
な
い
、
高
山
の
雨
、
糧
食
の

訣
乏
、
凍
死
な
ざ
の
聯
想
が
せ
ら
れ
て
、
雨
中
登
山
の
無

謀
危
険
な
る
を
思
ひ
誇
方
な
ぐ
、
擬
賓
珠
嶽
の
尾
根
よ
り

編
笠
岳
こ
の
鞍
部
に
出
で
ヽ
下
山
の
途
に
就
い
た

「山
姥

の
衣
洗
ひ
水
」
に
近
付
い
た
ざ
思
ふ
所
迄
下
つ
た
時
ふ
ざ

塞
を
仰
げ
ば
雲
は
あ
は
た
ぃ
し
く
走
り
動
機
じ
風
は
西
を

吹
き
雲
の
絶
え
間
か
ら
青
塞
が
見
え
た
の
で
あ
る
自
分
は

一
五
八

覇
躍
し
て
喜
ん
だ
躊
暗
す
る
案
内
人
を
急
立
て
ヽ
再
び
整

山
の
途
に
就
い
た
擬
賓
珠
嶽
の
尾
根

・
‥こ
懸
っ
て
欝
斎
た
る

栂
に
自
樺
を
交

へ
た
る
闘
界
の
切
開
き
を
行
ぐ
急
崚
の
登

路
に
銀
み
擬
賓
珠
嶽
の
山
頂
近
き
斜
面
の
横
路
に
出
で
た

午
前
七
時
二
十
三
分
。

積
路
を
歩
む
時
燕
高
年
青
、
鈴
蘭
の
結
質
し
た
の
を
多

ぐ
見
た
針
長
き
鬼
雨
に
僣
ま
さ
れ
丈
高
き
草
の
朝
露
に
脚

部
は
痛
く
濡
れ
絶
壁
を
三
度
危
く
横
切
り
優
松
の
中
に
作

ら
れ
た
細
征
を
行
き
権
現
嶽
の
中
腹
な
る
御
料
局
の
界
標

あ
る
所
に
着
し
少
時
体
憩
の
後
崩
壊
し
た
細
き
山
梁
を
偉

助

ひ
急
崚
の
登
路
を
攀
ぢ
行
き
し
時
駒
草
を
採
集
し
た
漸
く

一俸
，

椎
現
嶽
山
頂
着
午
前
八
時
二
十
五
分
、
山
頂
及
び
山
頂
近

き
所
は
三
岩
が
彩
し
く
露
出
し
て
居
た
祭
紳
は
荒
澤
不
動

奪
で
あ
つ
た
。

白
雲
に
鎮
さ
れ
た
天
塞
折
々
吹
揚
げ
る
濃
霧
で
山
頂
の

展
里
は
夏
に
な
か
つ
た
往
路
を
下
出
し
て
再
び
御
料
局
の

界
標
の
所
に
出
で
北
々
東
に
韓
向
す
る
尾
根
の
細
き
崩
壊

し
た
所
を
行
く
の
で
あ
る
最
取
菫
々
茶
斑
の
あ
る
営
業
龍

謄
の
花
が
路
傍
に
多
く
見
え
た
暫
ぐ
行
く
ざ
赤
嶽
よ
う
源

を
駿
す
る
立
端
川
の
漢
谷
の
流
薄
が
耳
柔
に
響
く
、
急
峻



曲JL
山

な
る
整
路
に
難
み
支
峯
の
積
斜
面
を
経
て
赤
嶽
の
三
角
駐

に
限
し
た
は
午
前
十

一
時
五
十
分
、
三
角
鮎
は

一
等
で
用

石
は
石
英
閃
線
岩
で
あ
っ
た
。
赤
嶽
攀
登
の
中
途
屋
々
濃

霧
に
襲
は
れ
て
聰
尺
を
舞
せ
ぎ
る
篤
め
幾
回
も
休
憩
を
餘

儀
な
く
せ
ら
れ
た
事
が
あ
っ
た
、
赤
嶽
の
三
角
鮎
の
高
所

よ
う
西
々
北
に
四
五
米
実
高
い
所
が
あ
つ
て
小
さ
き
石
の

祠
が
見
え
た
。

赤
嶽
山
頂
に
四
尺
四
方
位
で
高
さ
が
四
尺
位
の
本
造
の

粗
末
な
蔵
殿
が
あ
つ
た
大
山
祗
命
を
祀
つ
て
あ
る
ら
し
か

つ
た
、
直
下
の
支
峯
に
唐
金
の
不
動
奪
の
立
像
や
其
他
種

々
の
如
何
は
し
い
紳
佛
の
名
を
刻
ん
だ
碑
石
が
数
多
立
つ

て
あ
つ
た
、
ホ
嶽
の
展
望
は
横
嶽
硫
責
嶽
を
霧
の
舞
れ
間

に
見
た
の
み
で
あ
る
ｏ
下
出
し
て
三
石
の
側
面
の
問
み
に

水
の
湧
ぐ
所
で
書
飯
を
し
た
、
長
之
介
草
や
花
を
つ
け
た

営
業
龍
脂
や
岩
吉
蘭
が
多
く
こ
の
邊
り
に
見
え
た
、
侶
松

の
幡
つ
た
所
を
赤
バ
ゲ
尾
根
の
鞍
部
に
出
で
中
嶽
の
山
梁

に
か
ヽ
る
こ
濃
霧
に
色
ま
れ
微
雨
に
襲
は
れ
っ
ヽ
踏
み
堪

え
あ
る
岩
石
の
露
出
し
た
所
を
登
攀
し
た
濃
霧
の
中
で
突

然
日
光
が
横
か
ら
襲
ふ
位
い
や
な
不
快
の
事
は
な
い
、
小

灌
本
の
密
生
し
た
所
を
経
て
一
隆
起
に
達
し
た
山
頂
か
ざ

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
“ハ
ケ
嶽

思
ふ
ざ
さ
う
で
は
な
か
つ
た
鞍
部
を
経
て
中
嶽
山
頂
着
、

午
後
零
時
五
十
分
、
再
び
崩
壊
し
た
細
き
曲
梁
を
迪
り
岩

石
の
重
晏
し
た
所
を
針
金
を
力
ざ
し
て
登
り
急
坂
路
の
攀

登
に
難
み
断
く
阿
爾
陀
嶽
二
千
八
百
七
米
突
の
曲
頂
に
着

し
た
は
午
後

一
時
五
十
分
。

由
頂
の
展
望
は
濃
霧
の
鴛
め
に
皆
無
で
あ
つ
た
山
頂
は

廣
く
地
療
佛
の
座
像
が
二
鑽
ざ
例
の
如
く
種
々
の
紳
佛
の

名
を
刻
し
た
碑
石
が
十
許
り
あ
つ
た
、
阿
爾
陀
嶽
の
支
峯

に
生賛
の
河
原
ε
云
ふ
小
岩
石
を
積
み
重
ね
た
所
が
あ
る
午

後
二
時
十
分
曲
頂
を
下
曲
し
た
下
山
路
で
岩
梅
を
採
集
し

叫

た
、
長
き
長
き
尾
根
を
下
る
の
で
あ
つ
た
撃
調
な
る
下
山

゛

路
同

一
の
樹
林
に
倦
怠
を
お
ぼ
え
た
。

暫
く
し
て
樹
木
が
山
麓
帯
ざ
な
つ
て
、
名
知
ら
ぬ
草
花

が
吠
い
て
居
る
こ
の
邊
り
を
過
ぐ
る
時
蛇
や
孵
靖
に
汗
臭

き
私
は
屋
々
襲
撃
さ
れ
た
、
纂
が
て
高
原
に
出
で
た
が
一

の
樹
木
が
な
く
没
風
趣
で
あ
つ
た
。
地
梨
ざ
木
瓜
が
影
し

く
征
路
に
あ
っ
た
が
ま
だ
熟
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

食
へ
な
か
つ
た
阿
爾
陀
嶽
の
下
山
路
に
諏
訪
明
紳
の
御
柱

を
伐
出
す
御
柱
山
を
右
手
の
方
に
見
た
檜
や
杉
が
密
林
を

し
て
居
る
曲
で
あ
つ
た
。
赤
松
が
茂
つ
て
居
る
所
や
畑
や

一
五
九



山
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◎
難
　
　
　
　
銀
　
　
山
岳
雑
議
（山
水
ミ
主
人
公
）

田
の
あ
る
所
を
軽
て
諏
訪
郡
の
原
村
の
字
中
新
田
に
出
で

た
、
大
門
峠
街
道
に
滑
つ
た
部
落
で
三
四
十
戸
あ
る
ざ
思

は
れ
た
、
武
田
信
玄
が
軍
を
率
ゐ
て
松
嶋
村
を
過
ぐ
る
時

瀧
坂
に
棲
む
老
姫
が
諾
歌
し
て

「
い
ざ
や
、
ま
い
ら
ラ
ゝ

信
濃
の
回
へ
坂
は
な
い
も
の
善
光
寺
」
〓
信
立
に
告
げ
た

ざ
云
ふ
偉
識
が
あ
る
、
瀧
坂
〓
は
松
嶋
村
よ
う
登
美
村
の

大
学
園
子
に
行
ぐ
坂
で
あ
る
、
八
ケ
嶽
山
麓
に
長
く
横
は

る
所
謂
大
門
峠
街
道
は
一
つ
の
大
門
峠
が
中
途
あ
る
の
み

で
あ
る
こ
の
こ
ざ
は
甲
斐
図
志
か
ら
描
出
し
た

の
で
あ

る
ｏ中

新
田
よ
う
間
道
を
迪
り
瀬
澤
新
田
の
傍
を
過
ぐ
る
頃

は
日
は
暮
れ
て
し
ま
つ
た
小
田
原
提
灯
に
識
火
し
て
約
二

里
を
歩
み
て
中
央
線
の
富
士
見
藤
に
着
し
た
の
は
午
後
八

時
三
十
分
で
あ
つ
た
。

馨
前
で
夕
食
を
す
ま
し
て
一
時
間
餘
延
着
し
た
汽
車
に

乗
つ
た
乗
客
が
多
く
腰
を
掛
け
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
二

日
の
山
岳
旅
行
に
疲
勢
し
た
足
で
立
蓋
し
て
甲
府
へ
貯
着

し
た
十
二
時
を
過
ぐ
る
四
十
分
で
あ
つ
た
。
諏
訪
湖
に
入

る
宮
月
に
注
入
す
る
柳
川
は
阿
獅
陀
嶽
の
火
日
瀬
か
ら
磯

源
す
る
の
で
あ
る
赤
嶽
よ
う
晏
源
す
る
立
端
川
は
落
合
で

一
六
〇

笛
吹
川
に
入
る
の
で
あ
る
こ
こ
を
附
記
し
て
貴
ぐ
。

（小
佐
野
追
々
）

‥
―
―
―
―
１
１
１
１
１ｌ
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翻
Ｗ
中
心
●

ハーｌ
υ
ｌ
”

Ａ
＝
曹
１
１
１
１
１
１
１
１

，
―

山
岳
雑
話
（山
水
ご
主
人
公
）

有
名
な
山
岳
漢
流
、
其
他
の
勝
地
に
は
、
よ
く
脚
想
さ

る
べ
き
人
物
が
あ
る
、
耶
馬
漢
ざ
い
へ
ば
直
ぐ
に
山
陽
を

思
ひ
出
し
、堕
原
ざ
い
へ
ば
直
ぐ
に
紅
葉
山
人
を
想
起
し
、

華
巌
の
瀧
ざ
い
へ
ば
誰
の
頭
に
で
も
藤
村
操
が
浮
ん
で
卒

る
。
私
は
そ
れ
等
の
人
物
を
侵
ヶ
に
曲
水
の
主
人
公
ざ
藤

し
て
世
ぐ
。
こ
の
主
人
公
に
は
い
ろ
ノ
ヽ
種
類
が
あ
る
や

う
だ
。
而
し
大
別
す
る
ざ
左
の
三
種
類
に
別
っ
こ
こ
が
出

来
る
で
あ
ら
多
ｏ

一
、
山
番
の
開
蔵
―
―
主
ご
し
て
宗
教
家
。

二
一
史
蹟
の
中
心
人
物
。

三
、
陰
れ
た
る
勝
地
を
文
學
に
よ
つ
て
螢
表
し
た
る

も
の
。

一
、
往
昔
の
碩
鶴
や
高
信
の
苦
心
し
て
開
い
た
山
岳
は

勿
論
其
開
麓
が
主
人
公
た
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
高
野
山

に
於
け
る
弘
法
大
師
、
比
叡
■
に
於
け
る
億
最
大
師
、
大

ハ
Ｚ

Ｑ
リ

ｒ
Ｕ



山岳

峯
山
に
於
け
る
役
行
者
、
自
由
に
於
け
る
泰
澄
等
は
こ
の

第

一
種
類
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
是
等
の
主
人
公
は

其
資
格
を
得
る
篤
に
は
餘
程
苦
心
惨
惜
を
重
ね
て
、
千
歳

不
滅
の
功
績
を
残
し
た
も
の
で
あ
つ
て
中
に
は
是
が
鴛
め

に
殆
ん
ぎ
年
生
の
心
血
を
注
い
だ
も
の
も
少
く
な
い
。
宗

数
上
の
信
念
の
餘
程
張
固
な
大
人
物
で
な
け
れ
ば
企
て
及

ば
な
い
話
で
あ
る
ｏ

第
二
、
は
歴
史
上
の
道
跡
ざ
し
て
偶
然
に
主
人
公
の
地

位
を
占
有
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
補
正
成
の
金
剛
由
に
於

け
る
、後
醍
醐
天
皇
の
笠
置
山
に
於
け
る
、名
和
長
年
の
般

上
山
に
於
け
る
、
赤
松
園
心
の
摩
耶
由
に
於
け
る
、
佐
々

本
高
綱
の
宇
治
川
に
於
け
る
、
大
塔
宮
の
十
津
川
に
於
け

る
、
上
杉
謙
信
の
米
由
に
於
け
る
、
日
本
武
奪
の
伊
吹
山

に
於
け
る
、
文
覺
上
人
の
那
智
に
於
け
る
が
如
き
は
何
れ

も
此
種
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
ｏ
近
代
に
於
て
是
等
の
伸

間
入
を
や
つ
た

一
つ
の
奇
跡
は
幸
厳
の
瀧
に
於
け
る
藤
村

操
で
あ
ら
う
か
、
そ
し
て
不
思
議
な
事
に
は
幸
巌
瀧
を
見

る
時
藤
村
操
を
追
懐
す
る
の
張
き
は
他
の
主
人
公
の
比
で

は
な
い
ら
し
い
、
或
る
識
に
於
て
多
少
共
鳴
す
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
此
種
に
属
す
る
も
の
は
古
末
の
名
勝
に
史
的

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
山
岳
維
話
（山
水
ｔ
主
人
公
）

趣
味
を
添
え
て
盛
々
勝
地
の
名
を
高
め
て
ゐ
る
ｏ

第
三
、
は
文
學
上
の
効
果
に
依
て
主
人
公
た
る
の
資
格

を
占
有
し
た
も
の
で
あ
る
ｏ
古
い
庭
で
は
三
笠
山
の
伸
九
、

富
士
山
の
赤
人
、
天
の
香
久
山
の
持
統
天
皇
等
最
も
著
名

な
も
の
で
あ
る
ｏ
近
世
で
は
頼
山
陽
の
耶
馬
漢
に
於
け
る
、

橘
南
裕
の
霧
島
山
に
於
け
る
、
齋
藤
拙
堂
の
月
ケ
瀬
に
於

け
る
が
如
き
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
ｏ
而
し
乍
ら
仲

廃
赤
人
等
は
別
段
此
勝
地
を
天
下
に
獲
表
し
や
ラ
ざ
も
何

ざ
も
思
つ
た
の
は
あ
る
ま
い
だ
ら
う
か
ら
云
は
ゃ
偶
然
の

結
果
に
過
ぎ
な
い
が
、山
陽
、拙
堂
、
市
裕
等
は
何
で
も
此

勁

隠
れ
た
奇
勝
を
廣
く
天
下
に
獲
表
し
や
多
ざ
い
ふ
や
う
な

゛

考

へ
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
、
山
陽
の
如
き
は

「
耶
馬

漢
を
以
て
天
下
の
絶
勝
ざ
な
す
こ
ざ
は
乃
公
が
始
め
で
あ

る
」
ざ
い
ふ
や
う
な
氣
焔
を
吐
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。

兎
も
角
是
等
の
文
人
達
が
隠
れ
た
勝
地
を
証
會
に
公
開

し
た
功
績
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
の
だ
か
ら
主
人
公
の

地
位
を
興
へ
ら
れ
た
の
は
営
然
の
報
酬
で
あ
る
ｏ

明
治
時
代
に
於
て
勝
地
の
主
人
公
た
る
名
春
の
月
桂
冠

を
得
た
文
人
は
比
較
的
多
い
や
３
で
あ
る
ｏ
壼
原
の
勝
景

は
紅
葉
山
人
の
金
色
花
ス
に
依
て
名
高
く
な
り
、
武
蔵
野

一
六

一



山岳

０
雑
　
　
　
　
録
　
　
汽
車
の
窓
よ
り

の
郊
野
は
獨
歩
に
依
て
其
趣
味
を
教
へ
ら
れ
、
信
濃
高
原

は
吉
江
孤
雁
、
島
崎
藤
村
の
二
氏
に
依
て
詩

化

せ
ら

わ

た
、
藤
村
氏
は
千
曲
川
の
主
人
公
、
吉
江
さ
ん
は
西
清
三

湖
の
主
人
公
た
る
の
光
榮
に
浴
す
る
槽
利
が
あ
る
、
箱
根

の
桂
月
、
雄
鹿
竿
島
の
銀
月
、
董
花
氏
の
阿
蘇
山
な
ざ
も

稽
々
そ
れ
に
近
い
、
其
外
瀬
戸
内
海
や
、
十
和
旧
湖
や
、

天
龍
川
な
ご
も
近
代
的
の
名
勝
だ
が
果
し
て
何
人
が
主
人

公
た
る
か
は
不
幸
に
し
て
私
は
知
ら
ぬ
。

開
開
以
本
紳
秘
の
雲
に
銭
さ
い
て
ゐ
た
日
本
ア
″
プ
ス

の
連
山
は
山
岳
會
員
諸
氏
の
努
力
に
依
て
公
開
せ
ら
れ
た

が
主
人
公
の
月
桂
冠
は
や
つ
ば
り
烏
水
先
生
の
も
の
で
あ

ら
ラ
、
部
分
々
々
に
就
て
云
へ
ば
随
分
熱
心
な
最
負
が
あ

る
ら
し
い
ｃ
志
村
さ
ん
の
自
馬
曲
に
於
け
る
が
如
き
は
最

も
著
し
い
、
近
き
持
末
に
於
て
は
必
ず
御
嶽
、
乗
鞍
、
穂

高
、
立
山
、
剣
岳
、
黒
部
川
繁
谷
、
槍
ケ
嶽
、
自
由
、
赤

石
山
、
自
根
山
、
鳥
海
山
な
ざ
有
名
な
山
々
に
は
何
れ
も

一
人
づ
つ
の
主
人
公
が
出
な
る
こ
こ
で
あ
ら
う
、
軍
に
文

筆
の
み
に
止
ら
ず
、科
學
者
、
書
家
、な
ど
の
中
か
ら
も
此

種
の
主
人
公
が
生
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
世
界
の
絶
島
に
は

費
見
者
の
名
を
冠
し
て
ゐ
る
も
の
が
澤
山
あ
る
、
我
邦
に

一
六
二

於
て
も
探
槍
者
の
名
を
ざ
つ
た
問
宮
海
餃
の
如
き
が
島

スリ〇欧
洲
の
ア
ノン
プ
ス
に
は
肇
山
の
先
簸
を
つ
け
た
人
物
の

名
を
冠
し
た
峯
が
随
分
あ
る
こ
か
き
い
で
あ
る
が
日
本
に

は
先
鞭
を
付
け
て
見
た
い
や
う
な
曲
は
残
念
乍
ら
残
つ
て

居
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
家
賓
三
）

―
―
―
―
１
ｌ
ｏ
Ｔ
Ａ
ｖ

ｉ
働
妥
９

血
Ｉ

・
０

１

１
‐
１
１
１
１
１
１

汽
車
の
窓
よ
り

汽
車
の
窓
よ
う
山
を
眺
む
る
事
、
観
山
旅
行
の

一
な
る

↓

べ
し
、
中
央
線
、
信
越
線
は
云
は
す
も
が
な
、
人
口
に
晴

鰤

実
し
た
れ
ぎ
、東
海
道
線
に
読
き
及
は
し
た
る
も
の
な
し
、

山
見
え
ぎ
る
に
非
ず
、
よ
く
南
北
ゝ
申
央
ァ
″
プ
ス
を

一

望
に
観
得
る
所
あ
り
○

今
年
二
月
中
旬
朝
西
の
京
を
費
じ

（
二
列
車
に
て
）
東

上
す
、
列
車
京
都
葬
を
憂
し
て
鴨
川
を
渡
る
、
先
づ
左
窓

に
映
す
る
は
比
叡
山
な
り
、
京
の
四
月
を
回
る
山
々
、
愛

宕
、
鞍
馬
の
山
々
も
、や
が
て
、列
車
籍
荷
山
の
邊
り
を
左

折
し
て
見
え
ず
、
逢
阪
山
の
隧
道
を
過
ぎ
て
大
津
邊
う
の

左
窓
、
湖
岸
に
比
叡
、
筒
ほ
北
に
し
て
比
良
の
長
大
な
ろ



山岳

山
容
を
見
る
べ
し
、
比
良
殊
に
雲
多
く
朝
日
に
輝
き
て
美

し
、
湖
畔
を
廻
り
て
、
米
原
鐸
を
過
ぐ
る
頃
左
窓
行
く
手

に
雪
白
き
大
坊
主
山
あ
り
、
之
れ
伊
吹
曲
な
り
、
伊
吹
支

に
名
を
知
ら
れ
し
、
此
山
も
今
は
、
開
西
に
於
け
る

「
シ

ー
フ
ェ
″
卜
」
ざ
し
て
名
あ
り
、
吾
が
含
の
中
山
京
都
二

中
校
長
、
紳
戸
の
今
村
幸
男
君
あ
た
り
の
獨
専
場
な
り
否

苦
戦
場
な
り
、
山
低
し
ご
雖
も
彗
多
し
、
夏
な
り
せ
ば
草

青
き
坊
主
山
も
、
今
は
白
銀
の
兜
着
け
た
り

ざ
や
云
は

ん
、
美
事
に
し
て
其
姿
今
に
忘
れ
難
し
、
汽
車
は
走
せ
て

窓
外
の
最
亦
飛
ぶ
、
山
の
形
ス
自
か
ら
愛
化
あ
り
、
見
本

う
見
去
つ
て
蓋
き
ず
、
開
ケ
原
の
あ
た
り
、
殊
に
車
中
よ

り
眺
む
る
に
よ
し
、
大
垣
に
近
づ
ぐ
あ
た
り
、
御
岳
も
見

り
べ
し
ざ
、
窓
外
を
眺
む
れ
ば
驚
ぐ
べ
し
、
碧
塞
に
大
曲

線
を
書
い
て
瑠
璃
色
な
せ
る
大
山
脈
の
濃
尾
李
原
の
彼
方

に
延
々
た
ら
ん
ざ
は
、
此
れ
他
な
し
中
央
ァ
ノン
プ
ス
の
大

障
壁
た
り
し
な
り
、
列
車
は
馳
せ
て
、
岐
阜
騨
を
過
ぎ
線

路
は
急
角
度
に
属
折
し
て
、
南
下
す
、
一
ノ
宮
馨
の
附
近

殊
に
よ
く
見
得
べ
し
。

先
づ
最
北
、
本
曾
川
谷
の
右
岸
に
長
く
薇
野
を
引
け
る

は
、御
岳
な
り
、自
き
冠
を
戴
け
る
事
問
ふ
ま
で
も
な
し
、

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
汽
車
の
窓
エ
リ

御
岳
の
左
逢
に
遠
く
臼
き
裳
薇
を
引
け
る
山
あ
わ
「
即
ち

乗
鞍
な
り
、
乗
鞍
の
彼
方
、
自
き
山
あ
れ
ざ
、
何
山
な
る

か
、
定
か
な
ら
す
思
ふ
に
飛
騨
寄
り
の
山
な
る
べ
し
、
本

曾
谷
を
隔
で
ヽ
、
中
央
ア
ノン
プ
ス
の
全
容
は
指
脱
の
内
に

あ
り
、
深
淵
を
見
る
如
き
碧
自
色
に
大
曲
線
を
引
き
て
、

北
よ
う
南
に
延
ぶ
、
駒
、
塞
木
岳
の
あ
た
う
特
に
高
く
賓

餌
岳
は
、
一
き
は
俊
し
、
駒
ケ
番
の
つ
ぃ
き
、
中
央
ア
〃

プ
ス
の
北
の
果
て
か
ら
南
は
恵
那
山
迄
、
其
金
容
を
基
む

べ
し
っ
恵
那
の
左
肩
蓬
に
、
肩
巾
廣
く
張
れ
る
自
き
山
見

り
、
即
ち
赤
石
な
り
、
其
外
南
ア
ノン
プ
ス
の
一
、
二
見
ゆ

崎

れ
ぎ
も
、
其
何
山
な
る
か
定
め
難
し
、
南
北
中
央
ア
／
ブ

゛

ス
に
Ｉ
う
て
一
望
の
下
に
見
得
る
所
、数
の
外
に
な
け
ん
、

殊
に
中
央
ア
／
プ
ス
の
雄
麗
な
る
を
見
ん
ざ
せ
ば
、
他
に

比
す
べ
き
所
も
な
か
る
べ
き
か
、
車
は
馳
せ
て
名
古
屋
市

に
近
づ
く
に
従
ひ
又
車
窓
よ
り
眺
む
べ
か
ら
ず
、
新
る
跳

め
は
、
天
侯
の
幸
あ
る
に
非
ぎ
れ
ば
得
べ
か
ら
ぎ

る

べ

し
、
夏
な
ら
ば
見
得
べ
し
ま
も
覺
え
す
ｃ

名
古
屋
を
過
ぎ
て
復
山
容
に
接
せ
ず
、
天
龍
川
の
邊
り

北
に
営
う
て
白
さ
山
見
ゆ
れ
ざ
も
、
ス
其
先
端
の
み
に
し

て
、定
め
難
し
、静
岡
に
近
づ
く
に
徒
ひ
て
、
ス
自
き
山
あ

一
六
三



山岳

◎
雑
　
　
　
　
録
　
　
各
地
の
山
岳
宙
彙
報
（三
）

り
、
黒
法
師
の
邊
り
な
る
べ
き
か
、
岩
淵
を
過
ぎ
、
富
士

罪
の
あ
た
り
北
に
自
き
山
見
ゆ
べ
し
ざ
聞
け
ぎ
、
此
日
は

知
る
べ
く
も
な
し
、
愛
鷹
の
裾
を
廻
り
、
列
車
の
画
嶺
に

か
ヽ
り
し
頃
、
日
暮
れ
て
、
夕
陽
雲
に
映
じ
、
紅
を
な
す

欧
洲
ァ
ノソ
プ
ス
の

「
夕
映
え
」
を
思
ひ
っ
ヽ
汽
車
は
東
へ

ざ
走
る
。

東
海
道
線
省
ほ
見
ら
る
べ
き
山
多
し
、
東
京
近
く
に
て

は
、
大
森
、
蒲
目
の
あ
た
り
、
秩
父
山
塊
、
丹
澤
山
塊
、

箱
根
火
山
を
眺
む
べ
く
、
省
ほ
各
期
経
に
丹
澤
山
塊
ざ
秩

父
山
塊
の
落
ち
合
ふ
あ
た
り
、
自
峯
三
山
を
望
み
得
べ
き

事
、
既
に
知
ら
れ
た
り
、
回
府
津
に
近
く
、
伊
豆
の
天
城

山
を
見
る
べ
し
。

大
阪
四
近
に
て
は
、生
駒
、六
甲
な
ざ
数
多
か
る
べ
し
。

車
窓
に
映
じ
た
る
景
、

一
幅
の
書
固
ざ
し
て
捨
つ
べ
か

ら
す
、
旅
行
く
人
、
心
し
て
見
落
す
な
か
ら
ん
事
を
。

（岳
　
　
雄
）
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―

―
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一
六
四

乞
ふ
、
本
會
は
本
欄
を
特
設
し
て
、
廣
く
同
志
諸
君
の
使

用
に
任
せ
ん
ざ
す
。

１
・
１

・
―

・
１

・
Ｅ
Ｅ

Ｅ
＝
“
Ｕ

ャ
・
・
３

）
●
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＝
■
０
こ
ハ
Ｖ
争
▲
＝

塁
Ｔ
●
●

ｎ

Ｕ

・
お

輌
＝
〓
‥
―
‐
‐
１
‐
１
‐
‥
―

東
大
登
山
部
の
責
況

海
国
の
日
本
が
登
山
ば
か
り
の
大
騒
ぎ
や
る
の
は
、
憂

ふ
べ
き
現
象
で
あ
る
ざ
、
或
論
者
か
ら
攻
撃
の
矢
が
飛
ん

で
来
る
程
、
山
脅
趣
床
は
普
及
し
た
、
例
證
す
る
に
、
諸

園
の
中
学
校
に
た
ざ
ひ
、
山
岳
會
の
名
は
存
在
し
な
く
て

も
、
賃
際
登
山
を
奨
局
質
行
し
て
ゐ
る
も
の
は
少
な
く
な

い
、
全
国
を
通
じ
て
八
箇
し
か
な
い
高
等
學
校

の
過
年

は
、
具
躊
的
に
山
岳
會
を
設
立
活
動
し
て
ゐ
る
、
未
だ
其

運
び
に
至
ら
な
い
こ
こ
ろ
で
も
、
質
質
に
於
て
登
山
熱
は

旺
盛
な
も
の
で
、
早
晩
火
の
手
を
揚
げ
る
に
相
違
な
い
。

京
都
の
小
學
校
で
は
、
昨
夏
体
暇
中
に
全
市
の
見
量
を

東
山
々
頂
に
毎
日
登
山
せ
じ
め
て
好
果
を
奏
し
た
、
暁
明

朝
霧
を
破
つ
て
数
千
の
見
量
が
、
唱
歌
の
馨
勇
ま
し
く
登

山
の
般
観
は
、
聞
く
．も
痛
快
な
こ
ざ
で
あ
る
、
慶
應
義
塾

紳
戸
高
商
、
夕
陽
丘
女
學
校
等
に
登
山
部
の
あ
る
は
よ
く

世
人
の
知
る
ざ
こ
ろ
で
あ
る
。

各
地
の
山
岳
會
彙
報

ｏ

各
地
山
岳
會
の
景
呪
、
計
書
に
就
て
投
稿
あ
ら
ん
事
を

ハ
０

Ｑ
）

β
じ



山番

獨
う
小
中
學
高
等
専
門
學
校
に
あ
つ
て
、
大
學
に
な
や

の
は
、
種
々
の
事
情
も
あ
ら
３
が
、奇
怪
な
も
の
で
あ
る
、

男
子
の
學
生
々
活
中
、
大
學
位
個
人
主
義
、
排
他
主
義
の

ざ
こ
ろ
は
あ
る
ま
い
、
此
算
を
一
掃
し
、
剛
健
な
る
氣
風

を
鼓
吹
し
、
明
敏
な
頭
騰
を
養
ふ
に
登
山
旅
行
に
若
く
も

の
は
な
い
、
京
都
大
學
に
登
山
部
の
起
つ
た
の
は
、
単
ろ

遅
過
ぎ
た
く
ら
ゐ
で
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
ｃ

學
生
ざ
登
山
に
就
き
大
ざ
つ
ば
に
接
す
る
ざ
、
小
學
校

の
時
は
只
何
の
考
へ
も
な
く
由
に
飛
び
上
る
の
で
あ
る
、

中
學
に
至
う
多
少
山
岳
に
開
す
る
知
識
戚
情
を
理
解
し
て

登
山
を
す
る
が
、
英
妙
話
は
未
だ
し
で
あ
る
が
、
高
等
學

校
程
度
に
入
る
ざ
、
知
識
慾
の
熾
烈
ざ
、
一
生
中
又
ざ
な

い
欝
勃
た
る
元
気
が
加
は
つ
て
、
審
美
的
理
智
的
に
山
岳

を
観
賞
し
、
山
岳
に
親
じ
む
の
で
あ
る
、
そ
れ
が
大
學
に

入
る
ざ
學
生
の
氣
分
が
ガ
ラ
リ
ざ
豹
憂
す
る
、
内
外
の
事

情
に
支
配
さ
れ
る
の
か
大
學
に
入
っ
て
登
山
で
も
あ
る
ま

い
ざ
萎
縮
し
て
し
ま
ふ
、
然
ら
ば
ノ
ー
ト
ざ
首
ツ
引
か
ざ

い
ふ
Ｅ
、
さ
う
で
も
な
い
、
高
等
學
校
の
ア
〃
ピ
ニ
ス
ト

も
四
月
の
氣
分
の
不
可
抗
力
の
た
め
、
漸
次
麻
痺
し
て
し

ま
ふ
、
是
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に
は
、
失
張
り
登
山
部
ざ

◎
維
　
　
　
　
録
　
　
各
地
の
山
岳
會
彙
報
（三
）

い
ふ
や
う
な
圏
躍
機
関
が
必
要
だ
、
希
望
者
は
勿
論
永
い

學
生
々
活
中
、
不
幸
に
し
て
登
山
の
趣
味
を
解
せ
ぬ
哀
む

べ
き
輩
も
、
提
断
誘
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、「
旅
行
し
た

い
が
連
が
な
い
」
ざ
こ
ぼ
す
人
は
、決
し
て
少
な
く
な
い
、

教
授
に
は
屈
指
の

「自
然
の
説
明
者
」
は
多
い
、
証
會
に

奮
闘
し
て
ゐ
る
人
よ
り
も
、
學
生
は
潤
澤
な
餘
暇
が
あ
る

此
好
機
會
を
逸
し
て
な
ら
う
か
。

多
年
成
立
す
べ
く
し
て
成
立
し
な
か
つ
た
、
登
曲
部
は

一初
め
て
孤
々
の
群
を
あ
げ
た
。

幸
に
、
京
洛
の
自
然
は
美
に
し
て
探
り
易
い
、

一
度
設

立
の
宣
言
が
掲
示
や
、
學
友
會
難
誌
に
現
は
る
ヽ
や
、
多

数
の
賛
同
者
を
得
た
、
先
づ
椀
よ
り
一初
め
よ
、
低
少
な
り

ざ
雖
も
、
鞍
馬
愛
着
四
明
や
、
行
場
廻
り
は
大
和
大
峯
山

の
本
場
ざ
も
謂
つ
べ
き
鷲
峰
山
、
ア
ル
プ
メ
的
風
貌
を
呈

す
る
所
謂
比
叡
ア
″
プ
ス
、
三
日
天
下
の
天
王
山
等
は
繰

り
返
へ
し
々
々
々
登
山
さ
れ
る
、
殆
ん
ざ
毎
週
の
■
躍
に

は
圏
腱
の
登
山
旅
行
は
開
催
さ
れ
、
塞
線
を
縫
ふ
草
継
の

残
骸
は
其
数
を
増
す
の
で
あ
る
、
雲
中
伊
吹
登
山
は
痛
快

に
、
深
山
の
兎
狩
は
時
に
ざ
り
て
の
餘
興
、
兎
汁
に
腹
鼓

み
打
つ
て
無
邪
氣
に
一
日
の
行
業
を
ざ
る
こ
ざ
も

あ

つ

一
六
五
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各
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岳
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報
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十
′

本
會
の
成
立
は
決
し
て
學
生
の
み
の
微
力
で
は
な
い
、

登
山
の
必
要
を
認
め
た
學
生
監
、
熱
心
な
る
諸
教
授
の
賛

同
に
よ
つ
て
な
つ
た
の
で
あ
る
。

・初
め
京
大
學
友
會
の
お
定
ま
り
の
十
数
の
運
動
部
が
あ

つ
て
、
英
中
に
陸
上
運
動
部
が
あ
り
、
運
動
會
を
唯
一
の

目
的
〓
し
た
も
の
で
あ
る
、
こ
こ
ろ
が
こ
の
運
動
會
は
往

々
に
し
て
お
祭
り
騒
ぎ
に
な
り
、
弊
書
を
醸
す
こ
ざ
少
な

く
な
か
つ
た
の
で
、殆
ん
ざ
休
上
の
姿
で
あ
つ
た
の
を
、時

こ
そ
あ
れ
ざ
其
事
業
を
登
山
旅
行
を
主
た
る
目
的
に
改

め
、
こ
ヽ
に
盛
大
な
目
濃
登
山
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
、

特
に
誇
示
す
べ
き
は
、
教
授
諸
博
士
が
率
先
し
て
整
由
に

講
演
に
加
入
せ
ら
れ
る
こ
ざ
で
、
感
謝
に
堪
へ
な
い
の
で

あ
る
、
此
夏
に
は
是
非
ざ
も
日
本
ア
″
プ
ス
を
踏
破
せ
ん

も
の
ざ
、
一
同
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
つ
て
ゐ
る
。

大
に
凄
會
式

（十
二
月
四
目
）
の
山
岳
講
演
會
の
様
子

を
書
い
て
見
や
う
。

學
術
講
演
會
は
最
高
學
府
の
こ
ざ
で
あ
る
か
ら
珍
ら
し

く
な
く
、
毎
週
掲
示
場
に
満
ち
て
あ
る
が
、
山
岳
講
演
含

の
そ
れ
は
場
内
の
異
彩
を
放
つ
て
特
に
注
目
さ
れ
た
、
講

一　ふハ
ユハ

演
者
は
皆
山
岳
研
究
家
、
或
は
登
曲
趣
味
に
封
し
て
一
騎

営
千
の
教
授
で
あ
る
か
ら
、
一
同
営
日
を
待
ち
焦
れ
た
。

今
回
の
講
演
に
は
特
に
紳
戸
住
友
支
銀
行
店
長
今
村
幸
男

氏
を
主
賓
ざ
し
て
招
聘
し
、
講
演
を
御
願
ひ
し
た
の
で
あ

る
。
今
村
氏
は
喋
々
す

る
迄
も
な
ぐ
開
西
に
山
岳
熱
を

鼓
吹
し
、
風
靡
せ
し
め
た
功
勢
の
あ
る
先
輩
で
あ
る
、
日

本
山
岳
會
々
員
の
紹
介
者
た
る
こ
ざ
数
十
度
で
あ
る
の
で

も
分
る
、
一
度
訪
問
せ
ん
か
山
岳
に
開
す
る
談
論
風
螢
蕎

き
る
ざ
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
篤
具
に
給
書
に
書
籍
に
遠
く
ア

／
パ
イ
ン
ミ
ユ
ジ
ア
ム
に
行
っ
た
ゃ
う
な
氣
が
す
る
、
勿

論
バ
ン
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

」ヾ
し
て
の
豊
富
の
書
齋
に

就
て
は
、
こ
ヽ
に
関
係
が
あ
る
か
ら
言
は
な
い
、
か
ヽ
る

人
の
講
演
を
仰
ぐ
の
は
吾
々
の
本
旨
な
の
で
あ
る
ｏ

念
々
営
日
に
な
つ
た
、
委
員
達
は
大
講
堂
の
隣
室
を
陳

列
場
に
宛
て
、
概
衣

一
枚
に
な
つ
て
整
理
陳
列
す
る
説
明

札
を
つ
け
る
、
教
壇

一
つ
ぱ
い
に
タ
ン
ト
を
据
え
っ
け
る

開
會
前
に
は
見
せ
な
い
筈
で
あ
つ
た
が
、
績
々
詰
め
か
け

て
く
る
、
や
が
て
準
備
全
く
な
つ
て
、
委
員
は
開
會
の
僻

を
述
べ
、
第

一
席
に
中
島
博
士
悠
揚
登
壇
す
れ
ば
、
拍
手

は
急
霰
の
如
く
起
る
、
教
授
は
諄
々
Ｅ
批
重
に
説
き
去
り

Ｏ
●

ハ
リ



山番

赤
城
山
の
雲
中
登
山
の
国
苦
を
ジ
エ
ス
チ
エ
ア
入
り
で
面

白
ぐ
話
す
、
教
授
は
嘗
て
欧
洲
ア
″
プ
ス
の
氷
河
を
踏
破

し
て
き
た
の
で
あ
る
０
次
に
田
中
博
士
は
英
研
究
に
な
れ

る
氷
河
に
就
き
、
科
學
的
に
し
か
も
辞
い
て
分
り
易
ぐ
簡

単
に
述
べ
ら
れ
た
、
次
に
臨
時
飛
入
の
市
村
博
士
は
獨
特

の
元
氣
な
態
度
で
登
壇
す
れ
ば
、
さ
ら
ぬ
だ
に
油
の
乗
つ

た
學
生
は
ざ
つ
ぎ
喝
釆
す
る
、
例
に
依
ｂ
明
快
な
語
調
譜

謹
績
出
批
重
に
し
て
洒
脱
笑
聾
堂
を
割
れ
ん
ば
か
り
に
起

つ
た
、
一
先
づ
こ
ヽ
で
打
ち
切
つ
て
陳
列
室
を
開
放
す
る
、

忽
ち
狭
い
数
室
は
人
で
理
ま
つ
た
、
こ
の
陳
列
品
は
全
部

京
都
の
出
岳
會
員
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
深
く
御
濃
す
る

の
で
あ
る
、
再
び
講
演
に
移
る
小
川
博
士
登
山
の
注
意
を

丁
事
に
説
き
、
高
般
に
亘
り
簡
明
に
話
さ
れ
蕪
衆
を
了
解

せ
し
め
た
、
次
に
雉
本
博
士
は
警
へ
ば
急
瀬
奔
注
石
に
砕

け
て
玉
散
る
如
ぐ
流
暢
に
、
日
頃
の
威
想
抱
負
を
吐
露
じ

て
、
聞
く
者
を
し
て
卓
を
叩
か
し
め
た
、
最
後
に
講
演
會

に
似
合
は
ぬ
族
装
し
た
今
村
氏
は
、
満
場
の
喝
衆
を
浴
び

で
登
壇
さ
れ
た
、
此
時
暮
色
漸
や
く
追
っ
た
が
洋
唾
を
呑

ん
で

一
同
謹
聴
し
て
ゐ
る
、
日
本
及
び
欧
洲
ア
″
プ
ス
の

整
山
貰
況
を
該
博
な
る
知
識
、豊
富
な
る
経
験
、耕
新
な
る

◎
難
　
　
　
　
鎌
　
　
各
地
の
山
岳
會
篭
報
（三
）

意
見
を
附
し
て

一
時
間
程
、
熱
烈
に
興
摯
に
説
か
れ
た
、

欧
洲
ァ
ノン
グ
ス
こ
そ
質
踏
せ
ぎ

れ
新
着
の
書
籍
を

ざ
し

ご
し
讃
破
さ
れ
た
れ
ば
新
婦
朝
ア
／
ピ
〓
ス
ト
の
や
う
な

威
じ
が
す
る
、
講
演
中
下
鴨
に
出
火
あ
り
掲
示
を
し
た
が

出
場
し
た
の
は
僅
か
二
人
、
し
か
も
後
で
開
け
ば
危
ぐ
其

人
の
隣
家
で
あ
つ
た
さ
う
な
「
之
を
以
て
も
同
氏
の
講
演

が
如
何
に
慕
衆
を
魅
し
た
か
、
想
像
さ
れ
る
、
閉
會
の
辞

を
逃
べ
た
の
が
電
燈
幾
々
た
る
五
時
年
で
あ
っ
た
。

直
ち
に
學
生
集
會
場
で
晩
餐
會
が
催
ほ
さ
れ
た
、
集
ま

る
も
の
二
十
名
、
各
自
起
つ
て
登
山
談
を
な
し
．
楡
快
に

錦

時
の
移
る
を
知
ら
な
か
つ
た
、
特
に
新
城
理
學
博
士
の
山

φ

岳
の
成
閑
に
就
て
、
徒
末
の
準
説
を
根
本
的
に
破
壊
し
去

つ
た
の
は
、
意
外
の
産
物
で
あ
つ
た
、
何
れ
御
研
究
の
後

憂
表
さ
れ
る
さ
う
で
あ
る
、
學
界
に
貢
献
す
る
ざ
こ
ろ
大

手
、きの
０́
。

か
ぐ
盛
大
に
経
つ
た
の
は
、
今
村
氏
、
教
授
諸
博
土
、

山
岳
會
員
諸
氏
に
厚
く
御
濃
す
る
の
で
あ
る
。

―
―

―
―
―
１
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山岳

◎
難
　
　
　
　
録
　
　
各
地
の
山
岳
曾
薫
報
（三
）

東
大
陸
上
運
動
部
主
催
山
岳

幻
燈
講
演
會
の
記

策
て
か
ら
吾
部
で
ア
″
プ
ス
幻
燈
講
演
會
を
催
ほ
す
希

望
が
あ
つ
た
が
時
至
ら
ぎ
る
を
滅
ん
で
ゐ
た
、
丁
度
此
二

月
高
野
、
辻
村
雨
幹
事
が
奈
良
に
招
聘
さ
れ
る
こ
い
ふ
こ

こ
を
小
耳
に
挟
ん
で
此
機
會
を
逸
し
て
な
る
も
の
か
ざ
一

席
御
講
演
を
願
ふ
こ
ざ
に
し
た
ｏ

撼
い
ざ
交
渉
ざ
な
る
ざ
オ
イ
ソ
ン
ざ
不
二
山
を
登
る
や

う
に
御
安
ぐ
行
ぐ
も

の
で
な
い
、
「
急
が
し
い
か
ら
御
見

だ
」
果
て
は
俄
病
迄
っ
か
っ
て
逃
げ
を
張
る
交
通
は
面
倒

だ
直
談
剣
に
限
る
こ
奈
良
の
途
中
を
擁
し
て
京
の
プ
ラ
ツ

ト
ホ
ー
ム
で
お
目
に
か
ヽ
る
、「
ざ

，フ
か
京
都
で
御
願
ひ
し

ま
す
」
「
ヘ
エ
？
何
を
で
す
か
」
ざ
本
洸
け
る
辻
村
氏
の
人

の
悪
る
さ
。

繊
上
の
都
ホ
テ
ル
出
張
店
で
朝
飯
を
や
り
な
が
ら
、
未

知
の
登
山
者
が
嘉
門
次
を
引
張
り
出
す
や
，フ
に
御
頼
み
す

る
、
こ
の
一
事
た
る
荒
天
ア
″
プ
ス
で
も
縦
走
す
る
や
う

に
悲
惨
な
も
の
だ
、
よ
し
ア
ノン
プ
ス
は
高
く
ざ
も
登
る
に

難
ぐ
な
い
、
よ
し
タ
ン
グ
ス
は
深
ぐ
ざ
も
越
ゆ
る
に
苦
し

一
六
八

く
な
い
、
會
員
六
百
の
繁
雑
な
事
務
を
一
人
で
片
附
け
て

し
ま
ふ
高
野
氏
ざ
日
本
は
愚
か
欧
洲
ア
ル
プ
ス
を
一
蹴
じ

去
つ
た
辻
村
氏
を
厭
應
無
し
に
引
止
め
る
べ
く
餘
り
に
困

難
で
あ
つ
た
。

結
局
奈
良
迄
末
い
ざ
の
事
だ
、
こ
ち
ら
も
夏
の
山
の
天

氣
の
や
う
な
曖
昧
な
返
鮮
を
し
て
置
ぐ
、
奈
良
迄
油
を
絞

ら
れ
に
行
く
ほ
ぎ
自
分
は
脂
肪
質
で
な
い
、
雨
氏
獨
特
の

悪
日
毒
舌
に
血
を
吐
ぐ
ほ
ざ
自
分
は
多
血
質

で
な

い
か

ら

。奈
良
の
講
演
會
の
模
様
や
欧
洲
ア
″
プ
ス
の
お
話
を
承

０
″

る
、
奈
良
で
は
三
日
間
に
Ｉ
る
講
演
な
さ
う
な
山
水
無
蓋

御

蔵
の
雨
氏
で
も
同

一
の
映
書
を
封
象
ざ
し
て
毎
日
性
質
を

〓
憂
し
て
し
や
べ
る
の
は
卿
か
閉
口
ら
し
か
つ
た
、
辻
村

氏
の
お
話
に
よ
る
ざ
、
ユ
ン
ク
ノ
ラ
ク
の
雲
中
登
山
は
正

月
の
こ
こ
だ
、
吾
図
で
雲
中
登
山
を
す
る
ざ
新
聞
雑
誌
で

二
琥
活
字
で
書
き
立
て
る
、
八
木
氏
の
『
雲
の
上
高
地
越
』

も
含
員
間
に
驚
異
の
限
を
以
て
迎

へ
ら
れ
た
、
各
季
に
槍

ケ
岳
や
自
馬
岳
に
登
つ
た
ざ
い
ふ
人
を
聞
か
な
い
、
未
だ

ま
だ
こ
ん
な
こ
ざ
で
は
日
本
の
登
曲
も
幼
稚
な
も
の
だ
ざ

厭
に
や
に
下
つ
て
老
爺
ぶ
る
も
か
ぐ
い
ふ
拙
者
五
千
尺
に



曲轟

足
ら
ぬ
低
少
伊
吹
由
に
雲
中
登
山
を
し
て
妙
な
か
ら
ず
屁

日
垂
れ
明
か
に
前
項
の
漫
罵
は
失
言
ざ
し
て
取
清
し
た
く

な
る
、
し
か
し
な
が
ら
行
ぐ
々
々
は
必
ず
夏
期
登
由
に
満

足
せ
ず
晩
各
早
春
に
も
決
行
す
る
や
う
に
な
る
ざ
思
ふ
。

奈
良
の
講
演
會
は
十

一
日
か
ら
三
日
間
で
あ
る
、
行
き

た
か
つ
た
が
こ
ち
ら
の
準
備
も
あ
る
し
日
の
悪
る
い
雨
氏

に
比
し
て
餘
り
に
善
人
な
る
た
め
に
止
め
て
し
ま
つ
た
、

そ
れ
で
も
復
警
は
来
た
、
京
都
の
晩
餐
會
の
豫
定
を

一
寸

口
を
辻
ら
す
ざ
早
速
奈
良
ホ
テ
″
か
ら
御
丁
軍
に
今
村
氏

迄
を
味
方
に
入
れ
て
一
通
の
ハ
ガ
キ
が
舞
込
ん
だ
、「
洋
食

を
喰
い
倦
い
て
み
る
際
に
清
新
な
京
都
料
理
の
御
招
待
に

典
つ
て
今
か
ら
咽
喉
が
鳴
つ
て
る
」
ざ
、
此
花
僕
高
熱
正

に
四
十
度
に
及
ぶ
。

倉
々
営
目
に
な
つ
た
、
肝
心
の
雨
氏
も
未
だ
入
洛
し
な

け
れ
ば
、
こ
う
に
着
い
て
る
筈
の
幻
燈
機
械
も
誉
ざ
し
て

音
沙
汰
な
い
交
流
直
流
の
電
流
問
題
も
未
解
決
で
あ
り
内

憂
外
患
交
々
至
る
の
惨
状
で
も
う
開
含
ま
ぎ
は
の
午
後
に

な
つ
た
ｏ

や
き
も
き
し
て
ゐ
る
中
に
嬉
し
や
高
野
氏
か
ら
電
話
が

か
ヽ
つ
た
す
ぐ
訪
問
す
る
ざ
奈
良
の
木
本
氏
が
居
て
勅
封

◎
雑
　
　
　
　
銀
　
　
各
地
の
山
岳
會
羹
報
（
三
）

面
の
挨
拶
を
す
る
、
自
分
の
焦
慮
す
る
様
子
を
見
て

「
司

會
若
ざ
な
る
ざ
心
配
で
す
な
あ
」
ざ
同
情
し
て
く
れ
た
が

此
傍
に
居
な
が
ら
悠
然
ざ
落
ち
つ
き
排
つ
て
ゐ
る
高
野
氏

の
小
面
惜
さ
は
な
い
、
す
ぐ
さ
ま
機
械
の
一
部
ざ
ス
ク
リ

ー
ン
を
停
車
場
迄
受
取
ｂ
に
行
く
べ
く
駈
け
っ
け
る
、
此

間
珍
談
績
出
し
た
が
業
屋
落
に
な
る
か
ら
略
し
て
忽
ち
講

演
會
に
移
る
。

未
だ
會
場
の
準
備
も
出
来
上
ら
ぬ
中
に
定
刻
の
一
時
間

前
か
ら
績
々
慕
衆
が
殺
到
し
て
く
る
、
大
部
分
は
大
學
三

高
の
學
生
で
あ
る
こ
ざ
は
言
ふ
迄
も
な
い
、
尤
も
案
内
般

一町

は
山
岳
會
員
に
特
に
敬
意
を
表
ｔ
招
待
席
を
用
意
し
て
出

゛

し
た
が
出
席
は
常
に
四
分
の
一
に
も
足
ら
ぬ
の
は
遺
減
で

あ
る
ｏ
五
時
に
さ
ヽ
や
か
な
雨
氏
の
数
迎
會
を
會
場
内
の

食
堂
で
や
つ
た
、
出
席
者
次
の
如
じ
。

主
　
　
賓
　
高
野
、
辻
村
雨
氏

山
岳
會
員
　
石
崎
、
高
瀬
雨
氏

學
　
　
生
　
中
原
、
高
橋
、
宮
下
、
谷
村
、
岸
本
、
杉

若
、
磯
員
、
山
岸
、
小
島
、
外
二
君

六
時
過
に
は
早
く
も
二
百
餘
名
集
つ
た
の
で
委
員
が
開

會
の
辞
を
述
べ
た
、
次
に
拍
手
浴
び
て
高
野
氏
が
其
肥
満

一
六
九
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な
組
を
壇
上
に
運
ん
だ
時
は
四
百
名
を
越
え
て
ゐ
た
。

高
野
氏
は
開
口
第

一
に
ア
ノン
プ
ス
の
語
源
意
義
を
簡
単

に
述
べ
維
つ
て
念
々
各
論
に
亘
る
時
合
団
ざ
共
に
ス
タ
イ

ッ
チ
は
切
ら
れ
機
械
は
ジ
ー
ッ
ざ
聡
♭
・初
め
た
。
嘉
衆
は

一
言

一
句
も
聞
き
残
す
ま
い
ざ

一
同
は
膝
を
進
め
る
、
鮮

明
な
る
映
書
に
従
つ
て
日
本
ァ
ノン
プ
ス
の
地
理
的
説
明
か

ら
其
特
色
、
欧
洲
ア
ル
プ
ス
こ
の
比
較
研
究
に
及
ん
だ
が

主
に
日
本
ア
ノン
プ
ス
の
代
表
的
景
勝
を
紹
介
す
る
、
簡
潔

に
し
て
し
か
も
肯
素
に
中
り
要
を
取
り
疏
に
流
れ
す
山
色

水
態
を
従
横
に
読
き
本
う
論
じ
去
る
こ
ざ
五
十
分
、
慕
衆

は
或
は
大
自
然
の
威
巌
に
打
た
れ
て
唖
然
ざ
し
或
は
天
巧

地
奇
に
洸
惚
ご
し
時
に
拍
手
し
時
に
喝
飛
す
、
充
分
に
蒲

足
を
興
へ
て
辻
村
氏
に
演
壇
を
譲
る
ｏ

耳
を
聾
す
る
拍
手
上
む
や
徐
ろ
に
欧
洲
ア
ノン
プ
ス
を
説

き
出
し
た
、
明
快
な
調
子
ざ
洞
朗
な
音
聾
で
名
句
快
鮮
が

渡
々
湧
き
出
づ
る
如
ぐ
吐
露
し
て
底
止
す
る
こ
こ
ろ
を
知

ら
す
、
流
暢
な
る
佛
獨
英
語
を
頻
豪
し
て
嘉
衆
を
煙
に
捲

き
、
欧
洲
ア
″
プ
ス
曾
遊
者
は
勿
論
未
知
者
ざ
雖
も
吾
國

屈
指
の
映
書
ざ
粕
俊
つ
て
さ
な
が
ら
賃
地
を
逍
邊
す
る
の

思
ひ
あ
ら
し
め
た
、
さ
れ
ば
五
百
の
頭
朧
咳
も
せ
ず
森
閑

一
七
〇

ご
し
て
酵
へ
る
が
如
く
聞
き
惚
れ
た
、
只
批
快
な
映
書
に

封
す
る
晏
作
的
散
馨
ざ
反
射
的
拍
手
が
時
々
綾
真
を
破
つ

た
ｏ殊

に
ア
プ
ラ
ン
シ
ユ
遭
難
の
前
後
、
人
事
不
省
か
ら
覺

醒
し
て
ク
ン
グ
ア
ス
を
覗
く
や
う
に
見
え
た
五
人
の
尼
信

の
段
に
及
ぶ
や
、
鬼
氣
人
に
迫
ま
り
粛
然
ざ
し
て
難
を
呑

の
み
物
に
襲
は
れ
水
を
か
け
ら
れ
た
や
う
な
氣
が
し
た
。

か
く
し
て
講
演
は
二
時
間
に
し
て
経
つ
た
が
此
位
緊
張

し
た
講
演
は
稀
有
な
も
の
で
あ
ら
う
満
場
割
る
ヽ
ば
か
り

の
拍
手
で
降
壇
さ
れ
た
時
小
川
博
士
が
飛
ん
で
末
て
氏
ご

η

熱
い
握
手
を
変
換
し
た
の
も
最
も
ご
領
か
れ
た
。
　
　
　
　
岬

山
岳
に
封
す
る
多
大
の
威
動
ざ
印
象
を
興
へ
ら
れ
て
慕

衆
は
満
足
げ
に
散
じ
た
、
散
會
後
休
憩
室
で
欧
洲
ア
／
ブ

ス
曾
遊
の
中
島
、
雉
本
、
小
川
三
博
士
は
頻
り
に
辻
村
氏

ざ
語
り
合
つ
て
ゐ
た
吾
々
も
あ
ざ
か
た
づ
け
を
し
て
あ
る

最
中
も
雨
氏
の
講
演
並
に
幻
燈
書
の
優
秀
逸
品
の
こ
ざ
ば

か
り
饒
舌
う
な
が
ら
、
時
の
移
る
を
知
ら
な
か
つ
た
が
九

時
年
に
解
散
し
た
。

東
大
學
生
集
會
場
で
山
岳
幻
燈
講
演
會
は
是
で
三
度
で

あ
る
が
何
れ
劣
ら
す
盛
會
で
あ

つ
た
、
一
度
は
三
高
山



曲醤

岳
會
二
度
目
は
開
西
山
岳
會
三
度
目
が
即
ち
吾
部
の
開
催

で
あ
る
、
高
野
氏
は
三
度
Ｅ
も
御
講
演
下
さ
れ
、
辻
村
氏

は
三
度
で
、
殊
に
務
め
は
欧
洲
ア
〃
プ
メ
出
獲
の
前
花
出

演
せ
ら
れ
た
の
で
掃
朝
後
再
び
同
會
場
で
講
演
さ
れ
た
る

は
吾
々
に
於
て
も
罰
氏
に
取
っ
て
も
威
漑
の
深
い
こ
Ｅ
で

あ
つ
た
。

高
野
氏
は
多
忙
な
業
務
を
控
へ
御
令
息
の
看
病
を
棄
て

臨
時
講
演
に
出
席
せ
ら
れ
、
辻
村
氏
は
既
定
の
婦
郷
を
江

げ
て
延
期
し
快
諾
さ
れ
其
他
爾
氏
は
幻
燈
機
械
ス
タ
リ
ー

ン
の
貸
典
等
抄
な
か
ら
す
便
宜
を
典
へ
ら
れ
た
に
就
て
吾

部
は
満
腟
の
謝
意
を
表
す
る
の
で
あ
る
、
又
本
學
数
授
雉

本
、
中
島
、
小
川
、
斎
藤
、
青
柳
、
大
井
諸
博
士
を
和
め

多
数
の
来
場
を
得
て
光
彩
を
添
え
、
大
學
電
気
術
の
中
島

氏
が
専
ら
幻
燈
の
監
督
を
斡
旋
せ
ら
れ
、
三
高
山
岳
會
員

の
諸
氏
が
本
會
の
大
年
の
準
備
を
せ
ら
れ
た
に
就
き
謹
ん

で
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
ｏ
　

（８

ｏ
Ｋ

生
）

・‐
，
‐
‥
‐
３
８
０
・
‐
・
＝
等

゛
・・
ハ
＝
》
・
・
贔
葛
轟
）
守
０
こ
▲
ｍ
Ｗ
中
・
０

０
”Ｗ
γ
ん
ｎ
Ｈ
Ｖ

，
３
‐
・
‐
‐
，
ｌ
ｌ
‐
ｉ

一
高
旅
行
部
近
況

十
年

一
溌
所
戦
の
報
告
に
つ
や

い
て
部
の
近
況
を
報
す
可
く
議
上
を
葬
借

◎
維
　
　
　
　
銀
　
　
各
地
の
山
岳
曾
鷲
報
（三
）

吝
せ
て
戴
き
ま
す
。
大
正
四
年
二
月
茶
話
會
を
開
く
、
生
僣
朝
楽
の
彗
に
来

會
を
約
せ
ら
れ
た
田
山
種
袋
、泉
鏡
荏
、
二
氏
の
爽
會
な
く
い
さ

３
Ｔ
失
塁
し

た
人
も
あ
つ
た
機
で
あ
つ
た
が
、
梅
澤
、
辻
村
等
の
先
識
方
雲
に
も
め
げ
十

出
席
せ
ら
れ
、
数
十
名
の
部
員
１■
振
語
り
山
話
し
に
薬
し

い
夕
な
途
つ
た
。

な
ほ
常
夜
左
の
談
話
が
あ
つ
た
。

一
、
大
肇
原
登
山
談
　
（賞
物
幻
澄
使
用
）
　

部
　
”貝

一
、
樺
太
旅
行
談
　
　
（同
　
　
　
　
上
）
　

同
　
上

二
月
講
演
會
を
開
く
。
昨
冬
縮
朝
せ
ら
れ

た
る
辻
村
先
輩
の
欧
洲
ア
ツ
プ

ス
談
を
願
つ
て
午
後
六
時
び
ら
曜
鳴
堂
で
大
襲
裟
に
開
く
こ
ミ
に
し
た
。

一
、
山
　
の
　
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
晩
霞
氏

一
、
欧
洲
ア
ル
プ
ス
旅
行
談
　
（幻
燈
使
用
）

辻
村
伊
助
氏

山
岳
會
び
ら
高
野
氏
梅
澤
先
輩
等
爽
ら
れ
種
々
御
養
力
下
さ
つ
た
。
議
先

生
を
初
め
校
友
堂
に
満
つ
る
の
盛
會
を
塁
し
、
趣
床
ふ

，
き
丸
山
氏
の
談
１■

目
醒
む
る
斗
り
の
幻
澄
に
あ
ら
に

る
主
ス
ウ
イ
ス
の
高
山
深
答
に
辻
村
摯
士

の
振
談
り
に
夜
の
夏
く
る
を
も
知
ら
ぎ
る
有
様
で
あ
つ
た
。

夏
期
休
暇
に
は
例
に
よ
り
た
の
数
組
の
波
行
隊
を
各
方
面
に
途
つ
た
。

第

一
班
。
赤
城
山
長
瀬
沼
川
俣
日
光
方
面
。　
　
　
　
　
一
組

第
二
班
。
常
念
山
塊
棺
夕
岳
上
高
地
方
面
。　
　
　
　
　
二
組

第
二
班
。
針
ノ
本
時
を
経
て
立
山
餌
方
面
。　
　
　
　
　
一二
組

其
他
別
勧
隊
ミ
し
て
白
峯
維
走
及
白
峯
荒
川
赤
石
方
面
へ
一
組
づ
３
、
な

ほ
個
人
重
し
て
南
北
ア
ツ
プ
ス
を
設
に
び
け
て
維
行
積
行
を
恣
に
し
た
も
の

の
数
―■
甚
多
い
。
曜
翌
族
行
に
六
月
下
旬
尾
漱
行
に
和
ま

つ
て
八
月
上
旬
な

石
登
り
に
絡
る
。

な
ほ
我
部
で
に
今
夏
を
期
し
て
山
東
滞
韓
方
面
へ
園
段
旅
行
の
計
到
な
立

一
七
一

ウ
０

０
Ｊ

ハ
リ
‘
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て
た
が
島
事
に
瀬
戸
校
長
の
熱
心
な
る
賛
成
を
得
四
月
に
開
ず
れ
た
高
等
撃

校
長
會
議
に
於
て
同
校
長
の
渡
議
ｉｔ
各
校
長
の
賛
同
を
得
夏

に
文
部
省
及
陸

海
軍
省
の
多
大
な
る
好
意
に
よ

つ
て
南
洋
新
占
領
諸
島
及
支
那
満
韓
方
面
ヘ

旅
行
国
を
出
さ

る
ヽ
事

」゙
な
つ
た
。
故
に
本
部
に
於
て
に
本
校
内
の
旅
行
希

望
者
の
世
話
に
任
す
る
事
さ
な
り
廣
瀬
部
長
及
谷
山
生
徒
監
の
議
力
に

よ
り

島
行
に
多
大
の
効
果
を
薔
し
て
成
功
に
絡
つ
た
。

ホ
部
員
も
此
の
行
に
加
に
る
も
の
多
く
鋪
爽
こ

れ
デ
報
告
講
演
會
を
開
く

事
ｔ
し
た
。

九
月
下
旬
於
曜
鳴
室
二
日
に
渉
り
賓
物
幻
澄
を
使
用
し
午
後
六
時
よ
り
開

曾
し
た
。

南
洋
施
行
報
告
講
演
會

一
、
南
洋
の
人
情
風
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
　
員

一
、
般
中
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
上

一
、
南
航
難
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
上

一
、
為
具
説
明
　
（貸
物
幻
澄
約
八
十
枚
）
　

　

同
　
上

支
那
旅
行
報
告
講
演
會

一
、
満
韓
方
面
旅
行
談
　
（資
物
幻
澄
使
用
）
　

部
　
員

一
、
支
那
本
部
旅
行
談
　
（同
上
）
　
　
　
　
　
同
　
上

一
、
泰
山
ｔ
曲
阜
　
　
　
　
　
　
　
　
先
輩

襲
谷
撃
士

一
、
青
島
よ
り
北
京
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
谷
山
生
徒
監

後
数
日
動
物
貴
験
室
に
於
て
展
覧
會
を
開
き
圭
ｔ
し
て
南
洋
エ
リ
の
探
集

品
参
考
品
等
を
鰊
列
し

た
。
開
會
目
数
二
日
校
友
以
外
の
楽
甕
者
も
多
数
見

受
け
ら
れ
た
。

山
崎
博
士
郡
須
撃
士
青
木
撃
士
辻
村
太
郎
氏
等
種
一
の
探
集
品
を
出
品
し

一
七
二

て
陳
列
場
を
賑
に
し
て
下
さ
つ
た
。

十
月
末
行
軍
後
三
日
の
休
暇
を
利
用
し
て
秩
父
方
面
に
二
油
旅
行
を
試
み

即
ち
青
梅
エ
リ
雲
取
を
越
え
三
峯
に
下
つ
て
婦
る
も
の
で
あ
る
、
天
候
不

更
の
た
め
好
成
績
を
奉
ぐ
る
事
に
出
来
な
ず

つ
た
け
れ
ぎ
十
名
の
隊
員
１■
愉

快
な
族
を
す
る
事
が
出
来
た
、）

大
正
五
年
二
月
茶
話
會
を
開
き
、

一
、
欧
洲
旅
行
談
　
（賞
物
幻
澄
使
用
）
　

　

丸
山
致
接

一
、
欧
洲
ア
ル
プ
ス
生
産
　
（伺
上
）
　
　
　
大
闘
學
士

の
二
新
競
朝
者
の
耳
新
ら
Ｌ
い
談
を
悪
い
た
。

春
休
み
に
は
大
の
班
の
旅
行
隊
を
送
つ
た
。

第

一
班
。
富
士
藩
野
及
富
士
川
下
リ

第
二
班
。
伊
豆
及
天
城
山

第

一
斑
に
は
丸
山
教
授
デ
獨
逸
仕
込
み
の
リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ
タ
を
脊
に
し
て

参
加
せ
ら
れ
る
な
ぎ
二
月
一
日
夜
の
東
京
停
車
場
に
な
ザ
′
ヽ
賑
び
で
あ
つ

最
後
に
李
常
多
大
の
好
意
ｔ
指
導
を
興
へ
て
下
さ

ら
山
岳
會
及
諮
先
輩
の

方
に
感
謝
し
て
今
回
の
報
告
を
了
る
。
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覆
ヨ
ヨ
ー
國
壼
目
層
ョ
３
１
〓
ョ
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ロ
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ョ
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■
ョ
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旧
旧
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旧
旧

ｅ
雲
中

登

山

０
雲
の
金
剛
山
ヘ

▲
営
地
夕
陽
丘
高
等
女
學
校
登
山
部
で
―■
数
日
前
金
剛
山
上
に
入
寸
餘
の
降

雪
が
あ
つ
た
重
の
管
信
に
さ
ら
ば
踏
破
の
状
遊
を
試
み
ん
ｔ
二
十
七
日
午
少

女
生
徒
中
の
健
脚
者
三
十
餘
名
を
選
技
し
て
河
内
Ｔ
ら
大
和
方
面
へ
雪
の
金

剛
越
え
を
行
つ
た
。

▲
三
十
餘
名
の
女
生
徒
１■
い
づ
れ
も
甲
菱
々
や
し
い
軽
装
に
ソ
コ
タ
マ
糧
食

を
詰
め
込
ん
だ
下
袋
を
一
様
に
脊
負
ひ
こ
ん
で
同
校
登
山
部
の
朝
輝
、
竹
下
、

山
田
の
三
教
諭
に
引
卒
さ
れ
午
前
六
時
申
高
野
鐵
道
の
汐
見
橋
灘
を
出
雲
す

る
ｔ
次
の
騨
ｒ
ら
秋
山
、
駒
井
、
長
安
の
三
女
教
師
が
乗
込
む
。

▲
い
づ
れ
も
昨
夏
大
峰
入
り
を
企
て

ヽ
途
中
び
ら
葬
み
返
さ
れ
た
女
先
生
達

で
あ
る
。

▲
午
前
八
時
過
ぎ
三
日
市
を
殺
し
て
観
心
寺
着
、
急
阪
十
八
丁
の
探
峠
に
蒐

る
ｔ
女
生
徒
の
追
技
き
競
争
が
始
ま
る
、
女
先
生
ま
で
デ
敗
け
て
は
な
ら
じ

こ
駈
け
上
つ
た
が
先
登
に
い
つ
も
柾
木
そ
の
子

ハ十
五
）
池
田
み
よ
手
（十
四
）
の

爾
生
徒
で
健
脚
の
竹
下
欲
諭
も
舌
を
繕
く
。

▲
十
時
二
十
分
千
早
着
十

一
時
過
二
十

七
町
を
一
散
に
正
午
過
ぎ
金
剛
絶
項

へ
看
い
た
が
入
寸
Ｔ
ら
降
つ
た

重
い
ふ
雲
に
饉
二
寸
ば
ザ
リ
の
残
雲
に
落
膿

◎
維
　
　
　
　
報
　
　
彗
中
登
山

し
た
。

▲
ソ
ン
で

も
謳
念
の
結
葉
書
に
萬
年
筆
ｆ
色
鉛
筆
な
走
ら
せ
午
後

一
時
四
十

分
絶
項
を
越
え

一
里
二
十
町
の
下
り
道
を
張
行
し

て
北
宇
智
瞬
着
ｔ
豫
定
通

り
の
汽
車
で
無
事
大
阪
へ
覇
つ
た
。

（大
正
五
、
二
、
二
九
、大
阪
毎
日
）

０
積
雲
尺
餘
の
上
を

京
都
二
申
、
三
高
、
東
大
學
生
及
京
都
少
批
賞
業
家
よ
り
な
ら
ス
キ
ー
圏

十
二
名
に
中
山
三
中
校
長
に
引
卒
せ
ら
れ
二
十
日
午
前
五
時
京
都
壼
八
時
長

濱
騨
着
伊
吹
山
麓
春
照
村
に
着
ず
れ
ば
既
に
今
村
住
友
銀
行
支
配
人
の
如
き

前
夜
よ
り
油
り
込
み
一
行
を
待
ち
居
れ
る
熱
心
家
あ
り
氣
勢
頓
に
島
れ
り

一

行
に
直
に
用
意
を
調
へ
登
山
の
途
に
着
け
可
伊
吹
１■
連
日
の
降
雲
に
て
饒
に

▲
由
麓
積
雲
五
寸
　
に
及
び
ス
キ
ー
を
肩
に

せ
る
一
行
に
氷
彗
を
踏
み
約
二

百
米
突
の
高
所
に
登
れ
ば
一
帯
の
尺
餘
の
積
雲
堅
く
凍
り
て
鏡
面
の
如
く
滑

ら
ず
な
り
一
行
に
第
一
回
の
練
管
を
試
み
る
べ
く
ス
キ
ー
を
着
け
中
山
校
長

指
揮
の
下
に
維
横
に
滑
走
せ
り
見
渡
せ
ば
琵
琶
湖
を
眼
下
に
融
下
ず
幾
十
町

歩
に
亘
ろ
斜
面
に
は
一
樹
一
石
の
露
出
す
る
な
く
白
布
を
述
べ
た
る
が
如
き

に
時
々
全
山
を
覆
ふ
。

▲
猛
烈
な
る
吹
雲
　
の
襲
ひ
薬
る
中
ス
キ
ー
の
雪
を
蹴
つ
て
矢
の
如
く
飛
び

変
ふ
様
興
に
痛
快
な
り
午
前
十

一
時
頃
に
は
東
大
山
岳
會
員
三
十
名
も
来
り

會
し
雲
中
に

て
運
朝
家
の
健
康
な
説
臓
し
合
ふ
な
ぎ
此
日
の
伊
吹
１■
京
都
運

一
七
三

雑

報

″
０

０
Ｊ

ρ
０
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◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
彗
中
登
山

動
家
の
鴛
に
征
伏
せ
ら
れ
た
る
霊
な
り
，
午
後
も
亦
数
回
練
管
を
試
み
薄
暮

引
き
揚
ぐ
る
豫
定
な
り
。
（近
江
伊
火
茶
電
Ｘ
大
正
四
、
ニ
ゴ
〓

、大
阪
毎
日
）

０
伊
吹
山
頂
で

二
十
日
朝
登
山
、　
伊
吹
山
の
一
今
日
梅
子
ケ
原
で
京
二
中
の
開
西
ス
キ
ー

園
Ｃ
別
れ
た
。

▲
絶
人
数
二
十
餘
　
名
の
京
都
帝
国
大
學
登
山
隊
に
伊
大
岐
法
科
大
學
生

の

案
内
で
四
千
六
百
尺
を
踏
破
す
べ
く
軍
歌
を
高
唱
し
つ
ゝ
項
上
指
し
て
一
足

毎
に
深
く
な
り
行
く
自
雲
を
物
び
に
さ
踏
に
ぢ
り
登
り
始
め
る
や、

▲
不
審
や
楳
の
跡
　
デ
額
い
て
居
ろ
槻
に
誰
Ｔ
や
登
つ
た
に
相
違
な
い
こ
憤

犠
し
つ
ゝ
勇
を
鼓
し
て
四
合
目
ま
で
達
し
た
り
し
時
も
吹
雲
デ
襲
う
て
来
た

一
同
に
痛
快
痛
快
こ
喜
び
叫
び
六
合
目
に
達
す

る
こ
彗
に
腰
を
埋
め
吹
雲
に

刻

一
刻
降
積
り
、

▲
一
寸
先
見
え
す
　
此
に
進
退
の
自
由
を
失
ひ
危
険
状
態
に
陥
つ
た

び
約
十

分
間
程
し
て
少
Ｌ
く
歌
ん
だ
の
で

や
れ
′
ヽ
ざ
胸
撫
で
下
し
七
合
目
を
過
ざ

八
合
目
九
合
目
を
突
破
し
て
午
後
一
時
三
十
三
分
若
森
法
科
大
學
生
ほ
第
一

着
に
項
上
に
着
き
、

▲
先
陣
の
功
名
を
　
恣
に
し
や
う
こ
し
た
び
十
一
時
牛
頃
量
の
根
圭
人
公
名

古
屋
第
八
高
等
撃
校
山
岳
會
員

一
部
二
年
生
毛
利
子
欝
の
令
息
従
五
位
毛
利

高
亮
氏
外
四
名
が
陣
取
つ
て
居
た
、
二
時
を
打
つ
た
時

一
同
揃
つ
た
の
で
日

本
武
尊
の
石
像
前
で
八
高
生
ｔ
固
き
握
手
の
変
換
を
な
し
陛
下
の
萬
歳
を
三

唱
し
た
項
上
に
吹
く
風
強
く
、

▲
骨
な
刺
す
や
う
　
で
あ

つ
た
が
約
二
十
分
間
脚
下
に
横
に
れ
る
琵
琶
湖
の

風
光
を
賞
ヘ
ニ
時
牟
意
氣
天
を
衝
く

の
概
な
以
て
八
高
生
ｔ
共
に
念
阪
に
仰

一
七
四

向
け
だ
な
り
尻
鮮
を
っ

い
た
姿
勢
で
下
り
三
時
一
合
目
に
降
り
着
い
た
。
腱

鹿
で
、

▲
ス
キ
ー
回
ｔ
土
（　
に
五
時
山
を
辞
こ
長
岡
躍
八
時
鷲
の
汽
車
で
京
都
に
錦

つ
た
本
年
項
上
へ
始
め
て
登
つ
た
の
に
島
の
一
行
で
あ
る
。
（大
正
四
麟
ヽ
ニ

ニ
、大
阪
朝
日
）

０
雲
中
大
峰
昇
う

山
階
歌
會
大
阪
組
運
中
七
人
が
頭
巾
ｔ
錫
掛
姿
に
身
を
日
め
法
蜆
具
を
吹

き
鈴
な
鳴
ら
し
二
本
の
大
シ
ヤ
ベ
ル
で
雲
を

，
き

わ
け
三
日
が
ヽ
り
で
大
峰

山
を
踏
破
し
た
、
そ
の
中
に
矢
内
ひ
で
ｔ
云
ふ
四
十

一
の

▲
酒
屋
の
Ｓ
Ｔ
み
　
さ
ん
が
一
人
加
に
つ
て
お
る
の
に
面
白
い
、
明
治
六
年

に
さ
山
な
開
い
て
ザ
ら
女
人
の
登
山
を
許
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
麓
の
洞
川
村

〔り

の
著
者
達
デ
承
知
電
す
三
四
年
前
に
先
達

一
人
を
運
れ
た
女
運
れ
ず
鷲
山
な

６９

企
て
た
時
に
は
村
官
ま
で
開
い
て
妨
害
し
た

重
云
ふ
有
檬
。
そ
れ
な
憚
つ
て

′ミ

ト
秀
さ
ん
に
蔵
王
堂
Ｔ
ら
五
六
町
上
つ
た
愛
染
で
待
つ
て
わ
て
一
行
の
来
る

の
を
反
封
に
辺
へ
厭
應
無
し

に
従
い
て
行
つ
た
ミ
云
ふ
、
算
二
十
二
口
午
後

六
時
に
湊
町
轟
を
肇
し
た
一
行
に
、

難
波
蒐
二
、
山
田
次
吉
耶
、
佐
野
甚
六
、
友
田
藤
次
郎
、
新
田
虎
治
郎
、

山
野
二
次
郎
、
干
井
富
蔵
。

ミ
前
減
の
む
秀
さ
ん
を
加
へ
た
八
人
で
、

▲
何
れ
も
不
動
様
　

」゙役
の
行
者
な
心
に
所
り
雪
を
犯
し

て
登
つ
た
デ
そ
の

日
は
百
町
目
の
炭
焼
小
屋
で
一
泊
し
た
、
島
庭
ま
で
に
豊
し
た
る
困
難
も
無

ず
つ
た
デ
翌
日
に
魯
山
第

一
の
高
峰
大
天
丼
を
滋
る
事
ｔ
て
連
中
に

一
生
懸

命
揃
つ
て
草
義
を
穿
き
代
へ
る
や
ら
鉢
犠
な
し
め
直
す
や
ら
、
や
が
て
大
天
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井
の
下
ま
で
茶
ろ
〓
眼
前
に
銀
の
桂
何
十
本
電
な
く
突
立
つ
て
わ
る
、
云
ふ

迄
も
無
く
大
れ
―■
大
水
柱
で
直
径
が
一
尺
長
さ
が
一
丈
八
尺
Ｃ
云
ふ
の
だ
ザ

ら
驚
び
ざ
ろ
を
得
な
い
、
大
天
丼
の
次
が
例
の

▲
蛇
原
の
難
所
　
谷
に
は
水
デ
凍
つ
て
氷
こ
な
り
、
そ
の
氷
の
上
を
猪
マ
硬

デ
ウ
ロ
′
ヽ
食
ひ
物
を
見
つ
け
て
わ
る
電
聞
い
て
は
含
更
に
恐
ろ
ｔ
い
、
猶

や
硬
ぜ
云
へ
ば
谷
間
ば
Ｔ
り
で
無
く
昨
夜
宿
つ
た
炭
焼
小
屋
の
近
所
に
も
梅

鉢
の
や
う
な
足
跡
デ
所
ま
ん
だ
ら
に
着
い
て
わ
た
、
今
宿
の
あ
た
り
に
、

▲
雲
の
深
さ
が
四
尺
　
を
過
ぎ
シ
ヤ
ベ
ル
を
使
つ
て
掘
ら
な
け
れ
ば
通
る
道

も
無
い
右
檬
、
折
柄
風
ほ
吹
き
猛
り
本
デ
折
れ
る
雪
デ
飛
ぶ
二
間
の
先
デ
見

え
な
い
中
を
鈴
の
音
ぱ
”
り
が
チ
リ
ン
チ
リ
ン
重
聞
え
て
あ
る
。
桐
辻
、
油

ヒ
ぼ
し
、
金
び
け
な
ぎ
の
難
所
が
雪
や
水
に
開
さ
れ
て
居
る
事
ｔ
て
危
陰
に

言
語
に
絶
し
て
ゐ
る
、
斯
う
し
て
本
堂
へ
着
い
た
の
に
二
十
三
日
の
午
前
八

時
で
護
摩
を
焚
い
て
所
念
を
凝
ら
し
療
え
た
手
足
を
暖
め
た
時
始
め
て
人
心

地
デ
付
い
た
さ
い
ふ
。
（大
正
三
、
一
、
二
六
、大
阪
朝
日
）

０
雪
の
六
甲
の
娘
子
軍

―
夕
陽
丘
女
學
生
の
登
山
１

夕
陽
丘
女
學
校
登
山
部
に
て
１■
数
日
前
よ
り
今
年
度
の
最
絡
登
山
こ
し
て

生
駒
よ
り
倍
資
へ
の
維
走
を
計
雲
中
十

一
日
六
甲
に
降
雲
あ
り
こ
の
通
知
に

接
し
急
に
計
護
を
獲
更
し

一
行
百
三
十
名
の
女
生
徒
ほ
竹
下
、
朝
輝
、
峰
谷

納
谷
、
中
村
、
長
安
、
潮
田
の
七
教
諭
引
卒
の
許
に
十

二
日
午
前
七
時
阪
神

電
鐵
権
田
よ
り
乗
車
東
明
に
下
車
し
午
後
一
時
過
ぎ
山
項

に
達
し
ゴ
シ
フ
グ

ア
タ
ノ
ド
に
て
雲
合
戦
を
行
ひ
居
る
折
柄
紳
戸
住
友
銀
行
支
店
長
今
村
幸
男

氏
家
族

一
同
■
引
連
れ
て
登
出
し
爽
り
同
氏
に
比
機
會
を
以
て

「女
子
こ
登

◎
維
　
　
　
　
報
　
　
曇
中
登
曲

山
」
の
題
下
に
一
場
の
講
演
を
な
し

，
く
て
約
二
時
間
後
下
曲
五
時
無
事
梅

田
看

一
同
解
散
せ
り
。
（大
正
五
、三
二

四
、大
阪
毎
日
）

０
盲
生
の
雲
中
比
叡
登
山

私
立
京
都
盲
唖
院
―■
て
は
市
よ
り
兎
角
の
干
渉
あ
り
し
に
も
拘
ら
ず
血
気

に
逸
る
生
徒
の
希
翼
揮
へ
難
く
十
九
日
午
前
八
時
二
十
分
、

▲
盲
生
部
の
生
徒
　
男
女
有
志
二
十
餘
名
を
廣
瀬
校
長
以
下
職
員
七
名
が
引

率
し
て
雲
の
比
叡
山
１■
壮
快
な
る
百
人
登
出
の
新
謳
録
を
作
り
た
り
島
の
目

京
都
附
近
に
十
二
月
に
入
り
て
よ
り
始
め
て
の
降
雲
に
て
一
行
―■
距
離
の
短

縮
を
固
あ
鴛
登
山
道
を

▲
最
も
強
し
き
　
雲
彗
阪
に
取
り
た
る
た
め
山
麓
な
る
修
撃
院
村
に
て
既
に

リヽ

二
三
寸
の
降
雲
あ
り
登
る
に
随
つ
て
雲
―■
膝
な
液
す
る
程
こ
な
り
し
が
夏
―■

９７

風
電
す
力
足
を
探
り
な
が
ら
踏
み
〆
め
て
登
曲
を
鑽
く
、　
一
行
中
の
最
年
少

んで

者
に
漸
く
今
年
ｔ

▲
十
四
歳
の
少
年
　
育
人
に
ヽ
中
に
に
六
名
の
盲
女
生
徒
あ
り
し
デ
何
れ
も

蕎
の
設
立
を
高
く
疑
げ
一
本
の
棋
を
頼
り
に
韓
び
つ
張
び

つ
関
の
鷲
な
場
げ

遠
二
無
二
雲
を
数
分
け
て
攀
登
り
午
前
十

一
時
に
は
早
く
も
、

▲
絶
項
に
迪
つ
斗
・　
四
明
ケ
嶽
な

る
狩
門
岩
に
於
て
一
同
天
皇
隆
下
の
高
畠

を
唱
へ
午
餐
を
喫
し
た
ろ
後
折
柄

▲
降
り
頻
る
吹
雲
・
の
中
を
物
ｔ
も

せ
↑
江
渕
阪
本
に
降
り
て
夏
に
木
津
迄

を
徒
歩
し
一
同
硫
水
運
河
の
般
に
乗
つ
て
夜
に
入
り
無
事
京
都
に
撮
看
し
た

る
デ
一
行
中
に
は
高
足
駄
な
穿
き
た
る
ま
ゝ
杖
な
猥
廻
し
て
行
程
、

▲
七
里
餘
の
雪
山
　
道
を
購
破
し

た
る
張
の
者
あ
り
、
此
行
に
参
加
し
た
る

同
校
の
特
待
生
に
し
て
日
下
鐵
接
科
第
二
年
に
在
學
ぜ
ろ
中
瀬
三
鄭
に
元
氣

一
七
五

-a-1 
"\i-s1 \,A\^s.-:..!-,-\ -.- V\\-'.J_:\\v\\':!_\ 
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山岳

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
初
雪
　
登
山
者
の
氣
沼

好
き
面
を
輝
び
も
つ
ヽ
語
る

「
夏
の
山
亡
違
つ
て
冬
の
山
１■
」

▲
手
で
探
つ
て
も
　
雲
が
わ
び
る
の
で
愉
快
で
す
一
本
の
杖
で
ヨ
ク
足
場
を

測
つ
て
は
登
る
の
で
隠
分
韓
び
ま
し
た
が
雲
が
あ

る
の
で
怪
我
を
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
せ
ぬ
段
や
高
く
な
る
こ
「

▲
空
気
の
感
覺
で
　
一
種
云
ふ
に
い
に
れ
ぬ
氣
分
に
な
り
寒
く

さ
へ
な
Ｔ
つ

た
な
ら

，
ン
な
庭
で
勉
張
し

た
い
重
思
ひ
よ
し
た
、
霧
の
箸
い
て
く
る
時
に

ヨ
ク
香
で
わ
Ｔ
り
ま
す
寒
さ
に
随
分
こ
た
へ
ま
し
た
が
島
戯
が
愈
や
絶
項
だ

言
聞
い
た
時
ｔ
皆
で
萬
歳
な
唱
へ
た
愉
快
さ
ｔｔ
一
生
忘
れ
ま

せ
ぬ
阪
本
へ
下

山
の
道
で
裁
や
一
行
中
の
、

▲
盲
女
生
が
杖
を
力
に
降
り

て
行
く
の
を
折
柄
登
つ
て
茶
た
東
京
高
等
師
範

撃
校
の
生
徒
デ
見
て
肝
を
潰
し
た
の
に
賓
に
痛
快
で
し
た
」
ｔ
意
氣
軒
島
た

り
同
校
に
く
に
二
月
頃
の
大
雲
に
際
し
て
第
二
回
の
彗
中
登
山
を
翁
す
べ
く

計
蓋
中
な
り
重
。
（大
正
四
、
一
二
、三
二
、大
阪
毎
日
）

‥

‘
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

，
Ｉ

‥

澱

Ｅ

ｎ
Ｕ

７

１

ハ

υ

０

７
Ｗ

饉

Ｖ

◆
Ｏ

ｖ
一
念

＝

小
↓
Ｏ

Ａ

Ｗ

Ｙ

お

“
Ｉ

‥

１
１
１
１

１

１
●
１
１

１

●
初
　
彗

０
信
飛
園
境
の
一初
雲

松
本
地
方
ｌｔ
近
頃
俄
Ｔ
に
冷
氣
ｔ
な
り
最
低
温
度
は
三
十
三
度
の
日
も
あ

り
や
ア
ル
プ
ス
連
峰
に
穂
高
嶽
を
中
心
ｔ
し
て
初
雲
に
自
く
成
れ
り
。
（大
正

四
、
一
〇
二

七
、信
濃
毎
日
）

０
・初

雲

降

る

四
阿
の
高
嶺
よ
り
菅
干
へ
長
野
市
附
近
に
輩
数
日
来
俄
に
冷
氣
を
加
へ
十

四
日
朝
の
長
野
測
候
所
最
低
氣
温
１■
四
十
七
臓
三
分
ま
で
下
り
上
信
口
境
１■

一
セ
六

営
る
四
日
の
高
嶺
よ
り
菅
不
一
帯
に
亘
り
初
雲
を
降
ら
し
た
り
。
（大
正
四
、

一
〇
二

五
、信
濃
毎
日
）

０
浅
間
蓼
科
の
和
雪

十
六
日
早
暁
縄
間
及
び
蓼
科
八
ケ
岳
の
請
山
に
初
雲
興
白
に
降
憤
り

た
り

（大
正
四
、
一
〇
、二
七
、倍
濃
毎
日
）

，
１
・１
，
１
１
１
１
１
■
ｌ
Υ
ｌ
■
Ｕ
Ｏ
↓
＝
Ｕ
こ
０
〉一●
冊
＝
３
０
ハ
＝
Ｉ
ふ
１
り
８
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１

０
登
山
者
の
氣
燿

―
行
の
登
山
も
面
白
い
１

東
大
陸
上
運
動
部
の
主
催
で
四
日
の
午
後

一
時
か
ら
法
科
の
大
講
堂
に
第

一
回
山
岳
講
演
展
電
會
び
行
に
れ
た
、
中
島
博
士
に
英
の
高
等
學
校
在
拳
中

〔り

赤
城
山
で
純
強
し

た
大
危
険
を
物
語
り
山
な
南
側
よ
り
登
る
場
合
ｉｔ
北
側
■

６９

り
す
る
場
合
よ
り
も
雲
の
有
無
に
就
て
特
に
注
意
Ｃ
れ
ば
な
ら
り
、
余
が
義

の
危
難
に
澄
過
し
た
の
に
四
月
の
初
旬
で
山
の
南
に
は
既
に
若
草
デ
萌
え
出

て
居
た
位
で
あ
る

，
ら
項
上
の
彗
が
深
い
な
ぎ
夢
に
も
想
像
し
な
ず
つ
た
の

で
飛
ん
だ
間
違
ひ
を
惹
き
起
し
た
自
分
の
経
験
に
よ
れ
ば
積
雲
に
樹
木
の
近

く
デ
深
く
木
の
無
い
所
が
浅
い
様
で
あ
る
ス
湖
水
な
渡
ろ
に
入
大
に
中
央
な

行
け
ｔ
秋
へ
た
理
窟
を
聞
い
て
見
れ
ば
な
る
程
ミ
思
ふ
け
れ
ぎ
も
璃
璃
よ
り

も
青
く
ス
物
凄
い
程

▲
澄
み
切
つ
た
氷
　
の
面
を
無
維
作
に
具
中
を
歩
む
勇
氣
に
出
な

い
自
然
ｔ

端
の
方
を
通
り
度
な

る
も
の
で
あ
る
な
ぎ
ヽ
頗
ろ
印
象
深
い
話
な
経
ろ
ミ
年

の
若
い
田
中
理
學
士
デ
私
は
氷
河
に
就
て
手
引
の
様
な
事
を
議
し
ま
す
電
前

置
し
て
先
づ
氷
河
の
概
念
を
説
明
し
最
後
に
日
本
に
水
河
有
無
の
問
題
が
起



山番

つ
た
の
に
極
く
近
い
護
で
ぁ

る
デ
明
治
二
十
五
年
曲
崎
博
士
が
飛
騨
な
旅
行

し
て
多
く
の
カ
ー
ル
な
肇
見
し
て

，
ら
我
国
に
も
音
に
氷
河
デ
あ
つ
た
の
だ

こ
主
張
し
た
然
ろ
に
富
時
綾
山
博
士
な
ぎ
に
日
本
の
気
候
な
理
由
ミ
し
て
之

に
反
封
し
た
の
で
あ
る
が
矢
部
博
士
に
地
層
の
関
係
Ｔ
ら
氷
河
青
定
説
を
圭

張
し
た
、　
儡
々
ヘ
ツ
ト
ナ
ー
が
信
州
島
々
村
で
有
力
な
證
擦
物
を
肇
見
し
て

，
ら
青
定
説
が
往
や
優
勢
ｔ
な
り
小
川
惇
士
も
青
定
論
を
助
け
た
余
も
亦
信

州
に
旅
行
し
て
「
ヘ
ツ
ト
ナ
ー
」
石
に
類
似
の
も
の
を
壼
見
し
た
の
で
あ
る
、

な
Ｔ
′
ヽ
欧
洲
に
於
て
唯
し
く
云
に
れ
る

よ
氷
河
の
壮
観
　
に
今
日
日
本
に
於
て
観
る
事
に
出
来
な
い
け
れ
ざ
も
地
質

時
代
ｔ
交
渉
の
あ
る
痕
跡
を
索
れ
る
事
も
亦
登
山
者
に
取
り

一
つ
の
築
で
あ

ら
う
ミ
邁
に
科
撃
者
ら
し
い
話
を
絡
へ
ろ
ミ
覇
氣
横
盗
ミ
云
つ
た
市
村
博
士

び
腑
勲
国
に
な
つ
た

「
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
」
を
中
心
ざ
す
る
南
綴
の
曲
河
を
指
し

つ
ｙ
得
意
の
霧
を
振
ひ
荀
く
も
猫
逸
に
遊
ん
で
猫
南
の
山
河
を
鞍
渉
し
な
い

者
―■
未
だ
以
て
構
逸
を
談
ろ
に
足
ら
な
い

」゙
の
大
魚
燿
で
席
を
小
川
博
士
に

議
ろ
小
川
憾
士
自
分
等
の
學
生
時
代
に
は
修
養
ｔ
云
ふ
調
に
無
び
つ
た
け
れ

ぎ
も
事
賃
そ
の
も
の
―■
旅
行
に
買
ふ
所
が
甚
だ
多
び

つ
た
ミ
恩
ふ
ｔ
底
力
の

あ
る
聾
で
多
年
山
岳
の
間
に
委
ひ
来
つ
た
気
魂
な
虹
の
如
く
熙
衆
に
投
げ

つ

け
て
置
い
て
後
ち
、

▲
旅
行
に
開
ず
る
準
備
　
の
大
切
な
事
例
へ
ば
行
定
を
豫
定
す

る
に
に
不
面

距
離
の
測
定
電
同
時
に
高
低
の
度
な
参
酌
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
事
濃
霧
に
に
必
ず

毛
織
物
を
用
意
せ
れ
ば
な
ら

ぬ
事
服
装
中
最
も
注
意
す
べ
き
に
腰
部
以
下
に

あ
る
事
英
の
他
携
警
品
の
注
意
を
賓
験
に
照
し
て
町
寧
に
話
し
次
に
維
本
博

士
に
出
を
築
む
の
臓
説
ｔ
題
し
て
山
に
開
す
る
種
々
の
経
験
を
面
白
く
議
し

要
す
る
に
子
が
出
を
築
む
に
上
戸
が
酒
を
発
む
の
電
同
じ
で
只
何
ｔ
云
ふ
事

◎
離
　
　
　
　
報
　
　
登
山
者
の
氣
層

な
こ

に
之
を
業
む
の
で
あ
る
必
す
Ｌ
ｔ
山
の
高
低
な
論
せ
す
山
の
氣
分
を
愛

Ｌ
島
の
氣
分
に
接
し
て
囚
へ
ら
れ
ざ
ろ
気
持
な
獲
得
す
る
事
を
非
常
に
愉
快

重
ず
る
の
で
明
鏡
静
水
の
現
に
立
つ
て
撃
問
を
研
究
し
た

い
ミ
云
ふ
の
が
予

の
理
想
〓
す
る
所
で
あ

る
ミ
邁
べ
て
拍
手
の
内
に
降
壇
す
る
せ
最
後
に
登
山

服
に
身
を
固
め
た
長
駈
緒
類
の
今
村
氏
デ
潤
違
の
難
を
以
て
発
づ
貿
観
し
茶

れ
る
高
山
の
風
趣
な
讚
嘆
し
満
堂
の
臨
衆
を
築
天
地
に
誘
ひ
た
る
徒
徐
ろ
に

話
頭
を
韓
し
て
一
千
八
百
六
十
年
以
後
に
於
け
る

▲
登
山
界
の
欺
況
　
を
述
べ
た
其
の
説
く
所
の
大
要
に
此
頃
欧
洲
で
登
曲
家

」゙藤
せ
ら

ら
ヽ
人
々
に
従
来
の
如
く
甲
乙
丙
二
〓
ふ
標
に
澤
山
の
山
を
一
夏

に
登
る
事
を
し
な
い
で
或
る
一
つ
の
山
を
選
び
之
を
中
心
〓
し
て
種
々
の
研

究
を
す
る
ｔ
云
ふ
事
ざ
流
行
し
色
々
の
著
書
も
出
て
居
る
其
Ｔ
ら
幾
多
の
高

山
に
登
つ
て
山
岳
趣
床
が
次
第
に
濃
厚
に
な
つ
て
く

る
こ
断
崖
絶
壁
を
縄
に

依
つ
て
攀
ぢ
上
る
ｔ
云
ふ
事
を
す

る
の
で
ロ
ツ
ク
ク
テ
イ
マ
ー
に
取
り
で
は

山
の
高
低
に
問
題
で
無
く
只
気
の
覇
い
人
が
身
慄
す

る
様
な
断
農
絶
壁
を
最

も
愉
快
ｔ
す
る
の
で
あ
る
日
本
で
は
穂
高
槍
嶽
三
〓
つ
た
や
う
な
山
や
が
よ

い
の
で
兎
に
角
面
白
味
ミ
困
難
の
程
度
が
正
比
例
す
る
の
で
あ
る
ス
第
二
の

流
行
に
無
案
内
登
山
で
人
に
よ
ら
す
案
内
記
を
東
道
ミ
し
て
行
く
の
で
あ
る

び
ら
危
除
程
度
に
非
常
に
多
い
ア
ク
ン
ァ
ン
ト
の
八
十
パ
ン
セ
ン
ト
に
比
の

無
案
内
登
山
者
ｔ
云
に
れ
て
居
る
山
上
の
気
象
に
震
化
極
ょ
り
な
く
到
底
地

上
の
知
き
も
の
で
な
い
の
で
山
羊
の
好
く
静
び
な
山
容
が
、

▲
瞬
間
に
し
て
修
経
地
獄
重
な
る
事
に
常
で

あ
る
ア
ル
プ
ス
の
一
角
で
二
人

の
案
内
者
が
天
候
激
理
の
帰
に
非
常
な
困
難
に
遭
通
し

て
居
た
の
な
山
驚

で
鯉
速
鏡
を
見
て
居
た
も
の
に
薇
見
さ
れ
一
人
に
断
く
孔
際
が
ら
救
ひ
出
さ

れ
た
が
他
の
一
人
に
即
死
し
て
居
ｉ
ｔ
云
ふ
議
も
あ
る
ス
蜜
乳
月
の
若
夫
婦

一
七
七

０
ヴ

（Ｖａ
り



山
I≧
口重

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
奥
檬
連
の
山
登
り
　
一
日
申
で
大
阪
ザ

が
登
山
し
て
範
び
り
眺
め
に
耽
つ
て
居
る
内
大
デ
千
切
の
谷
底
に
陥
つ
た
ヽ

め
に
新
婦
に
水
河
の
流
れ
を
三
箇
年
間
待
ち
暮
し
漸
く
大
の
死
屍
を
麓
に
得

た
ｔ
云
ふ
憐
れ
な
話
も
あ

る
此
ん
な
風
で
あ
る
デ
普
通
の
人
の
鴛
に
は
専
門

の
案
内
人
が
必
要
で
欧
米
■

に
非
常
に
よ
く
教
育
さ
れ
て
居
る
従
来
登
山
に

夏
の
も
の

言
せ
ら
れ
て
居
た
が
近
頃
冬
の
登
山
ぜ
云
ふ
事
び
流
行
し
殊
に
ス

キ
ー
が
出
来
て
以
来
之
を
利
用
す

る
も
の
デ
年
々
多
く
な
る
様
で
あ
る
ス
キ

ー
に
依
つ
て
相
営
の
斜
地
ま
で
登
り
得
る
ず
ら
絶
壁
の
所
丈
ロ
ツ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
な
や
り
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
面
し
て
ス
キ
ー
に
依
れ
ば
、

▲
一
時
間
六
十
哩
　
の
速
力
を
出
し
得
る
Ｔ
ら
非
常
に
早
く
目
的
地
に
達
す

る
事
が
出
来
る
最
後
に
山
岳
會
に
世
界
各
国
に
出
来
て
殊
に
獨
換
の
如
き

―■

九
萬
の
曾
員
を
有
し
種
々
の
設
備
も
出
来
て
登
山
趣
床
を
有
往
に
助
長
し
て

居
る
裁
山
岳
會
に
目
下
六
百
名
を
有
す
る
に
過
ぎ
な

い
デ
精
茶
往
や
之
を
禁

達
せ
し
め
護
力
の
圧
盛
を
必
要
こ
で
ろ
今
日
の
誰
會
的
需
要
に
應
じ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
電
結
び
五
時
牛
散
鮮
し
た
が
近
爽
稀
に
見
る
沈
着
い
た
興
味
深
い

講
演
會
で
あ
つ
た
。
（大
正
四
、
一
二
、六
、大
阪
朝
日
）
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③
奥
様
連
の
山
登
り

▲
築
し
み
ご
云
へ
ば
ヽ
茶
ｔ
花
の
稽
古
ば
び
り
、
始
ぎ
一
年
中
坐
つ
て
居
る

大
阪
の
奥
檬
連
中
に
少
し
山
登
り
の
面
白
さ
を
知
ら
せ
た
い
こ
高
安
や
す
手

大
入
デ
曇
通
ｔ
な

つ
て
四
月
の
中
頃
花
の
美
し
い
時
に
比
叡
山
登
り
を
試
み

る
さ
う
で
す
、
面
白
い
で
ぜ
う
参
り
ま
せ
う
言
賛
成
を
し
た
方
々
に
大
久
保

知
事
大
人
、
新
妻
警
察
部
長
夫
人
、
臓
生
日
銀
行
支
店
長
大
入
ｔ
令
燿
な
ざ

▲
「山
鷲
り
に
は
全
く
経
験
の
な
い
方
も
あ
り
ま
す
ず
ら
駕
を
や
こ

つ
て
疲

ら
富
士
山
往
復
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八

れ
た
人
を
代
ろ
点
Ｖ
の
せ
た
ら
い
ヽ
こ
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ざ
腰
押
し
の
方
デ

築
だ
さ
う
で
す
γ
ら
そ
れ
に
致
し
ま
す
、
私
に
六
甲
山
に
度
々
登
つ
た
足
で

す
び
ら
そ
ん
な
心
配
に
あ
り
ま
せ
ん
」
遣
高
安
大
人
の
む
話
。
（大
正
五
、三
、

一
二
六
、大
阪
朝
日
）

‐
―

‥

―

―

―

―

・
蝠

Ｕ

Ｔ

Ａ

Ｏ

ｏ

■

Ｔ
鵬

〓

０

■

ｍ

＝

‘

ｏ

ｎ

ＨＹ

ｔ

０

１１

‥

ｌ

ｌ
ｉ

ｌ
ｌ

ｌ
ｉ

ｔ

０
一
日
牛
で
大
阪
か
ら
富
士
山
往
復

□
横
に
走
る
こ
三
百
八
十
五
哩

□
維
に
上
る
こ
一
萬
二
千
餘
尺

大
阪

，
ら
土
曜
日
牛
日
、
日
曜
日
一
日
で
富
士
山
に
登
つ
て
や
爽
う
さ
い

ふ
の
で
私
に
飛
出
し
た
、
富
士
山
′
ヽ
ミ
大
き
く
い
ふ
も
一
■
あ
れ
ば
十
分

〔り

登
つ
て
来
ら
れ
る
こ
思
つ
て
こ
の
七
日
の
土
曜
の
午
後

一
時
三
十
四
分
大
阪

７０

曇
の
東
行
列
車
に
乗
つ
た
、
草
軽
、
金
剛
杖
、
著
薦
な
ぎ
‐■
御
殿
場
で
調
ヘ

る
こ
こ
に
し
て
手
頃
の
パ
ス
ケ
ツ
ト
に
夏
服
一
着
其
他
。

地
団
四
教

（富
士
山
、
御
殿
場
、
山
中
湖
、
大
宮
以
上
陸
地
測
量
部
五
萬

分

一
）
磁
石
、
足
袋
、
手
拭
、
保
温
糧
、
空
気
椀
、
氷
砂
糖
、
石
鹸
、
扇

子
、
費
丹
、
楊
子
、
横
磨
、
書
籍
四
勝

▲
ポ
ケ
ツ
ト
富
士
案
内

（御
殿
纂

町
富
士
通
信
識
曇
行
）

▲
野
中
至
氏
富
士
案
内

（春
陽
堂
）
▲
横
井
春
野

氏
富
士
〓
足
柄

（東
京
散
文
堂
）

▲
小
嶋
島
水
氏
不
二
山

（如
山
堂
）

等
を
詰
め
込
み
裕
衣
が
け
で
二
等
室
の
一
隅
に
虐
待
さ
れ
つ
ゝ
八
日
の
目

曜
の
午
前
三
時
四
十
人
分
御
殿
場
に
着
く
、
御
殿
場
の
町
に
ま
だ
在
び
深
い

轟
前
の
富
士
風
で
登
山
支
度
を
湾
せ
握
飯
一
色
み
、
青
草
牲

一
足
を
腰
に
つ

け
荷
物
を
預
け
て
番
続
札
を
受
取
り
、
凛
し
い
間
に
大
耶
坊
迄
の
歩
行
に
業
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で
あ
る
が
餘
力
な
剰
す
た
め
重
時
間
を
節
約
な
る
た
め
に
二
合
五
勺
の
絡
話

迄
馬
脊
に
簡
ろ
ミ
重
ゝ
ミ
し
て
直
ち
に
浅
間
薄
祗
に
賽
し
、
其
庭
び
ら
馬
脊

に
打
乗
つ
て
午
前
四
時
十
分
御
殿
場
の
町
を
離
れ

る
ｔ
着
車
よ
り
二
十
三
分

を
要
し
た
、
九
も
こ
れ
に
手
順
よ
く
行
つ
た
の
で
、
書
通
１■
ま
づ
四
十
分
こ

見
て
置
び
れ
ば
な
ら
ぬ
。

口
火
山
灰
の
砂
原
を
　
　
□

口
　
　
驀
地
項
上
に
突
進

国

奥
李
治
茶
屋
迄
奈
る
さ
ず

つ
び
り
明
放
れ
営
面
の
富
士
に
六
合
目
邊
り
に

帯
雲
を
続
ら
し
て
静
が
な
る

こ
Ｃ
夢
の
如
く
天
際
に
露
え
て
あ
る
、
馬
に
途

中
瀧
ケ
原
〓
太
耶
坊
で
休
む
こ
こ
に
し
て
わ
る
デ
瀧
ケ
原
の
立
場
に

お
け
る

休
息
時
間
約
二
十
分
、
之
に
電
ウ
少
Ｌ
．急
デ
れ
ば
な
ら
り
、
一
里
松
、
馬
返

し
を
経
て
太
耶
坊
ま
で
行
く
間
に
三
度
ば
Ｔ
り
雨
に
達
ふ
、
八
時
邊
ぎ
二
合

二
句
に
着
き
義
庭
で
馬
を
棄
て
ら
、
御
殿
場
び
ら
一栗
馬
代
一
回
五
十
錢
、
直

ち
に
徒
歩
に
移
つ
て
火
山
灰
の
砂
原
を
電
光
形
に
登
つ
て
行
く
、
雲
デ
非
常

に
深
い
、
五
合
目
ｒ
ら
道
デ
総
急
に
な
る
の
で
、　
緩
歩
し
て
大
股
に
歩
く
、

一
帯
の
雲
霧
で
、　
下
山
連
中
の
自
衣
デ
際
涯
の
な
い
雲
の
波

，
ら
泳
ざ
出
て

来
る
有
機
に
、
富
士
で
な
く
て
に
見
ら
れ
ぬ
大
調
で
あ
る
、
七
合
目
で
突
如

ｔ
し
て
項
上
を
塁
む
、
到
る
魔
飯
の
上
の
蠅
に
も
似
た

ろ
無
数
の
登
山
者
を

眺
め
て
、
其
盛
な

の
に
愕
Ｔ
さ
れ
る
、
八
合
日
以
上
、
所
調
胸
突
八
丁
に
約

四
十
分
を
費
し
て
九
合
目
着
、
此
藁
び
ら
項
上
迄
に
十
三
分
で
直
に
到
着
。

口
項
上
の
高
年
雪
を
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

□
　
　
魔
法
糧
で
む
土
産

ロ

項
上
で
に
噴
へ
孔
に
一
寸
挨
拶
し
て
直
ち
に
左
に
廻
り
午
後

一
時
奥
宮
漉

間
藤
走
に
賽
し
て
携
へ
た
費
食
を
し
た
ヽ
め
る
電
、
祗
前
に
続
ら
し
た
風
除

◎
維
　
　
　
　
報
　
　
一
日
中
で
大
阪
び
ら
富
士
出
往
復

け
の
石
垣
に
輝
つ
て
、
寒
氣
に
慄
え
て
わ
る
人
々
の
中
に
七
八
歳
ザ
ち
十
二

三
歳
位
の
女
の
見
デ
ニ
人
許
り

わ
た
、
顔
色
管
白
、
唇
の
色
さ
い
ふ
も
の
が

な
い
、
宮
傍
の
項
上
郵
便
局
び
ら
大
阪
本
走
の
不
染
氏
に
向
け

「
ア
ス
ノ
ア

サ
マ
ン
ネ
ン
ユ
キ
チ
サ
ン
ア
ゲ
マ
ス
」

ミ
い
ふ
電
報
を
打
つ
、
そ
れ
ず
ら
直

ち
に
む
鉢
巡
り
に
び
ヽ
る
。　
内
輸
巡
り
の
三
十
丁
、
外
輪
巡
り
の
五
十
丁
雨

方
の
内
外
輸
巡
り
重
定
め
左
廻
り
に
創
ケ
峰
、　
雷
岩
、
虎
岩
、
自
由
ケ
岳
、

金
田
水
、
久
須
志
ケ
岳
、
成
就
ケ
嶽
を
経
て
銀
明
水
に
露
る
間
に
要
し
た
時

間
賓
に
一
時
間
十
五
分
、
途
中
創
ケ
峰
が
ら
大
澤
に
下
る
道
が
頃
日
の
暴
風

雨
で
崩
落
し
て
居
る
の
に
出
逢
ひ
携
帯
品
を
品
り
下
し

て
断
崖
む
這
ひ
下
ら

う
ｔ
Ｌ
風
に
吹
き
飛
さ
れ
て
五
六
問
墜
落
Ｌ
た
の
ご
、
寃
法
糧
の
効
力
如
何

を
見
る
た
め
全
明
水
傍
の
高
年
雪
を

そ
れ
に
詰
め
て
わ
た
の
な
ぎ
で
多
少
の

時
間
を
要
し
た
ず
ら
、
天
候
の
危
険
で
な

い
限
り
ｂ
鉢
巡
り
に
一
時
間
ｔ
見

０１

れ
ば
大
し
た
相
違
も
わ
る
よ
い
、　
項
上
に
晴
れ
て
わ
た
デ
七
合
目
邊
り
が
ら

“日
、

下
に
全
饉
に
霧
に
包
ま
れ
富
士
の
見
界
距
離
百
二
十
七
哩
一
六
さ
い
ふ
外
巡

り
の
大
観
１■
途
に
得
る
こ
ｔ
び
出
来
な
Ｔ
つ
た
。

日
銀
明
水
す
ら
一
散
に
　
　
□

□
　
　
其
夜
御
殿
場
出
残

ロ

午
後
三
時
過
ぎ
愈
々
下
山
に
央
し
銀
明
水
Ｔ
ら
一
散
に
走
り
下
ろ
、
七
合

目
の
雲
に
入
り

て
石
室
に
到
着
す
る
迄
約
四
十
分

（上
り
よ
り
早
き
こ
ｔ
約

一
時
間
）

七
合
目
よ
り
道
を
賓
永
山
の
砂
走
り
に
取
つ
て
、　
一
気
に
三
合
目

に
離
せ
下
る
迄
約
四
十
分

（上
り
よ
り
早
き
こ
こ
是
も
亦
約
一
時
間
）
砂
走

り
に
雨
の
た
め
足
の
運
び
に
任
せ
た
の
で
走
れ
ば
二
十
五
分
三
十
分
に
て
三

合
目
に
到
着
て
る
こ
重
が
出
来
る
、　
二
合
目
が
ら
に
緩
傾
斜
を
緩
歩
Ｌ
て
午

後
六
時
大
郡
坊
着
、
其
腱
ず
ら
下
り
の
乗
合
馬
車
に
乗
し
て
馬
返
し
な
経
て

一
七
九
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◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
一
日
申
で
大
阪
が
ら
富
士
曲
往
復

瀧
ケ
原
迄
下
り
御
殿
場
に
七
時
四
十
三
分
の
画
行
に
危
く
乗
り
損
じ
て
止
む

な
く
八
時
三
分
の
東
行
で
同
五
十
四
分
山
北
に
下
車
ゃ
西
行
の
二
等
急
行
な

待
つ
一
時
間
餘
の
間
轟
前
の
族
餞
で
夕
食
な
済
ま

ｃ
て
一
風
呂
浴
び
濡
た
夏

着
や
不
必
要
品
を
小
色
に
話
し
て
元
の

や
う
な
浴
衣
が
け
に
富
士
の
項
上
に

何
デ
寒
い
ぜ
い
ふ
や
う
な
顔
し
て
靭
ｒ
手
摺
れ
の
し
な
金
剛
杖
を
小
脇
に
十

時
薇
の
二
等
念
行
に
乗
る
。

口
　
一
日
牛
富
士
往
復
に
　
　
日

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

口

日
　
要
し
た
る
諸
種
の
記
録

ロ

露
り
の
汽
車
も
可
な
り
の
温
雑
で
あ
つ
た
途
中
諄
岡
で
、　
九
日
の
午
前
零

時
に
入
り
、　
名
古
屋
で
夜
び
暁
け
て
九
日
午
前
十

一
時
十

一
分
大
阪
瞬
に
足

を
下
し
た
、
二
十
七
時
間
を
以
て
横
に
走
る
こ
亡
二
百
八
十
五
哩
、
縦
に
上

る
と
電
一
萬
二
千
四
百
六
十
七
尺
、

一
寸
し
た
腱
な
描
い
て
来
た
諄
で
あ
る

九
日
正
午
携
へ
て
行
つ
た
島
津
製
の
寃
法
畿
を
開
ζ
言
八
日
の
午
後
一
時
牛

頂
上
で
取
つ
た
噴
火
孔
の
高
年
雲
―■
、
十
二
時
間
後
に
於
て
形
態
少
し
も
憂

ら
ず
、
溶
解
し
た
約
二
分
の
冷
気
骨
な
刺
す
浄
水
の
中
に
玲
職
ｔ
し
て
同
ま

つ
て
あ
た
、
（其
後
筒
貯
蔵
し
て
此
固
形
護
ほ
風
や
外
氣
に
鯛
れ
た
に
開
ら
ず

全
く
溶
解
す
る
迄
に
は
二
十
五
時
間
を
要
し
た
）
今
回
の
登
山
に
ヽ
け
る
調

銀
は
左
の
温
り
で
あ
る
。

▲
篠
路

（七
日
）
土
曜
日

時
　
間
　
　
　
勝
爾　　　聯隠
　　　各距
離

鶏
大

阪

轟
　
午
後

て
三
四
分
　
　
　
　
―
　
　
　
―
　
　
　
　
―

濱
　
　
松
　
　
一
一
、
一
四
分
　
　
　
　
―
　
　
　
　
―
　
　
　
　
―

沼

　

津
（八
日
）
午
前
モ
ロ
三
分
　
　
　
　
―
　
　
　
―
　
　
　
　
―

御

殿

場
　
　
　
〓
ヽ
四
へ
分
　
　
　
　
―
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
―

一
八
〇

同

出

曇
　
　
　
四
、
一
〇
分
　
　
　
―

瀧

夕
原
　
　
　
五
、〇
三
分
　
　
五
五
分

一
塁

松
　
　
　
五
、
五
五
分
　
　
二
五
分

馬

返

し
　
　
　
六
、
一
五
分
　
　
一二
０
分

大

耶

坊
　
　
　
六
、四
０
分
　
　
一
五
分

二

合

目
　
　
　
を
、二
０
分
　
　
二
０
分

二
合
五
句
　
　
　
八
、
一
０
分
　
　
四
〇
分

二

合

目
　
　
　
八
、二
五
分
　
　
二
五
分

四

合

目
　
　
　
九
、０
０
分
　
　
一
五
分

五

合

目
　
　
九
ご
三

分

　

三
三
分

六

合

目
　
　
一
〇
、〇
八
分
　
　
三
六
分

七

合

目
　
　
一
〇
、四
七
分
　
　
二
０
分

七
合
五
句
　
　
一
一
、
一
三
分
　
　
一
五
分

八

合

目
　
　
一
一
、四
七
分
　
　
一二
五
分

九

合

日
　
午
後
０
。三
七
分
　
　
四
０
分

頭
上
（銀
明
水
）

一
バ
）
三
分
　
　
二
五
分

計

▲
項
上
ヽ
鉢
巡
り

（外
巡
り
）

（八
日
）
日
曜
日

銀
明
水
肇
　
　
　
一
、〇
三
分
　
　
　
　
―

奥
　
　
宮
　
　
　
一
、〇
七
分
　
　
　
三
分

創

歩

峰
　
　
　
一
、四
七
分
　
　
一
〇
分

金

明

水
　
　
　
一〓
ニ
ニ
分

　

三
０
分

久
須
志
碑
識
　
　
一て
四
三
分
　
　
一
〇
Ｔ

二
五
分

三
０
分

三
０
分

三
分

一
〇
分

一
里
八
丁

廿

二

丁

十

五

Ｔ

二

十

Ｔ

三 四 五 七 五 七 十 十

四 六

丁 TTTTTTT

一
０
分

一
九
分

一
〇
分

一
０
分

　

四
丁
十
間

一
〇
分
　

七

　

Ｔ

Ｉ

　

二

　

丁

五
里
六
丁
十
二
間

(7()2)

l :
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一
三
分

銀

明

ホ
　
　
　
一モ
〇
三
分

　

二
〇
分

△
鋳
路

（八
日
）
日
曜
日

時
　
間
　
　
　
勝断

▲
下
山
に
要
せ
し
時
間
　
四
時
間
五
分

休
　
憩
　
時
　
間
　
十
五
分

▲
往
復
の
経
費

▲
五
回
十
二
錢
二
等
往
復
割
引
乗
車
券

（大
阪
御
殿
募
問
）

▲
五
十
餞
露
路

念
行
券

一
救

▲
十
五
錢
金
剛
杖
▲
二
十
餞
着
薦
▲
十
五
餞
草
義
五
足
▲
一
回

途
中
休
憩
料
、
葛
湯
、
ス
タ
ン
プ
代
等
▲
二
十
錢
縮
に
が
き
一
組
▲
一
回
五

十
銭
御
殿
場
よ
り
二
合
五
句
迄
乗
馬
賃

▲
一
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京
の
山
岳
趣
味

招
鉢
の
農
の
様
な
京
都
に
、
ぎ
ち
ら
を
向
い
て
も
鼻
を
打
つ
、
そ
の
鼻
を

打
つ
の
が
四
面
の
山
で
あ
る
、　
だ
び
ら
京
都
人
に
金
に
不
自
由
に
す
る
こ
も

山
に
不
自
由
な
こ
こ
ｉｔ
な
い
登
ら

う
ｔ
思
へ
ぱ
何
時
で
も
登
山
デ
出
来
る
音

，
ら
の
相
窮
デ
斯
う
機
つ
て
居
た
び
し
て
私
の
蔵
し

て
居
る
書
物
の
中
に
、

山
本
世
薦
に
曇
り
夜
の
曇
ら
に
し
き
こ
ｔ
な
く
、

朝
日
子
の
び
げ
あ
き
ら

，
に
あ
さ
ら
め
た
る
人
な
れ
ば
、
誘
ひ
て
日
枝
の
山
に
探
葉
ぜ
ば
や
せ
て

友
び
き
そ
ヽ
の
び
し
く
れ
ば
、
打
邁
れ
暁
よ
り
立
出
づ
ｔ
八
瀬
の
わ
た
り

を
行
に
、　
プ
し
こ
の
田
面
、
こ
ゝ
の
山
そ
ば
に
、
名
も
知
ら
ぬ
草
ざ
も
の

茂
れ
る
を
摘
ｔ
り
、
載
―■
指
さ
ｔ
て
問
ふ
、
米
に
ま
れ
草
に
ま
れ
、
奥
名

の
知
り
た
ら
の
み
び
に
、
能
毒
を
も
つ
ば
ら
に
考
へ
覺
え
て
、　
島
草
に
其

の
築
よ

び
の
水
に
斯
る
能
あ
り
て
、
漢
の
整
に
し
び
な
り
、
大
和
に
て
に
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山書

◎
維
　
　
　
　
報
　
　
京
の
山
岳
趣
床

ぴ
く
い
ヘ
リ
ご
、
員
つ
ぶ
さ
に
教
へ
け
れ
ば
、
供
ふ
人
を
進
草
を
摘
み
、

米
を
手
打
つ
て
、　
左
よ
り
右
エ
リ
。
ひ
ま
な
く
問
ひ
き
く
に
、
い
ぜ
び
し

ま
し
き
日
こ
な
り
け
り
、
己
れ
も
草
を
摘
み
ｔ
り
て

い
ず
に
せ
も
い
さ
し
ら
露
の
草
の
名
を

君
に
よ
り
て
そ
琵
え
そ
め
け
る

せ
口
吟
み
、　
八
瀬
エ
リ
野
枝
に
上
る
に
、
ま
に
獣
の
名
を
ひ
ほ
ぜ
た
る
、

鳥
に
よ
そ
へ
た
る
、　
或
に
み
や
す
な
る
艶
な
る
、
に
た
い
や
Ｌ
げ
な
る
、

震
，

こ
げ
な
る
名
ｔ
し
、
百
千
に
も
あ
ま
れ
ば
、
い
ず
で

，
そ
ら
に
は
覺

ゆ
べ
き
、　
一ｅ
れ
ざ
十
デ
中
の
一
な
だ
に
せ
て
、
島
草
の
名
に
よ
り
て
詠
め

る
に
、
い
ｔ
も
′
ヽ
つ
た

な
き
わ
ぎ
な
が
ら
、
た
や
そ
の
名
を
忘
れ
し
電

て
な
ん
、
齢
る
さ
に
無
動
寺
よ
り
白
川
山
び
け
て
、
峰
に
上
り
谷
に
称
リ

つ
ゝ
摘
ｔ
る
に
、
も
た
せ
つ
る
び
た
み
も
ヽ
も
げ
に
な
ん
あ
り
け
る
，

夏
知
ら
わ
ひ
へ
の
山
百
合
花
さ
び
に

一
ｔ
ｔ
Ｓ
く
れ
木
こ
り
柴
人

在
な
こ
め
て
む
も
ひ
た
ヽ
す
に
ほ
の
′
ヽ
ｔ

曙
草
の
花
を
つ
ま
め
や

（千
種
有
功
痢
日
記
）

ｒ
く
の
如
く
文
政
頃
に
は
探
集
旅
行
の
鴛
に
登
山
に
旺
ん
で
あ
り
、　
叉
山

岳
に
祭
祀
せ
ら
れ
て
あ
る
瀞
蔵
、　
悌
閣
に
参
詣
す
る
国
證
デ
多
く
、
京
都
の

山
岳
に
こ
れ
デ
鴛
に
開
ず
れ
て
、
秘
密
の
境
ｔ
て
は
一
亡
し
て
な
く
な
つ
た

の
で
あ
る
。

□
山
岳
趣
味
の
普
及
に

ロ

一
人
ニ

た
、
大
撃
や
三
高
の
撃
生
連
中
に
も
勤
然
ｔ
し
て
登
山
識
デ
起
つ
れ
、そ
し
て

京
都
で
山
岳
趣
味
を
解
す
る
も
の
は
、　
今
村
幸
男
君
の
名
を
知
ら
ぬ
も
の
デ

あ
る
ま
い
、　
君
に
早
く
す
ら
登
山
を
奨
動
し
て
あ
る
男
で
、
い
つ
び
の
新
聞

に
も
調
し
た
通
り
、
京
都
在
住
中
甚
だ
し
く
比
叡
の
峰
を
愛
し
、
八
十
幾
回

も
登
山
し
て
、　
其
絶
景
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
し
た
、
蒋
戸
に
赴
任
し
て
す
ら
‐ｔ

六
甲
曲
下
に
開
居
し
、
往
や
山
岳
趣
味
を
鼓
吹
し
て
、
ジ
イ
此
間
も
京
都
Ｔ

ら
友
人
が
氏
を
訪
づ
れ
る
こ
、
大
人
に
妾
達
迄
も
此
頃
に
主
人
に
す
ゝ
め
ら

れ
て
六
甲
の
山
登
り
を
や
り
ま
す
ミ
の
話
で
あ
つ
た
、　
こ
れ
を
見
て
も
今
村

君
デ
如
何
に
登
山
を
奨
勘
し
て
居
る
Ｔ
゛
剣
明
す
る
の
で
あ
る
、　
今
村
君
に

猶
薄
戸
に
あ
つ
て
も
比
叡
の
峰
デ
懸
し
い
ｔ
見
え
て
、　
開
あ
る
毎
に
テ
ク
テ

ク
〓
京
都
に
爽
て
、　
石
崎
光
端
君
の
宅
な
ぎ
に
一
泊
し
て
比
叡
に
登
つ
て
行

く
、
元
爽
今
村
君
の
登
山
に
唯
山
に
登
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
が
ら
、
始
経
山

いり

に
も
登
れ
た
の
で
あ
る
、
山
に
登
つ
て
鳥
真
を
こ
ろ
ｔ

，
、
何
Ｔ
希
望
が
あ

７Ｃ

る
こ
中
々
に
面
倒
で
あ
つ
て
容
易
に
登
山
に
出
来
な
い
の
で
あ
る
、
あ
る
男

の
話
に
よ
る
こ
今
村
君
に
健
脚
で
あ
つ
て
、　
倍
者
が
不
動
寺
に
参
詣
す
る
電

同
じ
気
分
で
、
山
登
り
を
す
る
の
で
あ
る
こ
い
つ
て
居
つ
た
が
、　
マ
ア
そ
ん

な
も
の
で
あ
ら
う
。

□
雪
糧
義
一
に
大
に
　
　
　
日

□
　
　
業
動
せ
ら
れ
た
が

ロ

こ
れ
も
あ
る
男
の
話
で

あ
る
デ
本
年
に
雲
種
に
非
常
に
奨
艶
せ
ら
れ
て
、

島
間
も
曾
合
の
席
上
で
例
の
雲
鍵
の
奨
働
者
で

あ
る
中
山
二
校
長
に
旺
ん
に

彗
機
の
装
動
を

し
た
が
、
直
に
今
村
君
を
始
め
二
三
名
の
人
々
に
雲
機
の
道

具
を
買
込
ん
で
、　
こ
れ
が
練
督
を
や
ら
う
こ
の
意
氣
込
で
あ
つ
た
、
京
都
の

山
岳
で
に
雲
種
の
練
管
を
す
る
場
所
が
な
い
の
で
、
態
す
伊
吹
山
二
界
に
出

□ □

□
　

　

功

あ

る

今

村

君

ロ

避
爽
山
岳
會
が
京
都
に
開

ず

れ

て

す

ら

一
段
言
山
岳
趣
味
に
唱
道
さ
れ



曲岳

掛
け
る
の
だ
、　
伊
吹
曲
の
中
腹
に
は
不
地
デ
あ
つ
て
、
醸脅糧
練
習
に
は
好
一邁

の
地
勢
で
あ
る
、　
六
甲
の
ゴ
ル
フ
場
も
雲
継
に
は
通
常
せ
る
土
地
で
あ
る
Ｔ

ら
六
甲
山
に
彗
デ
降
る
ｔ
今
村
君
び
ら
同
好
者
の
下
に
電
報
デ
爽
て
、
彗
橋

の
発
達
で
あ
る
中
山
校
長
が
、
同
好
者
の
た
め
に
も
師
匠
さ
ん
に
な
つ
て
雪

機
の
練
習
を
始
め
る
こ
の
事
で
あ
る
、
彗
機
の
練
習
に
は
奈
Ｈ
の
鰍
草
山
デ

一
番
よ
い
の
で
あ
る
が
、
鍬
草
由
に
に
餘
り
雲
デ
降
ら
め

，
ら
駄
目
で
あ
る

□
山
岳
趣
疎
で
影
響
な
　
　
ロ

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

口
　
　
受
け
た
文
展
の
出
品

ロ

近
時
京
都
美
術
界
に
に
曲
岳
趣
味
デ
非
常
に
激
養
せ
ら
れ
て
、
山
岳
を
揮

肇
ぜ
冷
も
の
に
書
蒙
で
な
い
ｔ
貶
せ
ら
る
ゝ
位
に
な
つ
た
、
山
元
春
撃
書
伯

に
山
岳
趣
味
に
富
ん
だ
人
で
己
に
日
本
山
岳
會
會
員
に
な
つ
て
居
る
、
時
々

伊
吹
曲
な
ぎ
を
取
渉
し
て
書
材
を
求
め
、
ま円
年
書
家
石
崎
光
端
君
に
度
今
日

本
ア
ル
プ
ス
を
数
渉
し
た
豪
の
者
、
川
村
曼
舟
君
亦
登
山
業
の
一
員
、
毎
回

文
展
の
出
品
書
題
が
山
岳
で
あ
る
の
を
観
て
も
其

一
班
デ
知
れ
る
、
そ
れ
ず

ら
出
下
竹
齊
君
亦
絶
え
す
愛
山
繁
の
一
人
で
あ
る
、　
文
展
の
出
品
書
に
近
来

山
岳
が
多
く
な
つ
た
せ
い
ふ
の
に
、
全
く
山
岳
熱
デ
旺
ん
に
な
つ
た
結
果
で

あ
る
電
思
ふ
、　
大
谷
光
明
師
に
洩
ら
す
べ
び
ら
ざ
ろ
愛
山
窯
で
あ
る
が
、
悲

し
い
事
に
１■
近
来
耳
を
わ
づ
ら
つ
て
東
京
築
地
別
院
に
静
養
し
て
居
る

口
比
夏
に
ツ
マ
ラ
メ
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

□
　
　
山
で
極
め
て
急
阪
　

□

京
都
で
に
競
分
世
間
に
名
高
い
山
デ
多
く
も　
比
叡
、
愛
宕
に
東
西
に
相
野

し
て
居
る
が
、　
江
州
の
比
更
に
有
名
で
あ
つ
て
も
、
登
山
者
が
甚
だ
砂
い
デ

こ
れ
に
山
上
に
こ
れ
言
い
ふ
も
の
が
な
い
ず
ら
で
あ
る
、　
琵
琶
湖
に
面
し
て

居
る
方
面
に
餘
り
に
急
で
は
な
い
が
、
一泉
部
に
面
Ｌ
方
に
険
観
で
あ
る
、
小

◎
維
　
　
　
　
報
　
　
国
霊
ｔ
登
山
研
究

山
源
治
君
に
警
て
江
州
小
松
ザ
ら
登
山
に
し
た
が
、
山
道
に
澤
山
に
あ
る
。

さ
り
な
が
ら
無
趣
球
の
山
だ
重
い
ふ
て
居
る
デ
京
都
の
方
面
に
に
水
品
デ
澤

山
に
産
出
し
て
鑢
物
撃
研
究
に
は
餘
程
面
白
い
ぜ
の
話
も
聞
い
て
居
る
、
蓋

し
雲
中
比
夏
登
山
し
た
国
霊
に
先
づ
滋
賀
師
範
だ
け
だ
ら
う
ざ
の
事
だ
が
、

何
し
ろ
山
に
君
子
の
好
む
所
で
あ
る

ず
ら
笙
や
山
岳
熱
の
旺
ん
な
る
こ
こ
を

希
望
す
る
。
（大
正
五
、
二
、
一
九
、大
阪
朝
日
、京
都
購
録
）
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１

ｉ

０
国
證

」ヾ登
曲
研
究

＝
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
国
に
就
て
―

大
阪
市
教
育
會
に
て
に
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
今
回
の
日
本
ア
シ
プ
ス
機

一町

崚
国
に
参
加
せ
る
講
師
田
中
、
宇
野
爾
文
學
士
、
竹
下
、
朝
輝
雨
教
論
、
荒

一軒

木
市
書
記
を
始
め
朝
日
、
毎
日
雨
識
の
同
行
記
者
、
篤
具
班
員
及
び
凝
山
府

理
事
官
、
宮
島
市
學
務
課
長
、
府
市
滉
學
等
を
招
待
し
本
山
理
事
長
、　
大
村

湯
漢
、
橋
詰
各
理
事
等
出
席
の
上
日
本
ホ
テ

ル
に
踏
破
園
報
告
及
び
結
果
攻

究
に
開
す
る
晩
餐
官
を
開
催
し
席
上
各
自
の
報
告
及
所
感
談
あ
り
食
後
別
室

に
於
て
概
要
左
の
如
き
談
議
の
要
領
を
取
経
め
、　
更
に
講
師
及
園
員
の
詳
細

な
る
意
見
を
附
し
て
之
を
公
表
す
る
こ
こ
ゝ
な
し
た
り
。

▲
国
讚
の
ア
ル
プ
ス
登
山
　
北
部
ア
ル
プ
ス
中
の
上
高
地
温
泉
を
中
心
ｔ

イ一

る
登
山
地
難
ま
で
に
六
七
十
名
迄
の
国
證
の
入
山
可
能
に
し
て
寧
あ
ニ
ニ

十
名
宛
に
国
員
を
匡
分
せ
ざ
ろ
を
便
ざ
す
但
こ
穂
高
山
、
鎗
ケ
嶽
の
如
き

に
二
十
名
以
上
の
登
山
危
険
な
り
、
嬢
嶽
其
他
ｔｔ
島
限
り
に
あ
ら
ぎ
る
ベ

Ｌ
。
筒
ほ
北
部
ア
ル
プ
ス
の
自
馬
越
え
其
他
の
如
き
山
上
小
屋
の
慨
宿
を

一
人
三



曲番

・０
維
　
　
　
　
報
　
　
国
畿
ｔ
登
山
研
究

要
す
る
も
の
に
十
人
内
外
を
限
度
〓
す
る
も
今
回
踏
破
せ
る
自
馬
ニ
リ
糸

魚
ターー
に
越
り
る
道
ｌｔ
二
十
名
の
国
醍
に
て
も
越
え
得
べ
し
。
要
ず
る
に
今

回
の
回
識
踏
援
に
ユ
リ
て
餘
り
に
誇
張
さ
れ
た
る
難
路
の
報
告
を
平
易
な

％
篭
％
味
％
喘
り
少
ず
ら
ざ
る
ほ
喜
ぶ
べ
し
。

▲
女
手
ｔ
ア
ツ
プ
ス
　
上
高
地
温
泉
ま
で
に
子
供
及
女
子
の
国
壼
も
入
山
ず

る
に
適
せ
り
り　
篠
本
時
な
鴻
え
て
上
高
地
に
出
で
、
雲
の
峻
峰
な
歴
観
し

て
菫
骨
エ
リ
鋪
ら
に
賀
に
得
易
Ｔ
ｂ
ぎ
る
女
子

ｔ
大
山
嶽
こ
の
援
鯛
地
難

た
る
べ
く
、　
島
際
最
も
李
易
親
俗
に
し
て
親
切
な
る

「女
子
の
入
山
案
内

『
」
”

・「
げ
″
ｏプ
ス

・各
方
面
の
国
場
入
山
案
内
議
」
を
編
纂
壼
表
す
べ
し
。

▲
登
山
趣
味
の
書
及
　
今
回
の
壮
霧
デ
一
殻
の
登
山
趣
藤
を
刺
激
し
剛
健
な

る
鏑
風
の
養
成
に
大
功
あ
る
を
認
む
る
さ
同
時
に
、
今
後
の
登
山
計
菫
に

資
す
る
た
め
九
月
に
通
俗
ア
ル
プ
ス
踏
破
報
告
対
燈
講
演
會
を
開
催
し
て

園
員
の
講
話
を
な
す
こ
同
時
に
嘉
員
及
記
事
、　
批
剣
、
研
究
等
を

一
精
ぜ

る
記
念
書
泄
を
刊
行
す
る
こ
ざ
等
。
（大
三
四
、八
、二
三
大
阪
毎
日
）

０
苦

麒
今
度
の
大
阪
市
教
育
會
圭
催
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
硬
圏
に
多
敬
の
人
を
高
山

に
引
き
上
げ
た
ｔ
い
ふ
新
部
録
を
作
つ
た
に
相
違
に
な

い
デ
然
Ｌ
此
く
の
如

き
事
に
一
度
あ
り
て
三
度
な
す
べ
が
ら
ぎ
る
事
で
あ
る
ぜ
思
ふ
出
来
ぬ
事
に

な
い
デ
出
来
す
に
は
種
々
の
周
到
な
る
準
備
デ

い
る
そ
れ
で
も
種
旦
危
蹴
デ

絆
ふ
重
い
ふ
事
を
明
白
に
経
験
し
た
。

日
準
備
の
第

一
定
し
て
賓
地
踏
童
デ
肝
要
で

あ
る
事
に
い
ふ
迄
も
な
い
例
令

ぱ
自
馬
山
上
の
石
室
の
如
■
も
始
め
に
二
十
人
な

い
れ
て
餘
り
あ
ら
機
に
云

ふ
て
わ
た
デ
押
も
間
違
ひ
で

あ
つ
た
通
入
る
に
遣
入
れ
沿
事
ｔ
な
い
が
危
瞼

一
八
日

を
琵
悟
電
れ
ば
な
ら
い
。

麗
山
に
慣
れ
た
も
の
Ｔ
ら
い
ふ
ｔ
白
馬
嶽
位
に
何
で
も
な
い

」゙
い
ふ
事
責
白

馬
の
路
に
自
分
に
せ
つ
て
き
ま
で
鷲
す
る
ゝ
程
で
も
な
ア
つ
た
一
方
由
に
懐

れ
沿
者
に
兎
角
山
に
勿
饉
つ
け

る
中
に
は
自
分
の
登
山
を
誇
る
ミ
云
ふ
幾
分

産
業
心
の
欝
に
誇
張
の
説
を
吐
く
多
数
を
動
ザ
す

重
い
ふ
場
合
に
質
地
請
査

を
要
す
る
に
是
が
・帰
で
あ
る
今
回
の
旅
行
で
第
一
班
国
員
が
不
安
の
念
な
抱

い
た
の
に
多
く
載
に
因
し
て
お
る
。

翻
高
山
に
登
る
に
は
是
非
ミ
も
防
寒
具
が
必
要
で
あ
る
山
を
見
続
る
こ
必
ず

失
敗
す
る
自
馬
山
上
雨

」゙嵐
こ
に
襲
―■
れ
て
冷
気
人
に
邁
つ
た
時
何
の

こ
れ

式
の
事
ｔ
干
気
に
―
―
で
も
な
い
デ
ー
ー
打
勝
つ
を
得
た
の
―■
是
等
の
用
意

が
出
薬
て
居
た
Ｔ
ら
で

あ
る
其
他
氷
砂
糖
、
金
剛
杖
ｔ
ビ
ス
タ
ツ
ト
な
ざ
一

寸
考
へ
て
見
れ
ば
残
ざ
取
る
に
足
り
な
い
様
な
も
の
ま
で

も
非
常
な
補
助
ｔ

〔り

な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７０

囲
天
候
の
壌
化
に
致
し
方
が
な
い
一
人
や
二
人
の
旅
行
者
な
ら
ば
何
時
で
も

ｆ

熊
程
を
襲
更
し
て
勝
手
に
行
動
す
る
こ
ミ
も
出
来
る
が
多
数
国
員
を
有
す
る

場
合
に
は
豫
じ
め
是
等
の
計
菫
を
立
て
ヽ
お
く
必
要
も
あ
る
。

圏
荒
木
幹
事
デ
明
科
の
馬
車
屋
で
御
者

，
ら
笛
を
買
取
り
山
に
遷
入
つ
て
類

に
ブ
ー
′
ヽ
鳴
ら
し
た
の
に
常
意
即
妙
こ
れ
が
帰
に
濃
霧
の
中
に
あ
つ
て
も

圏
員
相
互
の
連
絡
も
さ
れ
後
れ
て
も
路
に
も
迷
に
す
迷
ふ
て
も
慌
て
す

一
致

の
行
動
に
出
る
事
デ
出
来
た
の
で
鐵
十
字
掌
も
の
だ
。

国
員
に
出
の
趣
味
を
知
ら
う
せ
に
は
日
本
ア
ル
プ
ス
を
踏
む
に
限
る
穂
高
の

秀
麗
焼
岳
の
豪
批
白
馬
の
珍
奇
こ
れ
を
俗
化
し
た
富
士
に
比
べ
る
ｔ
同
日
の

論
で
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

圏
自
馬
の
大
彗
籍
を
渡
り
殖
し
て
葱
ン
ピ
ラ
‐■
上
る
俗
に

い
ふ
ひ
花
畑
で
あ

し`

土

E



曲善

る
デ
百
草
今
を
轟
り
重
察
き
乱
れ
責
紅
白
線
正
に
春
の
最
中
で
あ
つ
た
他
に

見
ム
れ
ぬ
高
山
趣
床
に
こ
の
邊
に
あ
る
。

圏
一彗
密
の
産
注
り
雷
島
０
包
目
攻
撃
高
山
植
物
の
探
集
な
ざ
餘
興
に
そ
れ

，

ら
そ
れ
へ
二
回
員
を
喜
ば
せ
た
デ
一
ル
書
け
ば
際
限
が
な
い
こ
れ
以
上
に
言

に
Ｄ
デ
花
。
（露
阪
し
て
村
上
巽
淡
Ｘ
大
工
四
、八
ヽ
一
五
、
大
阪
朝
日
）

‥
ｉ
ｔ
ｉ
ｌ
！
ｌ

ｌ
ｉ
ｎ

Ｖ

一
１
‥―
じ

０
？
常

麟

▼
ウ
０

一
金
理
轟
ｏ
・

＾
―Ｉ
Ｖ

お

ｆｉ
ｌｌ

…

‥
７

，
―
―

―

‥

⑥
京
都
三
中
健
兄
の
叡
曲
登
山
競
走

▲
京
都
第
二
中
の
饉
兄
百
十
名
に
六
日
午
前
九
時
Ｔ
ら
比
叡
山
の
唆
峰
四
明

嶽

（海
裁
二
千
七
百
諷
）
を
決
勝
霧
ざ
し
、
東
大
墓
間
の
百
高
湿
本
堂
前
ぴ

ら
登
山
競
走
の
辻
摯
を
試
む
べ
く
九
時
十
分
一
同
ス
タ
ー
ト
を
切
つ
た
。

▲
競
走
の
條
件
ｔｉ
道
を
選
ま
す
韓
摯霜
も
の
勝
で
あ
る
自
川
を
取
れ
ば
道
に
容

易
で
あ
る
デ
七
八
十
町
も
あ
る
雲
母
を
取
れ
ば
道
に
二
十
六
町
で
餘
理
近
い

デ
織
じ
て
瞼
し
い
坂
で
あ
る
雨
も
中
途
に
は
胸
突
八
町
山
砂
利
の
簸
所
が
あ

つ
て
一
歩
攀
れ
ば
二
歩
逹
り
落
つ
ら
せ
云
ふ
朧
で
あ
る
。

△
三
四
五
年
生
に
皆
近
道
を
、
　
一
二
年
生
に
不
易
な
自
川
坂
を
取
つ
た
。

▲
次
勝
発
の
四
明
嶽
に
は
日
標
ｔ
し
て
校
旗
を
翻
へ
し
中
山
校
長
、　
松
下
、

大
原
顧
教
鍮
な
ざ
ほ
百
餘
名
の
建
見
を
矯
ふ
べ
，ヽ
力
餅
井
紺
汁
等
を
用
意
し

前
夜
薬
登
出
し
て
得
つ
内
に
、

▲
第

一
着
　
四
年
甲
組
菱
田
養
次
郎
（五
十
七
分
）
▲
第
二
着
　
一二
年
乙
組

内
藤
勝
戴
（五
十
九
分
二
十
秒
）
▲
第
二
着
　
四
年
再
組
干
井
晃
三

（
一
時

二
十
分
二
十
秒
）

▲
第
四
着
　
一二
年
甲
組
石
井
重
二

（
一
時
間
三
分
）
▲

第
五
著
　
二
年
甲
吉
田
二
鄭

（
一
時
三
分
三
十
秒
）
。

０
難
　
　
　
　
報
　
　
京
都
三
中
鐘
見
の
叡
山
登
山
競
攀

▲
島
れ
を
昨
年
二
月
七
日
に
撃
行
し

た
第
一
回
の
登
山
競
走
第
一
着
五
十
八

分
二
十
秒
に
比
較
ず

る
ｔ
時
間
に
於
て
一
分
三
十
秒
の
成
好
績
を
示
し
れ
〕

（大
正
五
、二
、七
、大
阪
朝
日
）

０
決
勝
鮎
は
落
門
岩

開
西
の
運
動
界
に
於
て
愛
知

一
中
ざ
其
覇
を
競
ひ

つ
ヽ
あ
る
東
部
第
二
中

撃
に
て
に
駈
足
登
山
の
新
ン
コ
ー
ド
を
作
る
べ
く
六
日
午
前
九
時
金
校
よ
り

選
披
せ
る
百
十
名
の
健
見
を
洛
東
百
萬
通
に
召
集
し
標
高
三
十
尺
の
比
叡
山

識
山
競
争
を
試
み
た
り
島
日
洛
北
の
空
に
密
雲
低
く
垂
れ
今
に
も
降
り
出
さ

ん
模
機
な
り
し
も
健
兄
の
群
少
し
も
怯
ま
す
直
に
用
意
に
着
手
し
思
ひ
ノ
ヽ

の
軽
装
に
て
九
時
ス
タ
ー
ト
に
立
ち
會
団
を
待
ち
居
る
矢
先
納
ホ
同
校
運
動

部
長
に
。

▲
動
輩
一
番

「業
め
」
の
競
令
を
下
せ
ば
百
十
名
の
健
見
に
柔
の
制
殿
自
ν

ヤ
ツ
一
救
の
姿
に
て
入
乱
れ
て
雲
母
坂
若
く
に
自
川
越
に
向
ひ
力
足
踏
み
し

め
つ
ゝ
一
散
に
駈
け
上
る
勇
ま
し
な
ん
ざ
云
ふ
詩
り
な
く
決
勝
鮎
は
四
明
嶽

絶
項
精
野
岩
ｔ
し
、　
戴
に
は
監
督
ｔ
し
て
大
照
同
校
致
鍮
前
夜
よ
り
登
山
、

高
端
の
準
備
を
整
へ
待
つ
間
程
な
く
午
前
九
時
五
十
分
頃
雲
母
坂
の
彼
方
に

営
り
白
ｙ
ヤ
ツ
一
救
の
健
見
に
胸
つ
く
詐
り
の
唆
阪
を
事
ｔ
も

せ
ず
エ
イ
ェ

イ
輩
し
て
駈
上
り
爽
る
よ
ｔ
見
る
間
に
ス
も

や
四
五
町
彼
方
の
熊
笹
を
嶽
分

け
押
分
け
遅
れ
じ
も
の
ビ

▲
ヘ
ビ
ー
を
び
け
て
　
上
り
薬
る
あ
り
．　
誘
柄
雲
霧
油
然
電
し
て
決
隣
駄
な

る
綺
野
岩
附
近
を
色
み
て
金
ζ
遵
尺
を
排
ぜ
ず
、　
島
時
四
年
級
甲
組
の
菱
目

齋
次
郎

（十
九
）
ｌｔ
突
如
決
勝
話
に
現
れ
第

一
着
を
占
め
た
る
が
島
ン
ゴ
ー
ド

△
五
十
七
分
　
に
し
て
竣
阪
六
十
八
町
を
登
破
し
昨
年
の
五
十
九
分
に
比
し

一
八
五

(707



曲岳

◎
難
　
　
　
　
報
　
　
山
の
日
１
マ
シ
ス

三
分
早
く
次
で
三
分
後
れ
て
三
年
乙
組
内
藤
勝
議

（十
じ

到
着
、　
電
に
三
分

三
十
秒
後
れ
四
年
丙
組
李
井
晃
（十
八
）到
着
せ
り
、
び
く
て
順
次
央
勝
難
に
入

り
最
後
者
に
一
時
間
申
に
し
て
之
も
昨
年
に
比
し
二
十
分
早
く
一
名
の
落
伍

者
も
な
く
全
部
登
嶽
し
萬
歳
を
三
唱
し
て
取
敢
す
経
本
中
堂
迄
下
出
し
境
内

の
産
庭
に
て
粕
汁
を
梵
き
出
し
食
事
を
な
し
互
に
基
健
闘
な
滉
轟
し
合
ひ
午

後

一
時
過
下
山
の
法
に
着
き
た
る
デ
氏
時

▲
麟
雨
金
山
を
・
掩
ひ
壮
快
云
ふ
許
り
な

び
り
き
因
に
第
四
着
以
下
第
十
着

迄
の
氏
名
左
の
如
し
。

▲
第
四
着
　
】二
年
級
甲
組
石
井
重
三

（
一
時
間
三
分
）
▲
第
五
着
　
二
年

級
甲
組
吉
田
二
耶

（
一
時
間
三
分
牛
）

▲
第
六
着
　
二
年
級
甲
組
吉
田
道

雄

（
一
時
間
四
分
）
▲
第
七
着
　
二
年
級
丙
組
岡
田
義
雄

（
一
時
間
五
分

牛
）

▲
第
八
着
　
二
年
級
丙
組
八
木
康
大

（
一
時
間
六
分
）
第
九
若
　
二

年
級
丙
組
購
野
巳
代
治

（
一
時
間
六
分
）
▲
第
十
着

二
年
級
甲
組
可
鬼
茂

（
一
時
間
六
分
や
）。
（大
正
五
、二
、七
、
大
阪
毎
日
）

‐
・

，

‐
・
１

１

・
Ｉ

Ｅ
・
ｎ
＝

り

Ｙ
Ａ

“
ｕ

▼
０

０
贔
一
＝
）

一
０

■
▲
目

電
や

・

Ｏ

Ａ
ｕ

Ｖ

‐
”
ｎ

ｕ

Ｅ
Ｆ

，

‐
１

‐
Ｉ

Ｉ
ｌ

‐
１

機
山
の
ロ
ー
マ
ン
ス

（
一
）懸
の
難
炊
橋

中
央
ア
シ
ブ
ス
の
虎
口
に
あ
る
鴫
々
の
宿
の
薄
暗
い
ラ
ン
プ
の
蔭
で
、
明

日
に
私
の
荷
物
を
持
た
う
こ
い
ふ
案
内
者
の
佐
内
ぜ
い
ふ
男
デ
澁
い
茶
を
畷

り
な
が
ら
『
男
亡
女
の
思
ひ
合
つ
た
の
も
恐
ろ
Ｌ
い
し
も
の
だ
ア
』
ざ
味
な
こ

せ
を
語
り
出
し
た
。　
そ
れ
に
戯
嶋
々
の
絶
壁
び
ら
粋
川
の
龍
宮
淵
を
跨
い
で

勤
岸
の
橋
場
言
い
ふ
小
村
へ
掛
け
渡
し
た
刻
水
作
り
の
『難
炊
橋
』
に
宿
つ
て

一
八
六

居
る
撤
物
語
で
あ
つ
た
。
今
に
昔
、
鳴
々
に
美
男
ｔ
唄
に
れ
た
清
兵
衛
重
い

ふ
男
ｔ
橋
場
村
の
美
女
重
唄
は
れ
た

む
越
つ
こ
の
二
人
が
な
ザ
に
人
知
ら
ぬ

思
ひ
の
糸
に
結
ば
れ
た
が
、
峻
し
い
崖
重
激
し
い
流
れ
に
中
を
遮
ｒ
れ
て
春

な
ら
ぬ
日
も
眼
の
霞
む
ま
で
に
泣
き
暮
し
た
。　
こ
こ
に
二
人
に
他
人
に
使
に

れ
の
身
分
で
あ
つ
た
。　
ソ
ツ
重
忍
び
出
て
三
塁
の
廻
り
道
に
積
る
思
ひ
を
語

り
合
ふ
た
だ
け
の
自
由
も
な
ず
つ
た
。　
で
、
饉
ば
ザ
リ
の
手
営
の
な
Ｔ
ゝ
ら

世
帯
の
資
を
積
み
立
て
な
が
ら
互
に
双
方
ず
ら
組
木
を
崖
へ
刻
出
し
て
、
大

れ
へ
段
々
に
組
木
を
維
ざ
足
し
て
、　
何
時
の
ほ
ぎ
に
び
二
人
は
其
の
橋
を
架

け
合
せ
る
こ

」゙
が
出
爽
た
。　
そ
れ
が
村
人
の
大
層
な
便
利
に
も
な
つ
た
ｔ
い

ふ
の
で
領
圭
ず
ら
の
思
賞
が
あ
り
、　
特
に
二
人
の
勤
像
を
記
念
す
る
た
め
に

雑
炊
ｔ
い
ふ
名
に
し
て
爾
後
の
架
替
１■
殿
様
の
御
支
配
ｔ
定
ま
り

さ
せ
つ
清

兵
衛
に
築
々
ミ
世
を
過
ご
し
橋
の
架
替
に
に
渡
り
初
め
を
仰
ぜ

つ
び
つ
た
。

〔り

そ
れ
で
今
に
ヽ
き
、　
此
の
橋
の
書
請
重
い
へ
ば
嶋
々
Ｔ
ら
清
兵
衛
人
形
、
橋

７０

場
Ｔ
ら
に
も
せ
つ
人
形
を
吉
例
亡
し
て
指
ざ
出
す
こ
こ
に
な
つ
た
。
『今
ザ
や

ア
夫
れ
だ
け
の
幸
抱
つ
よ
い
男
も
女
１
あ
り
ま
し
れ
エ
デ
』

」゙佐
内
１１
二
■

ニ
ヨ
ｔ
笑
つ
て
居
た
。

（二
）
嶋
々
谷
の
哀
史

佐
内
に
私
の
行
李

一
切
を
軽
々
〓
脊
に
買
つ
て
、
折
リ
ノ
ヽ
私
を
顧
み
な

が
ら
其
の
翌
日
の
嶋
や
越
え
に
ポ
ツ
リ
′
ヽ
重
叉
も
谷
の
戸
に
深
く
隠
さ
れ

た
音
話
の
結
を
手
繰
り
出
し
た
。
『何
時
の
こ
つ
た
び
知
ン
れ
ェ
だ
が
、
飛
罪

の
松
倉
さ
い
ふ
さ
城
ザ
ら
殿
さ
ま
の
坊
さ
ま
せ
、　
も
姫
さ
ま
ｔ
が
信
州
の
方

へ
落
ち
て
来
な
さ
り
ま
し
た
ダ
、　
坊
さ
ま
に
三
木
秀
綱
電
い
ふ
て
十
二
、
む

抵
さ
ま
に
十
七
、
松
本
の
近
に
在
つ
た
畑
の
Ъ
姫
さ
ま
所
工
手
寄
り
な
さ
る
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積
り
だ
つ
て
申
し
ま
す
が
、
織
田
倍
長
の
家
薬
の
金
森
ｔ
い
ふ
奴
に
攻
め
ら

れ
て
、
斯
ん
な
す
ツ
カ
な
い
山
の
申
へ
、
気
の
毒
な
こ
ん
だ
』
重
佐
内
に
今

夏
の
や
う
に
輩
を
低
く
し
た
。
剛
れ
ぬ
路
に
姫
に
若
君
の
手
を
執
つ
て
回
境

山
脈
ま
で
滋
げ
込
ん
だ
が
、　
二
人
連
れ
立
つ
て
は
人
目
に
立
ち
易
い
こ
若
君

に
納
得
さ
イ一て
、
姫
に
徳
本
時
ず
ら
比
の
鴫
々
谷
へ
、
若
君
に
大
野
川
の
方

へ
別
れ
′
ヽ
に
街
儀
つ
た
。
そ
し
て
若
君
デ
入
山
重
い
ふ
村
ま
で
来
る
電
早

や
轟
や
ｔ
追
ひ
ザ
け
た
勢
子
の
委
が
見
え
た
の
で
一
軒
家
に
逃
込
む
せ
、
其

盛
に
菫
飼
の
具
最
中
で
桑
の
葉
を
山
ｔ
積
ん
だ
中
へ
若
君
を
隠
し
て
臭
れ

た
ｏ
馳
つ
け
た
勢
手
に
承
知
な
し
な
い
で
、
家
を
焼
き
捕
ふ
ｃ
ぃ
ふ
。
さ
ら

ば
罪
な
き
目
を
他
へ
移
す
間
の
御
猫
豫
を
重
頼
ん
で
菫
を
移
し
、　
次
に
桑
０

葉
を
重
頼
ん
だ
が
、
他
意
な
き
土
の
顔
を
見
て
勢
手
に
そ
の
儘
―■
姜
ん
で
仕

舞
つ
た
。
其
の
後
で
主
デ
差
上
げ
た
粗
末
な
盛
飯
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

こ
れ
が
粟
の
め
し
だ
ぜ
聞
こ
し
め
し
て
、
『
さ
て
に
姉
さ
ま
に
達
に
れ
ぬ
ざ
い

ふ
議
で
は
な
い
び
』

電
若
君
に
泣
き
沈
ま
れ
た
が
、
三
度
の
追
手
に
押
へ
ら

れ
て
角
デ
李
の
露
ｔ
治
え
て
仕
舞
つ
た
ｏ

さ
う
ぜ
七
知
ら
ず
灘
に

一
心
に
三

木
の
再
興
を
所
念
し
つ
ゝ
鳴
々
谷
を
下
り
て
来
て
畑
へ
の
道
を
機
師
に
問
ふ

た
、
書
通
人
な
ら
す
〓
見
た
槻
師
に
姫
を
大
き
な
梨
の
水
へ
諄
り
つ
け
懐
中

の
資
金
奪
つ
て
其
の
傍
へ
埋
め
て
置
い
た
。　
そ
し
て
程
経
て
其
所
へ
薬
て
見

る
言
、
姫
に
縛
ら
れ
た
ま
ヽ
容
姿
俵
然
ｔ
し
て
衰
へ
ず
、
観
師
の
顔
を
見
て

物
壌
く
ニ
ン
遣
笑
ふ
ｉ
ま
ゝ
崩
ろ
ゝ
や
う
に
姿
デ
治
え
た
。
爾
爽
猟
師
の
家

に
撼
病
に
な
り
、
姫
の
縛
ら
れ
た
梨
の
貿
に
生
つ
て
も
ノ
ヽ
澁
く
て
′
ヽ
喰

ふ
こ
〓
デ
出
来
り
、
電
い
ふ
筋
を
語
り

な
が
ら

『
ソ
フ
、
あ
そ
こ
に
見
え
ま

す
彼
の
古
い
樹
が
、

そ
の
可
愛
さ
う
な
さ
類
さ
ま
の
梨
だ
ア
』
ｔ
佐
内
の
指

さ
す
嶋
々
の
暗
い
″
ヽ
谷
の
汀
に
お
ン
ヤ
リ
重
真
奥
の
筐
デ
立
つ
て
居
た
。

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
御
嶽
登
山

私
に
思
に
す
身
を
重
に
せ
・ミ
●
（
ぜ
み
耶
）
（大
正
四
、
七
、二
六
、大
阪
毎
日
）

１
１

１

１

１

ｉ

ｌ

鳳

ｖ
Ｔ

Ａ

ｖ

ｅ
ｉ

Ｉ

Ψ

一
０

求

Ｗ

Ｔ

ｏ

ｎ

Ｖ

お

■

Ｕ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ
　

　

．

①
御
嶽
登

山

夏
で
も
寒
い
御
嶽
山
だ
け
あ
つ
て
秋
立
つ
二
重
に
早
く
既
に
頭
上
に
は
幕

秋
の
色
た
ち
こ
め
て
流
石
修
験
の
行
者
の
身
に
も
骨
を
刺
ず
寒
さ
耐
え
難
き

程
な
る
が
、
秋
山
ｔ
籍
す
る
登
山
の
書
入
時
も
追
や
維
末
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
白
衣
の
姿
に
日
に
減
り
上
の
難
の
み
滋
く
な
り
ま
さ
り
行
き
つ
ヽ
あ
る
が

今
謳
嶋
轟
の
統
計
を
本
電
し
て
入
月
中
の
登
山
客
を
概
算
す
る
に
約
二
萬
八

千
人
に
違
し
前
年
同
期
に
比
し
て
五
千
人
の
増
加
を
示
し
た
り
、
而
し
て

▲
是
等
の
登
山
客
ｔｔ
　
何
れ
も
巧
に
汽
車
の
壼
着
時
間
を
利
用
し
て
成
る
ベ

く
宿
屋
に
泊
る
こ
こ
な
避
け
ん
ざ
す
る
傾
向
増
加
し
つ
ゝ
あ
る
デ
如
し
ｔ
い

へ
ざ
も
筒
往
復
何
れ
び
に
於
て
藤
嶋
町
に
一
泊
す
る
に
餘
儀
な
き
状
態
に

あ

れ
ば

一
人
平
均
の
一
回
ミ
見
る
ヽ
大
約
四
萬
国
の
金
デ
扁
嶋
町
に
落
ち
た
る

も
の
言
見
ら
る
べ
く
そ
れ
に
前
後
の
七
九
雨
月
を
合
算
し
て
少
く

さ
も
五
六

萬
回
の
金
に
居
な
が
ら
に
し
て
編
嶋
人
の
渓
に
入
る
次
第
な

る
デ
是
に
扇
鳴

町
民
の
天
賦
の
思
興
な
る
〓
同
時
に

，
デ
て
頑
嶋
町
民
を
稲
す
る
も
の
な
る

に
考
ふ
る
べ
き
こ
こ
な
り
、　
而
し
て
爾
鳴
轟
に
於
け
る
電
報
取
扱
数
を
見
る

に
平
均
の
四
五
通
な
る
に
比
し
毎
日

▲
約
二
十
通
に
上
り
　
何
れ
も
無
事
下
山
の
旨
を
知
ら
す
る
な
り
ｔ
ｒ
ふ
１■

登
山
熱
の
流
行
せ
る
今
日
山
登
り
を
左
様
に
心
配
ぜ
ぬ
や
う
に
な
り
た
れ
ざ

筒
信
徒
を
代
表
し
て
参
葬
す
る
代
参
や
何
十
人
び
の
指
導
者
た
る
先
逮
に

ｔ

り
て
に
始
ぎ
命
を
賭
し
て
の
登
山
な
る
を
知
る
に
足
ろ
べ
く
そ
の
一
行
の
無

一
八
七

Ｑ
げ

ハ
Ｕ

７
１



０
難
　
　
　
　
報
　
　
和
嶽
登
山
の
通
信
敷
　
焼
嶽
爆
数
の
農
事
関
係

下
山
を
動
し
て
進
進
料
理
に
杯
を
攀
ぐ
ら
に

や
デ
て
蔵
嶋
町
の
唯

一
の
収
入

た
る
を
知
ら
ば
無
事
下
山
し
た
の
電
報
も
薦
鳴
人
ｔ
重
大
な

る
関
係
あ
る
を

感
ぜ
ざ
ろ
を
得
す
、
概
し
て
開
東
方
面
に
比
し
開
西
方
面
に
年
■
増
加
の
傾

き
を
見
つ
Ｉ
あ
る
デ
禽
聞
く
所
に
よ
れ
ば
御
激
教
本
露

に
て
ｌｔ
近
く
頑
鳴
町

に
営
設
の
避
葬
所
を
設
け
て
夏
に
信
徒
の
滲
痒
に
領
す
る
ｔ
の
こ
重
な
れ
ば

年
三
共
に
登
山
者
の
増
進
を
見
る
べ
し
こ
の
事
也
“
（大
正
四
、九
、
二
一
、
信

澄
毎
■
）

―
―

ｌ
ｌ

ｌ
・ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
り
学
ｉ
ｎ
Ｖ
Ｏ

，
Ｗ
Ｕ
こ

０

，
輌

Ⅲ
Ｔ

，

Ａ
Ｗ
Ｙ
中
＝
―

―

―

・

①
御
嶽
山
の
通
信
敷

御
濠
山
項
の
臨
時
郵
優
局
に
例
年
の
通
り
七
月
二
十

一
日
に
開
局
し
九
月

二
十
日
に
閉
鎮
し

，１
る
デ
英
成
績
に
登
山
人
員
デ
昨
年
の
一
萬
七
千
七
百
九

十
六
人
に
動
し
今
年
に

一
萬
七
千
九
百
二
十
人
に
し
て
饉
に
百
二
十
四
人
の

増
加
を
示
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ぎ
も
郵
便
物
に
非
常
な
る
激
増
に
て
左
の
如

き
結
果
を
生
し
た
り
英
原
因
に
今
年
に
撃
生
の
登
山
者
多
く
し
て
籍
葉
書
等

の
讚
途
を
第
し
た
る

に
依
る
べ
し
こ
。

大
工
四
年
度
　
　
通
常

　

継
識

同
　
一二
年
度
　
　
同

　

　

壁
醜

（大
正
四
、九
、
ニ
ニ
、
情
漉
毎
日
）

二
五

０
七

三
〇

二
六

一
八

八

見
ら
に
、　
前
者
―■
主
言
し
て
降
灰
量
ざ
激
甚
地
た
る
中
堀
澤
、
下
掘
澤
の
崩

落
押
出
し
に
使
り

一
時
堰
止
め
ら
れ
た
る
反
動
■
に
よ
り
、　
ス
後
者
に
既
往

に
於
け
る
噴
出
物
の
議
落
ｔ
共
に
濁
水
ｔ
な
り
押
流
せ
る
も
の
に

て
新
噴
出

物
に
大
な
る
意
味
を
有
せ
ぎ
る
に
新
降
灰
ざ
濁
流
言
デ
何
等
闘
係
な

き
色
素

を
有
す
る
を
以
て
も
明

，
也
。

▲
回
有
林
積
害
　
以
下
少
し

く
回
有
林
に
封
す
る
被
害
程
度
を
記
さ
ん
に
今

回
の
爆
肇
に
安
曇
事
業
風
第

一
一
九
林
班
の
内
「
中
期
澤
ミ
下
堀
澤
ｔ
の
中

間
に
位
し
奮
噴
火
口
よ
り
に
鶏
に
下
部
な
り
、　
雨
し
て
其
破
害
の
猛
烈
な
り

し
■
、

第

一
一
七
林
班
　
　
面
積

一
二
五
丁
六
反
五
畝

第

一
一
九
林
班
　
　
面
積

一
一
二
丁
五
反
八
畝

第

一
二
〇
林
班
　
　
面
積

一
二
一
丁
七
反
三
畝

並
に
粋
川
を
隔
て
ヽ
野
岸
に
臨
め
る

第
八
　
二
林
班
　
　
面
積
二
一
二
丁
五
反
五
歓

第
八
　
一二
林
班
　
　
面
積
三
二
三
丁
九
反
六
畝

右
の
五
箇
沢
班
の
大
部
分
、
重
に
第
一
一
九
林
荘
ｌｔ
殆
ざ
金
減
の
有
模
な

り
、　
両
し
て
其
破
害
状
況
を
見
る
に
爆
鷲
に
際
し
大
地
震
大
鳴
動
に
猛
烈
な

る
暴
風
雨
ｔ
共
に
新
火
口
附
近
の
岩
石
地
物
は
言
ふ
も
夏
な
り
、　
有
ら
り
る

附
近
の
韓
石
、
自
然
石
を
飛
ば
し
其
重
に
介
在
せ
る
立
木
諸
共
に
粋
川
に
向

ひ
押
し
出
し
た
る
も
の
に
し
て
目
下
、
林
地
に
堆
積
せ
る
火
山
医
よ
り
成
ろ

一
面
の
滉
土
深
さ
一
尺
乃
至
二
尺
を
以
て
覆
に
れ
、
筒
到
る
腱
、
槌
出
聴
下

せ
ら
れ
た
る
巨
岩
の
地
下
数
尺
に
撃
ち
込
ま
れ

た
る
痕
跡
無
数
に
存
在
し
、

ス
直
観
数
尺
に
及
ぶ
老
大
な
る
立
木
が
飛
岩
の
帰
め
中
部
ェ
リ
打
ち
裂
ず
れ

簡

一
面
に
密
生
せ
し
根
曲
り
竹
、
熊
笹
デ
地
上
饉
に
ニ
ニ
寸
を
幾
し
て
跡
形

山岳

一
・ハ
、

・〈
、

四
九
五

七
五
九

五
七
六

六
〇
二

―

―

―

ｌ
ｌ
ｌ
口
薔
ヨ
ー
ー
Ｖ
学
ｌ
Ａ
Ｖ

Ｏ

■
Ｗ
田
ワ

，
０
み
▲
＝

＝
よ

Ｏ

Ａ
リ

ー

お
１
１
１
●
１

１
‥
‥
‥
ｉ
ｌ
ｌ

③
焼
嶽
爆
螢
の
農
事
関
係

▲
喧
出
物
こ
水
質
　
雨
し
て
粋
川
に
於
け

る
水
量
重
に
水
質
の
嚢
化
欺
現
を

小
包

同

(710)
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いこ

も
な
き
等
富
時
の
惨
状
を
説
明
し
て
餘
り
あ
り
、
破
害
程
度
の
比
較
的
少
Ｔ

り
Ｌ
附
近
各
林
班
の
立
木
も
侍
降
灰
に
絆
ひ
し
降
雨
の
た
め
恰
も
天
貌
羅
状

Ｃ
な
り
枝
葉
に
表
事
の
別
な
く
極
め
て
微
細
な
る
人
山
仄
に
て
覆
は

る
Ｉ
な

以
て
呼
吸
作
用
も
同
化
作
用
も
全
く
停
止
せ
ら
れ
打
ち
萎
れ
た

る
有
凛
１■
無

懇
の
極
な
り
。

▲
大
正
池
の
現
出
中
嘱
澤
下
堀
澤
１■
滉
土
並
び
―■
大
小
無
数
の
霧
石
を
此
の

暴
風
雨
に
際
し
盛
ん

に
押
Ｌ
出
し
真
量
其
勢
言
語
に
絶
し
餘
勢
に
忽
ち
檸
川

を
堰
き
止
め
た
り
其
の
結
果
第

一
一
八
林
班
並
び
に
第
八
四
林
班

に
亘
り

一

大
湖
水
を
生
ぜ
り
其
面
積
ほ
目
下
筒
盛
ん
に
猿
大
し
停
止
す
る
慮
を
知
ら

ず
、　
上
高
地
に
之
れ
が
篤
め
一
層
の
勝
地
ミ
な
り
た
り
、
松
本
小
林
匡
署
に

て
は
之
れ
を
大
正
池
こ
命
名
せ
り
斯
く
て
一
日
堰
止
め
ら
れ
た

る
梓
川
の
水

勢
に
折
柄
の
暴
雨
に
件
ふ
水
量
の
零
加
に
よ
り
偉
大
な

る
勢
を
得
て
戴
に
比

障
碍
物
を
押
し
流
し
幾
多
の
土
砂
、
岩
石
．
漂
流
木
を
含
み
猛
烈
の
勢
に
て

流
域

一
回
の
地
を
流
し
、　
梓
川
筋
林
道
に
於
け
る
補
梁
、
穣
道
に
言
ふ
ま
で

も
な
く
路
畿
全
部
を
破
壊
し
、
積
核
、
場
や
を
経
て
澤
川
本
流
に
入
れ
り
、

向
又
、
降
灰
に
松
本
小
林
匡
署
の
金
管
内
に
及
び
し
も
爆
曇
営
時
、　
人
山
雨

甚
だ
し
び
り
し
篤
め
其
影
響
を
受
く
る
面
積
―■
薇
煙
地
附
近
に
止
ま
り
殊
に

其
の
後
連
日
蒸
雨
打
ち
譲
け
る
な
以
て
全
般
に
に
大
害
な
び
り
し
。

▲
其
後
の
瞭
煙
　
前
謁
大
爆
奮
以
来
、　
新
■
に
生
し
た
る
数
箇
の
人
口
に
日

下
岱
盛
ん
に
黒
煙
ｔ
水
蒸
氣
置
を
噴
出
し
風
向
重
に
夙
速
に

よ
り
各
方
面
に

降
灰
し
つ
Ｉ
あ
る
も
其
量
は
漸
次
減
少
ダ一り
、　
故
に
此
分
に
て
に
今
後
差
し

な
る
顧
慮
な
す
る
べ
き
い
。
云
や
。

０

０

０

０

０

０

▲
正
誤
　
前
琥
掲
載
の

『降
灰
ε
櫨
物
』
ミ
め
る
項
第
一
一
林
班
重
あ
る
に

第

一
一
九
班
の
誤
植
な
り
。

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
焼
嶽
爆
曇
の
農
事
関
係

▲
爆
蒙
影
響
別
報
　
六
日
焼
薇
の
爆
強
玖
禁
硫
賛
質

の
土
砂
粋
月
に
崩
落
し

飛
灰
色
の
濁
水
ｔ
な
り
南
安
曇
郡
に
於
け
る
同
月
を
用
水
ｔ
し
て
灌
漑
に
使

用
す
る
下
流
―■
水
田
に
洗
激
物
を
生
し
た

め
に
其
表
面
緊
縮
し
日
光
の
透
射

空
気
の
流
通
を
妨
げ
破
害
も
従
て
少
ザ
ら
す
径
二
す
の
樋
な
以
て
水
面
の
下

一
尺
位
の
濾
二
り
方
六
尺
の
箱
に
水
を
通
じ
置
け
ば
豊
夜
に
入
寸
餘
の
波
渡

物
を
堆
積
す
る
の
状
態
な
れ
ば
郡
農
會
に
て
に
水
田
の
水
に
沈
澱
地
を
設
け

俵
菰
等
に
て
猿
過
し
て
灌
漑
ず
べ
き
様
注
意
を
な
し
て
勘
行
し

つ
３
あ
り
。

▲
藤
澤
技
師
の
談
　
焼
嶽
の
優
動
に
件
ふ
梓
川
河
水
灌
漑
匡
域
の
影
響
に
就

き
藤
澤
本
縣
農
會
技
師
に
曰
く
新
聞
に
は
左
程
農
家
デ
心
配
す

べ
き
現
象
に

に
非
ざ
る
や
う
報
道
せ
ら
ろ
れ
ぎ
Ｌ
我
等
に
と
を
以
て
決
し
て
安
堵
し
得
ら

る
３
現
象
言
見
る
能
ｉｔ
す
晋
等
の
目
撃
し
た

ら
所
に
よ
れ
ば
梓
川
の
水
を
灌

ノヽ

漑
せ
る
日
に
一
日
約
八
寸
の
厚
さ
の
洗
澱
物
を
見
加
之
是
を
手
に
取
り
て
臭

１１

氣
を
検
す
る
に
硫
黄
の
臭
氣
を
有
し
直
に
硫
化
物
の
多
量
を
包
含
せ
る
事
を

″日
ヽ

知
り
得
ら
れ
其
洗
澱
の
下
層
に
固
く
締
て
足
も
徹
ら
ぎ
る
有
様
な
り
是
デ
給

に
書
を
及
ぼ
さ
す
ミ
ー■
如
伺
に
し
て
も
想
像
し
得
す

今
に
於
く
何
等
Ｔ
之
デ

防
禦
策
を
講
ぜ
ざ
れ
ば
南
安
曇
全
部
及
ひ
東
筑
摩
大
部
分
の
梓
川
関
係
耕
地

の
牧
穫
上
多
大
の
障
害
を
爽
す
べ
し
併
し
桑
葉
に
１■
左
し
た
る
障
害
無
き
が

如
し
ｔ
。

▲
降
灰
ｔ
農
商
課
　
ホ
縣
農
商
課
に
く
に
焼
岳
の
降
灰
及

び
梓
川
流
出
沈
澱

物
に
つ
き
農
事
試
験
拝
を
し
て
目
下
分
絆
せ
し
め
つ
ヽ
あ

る
が
是
が
成
績
を

見
次
第
技
術
員
を
南
安
曇
及
び
東
筑
摩
部
に
限
し
て
耕
地
の
沈
澱
物
に
つ
き

相
営
指
導
を
篤
さ
し
む
る
箸
な
る
が
之
に
つ
き
長
岡
農
画
課
長
に
語
ろ
ら
く

目
Ｔ
分
林
し
つ
３
あ
る
所
に
よ
れ
ば
沈
澱
物
に
硫
化
物
を
め
含
る
に
相
違
な

き
が
碗
化
物
は
少
量
な
れ
ば
却
て
耕
地
な
刺
戦
し
て
積
の
鴛
に
更
好
な
る
結

一
八
九
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◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
吉
野
群
峯

異
を
見
る
べ
き
も
多
量
な
ら
ば
何
び
硫
黄
Ｅ
含
合
若
し

く
に
化
合
す
る
も
の

を
知
Ｌ
緩
和
せ
し
む
れ
ば
差
支
な
き
課
な
り
言
。
（大
正
四
、六
、二
〇
、
信
濃

毎
日
）

・‥
―
―
１
１
１
１
０
Ｔ
Ａ
り
０
上
Ｉ
Ｖ
一０
■
■
半
ざ
ｎ
ｖ
お
―ｌ
ｖ
‥
―
―
―
―

‥

③
吉

野

群

峯

０
雲
の
美
、
林
の
美

雲
な
き
山
岳
の
維
走
＝
＝
登
山
に

容
易
な
る
大
和
ア
ル
プ
ス

北
　
　
　
尾
　
　
　
生

大
和
ア
ル
プ
ス
最
高
鶏
の
佛
経
ケ
岳
デ
断
ζ
一
、
九

一
五
米
突
ズ
近
江
伊

吹
山
を
抜
く
こ
ｔ
五
四
四
米
突
）
、
ま
だ
雲
線
に
入
つ
て
わ
な
い
ミ
ｔ
に
山
の

雄
大
を
語
ら
上
に
於
い
て
信
飛
連
瞭
、
赤
石
連
嶺
な
ぎ
に
比
し
て
一
舞
を
輸

し
て
わ
る
の
に
止
む
を
得
な
い
。
併
し
、爾
山
に
は
今
年
も
六
月
の
末
雲
を
見

た
こ
い
ふ
し
．
回
見
ケ
岳

（七
曜
岳
）
の
東
側
強
崖
の
下
に
あ
る
七
ツ
池
（空

池
）

の
傍
に
は
笹
の
葉
隠
れ
に
盛
夏
能
く
戒
雲
を
見
ろ
言
い
ふ
び
ら
、
夏
の

大
峰
連
峰
に
高
山
の
表
象
た
る
場
の
柔
毛
に
も
似
た

る
白
い
雪
を
絶
封
に
見

な
い
こ
に
限
ら
れ
な
い
。
廣
大
な
あ
の
針
葉
樹
林
、
急
唆
驚
く
べ
き
浸
蝕
谷

彎
回
に
稲
伏
Ｃ
ろ
幽
鏡
な
石
英
斑
現
、　
あ
主
若
し
あ
の
深
い
山
谷
に
一
條
で

も
雲
の
線
が
入
つ
て
わ
た
な
ら
ば
―
―
。

私
に
高
山
脈
維
走
せ
い
ふ
こ
こ
に
つ
い
て
、　
い
つ
も
雪
の
慰
悪
を
思
に
す

に
は
わ
ら
れ
な
い
。
常
念
山
暁
、
槍
、
穂
高
、
自
峰
二
山
な
ぎ
の
維
走
に
は

経
割
に
水
を
得
る
こ
こ
び
出
来
な
い
が
、
幸
び
に
四
時
湾
え
な
い
雲
を
溶
す

一
九
〇

し
て
米
を
煮
つ
ヽ
道
行
な
腰
け
る
こ
こ
が
出
茶
る
。
縫
走
さ
い
ふ
尾
根
博
ひ

に
第
一
の
困
難
事
１■
水
で
あ
る
が
、　
大
和
連
嶺
二
十
五
里
の
尾
根
博
ひ
に
は

項
上
ま
で
林
の
繁
茂
し
て
わ
る
た
め
左
程
水
に
困
難
に
し
な
く
て
も
よ
い
。

蔵
等
に
多
人
数
の
た
め
一
日
の
行
程
を
稽
水
に
左
右
ぜ
ら
れ
た
気
味
１■
あ
る

が
、
山
上
ケ
岳
び
ら
南
へ
水
の
あ
る
腱
を

一
寸
数
へ
て
見
ヽ
も

小
笹
の
宿
―
―
行
者
還
岳
―
―

一
の
峠
―
―
（目
下
乾
燥
ｃ
り
）―
―
聖

賢

八
丁
―
―
覇
山
―

深
山
岳
―
―
前
鬼
山
―
―
李
治
の
宿
―
―
怒
田
の
宿

近
き
に
二
塁
、　
遠
き
も
五
里
の
間
に
―■
天
水
ス
ー■
濠
々
た
ら
清
水
を
求
む

ろ
こ
こ
が
出
来
る
。
若
し
探
こ
れ
な
ら
ば
衛
此
上
の
泉
を
求
む
る
こ
こ
に
央

し
て
至
難
で
は
な
び
ら
う
。

雲
に
連
障
に
威
厳
を
添
ふ
る
無
言
の
表
示
で
′Ｄ
る
　
雲
の
な
い
代
り
に
愛

現
極
り
な
き
此
山
の
雲
を
思
ふ
。
幅
員
の
廣
い
、
牛
嶋
の
替
梁
を
成
し
て
わ

〔η

る
だ
け
に
、　
四
方
に
延
び
た
支
脈
が
極
め
て
雄
大
で
、
谷
に
深
く
、
密
林
な

７．

充
し
、
滉
氣
に
富
ん
で
、
水
蒸
気
の
多
い
た
め
、
連
峰
に
日
の
影
を
見
る
の

―■
極
め
て
稀
で
、
例
年
の
比
例
を
取
て
見
て
も
、
山
上
ケ
岳
で
晴
天
を
見
ろ

の
ほ
月
に
漸
く
十
日
の
割
合
だ
こ
い
ふ
。　
私
等
に
繹
迦
ケ
岳
の
経
項
に
立
つ

た
時
、
脚
下
を
続
る
自
雲
の
奇
怪
な
運
行
に
引
付
け
ら
れ
た
。　
信
飛
邊
り
の

山
で
見
ら
や
う
な
、
急
速
な
も
の
で
に
な
く
、
れ
ち
′
ヽ
重
山
腹
を
学
め
つ

つ
、■
這
ひ
上
る
雲
の
陣
が
、
私
等
の
立
つ
峰
の
上
迄
来
て
、
風
も
な
い
の
１■

乱
軍
の
如
く
吹
き
散
ら
さ
れ
る
。　
そ
し
て
北
よ
り
西
に
連
亘
し
て
佛
生
、
孔

雀

　ゝ
七
面
の
山
々
が
、
其
暗
緑
色
な
帯
び
た
素
肌
を
磨
び
れ
て
、
幻
の
如
く

空
間
に
際
見
す
る
。
南
西
の
空
、
中
八
人
山
の
上
邊
り
に
既
に
蒼
い
空
を
見

せ
て
あ
る
に
拘
亀
ず
、
頭
を
回
ら
ず
Ｃ
、
東
北
方
に
吹
き
溜
つ
た
雲
の
層
に

い
や
デ
上
に
も
厚
く
な
り
、
前
鬼
の
谷
を
埋
め
養
し
て
、
脚
下
一
面
仄
汁
の
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知
き
雲
海
を
現
出
し
、　
其
下
に
渫
や
た
る
早
瀬
の
音
を
憾
へ
る
。
そ
の
富
士

で
見
た
朝
の
雲
海
、
理
間
の
人
口
壁
び
ら
見
た
夕
映
の
雲
、
焼
岳
の
項
上
で

見
た
脚
下
の
大
雷
雨
、
高
山
の
雲
も
い
ろ
′
ヽ
見
た
け
れ
ぎ
、
鼻
曲
り
に
手

を
横
げ
て
、　
隆
や
れ
る
肩
内
を
そ
び
や
Ｔ
し
た
笠
捨
の
金
表
を
撮
ら
う
せ
ず

る
、　
二
瓶
氏
の
ン
ン
ズ
の
傍
に
二
時
間
重
い
ふ
も
の
立
ち
甕
し
な
が
ら
、
始

め
て
大
峰
山
脈
に
は
雲
の
代
り
に
雲
が
あ
つ
て
、　
始
め
て
山
の
威
厳
を
保
つ

て
る
こ
思
つ
た
。
雨
晴
れ
の
雲
の
運
行
を
、
あ
れ
程
近
く
鮮
明
な
色
彩
も
て

現
し
み
の
あ
る
見
方
を
し
た
の
ほ
私
に
１■
珍
ら
Ｌ
い
こ
さ
で
あ
つ
た
。

花
闘
岩
の
虞
出
デ
天
斧
の
如
き
哺
壁
を
な
す
ミ
こ
ろ
　
白
馬
岳
の
葱
李
、

稔
高
山
麓
の
藤
売
上
高
地
、
自
由
の
五
色
濱
、
高
山
に
に
雲
ｔ
雲
に
培
れ
た

高
山
植
物
に
富
む
高
原
の
一
ツ
ニ
ツ
に
必
ず
有
し
て
わ
て
其
突
乃
た
る
尖
鏡

に
疲
れ
た
山
登
り
の
耐
経
を
緩
和
し
て
異
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
、
不

規
則
な
放
射
山
脈
の
幾
多
を
有
す
る
大
峰
連
嶺
に
に
猫
額
の
干
だ
に
求
む

る

こ
ｔ
デ
出
来
な
い
。
連
峰
の
側
谷
。
東
に
面
マ
る
書
―■
、
殊
に
念
唆
な
曲
谷

を
作
り
、
下
厳
す
れ
ば
足
の
載
く
の
を
禁
じ
得
な
い
。
其
孔
雀
ケ
嶽
び
ら
群

迦
ケ
嶽
に
至
る
貝
燿
り
、
線
の
鼻
邊
り
に
石
英
斑
岩
の
湧
出
デ
殊
に
雄
大
で

鋸
歯
の
如
き
晩
轡
絶
壁
、
天
斧
も
て
割
り
成
し
た
ら
如
き
岩
角
に
雲
の
吹
せ

つ
け
て
来
る
虔
ｌｉ
宛
ら
に
信
飛
ア
ツ
プ
ス
の
盟
主
槍
の
北
面
に
も
似

て

わ

る
。　
行
者
透
岳
も
餌
ケ
岳
こ
い
ふ
し
、
島
宏
大
な
中
生
暦
を
貫
い
て
西
に
噴

出
し
た
稽
村
ケ
岳
。
朝
鮮
岳

（項
仙
岳
に
も
作
る
）
の
ビ
ー
ク
が
急
制
天
を

璽
す
る
も
の
、
堂
や
連
峰
の
王
座
こ
し
て
根
を
張
つ
た
覇
山
ミ
相
射
し
て
、

義
福
曲
山
脈
中
の
一
偉
観
で
あ
る
。　
七
面
山
の
崎
壁
鏡
の
如
き
も
の
、
高
さ

式
に
百
五
十
尺
大
日
嶽
の
頭
上
花
磁
石
の
突
出
す
る
も

の
、
淡
納
白
色
の
餌

を
振
立
て
ふ
其
形
状
、
恰
も
甲
州
ア
ル
プ
ス
中
の
雄
峰
鳳
島
由
の
地
蔵
佛
に

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
吉
野
群
峯

似
く
奇
怪
を
極
め
て
わ
る
。
従
て
規
模
こ
そ
小
竃
れ
、　
距
離
こ
そ
十
分
の
一

な
れ
、
繹
迦
嶽
よ
り
前
鬼
谷
に
下
る
道
も
、
昨
年
常
念
山
脈
を
大
天
丼
の
裏

び
ら
槍
の
澤
に
下
つ
た
赤
岩
嶽
の
悪
絶
に
も
似
奇
つ
た
箇
所
が
な
い
で
も
な

ず
つ
た
ｏ　
私
達
に
可
な
り
急
速
な
足
菫
を
績
け
な
が
ら
大
日
嶽
す
ら
一
里
餘

の
下
り
に
約
二
時
間
を
費
さ
れ
ば
な
ら
な
す
つ
た
。

標
高
低
き
大
和
ア
ル
プ
ス
に
求
む
る
一
二
の
長
所
　
前
鬼
以
南

な
維
走
す

る
こ
こ
１■
、　
曲
も
低
く
な
り
、
展
望
も
な
く
、
雀
の
繁
茂
の
た
め
植
物
分
布

上
の
債
値
も
診
く
、　
た
０
あ
の
重
量
・■
る
山
岳
を
紀
州
に
拡
け
て
、
瀞
八
丁

ず
ら
熊
野
川
な
新
宮
に
下
り
、　
汐
の
香
の
高
い
勝
浦
の
温
泉
に
連
日
の
疲
発

を
警
す
る
興
味
を
以
て
進
行
を
寂
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。　
信
飛
ア
ル
プ
ス
ｔ

比
較
し
て
大
峰
連
峰
の
劣
る
長
１■

（
一
）
雪
線
に
入
り
の
で
壮
大
な
観
念
に
乏
き
二
ｔ

（二
）
疲
労
を
慰
む
る
温
泉
の
な
い
こ
こ

（三
）
密
林
多
く
害
虫
な
ぎ
の
惑
し
き
■
ｔ

（四
）
山
の
確
曲
が
急
崚
で
道
路
の
強
な
の
こ
善
摯
の
甚
だ
し
い
ｌ
Ｃ

（五
）
標
高
低
き
た
め
、高
山
的
の
諸
現
象
を
見
る
に
難
き
こ
こ

（六
）
信
仰
上
の
管
蠅
き
約
束
多
き
こ
Ｃ

若
し
、
此
山
を
讚
美
ず
べ
く
猥
て
求
む
ろ
な
ら
ば
、

（
一
）
未
だ
學
術
的
の
記
録
砂
き
こ
重

（二
）
針
葉
樹
林
の
宏
大
な
こ
こ

（三
）
防
寒
具
の
必
要
な
く
比
較
的
登
山
に
易
き
こ
■

（四
）
奥
額
に
富
み
、
露
場
ｔ
し
て
有
名
な
こ
ｔ

等
で
あ
る
。
街
天
候
の
不
真
が
多
い
の
重
、
迷
路
が
多
い
の
電
、
古
趾
の

多
い
の
な
ぎ
に
依
て
、
案
内
者
な
し
に
登
る
べ
き
山
で
な
い
Ｃ
思
ふ
．

一
九
一

(713)



山岳

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
吉
野
群
峯

０
大
和
ア
ル
プ
ス
に
登
る
に
は

▲
山
上
詣
の
奥
駈
、
山
上
ケ
岳
を
起
職
ｔ
し
て
南
方
玉
置
山
迄
、　
所
謂
大
和

の
脊
梁
山
脈
「
大
和
ア
ル
プ
ス
の
維
走
な
企
て
る
に
は
山
上
山
麓
の
洞
川
村
、

ス
に
吉
野
で
準
備
を
し
な
く
て
に
な
ら
ぬ
。　
山
上
ケ
嶽
へ
の
登
浩
―■
此
二
箇

所
で
、
吉
野
び
ら
に
頭
上
迄
六
里

（吉
野
軽
畿
吉
野
口
轟
下
車
）
洞
川
Ｔ
ら

項
上
迄
三
塁

（吉
野
軽
栽
下
市
口
轟
下
車
）
下
市
Ｔ
ら
洞
川
へ
行
く
に
は
可

な
り
急
崚
な
峠
な
四
つ
越
え
て
五
塁
な
歩
び
れ
ば
な
ら
ぬ
。
時
間
に
使
つ
て

双
方
共
其
目
の
中
に
山
上
ケ
岳
の
項
上
迄
至
難
で
な
い
が
、
準
備
の
必
要
上

ぎ
ち
ら
に
し
て
も
途
中
譴
に
一
油
す
る
位
の
餘
硲
に
存
Ｌ
た
方
が
よ
い
。

▲
第
二
日
に
出
上
ケ
岳
覆
上
に
一
油
の
豫
定
で
其
日
の
中
、
裏
の
行
場
、
魯

荏
畑
、　
日
本
岩
等
を
経
巡
ろ
が
よ

，
ら
う
。
裏
の
行
場
を
巡
る
に
ｌｔ
約
廿
分

を
要
す
る
、
芸
他
一
時
間
も
充
て
し
置
け
ば
よ
い
。
山
上
に
は
五
六
ケ
所
の

宿
坊
が
あ
り
高
山
の
宿
所
ミ
し
て
、
風
呂
、
藩
圏
、
丹
前
な
ぎ
も
あ
つ
て
設

備
に
完
全
し
て
あ
る
。
（宿
料
精
進
料
理
で
七
十
錢
位
）。

▲
山
上
ケ
岳
ザ
ら
一
日
の
行
程
重
し
て
早
廃
に
出
肇
す
れ
ば
、　
連
豪
中
の
主

峯
、
爾
山
ま
で
に
容
易
で
あ
ら
ｃ
笙
ケ
窟
、
鷲
ケ
窟
、
経
箱
石
等
名
所
を
巡

る
に
―■
約
四
時
間
位
の
餘
硲
な
見
て
置
ず
れ
ば
な
声
り
。
山
上
び
ら
爾
山
ま

で
九
里
八
丁
ｔ
い
ふ
が
、　
賃
際
に
六
塁
位
で
あ
る
、
途
中
や
大
書
賢
び
ら
囲

見
嶽
に
び
ζ
る
腱
に
少
し
噴
で
に
あ
る
が
、
国
見
の
項
上
で
書
飯
を
喫
す
る

こ
こ
に
す
る
ｔ
よ
い
。
爾
山
に
―■
行
人
の
小
屋
が
あ
つ
て
食
糧
さ
へ
持
つ
て

行
け
ば
糞
焚
に
不
都
合
１１
な
い

（宿
料
に
志
で
あ
る
デ
二
十
錢
位
）
。

▲
霜
山
び
ら
前
鬼
谷
ま
で
九
塁
八
丁
、
之
も
六
里
位
の
む
の
で
あ
ら
う
、
途

中
最
高
峯
の
佛
組
ケ
嶽
明
星
ケ
嶽
の
大
山
連
帯
群
落
、　
七
面
山
の
断
崖
、
線

一
九
二

の
鼻
の
晩
蟷
、
膵
迦
、
大
日
嶽
等
道
に
最
も
批
快
な
極
め
前
鬼
村
の
製
の
行

場
に
水
デ
豊
富
で
山
の
脊
を
来
た
も
の
ヽ
一
見
す
る
債
値
に
十
分
あ
る
。
巡

る
に
は
牛
日
に

，
３
る
。
村
に
は
森
本
坊
小
仲
坊
の
ニ
ツ
の
宿
坊
が
あ
る

（宿
料
に
七
十
錢
位
）

▲
島
腱
び
ら
河
合
に
一
泊
の
後
、　
大
肇
夕
原
山
に
登
り
振
出
し
の
吉
野
に
鋸

る
の
も
よ
び
ら
う
。
簡
峯
療
き
に
紀
州
へ
出
る
な
ら
ば
前
鬼
Ｔ
ら
嫁
越
時
に

登
り
、　
途
中
怒
田
の
宿

（七
里
牛
）
に
宿
螢
す
る
。
小
屋
に
大
破
し
て
わ
ろ

が
、
宿
螢
に
菫
間
へ
に
な
Ｔ
ら
う
。
曲
が
低
く
な
る
Ｔ
ら
、
島
邊
へ
奈
れ
ば

最
早
防
‐寒
具
の
必
要
に
な
い
。

▲
夏
に
地
蔵
夕
岳
の
麓
を
籐
つ
て
笠
捨
峠
に
登
り
、
十
津
川
の
上
葛
川
に
宿

泊
す
る
。
（宿
屋
あ
り
宿
料
五
十
銀
位
）

▲
氏
庭
Ｔ
ら
玉
置
山

（二
塁
）
を
経
て
田
方

（二
里
牛
）
に
出
で
瀞
八
丁
に

ハ「′

一
泊
す
る
ず
、
直
ち
に
舟
を
雇
へ
ば
十
里
の
態
野
川
を
下
つ
て
、
紀
州
新
宮

７１

迄
約
八
時
間
で
違
す
る
。
（舟
賃

一
般
六
団
位
）

▲
奥
駈
の
案
内
者
に
一
人
一
日
賄
付
一
回
五
十
錢

、
人
大

一
日
同

一
日
を
相

鰐
な
れ
ざ
古
参
な
人
大
を
得
れ
ば
別
に
案
内
者
の
必
要
に
あ
る
ま
い
。　
人
夫

の
五
措
重
量
に
六
貫
日
ｔ
し
て
わ
る
デ
奥
駈
に
は
少
し
超
過
ず
る
や
う
で
あ

る

。
▲
日
本
７
ル
プ
ス
な
ご
ｔ
違
つ
て
冬
の
外
套
位
を
持
て
行
け
ば
殆
ざ
防
寒
具

の
必
要
に
な
い
が
、
「
〆
二
」
「
シ
ナ
カ
ラ
」
「
ヒ
ル
」
な
ざ
の
書
虫
が
多
い
Ｔ

ら
、
無
論
大
し
た
こ
ミ
ー■
な

い
が
止
血
薬
、
端
項
石
、
蚤
取
粉
な
ぎ
の
少
し

位
に
容
易
し
て
行
つ
た
方
が
よ
い
。
食
糧
に
信
仰
上
山
中
皆
精
進
で
あ
る
が

罐
請
な
ぎ
を
持
つ
て
行
つ
て
も
差
閲
へ
に
な
い
。
山
上
ケ
岳
Ｔ
ら
玉
置
迄
天

氣
都
合
さ
へ
よ
け
れ
ば
五
日
で
行
け
る
。



山岳

０
大
峰
の
花
木

＝
確
の
王
に
石
南
荏
ｔ
大
山
蓮
奪
＝

竹
　
下
　
英
　
一

名
ば

，
り

の
ヽ
花
短
行
者
纂
重
矢
車
草
の
群
落
　
七
月
十
日
午
前
、
山
上

ケ
嶽
の
瀧
泉
寺
宿
坊
よ
り
日
本
岩
を
廻
り
て
最
高
鶏
の
御
荏
畑
に
出
づ
。
南

方
に
展
開
し
て
稽
干
垣
、　
一
面
に
小
笹
茂
生
し
て
、
腱
々
に
ツ
ツ
ジ
の
矮
樹

を
見
る
の
み
。
小
笹
の
間
を
押
し
分
け
て
珍
ら
し
き
植
物
も
が
な
重
あ
さ
れ

ぎ
も
、
只
ヒ
カ
グ
カ
ゾ
ラ
縫
横
に
飼
飼
し
、
時
や
リ
ン
ド
ウ
の
幼
苗
を
見
る

位
に
し
て
、
何
等
高
山
植
物
ら
し
き
も
の
を
景
見
せ
す
。
却
つ
て
登
路
の
鐘

懸
岩
、
西
の
議
附
近
に
は
、
ゴ
セ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
マ
ヒ
ノ
ル
サ
ウ
、
矢
車
草

な
ぎ
喚
き
乱
れ
て
高
山
的
景
観
を
塁
せ
り
。
樹
木
に
一
般
に
矮
小
に
し
て
、

ド
ウ
ダ
ン
ツ
、
ジ
、
プ
が
、
モ
ミ
等
の
幼
樹
、
イ
タ
ヤ
カ
ヘ
ア
等
あ
り
。
三

角
鶏
の
附
近
に
は
、
殊
に
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヤ
カ
メ
ラ

（方
言
）
多
し
。
ギ
ヨ
ウ
ジ

ヤ
カ
メ
ラ
に
出
上
ケ
嶽
よ
り
前
鬼
に
至
る
間
、　
到
る
腱
に
繁
茂
し
、
天
賦
の

鐵
般
重
な
り
て
、
我
等
の
顛
落
せ
ん
こ
す
る
を
救
ひ
た
る
こ
ｔ
風
次
な
り
き

島
植
物
に
葡
萄
科
に
居
し
、
未
だ
荏
を
開
ザ
す
。
花
後
黒
色
の
漿
果
を
結
び

深
山
を
分
く
ら
行
者
の
潟
な
響
す

る
を
以
て
「
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヤ
の
水
」
こ
い
ふ
。

此
外
大
山
蓮
華
、
γ
モ
ツ
ケ
草
等
あ
れ
ぎ
も
是
亦
荏
を
見
す
。
さ
荏
畑
よ
り

一
日
一蔵
王
堂
の
前
に
出
で
、
更
に
右
折
す
れ
ば
愈
奥
駈
の
本
道
に
入
る
。
大

鉢
プ
セ
、小
鉢
ブ
セ
等
を
通
識
し
て
小
篠
の
宿
に
若
す
。
画
面
せ
る
山
爆
に
し

て
、
清
泉
湧
出
す
る
あ
た
り
、
失
車
草
、　
ナ
タ
カ
ラ
ヨ
ウ

（方
言
行
者
蕗
）

等
群
生
す
。
矢
車
草
―■
虎
耳
草
科
の
植
物

に
し
て
、
深
山
陰
灘
の
地
に
自

生
す
る
も
の
、
葉
の
大
な
る
も
の
に
至
り
て
は
、　
金
径
二
尺
乃
至
三
尺
に
逮

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
吉
野
群
峯

す
る
も
の
あ
り
。
其
群
落
１■
見
る
も
の
を
し
て
一
種
批
大
の
悪
に
打
ｉ
れ
し

む
。
禁
漸
く
深
く
し
て
傑
々
の
肇
を
開
び
ざ
ら
の
腱
、
失
車
草
の
大
群
落
に

逢
着
す
れ
ば
、
■
に
既
に
塵
界
の
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
な
悟
ら
な
り
。　
ナ
タ
ヵ

ラ
ヨ
ウ
ほ
菊
科
に
居
し
深
由
に
生
す
る
も
の
晩
夏
の
候
葉
間
に
塞
を
抽
出
す

る
こ
ｔ
三
四
尺
に
し
て
、
精
上
に
ツ
ン
プ
キ
に
似
て
積
小
な
る
贅
確
な
紀
状

に
開
く
。
山
上
ケ
嶽
の
項
上
及
び
洞
辻
茶
屋
の
附
近
に
其
大
群
落
を
見
る
べ

し
。
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヤ
プ
キ
の
名
あ
れ
ぎ
も
食
ふ
べ
Ｔ
ら
す
。

喬
木
帯
に
入
る
襲
略
の
様
な
ベ
ニ
ダ
ウ
ダ
ン
　
小
篠
の
宿
ょ
り
次
第
に
深

く
分
け
入
る
に
つ
れ
、　
維
、
栂
、
樺
、
山
毛
欅
「
穣
樹
等
合
国
の
喬
木
観
蒼

重
し
て
茂
生
し
、
枝
極
密
横
し
て
日
光
を
漏
さ
す
。
既
に
喬
木
警
に
入
れ
る

を
知
る
。
約
山
地
植
物
の
分
布
に
五
帯
ミ
な
す
を
得
べ
し
。
即
ち
第

一
帯
に

山
麓
帯
に
し
て
、
喬
木
誉
之
に
次
ぎ
、
灌
木
帯
ｔ
な
り
、
草
本
帯
電
な
り
、
　
馬

夏
に
登
れ
ば
地
衣
帯
ｔ
な
り
て
経
る
も
の
な
り
。　
我
大
和
７
ル
プ
ス
に
於
て

″日ヽ

に
濃
木
帯
に
絡
り
て
、
草
本
帯
を
見
る
能
に
す
。
是
れ
日
本
ア
ル
プ
ス
等
に

於
て
見
る
が
如
き
百
花
瀾
漫
ゝ
鮮
紅
、
深
紫
、
黄
自
、
赤
褐
相
映
肇
し
て
、

山
諄
の
荏
国
に
あ
ら
す
や
ｔ
疑
に
し
む
る
が
如
き
御
花
畑
な
き
所
以
な
り
。

然
れ
ぎ
も
此
の
如
き
林
下
に
は
叉
陰
滉
な
好
む
矮
樹
草
本
多
し
ｏ
路
の
左
右

に
―■
、
心
臓
形
の
光
洋
あ
る
葉
を
も
て
る
矮
小
愛
す

べ
き
マ
ヒ
ノ
ン
サ
フ
の

密
生
せ
る
虔
あ
り
。
花
覆
を
抽
く
こ
重
一
二
す
。
総
上
に
自
色
四
舞
の
小
荏

を
開
く
。
荏
美
な
ら
ぎ
れ
ぎ
も
之
を
李
鉢
に
密
植
し
、　
更
に
小
盆
石
を
配
す

れ
ば
以
て
高
山
的
趣
赤
な
床
に
ふ
を
得
べ
し
。
島
外
マ
マ
ド
菫
口
、
エ
ゾ
ン

イ
サ
ウ
等
に
温
り
て
時
や
我
等
の
眼
を
鷺
む
ろ
紅
確
の
車
百
合
わ
り
。　
ト
リ

カ
プ
ト
は
数
尺
に
成
長
す
れ
ざ
も
未
だ
荏
を
見
す
。
林
下
を
進
む
に
つ
れ
て

我
等
の
驚
き
た
ら
は
、　
石
南
荏
、
五
葉
鐵
調
ｔ
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
の
多
〓
事
な

一
九
二



山岳

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
吉
野
群
峯

り
．　
五
葉
瑯
踊
に
邸
岡
の
一
種
に
し
て
、
精
榎
の
紋
章
の
如
く
五
薬
づ
ゝ
規

則
正
し
く
輸
生
的
に
看
生
す
る
を
以
て
光
名
あ
り
。
花
に
自
色
に
し
て
、
春

開
化
す
。　
大
峰
曲
中
殊
に
多
く
、
南
進
す
る
に
つ
れ
樹
幹
の
大
な
る
も
の
を

見
る
べ
し
。
大
き
も
の
に
菫
周
一
尺
餘
、
高
さ
十
数
尺
の
も
の
も
珍
ら
し

，

ら
す
。　
女
に
多
き
に
ベ
ニ
ド
ウ
グ
ン
に
し
て
時
々
落
花
散
り
敷
き
て
路
鴛
に

瓶
せ
な
れ
る
に
驚

Ｌ̈
ご
れ
て
伸
ぎ
見
れ
ば
多
縁
反
韓
ぜ
ざ
る
壼
状
の
紅
小

花
、
細
長
き
荏
榎
の
先
に
懸
り
て
天
女
の
襲
略
び
こ
疑
ｌｔ
し
む
。
故
に
又
ヨ

ウ
ラ
ク
ド
ウ
ダ
ン
の
名
あ
り
。
筒
之
に
類
せ
る
も
の
に
は
自
色
壼
状
の
種
を

付
く
る
ド
ウ
ダ
ン
ジ
ツ
ジ
あ
り
。

峰
中

一
の
名
花
高
山
の
霊
木
石
南
花
　
峰
中
を
通
し
て
最
も
著
名
な
る
に

石
南
荏
な
る
べ
し
。
大
響
賢
夕
岳
ェ
リ
七
歩
池
に
至
る
間
、
其
丈
餘
の
純
林

を
見
た
り
し
が
、
峰
中
之
を
生
ぜ
ざ
ろ
農
な
し
。
元
来
石
南
荏
に
は
三
種
め

り
、
即
ち
紅
色
の
普
通
横
、
自
荏
石
南
在
、
（
一
名
白
山
石
南
荏
）、黄
花
石
南

荏
是
れ
な
り
。　
石
南
料
の
代
理
的
植
物
に
し
て
、
古
爽
山
中
の
霊
木
こ
し
て

雲
重
ぜ
ら
れ
、
殊
に
大
峰
地
方
に
於
て
は
之
な
佛
前
の
供
花
ｔ
し
て
用
ひ
、

或
に
其
材
を
以
て
箸
を
作
る
時
に
皓
薦
を
保
護
す
重
い
ひ
、　
或
―■
其
種
手
を

浸
出
し
て
不
老
延
命
の
業
ご
な
す
こ
簿
へ
ら
れ
る
。
常
経
の
灌
木
に
し
て
、

花
形
ｉｔ
邸
調
こ
殆
ん
ざ
同
一
に
し
て
、
十
数
個
を
総
頭
に
簾
生
し
、
紅
色
に

し
て
頼
る
濃
艶
の
趣
あ
り
。
憾
む
ら
く
に
荏
既
に
謝
し
て
果
賓
牟
ば
熟
せ
る

を
。
若
し
金
山
の
石
南
荏
、　
悉
く
笑
み
ほ
こ
ろ
ぷ
の
時
、
島
の
山
に
入
ら
ば

員
に
天
の
業
園
に
遊
ぶ
の
感
あ
ら
む
ｃ
石
南
荏
に
高
山
植
物
な
れ
ご
も
、
必

す
し
も
摯
微
天
を
摩
す
る
の
邊
に
生
す
る
に
非
す
。
時
に
頗
る
温
曖
な
る
虚

に
も
産
す
る
と
ｔ
あ
り
。
故
に
石
南
確
に
庭
園
に
叉
に
盆
裁
に
、
栽
増
す
る

こ
ｔ
容
易
な
り
。
近
時
舶
来
の
コ
ー
ド
デ
ン
ド
ロ
ン

（石
南
花
）
の
紅
自
繁

一
九
四

黄
Ｐ
奸
を
競
ふ
の
美
は
、
費
邦
産
石
南
在
の
比
‐■
あ
ら
す
。
近
時
日
本
魔
園

に
も
之
を
利
用
し
、
楓
樹
鬱
管
電
し
て
一
繁
茂
ぜ
る
の
凝
、
奇
岩
怪
石
を
布

置
し
て
之
を
植
ゑ
、
所
謂
ロ
ツ
ク
ガ
ー
プ
ン
を
作
る
人
多
Ｌ
Ｅ
。
自
花
石
南

花
に
之
を
黄
荏
石
南
確
に
比
ぷ
れ
ば
樹
容
に
於
て
劣
り
、　
紅
花
石
南
確
に
比

ぶ
れ
ば
、　
典
色
に
於
て
下
ろ
。
然
れ
ぎ
も
開
雅
優
避
の
情
致
に
富
む
。
余
管

て
之
を
自
由
に
於
て
見
た
る
こ
こ
あ
り
。
校
潔
幽
寂
な
る
印
象
、　
今
も
忘
ろ

る
能
に
す
。　
雨
し
て
最
も
得
難
き
に
黄
荏
石
南
確
な
ら
べ
し
。
即
ち
縁
や
た

る
火
山
岩
、
優
塞
た
る
保
松
の
高
年
雲
に
灌
が
る
ゝ
の
邊
に
於
て
、
初
め
て

之
を
見
る
を
得
べ
し
。
葉
は
薔
通
の
紅
花
石
南
花
に
比
し
て
頗
る
小
さ
く
、

長
さ
二
寸
内
外
、　
花
―■
淡
黄
色
に
し
て
径
一
寸
内
外
な
り
。
之
を
盆
理
に
移

植
す
れ
ば
忽
ち
に
し
て
、　
数
十
年
の
老
木
の
観
を
塁
す
る
余
昨
夏
之
を
日
本

ア
ツ
プ
ス
槍
ケ
岳
に
て
探
集
し
培
養
せ
る
に
生
育
頗
る
よ
ろ
し
。
大
峰
山
脈

の
石
南
荏
に
普
通
種
の
み
な
れ
ぎ
も
、　
其
分
右
の
廣
さ
こ
豊
富
な
る
舗
に
於

て
泄
に
峰
中
の
珍
ぜ
す
る
に
足
る
。

下
生
植
物
の
大
群
落
破
れ
傘
、
針
蕗
、
蟹
草
な
ざ
　
七
月
十
一
日
、　
露
書

地
行
者
還
り
を
出
で
ヽ
、
濃
霧
中
を
進
む
。
路
に
依
然
ご
し
て
昨
日
の
如
く

繁
茂
せ
る
大
森
林
に
し
て
、
東
側
に
千
尋
の
断
崖
な
る
を
以
て
西
側
の
急
斜

面
を
蛇
行
ず
。
行
者
還
エ
リ

一
の
時
に
達
す
る
間
、
廣
大
な
る
ヤ
プ
ン
ガ
サ

ハ
リ
ブ
キ
、　
ク
サ
ア
デ
サ
し
、
カ
ニ
ク
サ
等
の
群
落
を
見
た
り
。
■
プ
ン
ガ

サ
に
菊
科
の
植
物
に
し
て
葉
の
形
破
れ
た
る
傘
に
似
た
ろ
を
以
て
、　
い
く
に

名
け
ら
れ
づ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。　
タ
サ
ア
ダ
サ
ヒ
に
虎
耳
草
科
に
周
し
、

恰
も
ア
デ
サ
ヒ
に
似
た
り
。
庭
や
開
花
せ
る
を
見
る
。
ハ
リ
ブ
キ
ハ
方
言
「島

ト
マ
フ
メ
」

ｔ
籍
す
。
幹
及
び
葉
の
表
裏
共
に
銑
き
刺
を
生
じ
容
易
に
鯛
る

べ
が
ら
す
。
落
葉
灌
ホ
に
し
て
高
さ
三
四
尺
に
達
す
る
も
あ
り
。
其
果
貿
に

ρ
０

Ｆ
‘



山番

肺
病
の
妙
築
な
り
Ｃ
い
ふ
。
・的
此
等
植
物
の
群
生
せ
る
間
に
羅
や
ご
し
一、

丈
四
五
尺
に
垂
ん
ｔ
す
る
パ
イ
ケ
イ
草
の
滞
開
せ
ら
あ
り
。　
不
思
議
な
ら
に

島
の
植
物
多
く
に
道
路
の
左
右
に
疎
ら
に
生
す
る
二
重
な
り
。
在
に
一
種
雄

大
の
感
を
典
ふ
る
も
、
根
に
激
毒
を
有
す
。
一
の
峠
よ
り
針
葉
樹
次
第
に
多

し
。
爾
山
項
上
へ
七
八
丁
の
邊
よ
り
途
急
に
峻
し
く
な
る
。
蔵
に
翼
費
理
源

大
師
の
銅
像
を
安
置
す
。
此
前
に
大
な
る
一
株
の
ナ
ツ
ジ
バ
キ
を
見
る
。
椿

の
一
種
に
し
て
、
花
色
白
色
、
薔
通
白
椿
の
小
な
る
も
の
な
り
。
然
れ

ぎ
も

葉
に
彼
れ
の
如
く
厚
び
ら
す
。
強
阪
に
羞
懸
れ
ば
、
補
物
全
く
一
憂
し
、
金

く
針
響
樹
林
重
な
り
て
山
愈
や
高
き
を
知
る
。
曲
人
の
ニ
ン
モ
ミ
Ｃ
稗
す
る

ｙ
ラ
ベ
最
も
多
く
、　
之
に
混
り
て
モ
ミ
、
ン
が
わ
り
、
四
十
分
に
し
て
項
上

に
達
す
。　
奔
天
の
小
祠
附
近
殊
に
ン
ラ
ベ
多
し
。
十
二
日
に
雨
天
の
た
め
行

人
小
屋
に
滞
留
、
謄
草
の
手
入
れ
を
な
す
。

右
も
左
も
大
山
蓮
華
、
自
井
理
學
博
士
の
激
賞
　
十
三
日
朝
早
熙
山
を
壼

ず
。
醤
経
歩
岳
に
至
る
間
ン
フ
ベ
、
ト
ウ
ピ
等
の
針
葉
樹
多
く
．
明
星
ケ
岳

の
邊
大
山
蓮
華
多
し
。
次
で
佛
生
夕
岳
附
近
に
て
其
大
叢
林
に
遭
通
す
。
路

の
上
下
左
右
、　
見
渡
す
限
り
島
花
を
以
て
充
た
さ
れ
、
幹
の
多
く
に
根
元
ニ

リ
叢
生
し
、
大
な
る
も
の
に
丈
餘
に
違
す
る
も
の
あ
り
。
大
山
蓮
華
に
本
蘭

科
の
も
の
に
し
て
、
業
に
自
木
蘭
重
同
じ
く
、花
に
純
白
に
し
て
径
二
三
寸
、

花
辮
に
六
個
乃
至
九
個
、　
高
潔
幽
寂
の
趣
あ
り
。
蓋
し
峰
中
の
名
荏
ｔ
し
て

石
南
花
重
共
に
持
筆
大
書
す
べ
き
も
の
び
。
白
井
理
學
博
士
の
紀
行
に
曰
く
。

『
子
に
従
来
四
回
、
九
州
、
近
畿
の
諸
山
に
て
大
山
蓮
華
の
稀
に
自
生
す
る

を
見
た
れ
ざ
も
、　
未
だ
一
震
に
多
く
叢
生
す
る
を
見
ざ
り
し
が
、
管
て
毛

利
梅
園
が
百
花
譜
の
中
に

「大
山
蓮
華
、
水
蘭
の
一
種
、
特
別
雨
和
州
出

大
峰
、　
敏
大
山
の
名
を
得
た
り
」
ｔ
の
文
を
見
て
島
山
に
比
樹
の
多
き
重

◎
雑
　
　
　
　
報
　
　
吉
野
群
峯

い
ふ
事
に
知
り
居
れ
ぎ
も
、　
之
を
目
撃
し
て
確
め
た
る
人
あ
ム
を
聞
ザ
ざ

り
し
な
り
。　
そ
れ
故
今
回
特
に
注
意
し
て
島
木
の
有
無
多
少
な
探
究
ぜ
し

に
前
記
の
場
所
に
於
て
島
ホ
デ
始
ぎ
純
林
験
を
な
こ
．
曲
谷
に
瀾
蔓
す

る

な
費
見
し
、
初
め
て
先
人
の
所
説
の
虚
な
ら
ぎ
る
な
護
Ｌ
得
た
り
。
鶴

‐三
高
さ
五
六
尺
に
過
ぎ
ざ
れ
ぎ
も
根
上
よ
り
分
枝
し
、
枝
條
デ
地
に
附
い

て
大
れ
ょ
り
根
が
生
じ
、
蕃
行
し
て
一
所
に
叢
生
す
る
状
奇
観
あ
り
。
土

人
之
な
白
蓮
華
ｔ
云
ふ
由
案
内
者
に
云
ヘ
リ
。　
荏
時
此
庭
に
来
り
て
其
純

潔
雲
自
の
花
容
ｔ
復
郁
た

る
清
香
に
接
せ
ば
賃
に
仙
境
に
遊
ぷ
の
思
ひ
め

ら
む
。
漢
名

「
天
女
荏
」
の
藤
あ
る
亦
頗
ら
商
切
な
ろ
を
覺
え
た
り
。」

繹
迦
以
南
の
植
物
篠
林
を
分
け
て
南
へ
　
夫
れ
よ
り
貝
僣
を
経
て
緑
の
鼻

に
至
り
、　
一
同
姜
食
な
な
す
。　
此
あ
た
り
の
岩
壁
に
自
米
ン
ツ
ジ
、
ダ
ケ
カ

ン
バ
、
五
葉

，
ヽ
ジ
、
タ
イ
モ
ン
ジ
サ
ウ
、
イ
ン
ン
ン
グ
、　
ン
電
ツ
タ
サ
ウ

一・７

等
あ
り
。
斯
く
て
繹
避
ケ
岳
を
経
て
大
ロ
ケ
岳
に
至
る
間
別
に
理
化
を
認
め

“＝
ヽ

す
。　
貝
大
ロ
ケ
岳
の
鐵
鎖
に
て
登
る
附
近
の
岩
間
に
利
め
て
イ
ハ
ナ
ン
テ
ン

を
見
る
。　
イ
ハ
ナ
ン
テ
ン
に
石
南
科
の
高
山
植
物
に
し
て
常
緑
、
室
長
五
六

寸
よ
り
二
三
尺
に
達
す
る
も
の
あ
り
。
大
ロ
ケ
岳
ニ
リ
前
鬼
に
下
る
道
に
恐

ら
く
全
峰
中
に
於
け
る
最
も
蛾
悪
な
ら
道
に
し
て
、
道
重
い
に
ん
よ
り
も
寧

ゐ
カ
ラ
澤
な
り
。
雨
し
て
潤
樹
葉
鬱
蒼
電
し
て
繁
茂
せ
る
デ
故
に
、
山
蛭
多

く
加
ふ
る
に
暮
色
潮
く
義
り
、　
ひ
た
す
ら
歩
調
を
早
め
て
駈
け
下
る
。
前
鬼

以
南
の
諸
山
に
標
高
の
次
第
に
低
き
言
、
熊
野
灘
に
接
近
せ
る
た
め
漸
次
駿

地
性
重
な
り
て
干
几
こ
な
り
槍
。
殊
に
嫁
越
峠
以
南
笠
捨
山
に
至
る
間
に
会

篠
竹
の
み
の
間
を
進
み
た
る
な
以
て
別
に
製
り
た
る
植
物
を
認
め
す
。

貝
山

く
毛
欅
等
に
若
生
せ
る
植
物
に
多
少
の
理
化
を
味
ひ
た
る
の
み
。
（大
正
四
、

八
、
一
、
大
阪
毎
日
）

一
九
五



山岳

０
管

第
九
回
本
會
大
會
豫
告

末
る
五
月
十
八
日

（日
躍
日
）
東
京
市
赤
坂
橿
溜
池
町

三
會
堂
に
本
會
第
九
回
大
含
を
開
く
、
順
序
及
び
講
演
左

記
の
如
じ
じ

午
前
十

一
時

陳
列
室
開
場
午
後
五
時
閉
鎖

午

後

六

時

講
演
幻
燈
開
始

一
、
〓
”ご

Ｆｏ〓
初
登
由
に
就
て
（幻
燈
）

工
學
士
　
山石
　
村
　
　
園
氏

一
、
彗

本

の

氷

河

問

題
（幻
燈
）

東
京
高
等
師
範
學
校
教
授

大
開
久
五
郎
氏

う
珍
薮
す
る
な
く
ゃ
廣
ぐ
同
趣
味
者
の
鴛
め
公
開
あ
ら
ん

事
を
乞
ふ
、
出
品
物
は
適
営
の
方
法
に
て
本
會
よ
り
舞
借

に
上
る
べ
し
，
成
る
可
ぐ
多
数
の
御
出
品
あ
ら
ん
事
を
乞

ふ
。

△
大
會
期
日
に
就
て
は
特
殊
の
憂
夏
な
き
限
り
は
、
別
段

御
通
知
せ
ぎ
る
べ
ぐ
本
文
を
以
て
御
了
承
あ
り
た
し
ｏ
　
　
・り

△
會
場
は
前
回
ご
同

一
の
場
所
な
り
、
東
京
市
電
車
外
濠

ｔ７．

線
葵
橋
に
て
下
車
あ
ら
ば
一
丁
程
に
過
ぎ
す
。

△
場
内
下
足
の
設
備
あ
れ
ぎ
雨
天
な
ら
ぎ
る
限
り
、
混
雑

を
避
る
篤
め
靴
、
革
履
を
着
用
あ
り
た
し
ｏ

△
場
内
に
て
柳
か
な
が
ら
食
事
の
要
意
は
致
し
置
く

べ

ぐ
、
適
宣
御
命
じ
あ
り
た
し
ｏ

△
會
場
に
は
知
友
御
同
件
あ
ら
ん
事
を
乞
ふ
、　
一
人
に
て

も
同
趣
味
者
の
多
か
ら
ん
事
を
希
望
せ
ｈ
ノＣ

△
山
岳
に
関
す
る
絶
て
の
も
の
ヽ
御
出
品
を
希
望
す
、
獨

―

‐
―
―
…

…
…
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薫
曾
大
會
豫
告

壼

ヨ

目

目

河

聾

國

目

覆

口

覆

優

毬

ロ

ヨ

ロ

３

日

■

１

３

１

籠

ョ

騒

ョ

〓

電

■

燿

旧

旧

旧

會

報●

１

３

■
１

一
九
六



山岳

第
十
四
回
有
志
晩
餐
會
記
事

大
正
三
年

一
月
二
十
三
日
午
後
四
時
、
第
十
四
回
の
晩

餐
會
を
京
橋
あ
さ
ｏり
河
岸
の
竹
葉
事
で
開
き
ま
し
た
。
家

ｂ
會
す
る
も
の
十
四
名
、
こ
の
日
は
な
ま
曖
か
い
大
風
の

日
で
風
に
煽
ら
れ
て
障
子
が
幾
度
か
部
屋
へ
舞
込
む
騒
ぎ

で
し
た
ｏ
す
る
ざ
隅
の
方
で
誰
や
ら
が
野
宿
よ
り
は
餘
程

増
し
だ
せ
ざ
云
ふ
。
汗
が
だ
く
ノ
ヽ
出
て
火
鉢
が
邪
魔
に

な
る
、
屍
子
が
欲
い
は
ち
ざ
大
袈
裟
だ
が
。
Ｔ
度
名
古
屋

か
ら
上
京
さ
れ
て
ゐ
た
入
本
君
も
加
は
つ
て
、
何
時
も
な

が
ら
の
清
宴
に
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
。
今
年
は
近
藤
君

ざ
高
野
君
が
、
五
色
ケ
原
邊
り
で
無
料
宿
泊
所
、
山
迷
者

救
護
班
を
計
書
さ
れ
る
の
だ
さ
う
で
す
、
然
し
賃
現
は
決

し
て
受
合
ひ
ま
せ
ん
ｏ

次
回
の
営
番
幹
事
を
左
の
方
々
に
御
願
ひ
し
ま
し
た
。

高
野
鷹
蕨
、
加
山
龍
之
助
、
北
澤
基
幸
。

末
會
者
芳
名

忽
滑
谷
安
美
、
岡
埜
徳
之
助
、
北
澤
基
幸
、
加
山
龍
之

助
、
高
野
鷹
敷
、
辻
村
伊
助
、
梅
澤
親
光
、近
藤
茂
吉
、

本
村
鍍
吉
、
費
木
猪
之
吉
、
八
木
道
三
。

③
會
　
　
　
　
戦
　
　
第
十
四
固
有
志
晩
餐
會
　
第
十
五
回
有
志
晩
鷲
會

郷
郁
三
郎
、
服
部
興
兵
衛
、
冠
松
次
郎
。
（営
番
幹
事
）

第
十

五
回
有
志
晩

餐
會

花
も
盛
り
、
四
月
十
六
日
鶴
見
、
花
香
苑
に
開
く
、
春

の
氣
に
そ
ヽ
ら
れ
て
か
、
営
番
幹
事
豫
定
よ
り
期
を
早
め

て
開
く
、
會
す
る
も
の
十
二
名
、
亦
春
の
氣
に
そ
ヽ
ら
れ

て
か
、
騒
ぎ

一
方
な
ら
ず
、
高
談
放
論
、
風
な
き
に
散
る

藪
椿

一
輪
ｏ
花
も
よ
し
、
話
も
よ
し
散
す
る
時
初
夏
、
や

み
に
光
る
星
亦
よ
し
。

場
所
は
東
海
道
鶴
見
躍
を
去
る
五
丁
、
限
下
に
東
京
警

を
備
観
す
る
丘
陵
に
位
す
、
家
を
司
る
人
、
長
谷
川
時
雨

女
史
な
り
。

特
に
長
友
市
河
三
喜
君
ホ
席
タ
リ
ー
ト
島
ア
イ
ダ
山
登

山
の
話
を
き
る
、
感
銘
に
耐
へ
ず
、
花
幻
燈
を
映
じ
て
業

し
む
、
熱
狂
し
て
嬉
ぶ
、
山
狂
ざ
云
ふ
べ
し
、
算
重
せ
ざ

る
可
ら
す
此
山
狂
の
狂
た
る
、
典
蓋
き
て
散
す
花
十
時
、

東
西
に
別
れ
て
、
筒
ほ
耳
底
に
響
ぐ
も
の
は
、
松
籟
に
あ

ら
ず
し
て
、
山
談
な
り
。

快
中
の
快
、
即
ち
業
し
か
り
し

一
日
の
清
談
な
り
。

一
九
七
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山脅

◎
曾
　
　
　
　
報
　
　
名
古
屋
の
第
二
回
右
志
晩
資
曾

次
回
の
幹
事
は
左
記
三
名
の
各
位
に
依
嘱
す
。

賦
名
増
雄
、
寺
内
安
能
、
三
枝
守
博
。

来
會
者

（順
序
不
同
）

木
村
鍍
吉
、
梅
澤
親
光
、
村
川
章
次
、
植
有
恒
、
内
田

節
三
、
冠
松
次
郎
、
岡
埜
徳
之
助
、
郷
都
三
郎
、
渡
名

増
雄
、
三
枝
守
博
、
寺
内
安
能
、
鳥
山
悌
成
、
辻
村
伊

助
、
加
賀
正
太
郎
、
市
河
三
喜
、
岩
村
園
、
忽
滑
谷
安

美
、
女
木
猪
之
吉
、
服
部
典
兵
衛
。

営
番
幹
事

加
山
龍
之
助
、
北
澤
基
幸
、
高
野
鷹
敷

（岳
雄
記
す
）

名
古
屋
の
第
二
回
有
志
晩
餐
會

昨
年
の
八
月
、
名
古
屋
在
住
の
山
岳
愛
好
家
ば
か
り
で

小
集
を
催
し
形
で
こ
そ
小
さ
か
つ
た
が
極
め
て
有
意
義
な

満
足
を
味
つ
て
か
ら
、
第
二
回
目
の
有
志
晩
餐
會
が
二
月

二
十
五
日
花
六
時
か
ら
場
所
も
前
回
Ｅ
同
じ
納
屋
橋
眸
得

月
糠
で
開
か
れ
た
、
出
席
者
は
十
八
名
で
顔
振
れ
は
前
回

ざ
大
分
違
つ
て
居
る
が
数
に
於
て
三
名
を
増
加
し
て
居

る
、
僅
に
三
名
の
増
加
で
は
あ
る
が
私
共
同
志
の
趣
味
が

一
九
八

或
る
力
を
持
し
て
私
共
の
周
国
に
渡
充
し
っ
ヽ
あ
る
か
ら

だ
Ｅ
知
っ
て
は
非
一常
な
心
張
さ
を
覺
え
す
に
居
れ
な
か
つ

一
た
、
日
銀
支
店
長
結
城
豊
太
郎
君
は
立
山
の
話
を
な
し
山

岳
獨
特
の
妙
味
は
こ
の
頂
上
に
於
て
殊
に
充
分
に
床
ひ
得

ら
る
ヽ
ざ
語
う
筒
山
岳
を
知
ら
な
い
者
に
山
岳
趣
味
を
説

明
し
た
ざ
て
駄
目
だ
か
ら
宜
し
く
理
窟
は
康
め
て
獣
て
芳

の
若
を
山
岳
の
頂
上
に
連
れ
て
行
ぐ
が
好
い
、
彼
は
始
め

て
山
岳
趣
床
の
値
打
を
悟
る
に
違
ひ
な
い
ざ
氣
嬌

を
畢

げ
、
是
峯
八
木
道
三
君
は

一
昨
年
の
正
月
害
て
誰
も
試
み

な
か
つ
た
雲
中
の
上
高
地
を
踏
破
し
た
時
の
苦
心
談
を
な

し
、
充
分
に
天
候
や
其
他
形
雨
上
の
準
備
ざ
心
の
持
方
ざ

の
二
つ
さ
へ
自
信
あ
ら
ば
我
が
行
て
途
に
は
険
山
も
無
け

れ
ば
胸
ま
で
理
ま
る
深
雪
も
亦
怖
る
ヽ
に
足
ら
な
い
ざ
述

べ
て

一
座
を
緊
張
せ
じ
め
た
り
各
自
に
既
往
の
得
意
や
失

敗
談
を
吐
き
交
っ
た
り
今
夏
の
計
書
を
語
つ
た
り

『
畳
の

上
の
懇
親
會
は
畢
見
我
々
の
趣
味
に
背
ぐ
か
ら
火
回
は
近

く
の
入
事
山
に
で
も
天
幕
を
張
つ
て
壽
き
焼
を

突

つ
か

う
』
な
ぎ
ヽ
振
る
っ
た
動
議
が
蔵
父
江
君
か
ら
持
出
さ
れ

た
り
し
て
心
置
シ
な
く
好
き
な
山
の
話
で
腹

一
ば
い
に
喩

快
な
心
持
に
な
り
散
會
し
た
の
は
午
後
十

一
時

で
あ

つ
Ａ
Ｕ

Ｏ
″

７
ｏ



曲岳

た
、
第

一
回
も
さ
う
で
あ
つ
た
が
今
回
も
何
等
七
難
か
し

い
題
目
や
目
的
が
あ
つ
て
の
集
ま
り
で
は
無
か
つ
た
、
恐

ら
く
今
後
回
を
重
ね
て
も
こ
の
調
子
を
砕
し
は
す
ま
い
、

私
共
の
會
合
は
活
き
た
自
由
な
大
き
な
趣
味
の
結
晶
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
（治
夫
記
）

出
席
者
氏
名

（
▲
印
は
曲
岳
會
員
で
あ
る
）

▲
柴

山

乙

彦

　

木
村

知
四
郎

　

丹

解

歌

仙

▲
漢

野

信

一
一　
▲
八

本

道

〓
一　
▲
佐
々
木
綱
雄

▲
結

城
豊

太
郎

　

鎌

瀬

貞

蔵

　

久

野

具

苗

下

出

義

雄
　
▲
村

井

篠

〓
一
　

可

知

治

夫

三
　
成
　
　
塁
　
▲
租
父
江
重
兵
衛
　
ふ
中
山
盤
太
郎

▲
春
日
井
丈
太
郎
　
▲
矢

田

城
太

郎

　

吉

澤

愛

三

今
村
氏
途
別
及
京
都
有
志
晩
餐
會

多
年
京
都
住
友
銀
行
支
店
長
の
職
に
あ
り
、
劇
務
の
傍

ら
個
人
ざ
し
て
登
山
趣
床
を
鼓
吹
し
、
講
演
に
、
幻
燈
に

自
ら
陣
頭
に
立
つ
て
多
衆
を
率
ゐ
て
、
登
山
し
、
或
は
京

都
大
學
諸
教
授
の
同
志
を
語
ら
ひ
、踏
雲
會
を
組
織
し
、高

麦
の
気
畑
を
山
頂
に
吐
き
、
山
岳
會
員
ざ
し
て
は
會
の
た

０
會
　
　
　
　
報
　
　
今
村
氏
途
別
及
京
都
有
志
晩
餐
會

め
多
大
の
蓋
力
を
な
し
殊
に
関
西
に
於
け
る
斯
界
の
先
輩

ざ
し
て
、
啓
獲
透
導
さ
れ
た
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

八
月
突
如
薄
戸
支
店
長
に
榮
韓
せ
ら
れ
、
吾
々
に
は
韓
た

寂
蓼
を
威
せ
ぎ
る
を
得
な
い
、
早
速
途
別
會
を
開
く
べ
き

ざ
こ
ろ
、
体
暇
の
た
め
延
期
―
―
十
一
月
二
十
日
曲
番
含

に
繰
故
の
深
い
、
高
養
軒
で
盛
大
に
催
ほ
さ
れ
た
ｏ

夏
期
登
山
の
天
狗
談
も
あ
り
、
且
は
在
京
會
員
の
久
欄

の
当
面
も
希
望
し
て
、
山
岳
含
有
志
晩
餐
會
を
策
ね
た
通

知
欺
は
費
せ
ら
れ
た
、
時
恰
も
、
京
洛
の
天
地
は
豊
夜
打

つ
通
し
で
、
贅
古
の
大
典
就
賀
の
た
め
、
市
民
は
絶
出
に

”

な
り
、
熱
狂
し
市
中
は
目
覺
む
る
ば
か
り
華
麗
に
装
飾
せ

＜

ら
れ
、
鳴
物
入
の
行
列
耳
も
聾
す
る
ば
か
り
、
景
気
の
い

い
こ
ざ
影
だ
し
い
。

新
築
の
會
場
は
、
市
内
目
抜
の
場
所
四
條
通
り
に
、
魏

然
ざ
饗
え
、
群
小
を
脚
下
に
踏
む
高
山
の
親
が
あ
る
、
定

刻
の
大
時
に
は
早
十
敷
名
着
到
し
、
休
憩
所
の
ア
ー
ム
チ

エ
ー
ヤ
は
忽
ち
不
足
し
て
、
立
ち
な
が
ら
登
山
談
に
耽
っ

て
ゐ
る
、
三
階
の
大
食
堂
に
一
同
着
席
、
主
賓
今
村
氏
に

当
し
、
主
催
者
石
崎
氏
は
威
謝
の
辞
を
述
べ
、
筒
途
別
會
．

を
策
ね
た
、
有
志
晩
餐
會
を
開
ぐ
旨
を
挨
拶
し
た
、
次
に

一
九
九



曲岳

◎
會
　
　
　
　
報
　
　
豪
夏
市
に
於
け
る
山
岳
講
演
會

今
村
氏
は
謙
遜
な
答
辞
あ
り
、
之
が
経
る
や
酒
三
行
、
漸

や
ぐ
熱
じ
木
り
、
酒
豪
天
下
に
並
び
な
き
市
村
博
士
の
快

氣
畑
、
ア
ル
プ
ス
ゝ
素
飛
ん
で
し
ま
い
さ
う
な
激
越
な
能

辮
に
堂
を
震
は
し
、
同
行
登
山
の
際
蒻
り
込
ん
だ
質
呪

を
、
今
村
氏
に
素
ツ
破
披
か
れ
た
の
は
面
白
か
つ
た
、
雉

本
博
士
の
立
山
登
山
談
、
中
山
三
中
校
長
の
ス
キ
ー
談
、

斯
界
の
先
達
ざ
て
傾
聴
せ
じ
め
た
　
老
て
盆
々
盛
ん
は
先

生
に
本
る
頌
鮮
に
非
す
し
て
何
ぞ
や
、
一
日
に
愛
着
比
叡

を
ゝ
上
下
し
て
平
然
た
る
田
中
氏
、
快
活
で
書
生
氣
質
の

森
、東
氏
は
、
日
本
ア
″
プ
ス
登
山
談
で
其
豊
勇
振
を
獲
揮

し
、
エ
ン
サ
イ
タ
ロ
ベ
ジ
ア
ざ
し
て
輿
論
の
一
致
し
た
好

事
家
小
山
氏
、書
伯
石
崎
、高
瀬
爾
氏
及
大
阪
か
ら
唯
一
人

の
家
會
者
加
賀
氏
は
、
或
就
鮮
を
包
目
的
に
浴
び
せ
か
け

ら
れ
英
他
大
學
三
高
の
學
生
連
等
縦
談
放
語
四
方
山
話
。

一初
め
こ
そ
峯
の
松
風
家
々
の
音
の
如
ぐ
程
か
で
あ

つ
た

が
、
中
頃
勁
風
酢
々
人
語
辞
せ
ず
、
経
に
は
轟
雷
獅
子
吼

床
も
披
け
ん
ば
か
り
、
漸
や
ぐ
酎
に
高
調
ざ
な
る
清
興
何

時
果
っ
べ
し
Ｅ
も
見
え
な
い
、
此
時
窓
外
脚
下
に
営
り
長

蛇
の
如
ぐ
練
り
来
る
一
回
、
又

一
回
陸
績
ざ
し
て
縦
横
に

銅
鋸
鉦
鼓
を
打
ち
美
装
花
ざ
見
ま
が
ふ
子
女
、
狂
ふ
が
如

二
〇
〇

く
躍
多
喧
々
轟
々
、
吾
々
の
會
合
を
就
薦
す
る
も
の
ヽ
や

う
で
あ
る
、
好
客
な
る
何
ぞ
鮮
せ
ん
や
一
同
走
つ
て
窓
に

待
ウ
曇
聾
を
張
つ
て
ハ
ン
ケ
チ
を
振
る
、
彗
へ
ば
天
に
接

す
る
山
頂
よ
り
山
麓
の
一
隊
を
呼
ぶ
如
し
だ
、
一
隊
又
呼

應
し
熱
狂
快
哉
を
叫
ん
で
ゐ
る
、
か
う
し
て
緊
張
し
た
晩

餐
會
を
閉
會
し
た
の
は
九
時
過
で
あ
つ
た
、
會
場
を
出
ろ

ざ
忽
ち
人
の
渦
悠
に
春
吐
さ
れ
て
し
ま
つ
た
ｏ

奈
良
市
に
於
け
る
山
岳
講
演
會

本
會
々
員
木
本
光
三
郎
氏
の
主
鵬
た
る
、
奈
良
縣
下
に

於
け
る
産
業
銀
行
は
、
毎
年

一
回
奈
良
市
に
公
會
講
演
を

催
し
、
廣
く

一
般
人
士
の
篤
め
に
趣
味
ざ
學
術
の
瓶
養
に

勉
め
ら
れ
つ
ヽ
あ
り
し
が
、
今
年
其
第
二
回
を
撃
行
す
る

に
営
り
、
新
に
其
姉
妹
銀
行
ざ
し
て
貯
菩
銀
行
條
令
に
由

り
、
産
業
貯
蓄
銀
行
設
立
さ
れ
、
其
記
念
講
演
會
を
乗
ね

て
、
二
月
十

一
日
よ
り
三
日
間
奈
良
市
に
山
岳
幻
燈
講
演

會
催
さ
れ
た
り
ｏ

其
よ
り
先
、
木
本
氏
よ
り
の
招
聘
に
由
り
本
會
は
、
幹

事
辻
村
伊
助
、高
野
鷹
激
雨
氏
出
張
講
演
す
べ
き
約
な
ヶ
、

０
型
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Ｚ



曲番

十

一
日
Ｉ
ヶ
三
日
間
奈
良
市
尾
花
座
に
於
て
曲
岳
幻
燈
講

演
を
が
せ
り
。

二
月
十
一
日
午
後
六
時
奈
良
市
尾
花
座
に
産
業
銀
行
第

三
回
講
演
會
ざ
し
て
且
つ
産
業
貯
蓄
銀
行
設
立
記
念
山
岳

幻
燈
講
演
會
開
か
る
、
駒
め
同
銀
行
絶
支
配
人
杉
原
守
茂

氏
開
會
の
辞
あ
り
、
會
の
出
て
開
か
れ
た
る
所
以
を
述
べ

ら
れ
火
で
、
本
會
々
員
今
村
幸
男
氏
の

「山
岳
ざ
人
生
」

な
る
講
演
あ
り
、
氏
は
己
れ
の
本
縣
入
な
る
を
以
て
、
此

目
の
山
岳
の
鴛
め
論
せ
ぎ
る
可
ら
ず
ざ
冒
頭
し
て
、
数
千

言
人
生
に
封
す
る
山
岳
を
論
じ
、
登
山
の
奨
闘
す
べ
き
を

説
き
、
引
て
此
国
の
山
岳
園
た
る
所
以
の
吉
野
群
峯
に
開

す
る
説
を
な
し
て
増
を
降
る
ｏ

次
で
本
會
幹
事
高
野
鷹
蔵
氏

「
日
本
ァ
ノン
プ
ス
」
な
る

題
下
に
幻
燈
四
十
枚
餘
映
篤
し
、
日
本
ァ
ノン
プ
ス
の
語
源

其
起
因
、
欧
洲
ア
″
プ
ス
こ
の
比
較
、
各
其
特
徴
等

一
時

間
に
渡
う
て
説
明
せ
ｂ
。

第
二
席
ざ
し
て
京
都
府
會
市
部
會
議
長
鈴
木
吉
之
助
氏

軽
妙
な
る‐
回
調
を
以
で
有
益
な
る
講
演
約
一
時
間
に
及
べ

り
次
で
、

本
會
幹
事
辻
村
伊
助
氏

「
欧
洲
ア
ノン
プ
ス
」
な
る
題
名

◎
會
　
　
　
　
報
　
　
秦
更
市
に
於
け
る
山
岳
講
演
會

に
由
り
て
、
氏
の
ア
″
プ
ス
登
山
談
を
幻
燈
に
由
ク
て
読

逃
せ
り
。

斯
く
て
閉
會
し
た
る
は
、
十
二
時
に
近
く
、
家
會
者
は

主
ざ
し
て
、
縣
の
有
力
者
多
く
、
山
岳
趣
味
普
及
の
上
に

盤
す
る
事
大
な
り
Ｏ

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

蜜
十
二
日
及
十
三
日
は
、
和
目
ざ
同

一
順
序
に
由
り
で

開
會
さ
れ
た
り
、
此
雨
日
に
渡
り
て
は
同
縣
下
の
各
學
校

殊
に
奈
良
女
子
高
等
師
範
學
校
學
生
及
各
中
學
校
學
生
等

来
會
す
る
も
の
多
く
、
極
め
て
盛
會
の
内
に
三
日
間
の
議

演
を
了
し
た
り
○

幻
燈
講
演
會
を
開
く
ざ
共
に
十
一
日
よ
り
十
三
日
迄
奈

良
市
役
所
棲
上
に
山
岳
に
関
す
る
陳
列
會
を
開
催
さ
れ
た

り
、主
ざ
し
て
吉
野
群
基
に
開
す
る
日
書
、標
本
等
多
く
、

殊
に
昨
夏

（大
正
四
年
）
木
本
氏
主
催
の
元
に
吉
野
群
峯

登
攀
の
際
得
た
る
篤
具
、
動
植
鏡
物
の
標
本
等
見
る
べ
き

も
の
多
か
り
き
、
中
に
就
て
昆
轟
類
に
て
は
、
特
異
ざ
す

べ
き
卜
の
な
か
り
し
も
、
ヒ
ノ
ピ
ク
ス

（ナ
ン
シ
ョ
ノ
魚

の
一
種
）
は
同
縣
Ｔ
特
有
の
も
の
に
し
て
、
珍
品
た
る
を

失
は
ず
。

因
に
昨
夏
此
登
由
に
於
て
得
た
る
結
果
は

一
冊

ざ
し

二
〇

一

ｏ
０

０
“
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山繊

◎
會
　
　
　
　
報
　
　
會
員
通
信

で
↓
吉
野
群
峯
」
な
る
表
題
に
近
く
木
本
氏
に
由
り
て
公

に
き
る
べ
き
を
知
れ
り
。

木
本
氏
今
回
の
企
て
は
、
吾
人
の
最
も
威
謝
ざ
喜
び
に

耐
へ
ぎ
る
所
に
し
て
、
山
岳
趣
味
の
普
及
偉
達
の
上
に
及

ぼ
す
べ
き
効
果
極
め
て
大
な
り
ざ
云
ふ
べ
し
。

維
に
際
し
、
本
會
は
木
本
氏
の
斯
道
の
鴛
め
此
企
て
あ

り
し
事
ざ
、
本
會
幹
事
雨
名
に
封
す
る
好
遇
を
最
も
威
謝

す
る
所
な
り
、
筒
ほ
奈
良
市
及
び
同
縣
よ
り
の
好
意
及
び

幹
事
雨
名
の
篤
め
知
遇
を
辱
く
し
た
る
諸
賢
に
特
に
威
謝

の
意
を
表
す
。

會

口員

通

信

Ａ
僕
に
公
務
上
の
都
合
に
よ
り
今
夏
京
都
よ
り
耐
戸
に
移
る
こ
や」
に
な

つ

た
。
若
し
僕
に
登
山
目
記
な
る
も
の
あ
り
ｔ
せ
ば
其
日
記
中
重
要
な
る
ベ
ー

ジ
を
占
め
る
京
都
。　
そ
の
京
都
を
去
る
の
で
あ
る
Ｔ
ら
何
ん
こ
な
く
名
窺
惜

し
い
こ
ｔ
に
云
ふ
ま
で
も
な
す
つ
た
の
で
あ
る
。

乍
然
瀞
戸
の
地
に
も
豪
本
永
発
君

（山
岳
會
員
）
初
め
幾
多
の
熱
心
な

る

會
員
デ
陣
取
つ
て
居
ら
ろ
ゝ
事
を
前
や
エ
リ
承
知
し

て
居
た
の
で
一
時
に
一

寸
〓
失
望
し
た
も
の
ヽ
や
が
で
新
生
活
に
入
る
機
に
も
思
に
れ
て
寧
ろ
心
窃

に
様
々
の
期
待
を
も
た
ら
し
来
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

具
然
環
本
君
ご
致
度
往
復
の
機
會
を
得
亦
た
同
君
の
案
内
に

よ
り
群
戸
背

二
〇
二

後
の
曲
岳
を
維
綾
に
既
け
廻
る
チ
ヤ
ン
ス
デ
度
や
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
加
之

豪
本
君
の
引
合
せ
に
よ
り
蒋
戸
外
人
中
元
も
六
甲
通
の
一
人
な
り
こ
自
認
し

亦
た
他
人
も
許
せ
る
ド
ン
ト
氏
ｔ
知
合
に
な
つ
た
の
に
所
謂
生
活
に
入
り

た

る
第

一
の
獲
得
物
で
あ
つ
た
。

同
氏
の
著
述
に
係
る
日〓
】３
ｏ
Ｏ」題
す
る
紀
行
集
に
し
に
二
春
迄
出
版
せ
ら

れ
同
好
の
意
に
須
Ｔ
た
れ
た
の
で
あ
る
、　
そ
の
中
に
は
日
本
ア
レ
プ
ス
の
組

行
も
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
。
今
夏
同
氏
に
赤
石
山
ご
笠
ケ
岳
に
上
ら
れ
た

る
由
を
聞
き
そ
の
見
間
の
大
碁
を
裁

『山
岳
』
に
投
稿
せ
ら
る
ヽ
事
を
通
つ

た
ご
こ
ろ
が
早
速
快
諾
せ
ら
れ
策
に
之
に
之
れ
を
我
會
員
に
紹
介
す

る
こ
電

の
出
来
た
の
に
誠
に
愉
快
ｔ
す
る
庭
で
あ
る
。
外
人
會
員
デ
比
例
に
散
ひ
今

後
繊
や
其
所
見
を
我

『山
岳
』
誌
上
に
公
に
せ
ら
れ
ん
を
希
望
し
て
止
ま
な

い
の
で
あ
る
。
（大
正
四
年
十
二
月
十

一
日
、
今
村
幸
男
記
）

（編
者
）
島
通
信
に
本
議
附
録
に
載
せ
た
る

コ
・
Ｕ
ｏ
∪
〓
ュ

氏

Ｒ
＞
Ｆ
ｒ

一静
彗
こ
の
冒
頭
に
も
の
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
ぎ
組
版
の
都
合
上
藪
に
載
せ

た
り
。

△
貴
會
愈
々
御
隆
盛
の
段
慶
賀
之
至
り

に
御
座
候
陳
れ
ば
山
岳
會
の
大
に
高

山
趣
味
を
唱
導
電
，り
れ
し
以
来
都
人
士
の
登
山
し
賓
地
に
其
趣
味
を
試
み
る

の
紳
士
の
年
増
に
増
加
し
我
中
央
ア

ル
プ
ス
連
峯
も
数
年
前
迄
に
山
岳
會
先

輩
の
登
攀
以
外
に
恰
重
人
跡
な
ず
り
し

に
断
大
に
増
加
し
昨
大
正
四
年
度
に

登
山
者
約
二
百
名
に
達
ぜ
り
其
内
重
な
る
を
器
ぐ
れ
ば
第

一
高
等
撃
校
旅
行

部
會
員
第
三
高
等
攣
校
山
岳
會
慶
凛
義
塾
山
岳
會
高
等
商
業
撃
校
公
孫
木
會

等
各
国
織
理
撃
博
士
池
野
成

一
郎
君
一
行
鹿
手
木
慶
應
義
塾
教
授
三
枝
山
岳

會
幹
事
八
代
準
君
一
行
葛
原
歯
君
票
田
清
君

一
行
京
都
の
藤
井
大
撃
教
授
下

村
君
一
行
名
古
屋
の
山
本
君
一
行
等
叉
美
術
家
に
に
東
京
の
池
上
秀
畝
書
懐

五
一

Ｏ
Ｊ

″
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曲岳

凄
瀬
東
畝
五
島
耕
畝
松
田
秀
石
鮫
島
寛
海
伊
東
龍
涯
大
阪
の
【高
木
犀
涯
の
諸

発
生
を
初
め
数
名
の
登
山
あ
り
其
中
二
枝
幹
事
に
登
山
者
の
帰
め
山
案
人
の

監
督
の
會
用
を
無
れ
葛
原
君
に
餓
鬼
岳
組
織
の
帰
め

（餓
鬼
岳
に
中
房
温
泉

の
正
北
二
塁
張
高
標
九
千
尺
北
ア
ル
プ
ス
針
の
木
峠
附
近
な
眼
下
に
眺
菫
す

る
庭
な
り
）
秀
献
議
伯
に
ア
ツ
プ
ス
窮
生
に
て
文
展
に
二
等
賞
を
得
た
り
其

他
外
国
人
に
佛
回
男
欝
ド
ウ
ン
ル
ド
君
英
人
五
名
ピ
す
以
上
大
碁
を
報
告
す

る
こ
共
に
以
後
中
央
ア
ル
プ
ス
に
登
山
諸
君
に
御
注
意
願
ふ
こ
こ
に

一
松
本

轟
に
て
倍
温
裁
道
に
乗
り
替
右
明
屡
に
下
車
す
る
こ
こ
二
有
明
瞬
よ
り
中
房

温
泉
へ
四
里
島
の
威
に
案
内
所
あ
り
詳
細
問
合

せ
手
荷
物
を
頼
む
事
二
携
帯

品
に
必
要
品
の
み
ｔ
し
食
料
品
其
他
ｌｔ
中
房
温
泉
に
準
備
し
あ
れ
ば
温
泉
場

に
求
む
る
方
却
て
便
利
な
る
こ
ｔ
に
候
。
（百
瀬
立
三
松
）

△
今
度
に
年
末
御
繁
忙
の
際
誠
に
御
面
倒
な
る
事
御
依
頼
い
た
し
候
嵐
。
直

に
御
許
殺
下
早
速
ス
ラ
イ
ド
多
数
に
逸
付
下
さ
れ
難
有
正
に
葬
受
致
候
。
さ

て
ス
ラ
イ
ド
を
項
き
た
る
も
一
向
に
地
理
に
暗
き
た
め
に
わ
び
ら
す
急
に
地

圃
を
引
す
り
出
す
や
ら
叉
榎
谷
君
等
に
も
見
て
項
き
漸
く
地
方
的
に
分
類
い

た
し
夏
に
紀
行
的
に
配
列
い
主
し
て
次
に
器
械
に
工
業
暴
校
に
て
供
用
し
た

し
候
。
奮
式
に
て

，
さ
高
く
抗
抵
器
な
ぎ
不
完
全
の
た
め
閉
日
い
た
し
候
ｏ

ザ
く
し
て
一
月
四
目
に
漸
く
準
備
を
整
へ
郷
里
豊
岡
へ
出
横
い
た
し
候
。　
五

日
朝
来
寒
熱
甚
し
く
積
彗
あ
り
電
気
工
事
を
命
じ
六
日
夜
暴
行
い
た
し
候
。

寒
き
晩
な
り
し
も
相
営
に
集
會
有
之
候
。
少
年
の
側
に
に
如
何
な
る
反
響
あ

り
し
や
わ
び
ら
ざ
り
し
も
地
方
有
力
者
に
多
く
に
小
生
等
の
小
供
の
時
の
友

人
の
み
で
大
抵
町
會
議
員
亡
び
郡
、
縣
會
議
員
ざ
ザ
に
な
り
居
る
も
の
多
く

是
等
の
連
中
に
は
大
に
感
動
を
奥
へ
た
る
ら
し
く
候
。
併
し
多
く
に
俳
句
等

に
趣
味
を
持
ち
居
る
人
多
く
御
座
候
。

０
曾
　
　
　
　
報
　
　
會
員
通
信

以
上
の
如
き
結
果
に
て
我
デ
郷
塁
に
之
れ
よ
り
多
少
山
岳
に
注
意
す
る
人

多
く
相
成
事
ｔ
大
に
喜
び
居
り
候
。
（大
正
五
年
一
月
、竹
下
英

一
）

△
八
木
下
出
の
雨
氏
ｔ
八
時
申
長
岡
に
下
車
騨
の
ラ
ム
プ
暗
し
伊
吹
に
暴
く

静
な
り
十
時
上
野
村
松
井
着
．
鼠
色
敷
布
せ
ん
べ
い
お
国
山
に
雲
な
し
。

（重
兵
衛
）

倍
州
彗
中
登
山
に
人
夫
を
得
ぎ
る
た
め
中
止
致
し
名
古
屋
で
干
凡
な
新
年

を
迎
へ
候
。

明
日
雪
中
伊
吹
登
山
の
豫
定
に
て
参
り
候
長
多
分
雲
少
な
く
失
望
致
す
事

ミ
存
じ
侯
。
準
備
の
大
装
裟
な
り
し
に
き
ま
り
悪
し
く
候
υ
（是
峰
一
月
八
日

夜
認
む
）

△
す
ま
し
き
も
の
に
宮
仕
へ
壼
海
に
参
り
一
年
に
相
成
る
に
曲
ら
し
い
由
に

登
ら
す
や
つ
こ
今
日
出
張
の
序
を
以
て
こ
ゝ
へ
ま
わ
り
候
。
（三
十
七
百
尺
）

こ
ゝ
に
合
歓
山
、
事
業
山
、
能
高
山
登
出
の
策
源
地
ｔ
し
て
好
個
の
慮
に
候

来
年
も
う
一
度
茶
て
山
登
り
致
度
も
の
に
候
。
明
日
浦
里
誰
に
下
り
夏
に
日

月
に
参
る
べ
く
候
。
只
今
蕃
人
の
踊
を
見
物
し
た
庭
に
侯
。
（南
投
聴
下
霧
織

に
て
開
日
泰
）

△
恭
賀
新
年
　
大
正
五
年
一
月
二
日
。
夜
例
に
よ
り
廿

一
日
夜
に
熱
海
に
一

泊
、本
年
の
初
登
山
ミ
し
て
元
旦
に
午
前
三
時
に
起
さ
れ
未
明
出
帆
の
素
船
に

乗
り
波
浪
高
き
相
模
灘
を
航
し
酒
で
無
く
し
て
般
に
酵
ひ
つ
ゝ
稽
取
に
【着
近

年
に
無
い
雨
の
元
旦
で
夜
に
入
り
非
常
の
ド
シ
ヤ
プ
リ
こ
な
る
Ｅ
摯
川
温
泉

に
一
油
、　
二
日
に
自
田
川
を
三
塁
餘
登
り
て
天
城
連
山
の
自
日
入
り
の
項
上

を
越
ヽ
（時
に
三
時
相
洋
の
雲
海
及
天
城
連
峯
を
展
塁
し
て
批
観
ノ
ヽ
コ
）
湯

ケ
島
に
着
、
今
日
に
グ
ツ
シ
ヨ
ー
汗
に
な
り
ま
し
た
．
別
天
地
に
悠
や
自
邁
、

壮
快
限
り
な
し
＝
。
（伊
豆
湯
夕
島
に
て
岡
野
金
次
耶
）
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曲岳

◎
曾
　
　
　
報
　
　
會
員
懇
倍

△
小
生
去
月
末
江
州
伊
吹
由
に
登
山
仕
候
。　
二
月
十
九
日
友
人
三
名
ｔ
出
繁

其
夜
に
山
麓
な
る
伊
吹
族
館
に
投
宿
仕
り
侯
。
宿
帳
に
八
木
、
祀
父
江
、
佐

野
諸
氏
の
御
芳
名
葬
見
仕
侯
。
翌
朝
八
時
牛
出
壼
麓
よ
り
雪
を
踏
み
て
一
合

目
に
違
し
て
輸
カ
ン
デ
キ
を
穿
ち
て
登
り
申
候
。
四
合
目
に
到
着
致
し
た
る

に
十
時
牛
、
書
食
を
絡
つ
て
十
二
時
曇
項
上
に
に
一
時
二
十
分
頃
に
着
仕
僕

頂
上
に
て
京
都
大
學
々
生
約
二
十
名
其
他
二
三
手
ぜ
會
し
、　
鴛
め
に
伊
吹
山

項
に
時
な
ら
ぬ
眼
を
塁
し
候
。
少
や
吹
雲
に
遇
つ
て
眺
塁
な
し
、
二
時
項
上

日
本
武
尊
の
石
像
の
下
を
辞
し
九
合
ロ
ニ
リ
七
八
合
ま
で
雪
上
を
滑
り
て
ま

た
ヽ
く
ま
に
四
合
目
の
小
屋
に
着
致
候
。
　
一
躍
に
雲
や
ヽ
深
く
候
ひ
き
、
下

方
に
て
京
都
三
中
の
中
山
校
長
英
他
諸
氏
の
ス
キ
ー
練
習
中

な
る
に
會
し

候
。　
上
野
村
着
三
時
牛
即
日
婦
名
仕
候
、右
御
通
知
ま
で
。
（長
谷
川
敏
耶
）

△
賀
正
、七
日
常
地
よ
り
案
内
を
雇
ひ
和
田
時
の
画
南
に
釜
ゆ
る
一
高
峰
、
鉢

伏
山

（
一
、九
二
八
米
）
に
登
山
致
し
候
。　
営
地
方
数
十
年
末
の
曖
気
に
て
山

上
少
し
の
積
雲
も
な
く
、
往
復
約
八
里
の
行
程

一
日
中
に
易
や
ざ
上
下
致
し

候
。営

山
標
高
の
割
合
に
眺
望
の
豊
富
な
る
事
一
驚
を
喫
し
候
。
先
づ
南
方
ニ

リ
東
へ
双
眸
に
戦
め
た
主
な
る
曲
を
一
巡
書
き
並
べ
候
。

信
州
駒
岳
、
御
岳
、
乗
鞍
、
穂
高
、
槍
、
野
口
五
郎
、　
三
岳
、
針
ノ
木
、

蓮
華
、
鹿
島
槍
、
立
山
、
五
龍
、
自
馬
、
戸
隠
、
黒
姫
、
武
石
峠
連
山
、
浅

間
、
日
光
、
八
岳
、
不
二
、
地
蔵
、
鳳
凰
、
甲
輩
駒
、
自
峯
、
仙
丈
、
赤
石
。

（大
正
三
年

一
月
八
日
、
下
諏
訪
に
て
忽
滑
谷
安
美
）

△
拝
啓
昨
今
冷
氣
著
し
く
相
加
に
り
候
折
Ｔ
ら
今
朝
の
営
地
新
愛
知
紙
上
に

右
の
如
き
記
事
有
之
候
ま
ゝ
御
通
知
申
上
候
。

近
州
伊
吹
山
項
に
二
十
日
朝
降
雲
あ
り
。

〓
０
四

由
一識
」

．赫
『
同
｝
十
九
日
午
後
二
時
ム
リ
降
彗
あ
り
。

（大
正
四
年
十

一
月
十
二
日
名
古
屋
燿
峯
生
）

△
信
濃
鐵
道
の
現
呪

御
葉
書
を
有
難
く
項
戴
い
た
し
ま
し
た
、　
大
饗
御
無
沙
汰
を
し
ま
し
た
の

で
申
課
な
く
思
つ
て
な
り
ま
す
島
四
五
日
楽
急
に
曖
い
に
な
り
ま
し
た
の
で

大
町
も
漸
く
春
の
様
に
な
り
ま
し
た
、　
し
び
し
私
の
頭
に
ま
だ
冬
籠
り
の
永

い
夢
Ｔ
ら
醒
め
ぬ
よ
う
で
、　
此
頃
の
山
の
よ
う
に
落
や
り
霞
ん
で
あ
ま
す
、

東
京
Ｔ
ら
箕
作
さ
ん
や
石
川
さ
ん
や
一
高
の
旅
行
部
ザ
ら
等
も

う
人
大
の
先

約
の
申
込
が
あ
る
の
で
急
に
よ
ご
つ
い
て
ゐ
ま
す
。

倍
鐵
の
工
事
に
意
外
に
進
排
し
て
爽
ま
し
た
、　
今
高
瀬
川
の
鐵
橋
工
事
最

中
で
す
、
そ
れ
も
こ
ゝ
旬
日
の
間
に
に
埃
工
さ
れ
る
事
ミ
思
ひ
ま
す
、　
現
在

の

「信
濃
大
町
瞬
」
に
高
瀬
の
封
岸
に
あ
た

る
松
原
の
中
に
あ
り
ま
す

「
大

町
ザ
ら
約
六
十
町
」
、
デ
そ
れ
に
暫
て
佛
崎
瞬
ｔ
吹
藤
さ
れ
て
曾
祗
側
の
豫
定

で
は
遅
れ
て
も
薬
月
初
旬
ま
で
に
に
全
部
の
工
事
を
完
了
る
そ
う
で
す
。

大
町
解
に
丁
度
私
共
の
家
の
向
ひ
の
田
間
中
で
す
、　
公
式
に
開
通
す
る
の

に
六
月

一
日
だ
そ
う
で
す
、　
北
松
本
躍
び
ら
約
二
時
間
牛
び
ゝ
り
ま
す
、
ス

今
の
所
院
線
ｔ
の
連
絡
ｌｔ
貨
車
だ
け
で
す
け
れ
ざ
金
通
ｔ
同
時
に
客
車
の
連

絡
も
ｔ
れ
る
様
に
な
る
そ
う
で
す
、
賃
金
ｌｔ
四
十
二
餞
で
す
、
い
づ
れ
金
通

の
後
時
間
割
の
改
正
や
賃
金
の
吹
正
も
行
に
れ
る
事
で
ぜ
う
、　
そ
れ
に
目
下

私
の
知
人
が
編
輯
中
の
信
鐵
案
内
デ
出
来
ま
し

た
ら
御
送
附
申
上
げ
る
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
大
町
燿
停
車
場
び
ら
小
松
原
を
隔
て

ゝ
伸
デ
れ
る
蓮
幸
び
ら
白
馬

ハ
リ

０
自

７
１
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の
連
曲
の
眺
襲
は
全
く
嬉
し
い
も
の
で
す
、
興
白
い
河
原
の
風
中
に
懸
け
渡

さ
れ
た
赤
い
繊
橋
が
矢
張
↓
曲
遣
野
照
さ
れ
て
美
観
を
添
え

る
事
Ｃ
思
ひ
ま

す
。登

山
者
達
に
鐵
橋
の
上
を
走
る
可
愛
ら
し

い
汽
車
の
窓
び
ら
顔
を
だ
し
て

快
哉
ミ
叫
ぷ
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
、
（車
―■
甲
武
線
の
電
車
の
古
び
何

び
で

す
）
花
盛
り
の
都
の
優
り
を
新
聞
で
見
て
お
ま
す
、
大
町
に
は
様
に
荏
ら
し

い
花
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
た
ｏ
東
の
出
の
だ
ん
′
ヽ
青
く
な

つ
て
行
く
の
な

待
つ
ぱ
び
り
で
す
。

松
楠
の
葉
が
艶
ｏ
し
く
な
つ
て
グ
ツ
ト
葉
を

も
た
げ
て
薬
ま
し
た
、
堅
そ

う
な
雪
七
十
日
ば
ザ
リ
後
に
は
紅
く
な
る
で
せ
う
。

今
日
落
葉
松
を
描
き
た
い
さ
い
ふ
日
本
書
の
人
が
北
へ
ゆ
き
ま
し
た
、
本

時
の
赤
魚
デ
こ
れ
だ
し
ま
し
た
ｏ

倍
鐵
利
用
の
木
崎
遊
覧
国
餞
が
に
つ
ノ
ヽ
見
え
ま
す
、　
先
日
武
石
時
の
麓

の
村
の
親
威
へ
行
つ
て
そ
こ
ザ
ら
槍
ケ
岳
ｔ
乗
鞍
の
姿
を
見
ま
し
た
、　
そ
れ

が
ら
臨
尻
の
友
の
家
へ
廻
つ
て
そ
こ
で
１■
あ
の
穂
高
の
暉
嘆
な
委
を
な
つ
ザ

し
く
銚
め
ま
し
た
、　
今
年
に
是
非
御
出
ザ
け
下
さ
い
ま
せ
ん
び
い
づ
れ
其
中

に
詳
し
く
む
報
せ
ず
る
事
が
あ
る
電
思
ひ
ま
す
、
ま
づ
に
　
（大
正
三
年
四
月

百
瀬
慣
太
郎
）

會
員
に
由
り
て
成
る
近
刊

△
會
員
別
所
梅
之
助
氏
は

「
霧
の
王
國
」
〓
題
し
て
、
氏

の
登
山
紀
行
を
公
に
せ
ら
る
べ
ぐ
、
憂
行
書
肇
警
醒
蔵
な

◎
曾
　
　
　
　
報
　
　
會
員
に
由
り
て
成
ろ
近
刊

り
、
牧
む
る
所
の
記
文
左
の
如
し
。
　
・

一
切
経
由
。
忘
れ
す
の
曲

（藤
王
曲
）。
出
羽
の
旗

（西
晉
妻
山
ヽ
那
須
の

け
ふ
り
。
臨
原
の
混
谷
。
白
根
の
ほ
つ
り
。　
日
光
一
筋
路
。
赤
城
山
。
霧
の

王
国
。
軽
井
澤
よ
り
。
確
氷
び
ら
妙
義
へ
。
木
曾
の
御
岳
。
八
が
嶽
。
雲
の

武
石
峠
Ｑ
小
佛
峠
。
和
び
き
光
。
武
蔵
繹
。
知
ら
ざ
り
し
入
。
大
東
日
記
。

冬
の
箱
根
。
箱
程
の
耐
山
。
駒
ケ
嶽
。
箱
根
の
秋
。
豆
相
の
境
を
。
晴
の
富

±
。
雨
の
富
±
。
吉
田
口
び
ら
。初
秋
の
富
士
。
越
の
立
曲
。
加
賀
の
自
由
．

京
の
二
日
．

本
會
々
員
に
よ
う
て
成
れ
る
篤
具
数
多
を
挿
入
し
，
卒

る
六
月
に
は
上
檸
椰
る
べ
し
れ
欄
爾
わ
。　
　
　
　
　
　

，
，

△
會
員
木
本
光
三
郎
氏
は
「吉
野
群
峯
」
ざ
題
し
て
、
昨
野
４

夏
吉
野
群
峯
よ
り
得
た
る
材
料
を
編
輯
整
理
し
て
近
く
出

“

版
さ
る
べ
し
ざ
云
ふ
。

△
本
誌
に
掲
載
し
末
り
つ
ヽ
あ
り
し
、
幹
事
辻
村
伊
助
氏

の

「
ス
ク
イ
ス
ロ
記
」
は
君
補
訂
正
の
上
、
氏
自
か
ら
撮

影
に
か
ヽ
る
篤
具
数
十
葉
を
加
へ
て
、
近
く
某
々
書
撃
よ

り
残
行
す
べ
し
、
装
顔
挿
書
、
一
切
を
暴
げ
て
本
會
々
員

の
手
に
由
り
て
成
さ
ん
ざ
す
、
此
れ
本
會
々
員
の
努
力
奮

層
の
結
晶
せ
る
も
の
ざ
云
ふ
べ
し
。

紙
数
約
三
百
頁
、
氏
は
三
度
瑞
西
に
族
し
自
か
ら
撮
影

せ
る
窮
具
約
三
百
枚
を
越
り
、
本
書
挿
入
の
篤
具
は
成
る

二
〇
五
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obtaillea frOin the tOp Of this lnountaino  No tinl→  、vas wastea on the

sul■ lnit o恥アing to the珊℃ather conditiёns, which, if anything,becalmte

steadily、ァOrse as、ve descenaca。  (Dwing to the Fain great Care haa tO

be taken c。lning aown tine forest‐ c13a spur, as the gr。 .1la under fOot

wPas very lw,et ana greasy.  con毯 iderable quantities of decayea timber

coverea with l.。 ss and lichell haa to be crossea,alla halfehidaen r。 。ts

of huge trees ha(l to be negotiateこ  覇rith lllucll caution.  The gOing

、vas very treacherOus under these cOllditiOtls,and unless great carel鴨 17as

exercisca tlle foDt、vould sinl【 lleavily into gaps betlⅣoen the roots of

trees ana rank vegetatton,Inaking the descent l・ ost tryillg. [ro n.ake

l.,atters worse the rain calne aown very lleavily during the latter

portion of the descent, and a11 。f us 、vere very pleasea to reauch the

river again at n。 。u.  、iv・e pushea oll through sheets of rain t()the

onsen which we reached at 3.20 p.tu.  高ヽre were tola by the gd(le

that if the water ill tlle river w,as a aark_br。 、vil c。 1。ur it w,。 ula not be

safe to tal《 e the route we had coune up by, as there 、vas aaDger of

being washed a・ w'ay by the rapid current, and in this case lweヽ vould

haVe tO Climb the SpuF OppOSite tO the One We haa C01ne dOヽ Vll and

proceea to tile(Dnsen by a1lothor route.  IIo、 vever 、Fe F'nanagea the

return jOurney withOut any luishap,ana reachea the Onsen at 3.10

p.In.,having crossea th。 :【。shibll_gaw〔L .。 less than 10S til・ 9s i1l our

t、ァO atteinPts on the χnountain within the space of four ciays。

G卜iven ane lreather conditions the aSCent Of Al【 aishisan 、▼oula be

very elljoyable,ana seeing there is nothing (lilncult about the cliinb

itself it shoula be considerea by・ those dilnbers whO wish to be we1l o∬

the beaten track。   Our origillal illtention 、vas to cross the ral.ge alla

aescen(l into tho valley of the c)igawa river,ana froIIl tllere proceed t。

Narada with a view of clil■ bili3 0ther peakS in the SOutherll Alps,buむ

。Цring to the weather conditions ana the expense it lFas decidea t。
leave the tlistric.t and proceea to I【 alni11。 chi with the obiect ofclirnl〕 il12

1【asaaake, which nloantain 、ve were very anxious to climb.  Tho
accOmnloこ ation at the()nsell is rough,b■ t the hOt Sulpllur b3th make3

up for a g。 。a deal.  Iも goes.「 ithout saying that foreigners shoula take

ali the」 。。a they require witll thetu.on our way bacl【 おolin okawarれ

to Akaho ill the valley of the Tcnryuga・ W'a■7e securea solne very gool

vie¶'s of A.kaishisan from the roaこ leading up to the lchinoSe・ toge:

(End`)
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steep SCrainble up a long slope coverea with loOSe boulderS,anCI Cr033ing

over a long riage we descende1 500 fte t,o the canlping place,where

there is a large spring full of g。 。こwater.  This spring is reputea to be

the source Of the C)iga(wa. 」Lt this pOint there is a large rock with a

crack in it,which latter is usea as a shelter.  wё  reachea this point at

5p.rn.,having tal【 en 9 hrs.and 20 min.froin I【 oshibu.  The altitude

is 9,ooo ft.above sea_level,ana the weather turnea very c。 ld at night.

A very rea sunrise on the 25th was followea by heavy bank8 0f

nlist surrounling the top of the lnountain and our camping place`

I:Iigashi‐ dalくe ana Araliawa‐dake,two peaks on the range tO the north‐

east of A.kaishisan,were visible, but were soon hiaden by heavy bank3

ofclouas ana mtto At 7 aom rain commen∝ a to偽11,and the weather

remainea dull ana sh。 .w,ery during the whole day 甲7ith very strong

gllsts of wiaa froin the south_east. 、vpe decidea not to clilnbng owi
to tlle weatller, seeing there was no prospect of getting any

view from the top of the mountain. .All that night theマ γina ble、 v

har〔],and dle l)arometel・  aroppel over ten pointso  wvb thought we

were in for a typhoo■ 。 (〕n the 26tll、ve left the cal田 lp at 6.20a.mo in

a thick ll.ist,alla proceeaed up the gorge towaras the highest point of

the rno■ :itain.  :R■ in colninenced tt〕 fall, but ceasea on.our reaching

the Sanl■ lit Of the Fiage.  TO the tOp Of」 彙ll_【aiShiSan frOn■ the Camping

place we estilnated the distance to be One ri,as after getting to the top

of the riage several interl.ediate peaks have to bo crossea be5。 re reacll_

ing the sun■ mit.

Al【aishisan in shape is very sirniler to Shirouna〔 L‐これke or Hakuba‐

san in the Orengeeyama gro刊儡 inasnluch as to the south of the
mountain ittelf falis away in sh∝ r precipices thousanas of ttet,、 vhilgt

to the llorth there is a steep slope covered ・with patches of redaisil

rocks,sPrinklea with the llbiquim)us hailnatsu. It is froin these re■

rocl【s that the mountain takesits n田 田te.

〈E)n reaching the summit, 10,200 fte above se島 ‐level,at S,14a.1■ 1.

tho ttrnperature was 52° F`,and a cola northerly wina was blowing

harao owing to mist no views in a■y directbn whatever welle Obtain_

d.On a ine aay,jlltnging from a photograph given us by Mf.

Mayezawa Masao of Okawara,a very Ane view of Fujisttl call be
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F. Leaving the Onsen at 6.25a.1■ .we d優;cenaed at once to the be(1

0f the Koshibu‐ ga.wa,・ with the stream Funning very SWittly ill thOSe

places where the river took a turn.  The scenery on both siaes is

lnagniacent,the sides of the forest_clad hills rising to a height of several

hundre(1偽 et straight up froln the bea of the river.On thelle島 1lana

side,about one hour's wallく frOnl I【Oshibu, a very fine waterfall arops

over a clir into the rivere  、v・e passea several huge boulders,ana sonle

Of thelu must have l)〔en at least thirty feet in height and as nlany f(x)t

wide.  IBelore reaching tlle f。。t of the forest_claa spur,where one

leaves the river,crossings haa to be lnade n。 less than twenty_seven

timese There are no b五 dges of any kind whatever,and it wOultl be

useless tto attelnpt t。 lnake them,as in■ 。。a tilne they would undoubi_

ealy l℃ washed away.

Ait 9.25a.mo Fain COl■ lnenCed tO fall in heaVy S110WerS,and atter

覇死饉ting fOr OVeF One hOur at the f00t Of the Spur With nO prOSpeCt Of

the WeatheF dea」 ng, we aedded to lЮ tFaCe Our SterS tO the OnSen.

Owing to the rain the 璃′ater in tlle stream haa risen considerably,

3nd gFeat Care haa tO be taken at SOme Ofthe Cr03SingS aS the」 ver TPa8

.。w■ 。wing very ltpi(lly,ana there v,as considerable danger of being

WaShie(1 0r One'S legg・  It rained hea｀電ly all the Way baCk tO I(08hibll,

80 the hot sulphur l)ath, whell 、ve reachecl it, `w'as very IIlucll

appreciatea.

(1)n the fo1lowing aay,the 24th, a fresh start was lnade at 7.40

a.nl., the telnperature being 69° I「. The sky was Overcast,but the

inn_keeper aussnted us that the.ァ eather w。 .lcl clear up ana reinain ille

負)F thr(Ю  (layS.  lrhiS prOpheCy, Lo覇 =ever, dia not cOIne trlloc  I)ro_

ceedillg up the riverebea,▼ ァith the 、vater consider島 1)ly lower tllall tlle

after■oo■ before,we reachea the edge of the forest at 10.20a。 1理 .,where

solne ine views of A.rakawa‐ dake……one of the peaks on the 2牡 kaishisan

range―were obtaine(1.This spot is abont 4,300島 .alk,ve sea_level.

AftOF a llalt fOr lunCh■ Pe C01nl■enCea the a,SCent Of the fOreSt‐ 01島a SPur

ittdillg to the summit of the l■ ,ountain. Tllis spur ils very steep iu_

places, and httnas as well as ice_3xes ha(1 1。 be freely use(1.  、再re

raSSIX1 0ut Of the fOreSt at a height of 9,100 ft。 , a5ter which we enⅢ

CO■ntel祀 a` haiinatSl■  Or CreeFing plile. F101n this POint tllere wag a

(733)
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AKAISEISAN.
:H:。 E.DAUNT.

、アery few fOreigners living ill Japall have clilllbea Akaishisan,

which is one of the highest pcaks ill the southern Part of what iS

I【nown to thein as the Southern ldps.  IPhe writer of these lines met a

learned prOfessOr f101n the rirOkyo University in the :N・ agoya][Iotel

bebre climЫng the mountain last summer,and on being askea whe鸞

he.was gOing tO,1le Fephea:``Akaishisan,''wherenpon the professor

statea he haa never heara of such a lnountaill. This is a case in point

Of the fact that vervた w foreigners in Japan knoW VOry muCh about

ithe geOgraphy Of the cOuntry they live in.  Akれ ishisan is oveF ten

thOusan(l feet in height,and one of tlle highest lnountains in the l■ 3in

siana.

(3)ur party left Nagoy3 on the 19th Of August, ana reached lida

in shinsilu on the 20th,travelling up the Nakasendo by train as far aS

hliaon。 ,ana fronl there after sleeping the night at Tsuln,ago,walked

over the Odairaetoge the next aay.  1lt the shog。 (1。 IIOtel、ve l,net

hlr.G・島usaell,from Yol【 ohama,ana reached Okatwara on the night of

the 21st. 】:Iaving haa to wait at lida for letters,a very late Start was

lnRae,alla ol【awara was reached at 10。 15 penl. The dista.nce frol■

Iida t0 0kawara is l]ri.

At Okawara we got a guide,atla engaged coolies for the ascent of

the lnOuntain. The agreel■ ent inade was ¥1.75 per diel11 lor the

guide and¥1。 50 for each c。 。lie,they Anaing theinselvcs in boalla alla

lodging.
rIIhe SCelleFy frOm ()113▼'ara tO I【OShib■ iS Very ine,and On either

hand brest_claa hius五 se b a considerable hetht frOtn the gOrge

thFOugh Whth tlle I【 OShibu‐galWa■01WS.

Fronl the Villag0 0f I【 al田島ZaWa the patll beCOlmteS■ arrOW and

sttepero The XOShiba C)nSen(lnaFkea On 30me mapS aS``Ynba")

was Feachea at 7.30 p.■ 1., where we foand a 6ne batll containing

water ilnPregnate(l with sulphur heatea b a temperatu“ 。f alЮ ut

105° F,

On the 231a π7o.■■負ae an early start, the tenlperature l〕 eing 70°

(734)
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